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「
東
関
東
の
盆
綱
」
総
合
調
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報
告
書

（
茨
城
県
編
）

茨
城
県
教
育
委
員
会



３ 　 立延（小美玉市中延） 
　盆棚のある部屋に投げ入れられたボンヅナ

（P45）

１ 　  池野辺（笠間市）
　 二手に分かれて綱を引き合う（P35）

２ 　 五平（笠間市） 
　ボンヅナを持って左回りに回る（P39）

４ 　 下馬場（小美玉市）
　盆棚のある部屋に投げ入れられるボンヅナ

（P53）

５ 　 平山（小美玉市下玉里）
　新盆の家に上がり込み、盆棚の前でボンヅ
ナの頭を叩きつける（P60）



９ 　 沖洲（行方市）
　ボンヅナを持って次の家へ（P77）

６ 　 南川又（茨城町）
　ボンヅナを地面に叩きつける（P66）

７ 　 奥谷（茨城町） 
　大人たちがボンヅナを製作する（P68）

８ 　 金上（行方市三和）
　ボンヅナを高く持ち上げ、地面に叩きつけ
る（P74）

１0 　 高須（行方市玉造） 
　角、目、唇のあるボンヅナ（P81）



１４ 　 佐野子（土浦市）  
　頬かむりをして集落を巡行する（P105）

１１ 　 冷水（鉾田市） 
　子供たちがボンヅナを持って巡行する

（P85）

１２ 　 徳宿新田（鉾田市） 
　ボンヅナ本体に藁縄を巻きつける（P89）

１３ 　 駒木根（鉾田市）
　 ボンヅナに土や苔を入れる（P97）

１５－１ 　 東田中・東地区（石岡市）
　ジャーメを担いで出発（P110）

１５－２ 　 東田中・西地区（石岡市） 
　おんぶして先祖を背負う所作を行う

（P114）



１９ 　 下岩崎（つくば市） 
　先祖の霊を迎えに寺にやって来た人たちと
ボンヅナ（P143）

１６ 　 宮渕町千秋（龍ケ崎市） 
　ボンヅナを持って各家をまわる（Ｐ121）

１７ 　 田宮（牛久市）  
　高提灯、太鼓、僧侶の鈸の後に子供たちの
竜が続く（P128）

１８ 　 小茎（つくば市）
　真菰と青竹で作ったボンヅナを持って集落
を巡行する（P132）

２0－１ 　 栗原・台坪（つくば市） 
　掛け声と共にボンヅナを高く持ち上げる

（P146）

２0-２ 　 栗原・乾島（つくば市）  
　ボンヅナを作る様子。もうすぐ完成（P150）



２３ 　 島津（阿見町）  
　家の前でボンヅナを持って回る（P171）

２0-３ 　  栗原・中坪（つくば市）  
　ボンヅナを持って次の家へ移動する

（P153）

２１ 　 苅間（つくば市） 
　 掛け声と共にポンを地面に打ちつける

（P162）

２２ 　 下須田（稲敷市） 
　庭でボンヅナを前後に振る（P166）

２４ 　 実穀（阿見町） 
　暗くなっても元気よく掛け声をかけて巡行
する（P176）

２５ 　 大塚（筑西市） 
　完成した綱を用いて綱引きをする（P184）



　
　
　
　
　

序

　

平
成
二
十
七
年
三
月
二
日
、「
東
関
東
の
盆
綱
」
が
記
録
作
成
等
の
措
置
を
講
ず
べ
き
無
形
の
民
俗
文
化
財
（
国
選
択
）
に
選
択
さ
れ

ま
し
た
。

　
「
盆
綱
」
は
、
茨
城
・
千
葉
両
県
に
わ
た
っ
て
分
布
す
る
盆
行
事
の
一
つ
で
、
一
般
に
子
供
た
ち
が
藁
綱
を
曳
い
て
先
祖
の
霊
を
送
迎

す
る
習
俗
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
藁
綱
の
形
、
実
施
形
態
及
び
所
作
な
ど
は
、
地
区
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
「
盆
綱
」
に
つ
い
て
は
、こ
れ
ま
で
実
態
の
解
明
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、少
子
高
齢
化
が
進
展
す
る
今
日
、「
盆

綱
」
の
存
続
が
困
難
と
な
る
地
区
が
年
を
追
っ
て
増
加
し
て
い
る
状
況
の
中
で
、
一
刻
も
早
く
総
合
調
査
に
基
づ
い
た
記
録
作
成
を
行
う

必
要
に
迫
ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
国
選
択
と
な
っ
た
こ
と
を
機
に
、
平
成
二
十
七
年
度
よ
り
事
前
調
査
を
進
め
、
平
成
三
十
一
年
度
よ

り
国
庫
補
助
を
受
け
て
、「
東
関
東
の
盆
綱
」
総
合
調
査
事
業
を
三
か
年
計
画
で
開
始
い
た
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
令
和
二
年
度
以
降
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
を
受
け
て
「
盆
綱
」
を
中
止
す
る
地
区
が
相
次
い
だ

こ
と
か
ら
、
事
業
計
画
の
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
総
合
調
査
報
告
書
を
刊
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

本
調
査
の
実
施
及
び
報
告
書
の
刊
行
に
あ
た
り
、
御
指
導
・
御
助
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
文
化
庁
を
は
じ
め
、
御
尽
力
い
た
だ
き
ま
し

た
「
東
関
東
の
盆
綱
」
総
合
調
査
委
員
会
の
調
査
委
員
、
調
査
補
助
員
の
皆
様
方
に
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
各
市
町
村

文
化
財
保
護
行
政
主
管
課
、
各
調
査
地
の
盆
綱
関
係
者
及
び
情
報
提
供
者
の
皆
様
に
は
、
多
大
な
る
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
深
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
地
域
に
お
い
て
大
切
に
守
ら
れ
て
き
た
貴
重
な
文
化
が
、
こ
れ
か
ら
も
長
く
継
承
さ
れ
ま
す
よ
う
心
よ

り
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　

令
和
五
年
三
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

茨
城
県
教
育
委
員
会
教
育
長

森　

作　

宜　

民



　
　
　
　
　
例
　
言

一
、
本
書
は
、
茨
城
県
教
育
委
員
会
が
平
成
三
十
一
年
度
か
ら
令
和
三
年
度
の
三
か
年
に
わ
た
っ
て
国
庫
補
助
事
業
と
し
て
実
施
し
た
「
東
関
東
の
盆
綱
」

総
合
調
査
事
業
の
報
告
書
で
あ
る
。
な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
り
当
初
の
計
画
を
変
更
し
、
印
刷
・
製
本
は
令
和
四
年
度
に

県
費
を
用
い
て
行
っ
た
。

二
、
事
業
は
、
文
化
庁
の
「
民
俗
文
化
財
調
査
費
国
庫
補
助
要
項
」
に
基
づ
き
、「
東
関
東
の
盆
綱
」
総
合
調
査
実
施
要
項
を
定
め
、
事
務
局
を
茨
城
県
教

育
庁
総
務
企
画
部
文
化
課
に
設
置
し
て
実
施
し
た
。

三
、
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、「
東
関
東
の
盆
綱
」
総
合
調
査
委
員
会
（
以
下
「
調
査
委
員
会
」
と
い
う
）
を
組
織
し
、
県
内
各
市
町
村
の
文
化
財
保
護
行
政

主
管
課
（
以
下
「
市
町
村
」
と
い
う
）
の
協
力
を
得
て
、
事
前
調
査
、
詳
細
調
査
及
び
現
況
確
認
調
査
を
行
っ
た
。

四
、
事
前
調
査
は
、
平
成
二
十
七
年
度
に
各
市
町
村
が
域
内
に
お
け
る
「
盆
綱
」
の
実
施
状
況
を
網
羅
的
に
行
っ
た
。

五
、
詳
細
調
査
は
、
事
前
調
査
の
結
果
に
基
づ
い
て
、
現
在
も
「
盆
綱
」
が
存
続
し
て
い
る
事
例
の
中
か
ら
調
査
委
員
会
が
選
択
し
た
二
十
五
件
に
つ
い
て
、

調
査
委
員
及
び
調
査
補
助
員
が
実
施
し
た
。
詳
細
調
査
の
結
果
は
、
調
査
を
担
当
し
た
調
査
委
員
及
び
調
査
補
助
員
が
執
筆
し
、
第
三
章
第
一
節
に
「
詳

細
調
査
報
告
」
と
し
て
掲
載
し
た
。
尚
、
各
報
告
の
末
尾
に
、
執
筆
者
名
を
記
し
た
。

六
、
現
況
確
認
調
査
は
、
現
在
も
「
盆
綱
」
が
存
続
し
て
い
る
事
例
（
詳
細
調
査
の
該
当
事
例
を
除
く
）
に
つ
い
て
、
主
に
調
査
補
助
員
及
び
事
務
局
が
調

査
し
た
も
の
を
事
務
局
が
編
集
し
て
、
第
三
章
第
二
節
に
「
現
況
確
認
調
査
報
告
」
と
し
て
掲
載
し
た
。
な
お
、
各
報
告
の
末
尾
に
、
調
査
担
当
者
名
を

記
し
た
。

七
、
本
書
に
お
い
て
、
盆
綱
行
事
を
示
す
場
合
は
「
盆
綱
」、
稲
藁
等
を
用
い
て
作
成
し
た
綱
を
示
す
場
合
は
「
ボ
ン
ヅ
ナ
」
と
表
記
し
た
。

八
、
口
絵
及
び
本
文
中
に
掲
載
し
た
写
真
は
、
特
に
断
り
の
な
い
限
り
、
詳
細
調
査
及
び
現
況
確
認
調
査
の
担
当
者
が
撮
影
し
た
も
の
で
あ
る
。

九
、
詳
細
調
査
報
告
で
使
用
し
た
順
路
図
は
、
国
土
地
理
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
も
の
に
加
筆
し
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

十
、
本
書
の
編
集
は
調
査
委
員
会
の
指
導
の
も
と
、
事
務
局
が
行
っ
た
。
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第
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章　

調
査
事
業
の
概
要

第
一
節
「
東
関
東
の
盆
綱
」
総
合
調
査
事
業
実
施
要
項

一　

調
査
目
的

　
「
盆
綱
」
は
、
茨
城
・
千
葉
両
県
及
び
九
州
北
部
な
ど
に
分
布
す
る
盆
行
事
の
一

つ
で
、
そ
の
多
く
は
子
供
た
ち
が
藁
綱
を
曳
い
た
り
担
い
だ
り
し
な
が
ら
、
先
祖
の

霊
を
送
迎
す
る
習
俗
で
あ
る
。
藁
綱
は
龍
や
蛇
に
模
し
た
も
の
と
さ
れ
、
先
祖
の
霊

を
依
り
憑
か
せ
る
憑
依
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

　

八
月
十
三
日
の
迎
え
盆
で
は
、
子
供
た
ち
が
藁
綱
を
曳
い
て
墓
地
に
行
き
、
先
祖

の
霊
を
藁
綱
に
依
り
憑
か
せ
た
後
、
集
落
の
家
々
を
ま
わ
っ
て
降
ろ
し
て
い
く
。
一

方
、
八
月
十
五
日
の
送
り
盆
で
は
、
逆
に
家
々
を
ま
わ
っ
て
先
祖
の
霊
を
依
り
憑
か

せ
た
後
、
墓
地
ま
で
行
っ
て
降
ろ
す
地
区
も
あ
る
。
そ
れ
ら
の
所
作
や
、
使
い
終
え

た
藁
綱
の
処
理
の
仕
方
は
集
落
に
よ
っ
て
異
な
る
。

　

こ
う
し
た
「
盆
綱
」
は
、
我
が
国
の
文
化
を
考
え
る
上
で
大
変
貴
重
な
も
の
で
は

あ
る
が
、
そ
の
実
態
は
不
詳
で
あ
る
。
ま
た
少
子
高
齢
化
が
進
行
し
、
地
域
の
つ
な

が
り
が
疎
遠
と
な
り
つ
つ
あ
る
中
で
、「
盆
綱
」
が
年
ご
と
に
少
な
く
な
っ
て
き
て

い
る
。

　
「
東
関
東
の
盆
綱
」
は
、
平
成
二
十
七
年
三
月
に
「
記
録
作
成
の
措
置
を
講
ず
べ

き
無
形
の
民
俗
文
化
財
」（
国
選
択
）
に
選
択
さ
れ
て
お
り
、県
内
に
お
け
る
「
盆
綱
」

の
分
布
や
実
施
状
況
、
特
徴
及
び
諸
課
題
に
つ
い
て
聞
き
取
り
や
記
録
保
存
を
行
う

ほ
か
、
さ
ら
に
は
関
係
資
料
や
伝
承
等
に
よ
る
裏
付
け
に
よ
っ
て
、
そ
の
全
体
像
を

明
ら
か
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

二　

調
査
範
囲

　

茨
城
県
全
域　

た
だ
し
、現
在
も「
盆
綱
」が
行
わ
れ
て
い
る
地
域
を
中
心
と
す
る
。

三　

事
業
の
実
施
方
法

　

茨
城
県
教
育
委
員
会
が
、
国
庫
補
助
金
（
平
成
三
十
一
年
度
～
令
和
三
年
度
）
を

受
け
て
事
業
を
実
施
す
る
。

四　

事
業
主
体

　

茨
城
県
教
育
委
員
会
（
茨
城
県
教
育
庁
総
務
企
画
部
文
化
課
）

五　

協
力
機
関

　

各
市
町
村
文
化
財
保
護
行
政
主
管
課

六　

事
業
期
間

　

平
成
三
十
一
年
度
か
ら
令
和
四
年
度
の
四
か
年
と
す
る
。

（
一
）
平
成
三
十
一
年
度　

聞
き
取
り
調
査
、
記
録
保
存
、
文
献
等
調
査
、
調
査
票
の
作
成

（
二
）
令
和
二
年
度　

聞
き
取
り
調
査
、
記
録
保
存
、
文
献
等
調
査
、
報
告
書
の
作
成

（
三
）
令
和
三
年
度　

聞
き
取
り
調
査
、
記
録
保
存
、
文
献
等
調
査
、
報
告
書
の
作
成

（
四
）
令
和
四
年
度　

報
告
書
の
編
集
・
刊
行

七　

調
査
組
織
と
役
割

（
一
）「
東
関
東
の
盆
綱
」
総
合
調
査
委
員
会

　

調
査
全
般
に
関
わ
る
総
括
的
な
指
導
を
受
け
る
た
め
に
、「
東
関
東
の
盆
綱
」

総
合
調
査
委
員
会
（
以
下
、「
調
査
委
員
会
」
と
す
る
）
を
設
置
要
項
に
基
づ
き

設
置
す
る
。

　
　

調
査
委
員
会
は
、
九
名
以
内
の
調
査
委
員
に
よ
っ
て
構
成
す
る
。

（
二
）
調
査
委
員

　

専
門
知
識
を
有
す
る
学
識
経
験
者
を
茨
城
県
教
育
委
員
会
教
育
長
が
委
嘱
す

る
。
調
査
委
員
は
、
詳
細
調
査
地
区
の
選
定
の
ほ
か
、
担
当
す
る
地
区
の
調
査
に
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関
す
る
指
導
及
び
調
査
成
果
の
と
り
ま
と
め
な
ど
、
調
査
全
般
に
お
け
る
中
心
的

役
割
を
担
う
と
と
も
に
、
報
告
書
の
執
筆
・
編
集
を
行
う
。

※　

こ
の
他
、
調
査
委
員
会
が
推
薦
す
る
者
の
中
か
ら
、
調
査
補
助
員
を
選
出
す
る
。

調
査
補
助
員
は
、
調
査
委
員
の
指
導
・
助
言
の
も
と
、
調
査
対
象
地
区
の
現
地
調

査
（
聞
き
取
り
、記
録
保
存
）、文
献
等
調
査
ま
た
は
報
告
書
の
執
筆
を
担
当
す
る
。

八　

調
査
方
法

（
一
）
詳
細
調
査

　

平
成
三
十
年
度
ま
で
に
各
市
町
村
文
化
財
保
護
行
政
主
管
課
か
ら
報
告
さ
れ
た

事
例
の
中
か
ら
、
調
査
委
員
会
が
選
定
し
た
地
区
に
つ
い
て
、
調
査
委
員
及
び
調

査
補
助
員
が
詳
細
調
査
を
行
う
。

①　

報
告
件
数　
　
　
　
　
　
　

一
五
〇
件　
　
　

※
注
１

②　

詳
細
調
査
地
区　
　
　
　
　

二
十
五
地
区　
　

※
注
２

③　

調
査
内
容

　

所
在
地
、
名
称
、
年
代
・
沿
革
、
実
施
状
況
、
実
施
日
、
ボ
ン
ヅ
ナ
の
形
状
、

目
的
、
巡
行
の
起
点
・
終
点
、
子
供
の
構
成
、
活
動
の
状
況
、
伝
承
の
状
況
、

評
価
等
に
つ
い
て
調
査
し
、
調
査
票
に
整
理
す
る
。

④　

調
査
日

　

盆
綱
開
催
日
（
八
月
十
三
日
、
十
五
日
な
ど
）。
文
献
等
調
査
は
適
宜
実
施

す
る
。

（
二
）
現
況
確
認
調
査

　

平
成
三
十
年
度
ま
で
に
各
市
町
村
文
化
財
保
護
行
政
主
管
課
か
ら
報
告
さ
れ
た

事
例
の
中
で
、
現
在
も
「
盆
綱
」
が
行
わ
れ
て
い
る
地
区
（
前
述
の
詳
細
調
査
地

区
を
除
く
）
に
つ
い
て
、
調
査
補
助
員
等
が
現
在
の
実
施
状
況
を
確
認
す
る
調
査

を
行
う
。

①　

現
況
確
認
調
査
地
区　
　
　

二
十
五
地
区　
　

※
注
３

②　

調
査
内
容

　

所
在
地
、
名
称
、
実
施
状
況
、
実
施
日
、
ボ
ン
ヅ
ナ
の
形
状
、
目
的
、
起
点
・

終
点
、子
供
の
構
成
、活
動
の
状
況
等
に
つ
い
て
調
査
し
、調
査
票
に
整
理
す
る
。

③　

調
査
日

　

盆
綱
開
催
日
（
八
月
十
三
日
、
十
五
日
な
ど
）。
文
献
等
調
査
は
適
宜
実
施

す
る
。

九　

成
果
品

　

調
査
結
果
を
報
告
書
と
し
て
刊
行
す
る
。
報
告
書
は
、調
査
事
業
の
概
要
（
目
的
、

調
査
組
織
、
調
査
方
法
と
経
過
）、
現
地
調
査
・
文
献
等
調
査
の
結
果
（
写
真
・
図

面
等
を
含
む
）、
実
施
状
況
一
覧
及
び
解
説
等
を
内
容
と
す
る
。

【
注
】１　

事
前
調
査
の
結
果
に
基
づ
き
、
当
初
把
握
し
て
い
た
件
数
。
そ
の
後
の
現
地
調

査
、
市
町
村
に
よ
る
追
加
報
告
及
び
文
献
調
査
に
よ
り
、
一
八
五
件
（
一
三
七
地

区
）
を
確
認
し
た
（
第
四
章　

茨
城
県
内
の
盆
綱
実
施
状
況
一
覧
参
照
）。

２　

第
三
章　

調
査
報
告　

第
一
節　

詳
細
調
査
報
告
参
照

３　

第
三
章　

調
査
報
告　

第
二
節　

現
況
確
認
調
査
報
告
参
照
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第
二
節
「
東
関
東
の
盆
綱
」
総
合
調
査
委
員
会

○　

調
査
委
員
（
所
属
・
職
名
は
令
和
三
年
度
末
時
点
の
も
の
）

徳
丸　

亞
木　

筑
波
大
学
大
学
院
人
文
社
会
科
学
研
究
科　

教
授 

※
委
員
長

大
津　

忠
男　

茨
城
県
立
歴
史
館
史
料
学
芸
部
学
芸
課　

特
任
学
芸
員 

※
副
委
員
長

榎　
　

美
香　

千
葉
県
立
関
宿
城
博
物
館　

主
任
上
席
研
究
員

清
水　

博
之　

茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大
学
文
学
部
文
化
交
流
学
科　

准
教
授

塚
原　

伸
治　

東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
超
域
文
化
科
学
専
攻  

准
教
授

萩
谷　

良
太　

土
浦
市
立
博
物
館　

主
任
・
学
芸
員

林　
　

圭
史　

茨
城
県
立
歴
史
館
史
料
学
芸
部
学
芸
課　

主
任
学
芸
員

○　

調
査
補
助
員
（
所
属
は
令
和
三
年
度
末
時
点
の
も
の
）

岡
田　

真
帆　

筑
波
大
学
大
学
院　

人
文
社
会
科
学
研
究
科
歴
史
・
人
類
学
専
攻
修
了

三
津
山
智
香　

筑
波
大
学
大
学
院　

人
文
社
会
科
学
研
究
科
歴
史
・
人
類
学
専
攻
事
務
室

渡
瀬　

綾
乃　

筑
波
大
学
大
学
院　

人
文
社
会
科
学
研
究
科
歴
史
・
人
類
学
専
攻

横
田　

慶
一　

筑
波
大
学
大
学
院　

人
文
社
会
科
学
研
究
科
歴
史
・
人
類
学
専
攻

藤
崎　

綾
香　

筑
波
大
学
大
学
院　

人
文
社
会
科
学
研
究
科
歴
史
・
人
類
学
専
攻

森
戸
日
咲
子　

筑
波
大
学
大
学
院　

人
文
社
会
科
学
研
究
科
歴
史
・
人
類
学
専
攻

水
口　

和
樹　

筑
波
大
学
大
学
院　

人
文
社
会
科
学
研
究
科
歴
史
・
人
類
学
専
攻
修
了

大
城　

沙
織　

筑
波
大
学
大
学
院　

人
文
社
会
科
学
研
究
科
歴
史
・
人
類
学
専
攻

関
口　

東
亜　

筑
波
大
学
人
文
・
文
化
学
群 

比
較
文
化
学
類

北
條　

海
織　

筑
波
大
学
人
文
・
文
化
学
群 

人
文
学
類
卒

○　

事
務
局

茨
城
県
教
育
庁
総
務
企
画
部
文
化
課
（
平
成
三
十
一
年
度
～
令
和
四
年
度
）

市
村　

志
保　

課
長
（
平
成
三
十
一
・
令
和
二
年
度
）

田
﨑　

俊
一　

課
長
（
令
和
三
年
度
）

宮
㟢　
　

薫　

課
長
（
令
和
四
年
度
）

仲
野　

祐
二　

課
長
補
佐
（
総
括
）（
平
成
三
十
一
年
度
）

増
子　

靖
啓　

課
長
補
佐
（
総
括
）（
令
和
二
年
度
）

宮
尾　
　

徹　

課
長
補
佐
（
総
括
）（
令
和
三
・
四
年
度
）

横
田　

博
之　

有
形
・
無
形
文
化
財
担
当
課
長
補
佐（
平
成
三
十
一
～
令
和
三
年
度
）

根
本
弘
太
郎　

同 

課
長
補
佐
（
令
和
四
年
度
）

大
塚　

健
司　

同 

文
化
財
保
護
主
事
（
平
成
三
十
一
～
令
和
三
年
度
）

宇
都
木
宏
一　

同 

文
化
財
保
護
主
事
（
平
成
三
十
一
・
令
和
二
年
度
）

齋
藤　

和
浩　

埋
蔵
文
化
財
担
当
文
化
財
保
護
主
事
（
平
成
三
十
一
年
度
）

豊
田　

学
史　

有
形
・
無
形
文
化
財
担
当
文
化
財
保
護
主
事
（
令
和
四
年
度
）

吉
川　

明
宏　

同 

主
査
（
平
成
三
十
一
～
令
和
三
年
度
）

江
本　

春
美　

同 

係
長
（
平
成
三
十
一
・
令
和
二
年
度
）

永
井　

幸
恵　

同 

係
長
（
令
和
三
・
四
年
度
）

峯
嶋
啓
一
郎　

管
理
担
当
課
長
補
佐
（
平
成
三
十
一
年
度
）

吉
澤　

正
貴　

同 

課
長
補
佐
（
令
和
二
年
度
）

吉
田　

信
行　

同 

課
長
補
佐
（
令
和
三
・
四
年
度
）

新
黒　

康
司　

同 

係
長
（
平
成
三
十
一
～
令
和
三
年
度
）

武
藤　

尚
子　

同 

係
長
（
令
和
四
年
度
）

井
野
場
文
晃　

同 

主
任
（
平
成
三
十
一
年
度
）

小
澤　

伸
介　

同 

主
任
（
令
和
二
～
四
年
度
）
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第
三
節
「
東
関
東
の
盆
綱
」
総
合
調
査
委
員
会
開
催
記
録

　
一　

第
一
回
総
合
調
査
委
員
会

　

日　

時　
　

平
成
三
十
一
年
四
月
二
十
四
日
（
水
）　

午
前
十
時
～
十
一
時
四
十
分

　

場　

所　
　

茨
城
県
立
歴
史
館
一
階　

第
一
講
座
室

　

議　

事

　
（
一
）
審
議
事
項

　
　
　

①　

調
査
概
要
・
調
査
委
員
会
の
趣
旨
説
明

　
　
　

②　

事
前
調
査
報
告

　
　
　

③　

調
査
対
象
の
選
定

　
　
　

④　

委
員
の
分
担
に
つ
い
て

　
　
　

⑤　

調
査
の
進
め
方
、
調
査
票
の
作
成
に
つ
い
て

　
　
　

⑥　

報
告
書
の
構
成
案
に
つ
い
て

　
　
　

⑦　

そ
の
他

二　

第
二
回
総
合
調
査
委
員
会

　

日　

時　
　

令
和
元
年
六
月
二
十
六
日
（
水
）　

午
前
十
時
～
正
午

　

場　

所　
　

土
浦
市
役
所
本
庁
舎
二
階　

研
修
室
３

　

議　

事

　
（
一
）
審
議
事
項

　
　
　

①　

詳
細
調
査
地
区
の
決
定

　
　
　

②　

現
地
調
査
に
つ
い
て

　
　
　

③　

調
査
票
（
修
正
案
）
の
検
討

　
　
　

④　

報
告
書
構
成
（
修
正
案
）
の
検
討

　
　
　

⑤　

そ
の
他

三　

第
三
回
総
合
調
査
委
員
会

　

日　

時　
　

令
和
元
年
十
月
三
十
日
（
水
）　

午
前
十
時
～
正
午

　

場　

所　
　

茨
城
県
庁
行
政
棟
二
十
一
階　

総
務
課
分
室

　

議　

事

　
（
一
）
審
議
事
項

　
　
　

①　

詳
細
調
査
結
果
の
検
討

　
　
　
　
　
〔
調
査
委
員
担
当
地
区
〕〔
調
査
補
助
員
担
当
地
区
〕

　
　
　

②　

次
年
度
の
詳
細
調
査
に
向
け
て

　
　
　

③　

原
稿
執
筆
の
留
意
点

　
　
　

④　

報
告
書
構
成
（
修
正
案
）
の
検
討

　
　
　

⑤　

そ
の
他

　
四　

第
四
回
総
合
調
査
委
員
会

　

日　

時　
　

令
和
二
年
六
月
一
日
（
月
）　

午
後
一
時
二
十
五
分
～
三
時
四
十
五
分

　

場　

所　
　

茨
城
県
三
の
丸
庁
舎
三
階　

共
用
会
議
室
Ａ

　

議　

事

　
（
一
）
報
告
事
項

　
　
　

①　

令
和
元
年
度
の
事
業
報
告

　
　
　

②　

反
省
点
等

　
（
二
）
審
議
事
項

　
　
　

①　

報
告
書
原
稿
の
内
容
確
認

　
　
　

②　

調
査
対
象
（
新
規
及
び
追
加
調
査
）
及
び
分
担
の
決
定

　
　
　

③　

報
告
書
構
成
（
修
正
案
）
の
検
討

　
　
　

④　

そ
の
他
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五　

第
五
回
総
合
調
査
委
員
会

　

日　

時　
　

令
和
二
年
七
月
二
十
七
日
（
月
）　

午
後
一
時
三
十
分
～
三
時
三
十
分

　

場　

所　
　

茨
城
県
庁
行
政
棟
二
十
一
階　

総
務
課
分
室

　

議　

事

　
（
一
）
報
告
事
項

　
　
　

①　

今
年
度
の
現
地
調
査
に
つ
い
て

　
（
二
）
審
議
事
項

　
　
　

①　

前
回
調
査
委
員
会
の
確
認
事
項
に
つ
い
て

　
　
　

②　

報
告
書
原
稿
の
内
容
確
認

　
　
　

③　

報
告
書
構
成
（
修
正
案
）
の
検
討

　
　
　

④　

休
止
地
区
に
つ
い
て

　
　
　

⑤　

そ
の
他

六　

第
六
回
総
合
調
査
委
員
会

　

日　

時　
　

令
和
二
年
十
月
二
十
六
日
（
月
）　

午
後
一
時
三
十
分
～
三
時
五
十
分

　

場　

所　
　

土
浦
市
役
所
本
庁
舎
二
階　

研
修
室
３

　

議　

事

　
（
一
）
報
告
事
項

　
　
　

①　

今
年
度
の
現
地
調
査
に
つ
い
て

　
（
二
）
審
議
事
項

　
　
　

①　

今
後
の
調
査
事
業
の
進
め
方
に
つ
い
て

　
　
　

②　

詳
細
調
査
結
果
、
現
況
確
認
調
査
結
果
の
検
討

　
　
　

③　

報
告
書
原
稿
の
作
成
に
つ
い
て

　
　
　

④　

令
和
元
年
度
分
の
修
正
原
稿
の
確
認

　
　
　

⑤　

報
告
書
構
成
（
修
正
案
）・
分
担
の
検
討

　
　
　

⑥　

そ
の
他

七　

第
七
回
総
合
調
査
委
員
会

　

日　

時　
　

令
和
三
年
三
月
九
日
（
火
）　

午
後
一
時
三
十
分
～
三
時

　

場　

所　
　

茨
城
県
庁
行
政
棟
二
十
三
階　

教
育
庁
会
議
室

　

議　

事

　
（
一
）
報
告
事
項

　
　
　

①　

令
和
二
年
度
の
事
業
報
告
に
つ
い
て

　
（
二
）
審
議
事
項

　
　
　

①　

令
和
三
年
度
の
調
査
事
業
の
進
め
方
に
つ
い
て

　
　
　

②　

休
止
地
区
（
平
成
20
年
以
降
）
の
聞
き
取
り
結
果
に
つ
い
て

　
　
　

③　

報
告
書
原
稿
の
確
認

　
　
　

④　

報
告
書
構
成
・
分
担
の
検
討

　
　
　

⑤　

そ
の
他

八　

第
八
回
総
合
調
査
委
員
会

　

日　

時　
　

令
和
三
年
八
月
二
日
（
月
）　

午
後
一
時
三
十
分
～
三
時
三
十
分

　

場　

所　
　

茨
城
県
庁
行
政
棟
二
十
三
階　

教
育
庁
会
議
室

　

議　

事

　
（
一
）
審
議
事
項

　
　
　

①　

今
年
度
の
現
地
調
査
に
つ
い
て

　
　
　

②　

現
地
調
査
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

　
　
　

③　

報
告
書
原
稿
に
関
す
る
意
見
交
換

　
　
　

④　

報
告
書
構
成
・
分
担
、
編
集
等
に
関
す
る
意
見
交
換

　
　
　

⑤　

そ
の
他

九　

第
九
回
総
合
調
査
委
員
会

　

日　

時　
　

令
和
三
年
十
一
月
三
十
日
（
火
）　

午
前
十
時
～
十
二
時

　

場　

所　
　

土
浦
市
立
博
物
館
地
下
一
階　

視
聴
覚
ホ
ー
ル
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議　

事

　
（
一
）
報
告
事
項

　
　
　

①　

今
年
度
の
現
地
調
査
に
つ
い
て

　
（
二
）
審
議
事
項

　
　
　

①　

調
査
票
の
内
容
確
認

　
　
　

②　

報
告
書
原
稿
に
関
す
る
意
見
交
換

　
　
　

③　

報
告
書
構
成
、
編
集
等
に
関
す
る
意
見
交
換

　
　
　

④　

そ
の
他

一
〇　

第
十
回
総
合
調
査
委
員
会

　

日　

時　
　

令
和
四
年
三
月
三
日
（
木
）　

午
後
二
時
～
五
時

　

場　

所　
　

土
浦
市
立
博
物
館
地
下
一
階　

視
聴
覚
ホ
ー
ル

　

議　

事

　
（
一
）
審
議
事
項

　
　
　

①　

報
告
書
原
稿
の
校
正
に
関
す
る
意
見
交
換

　
　
　

②　

そ
の
他

　
　
　

一
一　

第
十
一
回
総
合
調
査
委
員
会
（
小
委
員
会
）

　

日　

時　
　

令
和
四
年
三
月
二
十
四
日
（
木
）　

午
後
一
時
三
十
分
～
四
時

　

場　

所　
　

土
浦
市
立
博
物
館
三
階　

会
議
室

　

議　

事

　
（
一
）
審
議
事
項

　
　
　

①　

報
告
書
原
稿
の
校
正
に
関
す
る
意
見
交
換

　
　
　

②　

そ
の
他

第
四
節
　
詳
細
調
査
地
区
選
定
理
由

○　

現
在
も
存
続
す
る
盆
綱
を
対
象
に
、
詳
細
調
査
を
実
施
す
る
地
区
に
つ
い
て
、

調
査
委
員
に
よ
る
選
定
を
行
っ
た
。

○　
「
池
野
辺
」（
笠
間
市
）
は
、
県
内
の
盆
綱
の
北
端
の
事
例
で
、
典
型
的
な
綱
引

き
の
形
態
。

○　
「
五
平
」（
笠
間
市
）
は
、三
地
区
に
分
か
れ
て
実
施
し
て
い
る
。
内
郷
地
区
で
、

手
作
り
の
行
燈
を
持
っ
て
各
家
を
ま
わ
る
の
が
特
徴
的
で
あ
る
。

○　
「
中
延
（
立
延
）」（
小
美
玉
市
）
は
、
存
続
数
の
多
い
小
美
玉
市
に
お
い
て
、

盆
綱
が
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

○　
「
下
馬
場
」（
小
美
玉
市
）
は
八
月
十
三
・
十
五
日
の
両
日
に
盆
綱
を
実
施
し
、

綱
を
墓
地
の
塚
に
巻
き
つ
け
る
独
特
の
風
習
が
あ
る
。

○　
「
下
玉
里
（
平
山
）」（
小
美
玉
市
）
は
、
八
月
十
三
・
十
五
日
の
両
日
に
盆
綱
を

実
施
し
、
子
供
た
ち
は
白
い
服
装
で
統
一
。
長
老
が
統
括
的
な
役
割
を
担
う
。

○　
「
南
川
又
」（
茨
城
町
）
は
、
盆
綱
に
対
す
る
意
識
が
注
目
さ
れ
る
。

○　
「
奥
谷
」（
茨
城
町
）
で
は
、
子
供
た
ち
が
迎
え
火
を
蹴
散
ら
し
な
が
ら
巡
行
す

る
。
神
社
を
起
点
と
し
て
お
り
、
神
葬
祭
と
の
関
連
が
興
味
深
い
。

○　
「
三
和
（
金
上
）」（
行
方
市
）
は
、
北
浦
西
岸
の
数
少
な
い
事
例
。

○　
「
沖
洲
」（
行
方
市
）
は
、
小
美
玉
市
に
隣
接
す
る
集
落
。
小
美
玉
市
内
に
残
る

盆
綱
と
の
比
較
や
、
古
い
時
代
の
盆
綱
と
の
比
較
が
可
能
。

○　
「
玉
造
（
高
須
）」（
行
方
市
）
の
ボ
ン
ヅ
ナ
は
蛇
型
で
、
縄
を
巻
い
た
胴
体
に
、

角
、
目
、
唇
、
舌
が
丁
寧
に
付
け
ら
れ
て
い
る
。
最
後
は
綱
を
川
に
流
す
。

○　
「
冷
水
」（
鉾
田
市
）
は
、
太
平
洋
に
面
し
た
地
区
。
最
後
は
綱
を
海
に
流
す
。

○　
「
徳
宿
（
徳
宿
新
田
）」（
鉾
田
市
）
は
、
北
浦
に
流
れ
込
む
鉾
田
川
（
七
瀬
川
）

左
岸
の
事
例
。

○　
「
駒
木
根
」（
鉾
田
市
）
は
、
北
浦
に
流
れ
込
む
鉾
田
川
（
七
瀬
川
）
右
岸
の
事
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例
。
隣
接
す
る
「
徳
宿
新
田
」
の
盆
綱
と
の
比
較
が
可
能
。

○　
「
佐
野
子
」（
土
浦
市
）
は
、
土
浦
に
残
る
盆
綱
の
唯
一
の
事
例
。
市
指
定
無
形

民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

○　
「
東
田
中
」（
石
岡
市
）
は
、
子
供
た
ち
が
墓
地
で
仏
様
を
お
ん
ぶ
す
る
所
作
が

特
徴
的
で
あ
る
。

○　
「
宮
渕
町
（
千
秋
）」（
龍
ケ
崎
市
）
は
、
龍
ケ
崎
市
に
残
る
貴
重
な
事
例
。
古　
　

い
時
代
の
盆
綱
と
の
比
較
が
可
能
。

○　
「
田
宮
」（
牛
久
市
）
は
牛
久
市
に
残
る
貴
重
な
事
例
。
古
い
時
代
の
盆
綱
と
の

比
較
が
可
能
。

○　
「
小
茎
」（
つ
く
ば
市
）
は
、
牛
久
沼
に
流
れ
込
む
谷
田
川
左
岸
の
事
例
。
真
菰

（
マ
コ
モ
）
を
用
い
て
ボ
ン
ヅ
ナ
を
作
製
す
る
。

○　
「
下
岩
崎
」（
つ
く
ば
市
）
は
、
牛
久
沼
に
流
れ
込
む
谷
田
川
右
岸
の
事
例
。
盆

綱
と
寺
と
の
関
わ
り
が
注
目
さ
れ
る
。

○　
「
栗
原
」（
つ
く
ば
市
）
は
、
旧
大
穂
地
区
に
程
近
く
、
集
落
内
の
三
地
区
で
盆

綱
が
存
続
し
て
い
る
。

○　
「
苅
間
」（
つ
く
ば
市
）
は
、
つ
く
ば
市
中
心
部
に
近
い
集
落
で
、
二
地
区
に
分

か
れ
て
盆
綱
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
藁
製
の
「
ポ
ン
」
を
地
面
に
叩
き
つ
け
る
。

○　
「
下
須
田
」（
稲
敷
市
）
は
、
隣
接
集
落
に
お
け
る
「
オ
タ
チ
行
事
」
と
の
関
連　

で
注
目
さ
れ
る
。

○　
「
島
津
」（
阿
見
町
）
は
、
霞
ケ
浦
南
西
岸
に
お
け
る
事
例
。
八
月
十
三
・
十
五

日
の
両
日
に
盆
綱
を
実
施
し
て
い
る
。

○　
「
実
穀
」（
阿
見
町
）
は
、
盆
綱
の
実
施
・
存
続
に
向
け
た
地
域
の
思
い
を
窺
い

知
る
こ
と
が
で
き
る
。

○　
「
大
塚
」（
筑
西
市
）
は
、
県
西
地
区
に
お
け
る
数
少
な
い
貴
重
な
事
例
で
、
典

型
的
な
綱
引
き
の
形
態
。
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第
五
節
　
調
査
票
様
式

                           

 

                          

②

月
日

～

○
○

○ ○

○ ○

送
り

所
場

合
集 

時
日 

：
：

名
区

地
名

村
町

市
通

し
番

号

中
学

生
（　

　
年

～
　

　
年

）

お
と

な
 （

　
　

　
　

　
 　

　
　

）

か
け

声

終
了

後
の

綱
の

扱
い

 内
容

（
具

体
的

に
）

 主
要

な
場

面
を

示
す

写
真

（
必

ず
キ

ャ
プ

シ
ョ
ン

を
入

れ
て

く
だ

さ
い

）
　

　
※

こ
の

ほ
か

の
写

真
は

，
別

紙
を

使
用

し
て

く
だ

さ
い

。

起
点

終
点

～

 実
施

主
体

男
女

小
学

生
（
　

　
年

～
　

　
年

）

高
校

生
（
　

　
年

～
　

　
年

）

○
○

○ ○
○ ○

月
日

～

○
○

○ ○
○ ○

①

 日
時

ま
た

は
期

間

準
備

場
所

男
女

小
学

生
（　

　
年

～
　

　
年

）
高

校
生

（　
　

年
～

　
　

年
）

中
学

生
（　

　
年

～
　

　
年

）
お

と
な

 （
　

　
　

　
　

 　
　

　
）

通
し

番
号

市
町

村
名

「
東
関

東
の
盆
綱
」
総
合
調
査
に
係
る
調
査

票

称
名

事
行

名
区

地
ふ

り
が

な

 地
区

の
概

況
（
歴

史
，

地
理

，
自

然
環

境
，

世
帯

数
な

ど
）

ふ
り

が
な

起
点

終
点

～

 実
施

主
体

迎
え

 集
合

場
所

か
け

声

終
了

後
の

綱
の

扱
い

 内
容

（
具

体
的

に
）

：
：

 日
時

工 作 物
小

学
生

（　
　

年
～

　
　

年
）

高
校

生
（　

　
年

～
　

　
年

）
中

学
生

（　
　

年
～

　
　

年
）

お
と

な
 （

　
　

　
　

　
 　

　
　

）

そ
の

他
の

準
備

物

準
備

上
の

特
記

事
項

 主
な

素
材

 つ
く

る
モ

ノ

 制
作

主
体

男
女

 全
長

等
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五

調
査
票
様
式 

                         

 

                          

④

○ ○
年

－
－

○ ○ ○
年

－
－

○

盆
の

家
各

係
関

綱
盆

生
ま
れ

生
ま
れ

1
6
日
以

降
の
動
き

所
見

・
評

価

大
正

昭
和

平
成

大
正

昭
和

平
成

歴
史

的
変

遷

ふ
り
が
な

氏
名

住
所

電
話

氏
名
公
開

○

氏
名
公
開

○

氏
名

ふ
り
が
な

名
区

地
名

村
町

市
号

番
し

通

調
査

年
月

日
調

査
委

員

氏
  
名

情
報

提
供

者

住
所

電
話

参
考
文

献

参
考
資

料

③

８
月

1
2
日

ま
で
の

動
き

1
3
日

の
動

き

1
4
日

の
動

き

1
5
日

の
動

き

名
区

地
名

村
町

市
号

番
し

通

盆
の

家
各

係
関

綱
盆

 順
路
図
（
国
土

地
理
院
の
地
図
を
使

用
し
，
順
路
を
朱

線
で
示

し
て
く
だ
さ
い
）
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茨
城
県
下
に
お
け
る
盆
綱
の
様
相

は
じ
め
に

　

国
選
択
無
形
民
俗
文
化
財
「
東
関
東
の
盆
綱
」
は
、
茨
城
・
千
葉
両
県
に
ま
た
が
る

先
祖
送
迎
の
盆
行
事
で
あ
る
。
墓
地
で
先
祖
の
霊
（
仏
さ
ま
）
を
藁
綱
に
乗
せ
、
子
供

た
ち
が
こ
れ
を
担
い
だ
り
曳
い
た
り
し
て
集
落
内
を
巡
行
し
、
各
家
で
は
子
供
た
ち
が

運
ぶ
綱
に
よ
っ
て
仏
さ
ま
を
迎
え
る
。
八
月
十
三
日
に
仏
迎
え
の
み
行
う
集
落
が
多
い

が
、
十
五
日
に
仏
送
り
を
行
う
と
こ
ろ
も
あ
る
。
用
い
ら
れ
る
綱
は
各
集
落
に
よ
っ
て

特
徴
あ
る
形
状
を
示
し
、
集
落
ご
と
に
異
な
る
所
作
や
か
け
声
に
、
綱
に
乗
っ
た
先
祖

に
対
す
る
意
識
が
表
れ
て
い
る
。

　

本
調
査
事
業
で
は
、
茨
城
県
下
に
お
け
る
「
盆
綱
」
の
記
録
作
成
を
主
眼
と
し
、
現

行
の
「
盆
綱
」
行
事
に
つ
い
て
現
地
で
の
実
施
状
況
の
把
握
に
努
め
た
（
以
下
、「
現

況
調
査
」
と
す
る
）。
ま
た
、
そ
の
う
ち
五
十
か
所
に
つ
い
て
は
、
実
施
主
体
や
内
容
・

巡
行
経
路
な
ど
に
注
目
し
て
記
録
を
作
成
し
た
（
以
下
、「
詳
細
調
査
」
と
す
る
）。
一

部
の
調
査
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
り
、
聞
き
取
り
な
ど
で
補

足
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
が
、
概
ね
県
下
の
様
相
を
把
握
で
き
た
と
考
え
て
い
る
。
ま

た
、
調
査
開
始
時
点
で
、
す
で
に
廃
止
や
休
止
と
な
っ
た
盆
綱
も
多
数
あ
っ
た
。
そ
れ

ら
に
つ
い
て
も
、
市
町
村
に
情
報
提
供
を
依
頼
し
、
ま
た
自
治
体
史
や
民
俗
調
査
報
告

書
・
論
考
な
ど
に
よ
っ
て
把
握
に
つ
と
め
た
。
そ
の
結
果
、
茨
城
県
下
で
は
現
行
の
も

の
も
含
め
て
大
字
単
位
で
一
三
七
事
例
を
集
成
で
き
た
。
な
か
に
は
、
行
事
が
行
わ
れ

な
く
な
っ
て
久
し
く
、
か
つ
て
盆
綱
が
行
わ
れ
て
い
た
集
落
の
名
称
し
か
情
報
が
得
ら

れ
な
か
っ
た
も
の
も
あ
る
。
具
体
的
な
内
容
把
握
に
至
ら
な
か
っ
た
ケ
ー
ス
だ
が
、
盆

綱
の
分
布
な
ど
を
理
解
す
る
う
え
で
は
有
益
な
情
報
と
考
え
、
適
宜
参
照
し
た
。

　

以
下
、
こ
れ
ら
の
成
果
を
基
礎
資
料
に
、
茨
城
県
下
に
お
け
る
盆
綱
の
分
布
や
特
徴

に
つ
い
て
述
べ
な
が
ら
、
そ
の
様
相
を
概
観
し
た
い
。
さ
ら
に
、
民
俗
学
的
意
義
と
現

代
に
お
け
る
あ
り
か
た
、
継
承
に
際
し
て
の
課
題
に
つ
い
て
解
説
を
加
え
る
。
な
お
、

本
書
の
例
言
に
な
ら
っ
て
、本
稿
に
お
い
て
も
、行
事
名
称
と
し
て
は
漢
字
表
記
の
「
盆

綱
」
を
用
い
、
使
用
さ
れ
る
「
綱
」
自
体
を
指
し
示
す
場
合
に
は
片
仮
名
で
「
ボ
ン
ヅ

ナ
」
と
表
記
を
し
て
い
く
。

　

今
回
の
基
礎
資
料
が
集
成
で
き
た
の
は
、
事
務
局
で
あ
る
茨
城
県
文
化
課
の
地
道
な

取
り
組
み
と
、
市
町
村
の
情
報
提
供
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
そ
し
て
、
実
際
に
盆

綱
行
事
を
伝
承
さ
れ
て
い
る
地
域
の
ご
協
力
な
し
に
は
、
今
回
の
集
成
は
成
し
え
な

か
っ
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。 

（
徳
丸
亞
木
・
萩
谷
良
太
）

一　

分
布
上
の
特
徴

　

茨
城
県
下
の
盆
綱
の
分
布
状
況
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
多
く
の
研
究
者
が
注
目

し
て
き
た
。
た
と
え
ば
藤
田
稔
氏
は
、「
茨
城
県
の
盆
綱
」（『
茨
城
の
民
俗
』
第
三
号
、

一
九
六
四
年
）
の
な
か
で
十
五
か
所
の
事
例
を
表
と
分
布
図
に
示
し
、
茨
城
県
南
と
く

に
霞
ケ
浦
周
辺
に
多
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。
更
科
公
護
氏
は
涸
沼
川
周
辺
の
盆
綱
に
つ

い
て
詳
細
な
報
告
を
行
い
、
当
該
地
域
の
集
中
的
な
分
布
状
況
を
明
ら
か
に
し
て
い
る

（「
盆
綱
引
き
の
意
義
」『
茨
城
県
史
研
究
』
第
七
号
、
一
九
六
七
年
）。
嶋
田
尚
氏
は
、

全
国
に
お
け
る
盆
綱
に
類
す
る
行
事
の
集
成
を
試
み
る
な
か
で
、
涸
沼
川
周
辺
や
霞
ケ

浦
・
牛
久
沼
の
北
側
に
事
例
を
プ
ロ
ッ
ト
し
た
分
布
図
を
作
成
し
て
い
る
（「
蛇
型
綱

の
習
俗
に
就
い
て
―
茨
城
の
盆
綱
の
ル
ー
ツ
に
関
す
る
一
考
察
―
」『
茨
城
の
民
俗
』

第
二
十
七
号
、
一
九
八
八
年
）。

　

今
回
、
こ
れ
ま
で
の
報
告
や
研
究
よ
り
も
多
く
の
事
例
の
集
成
を
み
た
こ
と
で
、
よ

り
詳
細
な
分
布
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
表
１
は
大
字
を
基
準
と
し
て
、
情

報
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
現
行
の
市
町
村
で
い
え
ば
、
つ
く
ば
市
が
二
十
五
の
大

字
を
数
え
て
も
っ
と
も
多
く
、
次
い
で
茨
城
町
が
二
十
二
例
、
小
美
玉
市
と
阿
見
町
が

そ
れ
ぞ
れ
十
三
例
で
続
く
。
結
果
、
県
下
の
分
布
が
県
央
か
ら
県
南
に
ま
と
ま
る
こ
と

が
追
認
さ
れ
た
。

　

こ
れ
ら
の
事
例
を
地
図
に
落
と
し
込
み
、
河
川
水
系
と
と
も
に
示
し
た
の
が
図
１
―

１
～
４
で
あ
る
。
茨
城
県
は
久
慈
川
水
系
・
那
珂
川
水
系
（
涸
沼
を
含
む
）・
利
根
川

第二章　総　　論

12



大字 水系 小集落・坪・班など 子供組 仏の送迎 迎え 出発地点 送り 綱引き 祈願 備考／典拠 調査種別

水戸市全隈町 ― 文化庁（2000） 文献

水戸市有賀町 桜川 中区 △ ― 有賀神社 16日 ― 15日に各戸を回り、16日桜川へ流す 聞取

北区 集落センター 厄払い 13 〜 15日に毎日実施 聞取

南区 14日に実施。内原町史（1997） 文献

水戸市中原町 ― 中原不動尊 ■ 悪霊祓い、豊作祈願 13・14日実施。杉崎町との綱引き伝承有 聞取

水戸市杉崎町 古矢川 大坪 ■ 杉崎町と中原町とで綱引き 聞取

中町 ■ 杉崎町と中原町とで綱引き 聞取

水戸市赤尾関 古矢川 無病息災、豊作祈願 13・14日実施。内原町史（1997） 聞取・文献

水戸市内原町 古矢川 15日実施。内原町史（1997） 文献

水戸市小林町 古矢川 内原町史（1997） 文献

水戸市鯉渕町 涸沼前川 播田実 内原町史（1997） 文献

水戸市五平町 涸沼前川 万蔵寺 ― ― ■ 8月14 〜 16日に綱引き、藤田（1964）他 文献

犬塚 内原町史（1997） 文献

下遠田 内原町史（1997） 文献

笠間市池野辺 桜川 倉作 ― ― ― ― ■ 厄除け 8月13日に豊作祈願（綱引き） 詳細

笠間市小原 涸沼前川 滝川 ― ― ■ 15，16または17日か。藤田（1964）他 文献

笠間市五平 涸沼前川 内郷・飯田1班 小1 〜中1 ― 高山神社 ― ■ 13・14日実施。昔は最後の家で綱引 詳細

西内郷 小1 〜中1 ― コンビニ駐車場 ― ■ 13・14日実施。昔は最後の家で綱引 詳細

飯田2・3班 小1 〜中1 ― 個人宅 ― ■ 13・14日実施。昔は最後の家で綱引 詳細

笠間市大古山 涸沼川 小1 〜小6 〇 13日 薬師堂 ― ◆ 新盆宅で綱引きをする 現況

笠間市仁古田 涸沼川 小4 〜中3 ― 集会所 ― 鎮魂 14日に行う 現況

茨城町南川又 涸沼川 小1 〜中2 〇 13日 集会所 ― ― 現況

茨城町木部 涸沼川 西 14・15日実施。更科（1967） 文献

東 14・15日実施。更科（1967） 文献

茨城町南栗崎 涸沼川 ◎ 13日 墓地 16日・31日 ― 7月晦日も引いて歩いた。更科（1967） 文献

茨城町野曽 涸沼川 ― ― ■ 14・15日に盆綱引き。更科（1967） 文献

茨城町飯沼 涸沼川 飯沼新田 〇 13日 寺跡の広場 ― ◆ 13日の仏迎えと別に14・15日に綱引き 文献

茨城町上飯沼／下飯沼 涸沼川 ― ― ▲ 合同で引き回しす。更科（1967） 文献

茨城町下土師 涸沼川 宿 小1 〜小6 〇 13日 墓地（堂） ― ― 現況

新地 〇 13日 息栖神社→墓地 ― ― 更科（1967） 文献・聞取

中塚 〇 13日 ― ― 更科（1967） 文献

茨城町越安 涸沼川 ― ― ■ 14・15日に綱引き、更科（1967） 文献

茨城町奥谷 涸沼川 赤坂 〜中2・3 〇 13日 墓地 ― ― 更科（1967）、茨城町史（1997） 文献

奥谷 小1 〜中3 〇 13日 御霊神社→墓地 ― ― 詳細

茨城町小堤 涸沼川 中1 〜中3 〇 13日 墓地 ― ― 現況

茨城町大戸 涸沼前川 上郷 ― ― ■ 上郷は13日も実施、14・15日に四辻等で引き合う 文献・聞取

下郷 ― ― ■ 14 〜 15日に四辻などの広場で引き合う 文献

茨城町前田 涸沼前川 ― ― ― 14・15日に実施、更科（1967） 文献

茨城町谷田部 涸沼前川・涸沼川 14・15日に実施、更科（1967） 文献

茨城町駒場 涸沼川
寛政川

表方 〇 13日 墓地 ― ― 更科（1967） 文献

中町 〇 13日 ― ― 更科（1967） 文献

後方 〇 13日 ― ― 更科（1967） 文献

茨城町小幡 寛政川 ■ 14・15日に実施、更科（1967） 文献

茨城町秋葉 寛政川 ■ 14・15日に実施、更科（1967） 文献

茨城町南島田 寛政川 〇 13日 墓地 ― 更科（1967） 文献

茨城町神谷 寛政川 小1 〜小6 〇 13日 墓地 ― ― 更科（1967）、文化庁（2000） 文献、聞取

茨城町上石崎 涸沼 東永寺 〇 13日 墓地 ― ― 更科（1967） 文献

船渡 〇 13日 熊野神社 ― ― 茨城町史（1997） 文献

茨城町海老沢 涸沼・涸沼川 本郷 小1 〜小6 〇 13日 辻→地蔵→墓地 ― ― 現況

海老沢 〇 13日 ― 更科（1967） 文献

茨城町宮ケ崎 涸沼 〇 13日 ― 更科（1967） 文献

茨城町網掛 涸沼 〇 13日 ― 更科（1967） 文献

鉾田市田崎 大谷川 大神 聞取

鉾田市冷水 太平洋 小1 〜中3 〇 13日 墓地（新盆の墓） ― ― 詳細

鉾田市湯坪 太平洋 聞取

鉾田市徳宿 鉾田川 徳宿新田 小1 〜中2 〇 13日 墓地 ― ― 詳細

鉾田市駒木根 鉾田川 小3・4 〜中2 〇 13日 墓地 ― ― 徳宿新田に対抗 詳細

鉾田市上富田 巴川 周防坪 〇 13日 墓地 ― ― 嶋田（1988） 文献

鉾田市（旧巴村内ヵ） 巴川 文化庁（2000） 文献

鉾田市安塚 北浦 上宿 〇 13日 勝軍寺→墓地 ― ― 更科（1967） 文献

鉾田市高田 北浦 〇 13日 墓地 ― ― 茨城県教育委員会（2010） 聞取・文献

行方市三和 北浦 穴瀬 年長、小1 〜小6 〇 13日 墓地 ― ― 現況

金上 小1 〜小6 〇 13日 墓地 ― ― 詳細

行方市内宿 武田川 上宿 〇 13日 ― ― 聞取

下宿 〇 13日 ― ― 聞取

表１　茨城県下の盆綱一覧表①　
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大字 水系 小集落・坪・班など 子供組 仏の送迎 迎え 出発地点 送り 綱引き 祈願 備考／典拠 調査種別

行方市沖洲 霞ケ浦・鎌田川 小1 〜小6 〇 13日 墓地 ― ― 詳細

行方市玉造 霞ケ浦 高須 小1 〜小6 〇 13日 墓地 ― ― 詳細

行方市手賀 霞ケ浦 船津 〜中1 〇 13日 墓地 ― ― 聞取

行方市行方 霞ヶ浦 内宿 〇 13日 墓地（薬師堂） ― ― 聞取

小美玉市飯前 巴川 前原 〇 13日 ― ― 文献・聞取

小美玉市佐才 ― 一班 〇 13日 墓地 ― ― 現況

― 二班 〇 13日 墓地 ― ― 現況

小美玉市野田 鎌田川・梶無川 隠谷東組（東1・2班） 小1 〜中3 〇 13日 墓地（田村総本家） ― ― 現況

隠谷南組 〇 南組の盆綱は平成20年代に中止 聞取

小美玉市川戸 鎌田川・梶無川 1・2班 〇 13日 墓地 ― ― 現況

3・4班 〇 13日 墓地 ― 現況

小美玉市小塙 鎌田川 1・2班 小1 〜中3 ◎ 13日 墓地 15日 ― 現況

3・4・5班 小1 〜中3 ◎ 13日 墓地 15日 ― 現況

小美玉市倉数 梶無川 田幡 小3 〜小6 〇 13日 墓地 ― ― 聞取

小美玉市中台 花野井川 小1 〜小6 〇 13日 墓地 ― ― 現況

小美玉市上馬場 園部川 小1 〜小6 〇 13日 集会所→墓地 ― ― 現況

小美玉市中延 園部川 立延 小2 〜中2 〇 13日 墓地 ― ― 詳細

小美玉市下馬場 園部川・鎌田川 小3 〜中3 ◎ 13日 墓地 15日 ― 詳細

小美玉市栗又四ケ 園部川 辻 ◎ 13日 15日 聞取

小美玉市川中子 霞ケ浦
園部川

魦内・川端 小1 〜小6 ◎ 13日 墓地 15日 ― 現況

火の橋・城之内 ◎ 昭和50年代まで実施 聞取

小美玉市下玉里　 霞ケ浦 大井戸・共栄 年長、小１〜中1 ◎ 13日 集会所 15日 ― 現況

平山 年長、小1 〜小6 ◎ 13日 辻 15日 ― 詳細

岡・帯阿井 小学生 ◎ 13日 15日 ― 聞取

根玉里 小１〜中1 ◎ 13日 集会所 15日 ― 現況

田畑・橋下 小1 〜中1 ◎ 13日 稲荷神社付近 15日 ― 現況

石岡市東大橋 園部川 下坪 〇 石岡市（1983） 文献

石岡市東田中 東（台・沖・新田） 小1 〜小6 〇 13日 墓地 ― ― 詳細

西（西・和田） 年長、小1 〜小6 〇 13日 墓地 ― ― 詳細

石岡市大谷津 ◎ 13日 墓地 15日 ― 聞取

石岡市北根本 恋瀬川 小1 〜中3 ◎ 13日 墓地 15日 ― 聞取

石岡市中津川 恋瀬川 上 小1 〜小6 ◎ 13日 15日 ― 聞取

下 小1 〜小6 ◎ 13日 15日 ― 聞取

石岡市三村 恋瀬川 吹上 ◎ 13日 15日 聞取

今泉 聞取

諸士久保 聞取

新生 ◎ 13日 15日 聞取

長見寿 〇 聞取

羽成子 ◎ 13日 15日 聞取

坂井戸 聞取

御前山 聞取

水内 〇 13日 ― 聞取

石岡市石川 霞ケ浦 小4 〜小6 ◎ 13日 15日 ― 聞取

かすみがうら市宍倉 菱木川 天神 小1 〜小6 ◎ 13日 お堂（墓地隣地） 15日 ― 坂本要編（2013） 文献

土浦市手野 霞ケ浦 〇 ― 新盆の家だけで作った、土浦市（1980） 文献

土浦市飯田 桜川・備前川 〇 13日 ― 聞取

土浦市矢作 桜川・備前川 〇 13日 ― 聞取

土浦市佐野子 桜川・備前川 小1 〜中3 〇 13日 萬蔵寺跡→墓地 ― ― 詳細

土浦市宍塚 ― 〇 13日 ― ― 宍塚の自然と歴史の会（2005） 文献

土浦市粕毛 桜川・備前川 〇 ― 土浦市（1980） 文献

土浦市上高津 桜川・備前川 〇 ― 土浦市（1980） 文献

土浦市小松 桜川・備前川 〇 ― 土浦市（1980） 文献

土浦市大岩田 霞ケ浦 〇 ― 土浦市（1980） 文献

阿見町掛馬 霞ケ浦 小2 〜中2 ◎ 13日 墓地 15日 ― 14日も村回りをする、昔は小4 〜小6 現況

阿見町島津 霞ケ浦・清明川 上島津 小1 〜小6 ◎ 13日 集会所→長泰寺 15日 ― 昔は小5 〜小6 詳細

阿見町岡崎 清明川 〇 13日 阿見町（1981） 文献

阿見町若栗 清明川・桂川 〇 13日 阿見町（1981） 文献

阿見町塙 清明川 〇 13日 墓地 ― ― 嶋田（1988） 文献・聞取

阿見町石川 清明川 〇 13日 墓地 ― 嶋田（1988） 聞取・文献

阿見町君島 清明川 〇 13日 村のはずれ ― ― 嶋田（1988） 聞取・文献

阿見町飯倉 清明川 小3 〜中3 〇 13日 墓地 ― 現況

阿見町大形 清明川 〇 13日 墓地 ― 嶋田（1988） 文献

阿見町荒川本郷 清明川
乙戸川

上本郷 ◎ 13日 15日 聞取

下本郷 〇 13日 ― 聞取

阿見町実穀 乙戸川 小3 〜中3 ◎ 13日 集会所→乙戸川→墓地 15日 ― 詳細

表１　茨城県下の盆綱一覧表②
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大字 水系 小集落・坪・班など 子供組 仏の送迎 迎え 出発地点 送り 綱引き 祈願 備考／典拠 調査種別

阿見町小池 乙戸川 上小池 〇 13日 墓地 ― 聞取

下小池 小1 〜 中 学
生

〇 13日 墓地 ― ― 現況

阿見町福田 乙戸川 〇 13日 墓地 ― ― 嶋田（1988） 文献

美浦村土屋 高橋川 小1 〜中3 〇 13日 墓地 ― ― 現況

稲敷市古渡 霞ケ浦 上宿・下宿 ― △ ― ― 16日 ◆ 年占 8月14・15日に綱引き、16日送り 文献

稲敷市下須田 霞ケ浦（野田奈川） 小1 〜中2 ― 般舟寺 ― ― 豊作 8月13日に豊作祈願 詳細

牛久市牛久町 ▲ 牛久市史編さん委員会（2002） 文献

牛久市新地町 稲荷川・谷田川 ▲ 牛久市史編さん委員会（2002） 文献

牛久市田宮 小1 〜中3 〇 13日 墓地 ― ― 詳細

牛久市岡見町 小野川 〇 13日 ― ◆ 十字路で綱引き。藤田（1964） 文献

牛久市東猯穴町 小野川 小3 〜小6 〇 13日 墓地 ― ― 牛久市史編さん委員会（2002） 文献

つくば市玉取 桜川 〇 13日 ― ― 筑波大学みんぞく研究会（1980） 文献

つくば市栗原 桜川 中坪 小1 〜中3 〇 13日 集会所（昔は北斗寺） ― ― 詳細

台坪 小5 〜中3 〇 13日 集会所 ― ― 詳細

乾島 小1 〜中3 〇 13日 集会所→北斗寺 ― ― 詳細

つくば市上ノ室 花室川 中坪・前坪 〇 13日 墓地 ― ― 桜村（1985） 文献

西坪 〇 13日 墓地 ― ― 桜村（1985） 文献

本郷 田村（1979） 文献

舘坪 田村（1979） 文献

つくば市倉掛 花室川 〇 13日 ― 桜村（1985）・嶋田（1988） 文献

つくば市上広岡 花室川 〇 13日 共同墓地 ― 桜村（1985） 聞取・文献

つくば市下広岡 花室川 小5 〜中2 〇 13日 墓地 ― ― 現況

つくば市大角豆 花室川 上大角豆 〇 13日 墓地→オコヤ ― ― 桜村（1985） 文献

下大角豆 〇 13日 神社 ― ― 各戸では仏の送迎はしない 聞取

つくば市中内 小野川 〇 13日 ― 谷田部の歴史編纂委員会（1975） 文献

つくば市館野 小野川 〇 13日 嶋田（1988） 文献

つくば市赤塚 小野川 〇 13日 墓地 ― 更科（1967） 文献

つくば市梶内 小野川 〇 13日 ― 谷田部の歴史編纂委員会（1975） 文献

つくば市稲岡 小野川 〇 13日 墓地 ― 谷田部の歴史編纂委員会（1975） 文献

つくば市市之台 小野川 〇 13日 ― 谷田部の歴史編纂委員会（1975） 文献

つくば市大井 小野川 上組 小1 〜小6 〇 13日 墓地 ― ― 現況

下組 小1 〜小6 〇 13日 墓地 ― ― 現況

つくば市北中妻 小野川 〇 13日 ― 谷田部の歴史編纂委員会（1975） 文献

つくば市南中妻 小野川 〇 13日 ― 谷田部の歴史編纂委員会（1975） 文献

つくば市菅間 稲荷川 小1 〜中3 〇 13日 十字路→墓地 ― ― 現況

つくば市苅間 蓮沼川 上宿・宮本・篠/古屋敷 小4 〜中3 〇 13日 墓地 ― ― 「ポン」を鳴らす点に特徴あり 詳細

辻・原 小4 〜中3 〇 13日 墓地 ― ― かつては小学1年生から参加していた 詳細

つくば市西大橋 蓮沼川 〇 13日 ― 谷田部の歴史編纂委員会（1975） 文献

つくば市要元猿壁 蓮沼川 小3 〜中3 〇 13日 墓地 ― ― つくば市（2014） 文献

つくば市水堀 谷田川 谷田部の歴史編纂委員会（1975） 文献

つくば市六斗 谷田川 小1 〜中3 〇 13日 墓地 ― ― 現況

つくば市小茎 谷田川・稲荷川 小3 〜中3 〇 13日 墓地 ― ― 詳細

つくば市上岩崎 西谷田川 〇 13日 ― 茎崎町（1994） 文献・聞取

つくば市下岩崎 牛久沼・谷田川 小1 〜中2 〇 13日 辻→守徳寺（墓地） ― ― 詳細

龍ヶ崎市長峰 大正堀川 沖坪 ― ― 悪霊祓い 龍ヶ崎市史編さん委員会（1993） 文献

龍ヶ崎市宮渕町 大正堀川 千秋 小1 〜中3 〇 13日 墓地 ― ― 詳細

河内町源清田 利根川・新利根川 広田 〇 13日 墓地 ― ― 聞取

利根町中谷 利根川 〇 13日 ダンドビンドと呼ばれた 聞取

利根町福木 利根川 宿福木 〇 13日 利根町史編さん委員会（1992） 文献

土手福木 〇 13日 利根町史編さん委員会（1992） 文献

利根町羽中 利根川 〇 13日 ダンドビンド。利根町史編さん委員会（1992） 文献

つくばみらい市伊丹 中通川 13日 ― 文献

つくばみらい市下島 中通川 上組 13日 少年団本部 ― ■ 春日神社で綱引き 文献

下組 文献

つくばみらい市下平柳 小貝川 〇 13日 ― 文献

筑西市大塚 小貝川 ― ― ■ 疫病除け 8月13日に綱引き 詳細

表１　茨城県下の盆綱一覧表③

水系は大字内や字界を流れる主要な河川湖沼を示す。「綱引き」欄のうち■は実施する（実施した）もの、▲は実施した可能性があるもの、◆は綱引きとともに仏迎え・
仏送りの要素をもつものを示す。調査情報のうち「詳細」は詳細調査を、「現況」は現況確認調査を実施したものを示す。「文献」は主に文献資料をもとにしたもの、

「聞取」は市町村等からの情報提供によるものである。
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下平柳

水堀● ●●
●

●
●

手野
●

●
●●●

●

●
●

●

●
●

●●

●

玉取●
要元猿壁●

●

栗原●

●

●

茨城町

●

つくば市

●大塚

●
田崎

利根川

涸沼

00 55kkmm

杉崎町●●中原町●内原町小林町●

●行方

●

●鯉渕町

仁古田●

南川又
● 野曽

●
●
木部

●
飯沼
新田

●
上飯沼
・下飯沼

小幡
● ●網掛

●谷田部

●駒場

●
下土師

●前田

●大戸

●上石崎

●神谷
●
秋葉

●海老沢

●
奥谷

●小堤

●宮ヶ崎

南栗崎

● ●越安

茨城町
笠間市

涸沼

00 11kkmm

●上広岡

●飯田

宍塚●

●矢作

小池●

●実穀

●
東猯穴

●田宮

●牛久町
●岡見

牛久市

●下広岡

●上ノ室
倉掛●

●館野

●中内

●赤塚

大角豆●

南中妻●

●西大橋

●菅間

●稲岡

●小茎

●六斗

●上岩崎
下岩崎●

北中妻●

●苅間

市之台●

大井●

●梶内

00 11kkmm

●荒川本郷

●佐野子
●粕毛

●上高津

阿見町

土浦市
つくば市

●上馬場
●野田

●中延

下馬場●
●小塙

●倉数●沖洲

●石川

●
三村

●北根本

東大橋●

●中津川
●東田中

●大谷津

●下玉里

川中子●

●佐才

栗又四ケ●
鎌
田
川 梶

無
川

小美玉市

石岡市

霞ケ浦
00 11kkmm

●川戸

飯前●

●南島田

●新地町

図 1 － 3 　盆綱分布図（小美玉市・石岡市周辺拡大）　

図 1 － 2 　盆綱分布図（茨城町周辺拡大）　

図 1 －1　盆綱分布図（全体）大字単位でプロット（鉾田市旧巴村は該当する大字が不明のため非表示）

図 1 － 4 　盆綱分布図（土浦市・
つくば市・牛久市・阿
見町周辺拡大）　
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水
系
（
霞
ヶ
浦
〔
西
浦
〕・
北
浦
・
牛
久
沼
・
小
貝
川
・
鬼
怒
川
な
ど
）
の
三
つ
の
水

系
に
大
別
さ
れ
る
が
、
県
北
の
久
慈
川
水
系
で
は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
那
珂

川
水
系
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
分
布
は
涸
沼
よ
り
上
流
の
涸
沼
川
と
、
支
流
の
涸
沼
前
川
・

寛
政
川
に
集
中
し
、
涸
沼
か
ら
那
珂
川
へ
の
合
流
ま
で
、
あ
る
い
は
那
珂
川
の
本
流
に

お
い
て
は
確
認
さ
れ
ず
、
水
系
内
で
の
地
域
的
な
ま
と
ま
り
が
認
め
ら
れ
る
。
利
根
川

水
系
で
は
、
霞
ケ
浦
沿
岸
の
い
わ
ゆ
る
「
土
浦
入
」
や
「
高
浜
入
」
周
辺
に
顕
著
で
、

た
と
え
ば
高
浜
入
に
注
ぐ
恋
瀬
川
・
園
部
川
の
下
流
部
な
ど
に
局
所
的
な
ま
と
ま
り
が

み
ら
れ
た
。
そ
の
一
方
で
霞
ケ
浦
・
北
浦
沿
岸
域
に
わ
た
っ
て
万
遍
な
く
分
布
す
る
傾

向
は
認
め
ら
れ
な
い
。
分
布
上
の
空
白
が
み
ら
れ
る
た
め
、
か
す
み
が
う
ら
市
や
行
方

市
な
ど
、
湖
に
広
く
接
し
て
い
る
市
で
あ
っ
て
も
、
事
例
数
は
さ
ほ
ど
多
く
な
か
っ
た
。

も
っ
と
も
多
く
の
事
例
を
数
え
た
つ
く
ば
市
を
み
る
と
、
霞
ケ
浦
の
土
浦
入
に
注
ぎ
こ

む
桜
川
と
花
室
川
、
霞
ケ
浦
南
西
岸
（
稲
敷
市
古
渡
）
で
流
入
す
る
小
野
川
と
支
流
の

乙
戸
川
、
牛
久
沼
に
注
ぐ
谷
田
川
と
支
流
の
稲
荷
川
、
蓮
沼
川
な
ど
に
分
布
を
確
認
で

き
る
。
盆
綱
が
顕
著
に
み
ら
れ
る
複
数
の
河
川
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
、
つ
く
ば
市
の

事
例
数
の
多
さ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

盆
綱
行
事
の
最
後
に
、
ボ
ン
ヅ
ナ
を
川
や
湖
へ
流
す
事
例
が
複
数
み
ら
れ
た
。
阿
見

町
実
穀
の
よ
う
に
行
事
の
最
初
に
乙
戸
川
へ
ボ
ン
ヅ
ナ
を
運
ん
で
水
に
浸
す
事
例
や
、

牛
久
沼
周
辺
で
の
水
辺
の
真
菰
（
マ
コ
モ
）
を
刈
り
取
っ
て
作
る
ボ
ン
ヅ
ナ
な
ど
は
、

盆
綱
行
事
が
水
辺
空
間
と
深
い
関
わ
り
を
も
つ
習
俗
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
お
り
、

分
布
の
ほ
と
ん
ど
が
主
要
な
河
川
沿
い
に
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
、こ
れ
を
裏
付
け
る
。

鉾
田
市
冷
水
や
湯
坪
の
よ
う
に
太
平
洋
沿
岸
で
も
盆
綱
が
み
ら
れ
た
。
冷
水
で
は
巡
行

を
終
え
た
ボ
ン
ヅ
ナ
は
浜
辺
へ
運
ば
れ
、
海
へ
流
さ
れ
る
。

二　

盆
綱
行
事
の
分
類
と
特
徴

（
１
）
時
期
と
名
称

　

茨
城
県
下
で
は
盆
行
事
を
月
遅
れ
の
八
月
に
行
っ
て
お
り
、
一
般
的
に
は
八
月
十
三

日
か
ら
十
五
日
な
い
し
十
六
日
ま
で
が
お
盆
の
期
間
と
さ
れ
る
。
今
回
現
地
調
査
を
し

た
盆
綱
も
、
す
べ
て
こ
の
期
間
の
も
の
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
過
去
の
調
査
報
告
を
み

る
と
、
旧
暦
七
月
を
実
施
日
と
す
る
も
の
が
あ
り
、
元
々
は
旧
暦
七
月
十
三
～
十
五
日

の
行
事
と
し
て
把
握
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

名
称
と
し
て
は
「
ボ
ン
ヅ
ナ
・
ボ
ン
ズ
ナ
（
盆
綱
）」
あ
る
い
は
「
ボ
ン
ヅ
ナ
ヒ
キ
（
盆

綱
引
き
・
盆
綱
曳
き
）」
が
多
い
。
そ
の
ほ
か
、「
盆
殿
」
の
字
を
当
て
る
で
あ
ろ
う
「
ボ

ン
ド
ノ
」（
石
岡
市
東
田
中
西
地
区
）、巡
行
中
の
唱
え
ご
と
に
通
じ
る「
ヤ
ン
サ
ボ
ン
サ
」

（
石
岡
市
石
川
、
か
す
み
が
う
ら
市
宍
倉
天
神
）
や
「
ヤ
ツ
デ
ノ
ボ
ン
ヅ
ナ
」（
鉾
田
市

安
塚
）、綱
そ
の
も
の
の
呼
び
名
に
よ
る
「
ジ
ャ
ー
メ
」（
石
岡
市
東
田
中
東
）・「
ジ
ャ
ー

モ
ミ
」（
河
内
町
源
清
田
広
田
）・「
ヘ
ビ
カ
ツ
ギ
（
蛇
担
ぎ
）」（
つ
く
ば
市
要
元
猿
壁
）

も
あ
る
。
そ
の
由
来
は
詳
ら
か
で
は
な
い
が
、
利
根
町
中
谷
で
は
「
ダ
ン
デ
ビ
ン
ド
」

と
呼
ば
れ
て
い
た
。

（
２
）
分
類
と
分
布

　

表
１
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
盆
綱
行
事
の
ほ
と
ん
ど
が
い
わ
ゆ
る
「
仏
の
送

迎
」
を
目
的
と
し
て
い
る
。
以
下
、
八
月
十
三
日
に
各
家
が
盆
綱
に
よ
っ
て
先
祖
の

霊
を
迎
え
る
こ
と
を
「
仏
迎
え
」
と
よ
び
、

八
月
十
五
日
各
家
か
ら
送
り
だ
す
こ
と
を

「
仏
送
り
」
と
よ
ぶ
。
事
例
全
体
を
俯
瞰
す

る
と
、
も
っ
と
も
多
い
の
は
十
三
日
に
「
仏

迎
え
」
だ
け
を
行
う
事
例
で
あ
る
（
後
掲

の
図
２
で
は
〇
で
示
し
た
）。
大
字
を
単
位

と
し
て
み
れ
ば
八
十
四
例
を
数
え
た
。
こ

の
八
月
十
三
日
の
「
仏
迎
え
」
に
加
え
て
、

八
月
十
五
日
に
「
仏
送
り
」
を
す
る
事
例
が

十
六
例
あ
り
（
同
、
◎
で
示
す
）、
両
者
（
〇

+

◎
）
を
あ
わ
せ
た
「
仏
の
送
迎
」
は
全
体

の
七
十
三
％
を
占
め
る
。
こ
れ
ら
は
大
字

単
位
の
集
計
で
あ
り
、
実
際
に
は
大
字
内

表 2 　盆綱の分類と事例数（大字単位での集計）
　　　綱引きには仏の送迎を伴うものを含んでいる。
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の
小
集
落
・
坪
や
班
を
単
位
と
し
て
複
数
の
「
仏
の
送
迎
」
に
伴
う
盆
綱
が
み
ら
れ
る
。

調
査
に
あ
た
っ
た
者
の
実
感
と
し
て
も
、茨
城
県
下
の
盆
綱
の
大
部
分
は
「
仏
の
送
迎
」

を
目
的
と
す
る
行
事
だ
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
を
図
２
に
示
し
た
。
分
布
上

の
中
心
的
エ
リ
ア
の
ほ
と
ん
ど
で
「
仏
の
送
迎
」
が
行
わ
れ
て
い
る
傾
向
が
看
取
で
き

る
。
そ
の
な
か
で
も
と
く
に
分
布
が
濃
密
な
ふ
た
つ
の
エ
リ
ア
、
す
な
わ
ち
石
岡
市
東

部
か
ら
小
美
玉
市
南
部
の
高
浜
入
周
辺
と
、
土
浦
入
南
岸
の
清
明
川
・
乙
戸
川
の
辺
り

で
は
、「
仏
迎
え
」
と
「
仏
送
り
」
の
両
方
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
も
読
み
取
れ
る
。

　

一
方
で
、「
仏
の
送
迎
」
を
主
た
る
目
的
と
し
な
い
、
あ
る
い
は
そ
の
認
識
が
希
薄

な
盆
綱
の
存
在
も
確
認
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
事
例
で
は
、
人
々
が
綱
の
左
右
に
分
か
れ

て
引
き
合
う「
綱
引
き
」を
行
う
も
の
が
約
十
五
％
を
占
め
て
い
る（
図
２
で
は
■
・
▲
・

◆
で
示
し
た
）。
ま
た
、
稲
敷
市
下
須
田
の
よ
う
に
、
神
社
に
立
ち
寄
っ
た
り
、
各
家

の
庭
で
綱
を
振
り
な
が
ら
豊
作
祈
願
の
唱
え
ご
と
を
す
る
例
も
あ
っ
た
（
同
、
★
で
示

し
た
）。
図
２
を
み
る
と
、「
仏
の
送
迎
」
を
主
た
る
目
的
と
し
な
い
こ
れ
ら
の
盆
綱
は
、

分
布
上
の
中
心
エ
リ
ア
よ
り
外
れ
た
周
縁
部
の
エ
リ
ア
に
み
ら
れ
、
と
く
に
涸
沼
川
・

涸
沼
前
川
上
流
に
ま
と
ま
っ
て
い
る
様
子
が
看
取
で
き
る
。
以
上
の
よ
う
な
分
類
と
分

布
上
の
特
徴
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
さ
ら
に
詳
し
く
そ
れ
ぞ
れ
の
様
相
を
整
理
し
て
い
き

た
い
。

①
仏
迎
え

　

前
述
の
と
お
り
、
八
月
十
三
日
に
「
仏
迎
え
」
だ
け
を
行
う
盆
綱
が
事
例
数
と
し
て

は
も
っ
と
も
多
い
。
こ
れ
ら
の
事
例
の
ほ
と
ん
ど
で
十
三
日
の
当
日
あ
る
い
は
前
日
ま

で
に
ボ
ン
ヅ
ナ
が
製
作
さ
れ
る
。
ボ
ン
ヅ
ナ
は
毎
年
新
し
く
作
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、

か
つ
て
は
材
料
と
な
る
藁
や
真
菰
を
子
供
た
ち
が
各
家
か
ら
集
め
た
。
十
三
日
の
夕
方

に
な
る
と
、
子
供
た
ち
が
墓
地
で
唱
え
ご
と
を
し
た
り
、
墓
地
を
周
回
し
て
仏
さ
ま
を

ボ
ン
ヅ
ナ
に
依
り
つ
か
せ
、
各
家
に
送
り
届
け
る
。
家
の
門
口
や
庭
で
仏
さ
ま
を
連
れ

て
き
た
こ
と
を
唱
え
、
ボ
ン
ヅ
ナ
を
担
い
で
庭
を
回
っ
た
り
、
地
面
や
縁
側
に
叩
き
つ

け
た
り
、
座
敷
に
上
が
り
込
ん
だ
り
す
る
。
こ
う
し
た
唱
え
ご
と
や
所
作
に
よ
っ
て
、

各
家
に
仏
さ
ま
が
迎
え
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
す
べ
て
の
家
を
巡
り
終
え
る
と
、
ボ
ン

〇〇

＝＝

土浦市

笠間市
■

■

◆
★

水戸市

★

■■
★

◎〇 ■■
＝◆▲

■ 〇
■
〇
〇 〇

＝
〇〇

〇〇

＝

■

〇
〇

〇
〇

◎ 〇
〇〇

◎
◎
◎

◎
〇

〇〇
〇 小美玉市

石岡市

筑西市

かすみがうら市

鉾田市

〇
〇
〇 〇

＝

〇〇
〇

〇
〇

〇

〇

行方市

◎
◎
◎◎
〇◎

◎

〇
〇

〇
〇

〇
〇

〇

〇
〇

美浦村
〇〇〇

〇
〇

〇〇

◎
◎

◎
〇

〇

〇
▲

◆
牛久市

稲敷市

◆

★

★

〇
龍ヶ崎市

〇
河内町

利根町 〇

つくばみらい市

＝■
〇

＝
〇

〇〇

〇
〇

〇
〇

〇〇

〇
〇

〇

〇

〇

茨城町

◎

つくば市

■

＝

利根川

涸沼

00 55kkmm

〇〇〇
〇
〇

〇
〇〇〇〇〇〇

■■
＝＝

＝

〇

▲

図 2 　盆綱の分類　 
〇仏迎え  ◎仏迎え＋仏送り 　■綱引き　 ▲綱引きヵ　◆仏の送迎＋綱引き　★その他　　＝ 不明
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ヅ
ナ
を
近
く
の
川
や
湖
・
海
に
流
し
た
り
、
特
定
の
場
所
に
納
め
た
り
し
て
行
事
は
終

了
す
る
。

②
仏
迎
え
＋
仏
送
り

　

①
の
仏
迎
え
の
翌
々
日
、
十
五
日
に
今
度
は
各
家
で
仏
さ
ま
を
ボ
ン
ヅ
ナ
に
依
り
つ

か
せ
て
墓
地
な
ど
に
送
り
と
ど
け
る
。
十
五
日
の
仏
送
り
は
、
十
三
日
の
仏
迎
え
と
対

に
な
っ
て
い
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

　

小
美
玉
市
下
玉
里
平
山
の
場
合
、
十
三
日
の
仏
迎
え
で
辻
を
出
発
す
る
と
き
に
、「
先

祖
代
々
皆
乗
れ
」
と
ボ
ン
ヅ
ナ
に
乗
っ
て
も
ら
う
唱
え
ご
と
を
し
て
、
各
家
を
巡
り
始

め
る
。
そ
し
て
、
そ
の
日
の
晩
に
出
発
し
た
辻
へ
と
戻
っ
て
一
度
ボ
ン
ヅ
ナ
を
納
め
、

十
五
日
に
再
び
巡
り
始
め
る
。
十
五
日
に
辻
を
出
発
す
る
際
の
唱
え
ご
と
は
な
い
が
、

す
べ
て
の
家
を
巡
り
終
え
て
出
発
地
点
の
辻
に
戻
る
と
、
最
後
に
「
先
祖
代
々
皆
降
り

ろ
」
と
唱
え
る
。
十
三
日
の
出
発
か
ら
十
五
日
の
終
了
ま
で
が
ひ
と
つ
の
サ
イ
ク
ル
に

な
っ
て
い
る
。
か
つ
て
、
か
す
み
が
う
ら
市
宍
倉
天
神
で
は
、
八
月
十
三
日
に
墓
地
の

あ
る
お
堂
を
出
発
し
て
鹿
野
山
集
落
を
巡
っ
た
後
、
天
神
集
落
を
西
か
ら
東
に
進
み
東

端
の
家
で
ボ
ン
ヅ
ナ
を
預
か
っ
て
も
ら
っ
た
。
そ
し
て
、
十
五
日
に
預
け
て
お
い
た
家

に
取
り
に
行
き
鹿
野
山
へ
の
巡
行
を
始
め
、
天
神
集
落
に
戻
る
と
東
か
ら
西
へ
と
十
三

日
と
は
逆
の
順
番
で
家
を
巡
っ
て
西
端
の
家
で
終
え
た
。
最
後
は
お
堂
に
戻
ら
ず
に
、

辻
に
ボ
ン
ヅ
ナ
を
納
め
た
。
天
神
集
落
で
は
十
三
日
と
十
五
日
で
経
路
を
逆
に
し
て
お

り
、
迎
え
と
送
り
が
対
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

仏
迎
え
と
仏
送
り
の
両
方
を
行
う
場
合
、「
迎
え
は
早
め
に
、
送
り
は
ゆ
っ
く
り
」

な
ど
と
言
わ
れ
、
十
三
日
は
早
い
時
間
帯
に
始
め
、
十
五
日
は
少
し
遅
い
時
間
に
行
事

を
始
め
る
こ
と
が
あ
る
。
仏
さ
ま
に
長
く
滞
在
し
て
も
ら
う
意
識
が
垣
間
見
え
る
。

　

な
お
、
阿
見
町
掛
馬
で
は
、
十
三
日
の
「
仏
迎
え
」
と
十
五
日
の
「
仏
送
り
」
の
中

日
に
あ
た
る
十
四
日
に
、
村
回
り
を
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
嶋
田
氏
の
調
査
報
告

に
よ
る
と
、
阿
見
町
君
島
で
は
十
三
日
に
一
般
の
家
を
、
十
四
日
～
十
五
日
に
新
盆
の

家
を
巡
っ
た
と
さ
れ
る
（
嶋
田
一
九
八
八
）。
こ
れ
ら
の
事
例
は
、
お
盆
中
の
三
日
間

に
わ
た
っ
て
盆
綱
が
行
わ
れ
る
事
例
と
な
る
。

　

ま
た
、
更
科
氏
の
報
告
に
、
茨
城
町
南
栗
崎
で
は
七
月
十
三
日
に
迎
え
、
十
六
日
に

送
り
を
行
い
、
さ
ら
に
七
月
晦
日
の
盂
蘭
盆
に
も
う
一
度
ボ
ン
ヅ
ナ
を
墓
地
か
ら
引
き

出
し
て
道
路
を
歩
い
た
と
あ
る
（
更
科
一
九
六
七
）。
今
回
の
調
査
の
な
か
で
は
、
八

月
十
三
日
に
迎
え
、
八
月
三
十
一
日
の
盂
蘭
盆
に
も
引
い
て
い
た
と
の
報
告
が
あ
っ
た

（
た
だ
し
、
平
成
二
十
九
年
に
休
止
）。
十
三
日
、
十
五
日
以
外
に
行
う
事
例
と
し
て
記

し
て
お
く
。

③
綱
引
き

　
「
綱
引
き
」
を
行
う
事
例
が
二
十
か
所
の
大
字
で
確
認
で
き
た
（
表
１
や
図
２
で
は

■
な
ど
で
示
し
た
）。
な
か
に
は
、
茨
城
町
飯
沼
新
田
の
よ
う
に
十
三
日
の
仏
迎
え
の

盆
綱
と
は
別
に
綱
引
き
を
十
四
・
十
五
日
に
し
た
事
例
や
、牛
久
市
岡
見
町
の「
仏
迎
え
」

の
あ
と
に
綱
引
き
を
し
た
事
例
も
含
む
（
同
、
♦
で
示
し
た
）。
ま
た
、
詳
細
は
不
明

だ
が
過
去
の
調
査
記
録
や
周
辺
の
状
況
か
ら
「
綱
引
き
」
の
可
能
性
が
高
い
報
告
も
含

め
た
（
同
、
▲
で
示
し
た
）。

　
「
綱
引
き
」
の
盆
綱
の
う
ち
、
笠
間
市
池
野
辺
と
五
平
、
筑
西
市
大
塚
に
つ
い
て
は

詳
細
調
査
を
、
笠
間
市
大
古
山
に
つ
い
て
は
現
況
確
認
調
査
の
報
告
文
を
参
照
さ
れ
た

写真 1 　下島の盆綱（「下島少年団本部」の門）

写真 2 　春日神社境内での綱引き
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い
。
こ
こ
で
は
、
事
例
数
が
少
な
い
「
綱
引
き
」
の
様
子
を
補
足
す
る
た
め
、
平
成

二
十
四
年
を
も
っ
て
休
止
さ
れ
た
つ
く
ば
み
ら
い
市
下
島
に
つ
い
て
、
筆
者
の
調
査
記

録
（
平
成
二
十
二
年
当
時
）
か
ら
簡
単
に
紹
介
し
て
お
く
。
八
月
十
三
日
、
下
島
で
は

く
じ
引
き
で
決
め
た
男
子
の
家
に
人
々
が
集
ま
り
、
大
人
が
中
心
と
な
っ
て
ボ
ン
ヅ
ナ

が
作
ら
れ
る
。
男
子
の
家
の
前
に
は
杉
の
葉
で
作
っ
た
門
が
つ
く
ら
れ
、
門
に
は
「
下

島
少
年
団
本
部
」
の
看
板
が
掲
げ
ら
れ
る
（
写
真
１
）。
夜
に
な
る
と
、
子
供
た
ち
は

ボ
ン
ヅ
ナ
を
家
か
ら
出
し
て
、
集
落
内
の
通
り
を
曳
き
ず
り
な
が
ら
歩
く
。
墓
地
か
ら

出
発
し
た
り
、
立
ち
寄
っ
た
り
す
る
こ
と
は
な
い
。
ま
た
家
一
軒
一
軒
の
中
に
入
る
こ

と
も
な
い
。
通
り
を
曳
き
歩
い
た
後
、
集
落
の
端
に
あ
る
春
日
神
社
へ
移
動
す
る
。
こ

の
時
に
は
大
人
も
つ
い
て
行
く
。
そ
し
て
、
子
供
た
ち
が
ボ
ン
ヅ
ナ
を
曳
い
て
社
殿
の

周
り
を
三
周
す
る
と
、大
人
と
子
供
に
分
か
れ
て
境
内
で
綱
引
き
を
始
め
た（
写
真
２
）。

綱
引
き
を
終
え
た
ボ
ン
ヅ
ナ
は
そ
の
ま
ま
境
内
に
取
り
置
か
れ
た
。

　

民
俗
学
で
は
、
綱
引
き
の
勝
敗
は
神
意
の
あ
ら
わ
れ
と
さ
れ
、
年
占
と
し
て
の
側
面

を
も
つ
が
、
県
下
の
綱
引
き
事
例
で
も
同
様
で
あ
る
。
筑
西
市
大
塚
の
盆
綱
で
は
、
か

つ
て
隣
の
深
見
地
区
の
人
た
ち
が
綱
を
引
き
に
や
っ
て
き
て
対
抗
し
た
と
い
う
。
引
き

負
け
る
と
田
畑
が
荒
れ
、
疫
病
が
流
行
る
と
言
わ
れ
た
そ
う
だ
。
稲
敷
市
古
渡
の
盆
綱

引
き
は
、
八
月
十
四
日
・
十
五
日
に
行
わ
れ
、
上
宿
（
農
方
）
と
下
宿
（
浜
方
）
と
に

分
か
れ
て
引
き
合
い
、
十
四
日
は
引
き
分
け
と
し
、
十
五
日
は
綱
が
切
れ
る
ま
で
引
き

合
っ
た
と
伝
わ
る
。
上
宿
が
勝
つ
と
豊
作
、
下
宿
が
勝
つ
と
大
漁
だ
と
い
う
。
ボ
ン
ヅ

ナ
が
豊
穣
を
引
き
寄
せ
る
も
の
と
し
て
観
念
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
古
渡
で
は
綱
引
き

の
翌
日
に
ボ
ン
ヅ
ナ
を
霞
ケ
浦
に
流
し
た
が
、
こ
の
綱
に
乗
っ
て
先
祖
の
霊
は
帰
っ
て

い
く
と
い
う
伝
承
が
あ
っ
た
。
綱
引
き
を
主
体
と
し
つ
つ
、
仏
送
り
の
要
素
も
も
つ
事

例
で
あ
る
（
同
、
◆
で
示
し
た
）。

　

後
述
す
る
よ
う
に
盆
綱
は
子
供
組
の
行
事
で
あ
る
が
、「
綱
引
き
」
の
盆
綱
に
関
し

て
は
大
人
が
主
体
で
実
施
し
て
い
た
り
（
笠
間
市
池
野
辺
・
筑
西
市
大
塚
・
稲
敷
市
古

渡
）、
子
供
と
青
年
・
大
人
が
引
き
合
っ
た
り
す
る
（
つ
く
ば
み
ら
い
市
下
島
）
点
に

特
徴
が
あ
る
。
ま
た
、
行
事
日
に
つ
い
て
も
、「
仏
の
送
迎
」
が
十
三
日
を
主
体
と
す

る
の
に
対
し
て
、「
綱
引
き
」
は
十
五
日
と
す
る
事
例
が
目
に
つ
く
。
こ
の
点
が
、
九

州
南
部
で
盛
ん
な
「
十
五
夜
綱
引
き
」
と
当
地
の
盆
綱
と
の
関
連
性
が
説
か
れ
る
ひ
と

つ
の
要
因
に
な
っ
て
い
る
。

④
そ
の
他
（
諸
祈
願
）

　

笠
間
市
仁
古
田
の
盆
綱
は
十
三
日
に
作
ら
れ
る
が
、
そ
れ
を
持
っ
て
子
供
た
ち
が
集

落
ま
わ
り
を
行
う
の
は
翌
十
四
日
の
夕
方
で
あ
る
。
墓
地
に
は
寄
ら
ず
、各
家
で「
ワ
ッ

シ
ョ
イ
、
ワ
ッ
シ
ョ
イ
」
と
掛
け
声
を
か
け
て
綱
を
上
下
さ
せ
な
が
ら
揉
む
。
そ
こ
に

「
仏
の
送
迎
」
の
意
味
合
い
は
な
く
、「
鎮
魂
」
が
目
的
だ
と
さ
れ
る
。
ち
な
み
に
、
嶋

田
尚
氏
は
仁
古
田
の
盆
綱
を
「
綱
引
き
」
と
し
て
把
握
し
た
。
こ
れ
は
、
ボ
ン
ヅ
ナ
を

庭
に
叩
き
つ
け
た
り
引
っ
張
っ
た
り
す
る
こ
と
を
根
拠
に
し
た
よ
う
だ
。
涸
沼
川
周
辺

の
盆
綱
で
は
、
ボ
ン
ヅ
ナ
に
取
り
つ
く
引
き
綱
を
引
き
合
う
よ
う
な
所
作
が
み
ら
れ
る

た
め
、
確
か
に
「
綱
引
き
」
を
行
っ
て
い
る
よ
う
に
も
み
え
る
。
し
か
し
、
二
手
に
分

か
れ
て
綱
を
引
き
あ
う
、
厳
密
な
意
味
で
の
「
綱
引
き
」
と
は
言
え
な
い
こ
と
か
ら
、

こ
こ
で
は
「
そ
の
他
」
に
分
類
し
た
。

　

稲
敷
市
下
須
田
の
盆
綱
は
豊
作
祈
願
と
し
て
行
わ
れ
る
。
八
月
十
三
日
の
夕
方
、
地

区
内
の
般
舟
寺
で
住
職
に
読
経
を
し
て
も
ら
い
出
発
す
る
が
、
初
め
に
ふ
た
つ
の
神
社

の
社
殿
ま
わ
り
を
周
回
し
て
か
ら
巡
行
を
始
め
、
各
家
の
庭
で
「
豊
年
満
作
」
の
唱
え

ご
と
を
繰
り
返
す
。
墓
地
へ
行
く
こ
と
は
な
い
が
、
翌
十
四
日
朝
に
川
へ
ボ
ン
ヅ
ナ
を

流
し
た
後
、
共
同
墓
地
の
入
口
に
子
供
た
ち
が
小
屋
を
作
り
、
お
籠
り
を
す
る
。

　

こ
の
他
に
も
、「
仏
の
送
迎
」
や
「
綱
引
き
」
の
要
素
は
な
く
、
厄
払
い
な
ど
を
目

的
に
す
る
も
の
は
い
ず
れ
も
「
そ
の
他
」
に
分
類
し
た
（
同
、
★
で
示
し
た
）。

（
３
）
儀
礼
と
し
て
の
仏
の
送
迎

　

こ
こ
ま
で
県
下
の
盆
綱
に
つ
い
て
、
そ
の
分
類
と
分
布
、
特
徴
を
概
観
し
た
。
以
下

で
は
事
例
の
大
分
を
占
め
て
い
る
「
仏
の
送
迎
」（「
仏
迎
え
」
お
よ
び
「
仏
迎
え
＋
仏

送
り
」）
に
対
象
を
絞
っ
て
、
そ
の
様
相
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。
と
く
に
送
迎
に
関

わ
る
儀
礼
に
着
目
し
、
場
面
ご
と
に
提
示
す
る
。
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①
出
発
地
点
と
所
作

　

仏
の
送
迎
を
目
的
と
す
る
事
例
は
、
大
字
内
の
小
集
落
・
坪
や
班
を
単
位
に
実
施

さ
れ
て
い
る
も
の
も
含
め
て
一
三
六
例
あ
り
、
う
ち
出
発
地
点
を
把
握
で
き
た
の
は

八
十
六
例
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
墓
地
を
出
発
点
と
す
る
事
例
は
六
十
二
例
を
数
え
た
。

多
く
は
共
同
墓
地
で
あ
る
が
、
特
定
の
家
の
墓
前
と
す
る
例
も
あ
る
。
製
作
し
た
ボ
ン

ヅ
ナ
を
あ
ら
か
じ
め
墓
地
へ
運
ん
で
お
き
、
盆
綱
が
開
始
さ
れ
る
ま
で
の
間
に
仏
さ
ま

が
乗
り
遷
る
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
る
。
こ
の
場
合
、
共
同
墓
地
の
入
口
に
置
か
れ
る
こ

と
が
多
く
、
墓
地
の
地
蔵
尊
を
囲
む
よ
う
に
し
て
置
い
て
お
く
（
茨
城
町
小
堤
）、
無

縁
仏
の
塚
に
巻
き
つ
け
て
お
く
（
小
美
玉
市
下
馬
場
）
な
ど
の
事
例
も
み
ら
れ
た
。

　

墓
地
以
外
の
出
発
点
と
し
て
は
、
集
会
所
（
地
区
集
落
セ
ン
タ
ー
）
や
神
社
・
堂
な

ど
を
出
発
点
と
す
る
も
の
、辻
か
ら
出
る
も
の
な
ど
が
二
十
四
例
み
ら
れ
る
。
た
だ
し
、

そ
こ
か
ら
出
発
し
て
墓
地
へ
立
ち
寄
っ
て
か
ら
巡
行
す
る
事
例
が
九
例
あ
っ
た
。
そ
れ

ら
を
合
わ
せ
れ
ば
八
十
六
例
の
う
ち
七
十
一
例
が
、
墓
地
を
出
発
点
・
経
由
地
と
し
て

各
家
へ
と
向
か
う
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
小
美
玉
市
下
玉
里
平
山
の
場
合
は
、
地
蔵
の

建
つ
辻
の
と
こ
ろ
で
「
先
祖
代
々
皆
乗
れ
」
と
唱
え
て
出
発
す
る
が
、
こ
の
地
点
は
共

同
墓
地
へ
上
が
っ
て
い
く
坂
の
入
口
に
あ
た
る
。
各
家
で
は
こ
の
坂
を
上
が
っ
た
と
こ

ろ
で
提
灯
に
火
を
焚
い
て
お
迎
え
を
し
て
お
り
、
仏
さ
ま
が
坂
の
あ
た
り
に
来
て
い
る

と
認
識
さ
れ
る
よ
う
だ
。
墓
地
に
直
接
行
く
こ
と
は
な
い
が
、
坂
が
仏
を
迎
え
る
場
所

と
観
念
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

墓
地
の
出
発
に
あ
た
っ
て
は
、
仏
を
依
り
つ
け
る
た
め
の
唱
え
ご
と
を
す
る
例
が
多

い
。「
ノ
ー
ラ
ッ
セ
」「
ノ
ー
ラ
ッ
シ
ョ
」「
ノ
ー
リ
ャ
ン
セ
」
な
ど
、
ボ
ン
ヅ
ナ
に
遷

る
こ
と
を
促
す
言
葉
が
み
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
に
よ
っ
て
節
が
異
な
る
。
茨
城
町

奥
谷
の
奥
谷
区
で
は
「
仏
さ
ん
の
道
は
糸
よ
り
細
い
」
と
唱
え
て
か
ら
墓
地
に
ボ
ン
ヅ

ナ
を
入
れ
る
。
同
様
の
文
言
は
同
町
上
石
崎
船
渡
で
も
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
先
祖
の
霊

を
指
す
言
葉
の
多
く
は
「
ホ
ト
ケ
サ
ン
（
仏
さ
ん
）」
だ
が
、
小
美
玉
市
野
田
隠
谷
の

よ
う
に
、「
ノ
リ
ラ
ッ
シ
ョ
イ
、
ノ
リ
ラ
ッ
シ
ョ
イ
、
ジ
ッ
チ
ャ
ン
、
バ
ッ
チ
ャ
ン
、

ノ
リ
ラ
ッ
シ
ョ
イ
」
と
爺
さ
ん
・
婆
さ
ん
と
す
る
も
の
も
あ
る
。

　

墓
地
で
ボ
ン
ヅ
ナ
を
周
回
さ
せ
て
か
ら
巡
行
を
始
め
る
事
例
は
多
い
。
墓
地
を
時
計

回
り
に
三
回
ま
わ
る
の
は
小
美
玉
市
中
台
や
つ
く
ば
市
大
井
な
ど
で
、
反
時
計
回
り
に

三
回
と
し
て
い
る
の
が
小
美
玉
市
中
延
立
延
や
つ
く
ば
市
六
斗
な
ど
で
あ
っ
た
。

　

石
岡
市
東
田
中
の
西
地
区
や
牛
久
市
東
猯
穴
町
で
は
、
先
祖
を
乗
せ
る
た
め
、
子
供

が
墓
地
の
中
を
歩
き
な
が
ら
墓
石
の
前
で
先
祖
を
お
ん
ぶ
す
る
仕
草
を
す
る
。
鉾
田
市

駒
木
根
で
は
墓
地
の
土
や
墓
石
に
付
い
た
苔
を
一
つ
ま
み
集
め
て
ボ
ン
ヅ
ナ
の
胴
体
の

隙
間
に
詰
め
る
。
行
方
市
手
賀
船
津
で
は
ボ
ン
ヅ
ナ
に
墓
地
の
砂
を
か
け
た
。
い
ず
れ

も
先
祖
を
綱
に
乗
り
遷
ら
せ
る
た
め
の
所
作
で
あ
る
。

　

つ
く
ば
市
下
岩
崎
で
は
、
集
落
内
の
辻
か
ら
ボ
ン
ヅ
ナ
を
担
ぎ
出
す
に
際
し
て
爆
竹

を
鳴
ら
し
、
ま
ず
守
徳
寺
に
向
か
う
。
境
内
に
墓
地
が
あ
り
、
か
つ
て
は
墓
地
を
周
回

し
て
か
ら
出
発
し
た
。
今
は
墓
地
を
回
る
こ
と
は
し
て
い
な
い
が
、
こ
こ
で
タ
カ
バ
リ

（
高
張
提
灯
）
に
火
を
灯
し
て
か
ら
出
発
す
る
の
が
習
わ
し
で
あ
る
。
阿
見
町
実
穀
で

は
墓
地
へ
行
く
前
に
乙
戸
川
へ
行
き
、ボ
ン
ヅ
ナ
を
水
に
浸
す
。
そ
し
て
墓
地
で「
の
ー

り
ゃ
ん
せ
、
の
ー
り
ゃ
ん
せ
、
ほ
ー
と
け
さ
ま
、
の
ー
り
ゃ
ん
せ
」
と
唱
え
て
か
ら
提

灯
に
火
を
灯
す
。
ボ
ン
ヅ
ナ
に
先
祖
が
乗
っ
た
合
図
な
の
だ
と
い
う
。
龍
ヶ
崎
市
宮
淵

町
千
秋
で
は
、
共
同
墓
地
へ
ボ
ン
ヅ
ナ
が
出
発
す
る
際
に
松
明
へ
火
を
と
も
す
。
松
明

は
長
い
竹
の
先
端
に
藁
を
束
ね
て
作
っ
た
も
の
で
、
大
人
が
こ
れ
を
掲
げ
て
ボ
ン
ヅ
ナ

よ
り
先
に
墓
地
ま
で
走
り
抜
け
る
。
以
上
の
よ
う
に
、提
灯
や
松
明
に
火
を
灯
し
た
り
、

花
火
や
爆
竹
を
鳴
ら
す
な
ど
、
音
と
光
を
合
図
に
し
て
盆
綱
行
事
を
開
始
す
る
事
例
も

み
ら
れ
た
。

②
集
落
内
の
巡
行

　

墓
地
や
辻
な
ど
を
出
発
す
る
と
、
ボ
ン
ヅ
ナ
を
担
い
だ
り
曳
い
た
り
し
て
進
む
。
こ

の
と
き
に
「
ワ
ッ
シ
ョ
イ
、
ワ
ッ
シ
ョ
イ
」「
ワ
ッ
シ
ョ
イ
、
ガ
ッ
シ
ョ
イ
」
な
ど
と

連
呼
す
る
こ
と
が
多
い
。
か
す
み
が
う
ら
市
宍
倉
天
神
で
は「
ヤ
ン
サ
ー
、ボ
ン
サ
ー
」、

阿
見
町
実
穀
で
は
「
ノ
ッ
タ
カ
ノ
ン
ネ
カ
、
ワ
ッ
シ
ョ
イ
コ
ラ
シ
ョ
イ
」
と
囃
す
。
土

浦
市
佐
野
子
で
は
「
ゴ
ー
ザ
ッ
タ
、ゴ
ー
ザ
ッ
タ
、ホ
ー
ト
ケ
サ
ー
マ
、ゴ
ー
ザ
ッ
タ
」、

茨
城
町
小
堤
で
は
「
ナ
ー
ン
マ
イ
ダ
ン
ボ
、
ホ
ト
ケ
サ
マ
、
キ
タ
ヨ
」
と
ふ
れ
な
が
ら

第二章　総　　論

21



歩
く
。

　

集
落
の
巡
行
で
は
、
仏
さ
ま
の
あ
る
家
（
仏
壇
が
あ
る
家
）
一
軒
一
軒
に
立
ち
寄
る

場
合
と
、
家
に
は
入
ら
ず
に
道
を
巡
行
す
る
だ
け
の
場
合
が
あ
る
。
後
者
の
具
体
例
と

な
る
鉾
田
市
冷
水
で
は
、「
外
回
り
」と「
内
回
り
」と
呼
ば
れ
る
定
め
ら
れ
た
巡
行
ル
ー

ト
が
あ
り
、
ボ
ン
ヅ
ナ
を
も
っ
て
集
落
を
周
回
す
る
。
外
回
り
は
三
周
で
、「
ヤ
ッ
サ
ー

ヤ
ッ
サ
ー
ヤ
ッ
サ
の
ボ
ン
ヅ
ナ
エ
ー
、
オ
ジ
ー
サ
ン
モ
、
オ
バ
ー
サ
ン
モ
、
ミ
ー
ン
ナ

ノ
ー
ラ
ッ
シ
ョ
」と
唱
え
る
。
内
回
り
は
二
周
で
文
言
の
最
後
が「
ミ
ー
ン
ナ
オ
リ
ラ
ッ

シ
ョ
」
に
変
わ
る
。
茨
城
町
奥
谷
の
奥
谷
区
や
つ
く
ば
市
下
岩
崎
で
も
家
に
は
立
ち
寄

ら
な
い
。
た
だ
し
、
奥
谷
の
場
合
は
、
各
家
の
門
口
で
迎
え
火
が
焚
か
れ
、
盆
綱
の
子

供
た
ち
が
こ
れ
を
蹴
散
ら
し
な
が
ら
走
り
抜
け
て
い
く
。

　

家
一
軒
一
軒
を
巡
っ
て
い
く
場
合
、出
発
点
と
な
る
墓
地
や
辻
に
近
い
家
か
ら
始
め
、

毎
年
決
め
ら
れ
た
順
番
で
巡
行
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
各
家
で
は
、
毎
年
決
ま
っ
た
時

刻
に
ボ
ン
ヅ
ナ
が
訪
れ
る
こ
と
に
な
る
。

③
家
で
の
儀
礼

　

家
一
軒
一
軒
に
入
る
場
合
は
、仏
さ
ま
を
連
れ
て
き
た
こ
と
や
、「
オ
リ
ラ
ッ
セ
」「
オ

ジ
ラ
ッ
シ
ョ
」
な
ど
仏
さ
ま
を
降
ろ
す
よ
う
な
言
葉
が
唱
え
ら
れ
る
。
つ
く
ば
市
の
花

室
川
や
小
野
川
周
辺
で
は
「
ホ
ー
ト
ケ
サ
マ
、
マ
イ
コ
ン
ダ
」
と
唱
え
る
例
が
散
見
さ

れ
る
。
行
方
市
三
和
金
上
で
は
「
ヤ
ン
サ
ノ
ボ
ン
ヅ
ナ
、
キ
レ
タ
ラ
ツ
ナ
ゲ
、
ジ
ー
サ

ン
、
バ
ー
サ
ン
ノ
セ
テ
キ
タ
」
と
唱
え
て
い
る
。「
切
れ
た
ら
繋
げ
」「
切
れ
た
ら
恥
じ

よ
」
と
い
う
表
現
は
北
浦
周
辺
で
い
く
つ
か
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
唱
え
ご
と
に
あ
わ
せ
て
、
家
の
庭
を
一
～
三
周
ま
わ
る
、
ボ
ン
ヅ
ナ
を
激

し
く
上
下
さ
せ
る
、庭
の
地
面
に
ボ
ン
ヅ
ナ
を
叩
き
つ
け
る
な
ど
の
所
作
が
な
さ
れ
る
。

つ
く
ば
市
苅
間
の
よ
う
に
「
ポ
ン
」
と
呼
ば
れ
る
麦
藁
で
作
っ
た
道
具
を
地
面
に
打
ち

つ
け
る
事
例
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
盆
棚
の
あ
る
座
敷
や
玄
関
先
へ
ボ
ン
ヅ
ナ
を
寄
せ
た

り
、
縁
側
に
叩
き
つ
け
た
り
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
な
か
に
は
、
縁
側
か
ら
座
敷
へ
ボ

ン
ヅ
ナ
を
も
っ
て
駆
け
上
が
っ
た
り
、
ボ
ン
ヅ
ナ
を
投
げ
入
れ
た
り
す
る
事
例
も
あ
っ

た
。石
岡
市
東
田
中
の
東
地
区
で
は
ボ
ン
ヅ
ナ
の
藁
を
一
本
抜
い
て
座
敷
に
投
げ
込
む
。

茨
城
町
小
堤
で
は
ボ
ン
ヅ
ナ
に
挿
し
て
あ
る
ヒ
ノ
キ
を
一
枝
ち
ぎ
っ
て
家
人
に
渡
し
、

家
人
は
こ
れ
を
盆
棚
へ
供
え
る
。
こ
の
よ
う
な
所
作
を
通
し
て
、
仏
さ
ま
は
各
家
に
迎

え
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　

な
お
、
十
五
日
に
仏
送
り
を
行
う
場
合
、
各
家
の
庭
を
回
る
な
ど
仏
迎
え
と
同
じ
所

作
を
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
そ
の
場
合
で
も
唱
え
ご
と
は
「
ノ
ラ
ッ
セ
」「
ノ
ッ
ト

ク
レ
」
な
ど
、仏
さ
ま
を
ボ
ン
ヅ
ナ
に
依
り
つ
か
せ
る
も
の
に
変
わ
っ
た
り
し
て
い
る
。

④
新
盆
の
家

　

新
盆
の
家
で
は
盆
綱
の
子
供
た
ち
へ
厚
い
接
待
を
す
る
事
例
が
多
い
。
子
供
た
ち
へ

の
御
礼
（
お
ひ
ね
り
）
も
他
の
家
よ
り
金
額
を
多
く
す
る
傾
向
が
あ
る
。
茨
城
県
内
の

新
盆
の
家
で
は
、
庭
に
灯
篭
を
立
て
る
風
習
が
み
ら
れ
る
が
、
牛
久
市
岡
見
町
や
阿
見

町
君
島
で
は
ボ
ン
ヅ
ナ
が
灯
篭
の
周
囲
を
回
っ
た
り
す
る
。
茨
城
町
奥
谷
で
は
ボ
ン
ヅ

ナ
を
曳
き
ず
り
な
が
ら
集
落
内
を
走
り
抜
け
る
が
、
新
盆
の
家
の
前
で
は
速
度
を
や
や

緩
め
て
「
オ
ー
リ
ナ
ン
シ
ョ
（
降
り
な
ん
し
ょ
）」
と
声
を
そ
ろ
え
る
。
小
美
玉
市
下

玉
里
平
山
で
は
、
新
盆
の
家
だ
け
は
盆
棚
の
あ
る
座
敷
に
駆
け
あ
が
る
。
阿
見
町
実
穀

の
盆
綱
は
、
新
盆
の
家
の
墓
地
を
ま
わ
っ
て
出
発
し
、
新
盆
の
家
し
か
巡
ら
な
い
。
そ

の
た
め
実
穀
で
は
、
新
盆
の
家
と
そ
の
墓
地
の
位
置
、
軒
数
に
よ
っ
て
毎
年
の
巡
行
の

コ
ー
ス
が
異
な
っ
て
く
る
。

三　

ボ
ン
ヅ
ナ
の
形
態
と
特
徴

（
１
）
ボ
ン
ヅ
ナ
の
名
称
と
材
料

　

ボ
ン
ヅ
ナ
の
呼
称
と
し
て
は
、「
ボ
ン
ヅ
ナ
（
盆
綱
）」
あ
る
い
は
単
に
「
ツ
ナ
（
綱
）」

と
呼
ぶ
と
こ
ろ
が
多
い
。
一
方
で
、
そ
の
形
態
的
特
徴
か
ら
「
ジ
ャ
（
蛇
）」（
牛
久
市

田
宮
・
つ
く
ば
市
下
岩
崎
な
ど
）、「
ダ
イ
ジ
ャ
（
大
蛇
）」（
行
方
市
高
須
）
や
「
ジ
ャ
ー

メ
（
蛇
目
）」（
石
岡
市
東
田
中
東
）、「
リ
ュ
ウ
（
龍
）」（
土
浦
市
佐
野
子
、
つ
く
ば
市

栗
原
）、「
ボ
ン
ド
ノ
（
盆
殿
ヵ
）」（
石
岡
市
東
田
中
西
）
な
ど
の
呼
称
も
聞
か
れ
た
。

　

ボ
ン
ヅ
ナ
の
材
料
は
、
そ
の
多
く
が
稲
藁
も
し
く
は
麦
藁
だ
が
、
つ
く
ば
市
小
茎
・

下
岩
崎
で
は
胴
部
に
真
菰
を
用
い
る
。
真
菰
は
牛
久
沼
や
谷
田
川
で
採
取
す
る
。
真
菰
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の
利
用
は
、
つ
く
ば
市
六
斗
・
苅
間
な
ど
牛
久
沼
に
つ
な
が
る
水
系
で
み
ら
れ
る
。
か

つ
て
牛
久
市
田
宮
で
は
胴
は
チ
ガ
ヤ
で
、
角
は
真
菰
で
作
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
前
述

し
た
茨
城
町
小
堤
で
は
ヒ
ノ
キ
の
葉
を
挿
し
て
完
成
さ
せ
る
。
石
岡
市
東
田
中
で
は
杉

の
葉
を
挿
し
て
お
り
、
杉
の
葉
は
茨
城
町
南
島
田
・
神
谷
、
石
岡
市
石
川
、
阿
見
町
君

島
で
も
み
ら
れ
た
。

　

小
美
玉
市
中
延
の
立
延
地
区
の
ボ
ン
ヅ
ナ
は
、
胴
部
に
地
区
の
仏
さ
ま
と
同
じ
数
、

す
な
わ
ち
仏
壇
の
あ
る
家
数
の
分
だ
け
縄
を
結
び
、
そ
の
結
び
目
に
仏
さ
ま
が
座
る
と

さ
れ
る
。
ボ
ン
ヅ
ナ
は
ま
さ
に
ム
ラ
を
構
成
す
る
家
々
の
仏
さ
ま
が
依
り
つ
く
乗
り
物

だ
と
い
え
よ
う
。

　

現
在
は
、
コ
ン
バ
イ
ン
で
藁
を
細
か
く
刻
ん
で
し
ま
う
こ
と
や
、
農
家
そ
の
も
の
が

減
少
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
藁
の
確
保
が
難
し
く
な
っ
た
。
し
か
し
本
来
は
、
材
料

と
な
る
藁
を
各
家
が
提
供
す
る
こ
と
で
ボ
ン
ヅ
ナ
は
作
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
藁
を
出

せ
な
い
家
で
は
代
わ
り
に
お
金
を
出
し
て
い
た
。家
々
が
共
同
で
材
料
を
供
出
し
合
い
、

こ
れ
を
縒
り
合
わ
せ
て
綱
を
打
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
ム
ラ
全
体
と
し
て
仏
さ
ま
を
迎
え

る
道
具
と
な
っ
た
。

（
２
）
ボ
ン
ヅ
ナ
の
形
態
分
類

　

ボ
ン
ヅ
ナ
の
基
本
的
な
形
態
は
二
種
類
で
あ
る
。

（
ⅰ
）
藁
を
縒
っ
て
太
縄
を
つ
く
り
、
そ
の
縄
を
三
本
捩
っ
て
さ
ら
に
太
い
綱
を
つ

く
る
。

（
ⅱ
）
竹
な
ど
を
芯
に
し
て
、藁
で
覆
っ
て
太
く
し
た
り
、細
縄
を
巻
き
付
け
つ
く
る
。

（
ⅰ
）
は
い
わ
ゆ
る
注
連
縄
の
よ
う
な
形
に
な
り
、（
ⅱ
）
の
場
合
は
棒
状
の

形
態
を
呈
す
る
。
こ
の
ふ
た
つ
の
作
り
方
を
基
本
と
し
て
、
さ
ら
に
次
の
よ

う
な
造
作
を
す
る
。

（
ａ
）
頭
部
や
顔
を
作
り
出
す
も
の
。
俵
ボ
ッ
チ
を
使
っ
て
上
あ
ご
と
下
あ
ご
を
作

り
出
し
た
り
、
切
れ
込
み
を
い
れ
て
口
に
し
た
り
す
る
。
茄
子
な
ど
で
目
を

作
っ
た
り
、
唐
辛
子
の
舌
を
つ
け
た
り
す
る
。
龍
の
場
合
は
角
が
つ
い
た
り

も
す
る
。

（
ｂ
）
顔
は
作
り
出
さ
な
い
が
、
片
側
を
太
く
す
る
こ
と
で
頭
と
す
る
も
の
。

（
ｃ
）
胴
部
に
子
供
た
ち
の
持
ち
手
と
な
る
縄
を
と
り
つ
け
た
も
の
。
数
が
多
い
場

合
に
は
ム
カ
デ
の
よ
う
な
形
に
み
え
る
。

（
ｄ
）
割
っ
た
竹
を
並
べ
て
ボ
ン
ヅ
ナ
の
胴
部
下
側
に
つ
け
て
橇
（
そ
り
）
の
よ
う

に
し
た
り
、
台
車
を
つ
け
る
。

　

実
際
の
ボ
ン
ヅ
ナ
を
み
て
い
く
と
、地
区
に
よ
っ
て
そ
の
形
態
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。

（
ａ
）
の
頭
部
を
作
り
出
す
に
あ
た
っ
て
も
、
胴
体
部
分
と
は
ま
っ
た
く
別
に
作
る
土

浦
市
佐
野
子
の
よ
う
な
事
例
が
あ
っ
た
り
、
頭
部
と
胴
部
を
分
け
る
こ
と
な
く
顔
を
作

り
出
す
小
美
玉
市
中
延
の
立
延
地
区
の
事
例
も
あ
る
。（
ｃ
）の
引
手
を
つ
け
る
事
例
は
、

ボ
ン
ヅ
ナ
を
曳
き
な
が
ら
歩
い
た
り
、
上
下
さ
せ
て
地
面
に
叩
き
つ
け
る
事
例
に
み
ら

れ
、
ボ
ン
ヅ
ナ
の
扱
い
方
に
よ
っ
て
形
態
が
規
定
さ
れ
て
く
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

（
ｄ
）の
う
ち
車
付
の
台
車
は
、曳
き
ず
っ
て
歩
く
際
の
工
夫
で
、子
供
た
ち
の
数
が
減
っ

た
こ
と
に
伴
う
変
化
で
も
あ
る
。
ま
た
、
近
年
の
変
化
と
し
て
、
ボ
ン
ヅ
ナ
を
毎
年
作

る
こ
と
を
や
め
て
、
運
動
会
で
使
用
す
る
綱
で
代
用
す
る
と
こ
ろ
が
み
ら
れ
た
。
こ
の

ほ
か
、幣
束
を
挿
し
た
り
（
石
岡
市
東
田
中
、つ
く
ば
市
栗
原
）、盆
花
を
挿
し
た
り
（
鉾

田
市
冷
水
）、
紙
垂
を
つ
け
る
（
稲
敷
市
下
須
田
）
と
こ
ろ
も
み
ら
れ
る
。

　

毎
年
新
調
さ
れ
る
ボ
ン
ヅ
ナ
だ
が
、
今
回
の
調
査
で
、
石
岡
市
三
村
の
諸
士
久
保
・

吹
上
・
今
泉
地
区
で
木
製
の
龍
の
頭
が
確
認
さ
れ
た
。
ボ
ン
ヅ
ナ
の
頭
部
と
し
て
使
用

さ
れ
た
と
の
こ
と
で
、
大
変
珍
し
い
事
例
と
い
え
よ
う
。

（
３
）
ボ
ン
ヅ
ナ
の
取
り
扱
い
と
始
末

　

行
事
の
際
に
ボ
ン
ヅ
ナ
を
ま
た
い
で
は
い
け
な
い
と
い
う
禁
忌
が
各
地
で
み
ら
れ

た
。
ボ
ン
ヅ
ナ
に
は
仏
さ
ま
が
乗
っ
て
い
る
か
ら
だ
と
い
う
。
ま
た
、
ボ
ン
ヅ
ナ
が
地

面
に
ふ
れ
て
は
い
け
な
い
と
す
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
子
供
た
ち
の
足
の
上
に
ボ
ン
ヅ
ナ

を
乗
せ
て
休
憩
を
し
た
り
（
つ
く
ば
市
栗
原
中
坪
、
同
小
茎
）、
枕
を
お
い
て
か
ら
お

ろ
す
（
石
岡
市
東
田
中
）
な
ど
し
て
い
る
。
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行
事
が
終
了
し
た
後
の
ボ
ン
ヅ
ナ
は
、
①
川
や
湖
・
海
に
流
す
、
②
燃
や
す
、
③
特

定
の
場
所
に
納
め
て
朽
ち
る
ま
ま
に
す
る
な
ど
し
て
始
末
さ
れ
る
。
①
で
は
橋
の
欄
干

に
巻
い
て
お
く
も
の
も
あ
っ
た
。
②
に
つ
い
て
は
、
阿
見
町
実
穀
の
よ
う
に
燃
や
し
た

灰
を
乙
戸
川
に
流
す
例
も
あ
る
。
③
に
は
辻
（
三
叉
路
）
に
置
く
も
の
、
墓
地
や
堂
に

納
め
る
も
の
の
ほ
か
、
神
社
の
神
木
に
巻
き
付
け
て
お
く
例
も
あ
る
。

　

ボ
ン
ヅ
ナ
を
川
に
流
し
た
後
は
走
っ
て
帰
る
事
例
が
、
土
浦
市
佐
野
子
や
稲
敷
市
下

須
田
に
み
ら
れ
る
。
流
し
た
り
燃
や
し
た
り
、
捨
て
る
離
れ
る
と
い
う
行
為
は
、
行
事

が
終
了
し
た
後
の
ボ
ン
ヅ
ナ
に
対
す
る
意
識
を
考
え
る
う
え
で
興
味
深
い
。

四　

ム
ラ
の
盆
綱
と
イ
エ
の
盆
行
事

（
１
）
行
事
の
実
施
単
位

　

ひ
と
つ
の
大
字
を
単
位
と
し
て
行
わ
れ
る
盆
綱
が
あ
る
一
方
で
、大
字
内
の
小
集
落
・

坪
・
常
会
、
班
を
単
位
に
盆
綱
を
実
施
す
る
例
も
多
い
。
こ
の
場
合
、
大
字
内
で
複
数

の
ボ
ン
ヅ
ナ
が
作
ら
れ
巡
行
す
る
場
合
と
、
特
定
の
坪
だ
け
に
限
定
さ
れ
る
場
合
が
あ

る
。
今
回
の
詳
細
調
査
・
現
況
調
査
の
範
囲
内
で
み
る
と
、
た
と
え
ば
小
美
玉
市
の
大

字
下
玉
里
で
は
、
大
井
戸
・
共
栄
／
平
山
／
岡
・
帯
阿
井
／
根
玉
里
／
田
畑
・
橋
下
と
、

常
会
を
も
と
に
し
た
五
つ
の
単
位
で
盆
綱
が
行
わ
れ
て
い
る
。
つ
く
ば
市
の
栗
原
で
は

中
坪
／
台
坪
／
乾
島
坪
が
個
別
に
盆
綱
を
行
う
。
坪
に
よ
っ
て
製
作
さ
れ
る
ボ
ン
ヅ
ナ

の
形
が
異
な
っ
て
い
る
点
も
興
味
深
い
。

　

石
岡
市
東
田
中
で
は
東
地
区
と
西
地
区
と
が
別
個
に
盆
綱
を
お
こ
な
っ
て
い
る
が
、

お
互
い
の
視
界
に
入
っ
た
と
き
に
は
勝
負
を
仕
掛
け
に
い
き
、
ボ
ン
ヅ
ナ
に
つ
け
た
杉

の
葉
を
使
っ
て
相
手
地
区
の
担
ぎ
手
を
傷
め
、
ど
ち
ら
か
の
ボ
ン
ヅ
ナ
が
バ
ラ
バ
ラ
に

な
る
ま
で
喧
嘩
を
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。
鉾
田
市
駒
木
根
と
隣
の
徳
宿
新
田
で

も
対
抗
を
し
た
と
い
う
。

　

土
浦
市
佐
野
子
は
本
田
と
新
田
と
に
分
か
れ
る
が
、
む
か
し
は
盆
綱
に
参
加
で
き
る

子
供
は
本
田
の
男
子
に
限
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。
か
す
み
が
う
ら
市
宍
倉
天
神
で
は
天

神
地
区
と
鹿
野
山
地
区
を
巡
っ
た
。
鹿
野
山
は
天
神
か
ら
分
か
れ
た
地
区
な
の
で
、
盆

綱
を
一
緒
に
行
う
と
も
い
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
盆
綱
行
事
の
な
か
に
、
集
落
内
の
新

旧
関
係
が
現
れ
て
い
る
事
例
も
あ
る
。

　

少
子
化
に
よ
り
盆
綱
を
維
持
で
き
な
く
な
っ
て
き
た
た
め
、
複
数
に
分
か
れ
て
い
た

盆
綱
を
一
緒
に
実
施
す
る
よ
う
に
な
っ
た
地
区
も
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
笠
間
市
五
平

は
、
も
と
も
と
は
一
つ
で
あ
っ
た
盆
綱
が
、
地
区
の
人
口
増
加
に
よ
っ
て
近
年
三
つ
に

分
か
れ
た
と
い
う
。
時
代
に
よ
っ
て
盆
綱
の
実
施
単
位
が
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
を
示
し

て
い
る
。

（
２
）
子
供
組
の
活
動

　

綱
引
き
の
盆
綱
を
除
け
ば
、
盆
綱
の
担
い
手
は
す
べ
て
子
供
た
ち
で
あ
り
、
か
つ
以

前
は
男
子
で
あ
っ
た
点
が
共
通
し
て
い
る
。
近
年
の
少
子
化
に
よ
り
、
女
子
が
参
加
を

す
る
よ
う
に
な
っ
た
事
例
は
多
く
み
ら
れ
、
現
在
で
は
女
子
が
い
な
け
れ
ば
成
立
し
な

い
状
況
も
み
て
と
れ
る
。
参
加
す
る
年
代
と
し
て
は
、
幼
稚
園
児
を
含
む
も
の
も
あ
る

が
、
多
く
は
小
学
生
か
ら
で
あ
り
、
中
学
三
年
生
ま
で
と
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
中
学

生
だ
け
と
す
る
事
例
も
あ
れ
ば
、
小
学
校
高
学
年
に
限
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
ま
た
、
中

学
三
年
生
は
受
験
を
控
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
中
学
二
年
生
ま
で
と
す
る
例
も
み
ら
れ

る
。
彼
ら
の
う
ち
最
年
長
者
と
な
る
者
は
、「
親
方
」「
先
達
」「
大
将
」
な
ど
と
よ
ば

れ
、
行
事
全
般
の
指
揮
を
す
る
。
育
成
会
な
ど
の
親
た
ち
が
子
供
た
ち
を
手
伝
う
事
例

も
み
ら
れ
た
が
、
こ
れ
も
近
年
の
変
化
で
あ
り
、
本
来
は
親
方
を
中
心
と
す
る
子
供
た

ち
だ
け
の
行
事
で
あ
っ
た
。
盆
綱
で
は
各
家
か
ら
子
供
た
ち
に
対
し
て
お
ひ
ね
り
（
寄

付
）
が
渡
さ
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
、
そ
の
分
配
は
親
方
た
ち
の
裁
量
に
委
ね
ら
れ

て
い
る
例
が
多
い
。親
た
ち
が
積
極
的
に
か
か
わ
り
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
現
在
で
も
、

お
金
の
分
配
に
つ
い
て
だ
け
は
口
を
出
さ
な
い
と
す
る
事
例
も
あ
っ
た
。
年
齢
あ
る
い

は
盆
綱
行
事
で
の
役
割
に
応
じ
て
、お
金
の
配
分
が
変
わ
る
点
も
各
事
例
に
共
通
す
る
。

盆
綱
に
は
年
齢
階
梯
的
な
要
素
が
多
分
に
み
ら
れ
る
。

　

か
つ
て
は
、
子
供
た
ち
が
一
晩
を
共
に
し
た
と
い
う
事
例
も
確
認
さ
れ
る
。
た
と
え

ば
、
茨
城
町
奥
谷
で
は
、
昭
和
五
十
九
年
ま
で
盆
綱
づ
く
り
を
終
え
た
子
供
た
ち
が
公
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民
館
で
合
宿
を
し
て
、
翌
日
に
盆
綱
を
行
っ
て
い
た
。
つ
く
ば
市
苅
間
の
辻
・
原
地
区

で
も
十
二
日
か
ら
十
三
日
に
か
け
て
オ
ゴ
ヤ
（
お
小
屋
）
に
泊
り
、
作
っ
た
ボ
ン
ヅ
ナ

を
守
っ
た
。
石
岡
市
北
根
本
で
は
旧
公
民
館
に
泊
り
、
十
三
日
の
早
朝
か
ら
薬
師
堂
境

内
で
ボ
ン
ヅ
ナ
を
作
っ
た
。
稲
敷
市
下
須
田
で
は
、
八
月
十
四
日
の
早
朝
に
ボ
ン
ヅ
ナ

を
川
に
流
し
に
行
っ
た
あ
と
、
共
同
墓
地
の
入
り
口
に
小
屋
を
作
っ
て
、
子
供
た
ち
だ

け
で
過
ご
し
て
い
る
。

　

盆
綱
の
始
ま
る
前
に
、
お
風
呂
に
入
っ
て
身
を
清
め
る
事
例
も
あ
っ
た
。
子
供
た
ち

が
白
い
体
操
服
な
ど
で
衣
装
を
揃
え
（
小
美
玉
市
下
馬
場
な
ど
）、
白
い
鉢
巻
を
巻
く

な
ど
し
た
白
で
統
一
し
た
装
束
も
、子
供
た
ち
の
潔
斎
を
意
味
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

な
お
、
土
浦
市
佐
野
子
の
子
供
た
ち
は
、
頬
か
む
り
の
た
め
の
手
ぬ
ぐ
い
を
か
ぶ
り
、

か
つ
て
顔
に
は
炭
を
塗
っ
て
参
加
し
た
と
い
う
。

　

ボ
ン
ヅ
ナ
づ
く
り
よ
り
前
に
、
綱
の
材
料
と
な
る
藁
あ
る
い
は
真
菰
を
、
各
家
か
ら

集
め
て
お
く
こ
と
が
子
供
の
主
な
役
割
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
子
供
た
ち
を
主

体
と
す
る
集
団
に
よ
っ
て
盆
綱
は
行
わ
れ
て
き
た
。
特
定
の
行
事
に
際
し
て
顕
在
化
す

る
組
織
で
、
年
齢
に
基
づ
い
て
集
団
を
構
成
し
、
最
年
長
者
が
親
方
と
な
る
な
ど
の
点

か
ら
、
盆
綱
は
い
わ
ゆ
る
「
子
供
組
」
に
よ
る
行
事
と
捉
え
て
差
し
支
え
な
い
。

（
３
）
ボ
ン
ヅ
ナ
作
り
と
大
人
た
ち

　

子
供
組
が
主
体
と
な
る
一
方
で
、
ボ
ン
ヅ
ナ
の
製
作
に
つ
い
て
は
、
大
人
た
ち
の
関

与
が
認
め
ら
れ
る
。
綱
を
撚
る
作
業
が
子
供
た
ち
だ
け
で
は
難
し
い
こ
と
に
も
起
因
す

る
だ
ろ
う
が
、
特
定
の
個
人
が
ボ
ン
ヅ
ナ
づ
く
り
の
中
心
と
な
る
こ
と
も
多
い
。
か
す

み
が
う
ら
市
宍
倉
の
天
神
地
区
の
よ
う
に
特
定
の
家
三
軒
の
当
主
が
毎
年
ボ
ン
ヅ
ナ
を

作
っ
て
い
た
事
例
も
あ
る
。
行
方
市
三
和
金
上
や
つ
く
ば
市
下
岩
崎
の
よ
う
に
新
盆
の

家
の
人
た
ち
が
ボ
ン
ヅ
ナ
づ
く
り
に
参
加
す
る
例
も
あ
る
（
そ
の
一
方
で
鉾
田
市
駒
木

根
の
よ
う
に
新
盆
の
家
は
大
人
も
子
供
も
ボ
ン
ヅ
ナ
づ
く
り
に
参
加
し
な
い
と
い
う
例

も
あ
っ
た
）。
子
ど
も
た
ち
は
大
人
と
と
も
に
、
藁
の
大
き
さ
を
整
え
た
り
束
ね
た
り
、

綱
を
撚
る
の
を
手
伝
う
。

（
４
）
宗
教
者
の
関
与

　

寺
が
関
わ
る
事
例
と
し
て
、
稲
敷
市
下
須
田
の
盆
綱
が
あ
げ
ら
れ
る
。
般
舟
寺
（
曹

洞
宗
）
の
住
職
が
盆
綱
の
出
発
に
あ
た
っ
て
境
内
で
読
経
を
し
て
い
る
。
つ
く
ば
市
栗

原
中
坪
で
は
、
親
方
と
次
年
度
の
親
方
が
北
斗
寺
（
真
言
宗
）
を
訪
ね
、
幣
束
（
ご
神

体
と
よ
ん
で
い
る
）
を
受
け
て
き
て
、
ボ
ン
ヅ
ナ
の
頭
部
に
挿
す
。
牛
久
市
田
宮
の
盆

綱
に
は
薬
師
寺
（
真
言
宗
）
の
住
職
が
深
く
か
か
わ
る
。
も
っ
と
も
こ
れ
は
、
昭
和

三
十
五
、六
年
頃
に
中
断
し
て
し
ま
っ
た
盆
綱
を
、
昭
和
五
十
四
年
に
復
活
さ
せ
て
か

ら
の
こ
と
で
あ
る
。
薬
師
寺
境
内
と
共
同
墓
地
、
霊
園
内
を
一
巡
す
る
形
で
復
活
が
図

ら
れ
た
。

　

こ
れ
ら
の
事
例
を
別
に
す
れ
ば
、
盆
綱
行
事
に
お
い
て
僧
侶
が
積
極
的
に
関
わ
る
事

例
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
小
美
玉
市
下
玉
里
平
山
や
下
馬
場
で
は
仏
式
で
は
な

く
、
神
式
（
神
葬
祭
）
で
葬
儀
を
行
う
家
も
み
ら
れ
る
。
こ
の
行
事
の
存
立
が
寺
社
や

特
定
の
宗
派
に
因
ら
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
５
）
イ
エ
の
盆
行
事

　

今
回
の
調
査
で
は
、
盆
綱
行
事
と
と
も
に
、
各
家
で
ど
の
よ
う
な
盆
の
儀
礼
を
行
う

か
も
把
握
す
る
よ
う
に
つ
と
め
た
。
そ
の
結
果
、
盆
綱
に
の
せ
て
仏
さ
ま
を
各
家
に
迎

え
る
一
方
で
、十
三
日
の
夕
方
に
各
家
で
迎
え
火
を
焚
い
た
り
、墓
地
へ
お
参
り
に
行
っ

て
提
灯
に
火
を
灯
す
な
ど
し
て
、
個
別
に
先
祖
を
迎
え
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

つ
ま
り
、
仏
さ
ま
を
迎
え
る
行
為
が
、
ム
ラ
の
行
事
と
し
て
行
わ
れ
る
盆
綱
の
そ
れ
と
、

イ
エ
ご
と
の
そ
れ
と
二
重
に
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
各
家
が
墓
参
り
を
終
え
た

あ
と
で
な
い
と
盆
綱
は
行
わ
な
い
と
す
る
行
方
市
玉
造
高
須
地
区
の
例
も
あ
れ
ば
、
盆

綱
の
巡
行
と
ほ
ぼ
同
じ
タ
イ
ミ
ン
グ
で
墓
参
り
に
い
く
つ
く
ば
市
下
岩
崎
の
事
例
も
あ

る
。
巡
行
を
終
え
た
後
、
墓
参
り
に
い
く
小
美
玉
市
下
馬
場
や
、
迎
え
火
を
焚
く
同
市

下
玉
里
平
山
の
よ
う
な
例
も
あ
っ
た
。
な
か
に
は
盆
綱
で
仏
さ
ま
を
連
れ
て
き
て
く
れ

る
の
だ
か
ら
、
個
別
に
は
迎
え
を
し
な
い
と
考
え
る
個
人
や
家
も
あ
る
が
、
ど
ち
ら
か
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と
言
え
ば
少
数
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
、盆
綱
は
十
三
日
の
「
仏
迎
え
」
だ
け
と
す
る
地
区
が
多
い
。
こ
の
た
め
、

こ
れ
ら
の
地
区
で
は
十
三
日
に
盆
綱
よ
り
仏
を
迎
え
る
こ
と
は
で
き
て
も
、
仏
を
送
る

た
め
の
手
段
は
各
家
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
見
方
に
よ
っ
て
は
、
各
家
の

仏
の
送
迎
が
前
提
に
あ
り
、
地
区
す
な
わ
ち
ム
ラ
と
し
て
の
仏
の
送
迎
（
盆
綱
）
が
そ

こ
に
つ
け
加
わ
っ
て
い
る
よ
う
に
も
み
え
る
。

（
萩
谷　

良
太
）

五　

盆
綱
行
事
の
民
俗
学
的
意
義

（
１
）「
仏
迎
え
」・「
仏
送
り
」
と
し
て
の
盆
綱
行
事

　

茨
城
県
下
に
展
開
す
る
盆
綱
行
事
は
、
盆
に
訪
れ
る
先
祖
を
、
個
々
の
家
単
位
だ
け

で
な
く
共
同
体
単
位
で
子
供
た
ち
を
中
心
と
し
て
迎
え
送
る
極
め
て
貴
重
な
民
俗
行
事

で
あ
る
。
祖
先
祭
で
あ
る
盆
の
期
間
に
、
家
々
の
先
祖
は
、
彼
ら
と
系
譜
関
係
に
あ
る

子
孫
が
そ
の
祭
祀
の
主
体
と
な
り
、
子
孫
に
よ
っ
て
個
々
の
家
に
迎
え
ら
れ
、
祭
祀
・

供
応
を
受
け
、
そ
し
て
期
間
の
終
わ
り
に
再
び
送
ら
れ
る
。
そ
の
儀
礼
の
流
れ
は
基
本

的
に
は
、
祭
と
同
様
に
、
時
と
場
と
の
聖
化
の
過
程
を
経
た
上
で
、
先
祖
の
迎
え
か
ら
、

盆
棚
と
い
う
祭
壇
に
お
け
る
祭
祀
と
、
子
孫
と
の
共
食
へ
と
進
み
、
行
事
の
終
わ
り
に

際
し
て
は
、
先
祖
の
送
り
と
脱
聖
化
と
い
う
過
程
を
と
る
（
宮
家
準
『
宗
教
民
俗
学
』

一
九
八
九
年
）。

　

七
夕
の
時
期
の
墓
掃
除
や
、
盆
棚
を
組
立
て
そ
こ
に
先
祖
の
位
牌
を
並
べ
る
な
ど
の

各
家
の
行
為
は
日
常
を
非
日
常
へ
と
移
行
さ
せ
る
聖
化
の
過
程
で
あ
る
。
聖
化
さ
れ
た

空
間
と
時
間
の
中
で
、
家
々
の
先
祖
は
、
迎
え
火
や
、
道
辻
に
設
け
ら
れ
た
土
壇
に
立

て
ら
れ
た
線
香
に
導
か
れ
、
そ
の
帰
属
す
る
子
孫
の
家
に
迎
え
ら
れ
る
。
盆
棚
を
祭
壇

と
し
て
迎
え
ら
れ
た
先
祖
に
対
し
て
は
、
そ
の
家
の
収
穫
物
や
盆
団
子
な
ど
の
供
物
で

供
応
が
な
さ
れ
、
檀
那
寺
の
僧
侶
を
迎
え
て
の
読
経
と
い
う
追
善
が
行
わ
れ
る
。
盆
に

集
ま
っ
た
親
族
に
よ
る
共
同
飲
食
は
、
先
祖
と
子
孫
と
の
「
共
食
」
で
も
あ
り
、
そ
れ

は
祝
祭
的
な
時
と
場
で
も
あ
る
。
盆
の
期
間
の
終
わ
り
に
際
し
て
は
、
送
り
火
が
焚
か

れ
る
な
ど
し
て
、
迎
え
ら
れ
た
先
祖
を
送
り
出
し
、
日
常
の
生
活
に
復
す
る
脱
聖
化
の

過
程
が
と
ら
れ
る
。

　

盆
綱
行
事
は
、
盆
の
期
間
の
始
ま
り
に
際
し
て
、
盆
に
迎
え
祀
る
べ
き
先
祖
を
有
す

る
家
々
の
子
供
た
ち
が
主
体
と
な
り
、
共
同
で
墓
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
家
へ
先
祖
を
導
く

行
事
で
あ
る
。
ま
た
、
一
部
地
域
で
は
、
盆
の
期
間
の
終
わ
り
に
際
し
て
、
先
祖
が
迎

え
ら
れ
る
起
点
で
あ
る
共
同
墓
地
や
、
集
落
外
の
世
界
へ
の
通
路
で
あ
る
河
川
に
ボ
ン

ヅ
ナ
を
送
り
、
送
り
盆
と
し
て
も
盆
綱
は
行
わ
れ
て
い
る
。
迎
え
ら
れ
、
あ
る
い
は
送

ら
れ
る
先
祖
の
姿
は
、
ボ
ン
ヅ
ナ
に
よ
っ
て
具
象
化
さ
れ
、
見
え
る
も
の
と
し
て
視
覚

化
さ
れ
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
子
供
た
ち
に
よ
る
賑
や
か
な
送
迎
は
、
祝
祭
的
な
場
を

も
形
作
る
。

　

留
意
さ
れ
る
の
は
、
盆
綱
行
事
が
行
わ
れ
て
い
る
集
落
に
お
い
て
も
、
個
々
の
家
で

の
個
別
の
先
祖
の
送
迎
も
、
先
祖
の
遺
骨
が
納
め
ら
れ
た
墓
地
や
道
辻
な
ど
で
並
行
し

て
行
わ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
迎
え
ら
れ
、
送
ら
れ
る
先
祖
に
対
す

る
儀
礼
が
、
家
を
単
位
と
し
た
も
の
と
共
同
体
を
単
位
と
し
た
も
の
と
の
二
重
化
が
生

じ
て
い
る
と
言
え
る
。

（
２
）
盆
綱
行
事
の
主
体
と
し
て
の
子
供　

　

家
々
に
お
け
る
先
祖
の
送
迎
は
、
基
本
的
に
そ
の
家
を
単
位
と
す
る
も
の
で
あ
る

が
、
盆
綱
行
事
の
場
合
は
、
集
落
の
子
供
た
ち
、
あ
る
い
は
特
定
の
共
同
墓
地
に
墓
を

有
す
る
家
の
子
供
た
ち
を
主
体
と
し
て
、
共
同
行
事
と
し
て
先
祖
が
迎
え
ら
れ
る
。
共

同
墓
地
に
お
い
て
は
、
個
別
の
墓
に
ボ
ン
ヅ
ナ
を
引
き
回
す
の
で
は
な
く
、
製
作
し
た

ボ
ン
ヅ
ナ
を
墓
地
に
し
ば
ら
く
安
置
し
、
あ
る
い
は
出
発
の
際
に
墓
地
の
中
で
三
回
ボ

ン
ヅ
ナ
を
引
き
回
す
な
ど
の
所
作
で
先
祖
た
ち
が
ボ
ン
ヅ
ナ
に
乗
っ
た
こ
と
を
イ
メ
ー

ジ
し
、
集
落
内
を
巡
回
し
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
家
に
送
っ
て
ゆ
く
形
を
と
る
例
が
一
般

的
で
あ
る
。
子
供
た
ち
は
、共
同
墓
地
を
出
立
す
る
際
、綱
に
乗
せ
る
べ
き
先
祖
を
個
々

に
イ
メ
ー
ジ
し
て
―
例
え
ば
、
生
前
の
名
前
や
人
物
そ
の
も
の
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら

所
作
を
行
っ
て
は
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
迎
え
ら
れ
る
先
祖
の
個
別
具
体
的
な
イ

第二章　総　　論

26



メ
ー
ジ
―
桜
井
徳
太
郎
の
言
う
直
接
的
具
象
的
先
祖
観
（
桜
井
徳
太
郎
『
霊
魂
観
の
系

譜
』
一
九
八
九
年
）
に
つ
な
が
る
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
が
そ
の
先
祖
に
付
帯
さ
れ
て
い
る

訳
で
は
な
く
、
盆
に
迎
え
ら
れ
る
べ
き
共
同
体
の
先
祖
群
を
習
合
的
に
ボ
ン
ヅ
ナ
に
の

せ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
初
盆
の
家
の
子
供
が
参
加
し
て
い
る
場
合
は
、
そ
の

死
者
に
対
す
る
記
憶
が
家
族
で
あ
っ
た
子
供
に
も
残
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
ら
、
こ
の
行

事
へ
の
参
加
中
に
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
ち
得
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
が
具
体
的

な
所
作
や
発
話
と
し
て
は
表
現
さ
れ
て
い
な
い
。
初
盆
の
家
の
場
合
は
、
子
供
た
ち
に

少
し
多
め
の
金
銭
を
与
え
る
な
ど
の
差
別
化
が
行
わ
れ
る
が
、
そ
こ
で
も
故
人
に
関
す

る
イ
メ
ー
ジ
が
子
供
た
ち
の
間
で
語
ら
れ
た
り
す
る
場
面
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

対
し
て
、
個
々
の
家
に
於
け
る
先
祖
の
迎
え
は
、
そ
の
家
に
帰
属
し
、
具
体
的
に
先
祖

と
し
て
祀
ら
れ
る
べ
き
霊
に
対
す
る
も
の
で
あ
り
、
特
に
初
盆
に
あ
た
る
先
祖
に
つ
い
て

は
、
い
ま
だ
生
前
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
残
っ
て
い
る
。
子
供
集
団
が
、
彼
ら
に
関
わ
る
先

祖
群
を
ボ
ン
ヅ
ナ
に
乗
せ
、
そ
の
先
祖
が
、
個
々
の
迎
え
ら
れ
る
べ
き
家
で
分
か
れ
て
行

く
形
と
な
る
。
こ
の
点
で
、
子
供
た
ち
は
、
自
分
が
帰
属
す
る
家
の
先
祖
を
迎
え
る
事
の

み
目
的
と
し
て
盆
綱
に
参
加
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
自
分
が
帰
属
す
る
共
同
体
全
体
の

先
祖
群
を
迎
え
る
た
め
に
こ
の
行
事
に
関
わ
る
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
こ

の
場
合
も
、
集
落
の
共
同
墓
地
で
共
同
体
全
体
の
先
祖
群
を
迎
え
て
い
る
場
合
と
、
対
象

を
限
定
し
て
起
点
と
な
る
共
同
墓
地
を
利
用
し
て
い
る
家
々
の
先
祖
群
を
迎
え
て
い
る

場
合
と
に
区
分
さ
れ
る
。
そ
の
子
供
が
盆
綱
に
参
加
す
る
の
は
、
迎
え
る
べ
き
先
祖
が
そ

の
先
祖
群
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
基
本
的
な
認
識
が
認
め
ら
れ
る
。

　

盆
綱
行
事
は
、
現
在
は
、
ボ
ン
ヅ
ナ
の
製
作
や
安
全
確
認
な
ど
大
人
の
補
助
が
加
え

ら
れ
て
い
る
が
、
綱
引
き
と
し
て
の
盆
綱
な
ど
一
部
の
事
例
を
除
い
て
行
事
の
行
為
主

体
は
子
供
そ
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
準
備
と
当
日
の
実
践
は
本
来
す
べ
て
子
供
の
手
で

行
わ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
祖
先
が
か
つ
て
集
落
を
支
え
た
過
去
の
存
在
で
あ
る
な
ら

ば
、
子
供
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
集
落
の
未
来
を
切
り
拓
き
、
か
た
ち
作
り
、
支
え
る

存
在
で
あ
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
家
の
盆
行
事
で
は
、家
筋
に
帰
属
す
る
大
人
た
ち
が
そ
の
生
活
を
支
え
、

祖
先
祭
祀
の
中
心
と
な
り
、
子
供
た
ち
は
、
そ
の
大
人
の
所
作
を
見
て
、
言
葉
を
聞
く
。

子
供
た
ち
自
身
も
祖
先
祭
祀
に
関
わ
る
様
々
な
準
備
や
儀
礼
行
為
に
加
わ
り
な
が
ら
、

先
祖
を
祀
る
と
は
何
か
を
周
縁
的
な
参
加
者
と
し
て
学
ん
で
ゆ
く
。

　

一
方
、
盆
綱
へ
の
参
加
は
、
学
齢
で
言
え
ば
小
学
校
の
低
学
年
か
ら
高
学
年
（
地
域

に
よ
っ
て
は
幼
稚
園
の
年
長
と
、
中
学
生
を
含
む
）
ま
で
で
あ
り
、
そ
の
年
齢
の
階
梯

の
中
で
学
齢
に
伴
う
盆
綱
に
関
わ
る
経
験
の
蓄
積
が
行
わ
れ
、
上
の
世
代
か
ら
下
の
世

代
へ
と
伝
承
が
行
わ
れ
る
。
こ
の
点
で
は
、
子
供
た
ち
は
、
本
来
、
盆
綱
に
お
い
て
は

周
縁
的
な
参
加
者
で
は
な
く
、
主
体
的
な
存
在
で
あ
っ
た
。
行
事
に
参
加
す
る
子
供
た

ち
の
中
で
、
学
齢
に
応
じ
た
序
列
が
設
け
ら
れ
、
上
の
世
代
か
ら
下
の
世
代
へ
と
、
盆

綱
に
か
か
わ
る
様
々
な
事
柄
が
伝
承
さ
れ
て
行
っ
た
。
そ
こ
に
は
大
人
た
ち
の
介
在
は

な
く
、
特
定
の
世
代
の
子
供
た
ち
が
伝
承
の
主
体
と
な
り
、
子
供
た
ち
は
そ
の
過
程
を

経
て
成
長
し
、
大
人
に
な
り
、
先
祖
を
祀
る
家
を
継
承
し
た
場
合
は
、
次
代
の
子
供
た

ち
が
運
ぶ
先
祖
を
迎
え
、
家
で
の
祭
祀
を
行
う
立
場
と
な
る
。

　

子
供
た
ち
全
体
が
一
体
と
な
り
、
共
同
で
集
落
各
戸
へ
と
家
々
の
先
祖
を
送
り
届
け

る
と
い
う
儀
礼
行
為
は
、
家
々
の
先
祖
が
単
に
そ
の
家
の
維
持
に
の
み
関
わ
る
も
の
で

な
く
、
共
同
体
全
体
の
維
持
と
も
関
わ
る
存
在
で
あ
り
、
村
と
家
々
、
そ
こ
に
生
活
す

る
大
人
と
未
来
を
背
負
う
子
供
た
ち
、
そ
し
て
先
祖
と
が
強
く
結
び
つ
く
イ
メ
ー
ジ
を

形
成
す
る
こ
と
に
も
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
３
）
ボ
ン
ヅ
ナ
の
形
状
―
竜
と
蛇
―

　

迎
え
盆
に
あ
た
る
八
月
十
三
日
に
盆
綱
が
行
わ
れ
る
の
は
、
か
つ
て
は
、
夕
刻
か
ら

夜
遅
く
に
至
る
時
刻
で
あ
っ
た
が
、
現
在
で
は
、
児
童
の
安
全
へ
の
配
慮
か
ら
早
ま
っ

て
い
る
。
当
日
の
午
後
、
ま
だ
日
が
高
い
う
ち
に
始
め
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
子
供
た

ち
は
炎
天
下
で
ボ
ン
ヅ
ナ
を
運
ぶ
こ
と
に
も
な
り
、
熱
射
病
な
ど
に
な
ら
な
い
よ
う
、

大
人
が
付
き
添
い
、
訪
れ
た
家
々
で
長
め
の
休
憩
時
間
を
と
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

ボ
ン
ヅ
ナ
が
集
落
を
回
る
時
間
が
早
ま
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
家
々
の
迎
え
火
に
よ
る

個
々
の
先
祖
迎
え
に
先
ん
じ
て
ボ
ン
ヅ
ナ
が
家
を
訪
れ
る
場
合
も
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
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場
合
も
、
墓
参
り
や
迎
え
火
な
ど
に
よ
る
迎
え
は
行
わ
れ
て
お
り
、
個
々
の
家
で
の
迎

え
盆
と
共
同
行
事
で
あ
る
盆
綱
で
の
先
祖
迎
え
が
並
行
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　

盆
綱
行
事
で
先
祖
を
迎
え
る
際
に
は
、
竜
蛇
の
形
象
を
と
る
ボ
ン
ヅ
ナ
に
先
祖
が
乗

る
イ
メ
ー
ジ
が
示
さ
れ
、
墓
を
死
者
の
世
界
と
の
通
路
と
し
て
、
集
落
の
子
供
た
ち
に

よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
子
孫
が
待
つ
家
々
に
運
ば
れ
る
形
を
と
る
。
ボ
ン
ヅ
ナ
の
形
状

に
つ
い
て
は
、
萩
谷
氏
に
よ
る
分
類
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
明
確
に
竜
蛇
の
形
を

し
た
頭
部
を
有
す
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
頭
部
の
な
い
綱
に
多
数
の
引
き
手
を
つ
け
た
ム

カ
デ
を
連
想
さ
せ
る
形
状
の
場
合
も
あ
り
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
富
む
が
、
後
者
の
場
合

も
、
起
点
と
な
る
共
同
墓
地
で
「
蜷
局
を
巻
か
せ
る
」
な
ど
竜
蛇
の
イ
メ
ー
ジ
で
語
ら

れ
る
場
合
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
石
岡
市
東
田
中
や
石
岡
市
三
村
の
吹
上
集
落
で
ボ
ン

ヅ
ナ
を
ジ
ャ
ー
メ
と
称
す
る
例
に
も
、
ボ
ン
ヅ
ナ
を
蛇
と
結
び
つ
け
る
意
識
が
示
さ
れ

て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ボ
ン
ヅ
ナ
が
竜
蛇
と
し
て
の
頭
部
を
持
つ
場
合
、
準
備
の

段
階
で
藁
を
用
い
て
頭
や
顎
を
形
作
り
、
茄
子
の
眼
や
角
を
飾
る
例
が
多
い
が
、
石
岡

三
村
常
春
寺
に
は
、
吹
上
集
落
で
ボ
ン
ヅ
ナ
に
用
い
た
木
製
の
頭
部
が
四
体
残
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
地
区
で
は
、
既
に
盆
綱
は
行
わ
れ
て
い
な
い
が
、
か
つ
て
は
藁
で
製
作
し

た
胴
体
に
竜
を
連
想
さ
せ
る
木
製
の
頭
部
を
つ
け
て
盆
綱
を
行
っ
て
い
た
。
こ
の
頭
部

が
何
を
参
考
に
製
作
さ
れ
た
か
は
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
が
、
形
状
と
し
て
は
竜
を
連
想

さ
せ
る
形
状
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
大
き
く
開
い
た
鼻
孔
の
形
状
は
、
石

岡
市
柿
岡
地
区
な
ど
で
祇
園
祭
の
一
環
と
し
て
演
じ
ら
れ
る
三
匹
獅
子
舞
で
あ
る
「
棒

さ
さ
ら
」
の
獅
子
の
頭
部
に
も
類
似
し
て
い
る
。
近
在
の
祭
礼
に
於
け
る
獅
子
の
形
状

な
ど
も
参
考
と
し
て
製
作
し
た
可
能
性
も
あ
る
。

　

竜
、あ
る
い
は
蛇
は
い
ず
れ
も
河
川
な
ど
水
場
に
つ
な
が
る
霊
的
な
存
在
と
も
さ
れ
、

特
に
河
川
は
盆
の
送
り
の
場
と
も
さ
れ
る
。
盆
綱
行
事
に
お
い
て
は
、
ボ
ン
ヅ
ナ
や
あ

る
い
は
そ
れ
を
焼
却
し
た
後
に
生
じ
た
灰
を
流
し
て
処
分
す
る
場
を
河
川
と
す
る
例
が

見
ら
れ
る
。
ボ
ン
ヅ
ナ
の
処
分
は
、
道
の
辻
や
共
同
墓
地
の
境
な
ど
人
の
生
活
の
場
と

そ
の
外
と
を
繋
ぐ
境
界
的
な
領
域
で
行
わ
れ
る
例
が
見
ら
れ
る
。
河
川
で
の
ボ
ン
ヅ
ナ

の
処
分
は
、
霊
的
な
世
界
と
つ
な
が
る
水
界
に
先
祖
を
送
迎
す
る
イ
メ
ー
ジ
と
ボ
ン
ヅ

ナ
の
竜
蛇
の
形
象
と
が
結
び
つ
い
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
実
際
に
つ
く
ば
市
六
斗

で
は
、
河
川
か
ら
子
供
た
ち
が
刈
っ
て
き
た
真
菰
（
水
草
）
が
、
ボ
ン
ヅ
ナ
の
材
料
と

し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
地
域
は
、
か
つ
て
は
河
川
周
辺
で
田
舟
を
用
い
た
湿
田
で

稲
を
育
成
し
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
環
境
が
盆
綱
の
形
象
に
影
響
を
与
え
た
可
能
性
も

認
め
ら
れ
る
。

（
４
）
盆
綱
行
事
と
屋
敷
地

　

各
家
で
の
子
供
た
ち
の
所
作
は
集
落
に
よ
っ
て
違
い
が
あ
る
が
、
庭
先
で
ボ
ン
ヅ
ナ

を
地
面
に
叩
き
付
け
る
例
や
、
ボ
ン
ヅ
ナ
の
頭
部
を
盆
棚
が
設
け
ら
れ
た
部
屋
の
縁
側

に
差
し
込
む
例
、
あ
る
い
は
、
よ
り
直
接
的
に
ボ
ン
ヅ
ナ
か
ら
ワ
ラ
ス
ボ
を
抜
い
て
、

そ
れ
を
盆
棚
の
あ
る
座
敷
へ
と
子
供
た
ち
が
投
げ
込
む
例
な
ど
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら

の
事
例
で
は
、
ボ
ン
ヅ
ナ
に
乗
っ
た
先
祖
が
、
そ
の
子
孫
の
生
活
す
る
屋
敷
へ
到
着
し
、

盆
棚
に
迎
え
入
れ
ら
れ
る
様
が
子
供
た
ち
の
所
作
と
し
て
明
確
に
示
さ
れ
る
。

　

注
意
さ
れ
る
の
は
、
子
孫
が
生
活
す
る
屋
敷
地
内
へ
の
先
祖
の
送
迎
が
意
識
さ
れ
て

い
る
点
で
あ
る
。
ボ
ン
ヅ
ナ
を
庭
先
で
巡
回
さ
せ
る
例
や
、
ボ
ン
ヅ
ナ
を
庭
先
に
三
度

叩
き
付
け
る
例
な
ど
、
先
祖
の
祭
祀
と
、
そ
の
子
孫
が
住
ま
う
居
住
空
間
と
し
て
の
屋

敷
地
と
の
つ
な
が
り
が
強
く
示
さ
れ
て
い
る
様
に
思
わ
れ
る
。
ボ
ン
ヅ
ナ
を
地
面
に
叩

き
付
け
る
例
は
、
建
築
儀
礼
に
お
け
る
地
固
め
や
、
農
耕
儀
礼
と
し
て
の
イ
ノ
コ
打
ち

な
ど
を
想
起
さ
せ
る
。
ま
た
土
浦
市
大
畑
で
は
祇
園
祭
の
神
輿
の
巡
行
に
際
し
て
、
神

輿
を
地
面
す
れ
す
れ
ま
で
降
ろ
し
て
は
担
ぎ
上
げ
る
所
作
を
伴
う
場
合
も
あ
る
。
前
二

者
は
、
生
活
の
場
、
あ
る
い
は
豊
穣
を
生
み
出
す
土
地
霊
の
鎮
め
の
意
味
が
あ
る
と
思

わ
れ
る
。
盆
綱
を
庭
先
で
地
面
に
叩
き
付
け
る
所
作
に
も
、
屋
敷
地
に
ま
つ
わ
る
先
祖

を
鎮
め
る
意
味
が
考
え
ら
れ
る
。
特
定
の
家
筋
に
連
な
る
先
祖
が
、
単
に
先
祖
と
子
孫

と
い
う
つ
な
が
り
で
迎
え
ら
れ
祭
祀
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
先
祖
が
居
住
し
、
そ
し
て

子
孫
が
居
住
す
る
屋
敷
地
を
媒
介
と
し
て
迎
え
ら
れ
祭
祀
さ
れ
る
の
は
、
先
祖
と
い
う

存
在
が
家
筋
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
居
住
す
る
生
活
空
間
と
し
て
の
屋
敷
地
に
も
深
く
関

わ
っ
て
い
る
こ
と
に
も
よ
る
と
思
わ
れ
る
。
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（
５
）
鎮
送
儀
礼
と
の
関
係
性

　

こ
こ
で
留
意
さ
れ
る
の
は
、
盆
行
事
に
お
け
る
屋
敷
地
で
の
無
縁
仏
の
祭
祀
で
あ
る

が
、
盆
綱
行
事
と
の
関
連
づ
け
る
伝
承
は
直
接
的
に
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
今
回
の

調
査
で
は
、
並
行
し
て
盆
行
事
全
体
の
聞
き
書
き
も
実
施
し
た
が
、
先
祖
に
捧
げ
た
供

物
の
一
部
を
盆
棚
の
下
に
供
え
て
こ
れ
を
ム
エ
ン
サ
マ
（
無
縁
仏
）
へ
の
供
物
と
す
る

例
や
、
共
同
墓
地
内
の
石
塔
や
地
蔵
で
ム
エ
ン
サ
マ
を
祀
る
と
す
る
例
、
個
々
の
家
の

墓
参
り
に
お
い
て
は
、
家
墓
に
線
香
を
上
げ
た
後
、
余
っ
た
も
の
を
ム
エ
ン
サ
マ
に
も

供
え
る
と
す
る
例
が
聞
か
れ
た
。
あ
る
い
は
共
同
墓
地
を
囲
む
フ
ェ
ン
ス
の
外
に
恐
ら

く
は
ペ
ッ
ト
を
埋
葬
し
た
と
思
わ
れ
る
小
さ
な
墓
標
が
設
け
ら
れ
て
い
る
例
な
ど
も
確

認
で
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
ボ
ン
ヅ
ナ
に
よ
る
先
祖
の
送
迎
に
際
し
て
、
無
縁
仏
を

対
象
と
意
識
さ
れ
る
儀
礼
行
為
は
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
共
同
墓
地
内
に
ム
エ
ン
サ

マ
を
祀
る
と
す
る
石
塔
や
地
蔵
が
設
け
ら
れ
て
い
る
場
合
、
ボ
ン
ヅ
ナ
を
置
く
場
所
を

そ
の
近
く
に
す
る
例
な
ど
は
あ
っ
た
が
、
ム
エ
ン
サ
マ
に
対
す
る
特
別
な
儀
礼
行
為
は

見
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

た
だ
し
、
盆
綱
行
事
の
儀
礼
の
過
程
に
、
夏
期
に
発
生
す
る
虫
害
や
疫
病
な
ど
の
原

因
と
な
る
御
霊
を
鎮
め
て
集
落
外
に
送
り
出
す
鎮
送
儀
礼
と
の
類
似
が
見
ら
れ
る
点
に

は
留
意
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
茨
城
県
で
は
、夏
期
の
鎮
送
儀
礼
と
し
て
は
、音
曲
を
伴
っ

て
大
獅
子
や
神
輿
、
山
車
を
集
落
内
や
そ
の
田
畑
を
巡
回
さ
せ
、
個
々
の
家
々
の
祓
除

を
行
っ
て
い
く
祇
園
祭
が
広
く
見
ら
れ
る
。
あ
る
い
は
、
土
浦
市
大
畑
の
か
ら
か
さ
万

灯
の
よ
う
に
仕
掛
け
花
火
に
よ
っ
て
共
同
体
全
体
の
祓
除
を
祈
念
す
る
事
例
も
見
ら
れ

る
。
特
に
、
神
輿
等
の
巡
回
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
鎮
送
儀
礼
は
、
夏
期
の
行
事
で
あ
る

こ
と
、
共
同
体
の
子
供
た
ち
が
行
事
の
中
心
と
な
る
こ
と
、
集
落
各
戸
を
巡
回
し
一
定

の
儀
礼
行
為
を
行
う
こ
と
、
そ
の
一
部
に
は
水
草
な
ど
水
界
に
つ
な
が
る
表
象
物
を
伴

う
場
合
が
見
ら
れ
る
こ
と
な
ど
の
点
で
盆
綱
行
事
と
の
類
似
が
見
ら
れ
る
。

　

盆
綱
行
事
の
主
体
は
子
供
で
あ
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
特
に
綱
引
き
と
し
て

盆
綱
が
行
わ
れ
る
場
合
に
は
、
大
人
が
主
体
と
な
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
綱
引
き
と
し

て
の
盆
綱
に
は
、先
祖
を
ボ
ン
ヅ
ナ
に
乗
せ
て
送
迎
す
る
と
い
う
観
念
は
希
薄
で
あ
り
、

む
し
ろ
二
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
綱
を
介
し
て
対
抗
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
年
の
作

物
の
豊
凶
を
占
う
作
占
的
な
意
味
や
、
あ
る
い
は
負
け
た
方
に
疫
病
が
生
じ
る
と
伝
え

る
な
ど
、
ボ
ン
ヅ
ナ
を
介
し
た
対
抗
が
共
同
体
か
ら
の
災
厄
の
祓
い
と
結
び
つ
け
ら
れ

て
い
る
例
も
見
ら
れ
る
。
つ
く
ば
市
小
田
の
祇
園
祭
で
は
、
大
獅
子
と
神
輿
と
が
マ
チ

の
境
界
と
さ
れ
る
場
所
で
対
抗
す
る
。
ま
た
、
行
方
市
麻
生
の
祇
園
祭
で
は
、
神
前
で

神
輿
と
神
馬
が
対
抗
し
、
八
岐
大
蛇
を
あ
ら
わ
す
と
さ
れ
る
神
馬
を
境
内
の
外
に
追
う

「
馬
追
い
」
が
行
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
境
界
で
霊
力
あ
る
神
輿
や
大
獅
子
、

神
馬
を
対
抗
さ
せ
る
こ
と
で
災
厄
の
原
因
と
さ
れ
る
悪
し
き
霊
を
集
落
外
に
追
い
払
う

意
味
を
有
す
る
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
鎮
送
儀
礼
は
、基
本
的
に
共
同
体
の
生
活
空
間
か
ら
悪
し
き
霊
を
鎮
め
、

外
部
へ
と
送
り
出
す
行
事
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
盆
綱
行
事
は
、
共
同
体
を
守
る

先
祖
を
そ
の
内
部
へ
と
迎
え
、
そ
の
上
で
先
祖
を
送
り
終
わ
っ
た
ボ
ン
ヅ
ナ
を
境
界
の

外
へ
と
送
り
出
す
行
事
で
あ
り
、
そ
こ
に
夏
期
の
鎮
送
儀
礼
と
の
相
似
性
を
指
摘
す
る

こ
と
も
可
能
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
留
意
さ
れ
る
の
は
、
ボ
ン
ヅ
ナ
が
そ
の
行
事
の

終
わ
り
に
際
し
て
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
集
落
の
境
界
に
あ
た
る
辻
や
道
の
脇
の
藪

に
投
げ
込
ま
れ
、
あ
る
い
は
河
川
に
流
さ
れ
る
例
も
見
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
仮
に
、
盆

綱
行
事
に
夏
期
の
鎮
送
儀
礼
と
し
て
の
意
味
が
重
層
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
ボ
ン
ヅ
ナ

に
よ
っ
て
家
々
に
先
祖
を
送
る
と
と
も
に
、
先
祖
以
外
の
無
縁
仏
を
は
じ
め
と
す
る
諸

霊
を
盆
綱
行
事
に
よ
っ
て
鎮
め
、
集
落
外
に
送
り
出
し
て
い
る
と
の
解
釈
も
考
え
ら
れ

る
。
そ
れ
故
に
、
家
々
の
個
々
の
先
祖
の
送
迎
と
盆
綱
行
事
と
が
並
行
し
て
行
わ
れ
る

と
も
考
え
ら
れ
る
。

（
６
）
高
齢
化
・
少
子
化
の
中
で
の
盆
綱
行
事
の
積
極
的
な
継
承
・
実
践
の
模
索　

　

盆
綱
行
事
が
現
在
で
も
維
持
・
継
承
さ
れ
て
い
る
茨
城
県
の
農
村
社
会
は
、
農
業
の

み
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
各
世
帯
の
多
く
は
兼
業
で
あ
り
、
会
社

勤
め
や
公
務
員
な
ど
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
し
て
の
給
与
所
得
や
、
商
店
経
営
や
工
務
店
経

営
等
自
営
業
に
よ
る
所
得
に
よ
っ
て
そ
の
生
活
を
維
持
し
て
い
る
。
今
回
、
調
査
を
行
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い
得
た
各
集
落
も
、
専
業
農
家
の
み
か
ら
構
成
さ
れ
る
集
落
は
な
く
、
各
世
帯
は
、
い

く
つ
か
の
生
業
を
複
合
し
な
が
ら
、
そ
の
生
計
の
安
定
度
を
高
め
て
生
活
し
て
い
る
。　

　

そ
の
た
め
、
そ
の
生
活
の
リ
ズ
ム
は
、
す
べ
て
が
農
事
暦
に
対
応
す
る
も
の
で
は
な

く
、
世
帯
に
よ
っ
て
違
い
が
生
じ
て
い
る
。
特
に
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
場
合
は
、
祭
礼
の

準
備
が
共
同
体
で
必
要
と
さ
れ
て
も
平
日
に
は
行
い
に
く
い
状
況
も
あ
り
、
従
来
の
期

日
を
変
え
て
土
日
や
休
日
に
準
備
を
行
う
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

　

盆
綱
行
事
は
、
一
部
を
除
い
て
本
来
は
、
子
供
た
ち
に
よ
る
行
事
で
あ
り
、
そ
の
準

備
も
子
供
た
ち
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
少
子
化
に

よ
っ
て
子
供
た
ち
の
み
で
の
実
施
が
困
難
に
な
っ
た
状
況
も
あ
り
、
ボ
ン
ヅ
ナ
を
綯
う

準
備
段
階
や
、子
供
達
が
集
落
内
で
ボ
ン
ヅ
ナ
を
引
き
廻
す
際
の
安
全
確
認
な
ど
に
は
、

大
人
が
関
わ
る
形
と
な
っ
て
い
る
。

　

集
落
内
の
農
家
か
ら
藁
を
集
め
る
な
ど
の
作
業
は
、
特
に
伝
承
的
な
技
術
も
必
要
と

さ
れ
な
い
た
め
、
子
供
た
ち
が
担
当
し
、
一
方
、
集
め
た
藁
で
ボ
ン
ヅ
ナ
を
実
際
に
綯

う
役
割
は
、
集
落
の
中
で
も
そ
の
知
識
や
技
術
を
身
に
つ
け
て
い
る
大
人
が
行
う
形
が

一
般
的
と
な
っ
て
い
る
。
今
回
の
調
査
で
は
、
ボ
ン
ヅ
ナ
を
綯
う
場
面
を
幾
度
か
観
察

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
藁
縄
を
綯
っ
た
り
、
ボ
ン
ヅ
ナ
の
形
を
整
え
る
過
程
で
は
、

様
々
に
試
行
錯
誤
が
行
わ
れ
て
お
り
、
綱
が
足
り
な
く
な
れ
ば
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
に
車

を
走
ら
せ
た
り
、
ボ
ン
ヅ
ナ
の
強
度
を
高
め
る
た
め
に
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
製
の
ス
ト
ッ

パ
ー
を
用
い
た
り
す
る
な
ど
、
伝
承
的
な
知
識
や
技
術
が
そ
の
ま
ま
一
つ
も
形
を
変
え

ず
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
訳
で
は
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
そ
こ
に
は
集
落
で
子
供
時
代
か
ら
盆
綱
行
事
へ
参
加
し
た
経
験
に

伴
う
ボ
ン
ヅ
ナ
全
体
の
形
状
に
関
す
る
記
憶
や
、
上
位
の
世
代
か
ら
伝
え
ら
れ
た
知
識

や
技
術
を
基
盤
と
し
て
、
そ
こ
に
今
日
的
な
工
夫
を
加
え
な
が
ら
ボ
ン
ヅ
ナ
の
制
作
技

術
を
積
極
的
に
継
承
し
よ
う
と
す
る
集
落
の
人
び
と
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

例
え
ば
、
ボ
ン
ヅ
ナ
を
綯
う
綱
に
つ
い
て
は
、
本
来
で
あ
れ
ば
す
べ
て
そ
の
年
に
農

家
か
ら
集
め
た
藁
を
綯
っ
て
用
い
る
こ
と
に
な
る
が
、
藁
を
提
供
で
き
る
農
家
も
少
な

く
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
藁
を
大
量
に
綯
う
こ
と
も
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
購
入
し

た
縄
を
用
い
る
場
合
も
あ
る
。
あ
る
い
は
、
ボ
ン
ヅ
ナ
の
目
玉
は
、
本
来
は
茄
子
を
使

う
が
、
毎
年
使
え
る
木
製
の
目
玉
に
変
え
ら
れ
て
い
る
場
合
も
見
ら
れ
る
。
こ
う
し
た

変
化
は
、
伝
承
的
な
盆
綱
行
事
の
崩
壊
過
程
と
し
て
捉
え
る
べ
き
で
は
な
く
、
現
代
の

社
会
状
況
の
中
で
、
変
化
を
加
え
な
が
ら
も
現
代
に
適
応
し
た
形
で
盆
綱
行
事
を
積
極

的
に
維
持
し
よ
う
と
す
る
地
域
の
人
び
と
の
姿
勢
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
７
）
女
子
児
童
の
参
加
と
集
落
児
童
全
体
の
行
事
へ
の
変
化　

　

同
様
の
こ
と
は
、
盆
綱
行
事
に
関
わ
る
子
供
た
ち
に
つ
い
て
も
言
え
る
。
ボ
ン
ヅ
ナ

を
墓
地
か
ら
各
家
に
運
ぶ
の
は
、
集
落
各
家
の
長
男
の
み
と
す
る
場
合
も
一
部
で
は
見

ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
明
治
以
降
、
日
本
の
近
代
化
の
過
程
に
お
い
て
家
父
長
制
度
を
基

盤
と
す
る
家
制
度
が
整
備
さ
れ
、
長
男
子
に
よ
る
家
継
承
が
一
般
化
し
た
こ
と
に
も
関

わ
る
と
思
わ
れ
る
。
共
同
体
行
事
と
し
て
、
家
々
の
先
祖
を
各
家
に
お
連
れ
し
、
ま
た

還
す
の
が
盆
綱
行
事
で
あ
り
、
各
家
の
継
承
候
補
者
で
あ
り
、
か
つ
未
来
の
祖
先
祭
祀

の
司
祭
者
で
あ
る
長
男
子
が
そ
の
役
割
を
負
う
べ
き
と
い
う
認
識
に
も
関
わ
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。
家
制
度
に
お
け
る
長
男
子
優
先
の
意
識
は
、
戦
後
の
戸
籍
法
等
の
改
正
後

も
日
本
の
社
会
の
一
部
に
は
残
さ
れ
て
は
い
る
が
、
先
に
も
述
べ
た
ご
と
く
盆
綱
は
共

同
体
行
事
で
あ
り
、
ま
た
、
盆
の
期
間
に
お
け
る
家
々
の
先
祖
の
送
迎
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
家
単
位
で
並
行
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、
少
子
化
に
よ
る
男
児
の
減
少
に

伴
い
盆
綱
行
事
は
、
長
男
子
を
含
む
男
児
全
員
で
支
え
ら
れ
る
行
事
か
ら
、
女
児
も
加

え
た
子
供
た
ち
全
体
で
行
う
行
事
と
の
認
識
が
一
般
化
し
て
い
る
。

　

盆
綱
行
事
に
女
児
を
加
え
る
こ
と
に
つ
い
て
は
現
在
ほ
と
ん
ど
の
集
落
で
行
わ
れ
て

い
る
。
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
の
集
落
で
聞
き
書
き
を
行
う
こ
と
が
出
来
た

が
、
集
落
の
子
供
が
少
な
く
な
り
男
児
の
み
で
の
盆
綱
の
維
持
が
困
難
に
な
っ
た
段
階

で
、
集
落
全
体
で
協
議
し
て
女
児
を
加
え
る
選
択
を
行
っ
た
例
が
一
般
的
で
あ
る
。
従

来
、
女
児
を
参
加
さ
せ
な
か
っ
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
神
道
的
な
解
釈
に
基
づ
い
て
赤

不
浄
な
ど
で
説
明
す
る
例
も
聞
か
れ
た
が
、
一
般
的
な
認
識
で
は
な
い
。
実
際
に
、
盆

綱
行
事
に
お
け
る
女
児
の
活
動
状
況
を
男
児
の
そ
れ
と
比
較
し
て
見
て
も
、
両
者
の
間
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に
差
異
や
区
別
を
見
い
だ
す
こ
と
は
出
来
な
い
。
ボ
ン
ヅ
ナ
を
引
き
廻
す
際
に
、
全
体

の
行
動
を
統
括
す
る
役
割
は
、
基
本
的
に
は
子
供
た
ち
の
内
、
最
年
長
の
者
が
担
う
。

大
人
た
ち
は
、
子
供
た
ち
が
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
様
に
気
を
つ
け
な
が
ら
順
路
を
指

示
し
、
健
康
状
態
に
気
を
つ
け
る
な
ど
の
配
慮
を
行
い
つ
つ
子
供
た
ち
の
主
体
性
が
失

わ
れ
な
い
程
度
に
関
わ
る
。
最
年
長
の
児
童
が
女
児
の
例
も
あ
っ
た
が
、
そ
の
場
合
も

そ
の
女
児
が
、
ボ
ン
ヅ
ナ
の
出
発
の
声
か
け
な
ど
を
行
い
、
全
体
を
指
揮
し
て
い
た
。

　

ま
た
、
盆
綱
は
、
共
同
墓
地
に
位
置
す
る
家
々
の
墓
か
ら
各
家
ま
で
運
ぶ
行
事
で
あ

る
た
め
、
共
同
墓
地
に
墓
を
持
っ
て
い
な
い
家
の
子
供
が
盆
綱
に
参
加
す
る
こ
と
に
違

和
感
が
あ
る
と
の
話
も
聞
か
れ
た
。
そ
こ
に
は
盆
綱
行
事
は
家
々
の
先
祖
の
送
迎
の
意

味
を
持
っ
て
お
り
、
祀
る
べ
き
先
祖
が
あ
る
家
が
そ
の
主
体
と
な
る
と
す
る
認
識
が
示

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
こ
の
行
事
は
集
落
全
体
で
行
う
行
事
で
あ
る
か
ら
子
供

は
全
員
参
加
で
き
る
と
す
る
意
見
や
、
あ
る
い
は
、
子
供
の
参
加
に
際
し
て
、
そ
の
子

供
の
家
に
祀
る
べ
き
先
祖
が
あ
る
か
ど
う
か
な
ど
を
全
く
認
識
し
て
い
な
い
地
域
も
あ

る
。
傾
向
と
し
て
は
、
祀
る
べ
き
先
祖
を
有
す
る
家
々
の
子
供
を
主
体
と
す
る
行
事
か

ら
、
集
落
全
体
で
支
え
る
共
同
体
の
盆
行
事
と
し
て
の
意
味
が
強
く
な
っ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。

　

参
加
す
る
子
供
た
ち
は
、
強
固
な
結
束
の
下
で
活
動
す
る
と
い
う
よ
り
も
、
猛
暑
の

中
、
ボ
ン
ヅ
ナ
を
運
ぶ
こ
と
も
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
で
用
意
さ
れ
た
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
や
飲
み
物
な
ど
を
楽
し
み
つ
つ
休
憩
を
交
え
て
緩
や
か
な
ペ
ー
ス
で
ボ
ン
ヅ
ナ
を
運

ん
で
ゆ
く
。
ま
た
、
家
々
か
ら
与
え
ら
れ
た
お
金
は
、
行
事
の
後
に
子
供
た
ち
に
す
べ

て
分
配
さ
れ
、
そ
れ
も
楽
し
み
の
一
つ
と
さ
れ
る
。
か
つ
て
男
児
の
み
で
盆
綱
行
事
を

行
っ
て
い
た
集
落
で
は
、
女
児
が
お
金
を
分
け
合
う
男
児
た
ち
を
羨
ま
し
が
っ
た
と
い

う
話
も
聞
か
れ
た
。

　

盆
綱
行
事
は
、
学
齢
の
離
れ
た
子
供
た
ち
を
緩
や
か
に
結
び
つ
け
、
ま
た
、
集
落
の

家
々
を
廻
り
、
祝
祭
的
な
雰
囲
気
の
中
で
そ
れ
ぞ
れ
の
家
の
盆
棚
を
見
て
、
先
祖
の
祀

り
方
を
経
験
と
し
て
学
ぶ
機
会
に
な
る
な
ど
、
将
来
に
つ
な
が
る
共
同
の
記
憶
を
形
成

す
る
機
会
で
あ
る
と
も
言
え
る
。

お
わ
り
に
―
な
ぜ
盆
綱
行
事
を
継
承
す
る
か
―　

　

こ
の
調
査
事
業
が
行
わ
れ
た
期
間
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
急
速
に
拡

大
し
た
期
間
で
も
あ
り
、
特
に
令
和
三
年
度
は
、
多
く
の
地
区
に
お
い
て
盆
綱
行
事
の

休
止
が
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
集
落
の
少
子
化
に
と
も
な
っ
て
盆
綱
行
事
へ
の
参
加
者
が

減
少
し
、
行
事
の
維
持
が
難
し
く
な
っ
て
い
た
集
落
で
は
、
今
後
の
行
事
自
体
の
継
続

が
見
通
せ
な
い
と
す
る
話
も
聞
か
れ
る
。

　

一
方
で
、
盆
綱
行
事
は
、
地
区
に
と
っ
て
貴
重
な
行
事
で
あ
る
か
ら
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が
終
息
し
た
後
に
は
、
必
ず
こ
の
行
事
を
復
活
し
た
い
と
い
う
意
見
も
聞
か
れ

た
。
現
時
点
で
は
、
ボ
ン
ヅ
ナ
を
引
き
廻
す
の
は
子
供
た
ち
が
主
体
で
あ
る
が
、
盆
綱

行
事
の
将
来
を
考
え
た
場
合
、
集
落
に
よ
っ
て
は
、
い
ず
れ
大
人
た
ち
が
そ
の
役
割
を
担

う
必
要
が
あ
る
と
の
意
見
も
聞
か
れ
た
。
子
供
た
ち
が
少
な
く
な
っ
た
か
ら
盆
綱
行
事
を

中
止
す
る
と
い
う
選
択
で
は
な
く
、
そ
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
も
行
事
を
何
と
か
継
承

し
、
実
施
し
て
行
き
た
い
と
い
う
積
極
的
な
考
え
に
支
え
ら
れ
て
い
る
意
見
で
あ
る
。

　

こ
の
点
に
関
し
て
、
あ
る
話
者
か
ら
聞
か
れ
た
印
象
的
な
言
葉
が
あ
っ
た
。

「
今
、
家
に
よ
っ
て
は
、
お
年
寄
り
だ
け
に
な
っ
て
い
て
、
身
体
も
不
自
由
で
、
盆

の
迎
え
を
お
墓
で
行
え
な
い
よ
う
な
場
合
も
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
家
で
の
先
祖
迎
え

が
出
来
な
く
て
も
、
盆
綱
が
続
い
て
い
れ
ば
、
子
供
た
ち
が
ボ
ン
ヅ
ナ
に
先
祖
を
の

せ
て
家
ま
で
連
れ
て
き
て
く
れ
る
。
お
年
寄
り
に
は
と
て
も
大
事
な
行
事
だ
か
ら
止

め
る
こ
と
は
考
え
な
い
」

　

個
々
の
家
の
先
祖
の
送
迎
と
、
子
供
た
ち
に
よ
る
共
同
性
を
持
っ
た
先
祖
の
送
迎
で

あ
る
盆
綱
行
事
は
、
先
祖
の
送
迎
と
い
う
面
で
の
み
見
れ
ば
重
複
し
て
お
り
、
盆
綱
行

事
が
中
止
さ
れ
て
も
問
題
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
代
の
地
域

社
会
に
お
け
る
高
齢
者
に
、
大
き
な
安
心
を
与
え
る
重
要
な
役
割
を
、
盆
綱
は
担
っ
て

い
る
と
言
え
よ
う
。

（
徳
丸
亞
木
）
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一
　
池い
け
の
べ

野
辺
（
笠
間
市
）
の
盆
綱

〔
地
区
名
〕

　

笠
間
市
池
野
辺
（
倉
作
集
落
）

〔
地
区
の
概
況
〕

　

国
道
五
十
号
線
を
水
戸
市
内
原
か
ら
十
㎞
ほ
ど
北
上
し
た
、
朝
房
山
の
南
麓
に
位
置

す
る
。
行
事
の
実
施
場
所
で
あ
る
倉
作
は
、
涸
沼
川
上
流
域
、
笠
間
市
域
の
北
部
に
位

置
す
る
池
野
辺
地
区
の
中
で
も
最
も
北
に
位
置
す
る
集
落
で
、東
側
を
水
戸
市
に
接
し
、

北
側
は
山
を
隔
て
て
城
里
町
と
接
す
る
。

　

行
政
上
の
変
遷
は
、
近
世
期
か
ら
池
野
辺
村
、
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
に
は

西
茨
城
郡
大
池
田
村
（
大
橋
村
・
池
野
辺
村
・
福
田
村
・
飯
田
村
の
合
併
に
よ
る
）、

昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）
に
笠
間
町
、
そ
の
三
年
後
に
笠
間
市
と
な
っ
た
。
さ
ら
に

平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
に
友
部
町
・
岩
間
町
と
の
合
併
に
よ
り
笠
間
市
と
な
り
、

現
在
に
至
る
。
池
野
辺
地
区
の
戸
数
は
明
治
二
十
四
年
で
九
十
戸
、
明
治
四
十
一
年

一
二
五
戸
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
時
点
で
は
二
五
九
戸
と
推
移
し
て
い
る
。
そ
の

う
ち
盆
綱
が
行
わ
れ
る
倉
作
集
落
の
戸
数
は
、
調
査
時
で
十
六
戸
で
あ
る
。

〔
実
施
主
体
〕

　

集
落
の
住
民
（
男
女
問
わ
ず
）

　

特
定
の
家
や
個
人
、
宗
教
者
（
寺
院
）
の
関
与
は
な
い
。

〔
実
施
日
〕

　

①　

準
備
・
綱
引
き
行
事　

八
月
十
三
日　

午
後
六
時
か
ら
午
後
八
時

　

②　

迎
え　

該
当
す
る
行
事
な
し

　

③　

送
り　

該
当
す
る
行
事
な
し

〔
綱
の
形
状
〕

　

長
さ
は
特
に
決
ま
っ
て
い
な
い
が
、
製
作
工
程
で
目
安
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
全
長

十
ｍ
程
度
、
太
さ
（
径
）
は
二
十
～
三
十
㎝
で
あ
る
。

〔
詳
細
〕

　

以
下
で
は
、
令
和
元
年
八
月
十
三
日
に
実
施
し
た
現
地
調
査
を
も
と
に
報
告
す
る
。

①　

準
備
と
綱
引
き

《
準
備
》

　

午
後
六
時
前
に
区
長
が
鳴
ら
す
太
鼓
の
合
図
で
、住
民
が
集
ま
り
始
め
る（
写
真
１
）。

行
事
の
準
備
か
ら
綱
引
き
ま
で
の
一
連
は
、
集
落
内
の
広
場
で
行
わ
れ
る
。
住
民
は
、

藁
束
を
一
束
ず
つ
持
参
し
て
こ
の
藁
で
綱
を
作
り
、
最
後
に
全
員
で
引
き
合
う
。

写真 1 　太鼓を鳴らす区長

写真 2 　藁の選別
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全
員
が
集
合
す
る
と
、ま
も
な
く
綱
作
り
が
始
ま
る
。
綱
の
製
作
工
程
は
、ま
ず
各
々

が
持
ち
寄
っ
た
藁
束
を
集
め
、
綱
に
適
し
た
藁
を
選
り
分
け
る
（
写
真
２
）。
硬
さ
と

長
さ
が
、あ
る
程
度
一
定
に
そ
ろ
っ
た
藁
だ
け
を
残
し
て
一
か
所
に
積
み
重
ね
て
い
く
。

こ
の
準
備
が
進
む
間
、
一
人
が
藁
で
一
本
の
縄
を
綯
う
。
こ
の
縄
は
、
綱
の
製
作
工
程

の
最
初
に
根
元
を
束
ね
る
た
め
に
使
わ
れ
る
。
次
に
三
～
四
人
で
綱
を
綯
い
始
め
る
。

綯
い
方
は
三
つ
編
み
で
、
綱
の
後
方
か
ら
前
方
に
向
か
っ
て
形
が
で
き
て
い
く
。
三
本

の
藁
束
の
根
元
近
く
を
一
人
ず
つ
が
手
に
持
ち
、
そ
れ
に
向
か
い
合
う
よ
う
に
し
て
、

三
方
向
か
ら
藁
束
を
次
々
に
足
し
て
い
き
、
右
回
り
に
固
く
捩
じ
り
な
が
ら
綯
い
込
ん

で
い
く（
写
真
３
）。
次
第
に
長
さ
が
増
し
て
く
る
と
、最
後
部
に
は
も
う
一
人
が
付
き
、

前
方
に
向
か
っ
て
左
回
り
に
回
転
を
加
え
て
、綯
い
込
む
作
業
を
補
助
す
る（
写
真
４
）。

こ
の
工
程
を
繰
り
返
し
、
最
先
端
部
は
二
股
の
縄
状
に
し
て
（
写
真
５
）
綱
の
完
成
と

な
る
。
午
後
六
時
過
ぎ
に
作
り
始
め
て
、
約
一
時
間
で
綱
が
完
成
す
る
。

《
綱
引
き
》

　

綱
が
完
成
す
る
と
時
間
を
置
か
ず
に
、
中
心
的
行
事
で
あ
る
綱
引
き
が
始
ま
る
。
参

加
者
は
二
手
に
分
か
れ
、
綱
を
引
き
合
う
（
写
真
６
）。
こ
の
と
き
、
組
の
分
け
方
は

特
に
決
ま
っ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
勝
敗
を
付
け
る
こ
と
も
な
い
。
時
間
に
す
る
と
数
分

で
綱
引
き
が
終
わ
る
。

〔
綱
の
取
扱
い
〕

　

行
事
の
準
備
か
ら
終
了
ま
で
、
集
落
内
の
定
点
で
行
わ
れ
、
移
動
は
な
い
。
ま
た
、

禁
忌
と
さ
れ
て
い
る
行
為
も
特
に
伝
わ
っ
て
い
な
い
。

　

ま
た
、
綱
引
き
が
終
わ
る
と
、
材
料
に
使
わ
な
か
っ
た
藁
は
そ
の
場
で
焼
却
処
分
し
、

片
付
け
を
し
て
参
加
者
は
解
散
と
な
る
。
引
き
終
え
た
綱
は
そ
の
場
に
置
い
て
お
き
、

後
日
、
ご
み
収
集
日
に
回
収
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

写真 5 　綱の先端

写真 6 　綱を引き合う

写真 3 　 4 人で縄を綯っていく

写真 4 　最後部
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〔
各
家
の
盆
行
事
〕

　

家
に
よ
っ
て
異
な
る
も
の
で
、
決
ま
っ
た
か
た
ち
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
年
々
、

簡
略
化
さ
れ
て
き
て
い
る
が
、
お
盆
を
迎
え
る
前
の
墓
掃
除
は
八
月
六
日
頃
、
ま
た
は

十
三
日
に
行
わ
れ
る
。
十
三
日
に
家
の
門
で
迎
え
火
を
焚
く
か
否
か
も
家
に
よ
っ
て

区
々
で
、
こ
れ
は
十
六
日
の
送
り
火
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
十
三
日
に
ご
先
祖
様

を
迎
え
に
墓
地
へ
行
く
。
新
盆
の
家
で
は
位
牌
、
野
菜
、
果
物
の
ほ
か
、
餅
や
花
を
供

え
た
盆
棚
が
仏
間
に
設
け
ら
れ
る
。
盆
の
期
間
の
食
事
と
し
て
は
、
カ
ボ
チ
ャ
や
茄
子

の
ほ
か
、
う
ど
ん
が
食
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

〔
歴
史
的
変
遷
〕

　

調
査
委
員
会
事
務
局
に
よ
っ
て
収
集
さ
れ
た
平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
）
時
点
で

の
情
報
と
し
て
、
①
行
事
概
要
は
「
親
子
で
参
加
し
、
親
子
が
二
手
に
分
か
れ
て
綱
引

き
を
す
る
」
も
の
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
②
由
来
と
し
て
は
「
嵐
除
け
と
豊
作
祈
願
の

行
事
」
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

令
和
元
年
に
行
事
に
参
加
し
た
住
民
に
聞
き
得
た
限
り
で
は
、
先
に
挙
げ
た
二
点
の

う
ち
、
①
の
行
事
概
要
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
同
じ
内
容
の
話
が
聞
か
れ
、
②
の
点
に

つ
い
て
は
完
全
に
同
じ
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
部
分
的
な
一
致
が
認
め
ら
れ
る
。

先
祖
の
送
迎
に
関
し
て
は
、
今
回
の
行
事
に
参
加
し
て
い
る
住
民
が
記
憶
し
て
い
る

一
九
三
〇
年
代
も
、
先
祖
の
送
り
迎
え
を
す
る
よ
う
な
行
事
で
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、

そ
れ
以
前
に
つ
い
て
も
先
祖
の
送
迎
と
の
関
係
を
伝
え
聞
い
て
い
る
人
は
確
認
さ
れ
な

か
っ
た
。

　

今
日
と
異
な
っ
て
い
た
点
と
し
て
は
、こ
の
行
事
が
か
つ
て
は
集
落
内
だ
け
で
な
く
、

他
集
落
か
ら
の
参
加
者
を
交
え
る
規
模
で
行
わ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
五
十
年
ほ
ど

前
は
、
集
落
内
に
五
十
人
を
超
え
る
子
供
が
お
り
、
そ
の
当
時
は
子
供
だ
け
で
行
事
の

準
備
を
行
っ
て
い
た
。
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
頃
は
集
落
外
か
ら
も
子
供
た
ち
が

行
事
に
参
加
し
、
一
緒
に
綱
引
き
を
楽
し
ん
で
い
た
と
い
う
。

　

行
事
の
由
来
に
つ
い
て
は
、「
厄
除
け
の
神
さ
ま
」
に
何
ら
か
の
関
係
が
あ
り
、
こ

の
行
事
が
行
わ
れ
て
い
る
広
場
に
あ
る
石
祠
が
、
そ
の
神
様
を
祀
っ
た
も
の
で
あ
る
と

さ
れ
る
（
写
真
７
）。
石
祠
で
祀
ら
れ
て
い
る
と
さ
れ
る
神
様
に
つ
い
て
は
、
特
に
お

札
を
受
け
る
よ
う
な
こ
と
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
石
祠
と
行
事
の
由
来
が
関
連
す
る
と

の
話
は
一
人
の
住
民
か
ら
し
か
聞
か
れ
な
か
っ
た
も
の
だ
が
、
ま
た
別
の
住
民
は
、
こ

の
祠
は
ハ
チ
マ
ン
サ
マ
と
呼
び
な
ら
わ
し
て
き
た
神
さ
ま
で
、
八
幡
太
郎
義
家
（
源
義

家
）
の
伝
承
と
関
わ
る
も
の
と
伝
え
聞
い
て
い
る
。
石
祠
も
元
々
は
集
落
の
竹
藪
の
中

に
あ
っ
た
が
、
後
に
現
在
の
地
に
移
設
さ
れ
た
も
の
だ
と
い
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
所
見
〕

　

茨
城
県
で
行
わ
れ
て
い
る
盆
綱
行
事
の

中
で
は
、
例
外
的
な
事
例
に
該
当
す
る
。

藁
で
綱
を
作
る
点
は
同
じ
だ
が
、
先
祖
の

送
り
迎
え
が
一
切
行
わ
れ
ず
、
た
だ
綱
引

き
だ
け
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

　

行
事
の
名
称
は
、
先
祖
の
送
迎
を
伴
う

他
地
域
の
事
例
と
同
じ
よ
う
に
、「
盆
綱

（
ぼ
ん
づ
な
）」、
ま
た
は
「
盆
綱
祭
り
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
。
綱
の
形
状
や
外
見
か

ら
、
蛇
な
い
し
は
龍
を
模
っ
た
も
の
に
も

み
え
る
が
、
こ
の
行
事
に
お
い
て
綱
が
ど

の
よ
う
に
認
識
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
点

に
つ
い
て
、
住
民
か
ら
の
明
確
な
回
答
は

得
ら
れ
て
い
な
い
。
一
方
で
、「
こ
の
行
事
は
、
ど
ん
な
に
天
気
が
悪
く
て
も
中
止
し

て
は
い
け
な
い
」と
の
言
い
伝
え
は
、複
数
の
住
民
に
共
有
さ
れ
て
い
る
。そ
の
理
由
は
、

「
大
昔
に
こ
の
祭
り
を
し
な
か
っ
た
年
が
あ
り
、
そ
の
時
に
疫
病
が
流
行
し
た
。」
と
い

う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
ど
れ
だ
け
天
気
が
悪
く
と
も
、
こ
の
祭
り

は
休
ま
ず
行
わ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
住
民
に
認
識
さ
れ
て
い
る
。

写真 ７ 　「厄除けの神さま」の石祠
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〔
情
報
提
供
者
〕

　

槍
崎　

博
雄
さ
ん
（
区
長
）

〔
参
考
文
献
〕

　

角
川
日
本
地
名
大
辞
典
編
纂
委
員
会
『
角
川
地
名
大
辞
典
８ 

茨
城
県
』
一
九
八
三
年

（
林　

圭
史
）

図　行事の実施場所
注）行事のはじめから終わりまで、場所の移動はない。

2022/03/13 15 32地理院地図 / GSI Maps ｜国土地理院

1 / 1ページhttps://maps.gsi.go.jp/#17/36.424235/140.333476/&base=std&ls=std&disp=1&vs=c0j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f0

50 m

●
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二
　
五ご

平へ
い

（
笠
間
市
）
の
盆
綱

〔
地
区
名
〕

　

笠
間
市
五
平
（
内
郷
・
西
内
郷
・
飯
田
地
区
）

〔
地
区
の
概
況
〕

　

笠
間
市
五
平
地
区
は
、
茨
城
県
の
県
央
地
域
に
位
置
し
、
涸
沼
前
川
の
上
流
域
に
あ

た
る
。
川
沿
い
に
は
水
田
が
、
そ
の
南
側
の
県
道
沿
い
に
は
住
宅
地
が
広
が
る
。
平
坦

地
で
交
通
の
便
も
良
い
た
め
、
昭
和
三
十
年
代
か
ら
住
宅
の
増
加
が
続
い
て
い
る
地
域

で
あ
る
。
江
戸
期
の
五
平
村
は
宍
戸
領
に
属
し
、
下
遠
田
・
内
郷
・
飯
田
・
万
蔵
寺
・

犬
塚
か
ら
な
っ
て
い
た
。
明
治
期
に
は
東
茨
城
郡
鯉
渕
村
の
大
字
と
な
り
、
昭
和
三
十

年
に
内
原
村
に
含
ま
れ
た
が
、
一
部
は
友
部
町
五
平
と
な
っ
た
。

　

現
在
の
五
平
地
区
は
内
郷
・
西
内
郷
・
飯
田
の
三
地
区
で
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
世

帯
数
（
内
郷
五
十
二
世
帯
・
西
内
郷
一
〇
二
世
帯
・
飯
田
二
四
五
世
帯
）
の
増
加
に
よ

り
、
盆
綱
行
事
の
巡
行
を
一
つ
の
コ
ー
ス
で
実
施
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
り
、
コ
ー
ス

を
三
つ
に
分
け
て
実
施
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
コ
ー
ス
を
設
定
し
、
Ａ
は

内
郷
と
飯
田
１
班
、
Ｂ
は
西
内
郷
、
Ｃ
は
飯
田
２
班
と
３
班
の
担
当
と
し
て
い
る
。
た

だ
し
、
参
加
す
る
子
供
の
数
に
よ
り
分
担
を
変
更
す
る
こ
と
も
あ
る
。

〔
実
施
主
体
〕（
令
和
元
年
）

　

小
学
一
～
六
年
生　
　
　
　

五
十
四
名 

　

中
学
一
年
生　
　
　
　
　
　
　
　

九
名

　

五
平
子
供
会
育
成
会
役
員　

三
十
六
名

〔
実
施
日
〕

①　

準
備　

七
月　
　
　
　

集
合
場
所
の
一
つ
で
あ
る
高
山
神
社
の
草
刈
り

　
　
　
　
　

八
月
十
三
日　

午
後
二
時
か
ら
諸
準
備

②　

巡
行　

八
月
十
三
日　

午
後
五
時
か
ら
午
後
九
時

③　

巡
行　

八
月
十
四
日　

午
後
五
時
か
ら
午
後
九
時

〔
綱
の
形
状
〕

　

十
年
ほ
ど
前
ま
で
は
、
先
端
が
太
く
徐
々
に
細
く
な
る
形
に
藁
を
編
ん
で
作
っ
て
い

た
が
、
そ
の
時
点
で
も
顔
の
表
現
は
な
か
っ
た
。
参
加
す
る
子
供
た
ち
の
人
数
に
よ
り

長
さ
を
調
節
し
て
製
作
し
た
が
、二
十
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
長
さ
に
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

現
在
は
購
入
し
た
綱
で
あ
る
た
め
、
太
さ
は
均
一
で
あ
る
。
か
つ
て
と
同
様
に
先
端

に
顔
の
表
現
等
は
な
い
が
、
肩
に
掛
け
て
綱
を
保
持
し
や
す
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
さ

ら
し
を
た
す
き
状
に
二
本
結
び
付
け
る
。　
　

〔
詳
細
〕

①　

準
備

　

諸
準
備
は
、
行
事
に
参
加
す
る
子
供
た
ち
の
保
護
者
で
組
織
す
る
子
供
会
育
成
会
を

写真 1 　平成８年　
ボンヅナを製作している様子
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中
心
に
進
め
ら
れ
る
。
か
つ
て
は
、

稲
藁
を
持
ち
寄
っ
て
綱
を
製
作
し
て

い
た
が
、
十
年
ほ
ど
前
か
ら
、
運
動

会
な
ど
で
使
用
す
る
既
製
品
の
綱
を

購
入
す
る
よ
う
に
な
り
、
綱
を
製
作

す
る
こ
と
は
な
く
な
っ
た
。現
在
は
、

当
日
（
八
月
十
三
日
）
の
午
後
二
時

に
五
平
公
民
館
に
集
合
し
、
巡
行
ル
ー
ト
や
参
加
者
の
確
認
と
、
綱
の
先
端
に
さ
ら
し

を
結
び
つ
け
て
巡
行
の
準
備
を
す
る
の
み
で
あ
る
。
こ
の
時
、
子
供
た
ち
に
配
布
す
る

お
菓
子
や
弁
当
の
準
備
も
す
る
。
盆
綱
行
事
の
ス
タ
ー
ト
地
点
の
一
つ
で
あ
る
高
山
神

社
の
草
刈
り
と
清
掃
作
業
は
、
現
在
で
も
七
月
中
に
行
わ
れ
て
い
る
。

　

参
加
す
る
子
供
た
ち
は
、
子
供
会
育
成
会
か
ら
配
布
さ
れ
る
行
燈
製
作
マ
ニ
ュ
ア
ル

に
従
っ
て
準
備
し
、
当
日
持
参
す
る
。
行
燈
の
下
方
の
棒
を
一
本
だ
け
長
く
し
て
、
巡

行
の
時
に
高
く
掲
げ
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。　

②
・
③　

八
月
十
三
・
十
四
日
の
地
区
巡
行

　

盆
綱
行
事
は
、
毎
年
八
月
十
三
日
と
十
四
日
に
五
平
子
供
会
の
行
事
と
し
て
実
施
さ

れ
て
い
る
。
令
和
二
年
と
三
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
中
止
で
あ
っ
た
。
お
盆
の
時
期
に

実
施
さ
れ
、
行
事
名
も
盆
綱
で
あ
る
が
、
先
祖
の
霊
の
送
迎
に
関
す
る
行
事
と
い
う
観

念
は
ま
っ
た
く
な
い
と
い
う
。
従
っ
て
、
十
三
日
が
「
迎
え
」、
十
四
日
が
「
送
り
」

と
と
ら
え
る
こ
と
は
な
く
、
両
日
と
も
同
時
間
帯
に
同
内
容
の
行
動
が
繰
り
返
し
行
わ

れ
る
。
十
三
日
は
前
夜
祭
で
、
十
四
日
が
本
番
と
考
え
て
い
る
と
い
う
。
十
四
日
の
地

区
巡
行
の
際
に
お
駄
賃
が
貰
え
る
こ
と
が
多
い
か
ら
だ
と
い
う
。

　

戦
後
、
五
平
地
区
は
世
帯
数
・
人
口
と
も
に
増
加
し
、
盆
綱
の
訪
問
戸
数
が
増
え
た

た
め
、
地
区
を
三
つ
に
分
け
、
三
本
の
ボ
ン
ヅ
ナ
が
五
平
地
区
全
体
の
約
四
百
戸
を
巡

行
す
る
。
約
七
十
年
前
に
は
一
本
の
ボ
ン
ヅ
ナ
が
地
区
全
体
を
巡
行
し
て
い
た
が
、
約

六
十
年
前
に
は
二
地
区
に
分
け
二
本
の
ボ
ン
ヅ
ナ
が
、
約
三
十
年
前
か
ら
は
三
地
区
を

三
本
の
綱
が
分
担
し
て
ま
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
三
つ
に
分
け
る
基
準
は
、
効
率
的
に

巡
行
で
き
る
地
理
的
な
ま
と
ま
り
が
重
要
視
さ
れ
る
。
巡
行
時
の
行
動
は
三
地
区
と
も

ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。

　

子
供
た
ち
は
、
午
後
五
時
に
そ
れ
ぞ
れ
の
出
発
地
（
Ａ:

高
山
神
社　

Ｂ:

コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
ー
駐
車
場　

Ｃ:

個
人
宅
）
に
集
合
し
、
ボ
ン
ヅ
ナ
を
持
っ
て
出
発

す
る
。
出
発
に
際
し
て
の
特
別
の
所
作
は
な
い
。
小
学
六
年
生
が
先
頭
に
立
ち
、
他
の

子
供
た
ち
は
ほ
ぼ
年
齢
順
に
綱
の
左
右
に
並
び
、
最
後
尾
に
中
学
一
年
生
が
お
駄
賃
の

預
か
り
役
と
し
て
付
く
。
先
頭
の
二
人
は
綱
の
先
端
に
縛
り
付
け
ら
れ
た
た
す
き
状
の

さ
ら
し
を
肩
に
掛
け
る
。
六
年
生
が
先
頭
、
五
年
生
が
最
後
尾
、
年
少
者
が
真
ん
中
と

い
う
並
び
方
を
す
る
場
合
も
あ
る
。
片
手
で
綱
を
握
り
、
も
う
一
方
に
は
手
作
り
の
行

燈
を
下
げ
る
。
巡
行
先
の
庭
先
で
は
、
ワ
ー
と
い
う
声
を
上
げ
、
ワ
ッ
シ
ョ
イ
と
い
う

掛
け
声
で
庭
を
小
走
り
に
一
周
す
る
。
家
の
中
に
綱
を
投
げ
入
れ
る
よ
う
な
行
為
は
な

い
。
地
区
内
の
全
戸
を
巡
行
す
る
の
が
原
則
で
あ
る
が
、
庭
が
な
い
家
の
場
合
は
、
数

戸
分
を
ま
と
め
て
周
辺
道
路
を
回
っ
て
代
替
す
る
こ
と
も
あ
る
。
各
戸
か
ら
は
千
円
～

二
千
円
程
度
の
お
駄
賃
が
子
供
た
ち
に
渡
さ
れ
る
。
休
憩
を
挟
み
な
が
ら
全
戸
を
回
り

終
わ
る
と
午
後
九
時
頃
に
な
る
。

写真 2 　行燈

写真 3 　昭和63年の盆綱行事

写真 4 　平成19年の盆綱行事
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十
三
・
十
四
日
の
両
日
で
い
た
だ
い
た
お
駄
賃
は
子
供
会
育
成
会
の
役
員
に
預
け
ら

れ
、
翌
日
に
参
加
し
た
子
供
た
ち
に
均
等
に
分
配
さ
れ
る
。
か
つ
て
は
、
上
級
生
の
取

り
分
が
多
い
こ
と
も
あ
っ
た
。
前
回
の
実
施
時
（
令
和
元
年
）
は
、
二
日
と
も
参
加
者

し
た
人
に
は
約
四
千
円
、
一
日
だ
け
の
参
加
の
場
合
は
約
二
千
円
が
分
配
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〔
綱
の
取
扱
い
〕

　

現
在
は
、
複
数
年
使
用
す
る
た
め
、
使
用
後
は
公
民
館
の
倉
庫
に
格
納
す
る
。
か
つ

て
は
、
高
山
神
社
の
下
を
流
れ
て
い
た
ス
ナ
川
（
現
涸
沼
前
川
）
に
流
し
た
。
ま
た
、

正
月
の
ワ
ー
ホ
イ
の
時
に
注
連
縄
の
よ
う
に
回
し
焼
却
し
た
時
代
も
あ
っ
た
。

〔
歴
史
的
変
遷
〕

・　

行
事
内
容
に
ほ
と
ん
ど
変
化
は
な
い
が
、
現
在
購
入
さ
れ
て
い
る
綱
は
、
十
年
ほ

ど
前
ま
で
は
手
作
り
で
あ
っ
た
。
材
料
の
稲
藁
は
、
八
月
十
二
日
頃
、
子
供
た
ち
が

各
家
か
ら
二
束
ず
つ
高
山
神
社
に
持
ち
寄
っ
た
。
藁
は
選
っ
た
後
、
川
に
浸
し
柔
ら

か
く
し
、
小
束
に
し
た
も
の
を
ボ
ン
ヅ
ナ
の
長
さ
に
並
べ
る
。
こ
こ
ま
で
は
子
供
の

中
心
役
（
親
方
と
呼
ば
れ
る
）
の
指
示
で
行
う
が
、
そ
の
後
、
藁
を
縄
に
も
じ
る
作

業
は
親
に
依
頼
し
た
。
出
来
た
三
本
の
縄
を
一
つ
に
編
ん
で
綱
を
作
る
が
、
先
頭
の
方

は
太
く
、
徐
々
に
細
く
な
る
よ
う
に
す
る
の
が
難
し
か
っ
た
。
出
来
上
が
っ
た
綱
は
高

山
神
社
に
一
晩
放
置
さ
れ
る
が
、
子
供
の
年
長
者
が
翌
日
ま
で
寝
ず
の
番
を
し
た
。

・ 　

今
は
効
率
を
考
え
て
巡
行
コ
ー
ス
を
設
定
し
て
い
る
が
、
か
つ
て
は
集
合
場
所
の
高

山
神
社
か
ら
東
に
共
同
墓
地
ま
で
進
ん
で
、
墓
地
に
近
い
家
か
ら
巡
行
を
開
始
し
た
。

・ 　

子
供
の
保
護
者
の
関
与
が
増
え
た
。
約
四
十
年
前
か
ら
盆
綱
は
子
供
会
の
行
事
と

位
置
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
子
供
会
育
成
会
も
関
与
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

・ 　

女
子
も
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

・ 　

か
つ
て
は
、
手
に
持
っ
た
行
燈
は
、
家
の
庭
を
回
る
時
に
高
く
持
ち
上
げ
た
。

・ 　

か
つ
て
は
、
八
月
十
四
日
に
全
戸
を
巡
行
後
、
最
後
の
家
の
庭
で
子
供
た
ち
が
二

手
に
分
か
れ
て
綱
引
き
を
し
た
。
勝
敗
は
関
係
な
か
っ
た
。

・ 　

行
事
終
了
後
の
ボ
ン
ヅ
ナ
は
、
高
山
神
社
の
下
を
流
れ
て
い
た
ス
ナ
川
（
現
涸
沼

前
川
）
に
流
し
た
。
正
月
の
ワ
ー
ホ
イ
の
時
に
注
連
縄
の
よ
う
に
回
し
焼
却
し
た
時

代
も
あ
っ
た
。

・ 　

か
つ
て
子
供
の
不
参
加
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
が
、現
在
は
自
由
参
加
に
な
っ
た
。

事
前
に
希
望
確
認
調
査
を
し
て
参
加
者
を
把
握
す
る
。
前
回
は
、
約
七
割
の
参
加
率

で
あ
っ
た
。

〔
情
報
提
供
者
〕

　

藤
枝　

茂
幸
さ
ん
（
昭
和
五
十
七
年
生
ま
れ
）

　

菱
沼　

征
一
さ
ん
（
昭
和
二
十
年
生
ま
れ
）

　

藤
枝　

耕
平
さ
ん
（
昭
和
二
十
八
年
生
ま
れ
）

地図Ａ［五平地区Ａコース（高山神社出発）］
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※　

こ
の
報
告
内
容
は
、
令
和
三
年
八
月
二
十
三
日
に
五
平
公
民
館
に
お
い
て
実
施

し
た
聞
き
書
き
調
査
を
も
と
に
し
た
も
の
で
す
。

（
大
津　

忠
男
、
林　

圭
史
）

地図Ｂ［五平地区Ｂコース（コンビニエンスストアー駐車場出発）］

地図Ｃ［五平地区Ｃコース（個人宅出発）］
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三
　
立た
ち

延の
べ

（
小
美
玉
市
中
延
）
の
盆
綱

〔
地
区
名
〕

　

小
美
玉
市
中
延
（
立
延
地
区
）

　〔
地
区
の
概
況
〕

　

中
延
は
県
の
中
央
部
に
あ
る
小
美
玉
市
の
南
部
に
位
置
し
、
霞
ケ
浦
に
近
接
し
て
い

る
。
そ
の
最
南
部
に
立
延
地
区
が
あ
る
。
中
世
に
は
佐
竹
氏
の
支
配
下
に
あ
っ
た
が
、

近
世
に
な
り
、
宍
戸
藩
領
、
幕
府
領
、
旗
本
内
藤
氏
の
知
行
、
複
数
の
旗
本
の
相
給
な

ど
の
複
雑
な
経
緯
を
た
ど
り
、
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
に
水
戸
藩
領
と
な
っ
た
。
こ

の
間
、
江
戸
期
か
ら
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
ま
で
立
延
村
と
し
て
存
在
し
た
。
明

治
十
一
年
に
隣
村
の
中
根
四
箇
村
と
合
併
し
て
中
延
村
と
な
り
、
立
延
は
そ
の
一
部
と

な
っ
た
。
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）、
中
延
・
小
川
・
下
馬
場
な
ど
六
箇
村
が
合

併
し
て
小
川
町
が
成
立
し
、
小
川
町
大
字
中
延
字
立
延
の
住
居
表
示
と
な
る
。
平
成

十
八
年
（
二
〇
〇
六
）、
小
川
町
・
美
野
里
町
・
玉
里
村
が
合
併
し
て
小
美
玉
市
と
な
り
、

小
美
玉
市
中
延
の
一
部
と
な
っ
た
。

　

当
地
区
は
、
霞
ケ
浦
に
流
れ
込
む
園
部
川
下
流
左
岸
に
位
置
し
、
肥
沃
な
水
田
を
利

用
し
て
の
稲
作
が
立
延
の
主
要
な
生
業
で
あ
っ
た
。
現
在
、
専
業
農
家
は
減
少
し
、
会

社
員
・
公
務
員
が
増
え
て
い
る
。
住
居
は
園
部
川
の
東
方
の
台
地
上
に
散
在
し
、
畑
や

山
林
も
点
在
す
る
。
現
在
の
戸
数
は
六
十
四
戸
で
あ
る
。

〔
実
施
主
体
〕

　

小
学
二
～
六
年
生　

四
人 

　

中
学
一
～
二
年
生　

二
人

　

特
定
の
家
や
個
人
、
宗
教
者
（
寺
院
等
）
の
関
与
は
な
い
。

〔
実
施
日
〕

①　

準
備　

八
月
十
三
日　

午
前
八
時
か
ら
午
前
十
一
時

②　

迎
え　

八
月
十
三
日　

午
後
五
時
三
十
分
か
ら
午
後
九
時

〔
詳
細
〕

①　

準
備

○　

ボ
ン
ヅ
ナ
の
原
型
づ
く
り
（
午
前
八
時
か
ら
午
前
九
時
）

　

盆
綱
に
参
加
す
る
子
供
の
父
親
が
立
延
公
民
館
に
集
合
し
、
公
民
館
に
隣
接
す
る
旧

消
防
団
用
の
車
庫
内
で
、
ボ
ン
ヅ
ナ
の
芯
（
中
心
部
）
を
作
っ
た
。
ボ
ン
ヅ
ナ
は
竜
の

形
に
作
る
と
い
わ
れ
る
。

　

ま
ず
、
荒
縄
を
数
本
撚
り
合
わ
せ
て
五
ｍ
二
十
㎝
く
ら
い
の
太
い
綱
を
作
っ
た
。
結

ん
だ
先
端
は
竜
の
口
に
な
り
、
末
端
は
尻
尾
に
な
る
。
そ
の
綱
を
三
ｍ
九
十
㎝
の
真
っ

直
ぐ
な
真
竹
（
当
日
朝
、
公
民
館
近
く
か
ら
切
り
出
し
た
）
に
縛
り
付
け
て
ボ
ン
ヅ
ナ

の
芯
に
す
る
。
竹
よ
り
も
綱
の
方
が
長
い
の
で
、
竹
か
ら
は
み
出
て
い
る
綱
だ
け
の
部

分
は
尻
尾
に
な
り
、
竹
に
綱
が
縛
り
付
け
ら
れ
て
い
る
部
分
が
竜
形
の
ボ
ン
ヅ
ナ
の
胴

体
部
に
な
る
。
そ
の
胴
体
部
分
に
藁
を
縛
り
付
け
て
肉
付
け
し
て
い
く
。
こ
の
時
に
は
、

写真 1 　 ８ 月13日早朝、原型がつく
られたボンヅナ
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ま
だ
選す
ぐ

っ
て
い
な
い
ク
ズ
の
つ
い
た
ま
ま
の
藁
を
使
用
す
る
。

　

こ
こ
ま
で
が
準
備
の
第
一
段
階
で
、
こ
の
後
は
ボ
ン
ヅ
ナ
づ
く
り
の
経
験
が
豊
富
な

古
老
に
引
き
継
が
れ
る
。

○　

ボ
ン
ヅ
ナ
づ
く
り
の
仕
上
げ
（
午
前
九
時
か
ら
午
前
十
一
時
）

　

公
民
館
に
ボ
ン
ヅ
ナ
づ
く
り
に
豊
富
な
経
験
を
持
つ
五
十
代
～
八
十
代
の
五
人
の
大

人
（
男
性
）
が
集
合
し
て
、
仕
上
げ
を
す
る
。
同
時
刻
に
ボ
ン
ヅ
ナ
を
担
ぐ
六
人
の
男

子
小
・
中
学
生
も
集
合
し
、
仕
上
げ
に
使
う
藁
を
選
る
作
業
を
手
伝
う
。
古
老
た
ち
は
、

朝
作
っ
て
お
い
た
ボ
ン
ヅ
ナ
の
原
型
に
選
っ
た
藁
を
付
け
加
え
て
、形
を
整
え
て
い
く
。

肉
付
け
さ
れ
た
藁
が
落
ち
な
い
よ
う
に
、
荒
縄
を
二
回
り
胴
体
に
巻
き
付
け
て
固
定
し

て
い
く
。
こ
の
巻
き
付
け
ら
れ
た
縄
が
ホ
ト
ケ
サ
マ
の
乗
る
場
所
（
座
席
）
に
な
る
と

い
わ
れ
、
解
け
た
り
緩
ん
だ
り
し
な
い
よ
う
に
、
俵
結
び
（
男
結
び
）
で
き
つ
く
結
ん

で
い
く
。
結
び
目
が
竜
の
背
に
一
列
に
整
然
と
並
ぶ
よ
う
に
留
意
す
る
。
こ
の
縄
は
、

お
迎
え
す
る
ホ
ト
ケ
サ
マ
と
同
数
に
な
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
わ
れ
、
立
延
地
区

の
戸
数
（
六
十
四
戸
）
と
同
じ
数
（
六
十
四
本
）
の
縄
が
結
び
つ
け
ら
れ
る
。

　

ボ
ン
ヅ
ナ
の
本
体
が
で
き
あ
が
る
と
、藁
を
注
連
縄
状
に
編
ん
だ
ツ
ノ
（
約
四
十
㎝
）

の
根
元
を
、
頭
部
に
二
本
並
べ
て
縛
り
付
け
、
先
端
を
綱
で
後
方
に
引
い
て
丸
味
の
あ

る
ツ
ノ
の
形
に
す
る
。
さ
ら
に
、
竜
の
顔
面
に
な
る
部
分
に
大
き
な
ナ
ス
を
二
つ
竹
串

で
刺
し
入
れ
、
目
に
す
る
。
芯
に
し
た
縄
の
先
端
部
分
が
口
に
、
ナ
ス
が
目
に
な
り
、

ツ
ノ
と
共
に
竜
の
頭
部
が
で
き
あ
が
る
。
そ
の
後
、
胴
に
巻
い
た
縄
が
ズ
レ
な
い
よ
う

に
、
左
右
両
側
に
縄
を
通
し
て
完
成
す
る
。
最
後
に
、
藁
の
屑
を
ハ
サ
ミ
で
切
り
落
と

し
て
整
形
す
る
。

　

今
回
出
来
上
が
っ
た
ボ
ン
ヅ
ナ
は
、
総
長
五
ｍ
二
十
㎝
（
藁
が
巻
き
付
け
ら
れ
て
い

る
胴
体
部
分
が
三
ｍ
九
十
㎝
、
綱
の
み
の
尻
尾
の
部
分
が
一
ｍ
三
十
㎝
）、
最
も
太
い

頭
部
付
近
の
直
径
が
約
二
十
二
㎝
の
も
の
と
な
っ
た
。
参
加
す
る
子
供
た
ち
の
人
数
に

よ
り
、
ボ
ン
ヅ
ナ
の
長
さ
と
太
さ
は
調
整
さ
れ
る
が
、
今
回
の
も
の
は
、
こ
れ
ま
で
と

比
べ
小
さ
な
も
の
で
あ
る
。
胴
体
が
太
い
と
、
子
供
の
手
が
ま
わ
ら
な
く
な
っ
て
し
ま

う
の
で
、
太
さ
を
抑
え
る
よ
う
に
留
意
し
て
制
作
し
た
と
い
う
。

　

ボ
ン
ヅ
ナ
の
仕
上
げ
が
行
わ
れ
て
い
る
最
中
、
公
民
館
に
隣
接
す
る
修
善
院
薬
師
堂

か
ら
昨
年
の
ボ
ン
ヅ
ナ
が
引
き
出
さ
れ
、
公
民
館
の
駐
車
場
で
焼
却
さ
れ
た
。
一
年
間

保
存
し
て
お
く
理
由
は
伝
承
さ
れ
て
い
な
い
。

　

ボ
ン
ヅ
ナ
を
仕
上
げ
て
く
れ
た
古
老
た
ち
に
は
、
御
礼
と
し
て
簡
単
な
飲
食
が
振
る

舞
わ
れ
た
。
そ
の
代
金
は
、
当
日
朝
七
時
か
ら
、
行
事
に
参
加
す
る
子
供
た
ち
が
地
区

全
戸
を
ま
わ
っ
て
集
め
た
藁
代
（
一
戸
に
つ
き
五
百
円
）
で
賄
う
。

写真 2 　ボンヅナを仕上げる古
老と手伝う子供たち

写真 3 　ボンヅナを仕上げる古
老
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○　

ボ
ン
ヅ
ナ
を
共
同
墓
地
に
移
動
（
午
前
十
一
時
か
ら
午
前
十
一
時
三
十
分
）

　

成
人
男
性
一
人
（
伊
野
勝
亮
氏
）
に
先
導
さ
れ
、
六
人
の
子
供
た
ち
が
ボ
ン
ヅ
ナ
を

担
ぎ
、
夕
方
の
出
発
点
と
な
る
共
同
墓
地
に
移
動
す
る
。
共
同
墓
地
の
入
口
付
近
で
担

い
だ
ま
ま
反
時
計
回
り
に
三
回
転
し
、
そ
の
場
に
藁
を
敷
い
て
、
ボ
ン
ヅ
ナ
を
丁
寧
に

降
ろ
し
た
。
そ
の
時
の
か
け
声
等
は
な
い
。「
こ
の
時
か
ら
出
発
す
る
ま
で
の
間
に
、

ホ
ト
ケ
サ
マ
が
ボ
ン
ヅ
ナ
に
乗
る
」
と
い
わ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
以
後
に
ボ
ン
ヅ
ナ

を
跨
ぐ
こ
と
は
禁
止
さ
れ
る
。

　

子
供
た
ち
は
墓
地
か
ら
公
民
館
に
戻
り
、
夕
方
の
集
合
場
所
と
時
間
の
確
認
を
行
っ

て
解
散
す
る
。
昔
は
こ
の
日
各
家
で
餅
を
搗
い
て
い
た
の
で
、
子
供
た
ち
は
夕
方
ま
で

に
餅
を
食
べ
て
力
を
つ
け
て
か
ら
「
迎
え
」
に
出
発
し
た
。

②　

迎
え
（
午
後
五
時
三
十
分
か
ら
午
後
九
時
三
十
分
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○　

共
同
墓
地
か
ら
の
出
発
と
移
動

　

午
後
五
時
三
十
分
に
、
盆
綱
に
参
加
す
る
六
人
の
男
子
と
成
人
男
性
三
人
が
共
同
墓

地
に
集
合
す
る
。
服
装
は
学
校
の
体
操
服
に
統
一
さ
れ
て
い
る
。

　

参
加
者
の
最
年
長
者
は
中
学
二
年
生
で
あ
り
、
オ
ヤ
カ
タ
と
呼
ば
れ
る
。
オ
ヤ
カ

タ
（
小
川
南
中
学
二
年
生　

伊
野
湧
羽
君
、
伊
野
勝
亮
氏
の
三
男
）
の
合
図
で
、
六
人

が
ボ
ン
ヅ
ナ
を
担
ぎ
、
反
時
計
回
り
に
三
回
転
し
た
あ
と
各
戸
を
ま
わ
る
た
め
に
出
発

し
た
。
出
発
時
の
か
け
声
や
は
や
し
こ
と
ば
等
は
な
い
。
担
ぎ
手
は
中
学
二
年
生
が
一

人
、
中
学
一
年
生
が
一
人
、
小
学
五
年
生
が
二
人
、
小
学
三
年
生
が
二
人
で
合
計
六
人

と
い
う
こ
れ
ま
で
で
最
も
少
な
い
人
数
で
あ
っ
た
。
先
頭
か
ら
ほ
ぼ
年
齢
順
に
並
ん
で

担
ぎ
、最
年
少
者
は
最
後
尾
で
尻
尾
を
持
つ
シ
ッ
ポ
モ
チ
を
す
る
の
が
通
例
で
あ
る
が
、

今
回
は
人
数
が
少
な
く
、
身
長
差
も
大
き
か
っ
た
た
め
、
中
学
二
年
生
が
先
頭
を
、
中

学
一
年
生
が
胴
体
の
最
後
尾
を
担
ぎ
、
尻
尾
は
胴
体
に
巻
き
付
け
る
と
い
う
通
常
と
は

異
な
っ
た
形
態
で
実
施
し
た
。大
人
の
男
性
三
人
が
子
供
た
ち
と
一
緒
に
移
動
す
る（
一

人
は
軽
ト
ラ
ッ
ク
で
、
二
人
は
徒
歩
で
）
が
、
行
事
の
主
体
は
子
供
た
ち
で
あ
り
、
大

人
が
手
を
貸
す
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

　

な
お
、
ボ
ン
ヅ
ナ
の
出
発
時
、
墓
地
に
は
多
く
の
住
民
が
花
や
線
香
を
も
っ
て
墓
参

り
に
来
て
い
た
が
、
盆
綱
に
関
わ
る
こ
と
は
全
く
な
か
っ
た
。

　

墓
地
を
出
て
地
区
を
ま
わ
る
時
に
は
、オ
ヤ
カ
タ
に
合
わ
せ
て「
ワ
ッ
シ
ョ
イ
」「
ワ
ッ

シ
ョ
イ
」
の
か
け
声
を
か
け
な
が
ら
歩
く
。
同
行
者
の
成
人
男
性
の
一
人
が
、
ホ
イ
ッ

ス
ル
で
ピ
ッ
ピ
ッ
と
合
い
の
手
を
入
れ
る
。

○　

各
家
で
の
「
ホ
ト
ケ
サ
マ
オ
ロ
シ
」

　

地
区
内
の
各
家
に
到
着
し
た
際
、
出
迎
え
て
い
る
家
人
か
ら
「
ホ
ト
ケ
サ
マ
を
ボ
ン

写真 4 　共同墓地にボンヅナを移
動させる子供たち

写真 5 　共同墓地に到着した盆綱

写真 6 　ボンヅナを担いで地域内
をまわる
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ヅ
ナ
か
ら
降
ろ
す
」
方
法
に
つ
い
て
の
希
望
が
伝
え
ら
れ
る
。
方
法
は
、
ボ
ン
ヅ
ナ
を

家
の
中
に
投
げ
入
れ
る
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
、
大
き
く
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。

①　

家
の
中
に
ボ
ン
ヅ
ナ
を
入
れ
る
こ
と
な
く
、
庭
先
で
「
ワ
ッ
シ
ョ
イ
」
の
か
け
声

と
と
も
に
ボ
ン
ヅ
ナ
を
三
回
投
げ
上
げ
る
（
揉
む
）。（
＊
写
真
７　

上
）

②　
「
ワ
ー
」
と
声
を
出
し
な
が
ら
、
盆
棚
の
あ
る
部
屋
に
ボ
ン
ヅ
ナ
を
投
げ
入
れ
る
。

こ
れ
に
は
、
次
の
二
つ
の
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
。

ａ 

子
供
た
ち
は
家
の
中
に
は
上
が
ら
ず
、
家
の
外
か
ら
綱
の
半
分
ほ
ど
を
投
げ
る
。

（
＊
写
真
７
・
中
）

ｂ 

全
員
で
ボ
ン
ヅ
ナ
を
か
つ
い
だ
ま
ま
土
足
で
盆
棚
の
目
前
ま
で
駆
け
上
が
り
、

ボ
ン
ヅ
ナ
を
置
く
。（
＊
写
真
７
・
下
）

　

昔
は
三
割
程
度
の
家
が
②
の
ボ
ン
ヅ
ナ
を
家
の
中
に
投
げ
入
れ
る
こ
と
を
希
望
し
た

が
、①
の
庭
で
投
げ
上
げ
る
（
揉
む
）
だ
け
で
家
の
中
に
は
投
げ
入
れ
な
い
形
式
が
徐
々

に
増
え
、
今
回
は
ａ
ｂ
の
両
パ
タ
ー
ン
を
合
わ
せ
て
も
、
家
の
中
ま
で
ボ
ン
ヅ
ナ
を
入

れ
た
の
は
一
割
程
度
で
あ
っ
た
。

○　

訪
問
順

　

訪
問
順
は
決
ま
っ
て
い
る
。
昔
か
ら
ま
わ
る
順
が
決
ま
っ
て
い
て
、
間
違
え
る
と
叱

ら
れ
る
と
言
わ
れ
、
十
五
年
ほ
ど
前
に
、
順
番
を
記
載
し
た
地
図
（
ハ
シ
売
り
＆
藁
代

集
め
班
分
布
図
）
を
作
っ
た
。
公
民
館
に
一
番
近
い
伊
野
秀
茂
氏
宅
が
六
十
四
番
目
で

最
後
に
な
る
。

　

※
立
延
地
区
の
端
に
あ
り
、
立
延
の
集
落
中
心
部
か
ら
少
し
距
離
の
あ
る
橋
本
旅
館

と
丸
ト
幡
谷
商
会
に
も
、
盆
綱
が
ま
わ
っ
て
行
く
。
普
段
の
付
き
合
い
は
あ
ま
り
な
い

が
、
立
延
の
共
同
墓
地
に
お
墓
が
あ
る
か
ら
だ
と
い
う
。
特
に
、
橋
本
旅
館
は
、
順
番

と
し
て
前
半
と
後
半
の
境
目
に
当
た
る
た
め
、
休
憩
が
出
来
る
こ
と
と
、
旅
館
の
長
い

廊
下
を
土
足
で
走
れ
る
の
で
、
昔
か
ら
楽
し
み
に
し
て
い
る
場
所
だ
と
い
う
。

○　

最
後
の
家
が
終
わ
っ
た
あ
と
（
ホ
ト
ケ
サ
マ
オ
ロ
シ
終
了
後
）

　

最
後
の
家
か
ら
共
同
墓
地
ま
で
の
十
数
ｍ
は
、
ボ
ン
ヅ
ナ
の
尻
尾
を
前
（
通
常
と
は

逆
）
に
し
て
道
路
に
置
き
、
中
学
二
年
生
を
乗
せ
て
引
き
ず
る
。
盆
綱
行
事
卒
業
へ
の

慰
労
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

地
区
ま
わ
り
が
終
わ
る
と
、
ボ
ン
ヅ
ナ
を
修
善
院
薬
師
堂
の
軒
下
に
置
い
た
。
そ
の

後
、
公
民
館
内
で
オ
ヤ
カ
タ
を
中
心
に
、
い
た
だ
い
た
お
小
遣
い
を
参
加
者
で
分
け
合

う
。
金
額
は
学
年
に
よ
り
差
は
あ
る
が
、
一
人
あ
た
り
一
万
円
前
後
に
な
る
と
い
う
。

　

す
べ
て
が
終
了
し
て
解
散
し
た
の
は
、
午
後
九
時
三
十
分
で
あ
っ
た
。

写真 ７ 　各家での「ホトケサ
マオロシ」

写真 ８ 　子供たちによって投げ入
れられたボンヅナ
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〔
綱
の
形
状
〕

　

竹
と
荒
縄
を
芯
に
し
て
藁
を
巻
き
つ
け
た
本
体
は
、
総
長
五
ｍ
二
十
㎝
（
藁
が
巻
き

付
け
ら
れ
て
い
る
胴
体
部
分
が
三
ｍ
九
十
㎝
、綱
の
み
の
尻
尾
の
部
分
が
一
ｍ
三
十
㎝
）

あ
る
。
最
も
太
い
頭
部
付
近
の
直
径
が
約
二
十
二
㎝
で
あ
る
。
参
加
す
る
子
供
た
ち
の

人
数
に
よ
り
、
年
ご
と
に
ボ
ン
ヅ
ナ
の
長
さ
と
太
さ
は
調
整
さ
れ
る
が
、
今
回
は
こ
れ

ま
で
に
比
べ
る
と
最
も
小
さ
な
も
の
に
な
っ
た
。
本
体
の
先
端
部
分
に
注
連
縄
状
に
編

ん
だ
藁
の
ツ
ノ
（
約
四
十
㎝
）
を
二
本
並
べ
て
縛
り
付
け
、
そ
の
先
端
を
綱
で
後
方
に

引
い
て
丸
味
の
あ
る
ツ
ノ
の
形
に
す
る
。
竜
の
顔
に
な
る
部
分
に
大
き
な
ナ
ス
を
二
つ

竹
串
で
刺
し
入
れ
、
目
に
す
る
。
芯
に
し
た
縄
の
先
端
部
分
が
口
に
、
ナ
ス
が
目
に
な

り
、
ツ
ノ
と
共
に
竜
の
顔
を
表
現
す
る
。
持
ち
手
に
す
る
下
げ
縄
は
な
い
。

〔
綱
の
取
扱
い
〕

　

迎
え
の
出
発
前
に
共
同
墓
地
に
置
か
れ
て
か
ら
の
ボ
ン
ヅ
ナ
に
は
ホ
ト
ケ
サ
マ
が

乗
っ
て
い
る
の
で
、「
ボ
ン
ヅ
ナ
を
跨
い
で
は
い
け
な
い
」
と
い
わ
れ
る
。
間
違
っ
て

跨
い
で
し
ま
っ
た
者
は
、
ボ
ン
ヅ
ナ
の
シ
ッ
ポ
で
た
た
か
れ
る
。

　

ま
た
、「
地
区
ま
わ
り
の
途
中
で
ボ
ン
ヅ
ナ
を
地
面
に
置
い
て
は
い
け
な
い
」
と
も

い
わ
れ
る
。

　

行
事
終
了
後
の
ボ
ン
ヅ
ナ
は
、

公
民
館
に
隣
接
す
る
修
善
院
の
薬

師
堂
の
軒
下
で
一
年
間
保
存
さ
れ

る
。
今
年
も
、
昨
年
の
ボ
ン
ヅ
ナ

を
八
月
十
三
日
の
午
前
九
時
四
十

五
分
頃
か
ら
、
子
供
会
の
役
員
に

よ
っ
て
、
公
民
館
の
駐
車
場
で
焼

却
さ
れ
た
。
特
別
な
儀
式
は
な

か
っ
た
。

〔
各
家
の
盆
行
事
〕

　

お
盆
の
一
週
間
ほ
ど
前
か
ら
、
墓
そ
う
じ
（
墓
み
が
き
）・
家
の
掃
除
・
庭
の
掃
除

な
ど
を
始
め
る
。
他
人
か
ら
見
ら
れ
る
よ
う
な
場
所
、
例
え
ば
自
分
の
家
の
畑
な
ど
の

草
抜
き
な
ど
も
、
競
う
よ
う
に
し
て
行
う
。「
あ
の
家
は
や
っ
て
い
な
い
」
と
言
わ
れ

る
の
が
、
と
に
か
く
嫌
だ
っ
た
と
い
う
。

　

ホ
ト
ケ
サ
マ
の
送
り
は
、
家
ご
と
に
行
わ
れ
る
。
八
月
十
五
日
の
夜
か
十
六
日
の
朝

に
共
同
墓
地
に
提
灯
や
線
香
を
持
っ
て
送
っ
て
行
く
。

〔
歴
史
的
変
遷
〕

　

○　

参
加
人
数
の
減
少

　

昭
和
三
十
四
年
生
ま
れ
（
六
十
一
歳
）
の
話
者
が
参
加
し
て
い
た
頃
（
昭
和
四
十
～

四
十
八
年
頃
）
は
、
同
級
生
が
五
～
六
人
い
て
、
全
体
で
四
十
人
以
上
の
子
供
た
ち
が

参
加
し
て
い
た
。
参
加
者
が
多
か
っ
た
の
で
、
最
年
少
の
頃
は
尻
尾
に
も
触
わ
れ
な
い

く
ら
い
だ
っ
た
と
い
う
。

　

昭
和
五
十
三
年
生
ま
れ
（
四
十
二
歳
）
の
話
者
が
参
加
し
て
い
た
頃
（
昭
和
六
十
年

～
平
成
四
年
頃
）
は
、
二
十
人
く
ら
い
の
子
供
が
参
加
し
て
い
た
。
そ
の
時
代
の
ボ
ン

写真 9 　ボンヅナの顔の部分

写真10　修善院薬師堂の軒下で 1 年
間保存されたボンヅナ

写真11　 ８ 月13日に燃やされる前年
のボンヅナ
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ヅ
ナ
は
十
ｍ
以
上
の
長
さ
が
あ
っ
た
。

※　

茨
城
県
立
歴
史
館
に
保
存
さ
れ
て
い
る
昭
和
四
十
八
年
（
一
九
七
三
）
に
使
わ
れ

た
立
延
の
ボ
ン
ヅ
ナ
は
、
長
さ
が
七
ｍ
八
十
㎝
で
最
大
の
直
径
は
三
十
三
㎝
あ
る
。

○　

か
け
声
の
変
化

　

か
つ
て
は
、出
発
前
の
共
同
墓
地
で「
ノ
ー
ラ
ッ
セ
、ノ
ー
ラ
ッ
セ
、ホ
ト
ケ
サ
マ
ノ
ー

ラ
ッ
セ
」と
唱
え
、各
家
の
庭
で
揉
む
時
は「
ワ
ッ
シ
ョ
イ
」、家
に
投
げ
入
れ
る
時
は「
ソ

レ
ー
」
と
声
を
上
げ
て
い
た
。
昭
和
の
最
後
の
頃
に
は
、
す
べ
て
「
ワ
ッ
シ
ョ
イ
」
に

変
わ
っ
た
。

○　

材
料
の
変
化

　

か
つ
て
は
、
材
料
と
し
て
麦
藁
と
稲
藁
の
二
種
類
を
使
っ
た
。
麦
藁
は
ボ
ン
ヅ
ナ
の

原
型
を
作
る
際
、
最
初
に
竹
に
巻
き
付
け
た
。
稲
藁
よ
り
も
つ
ぶ
れ
に
く
い
の
で
、
よ

り
軽
量
で
か
さ
を
稼
ぐ
こ
と
が
で
き
た
。
稲
藁
は
仕
上
げ
の
時
に
表
面
を
覆
う
藁
と
し

て
使
っ
た
。

　

現
在
は
、
麦
藁
が
手
に
入
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
す
べ
て
に
稲
藁
が
使
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
今
は
コ
ン
バ
イ
ン
で
稲
刈
り
作
業
を
し
て
し
ま
う
た
め
、
藁
が
細
か
く
裁
断
さ

れ
て
し
ま
う
の
で
、ボ
ン
ヅ
ナ
用
に
手
刈
り
を
し
て
も
ら
う
農
家
を
特
別
に
依
頼
し
て
、

材
料
集
め
を
し
て
い
る
。

　

か
つ
て
は
、
材
料
の
藁
そ
の
も
の
を
子
供
た
ち
が
集
め
に
ま
わ
っ
て
い
た
が
、
現
在

は
一
戸
に
付
き
五
百
円
の
藁
代
を
集
め
て
い
る
。

　

竹
は
公
民
館
近
く
の
竹
林
か
ら
、当
日
朝
と
っ
て
く
る
。
枝
は
切
り
落
と
し
て
お
く
。

竹
と
と
も
に
芯
に
す
る
綱
は
、
現
在
は
荒
縄
を
撚
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
か
つ
て
は
つ

る
べ
井
戸
に
使
っ
て
い
た
井
戸
縄
の
古
い
物
を
使
っ
た
。

○　

子
供
会
と
の
関
連

　

二
十
五
年
前
ほ
ど
か
ら
、盆
綱
は
子
供
会
の
行
事
と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

全
戸
が
対
象
に
な
る
よ
う
に
な
っ
た
。
昔
は
子
供
が
実
施
し
た
が
、
子
供
会
の
行
事
で

は
な
か
っ
た
。

○　

接
待
と
お
小
遣
い

　

か
つ
て
は
、
お
菓
子
や
お
金
を
く
れ
る
家
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。

○　

移
動
方
法
の
変
化

　

今
は
離
れ
た
家
に
移
動
す
る
場
合
は
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
や
乗
用
車
を
利
用
す
る
場
合
も

あ
る
が
、
か
つ
て
は
全
行
程
を
す
べ
て
歩
い
た
。

○　

前
日
の
準
備

　

八
月
十
二
日
の
夜
は
、
子
供
の
参
加
者
全
員
が
公
民
館
に
泊
ま
っ
て
、
本
番
に
備
え

て
い
た
。
平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
も
実
施
し
た
が
、
令
和
元
年
（
二
〇
一
九
）
は

参
加
者
の
減
少
と
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
宿
泊
は
中
止
と
な
っ
た
。

〔
所
見
〕

　

住
民
の
盆
綱
に
つ
い
て
の
意
識
は
高
く
、
先
祖
供
養
の
た
め
に
は
欠
か
せ
な
い
行
事

と
の
考
え
が
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
最
近
の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
問
題
以

外
に
も
、
積
み
重
な
っ
て
き
て
い
る
問
題
が
多
く
あ
り
、
伝
統
的
な
方
法
で
の
盆
綱
行

事
実
施
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
来
年
の
参
加
人
数
は
五
人
に
な
る
こ
と
は
確
実

な
た
め
、子
供
だ
け
で
の
実
施
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

保
存
会
の
立
ち
上
げ
と
大
人
の
参
加
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
現
実
的
状
況
の
変
化
に
対

応
し
た
形
態
の
変
化
は
や
む
を
得
な
い
た
め
、「
来
年
ど
う
い
う
形
で
こ
の
行
事
が
行

わ
れ
て
い
る
の
か
を
注
目
し
て
見
て
も
ら
い
た
い
」
と
の
住
民
の
意
見
が
あ
っ
た
。
是

非
、
立
延
の
盆
綱
が
ど
の
よ
う
な
工
夫
・
変
化
を
し
て
継
続
さ
れ
る
の
か
実
見
し
た
い
。
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〔
情
報
提
供
者
〕

　

伊
野　

勝
亮
さ
ん
（
昭
和
五
十
三
年
生
ま
れ
）

　

伊
野　

秀
茂
さ
ん
（
昭
和
三
十
四
年
生
ま
れ
）

〔
参
考
文
献
〕

　
『
茨
城
県
の
祭
り
・
行
事
』　

平
成
二
十
二
年　

茨
城
県
教
育
委
員
会

　
『
小
川
町
史　

上
巻
』　

昭
和
五
十
七
年　

小
川
町

　
『
小
川
町
史　

下
巻
』　

昭
和
六
十
三
年　

小
川
町

　
『
角
川　

日
本
地
名
辞
典
』　

昭
和
五
十
三
年　

角
川
書
店

　
『
茨
城
県
の
地
名
』　

昭
和
五
十
七
年　

平
凡
社

　

広
報
「
お
み
た
ま
」　

平
成
二
十
八
年
三
月
十
日　
　

　
「
ハ
シ
売
り
＆
藁
代
集
め
班
分
布
図
」　

立
延
地
区
作
成

〔
参
考
図
〕

写真12　ボンヅナ製作地点・「迎え」終了
地点（立延公民館付近）　左：旧消防小屋
中：公民館　右：修善院薬師堂

写真13　盆綱の出発点（共同墓地）

「ハシ売り＆蒿代集め班分布図」
より作成

「ハシ売り＆藁代

集め班分布図」　

（立延地区作成）

　かつて、立延地区で
は 7 月20日頃に、悪疫
退散・無病息災を祈り
カヤで作った箸でう
どんを食べる「アオヤ
サマ」行事が行われて
いた。その際、カヤの
箸を地区全体にもれ
なく配る（ハシ売り）
ため、まわる順番を決
めた図を作った。
　現在も盆綱の「藁代
集め」や「迎え」は、
この図の順番に従っ
て行われている。

48

第三章　調査報告　　第一節　詳細調査報告



　
　
　
　
　
（
大
津　

忠
男
）

○

●

共同墓地

公民館
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四
　
下し
も

馬ば

場ば

（
小
美
玉
市
）
の
盆
綱

〔
地
区
名
〕

　

小
美
玉
市
下
馬
場

〔
地
区
の
概
況
〕

　

小
美
玉
市
下
馬
場
地
区
は
、
茨
城
県
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
位
置
す
る
。
平
成
十
八
年

（
二
〇
〇
六
）
に
隣
接
の
美
野
里
町
・
玉
里
村
と
合
併
し
小
美
玉
市
に
な
る
以
前
は
、
小

川
町
に
属
し
て
い
た
。
下
馬
場
地
区
は
小
美
玉
市
の
南
端
部
で
あ
り
、
霞
ケ
浦
の
高
浜

入
の
北
の
ほ
と
り
に
位
置
す
る
。
集
落
は
霞
ケ
浦
に
向
か
う
傾
斜
面
に
存
在
し
、
園
部

川
ま
で
続
く
平
地
で
は
水
田
が
営
ま
れ
て
い
る
。
最
近
は
水
田
耕
作
か
ら
レ
ン
コ
ン
栽

培
へ
の
転
向
が
進
ん
で
い
る
。行
方
市
の
玉
造
地
区
に
隣
接
す
る
。現
在
戸
数
六
十
四
戸
。

〔
実
施
主
体
〕

　

小
学
三
～
六
年
生　

四
人 

　

中
学
一
～
三
年
生　

四
人

　

特
定
の
家
や
個
人
、
宗
教
者
（
寺
院
）
の
関
与
は
な
い
。

〔
実
施
日
〕

　

①　

準
備　

八
月
四
日　

盆
綱
行
事
の
一
～
二
週
間
前
の
日
曜
日

　
　
　
　
　
　

八
月
十
三
日　

午
前
七
時
三
十
分
か
ら
午
前
八
時
三
十
分

　

②　

迎
え　

八
月
十
三
日　

午
後
三
時
三
十
分
か
ら
午
後
八
時
三
十
分

　

③　

送
り　

八
月
十
五
日　

午
後
五
時
か
ら
午
後
九
時
十
分

〔
綱
の
形
状
〕

　

長
さ
三
ｍ
二
十
㎝
、
最
も
太
い
頭
の
部
分
が
直
径
十
八
㎝
。
頭
か
ら
尻
尾
に
向
け
て

徐
々
に
細
く
な
っ
て
い
く
。
頭
に
角
の
よ
う
な
も
の
は
な
く
、
単
純
な
注
連
縄
状
の
綱

で
あ
る
。
持
ち
手
に
な
る
子
供
の
数
に
合
わ
せ
て
、
取
っ
手
状
の
下
げ
縄
を
付
け
る
。

写真 1 　カシラの部分

写真 2 　尻尾の部分

写真 3 　下げ縄が付いたボンヅナ
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〔
詳
細
〕

　

①　

準
備

　

八
月
四
日
（
日
）、
下
馬
場
公
民
館
に
子
供
会
の
会
員
親
子
が
集
合
し
て
盆
綱
行

事
の
起
点
・
終
点
と
な
る
共
同
墓
地
の
清
掃
や
共
同
墓
地
の
入
口
に
あ
た
る
部
分
に

ボ
ン
ヅ
ナ
を
巻
き
付
け
る
塚
作
り
を
行
う
。

　

行
事
当
日
の
八
月
十
三
日
午
前
七
時
三
十
分
に
、
共
同
墓
地
に
隣
接
す
る
下
馬
場

公
民
館
前
に
、
地
区
ま
わ
り
に
参
加
す
る
小･

中
学
生
八
人
と
、
そ
の
保
護
者
、
ボ

ン
ヅ
ナ
作
り
を
約
三
十
年
指
導
し
て
い
る
石
川
俊
さ
ん
（
昭
和
二
十
五
年
生
ま
れ
）

が
集
合
す
る
。

　

ボ
ン
ヅ
ナ
は
石
川
さ
ん
の
指
導
の
も
と
、男
の
保
護
者
三
人
が
中
心
に
製
作
す
る
。

ま
ず
、
藁
三
束
を
縄
で
締
め
て
直
径
十
八
㎝
ほ
ど
の
カ
シ
ラ
の
部
分
を
つ
く
る
。
カ

シ
ラ
か
ら
三
十
㎝
ほ
ど
先
で
二
叉
に
分
け
、
左
右
に
藁
を
継
ぎ
足
し
な
が
ら
そ
れ
ぞ

れ
を
ね
じ
り
、
左
右
の
綱
を
作
る
。
そ
れ
を
一
本
に
ね
じ
り
あ
わ
せ
て
綱
に
仕
上
げ

て
い
く
。
芯
に
は
、
竹
や
木
で
は
な
く
縄
を
二
重
に
し
た
も
の
を
使
う
。
子
供
た
ち

は
藁
の
運
搬
な
ど
の
手
伝
い
を
す
る
。
今
回
の
行
事
に
参
加
す
る
子
供
た
ち
が
八
人

な
の
で
、
四
箇
所
の
左
右
に
八
人
分
の
下
げ
縄
を
取
り
付
け
た
。
三
十
分
程
度
で
、

全
長
三
ｍ
二
十
㎝
の
ボ
ン
ヅ
ナ
が
完
成
し
た
。

　

作
成
し
た
ボ
ン
ヅ
ナ
は
共
同
墓
地
の
入
口
（
南
端
）
に
あ
る
塚
に
、
カ
シ
ラ
を
南

に
向
け
て
巻
き
付
け
て
お
く
。
塚
を
作
る
場
所
は
毎
年
同
じ
場
所
で
あ
る
。
こ
の
墓

地
の
入
口
は
、
各
家
の
墓
所
で
は
な
く
、
無
縁
仏
を
供
養
す
る
た
め
の
場
所
で
あ
っ

た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

②　

迎
え

　

八
月
十
三
日
午
後
四
時
に
、
下
馬
場
公
民
館
に
子
供
た
ち
が
親
と
一
緒
に
集
合
す

る
。
子
供
た
ち
の
服
装
は
、
上
下
白
色
に
統
一
さ
れ
て
い
る
。
子
供
た
ち
だ
け
が
ボ

ン
ヅ
ナ
の
置
か
れ
て
い
る
塚
の
周
り
に
集
ま
り
、
年
長
者
が
リ
ー
ド
し
、「
シ
ャ
ン　

シ
ャ
ン　

シ
ャ
ン　

オ
シ
ャ
シ
ャ
シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
」
と
手
を
た
た
き
な
が
ら
声
を
か

け
た
後
に
、「
乗
ら
っ
せ
、
乗
ら
っ
せ
、
ホ
ト
ケ
サ
マ
（
仏
さ
ま
）
乗
ら
っ
せ
」（
二

回
繰
り
返
し
）
と
全
員
で
掛
け
声
を
か
け
る
。
こ
れ
は
、「
仏
さ
ま
に
綱
に
乗
っ
て

も
ら
う
た
め
に
」す
る
と
い
わ
れ
る
。
ボ
ン
ヅ
ナ
に
付
け
た
取
っ
手
状
の
縄
を
持
ち
、

写真 4 　下馬場公民館でのボンヅナ作り

写真 6 　 ８ 月13日午後 3 時30分　塚で仏
さまを盆綱に乗せて墓地を出発

写真 5 　完成したボンヅナを塚に巻き付
ける

写真 ７ 　 ８ 月13日午後 4 時30分頃、地区
をまわる子供たち
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墓
地
に
接
す
る
道
を
鹿
島
神
社
方
面
（
北
東
方
向
）
に
向
か
っ
て
出
発
す
る
。

　

カ
シ
ラ
近
く
を
年
長
者
の
男
子
（
中
学
三
年
生
の
村
山
勝
哉
さ
ん
、
今
回
で
七
回

経
験
）
が
持
ち
、
次
か
ら
は
尻
尾
に
向
か
っ
て
年
齢
順
に
持
つ
。
最
前
列
の
男
子
が

リ
ー
ダ
ー
役
に
な
る
が
、
役
に
対
す
る
特
別
な
呼
称
は
な
い
。
最
後
尾
の
尻
尾
の
部

分
を
持
つ
者
は
「
帳
面
つ
け
」
と
呼
ば
れ
、
訪
問
し
た
家
か
ら
い
た
だ
い
た
謝
礼
金

を
ノ
ー
ト
に
記
録
し
、
最
後
に
均
等
分
配
す
る
会
計
係
を
担
う
。

　

共
同
墓
地
を
出
発
点
と
し
て
、
反
時
計
回
り
に
地
区
を
一
周
す
る
が
、
六
十
戸
を

ま
わ
る
に
は
約
五
時
間
か
か
る
（
順
路
図
参
照
）。

　

共
同
墓
地
は
、
下
馬
場
公
民
館
に
隣
接
す
る
昔
か
ら
の
墓
地
と
、
新
し
く
作
ら
れ

た
鹿
島
神
社
脇
の
新
共
同
墓
地
が
あ
る
（
八
戸
分
）。
新
共
同
墓
地
で
も
出
発
点
の

墓
地
と
同
手
順
・
掛
け
声
で
仏
さ
ま
を
ボ
ン
ヅ
ナ
に
乗
せ
る
。

　

訪
問
宅
で
の
行
動
は
、
次
の
順
に
行
う
。

ア　
「
こ
ん
に
ち
は
」
と
元
気
よ
く
挨
拶
す
る
と
、
家
の
人
が
玄
関
や
仏
壇
の
あ
る

部
屋
の
ド
ア
を
開
け
て
く
れ
る
。

イ　

そ
の
軒
先
に
移
動
し
、ボ
ン
ヅ
ナ
を
前
後
に
揺
ら
し
て
リ
ズ
ム
を
取
り
な
が
ら
、

「
オ
ジ
ラ
ッ
セ
、
オ
ジ
ラ
ッ
セ
、
仏
さ
ま
オ
ジ
ラ
ッ
セ
」
を
二
回
繰
り
返
し
た
後
、

綱
を
家
の
中
に
投
げ
入
れ
る
。
こ
れ
で
、「
仏
さ
ま
を
届
け
た
」
こ
と
に
な
る
。

子
供
た
ち
が
座
敷
に
上
が
り
込
む
こ
と
は
な
い
。

※　

倉
持
康
弘
氏
宅
で
は
、
ボ
ン
ヅ
ナ
が
投
げ
込
ま
れ
る
と
す
ぐ
に
、
家
の
主
人

が
仏
壇
に
線
香
を
あ
げ
た
。「
仏
さ
ま
が
家
の
仏
壇
に
帰
っ
て
来
て
く
れ
た
の

で
」
と
説
明
し
て
く
れ
た
。　

ウ　

家
人
は
礼
を
言
い
、
謝
金
を
「
帳
面
つ
け
」
に
渡
す
。
謝
金
は
通
常
千
円
～

三
千
円
で
あ
る
が
、
新
盆
（
に
ゅ
う
ぼ
ん
）
の
家
で
は
一
万
円
程
度
に
な
る
場
合

が
多
い
。
そ
の
他
に
、
お
菓
子
・
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
を
接
待
し
て
く
れ
る
家
も
多
く

あ
る
。

　
　

ボ
ン
ヅ
ナ
を
家
の
中
か
ら
回
収
し
、
御
礼
を
言
い
、
家
を
出
る
。

※　

令
和
元
年
は
、
例
年
よ
り
新
盆
の
家
が
多
く
、
五
軒
あ
っ
た
。

　

地
区
全
体
を
ま
わ
り
、
下
馬
場
の
共
同
墓
地
ま
で
戻
っ
て
来
る
と
、
午
後
八
時

三
十
分
に
な
っ
て
し
ま
う
。
最
後
に
、
共
同
墓
地
の
ボ
ン
ヅ
ナ
を
塚
に
巻
き
付
け
て

終
了
と
な
る
。
子
供
た
ち
の
保
護
者
が
公
民
館
に
迎
え
に
来
て
く
れ
る
の
で
、
一
緒

に
帰
宅
す
る
。

　
「
帳
面
付
け
」役
の
子
は
、そ
の
場
で
謝
金
を
合
計
し（
今
回
は
、合
計
約
十
五
万
円
）

参
加
し
た
八
人
の
子
供
た
ち
に
均
等
に
分
配
す
る
。
会
計
係
で
あ
っ
た
中
学
二
年
生

の
倉
持
未
夢
さ
ん
に
よ
る
と
、
一
人
あ
た
り
一
万
八
千
円
で
あ
っ
た
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。

　

分
家
や
引
っ
越
し
な
ど
で
地
区
内
に
新
た
に
家
を
構
え
、集
落
（
自
治
会
）
に
入
っ

て
も
、
そ
の
家
で
亡
く
な
っ
た
人
が
ま
だ
い
な
い
家
は
「
仏
さ
ま
が
い
な
い
家
」
と

呼
ば
れ
る
。
集
落
と
し
て
の
付
き
合
い
は
し
て
い
る
の
で
、
盆
綱
は
訪
問
す
る
が
、

墓
か
ら
乗
せ
て
き
た
仏
さ
ま
は
い
な
い
の
で
、
ボ
ン
ヅ
ナ
を
投
げ
入
れ
る
一
連
の
行

為
は
行
わ
な
い
。
そ
の
家
で
も
家
人
と
挨
拶
を
し
、
謝
金
を
も
ら
う
こ
と
が
多
い
。

写真 ８ 　掛け声とともに家の中にボンヅ
ナを投げ入れる
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③　

送
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

八
月
十
五
日
午
後
四
時
三
十
分
頃
に
、「
迎
え
」
の
時
と
同
じ
子
供
た
ち
が
下
馬

場
公
民
館
に
集
合
す
る
。
午
後
五
時
に
、
八
月
十
三
日
夜
か
ら
塚
に
置
か
れ
て
い
た

ボ
ン
ヅ
ナ
を
吊
り
下
げ
て
共
同
墓
地
前
を
出
発
す
る
。

　
「
迎
え
」の
時
に
行
っ
た
塚
で
の「
仏
さ
ま
を
乗
せ
る
」行
為
は
せ
ず
に
出
発
し
た
。

出
発
時
に
は
「
仏
さ
ま
は
各
家
に
い
て
、
ボ
ン
ヅ
ナ
に
仏
さ
ま
は
乗
っ
て
い
な
い
の

で
、
何
も
し
な
い
」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
子
供
た
ち
の
並
び
順
は
同
じ
だ
が
、「
帳

面
付
け
」
役
が
同
学
年
の
子
供
に
交
代
し
て
い
た
。
子
供
た
ち
の
服
装
は
八
月
十
三

日
の
「
迎
え
」
の
時
と
同
様
で
あ
る
。
訪
問
順
も
同
様
で
、
共
同
墓
地
を
起
点
と
し

て
反
時
計
回
り
に
地
区
を
一
周
す
る
。
訪
問
先
で
の
行
動
も
同
じ
だ
が
、
掛
け
声
は

「
乗
ら
っ
せ
、
乗
ら
っ
せ
、
仏
さ
ま
乗
ら
っ
せ
」
と
な
る
。

　

最
後
に
共
同
墓
地
に
戻
り
、
ボ
ン
ヅ
ナ
を
塚
に
巻
い
て
終
了
と
な
る
。
午
後
九
時

十
分
に
終
了
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

そ
の
後
、
そ
の
場
で
謝
金
を
合
計
し
、
参
加
し
た
八
人
の
子
供
た
ち
で
均
等
に
分

配
す
る
点
も
「
迎
え
」
と
同
様
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 〔

綱
の
取
扱
い
〕

・　

家
々
を
ま
わ
っ
て
い
る
時
の
禁
忌　

　
「
ボ
ン
ヅ
ナ
を
跨
い
で
は
い
け
な
い
」
と
言
わ
れ
、
跨
い
で
し
ま
っ
た
者
は
、
ボ

ン
ヅ
ナ
の
尻
尾
で
た
た
か
れ
る
。

　
「
歩
い
て
い
る
途
中
で
ボ
ン
ヅ
ナ
を
地
面
に
置
い
て
は
い
け
な
い
」と
も
い
わ
れ
る
。

・　

行
事
終
了
後
の
扱
い

　

昔
は
、
一
年
間
共
同
墓
地
の
塚
の
部
分
に
置
い
て
お
い
た
が
、
現
在
は
行
事
終
了

の
数
日
後
に
、
大
人
が
焼
い
て
処
分
し
て
し
ま
う
。

〔
各
家
の
盆
行
事
〕

　

盆
綱
に
よ
る
い
わ
ば
「
公
的
」
な
仏
さ
ま
迎
え
・
送
り
と
は
別
に
、
家
々
の
門
口
で

行
わ
れ
る
「
個
別
的
」
な
迎
え
火
・
送
り
火
・
墓
参
り
な
ど
が
ひ
っ
そ
り
と
続
け
ら
れ

て
い
る
。
地
区
の
人
々
は
「
行
事
は
行
事
だ
が
、
家
の
こ
と
は
家
の
こ
と
」
と
、
そ
の

点
に
特
に
矛
盾
は
感
じ
て
い
な
い
様
子
で
あ
る
。

　

各
家
で
は
お
盆
の
期
間
中
に
次
の
よ
う
な
こ
と
が
行
わ
れ
る
。

・　

八
月
十
二
日
か
十
三
日
の
午
前
中
に
自
分
の
家
の
墓
に
行
き
、
掃
除
を
し
て
花
や

線
香
を
供
え
て
、
お
盆
の
準
備
を
す
る
。

・　

八
月
十
三
日
夕
方
、
盆
綱
と
は
別
に
、
墓
に
つ
な
が
る
道
の
角
や
水
田
の
畦
で
、

藁
を
燃
や
し
た
り
、
線
香
を
焚
い
た
り
し
て
、
迎
え
火
を
す
る
。
仏
さ
ま
を
迎
え
に

来
た
の
で
は
な
く
、「
気
を
付
け
て
、
帰
っ
て
来
て
ね
」
と
い
う
感
覚
だ
と
い
う
。

盆
綱
が
家
に
来
た
後
に
墓
参
り
す
る
家
も
あ
る
。
そ
の
理
由
は
明
確
で
は
な
い
が
、

仏
さ
ま
は
家
に
帰
っ
て
い
て
、
お
墓
に
は
い
な
い
と
わ
か
っ
て
い
る
が
、
線
香
を
上

げ
に
行
く
と
い
う
。

・　

盆
の
期
間
中
は
盆
棚
の
御
膳
に
三
食
供
え
る
。

・　

地
区
に
新
盆
の
家
が
あ
る
と
き
時
は
、
新
盆
見
舞
い
に
行
く
。

・　

新
盆
の
家
の
庭
に
は
、「
高
灯
篭
」
を
立
て
る
家
が
あ
っ
た
。
か
つ
て
は
、
ど
の

家
も
立
て
た
が
、
今
は
新
盆
で
も
す
べ
て
の
家
で
立
て
る
と
は
限
ら
な
い
。

写真 9 　「送り」出発前
８ 月13日から塚に置かれている綱

写真10　 ８ 月15日「送り」
訪問した家で、ボンヅナを投げ入れる
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・　

八
月
十
六
日
の
朝
に
は
、
盆
棚
に
上
げ
て
あ
っ
た
供
物
を
墓
に
運
び
、
墓
前
に
供

え
る
。

〔
歴
史
的
変
遷
〕

　

子
供
の
数
が
減
少
し
た
た
め
、
綱
の
太
さ
や
長
さ
が
小
型
に
な
っ
た
。
昭
和
三
十
年

代
に
は
担
い
手
と
な
る
子
供
が
三
十
五
人
位
い
て
、
綱
の
カ
シ
ラ
の
部
分
は
大
人
が
両

手
で
や
っ
と
抱
え
ら
れ
る
ほ
ど
の
太
さ
が
あ
り
、
長
さ
も
二
十
ｍ
を
超
え
る
も
の
で

あ
っ
た
。
現
在
の
よ
う
に
ぶ
ら
下
げ
る
形
の
持
ち
方
で
は
な
く
、
肩
に
担
ぐ
よ
う
に
し

て
い
た
。
か
な
り
の
重
量
が
あ
り
、
子
供
が
担
い
で
歩
く
の
は
相
当
大
変
だ
っ
た
。
昭

和
の
末
頃
で
も
、
二
十
人
は
超
え
て
い
た
。
子
供
が
多
か
っ
た
時
代
は
、
ボ
ン
ヅ
ナ
を

持
て
る
の
は
男
子
だ
け
だ
っ
た
。
さ
ら
に
、
家
に
男
子
の
兄
弟
が
複
数
い
て
も
一
人
し

か
出
ら
れ
な
い
時
も
あ
っ
た
。

　

か
つ
て
ボ
ン
ヅ
ナ
の
材
料
の
稲
藁
は
、
子
供
た
ち
が
近
所
の
家
々
を
ま
わ
っ
て
集
め

て
い
た
。
綱
は
編
む
前
に
、
霞
ケ
浦
の
水
に
浸
す
の
が
習
わ
し
だ
っ
た
。
今
は
、
藁
を

取
っ
て
お
い
て
く
れ
る
家
が
決
ま
っ
て
い
て
、
大
人
が
数
日
前
に
集
め
て
、
公
民
館
の

倉
庫
に
入
れ
て
お
く
よ
う
に
な
っ
た
。

　

ま
た
、
人
数
が
多
か
っ
た
時
代
は
、
現
在
の
よ
う
に
統
制
の
と
れ
た
お
と
な
し
い
行

事
で
は
な
く
、
訪
問
し
た
家
の
庭
で
ボ
ン
ヅ
ナ
を
持
っ
て
暴
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
子

供
た
ち
が
、
い
た
だ
き
物
を
入
れ
る
リ
ュ
ッ
ク
を
背
負
う
こ
と
も
な
か
っ
た
。

　
「
盆
綱
は
ど
う
し
て
も
欠
か
せ
な
い
も
の
だ
か
ら
、
台
風
や
大
雨
で
も
中
止
は
し
な

い
。
カ
ッ
パ
を
着
て
で
も
や
る
」
と
言
わ
れ
て
き
て
お
り
、
細
か
い
部
分
で
の
変
化
は

あ
っ
て
も
基
本
的
な
部
分
は
継
続
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。

〔
所
見
〕

　

集
落
と
し
て
の
盆
行
事
で
あ
る
「
盆
綱
」
と
、
各
家
の
個
別
的
盆
行
事
の
一
部
分
が

重
な
る
が
、そ
の
両
方
に
矛
盾
を
感
じ
る
こ
と
な
く
行
う
こ
と
が
で
き
て
い
る
事
実
が
、

非
常
に
興
味
深
い
。他
の
場
面
で
も
こ
の
よ
う
な
状
況
が
生
ま
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
か
、

写真11　新盆の家の「盆棚」

写真12　各家での「迎え火」の跡写真13　 新盆の家の庭に立てられた「高灯
篭」
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よ
り
深
く
調
査
を
し
て
み
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
る
。

　

ま
た
、
ボ
ン
ヅ
ナ
の
製
作
は
大
人
が
行
う
が
、
地
区
を
ま
わ
る
一
連
の
行
動
は
全
て

子
供
た
ち
だ
け
で
行
わ
れ
る
。
救
護
車
に
乗
っ
た
保
護
者
が
一
人
行
列
の
最
後
に
つ
く

も
の
の
、
行
動
に
は
一
切
関
与
し
な
い
。
二
日
間
の
盆
行
事
を
年
長
者
を
中
心
と
し
た

子
供
た
ち
だ
け
で
実
施
す
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
が
、
順
次
引
き
継
が
れ
て
い
く
こ
と

は
、
地
域
の
年
齢
集
団
的
組
織
の
構
築
に
大
変
大
き
な
意
味
を
も
つ
こ
と
で
あ
る
と
感

じ
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
地
区
全
体
六
十
戸
を
万
遍
な
く
ま
わ
る
こ

と
に
よ
る
地
域
の
地
理
的
把
握
や
、
訪
問
時
の
大
人
と
の
や
り
取
り
・
会
話
な
ど
を
通

じ
て
の
地
域
の
人
々
と
の
接
触
は
地
域
人
と
し
て
の
将
来
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ

と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
八
月
十
三
日
の
「
迎
え
」
は
な
る
べ
く
早
い
時
間
に
、
八
月
十
五
日
の
「
送

り
」
は
な
る
べ
く
遅
い
時
間
に
行
う
の
が
良
い
と
さ
れ
て
い
る
。
仏
さ
ま
が
家
に
居
ら

れ
る
時
間
を
少
し
で
も
長
く
す
る
よ
う
に
と
の
配
慮
だ
と
い
わ
れ
る
。
実
際
に「
迎
え
」

と
「
送
り
」
の
ス
タ
ー
ト
時
間
に
は
差
を
つ
け
て
実
施
す
る
こ
と
を
継
続
し
て
い
る
点

が
興
味
深
い
。

〔
情
報
提
供
者
〕

　

倉
持　

康
弘
さ
ん
（
昭
和
四
十
七
年
生
ま
れ
）

　

藤
本　

芳
一
さ
ん
（
昭
和
二
十
三
年
生
ま
れ
）

〔
参
考
文
献
〕

『
盆
行
事
Ⅳ
』
無
形
の
民
俗
文
化
財
記
録
第43

集　

文
化
庁
文
化
財
保
護
部
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
〇
〇
〇
年

〔
そ
の
他
〕

　

下
馬
場
地
区
で
は
、「
神
葬
祭
」
で
葬
式
を
行
う
家
が
多
い
。
江
戸
時
代
に
は
鹿
島

神
社
近
く
に
「
徳
蔵
寺
」
と
い
う
寺
院
が
あ
っ
た
が
、
明
治
初
期
に
廃
寺
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
大
正
期
に
一
時
復
活
し
た
が
、
地
区
の
人
々
は
す
で
に
神
式
で
葬
儀
を
行
う

よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
て
、
檀
家
が
少
な
く
、
す
ぐ
に
廃
寺
に
戻
っ
て
し
ま
っ
た
。

共
同
墓
地
の
墓
碑
銘
は
、
江
戸
期
の
も
の
は
仏
式
が
多
く
、
明
治
以
降
は
神
式
の
も
の

が
目
立
っ
て
い
る
。
盆
綱
の
行
事
に
、
神
式
・
仏
式
の
差
は
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。

（
大
津　

忠
男
）
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五
　
平ひ
ら

山や
ま

（
小
美
玉
市
下
玉
里
）
の
盆
綱

〔
地
区
名
〕

　

小
美
玉
市
下
玉
里
平
山

〔
地
区
の
概
況
〕

①
大
字
下
玉
里
の
概
観

　

大
字
下
玉
里
は
小
美
玉
市
の
東
南
に
位
置
し
、
霞
ケ
浦
の
高
浜
入
に
向
か
っ
て
突
き

出
た
半
島
の
一
角
を
占
め
る
。
湖
辺
の
低
地
に
は
水
田
が
広
が
り
、
微
高
地
上
や
台
地

縁
辺
を
中
心
に
複
数
の
集
落
が
所
在
す
る
。
台
地
上
に
は
畑
が
広
が
り
、権
現
山
古
墳
・

愛
宕
塚
古
墳
・
山
田
峰
古
墳
な
ど
が
点
在
す
る
。
古
墳
は
霞
ケ
浦
を
臨
む
か
た
ち
で
立

地
し
て
お
り
、
水
上
交
通
を
掌
握
し
た
有
力
首
長
層
の
墓
と
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
中
世

に
香
取
社
（
香
取
神
宮
）
へ
供
祭
料
（
神
祭
物
）
を
納
め
た
海
夫
の
津
（
港
）
の
ひ
と

つ
「
大
枝
津
」
は
、
下
玉
里
（
大
井
戸
）
の
地
に
比
定
さ
れ
て
い
る
。
海
夫
は
津
を
拠

点
に
漁
業
を
営
み
、
物
資
の
輸
送
に
従
事
し
た
人
々
の
こ
と
で
、
こ
の
こ
と
か
ら
も
、

下
玉
里
が
古
く
か
ら
水
運
の
拠
点
と
し
て
重
要
な
地
域
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
近

世
の
下
玉
里
村
は
、慶
長
七
年（
一
六
〇
二
）に
幕
府
領
と
な
り
、元
和
八
年（
一
六
二
二
）

に
は
水
戸
藩
領
と
な
っ
た
。
下
玉
里
村
地
先
の
霞
ケ
浦
は
、
水
戸
藩
の
専
用
漁
場
「
玉

里
御
留
川
」
で
あ
っ
た
。
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
の
町
村
制
施
行
に
よ
り
下
玉

里
は
玉
川
村
の
大
字
と
な
り
、
昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）
に
玉
里
村
下
玉
里
、
平
成

十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
に
小
美
玉
市
下
玉
里
と
変
遷
し
て
い
る
。

　

霞
ケ
浦
の
湖
岸
堤
防
が
整
備
さ
れ
る
以
前
、
汀
に
は
複
数
の
船
着
き
場
が
あ
っ
た
。

戦
前
は
帆
引
網
漁
に
従
事
す
る
も
の
も
多
く
い
て
、
明
治
時
代
に
帆
引
網
漁
法
の
改
良

を
施
し
た
こ
と
で
著
名
な
橅
木
音
次
郎
は
、
下
玉
里
（
平
山
）
の
出
身
で
あ
る
。
農
業

に
つ
い
て
は
、
昭
和
三
十
年
代
に
は
稲
作
に
加
え
て
養
豚
・
酪
農
・
蔬
菜
な
ど
の
生
産

を
営
む
「
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
方
式
」
の
農
業
経
営
が
行
わ
れ
、
先
進
的
な
試
み
と
し
て

脚
光
を
浴
び
た
。
な
お
、
低
地
の
水
田
の
大
部
分
は
、
現
在
レ
ン
コ
ン
栽
培
の
蓮
田
と

な
っ
て
い
る
。

②
平
山
集
落

　

大
字
下
玉
里
の
行
政
区
は
、
岡
地
区
・
大
井
戸
平
山
地
区
に
分
か
れ
る
。
こ
こ
で
報

告
を
す
る
の
は
、
大
井
戸
平
山
地
区
の
う
ち
の
平
山
集
落
で
あ
る
。
な
お
、
盆
綱
は
隣

接
す
る
大
井
戸
集
落
で
も
行
わ
れ
て
お
り
、
大
字
下
玉
里
内
の
根
玉
里
や
田
畑
・
橋
下

で
も
み
ら
れ
る
。
盆
綱
そ
の
も
の
は
、
集
落
単
位
で
行
わ
れ
て
い
る
。
平
山
・
大
井
戸

は
隣
接
す
る
集
落
だ
が
、
盆
綱
そ
の
も
の
を
一
緒
に
行
う
こ
と
は
な
い
。

　

前
述
の
と
お
り
、
下
玉
里
地
先
の
霞
ケ
浦
は
水
戸
藩
の
「
御
留
川
」
で
あ
っ
た
。
霞

ケ
浦
は
も
と
も
と
海
夫
の
系
譜
を
ひ
く
「
霞
ケ
浦
四
十
八
津
」
の
入
会
の
湖
で
あ
っ
た

が
、
水
戸
藩
は
下
玉
里
村
大
井
戸
の
稲
荷
森
（
稲
荷
神
社
）
と
、
対
岸
の
安
食
村
（
か

す
み
が
う
ら
市
安
食
）
の
柊
塚
を
結
ん
だ
線
よ
り
も
西
側
に
つ
い
て
、
藩
へ
運
上
を
納

め
さ
せ
る
専
用
漁
場
に
設
定
し
た
。
こ
の
こ
と
で
平
山
地
先
の
霞
ケ
浦
は
、
御
留
川
の

内
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
水
戸
藩
は
、凶
荒
に
備
え
て
貯
穀
す
る
た
め
の
倉
庫
「
稗
蔵
」
を
平
山
に
置
き
、

稗
蔵
へ
の
荷
の
出
入
り
の
た
め
の
稗
蔵
河
岸

を
設
け
た
。
か
つ
て
稗
蔵
が
置
か
れ
て
い
た

あ
た
り
が
、
盆
綱
の
起
点
・
終
点
と
な
る
場

所
で
あ
る
。
平
山
集
落
の
西
に
あ
る
越
番
河

岸
は
対
岸
の
八
木
（
石
岡
市
）
へ
の
船
便
が

行
き
来
き
し
た
「
渡
し
」
で
あ
り
、宍
倉
（
か

す
み
が
う
ら
市
）
方
面
へ
連
絡
し
た
が
、
昭

和
十
五
年
に
廃
止
さ
れ
た
。

　

平
山
集
落
の
戸
数
は
七
十
戸
ほ
ど
で
あ

る
。
屋
敷
の
多
く
は
、
霞
ケ
浦
沿
い
の
低
地

よ
り
上
が
っ
た
エ
リ
ア
、
台
地
の
裾
部
に
展

開
し
て
い
る
（
写
真
１
）。
集
落
を
東
西
に

写真 1 　 平山の盆綱（左手奥にみえる
のは蓮田と霞ケ浦）
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走
る
道
が
あ
り
、
こ
の
う
ち
霞
ケ
浦
（
地
元
で
は
カ
ワ
と
よ
ぶ
）
沿
い
の
道
を
下
道
、

一
本
中
に
入
っ
た
台
地
側
の
道
を
上
道
と
呼
ぶ
。
盆
綱
の
出
発
点
と
な
る
の
は
、
下
道

と
上
道
が
交
わ
る
三
本
辻
の
と
こ
ろ
で
、こ
こ
に
地
蔵
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
前
述
の「
稗

蔵
」
が
あ
っ
た
場
所
に
近
接
し
て
「
稗
蔵
」
の
バ
ス
停
が
立
つ
。
す
ぐ
近
く
に
は
消
防

団
の
小
屋
が
あ
り
、
か
つ
て
は
平
山
会
館
（
集
会
所
）
も
あ
っ
た
。
地
蔵
の
あ
る
辻
は

集
落
の
中
心
的
な
場
所
と
い
え
る
（
な
お
、
集
会
所
は
今
は
な
く
、
集
会
な
ど
に
は
市

の
公
民
館
を
利
用
し
て
い
る
）。

　

平
山
は
天
台
宗
の
円
妙
寺
、
浄
土
宗
の
昭
光
寺
の
檀
家
で
、
神
式
（
神
葬
祭
）
の
家

も
多
い
。
墓
地
は
家
ご
と
に
ま
と
ま
り
、
散
在
し
て
分
布
を
し
て
い
る
が
、「
ソ
ウ
ラ

ン
ト
ウ
」
と
呼
ば
れ
る
共
同
墓
地
が
一
か
所
あ
る
。
こ
の
ソ
ウ
ラ
ン
ト
ウ
へ
向
か
う
坂

道
は
、
先
の
地
蔵
が
祀
ら
れ
て
い
る
辻
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
各
家
で
は
坂
の
途
中
ま

で
行
き
、
提
灯
に
火
を
点
す
こ
と
で
、
十
三
日
に
仏
さ
ま
を
迎
え
、
十
五
日
に
送
り
を

す
る
の
が
慣
例
で
あ
る
。
盆
綱
が
辻
を
出
発
地
点
に
し
て
い
る
の
は
、
ソ
ウ
ラ
ン
ト
ウ

へ
向
か
う
坂
の
入
口
に
あ
た
る
か
ら
だ
と
の
説
明
も
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

　〔
実
施
主
体
〕

①　

準　
　

備　

ボ
ン
ヅ
ナ
を
作
れ
る
大
人
（
現
在
は
橅
木
信
夫
氏
）、
小
学
五
～

六
年
生

②　

盆
綱
当
日　

幼
稚
園
年
長
（
来
年
度
の
小
学
一
年
生
）、
小
学
生

〔
実
施
日
〕

　

①　

準
備

　
　

八
月
十
三
日
よ
り
前
の
数
日
間
（
不
定
）

　

②　

迎
え

　
　

八
月
十
三
日
の
夕
方

　

③　

送
り　

　
　

八
月
十
五
日
の
夕
方

〔
綱
の
形
状
〕

　

藁
製
の
ボ
ン
ヅ
ナ
は
「
大
蛇
」
と
も
呼
ば
れ
、
頭
（
カ
シ
ラ
）
か
ら
尻
尾
ま
で
ヘ
ビ

の
か
た
ち
に
作
ら
れ
て
い
る
。
令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）
に
作
ら
れ
た
ボ
ン
ヅ
ナ
は
、

全
長
で
七
・
八
ｍ
を
超
え
近
年
に
な
く
長
い
も
の
で
あ
っ
た
。
令
和
二
年
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
策
と
し
て
、
子
供
同
士
の
身
体
的
距
離
を
確
保
で
き
る
よ

う
、
例
年
よ
り
も
や
や
長
め
に
胴
体
を
製
作
し
た
。
ボ
ン
ヅ
ナ
の
詳
細
は
第
五
章
の
実

測
図
も
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

　

平
山
の
ボ
ン
ヅ
ナ
の
形
態
的
な
特
徴
は
、
ヘ
ビ
の
頭
に
似
せ
た
本
格
的
な
頭
（
た
だ

し
角
が
つ
く
）
に
あ
る
。
頭
は
上
顎
と
下
顎
に
分
か
れ
、
そ
の
間
に
舌
が
つ
く
。
目
は

ナ
ス
と
ホ
オ
ズ
キ
で
作
る
。
ナ
ス
の
下
部
に
穴
を
あ
け
、
ほ
ぐ
し
て
つ
ぼ
め
た
ホ
オ
ズ

キ
を
挿
し
て
目
玉
と
す
る
（
目
玉
は
す
ぐ
に
取
れ
て
無
く
な
っ
て
し
ま
う
た
め
、
今
は

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
で
作
っ
た
模
造
品
で
代
用
し
て
い
る
）。
か
つ
て
、頭
と
胴
体
は
別
々

に
製
作
し
て
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
い
た
が
、
現
在
は
頭
か
ら
芯
と
な
る
縄
を
胴
体
ま
で
通

し
て
、
一
体
的
に
作
り
出
す
形
に
な
っ
て
い
る
。

　

頭
は
縁
側
に
叩
き
つ
け
る
所
作
の
た
め
、あ
る
程
度
の
重
さ
を
も
た
せ
て
作
ら
れ
る
。

頭
に
は
持
ち
手
と
な
る
綱
（
現
在
は
ト
ラ
ロ
ー
プ
を
使
用
）
が
四
本
取
り
つ
く
。

〔
詳
細
〕

　

以
下
、
令
和
二
年
の
平
山
の
盆
綱
の
記
録
で
あ
る
。
迎
え
は
同
年
八
月
十
三
日
に
、

送
り
は
同
十
五
日
に
見
学
し
た
。
ボ
ン
ヅ
ナ
を
作
る
作
業
は
数
日
か
け
て
行
わ
れ
る
た

め
、
同
年
八
月
九
日
の
仕
上
げ
作
業
を
実
見
し
た
（
た
だ
し
工
程
の
確
認
の
た
め
、
令

和
三
年
八
月
七
日
に
補
足
調
査
を
実
施
し
た
）。

①　

準
備

　

ボ
ン
ヅ
ナ
は
橅
木
信
夫
氏
（
昭
和
二
十
六
年
生
）
が
、
高
学
年
の
子
供
た
ち
の
手
伝

い
を
受
け
な
が
ら
自
宅
で
制
作
し
て
い
る
。
橅
木
氏
が
ボ
ン
ヅ
ナ
づ
く
り
に
携
わ
る
よ

う
に
な
っ
て
か
ら
、二
十
年
く
ら
い
が
経
っ
た
と
い
う
。盆
綱
行
事
が
途
絶
え
て
し
ま
っ

て
は
い
け
な
い
と
思
い
、
他
の
人
に
誘
わ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
一
緒
に
先
輩
の
と
こ
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ろ
へ
ボ
ン
ヅ
ナ
の
作
り
方
を
習
い
に
い
っ
た
。
平
山
の
場
合
、

特
定
の
家
筋
の
人
が
ボ
ン
ヅ
ナ
を
つ
く
る
と
い
う
こ
と
は
な

く
、
で
き
る
人
や
興
味
の
あ
る
人
が
代
々
継
承
を
し
て
き
た
と

い
う
。
現
在
の
ボ
ン
ヅ
ナ
づ
く
り
は
、
橅
木
氏
に
一
任
さ
れ
て

い
る
。
八
月
に
入
る
と
子
供
た
ち
か
ら
ボ
ン
ヅ
ナ
づ
く
り
を
頼

ま
れ
る
。
依
頼
を
受
け
る
と
、
農
作
業
の
合
間
を
み
な
が
ら
少

し
ず
つ
ボ
ン
ヅ
ナ
を
作
り
始
め
る
。

　

子
供
た
ち
に
は
ボ
ン
ヅ
ナ
の
胴
体
の
綱
を
撚
る
時
に
集

ま
っ
て
も
ら
い
、
作
業
を
手
伝
っ
て
も
ら
う
。
作
業
と
し
て
は

二
～
三
時
間
ほ
ど
で
あ
る
。
こ
の
作
業
は
小
学
五
・
六
年
生
の

高
学
年
だ
け
だ
が
、
令
和
元
年
度
は
保
護
者
た
ち
の
手
も
借
り

た
。
た
だ
し
、
令
和
二
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
盆
綱
と
な
っ
た

た
め
、
子
供
た
ち
の
手
伝
い
は
受
け
ず
、
橅
木
さ
ん
が
奥
さ
ん

の
手
を
借
り
な
が
ら
す
べ
て
の
作
業
を
実
施
し
た
（
写
真
２
）。

ボ
ン
ヅ
ナ
づ
く
り
を
頼
ま
れ
る
。
依
頼
を
受
け
る

と
、
農
作
業
の
合
間
を
み
な
が
ら
少
し
ず
つ
ボ
ン

ヅ
ナ
を
作
り
始
め
る
。 

子
供
た
ち
に
は
ボ
ン
ヅ
ナ
の
胴
体
の
綱
を
撚

る
時
に
集
ま
っ
て
も
ら
い
、
作
業
を
手
伝
っ
て
も

ら
う
。
作
業
と
し
て
は
二
～
三
時
間
ほ
ど
で
あ
る
。

こ
の
作
業
は
小
学
五
・
六
年
生
の
高
学
年
だ
け
だ

が
、
令
和
元
年
度
は
保
護
者
た
ち
の
手
も
借
り
た
。

た
だ
し
、
令
和
二
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
盆
綱
と

な
っ
た
た
め
、
子
供
た
ち
の
手
伝
い
は
受
け
ず
、

橅
木
さ
ん
が
奥
さ
ん
の
手
を
借
り
な
が
ら
す
べ

て
の
作
業
を
実
施
し
た
（
写
真
２
）。 

写写真真２２  ココロロナナ禍禍ででのの密密集集・・密密接接をを避避けけたたボボ

ンンヅヅナナづづくくりり  

写写真真３３  ボボンンヅヅナナのの頭頭ををつつくくるる作作業業  

図図11  頭頭かからら胴胴部部のの製製作作工工程程（（模模式式図図））  

ボンツナの芯となる長縄を折り返して、その中間部分に藁を束ねて3か所を紐で括る（①）。束ねた藁の中

央から左右に向かって、縄をきつく巻きつけていく（②～④）。巻きつけた縄の先端を縛って固定すると、

中央部を膝で押さえつけながら左右を手前に引き付けて、少しずつ折り曲げていく（⑤）。完全に折り曲げ

たら重ねて根元になる部分を縄で束ねる（⑥）。下顎側が完成するので、同じように上顎側をつくる。下顎

側は左右2本１組の長縄を芯にして交差させながら、ここに藁束を足しながらよりをかけて綱とする（⑦・

⑧）。下顎側の綱に、上顎を重ねて仮止めし、上顎側の2本1組の長縄を芯にして下顎側の綱に添わせなが

ら藁を足して編み、上下の顎から伸びる綱を一体化させる（⑨）。 

② 

① 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ ⑧⑨

図図２２  尾尾のの製製作作工工程程（（模模式式図図））  

綱を巻き終えると（①）、芯にしていた長縄（３

組６本）を三つ編みにする（②）。縄の最後を縛

り、束ねた藁を添えてまとめ（③）、束ねた藁を

折り返してきつく縛る（④）。 

② ①③④

ボ
ン
ヅ
ナ
づ
く
り
を
頼
ま
れ
る
。
依
頼
を
受
け
る

と
、
農
作
業
の
合
間
を
み
な
が
ら
少
し
ず
つ
ボ
ン

ヅ
ナ
を
作
り
始
め
る
。 

子
供
た
ち
に
は
ボ
ン
ヅ
ナ
の
胴
体
の
綱
を
撚

る
時
に
集
ま
っ
て
も
ら
い
、
作
業
を
手
伝
っ
て
も

ら
う
。
作
業
と
し
て
は
二
～
三
時
間
ほ
ど
で
あ
る
。

こ
の
作
業
は
小
学
五
・
六
年
生
の
高
学
年
だ
け
だ

が
、
令
和
元
年
度
は
保
護
者
た
ち
の
手
も
借
り
た
。

た
だ
し
、
令
和
二
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
盆
綱
と

な
っ
た
た
め
、
子
供
た
ち
の
手
伝
い
は
受
け
ず
、

橅
木
さ
ん
が
奥
さ
ん
の
手
を
借
り
な
が
ら
す
べ

て
の
作
業
を
実
施
し
た
（
写
真
２
）。 

写写真真２２  ココロロナナ禍禍ででのの密密集集・・密密接接をを避避けけたたボボ

ンンヅヅナナづづくくりり  

写写真真３３  ボボンンヅヅナナのの頭頭ををつつくくるる作作業業  

図図11  頭頭かからら胴胴部部のの製製作作工工程程（（模模式式図図））  

ボンツナの芯となる長縄を折り返して、その中間部分に藁を束ねて3か所を紐で括る（①）。束ねた藁の中

央から左右に向かって、縄をきつく巻きつけていく（②～④）。巻きつけた縄の先端を縛って固定すると、

中央部を膝で押さえつけながら左右を手前に引き付けて、少しずつ折り曲げていく（⑤）。完全に折り曲げ

たら重ねて根元になる部分を縄で束ねる（⑥）。下顎側が完成するので、同じように上顎側をつくる。下顎

側は左右2本１組の長縄を芯にして交差させながら、ここに藁束を足しながらよりをかけて綱とする（⑦・

⑧）。下顎側の綱に、上顎を重ねて仮止めし、上顎側の2本1組の長縄を芯にして下顎側の綱に添わせなが

ら藁を足して編み、上下の顎から伸びる綱を一体化させる（⑨）。 

② 

① 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ ⑧⑨

図図２２  尾尾のの製製作作工工程程（（模模式式図図））  

綱を巻き終えると（①）、芯にしていた長縄（３

組６本）を三つ編みにする（②）。縄の最後を縛

り、束ねた藁を添えてまとめ（③）、束ねた藁を

折り返してきつく縛る（④）。 

② ①③④

図 1 　頭から胴部の製作工程（模式図）

図 2 　尾の製作工程（模式図）

写真 2 　コロナ禍での密集・密接を避け
たボンヅナづくり

写真 3 　ボンヅナの頭をつくる作業

ボンツナの芯となる長縄を折り返して、その中間部分に藁を束ねて 3か所を紐で括る（①）。束ねた藁の中央から左右

に向かって、縄をきつく巻きつけていく（②～④）。巻きつけた縄の先端を縛って固定すると、中央部を膝で押さえつ

けながら左右を手前に引き付けて、少しずつ折り曲げていく（⑤）。完全に折り曲げたら重ねて根元になる部分を縄で

束ねる（⑥）。下顎側が完成するので、同じように上顎側をつくる。下顎側は左右 2本１組の長縄を芯にして交差させ

ながら、ここに藁束を足しながらよりをかけて綱とする（⑦・⑧）。下顎側の綱に、上顎を重ねて仮止めし、上顎側の

2本 1組の長縄を芯にして下顎側の綱に添わせながら藁を足して編み、上下の顎から伸びる綱を一体化させる（⑨）。
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ボ
ン
ヅ
ナ
は
頭
か
ら
作
り
始
め
る
（
図
１
）。
ボ
ン
ヅ
ナ
全
体
の
芯
と
な
る
長
縄
の

周
り
に
藁
を
束
ね
、
そ
の
藁
束
に
き
つ
く
縄
を
巻
き
つ
け
な
が
ら
絞
っ
て
い
く
。
上
顎

と
下
顎
は
同
じ
形
に
作
っ
て
い
く
。
上
顎
と
下
顎
が
完
成
す
る
と
仮
止
め
を
し
て
ず
れ

な
い
よ
う
に
固
定
し
、
胴
体
の
製
作
に
入
る
。
胴
体
は
顎
か
ら
つ
な
が
る
三
組
六
本
の

長
縄
を
芯
に
し
て
作
る
。
芯
と
な
る
縄
の
う
ち
、
ま
ず
二
組
四
本
の
縄
に
藁
を
束
ね
て

捩
り
な
が
ら
撚
り
を
か
け
綱
を
編
ん
で
い
く
。
で
き
あ
が
っ
た
綱
は
仮
止
め
を
し
て
、

残
り
の
一
組
の
長
縄
を
芯
に
し
な
が
ら
、
同
じ
よ
う
に
藁
を
足
し
て
撚
り
を
か
け
て
綱

に
絡
ま
せ
て
太
く
す
る
。
尾
に
近
づ
く
と
藁
の
量
を
減
ら
し
て
細
く
す
る
。
綱
が
で
き

あ
が
る
と
、
三
組
六
本
の
藁
を
三
つ
編
み
に
す
る
。
そ
し
て
、
三
つ
編
み
の
最
後
の
部

分
に
藁
を
束
ね
て
折
り
返
し
、
尾
を
作
り
出
す
（
図
２
）。

　

全
体
の
形
が
で
き
あ
が
る
と
顔
の
製
作
に
う
つ
る
（
図
３
・
写
真
３
）。
上
顎
と
下

顎
の
仮
止
め
を
外
し
て
、
別
に
編
ん
で
お
い
た
縄
を
差
し
込
ん
で
舌
と
す
る
。
舌
が
抜

け
な
い
よ
う
に
正
面
の
部
分
で
上
顎
と
下
顎
を
結
ぶ
と
と
も
に
、
顔
の
下
半
分
に
あ
た

る
上
顎
・
下
顎
は
縄
を
巻
い
て
一
体
化
さ
せ
る
。
一
体
化
さ
せ
た
縄
の
最
後
は
顔
の
内

側
で
結
び
、
顔
の
中
で
舌
と
十
字
に
な
る
。
縄
を
三
つ
編
み
に
し
て
作
っ
た
角
を
二
本

取
り
つ
け
、
そ
の
付
け
根
に
は
目
を
つ
け
る
（
現
在
は
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
の
目
玉
を
代

用
）。
余
計
な
藁
を
鋏
で
取
り
除
き
、
全
体
の
形
を
整
え
て
完
成
す
る
。
完
成
し
た
ボ

ン
ヅ
ナ
は
十
三
日
ま
で
橅
木
さ
ん
の
家
で
保
管
し
て
お
く
。

　

な
お
、
八
月
に
入
る
と
子
供
た
ち
は
集
金
と
藁
あ
つ
め
を
行
っ
て
い
た
が
、
現
在
は

橅
木
氏
が
藁
を
準
備
し
て
く
れ
る
の
で
、
子
供
た
ち
は
集
金
だ
け
を
行
っ
て
い
る
。
藁

は
、
橅
木
氏
が
知
り
合
い
の
方
に
頼
ん
で
取
っ
て
お
い
て
も
ら
っ
た
も
の
を
使
用
し
て

い
る
。

②　

迎
え

　

八
月
十
三
日
の
午
後
四
時
三
十
分
、
子
供
た
ち
と
保
護
者
が
消
防
団
前
に
集
ま
っ
て

き
た
（
写
真
４
）。
例
年
で
あ
れ
ば
、
高
学
年
の
子
供
た
ち
は
集
合
す
る
前
に
橅
木
氏

宅
に
行
き
、
作
っ
て
も
ら
っ
た
ボ
ン
ヅ
ナ
を
受
け
と
る
の
だ
が
、
今
年
は
諸
事
情
に
よ

り
橅
木
氏
自
身
が
軽
ト
ラ
ッ
ク
で
届
け
る
こ

と
に
な
っ
た
。

　

届
け
ら
れ
た
ボ
ン
ヅ
ナ
は
、
地
蔵
尊
前
の

辻
に
置
か
れ
た
。
コ
ロ
ナ
の
感
染
防
止
の
た

め
、
子
供
た
ち
全
員
に
マ
ウ
ス
シ
ー
ル
ド
が

配
ら
れ
た
。
子
供
た
ち
の
服
装
は
白
の
鉢
巻

き
に
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
に
短
パ
ン
、
靴
下
、
白
の

運
動
靴
で
統
一
さ
れ
て
い
る
。
衣
装
は
盆
綱

の
た
め
に
わ
ざ
わ
ざ
揃
え
て
い
る
と
い
う
。

男
の
子
は
襷
を
か
け
て
い
る
が
、
こ
れ
も
自

前
で
揃
え
て
い
る
。
令
和
二
年
は
幼
稚
園
の

年
長
か
ら
小
学
六
年
生
ま
で
十
名
が
参
加
し

ボ
ン
ヅ
ナ
は
頭
か
ら
作
り
始
め
る
（
図
１
）。
ボ
ン
ヅ
ナ
全
体
の
芯
と
な
る
長
縄
の
周
り
に

藁
を
束
ね
、
そ
の
藁
束
に
き
つ
く
縄
を
巻
き
つ
け
な
が
ら
絞
っ
て
い
く
。
上
顎
と
下
顎
は
同

じ
形
に
作
っ
て
い
く
。
上
顎
と
下
顎
が
完
成
す
る
と
仮
止
め
を
し
て
ず
れ
な
い
よ
う
に
固
定

し
、胴
体
の
製
作
に
入
る
。胴
体
は
顎
か
ら
つ
な
が
る
三
組
六
本
の
長
縄
を
芯
に
し
て
作
る
。

芯
と
な
る
縄
の
う
ち
、
ま
ず
二
組
四
本
の
縄
に
藁
を
束
ね
て
捩
り
な
が
ら
撚
り
を
か
け
綱
を

編
ん
で
お
く
。
で
き
あ
が
っ
た
綱
は
仮
止
め
を
し
て
、
残
り
の
一
組
の
長
縄
を
芯
に
し
な
が

ら
、
同
じ
よ
う
に
藁
を
足
し
て
撚
り
を
か
け
て
綱
に
絡
ま
せ
て
太
く
す
る
。
尾
に
近
づ
く
と

藁
の
量
を
減
ら
し
て
細
く
す
る
。
綱
が
で
き
あ
が
る
と
、
三
組
六
本
の
藁
を
三
つ
編
み
に
す

る
。
そ
し
て
、
三
つ
編
み
の
最
後
の
部
分
に
藁
を
束
ね
て
折
り
返
し
、
尾
を
作
り
出
す
（
図

２
）。 

全
体
の
形
が
で
き
あ
が
る
と
顔
の
製
作
に
う
つ
る
（
図
３
・
写
真
３
）。
上
顎
と
下
顎
の
仮

止
め
を
外
し
て
、
別
に
編
ん
で
お
い
た
縄
を
差
し
込
ん
で
舌
と
す
る
。
舌
が
抜
け
な
い
よ
う

に
正
面
の
部
分
で
上
顎
と
下
顎
を
結
ぶ
と
と
も
に
、
顔
の
下
半
分
に
あ
た
る
上
顎
・
下
顎
は

縄
を
巻
い
て
一
体
化
さ
せ
る
。
一
体
化
さ
せ
た
縄
の
最
後
は
顔
の
内
側
で
結
び
、
顔
の
中
で

舌
と
十
字
に
な
る
。
縄
を
三
つ
編
み
に
し
て
作
っ
た
角
を
二
本
取
り
つ
け
、
そ
の
付
け
根
に

は
目
を
つ
け
る（
現
在
は
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
の
目
玉
を
代
用
）。余
計
な
藁
を
鋏
で
取
り
除
き
、

全
体
の
形
を
整
え
て
完
成
す
る
。
完
成
し
た
ボ
ン
ヅ
ナ
は
十
三
日
ま
で
橅
木
さ
ん
の
家
で
保

管
し
て
お
く
。 

な
お
、
八
月
に
入
る
と
子
供
た
ち
は
集
金
と
藁
あ
つ
め
を
行
っ
て
い
た
が
、
現
在
は
橅
木

氏
が
藁
を
準
備
し
て
く
れ
る
の
で
、
子
供
た
ち
は
集
金
だ
け
を
行
っ
て
い
る
。
藁
は
橅
木
氏

が
知
り
合
い
の
方
に
頼
ん
で
取
っ
て
お
い
て
も
ら
っ
た
も
の
を
使
用
し
て
い
る
。 

②

迎
え 

八
月
十
三
日
の
午
後
四
時
三
十
分
、
子
供
た
ち
と
保
護
者
が
消
防
団
前
に
集
ま
っ
て
き
た

（
写
真
４
）。
例
年
で
あ
れ
ば
、
高
学
年
の
子

供
た
ち
は
集
合
す
る
前
に
橅
木
氏
宅
に
行
き
、

作
っ
て
も
ら
っ
た
ボ
ン
ヅ
ナ
を
取
り
に
い
く

の
だ
が
、
今
年
は
諸
事
情
に
よ
り
橅
木
氏
自
身

が
軽
ト
ラ
ッ
ク
で
届
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

届
け
ら
れ
た
ボ
ン
ヅ
ナ
は
、
地
蔵
尊
前
の
辻

に
置
か
れ
た
。
コ
ロ
ナ
の
感
染
防
止
の
た
め
、

子
供
た
ち
全
員
に
マ
ウ
ス
シ
ー
ル
ド
が
配
ら

れ
た
。
子
供
た
ち
の
服
装
は
白
の
鉢
巻
き
に
、

Ｔ
シ
ャ
ツ
に
短
パ
ン
、
靴
下
、
白
の
運
動
靴
で

統
一
さ
れ
て
い
る
。
衣
装
は
盆
綱
の
た
め
に
わ

ざ
わ
ざ
揃
え
て
い
る
と
い
う
。
男
の
子
は
襷
を

か
け
て
い
る
が
、
こ
れ
も
自
前
で
揃
え
て
い
る
。

上下の顎の仮止めを外し（①）、舌となる縄を差し込み口元を

おさえる。首元は縄をきつくまいて補強する（②）。上下の顎

を一体化させるため左右それぞれ縄をまき、先端部分を頭の内

側でつなぐ。舌と直交する形になる（③）。目（現在は模造）

と角をつける（④）。頭に持ち手のロープをつける（⑤）。 

図図３３  頭頭（（カカシシララ））のの製製作作工工程程（（模模式式図図））  

① ②③

④ ⑤ 

縄を巻く範囲 

むかしはナス

をくり抜き、

ほぐしたホオ

ズキを挿して

眼とした。 

写写真真４４  出出発発すするるたためめ地地蔵蔵ののああるる辻辻にに集集まま

っったた子子供供たたちち  

図 3 　頭（カシラ）の製作工程（模式図）

写真 4 　出発するため地蔵のある辻に集
まった子供たち
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た
。
男
子
が
四
名
、
女
子
が
六
名
で
あ
っ
た
。
学
年
構
成
で
は
小
学
六
年
生
が
四
名
、

五
年
生
が
二
名
、
四
年
生
が
一
名
、
三
年
生
が
二
名
で
年
長
が
一
名
で
あ
っ
た
。
六
年

生
は
親
方
と
よ
ば
れ
、
全
体
の
指
示
を
出
す
。
本
来
で
あ
れ
ば
前
年
に
親
方
を
務
め
た

中
学
一
年
生
が
「
年
寄
株
」
と
し
て
親
方
の
サ
ポ
ー
ト
に
つ
く
が
、
去
年
は
六
年
生
が

い
な
か
っ
た
た
め
、
今
年
は
そ
の
役
を
務
め
る
子
供
を
欠
い
て
い
た
。
出
発
前
に
親
方

ら
は
湖
岸
で
花
火
を
打
ち
上
げ
る
。

　

午
後
四
時
五
十
分
、
準
備
が
整
っ
た
と
こ
ろ
で
、
六
年
生
が
「
せ
ー
の
」
と
声
を
掛

け
て
全
員
で
「
先
祖
代
々
皆
乗
れ
」
と
唱
和
し
、
出
発
と
な
っ
た
。
提
灯
持
ち
の
子
供

二
人
が
先
頭
に
立
ち
、
親
方
（
六
年
生
の
男
子
）
ら
が
大
蛇
の
頭
に
つ
け
た
ロ
ー
プ
を

持
っ
て
歩
く
。
一
番
後
ろ
も
六
年
生
（
女
子
）
で
、
体
に
尾
を
巻
き
付
け
て
歩
く
。
胴

体
部
分
は
他
の
子
供
た
ち
が
う
け
も
つ
。ゆ
っ
く
り
と
し
た
口
調
で「
仏
さ
ま
ご
ー
ざ
っ

た
」
と
唱
え
な
が
ら
、
家
の
庭
の
中
に
入
っ
て
い
く
と
、
家
の
人
が
縁
側
を
開
け
て
盆

綱
を
迎
え
る
。
家
に
よ
っ
て
は
縁
側
に
茣
蓙
を
用
意
し
て
お
く
。
そ
し
て
、
子
供
た
ち

は
語
気
を
強
め
な
が
ら
「
仏
さ
ま
ご
ー
ざ
っ
た
」
を
連
呼
し
て
縁
側
に
頭
を
叩
き
つ
け

る
（
写
真
５
）。
終
わ
る
と
親
方
が
提
灯
も
ち
に
促
し
て
頭
側
か
ら
庭
を
出
て
い
く
。

写真 5 　ボンヅナの頭を縁側に叩きつけ
る

写真 6 　新盆の家では座敷にあがり、盆
棚の前でボンヅナの頭を叩きつける

令
和
二
年
は
幼
稚
園
の
年
長
か
ら
小
学
六
年
生
ま
で
十
名
が
参
加
し
た
。
男
子
が
四
名
、
女

子
が
六
名
で
あ
っ
た
。
学
年
構
成
で
は
小
学
六
年
生
が
四
名
、
五
年
生
が
二
名
、
四
年
生
が

一
名
、
三
年
生
が
二
名
で
年
長
が
一
名
で
あ
っ
た
。
六
年
生
は
親
方
と
よ
ば
れ
、
全
体
の
指

示
を
出
す
。
本
来
で
あ
れ
ば
前
年
に
親
方
を
務
め
た
中
学
一
年
生
が
「
年
寄
株
」
と
し
て
親

方
の
サ
ポ
ー
ト
に
つ
く
が
、
去
年
は
六
年
生
が
い
な
か
っ
た
た
め
、
今
年
は
そ
の
役
を
務
め

る
子
供
を
欠
い
て
い
た
。
出
発
前
に
親
方
ら
は
湖
岸
で
花
火
を
打
ち
上
げ
る
。 

午
後
四
時
五
十
分
、
準
備
が
整
っ
た
と
こ
ろ
で
、
六
年
生
が
「
せ
ー
の
」
と
声
を
掛
け
て

全
員
で
「
先
祖
代
々
皆
乗
れ
」
と
唱
和
し
て
出
発
と
な
っ
た
。
提
灯
持
ち
の
子
供
二
人
が
先

頭
に
立
ち
、
親
方
（
六
年
生
の
男
子
）
ら
が
大
蛇
の
頭
に
つ
け
た
ロ
ー
プ
を
持
っ
て
歩
く
。

一
番
後
ろ
も
六
年
生
（
女
子
）
で
、
体
に
尾
を
巻
き
付
け
て
歩
く
。
胴
体
部
分
は
他
の
子
供

た
ち
が
う
け
も
つ
。
ゆ
っ
く
り
と
し
た
口
調
で
「
仏
さ
ま
ご
ー
ざ
っ
た
」
と
唱
え
な
が
ら
、

家
の
庭
の
中
に
入
っ
て
い
く
と
、
家
の
人
が
縁
側
を
開
け
て
盆
綱
を
迎
え
る
。
家
に
よ
っ
て

は
縁
側
に
茣
蓙
を
用
意
し
て
お
く
。
そ
し
て
、
子
供
た
ち
は
語
気
を
強
め
な
が
ら
「
仏
さ
ま

ご
ー
ざ
っ
た
」
を
連
呼
し
て
縁
側
に
頭
を
叩
き
つ
け
る
（
写
真
５
）。
終
わ
る
と
親
方
が
提
灯

写写真真６６  新新盆盆のの家家でではは座座敷敷ににああががりりここみみ、、

盆盆棚棚のの前前ででボボンンヅヅナナのの頭頭をを叩叩くく  

写写真真５５  ボボンンヅヅナナのの頭頭をを縁縁側側でで叩叩いいてて歩歩くく  

★★ソソウウラランントトウウ

迎迎ええ火火・・送送りり火火地地点点

    ★★

★★  

出出発発地地点点（（辻辻））  

巡巡行行図図  巡行図

100m
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こ
れ
を
集
落
の
す
べ
て
の
家
で
繰
り
返
し
た
。

　

新
盆
の
家
と
抜
け
盆
（
昨
年
に
新
盆
だ
っ
た
家
）
で
は
、
親
方
た
ち
が
縁
側
か
ら
座

敷
に
上
が
り
込
み
、
盆
棚
の
前
で
強
く
叩
き
つ
け
る
（
写
真
６
）。
本
来
で
あ
れ
ば
、

新
盆
の
家
で
は
子
供
た
ち
に
対
し
て
ジ
ュ
ー
ス
や
ス
イ
カ
、
お
に
ぎ
り
な
ど
の
振
る
舞

い
を
す
る
の
だ
が
、
今
年
は
コ
ロ
ナ
の
関
係
で
行
わ
な
い
こ
と
を
事
前
に
申
し
合
わ
せ

て
い
た
。
そ
の
代
わ
り
、
保
護
者
の
家
な
ど
で
適
宜
休
憩
を
と
っ
て
い
っ
た
。

　

ま
た
、
例
年
で
あ
れ
ば
地
蔵
を
祀
る
辻
の
と
こ
ろ
ま
で
戻
っ
た
と
こ
ろ
で
夕
食
を
と

る
の
だ
が
、
こ
の
年
は
途
中
で
雨
が
激
し
く
降
っ
て
き
た
た
め
、
高
台
の
家
に
着
い
た

と
こ
ろ
で
夕
食
と
な
っ
た
（
午
後
七
時
十
五
分
）。
夕
食
は
母
親
た
ち
が
手
作
り
し
て

い
た
が
、コ
ロ
ナ
の
関
係
で
今
年
は
弁
当
を
購
入
し
た
。
雨
が
あ
が
っ
て
出
発
す
る
際
、

提
灯
に
火
を
灯
し
た
。（
提
灯
の
火
は
暗
く
な
っ
た
時
に
点
け
、
決
ま
っ
た
場
所
で
点

け
る
こ
と
は
な
い
）。
途
中
で
ロ
ウ
ソ
ク
の
火
が
消
え
て
し
ま
う
た
め
、
自
転
車
で
つ

い
て
歩
く
育
成
会
の
親
た
ち
が
、
そ
の
た
び
に
火
を
灯
し
て
あ
げ
て
い
た
。

　

七
十
軒
の
家
を
す
べ
て
回
り
終
え
る
と
、
再
び
地
蔵
の
辻
ま
で
戻
っ
て
き
て
、
大
蛇

を
下
ろ
す
（
午
後
九
時
四
十
分
）。
そ
し
て
消
防
小
屋
に
ト
グ
ロ
を
巻
く
形
に
し
て
大

蛇
を
納
め
る
と
、
湖
岸
の
堤
防
へ
行
き
、
全
員
で
手
持
ち
花
火
を
楽
し
ん
だ
。

③
送
り

　

十
五
日
の
午
後
五
時
、
子
供
と
保
護
者
が
地
蔵
を
祀
る
辻
に
集
ま
っ
て
来
る
。「
迎

え
」
は
早
く
、「
送
り
」
は
ゆ
っ
く
り
（
遅
く
）
行
う
の
が
よ
い
と
さ
れ
、
送
り
の
日

は
三
十
分
く
ら
い
遅
い
時
間
帯
に
集
ま
る
。
上
級
生
は
消
防
小
屋
に
し
ま
っ
て
お
い
た

大
蛇
を
、
辻
の
地
蔵
の
と
こ
ろ
ま
で
運
び
出
し
て
伸
ば
す
。
出
発
前
に
親
方
が
湖
岸
に

出
て
花
火
を
打
ち
上
げ
る
。

　

子
供
た
ち
全
員
が
集
ま
る
と
出
発
す
る
。
ゆ
っ
く
り
と
し
た
口
調
で
「
仏
さ
ま
、
お

戻
り
だ
」
の
掛
け
声
を
全
員
で
か
け
な
が
ら
歩
き
出
し
、
十
三
日
の
迎
え
と
同
じ
ル
ー

ト
で
各
家
の
庭
の
中
に
入
っ
て
い
く
。
そ
し
て
、子
供
た
ち
は
語
気
を
強
め
な
が
ら「
仏

さ
ま
、
お
戻
り
だ
」
を
連
呼
し
て
縁
側
に
頭
を
叩
き
つ
け
る
。
迎
え
と
同
様
に
新
盆
の

家
と
抜
け
盆
の
家
で
は
、
親
方
た
ち
が
座
敷

に
上
が
り
込
み
、盆
棚
の
前
で
叩
き
つ
け
る
。

唱
え
言
の
文
言
が
異
な
る
だ
け
で
、
順
路
や

所
作
な
ど
は
迎
え
の
時
（
十
三
日
）
と
一
緒

で
あ
る
。

　

途
中
で
提
灯
に
明
か
り
を
灯
す
が
、
や
は

り
ロ
ウ
ソ
ク
の
火
が
す
ぐ
に
消
え
て
し
ま
う

た
め
、
自
転
車
で
つ
い
て
ま
わ
る
育
成
会
の

親
た
ち
が
た
び
た
び
点
火
を
し
て
あ
げ
た
。

こ
の
日
は
、
例
年
通
り
辻
の
と
こ
ろ
ま
で
き

て
夕
食
と
な
っ
た
。

　

夕
食
後
、
再
び
盆
綱
が
出
発
し
、
辻
よ
り

も
東
側
に
あ
る
家
を
め
ぐ
っ
て
い
く
。
そ
し
て
、
七
十
軒
の
家
を
す
べ
て
ま
わ
り
終
え

る
と
、
再
び
地
蔵
の
あ
る
辻
ま
で
戻
っ
て
ボ
ン
ヅ
ナ
を
下
ろ
し
た
（
写
真
７
）。
こ
の

時
に
「
先
祖
代
々
み
な
降
り
ろ
」
と
全
員
で
唱
え
、
盆
綱
行
事
は
終
了
と
な
る
。
そ
し

て
消
防
小
屋
に
大
蛇
を
納
め
、
堤
防
へ
出
て
全
員
で
花
火
を
行
っ
た
。

〔
綱
の
取
り
扱
い
〕

　

大
蛇
（
ボ
ン
ヅ
ナ
）
に
は
先
祖
が
乗
っ
て
い
る
と
認
識
さ
れ
て
お
り
、
綱
を
ま
た
い

で
は
い
け
な
い
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
現
在
は
抱
え
て
運
ん
で
い
る
が
、
か
つ
て
は
肩
に

か
け
て
担
ぐ
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。
橅
木
氏
が
盆
綱
に
参
加
し
て
い
た
頃
は
、
先
祖

を
乗
せ
て
い
る
の
だ
か
ら
「
大
切
に
し
ろ
」
と
言
わ
れ
、
肩
で
担
が
な
い
と
親
方
に
怒

ら
れ
た
と
い
う
。

　

ボ
ン
ヅ
ナ
の
始
末
に
つ
い
て
は
、
近
年
は
霞
ケ
浦
に
流
し
て
い
る
が
、
そ
れ
以
前
は

ソ
ウ
ラ
ン
ト
ウ
へ
上
が
る
坂
の
と
こ
ろ
に
ト
グ
ロ
を
巻
い
て
置
い
て
お
き
、
朽
ち
る
ま

ま
に
し
て
い
た
。
ま
た
、
燃
や
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。
令
和
二
年
は
、
送
り
の

終
了
後
に
消
防
小
屋
の
中
に
ト
グ
ロ
を
巻
い
て
置
い
て
お
い
た
。
例
年
で
あ
れ
ば
翌
日

写真 ７ 　送りをおえて地蔵の辻へ戻った
子供たち
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（
十
六
日
）
に
霞
ケ
浦
に
流
し
て
し
ま
う
が
、
今
年
は
近
年
に
な
く
長
い
大
蛇
が
完
成

し
た
た
め
、
小
美
玉
市
玉
里
史
料
館
に
寄
贈
す
る
こ
と
が
決
ま
り
、
後
日
史
料
館
に
引

き
取
ら
れ
た
。

〔
各
家
の
盆
行
事
〕

　

お
盆
前
、
日
に
ち
は
定
ま
っ
て
い
な
い
が
、
新
盆
の
家
（
仏
式
の
み
）
で
は
ト
ウ
ロ

ウ
を
立
て
る
。
マ
ケ
や
近
所
の
人
に
手
伝
っ
て
も
ら
う
。
以
前
は
一
斉
に
墓
掃
除
を
す

る
日
を
決
め
て
い
た
が
現
在
は
な
い
。

　

八
月
十
三
日
、
盆
綱
が
家
に
来
た
あ
と
、
提
灯
を
も
っ
て
先
祖
の
霊
を
迎
え
に
行
く
。

迎
え
に
行
く
の
は
、
辻
の
地
蔵
か
ら
ソ
ウ
ラ
ン
ト
ウ
へ
向
か
う
坂
を
少
し
上
が
っ
た
と

こ
ろ
ま
で
で
、
実
際
に
墓
地
ま
で
行
く
こ
と
は
な
い
。
提
灯
に
火
を
点
し
て
家
に
霊
を

迎
え
る
。
各
家
で
は
盆
棚
を
用
意
し
て
い
る
。

　

八
月
十
四
日
、
新
盆
の
親
戚
な
ど
に
行
く
。
仏
式
の
家
で
は
お
墓
参
り
に
行
く
家
も

あ
る
。

　

八
月
十
五
日
、
盆
綱
が
家
に
来
た
あ
と
、
提
灯
に
火
を
点
し
て
先
祖
の
霊
を
送
り
に
行

く
（
写
真
８
）。
辻
の
地
蔵
か
ら
坂
を
上
が
っ
た
と
こ
ろ
の
途
中
ま
で
で
、
墓
地
へ
は

行
か
な
い
。
線
香
を
手
向
け
て
提
灯
の
火
を
消
し
自
宅
に
帰
る
。
こ
の
と
き
後
ろ
を
振

り
返
っ
て
は
い
け
な
い
な
ど
と
も
い
う
。

〔
歴
史
的
変
遷
〕

　

盆
綱
に
女
子
が
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
令
和
二
年
で
三
回
目
と
な
っ
た
。

少
子
化
に
よ
っ
て
、
男
子
だ
け
で
は
維
持
で
き
な
く
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
か
つ
て
女

子
た
ち
は
、
浴
衣
姿
で
提
灯
を
持
っ
て
盆
綱
が
通
る
の
を
見
守
っ
た
そ
う
で
、
そ
の
景

色
は
た
い
へ
ん
風
情
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
今
年
は
女
子
の
参
加
が
多
か
っ
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
何
人
か
の
地
区
の
人
た
ち
は
、「
す
っ
か
り
女
の
子
の
行
事
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
」
と
呟
い
て
い
た
。

　

ボ
ン
ヅ
ナ
を
製
作
す
る
場
所
は
、
か
つ
て
は
平
山
会
館
（
集
会
所
）
の
庭
先
で
あ
っ

た
が
、
子
供
た
ち
の
人
数
が
少
な
く
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
十
年
ほ
ど
前
か
ら
は
橅
木

氏
の
家
に
集
ま
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
し
た
と
い
う
。

　

か
つ
て
、
ナ
ス
と
ホ
オ
ズ
キ
で
作
っ
た
目
は
、
巡
行
が
始
ま
る
と
す
ぐ
に
取
れ
て
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
現
在
は
実
際
の
ナ
ス
・
ホ
オ
ズ
キ
の
目
は
や
め
て
、
模
造
品
で

代
用
し
て
お
り
、
外
れ
な
い
よ
う
に
し
っ
か
り
と
固
定
し
て
い
る
。

　

ボ
ン
ヅ
ナ
は
縁
側
そ
の
も
の
が
壊
れ
る
く
ら
い
に
叩
き
つ
け
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ

の
た
め
迎
え
の
日
（
十
三
日
）
が
終
わ
る
と
、
頭
が
「
ク
タ
っ
」
と
な
っ
て
し
ま
っ
た

と
い
う
。
橅
木
氏
が
ボ
ン
ヅ
ナ
づ
く
り
を
習
っ
た
当
初
は
、
頭
と
胴
体
を
別
々
に
作
り

出
し
て
つ
な
い
で
い
た
た
め
、
巡
行
が
始
め
る
と
頭
が
す
ぐ
に
外
れ
て
し
ま
っ
た
。
迎

え
と
送
り
の
二
日
間
で
百
五
十
軒
近
い
家
を
回
る
必
要
が
あ
り
、
ボ
ン
ヅ
ナ
を
最
後
ま

で
も
た
せ
る
た
め
に
、
仕
方
な
く
一
緒
に
歩
き
な
が
ら
補
修
を
し
た
と
い
う
。
そ
の
こ

と
が
あ
っ
て
、
橅
木
氏
は
ボ
ン
ヅ
ナ
の
頭
か
ら
胴
体
ま
で
縄
を
芯
に
し
て
一
体
的
に
つ

く
る
工
夫
を
施
し
た
。
頭
と
胴
体
が
分
離
す
る
可
能
性
は
な
く
な
り
、
今
は
つ
い
て
歩

く
必
要
が
な
く
な
っ
た
。

写真 ８ 　ソウラントウへ向かう坂の途中で
線香に火を灯して「送り」をする人たち

写真 9 　ソウラントウ（盆綱がいくことは
ない）
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〔
所
見
〕

　

平
山
で
は
十
三
日
に
迎
え
を
、十
五
日
に
送
り
を
す
る
。
十
三
日
の
出
発
時
に
は「
先

祖
代
々
、
皆
乗
れ
」
と
唱
え
、
各
家
の
縁
側
に
は
「
仏
様
、
ご
ざ
っ
た
」
と
連
呼
し
な

が
ら
ボ
ン
ヅ
ナ
（
大
蛇
）
の
頭
を
縁
側
に
叩
き
つ
け
る
。
新
盆
の
家
で
は
座
敷
に
上
が

り
込
み
、盆
棚
の
前
で
叩
く
。十
五
日
に
は
何
も
唱
え
ず
に
出
発
し
、各
家
の
縁
側
に「
仏

様
、
お
戻
り
だ
」
と
連
呼
し
て
、
迎
え
と
同
様
に
ボ
ン
ヅ
ナ
を
縁
側
に
叩
き
つ
け
て
ま

わ
る
。
十
三
日
・
十
五
日
と
も
巡
行
経
路
（
家
を
ま
わ
る
順
番
）
は
同
じ
で
あ
る
。
そ

し
て
十
五
日
に
す
べ
て
の
家
を
巡
り
終
え
る
と
、
出
発
地
点
に
あ
た
る
辻
（
地
蔵
が
祀

ら
れ
て
い
る
）
に
戻
り
、「
先
祖
代
々
皆
降
り
ろ
」
と
唱
え
終
了
す
る
。
ボ
ン
ヅ
ナ
に

は
先
祖
が
乗
っ
て
い
る
と
認
識
さ
れ
て
お
り
、
綱
を
ま
た
い
で
は
い
け
な
い
と
い
う
禁

忌
も
あ
る
。
以
上
の
唱
え
ご
と
や
所
作
か
ら
判
断
し
て
、
平
山
地
区
の
盆
綱
は
仏
の
送

迎
に
伴
う
行
事
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
平
山
の
場
合
、
他
の
事
例
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
墓
地
に
先
祖
の
霊
を
迎
え

に
行
く
こ
と
は
し
な
い
。
出
発
地
点
は
集
落
内
の
辻
に
あ
た
る
場
所
で
、
地
蔵
が
祀
ら

れ
て
い
る
。
こ
こ
は
ソ
ウ
ラ
ン
ト
ウ
（
共
同
墓
地
、
写
真
９
）
へ
行
く
た
め
の
坂
の
入

口
で
も
あ
り
、
共
同
墓
地
ま
で
は
遠
く
て
行
け
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
入
口
に
あ
た
る

坂
の
と
こ
ろ
で
、
先
祖
の
霊
を
乗
せ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
解
釈
も
あ
っ
た
。
し

か
し
、ソ
ウ
ラ
ン
ト
ウ
に
平
山
の
す
べ
て
の
墓
地
が
集
約
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、

家
ご
と
に
墓
地
を
も
っ
て
い
る
例
が
散
見
さ
れ
る
。
盆
綱
の
出
発
点
が
な
ぜ
地
蔵
の
辻

な
の
か
、
そ
こ
が
先
祖
の
霊
が
乗
る
地
点
と
し
て
本
当
に
観
念
さ
れ
て
い
る
の
か
に
つ

い
て
は
、
ひ
と
ま
ず
は
見
解
を
保
留
に
し
た
い
。

　

な
お
、
盆
綱
と
は
別
に
各
家
で
は
迎
え
火
・
送
り
火
を
し
て
お
り
、
そ
の
際
に
ソ
ウ

ラ
ン
ト
ウ
に
墓
地
を
有
す
る
家
で
は
、
辻
か
ら
坂
を
少
し
上
が
っ
た
と
こ
ろ
で
、
迎
え

火
・
送
り
火
を
焚
い
て
い
た
。
盆
綱
に
よ
っ
て
先
祖
の
霊
を
迎
え
送
る
と
と
も
に
、
家

ご
と
に
も
先
祖
の
霊
を
迎
え
て
送
る
儀
礼
が
あ
り
、
仏
の
送
迎
が
二
重
に
行
わ
れ
て
い

る
点
は
、
他
の
事
例
と
も
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

〔
情
報
提
供
者
〕

　

橅
木　

信
夫
氏
（
昭
和
二
十
六
年
生
）

　

柴
﨑　

誠
氏
（
昭
和
五
十
五
年
生
）

〔
参
考
文
献
〕

玉
里
村
史
編
纂
委
員
会
編
『
玉
里
村
史
』、
玉
里
村
教
育
委
員
会
、
一
九
七
五
年

『
茨
城
県
の
地
名
』（
日
本
歴
史
地
名
体
系
八
）、
平
凡
社
、
一
九
八
二
年

玉
里
村
史
編
纂
委
員
会
編
『
玉
里
村
の
歴
史
』、
玉
里
村
・
玉
里
村
立
史
料
館
、

二
〇
〇
六
年

小
美
玉
市
玉
里
古
文
書
調
査
研
究
会
編
『
水
戸
藩
玉
里
御
留
川
―
近
世
霞
ケ
浦
の
漁

業
と
漁
民
―
』、
小
美
玉
市
玉
里
古
文
書
調
査
研
究
会
発
行
、
二
〇
一
〇
年

（
萩
谷
良
太
）
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六
　
南み
な
み

川か
わ

又ま
た

（
茨
城
町
）
の
盆
綱

〔
地
区
名
〕

　

茨
城
町
南
川
又

〔
地
区
の
概
況
〕

　

南
川
又
地
区
は
涸
沼
川
の
左
岸
に
位
置
す
る
農
村
で
あ
る
。
茨
城
町
の
北
西
端
に
あ

た
り
、
北
側
か
ら
西
側
は
笠
間
市
（
旧
友
部
町
）
に
接
し
て
い
る
。
地
区
の
南
を
画
す

る
涸
沼
川
と
、
西
側
を
画
す
る
枝
折
川
沿
い
に
水
田
地
帯
が
広
が
る
。
集
落
は
涸
沼
川

沿
い
の
水
田
地
帯
を
南
に
望
む
台
地
上
と
台
地
裾
部
か
ら
県
道
十
六
号（
大
洗
友
部
線
）

沿
い
に
展
開
し
て
い
る
。
五
十
軒
弱
の
家
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、『
茨
城
町
史
』

地
誌
編
の
記
述
を
参
照
し
な
が
ら
概
観
す
る
。

　

江
戸
時
代
は
秋
田
氏
領
の
の
ち
、
天
領
・
旗
本
領
、
さ
ら
に
宍
戸
藩
と
の
相
給
な
ど

と
な
り
明
治
時
代
を
迎
え
て
い
る
。
南
川
又
の
地
名
は
近
世
ま
で
「
川
又
村
」
で
あ
り
、

近
代
以
降
に
南
川
又
と
よ
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
川
又
の
地
名
は
、
涸
沼

川
と
枝
折
川
と
の
合
流
地
点
に
由
来
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

地
区
内
に
は
斎
宮
明
神
、
稲
荷
神
社
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
南
川
又
農
村
集
落
セ
ン

タ
ー
の
敷
地
内
に
阿
弥
陀
堂
が
あ
る
。
阿
弥
陀
堂
は
も
と
も
と
台
地
上
の
字
阿
弥
陀
に

あ
っ
た
が
、
野
火
の
た
め
類
焼
し
現
在
地
に
移
っ
た
と
さ
れ
る
。
本
尊
の
阿
弥
陀
如
来

の
半
身
が
焼
け
て
い
る
の
は
こ
の
た
め
だ
と
伝
わ
る
。
大
日
如
来
や
薬
師
如
来
の
木
像

も
安
置
さ
れ
、以
前
は「
び
し
ゃ
も
ん
様
」（
三
月
三
日
）、「
弘
法
様
」（
毎
月
二
十
一
日
）、

「
お
た
う
え
」（
六
月
七
日
）、「
数
珠
く
り
」
な
ど
の
行
事
が
あ
り
、
信
仰
の
中
心
的
な

場
所
で
あ
っ
た
。
南
川
又
の
盆
綱
は
阿
弥
陀
堂
の
前
で
作
ら
れ
、
集
落
の
巡
行
は
こ
こ

を
出
発
点
と
し
て
い
る
。

　

〔
実
施
主
体
〕

　

小
学
生
～
中
学
二
年
生
の
男
女

〔
実
施
日
〕

　

八
月
十
三
日　

盆
綱

〔
綱
の
形
状
〕

　

南
川
又
の
ボ
ン
ヅ
ナ
は
割
竹
を
芯
に
し
て
藁
を
束
ね
、
縄
を
コ
イ
ル
状
に
ま
き
つ
け

て
つ
く
ら
れ
て
い
る
（
写
真
１
）。
か
つ
て
の
ボ
ン
ヅ
ナ
は
藤
蔓
を
芯
に
し
て
い
た
と

い
う
が
、
調
査
時
点
で
は
竹
を
芯
に
し
て
作
ら
れ
て
い
た
（『
茨
城
町
史
』
地
誌
編
の

記
載
に
よ
れ
ば
、
縄
を
十
本
く
ら
い
ま
と
め
て
芯
に
し
て
い
た
時
期
も
あ
っ
た
よ
う
で

あ
る
）。
ま
た
、
昔
は
頭
の
方
を
太
く
作
り
出
し
、
尾
の
方
が
細
く
な
る
よ
う
に
作
ら

れ
て
い
た
と
い
う
。
昔
は
稲
藁
を
二
束
程
度
持
ち
寄
っ
て
も
ら
い
作
っ
て
い
た
。

　

ボ
ン
ヅ
ナ
に
は
子
供
た
ち
の
人
数
に
応
じ
て
持
ち
手
と
な
る
荒
縄
が
と
り
つ
け
ら
れ

る
。
現
在
は
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で
購
入
し
て
い
る
が
、
か
つ
て
は
縄
を
綯
っ
て
い
た
。

ボ
ン
ヅ
ナ
の
長
さ
は
お
よ
そ
四
ｍ
、
直
径
は
十

～
十
五
㎝
ほ
ど
で
あ
る
。

〔
詳
細
〕

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
り

盆
綱
が
中
止
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
令
和
三
年

度
に
予
定
さ
れ
て
い
た
現
地
調
査
を
実
施
す
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
以
下
、
平
成
二
十
三

年
（
二
〇
一
一
）
の
筆
者
調
査
時
の
記
録
を
中

心
に
報
告
を
行
い
、
最
後
に
令
和
元
年
八
月

十
三
日
に
行
わ
れ
た
現
況
調
査
時
の
記
録
を

も
っ
て
補
足
し
て
お
き
た
い
。

写真 1 　ボンヅナ（後ろの建物は阿弥陀堂）
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①
ボ
ン
ヅ
ナ
づ
く
り

　

八
月
十
三
日
の
午
前
八
時
三
十
分
、
南
川
又
農
村
集
落
セ
ン
タ
ー
の
前
に
子
供
た
ち

や
父
兄
が
集
ま
っ
て
く
る
。
集
落
セ
ン
タ
ー
建
物
前
は
広
場
に
な
っ
て
お
り
、
こ
こ
で

ボ
ン
ヅ
ナ
づ
く
り
が
行
わ
れ
る
。
セ
ン
タ
ー
の
北
側
に
は
阿
弥
陀
堂
が
あ
り
、
堂
の
前

に
は
昨
年
度
の
ボ
ン
ヅ
ナ
が
そ
の
ま
ま
と
り
置
か
れ
て
い
た
。
阿
弥
陀
堂
の
周
囲
に
は

墓
や
葬
式
小
屋
な
ど
も
あ
る
。

　

ボ
ン
ヅ
ナ
づ
く
り
に
参
加
す
る
の
は
小
学
生
か
ら
中
学
二
年
生
ま
で
の
男
女
と
親
た

ち
で
あ
る
。
二
〇
一
一
年
は
十
七
人
の
子
供
が
参
加
し
て
い
た
。
こ
の
う
ち
親
方
と
な

る
中
学
二
年
生
は
四
人
で
、
男
子
が
一
人
、
女
子
が
三
人
で
あ
っ
た
。

　

ま
ず
子
供
た
ち
は
、
用
意
さ
れ
た
藁
す
ぐ
り
を
使
っ
て
、
藁
の
ハ
カ
マ
を
と
る
作
業

を
お
こ
な
う
。
男
親
た
ち
は
阿
弥
陀
堂
前
に
置
か
れ
て
い
た
昨
年
度
の
ボ
ン
ヅ
ナ
を
み

て
大
き
さ
な
ど
を
確
認
し
、
作
業
に
と
り
か
か
る
。
芯
と
な
る
竹
を
準
備
す
る
。
切
っ

た
竹
を
軽
ト
ラ
ッ
ク
の
タ
イ
ヤ
で
踏
み
割
り
、
垂
直
方
向
に
割
く
。
そ
し
て
、
割
れ
た

竹
を
紐
で
三
ヶ
所
束
ね
て
芯
と
す
る
。
竹
を
あ
ら
か
じ
め
割
っ
て
お
く
こ
と
に
よ
り
、

ボ
ン
ヅ
ナ
を
地
面
に
強
く
た
た
き
つ
け
た
と
き
に
折
れ
る
の
を
防
ぐ
と
い
う
。
で
き
た

割
竹
を
芯
に
し
て
、
子
供
た
ち
が
選
っ
た
藁
を
束
ね
て
足
し
な
が
ら
、
縄
で
き
つ
く
巻

い
て
い
く
（
写
真
２
・
３
）。
先
端
は
大
人
が
き
つ
く
締
め
る
が
、
体
部
に
縄
を
巻
き
付

け
る
作
業
は
中
学
生
の
男
子
も
手
伝
っ
た
。
芯
と
な
る
竹
全
体
を
巻
き
終
え
る
と
、
綱

を
少
し
巻
き
戻
す
よ
う
に
し
て
留
め
、
藁
束
の
飛
び
出
し
た
部
分
を
適
当
な
長
さ
に

切
っ
て
整
え
る
。
子
供
た
ち
も
、
鋏
を
使
っ
て
余
計
な
藁
や
飛
び
出
た
縄
を
切
っ
て
形

を
整
え
る
。
こ
う
し
て
で
き
た
ボ
ン
ヅ
ナ
に
水
を
か
け
て
湿
ら
せ
、
全
体
を
密
着
さ
せ

ボ
ン
ヅ
ナ
本
体
が
完
成
す
る
。

　

続
い
て
ボ
ン
ヅ
ナ
に
取
り
付
け
る
縄
を
準
備
す
る
。
あ
ら
か
じ
め
湿
ら
せ
て
お
い
た

荒
縄
を
ボ
ン
ヅ
ナ
に
結
び
付
け
て
持
ち
手
と
す
る
。
子
供
た
ち
が
ボ
ン
ヅ
ナ
の
両
脇
に

整
列
を
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
手
を
取
り
付
け
る
間
隔
を
決
め
た
（
親
方
四
人
と
提

灯
持
ち
の
最
年
少
の
子
供
た
ち
二
人
を
除
く
た
め
、
実
際
に
ボ
ン
ヅ
ナ
を
持
つ
の
は

十
一
人
と
な
る
）。
ボ
ン
ヅ
ナ
の
頭
側
か
ら
左
右
に
分
か
れ
て
持
て
る
よ
う
に
五
ヶ
所

に
荒
縄
を
結
び
付
け
、
最
後
に
一
本
足
し
て
、
十
一
人
分
の
持
ち
手
が
完
成
し
た
。
で

き
上
っ
た
ボ
ン
ヅ
ナ
は
阿
弥
陀
堂
の
前
に
運
ん
で
安
置
を
し
て
お
く
。
こ
こ
ま
で
の
作

業
時
間
は
お
よ
そ
二
時
間
半
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

　

作
業
の
終
わ
り
に
、
親
方
の
男
子
が
、
午
後
三
時
に
集
合
す
る
こ
と
、
軍
手
・
タ
オ

ル
・
帽
子
を
持
参
す
る
こ
と
を
知
ら
せ
た
。
ま
た
、
ボ
ン
ヅ
ナ
を
ま
た
が
な
い
よ
う
に

と
注
意
を
し
た
。
ボ
ン
ヅ
ナ
を
「
ま
た
い
だ
ら
呪
わ
れ
ま
す
」
と
話
し
、
ボ
ン
ヅ
ナ
づ

く
り
は
終
了
し
解
散
し
た
。

②
巡
行

　

午
後
三
時
に
子
供
た
ち
や
親
が
集
ま
っ
て
く
る
。
服
装
は
そ
れ
ぞ
れ
で
あ
る
が
、
親

方
か
ら
言
わ
れ
た
と
お
り
ボ
ン
ヅ
ナ
を
も
つ
子
供
た
ち
は
軍
手
を
持
参
し
て
い
る
。

　

親
た
ち
は
提
灯
の
準
備
を
し
た
り
、
ボ
ン
ヅ
ナ
の
荒
縄
が
し
っ
か
り
と
結
ば
れ
て
い

る
か
を
確
認
し
て
、
午
後
三
時
半
前
に
阿
弥
陀
堂
前
の
ボ
ン
ヅ
ナ
を
持
ち
出
し
出
発
し

た
。
特
に
墓
地
を
回
っ
た
り
、
阿
弥
陀
堂
で
所
作
や
唱
え
ご
と
は
し
な
い
。
た
だ
出
発

時
に
は
「
わ
っ
し
ょ
い
、
わ
っ
し
ょ
い
、
わ
っ
し
ょ
い
」
と
唱
え
た
。「
わ
っ
し
ょ
い
」

写真 2 　割った竹を芯にして藁を束ねる

写真 3 　束ねた藁に縄を巻き付けていく
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は
歩
い
て
い
る
間
も
唱
え
続
け
る
。
行
列
の
先
頭
は
親
方
の
四
名
で
、
男
子
は
お
金
を

入
れ
て
お
く
た
め
の
袋
を
も
っ
て
い
る
。
他
の
親
方
の
女
の
子
た
ち
は
、
ボ
ン
ヅ
ナ
の

持
ち
手
が
切
れ
た
と
き
の
た
め
に
、
荒
縄
を
も
っ
て
い
る
。
ボ
ン
ヅ
ナ
の
前
に
は
提
灯

を
も
つ
子
供
が
二
人
立
つ
。ボ
ン
ヅ
ナ
を
先
頭
で
引
っ
張
る
の
は
中
学
一
年
生
で
あ
る
。

移
動
す
る
と
き
に
は
、
ボ
ン
ヅ
ナ
を
ぶ
ら
下
げ
る
よ
う
な
形
で
進
む
。
親
た
ち
も
子
供

た
ち
の
安
全
の
た
め
同
行
し
た
。

ボ
ン
ヅ
ナ
は
県
道
に
出
て
、
集
落
東
端
か
ら
順
番
に
四
十
七
軒
ほ
ど
あ
る
家
々
を

巡
っ
て
い
く
。
一
行
は
門
を
く
ぐ
っ
て
屋
敷
の
中
に
入
る
と
、
家
人
が
出
て
く
る
の
を

待
つ
。
家
人
は
玄
関
先
や
縁
側
な
ど
か
ら
、親
方
に
お
ひ
ね
り
（
金
額
は
千
円
が
多
い
）

を
渡
す
と
、
タ
イ
ミ
ン
グ
を
合
わ
せ
て
ボ
ン
ヅ
ナ
を
振
り
上
げ
て
勢
い
よ
く
下
ろ
し
、

地
面
に
激
し
く
叩
き
つ
け
る（
写
真
４
・
５
）。
こ
の
と
き
も「
わ
っ
し
ょ
い
。
わ
っ
し
ょ

い
。
わ
っ
し
ょ
い
」
と
唱
え
な
が
ら
三
回
行
う
。
ボ
ン
ヅ
ナ
が
主
屋
の
な
か
に
上
が
っ

た
り
す
る
こ
と
は
な
い
。
こ
れ
を
各
家
の
庭
で
繰
り
返
し
て
い
く
。
県
道
に
沿
っ
て
集

落
の
西
側
へ
進
み
、
そ
の
後
は
台
地
に
あ
が
っ
て
い
く
。
途
中
休
憩
を
と
り
な
が
ら
、

最
終
的
に
は
台
地
を
降
り
て
集
落
セ
ン
タ
ー
へ
戻
り
、
阿
弥
陀
堂
前
に
ボ
ン
ヅ
ナ
を
納

め
る
。
こ
の
年
は
午
後
七
時
ち
ょ
う
ど
に
終
了
し
た
。

　

ボ
ン
ヅ
ナ
を
納
め
る
と
、
集
落
セ
ン
タ
ー
で
親
方
が
集
め
た
お
金
を
分
配
す
る
。
お

金
の
分
配
も
親
方
の
大
事
な
役
割
だ
と
い
う
。

③
令
和
元
年
の
盆
綱

　

以
上
の
記
録
は
平
成
二
十
三
年
の
も
の
で
あ
る
が
、
本
調
査
事
業
開
始
年
度
の
令
和

唱
え
続
け
る
。
行
列
の
先
頭
は
親
方
の
四
名
で
、
男
子
は
お
金
を
入
れ
て
く
た
め
の
カ
バ
ン

を
下
げ
て
い
る
。
他
の
親
方
の
女
の
子
た
ち
は
、
ボ
ン
ヅ
ナ
の
持
ち
手
が
切
れ
た
と
き
の
た

め
に
、
荒
縄
を
も
っ
て
い
る
。
ボ
ン
ヅ
ナ
の
前
に
は
提
灯
を
も
つ
子
供
が
二
人
立
つ
。
ボ
ン

ヅ
ナ
を
先
頭
で
引
っ
張
る
の
は
中
学
一
年
生
で
あ
る
。
移
動
す
る
と
き
に
は
、
ボ
ン
ヅ
ナ
を

ぶ
ら
下
げ
る
よ
う
な
形
で
進
む
。
親
た
ち
も
子
供
た
ち
の
安
全
の
た
め
同
行
し
た
。 

ボ
ン
ヅ
ナ
は
県
道
に
出
て
、
集
落
東
端
か
ら
順
番
に
四
十
七
軒
ほ
ど
あ
る
家
々
を
巡
っ
て

い
く
。
一
行
は
門
を
く
ぐ
っ
て
屋
敷
の
中
に
入
る
と
、
家
人
が
出
て
く
る
の
を
待
つ
。
家
人

は
玄
関
先
や
縁
側
な
ど
か
ら
、
親
方
に
お
ひ
ね
り
（
金
額
は
千
円
が
多
い
）
を
渡
す
と
、
タ

イ
ミ
ン
グ
を
合
わ
せ
て
ボ
ン
ヅ
ナ
を
振
り
上
げ
て
勢
い
よ
く
下
ろ
し
、
地
面
に
激
し
く
叩
き

つ
け
る
（
写
真
４
・
５
）。
こ
の
と
き
も
「
わ
っ
し
ょ
い
。
わ
っ
し
ょ
い
。
わ
っ
し
ょ
い
」
と

唱
え
な
が
ら
三
回
行
う
。
ボ
ン
ヅ
ナ
が
主
屋
の
な
か
に
上
が
っ
た
り
す
る
こ
と
は
な
い
。
こ

れ
を
各
家
の
庭
で
繰
り
返
し
て
い
く
。
県
道
に
沿
っ
て
集
落
の
西
側
へ
進
み
、
そ
の
後
は
台

地
に
あ
が
っ
て
い
く
。
途
中
休
憩
を
と
り
な
が
ら
、
最
終
的
に
は
台
地
を
降
り
て
集
落
セ
ン

タ
ー
へ
戻
り
、
阿
弥
陀
堂
前
に
ボ
ン
ヅ
ナ
を
納
め
る
。
こ
の
年
は
午
後
七
時
ち
ょ
う
ど
に
終

了
し
た
。 

ボ
ン
ヅ
ナ
を
納
め
る
と
、
集
落
セ
ン
タ
ー
で
親
方
が
集
め
た
お
金
を
分
配
す
る
。
お
金
の

分
配
も
親
方
の
大
事
な
役
割
だ
と
い
う
。 

③
令
和
元
年
の
盆
綱 

 

以
上
の
記
録
は
平
成
二
十
三
年
の
も
の
で
あ
る
が
、
本
調
査
事
業
開
始
年
度
の
令
和
元
年

写写真真４４  ボボンンヅヅナナをを振振りり上上げげるる  

写写真真５５  ボボンンヅヅナナをを地地面面にに叩叩ききつつけけるる  

南南川川又又農農村村  

集集落落セセンンタターー  

写真 4 　ボンヅナを振り上げる

写真 5 　ボンヅナを地面に叩きつける
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元
年
に
現
況
確
認
と
し
て
吉
川
明
宏
氏
に
よ
る
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
、
参
考
に

記
し
て
お
く
。
令
和
元
年
は
子
供
の
数
が
少
な
く
な
り
、
親
方
と
な
る
中
学
二
年
生
は

女
子
ひ
と
り
、
小
学
生
は
六
年
生
の
男
子
一
名
と
、
一
年
生
の
女
子
二
名
の
合
計
四
名

で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
中
学
三
年
生
の
男
子
が
手
伝
い
と
し
て
参
加
し
て
い
た
。
ボ
ン

ヅ
ナ
は
四
人
で
運
ば
れ
た
た
め
、
持
ち
手
は
四
本
で
あ
っ
た
。
長
さ
は
三
メ
ー
ト
ル
ほ

ど
で
あ
っ
た
。
ボ
ン
ヅ
ナ
の
作
り
方
や
基
本
的
な
所
作
な
ど
は
以
前
と
同
じ
で
、
午
後

四
時
に
出
発
を
し
て
巡
行
し
、
午
後
六
時
過
ぎ
に
終
了
し
た
。

〔
綱
の
取
り
扱
い
〕

　

ボ
ン
ヅ
ナ
を
ま
た
い
で
は
い
け
な
い
と
い
う
禁
忌
が
あ
る
。
墓
地
な
ど
に
寄
る
こ
と

は
な
い
が
、
先
祖
の
霊
が
乗
っ
て
い
る
と
い
う
観
念
は
あ
る
よ
う
で
、
盆
綱
は
「
先
祖

が
乗
っ
て
く
る
と
い
う
意
味
で
や
っ
て
い
る
」
と
話
し
て
く
れ
た
話
者
も
い
た
。

　

昔
は
行
事
が
終
了
す
る
と
、
ボ
ン
ヅ
ナ
を
土
手
に
持
っ
て
い
っ
て
燃
や
し
た
と
い
う

こ
と
だ
が
、現
在
は
翌
年
ま
で
阿
弥
陀
堂
の
前
に
そ
の
ま
ま
置
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

翌
年
の
ボ
ン
ヅ
ナ
作
り
の
作
業
の
参
考
に
し
た
あ
と
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
で
前
年
の
も
の
は

運
び
出
さ
れ
て
余
っ
た
藁
と
一
緒
に
始
末
さ
れ
る
。

　〔
各
家
の
盆
行
事
〕

　

八
月
十
三
日
、
南
川
又
の
各
家
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
墓
地
へ
行
く
道
の
途
中
で
、
迎

え
火
の
提
灯
に
火
を
と
も
し
て
先
祖
を
迎
え
る
。

　〔
歴
史
的
変
遷
〕

　

む
か
し
は
男
子
だ
け
の
行
事
で
あ
っ
た
が
、二
十
年
前
（
二
〇
一
一
年
の
調
査
時
点
）

か
ら
女
子
も
参
加
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
か
つ
て
は
子
供
の
数
が
多
か
っ
た
た
め
、

ボ
ン
ヅ
ナ
の
長
さ
は
十
ｍ
く
ら
い
に
な
っ
た
と
い
う
。

〔
所
見
〕

　

南
川
又
の
盆
綱
は
先
祖
の
霊
を
迎
え
る
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、

墓
地
に
行
っ
た
り
す
る
こ
と
は
な
く
、
先
祖
の
迎
え
に
関
わ
る
唱
え
事
な
ど
も
な
い
。

特
徴
的
な
の
は
ボ
ン
ヅ
ナ
を
各
家
の
庭
で
激
し
く
た
た
き
つ
け
る
点
で
あ
る
。

　

な
お
、墓
地
は
出
発
点
で
あ
る
阿
弥
陀
堂
周
辺
に
比
較
的
ま
と
ま
っ
て
み
ら
れ
る
が
、

他
は
散
在
し
て
い
る
と
い
う
。

　〔
参
考
文
献
〕

　
『
茨
城
町
史
』
地
誌
編
、
茨
城
町
史
編
さ
ん
委
員
会
、
一
九
九
三
年

（
萩
谷
良
太
）
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七
　
奥お
く
の
や谷
（
茨
城
町
）
の
盆
綱
ひ
き

〔
地
区
名
〕

　

茨
城
町
奥
谷

〔
地
区
の
概
況
〕

　

涸
沼
川
の
河
岸
段
丘
上
に
位
置
す
る
。
古
く
は
水
戸
街
道
に
ほ
ど
近
い
集
落
で
あ
っ

た
。
か
つ
て
は
お
お
む
ね
稲
作
農
業
を
主
と
し
、
一
部
が
商
業
に
従
事
し
て
い
た
。
か

つ
て
は
二
百
戸
以
上
あ
っ
た
時
期
も
あ
っ
た
が
（
時
期
不
明
）、
現
在
は
入
区
し
て
い

る
戸
数
で
一
五
四
戸
で
あ
る
（
令
和
元
年
（
二
〇
一
九
）
八
月
一
日
現
在
）。

〔
実
施
主
体
〕

　

小
学
一
～
六
年
生
、
中
学
一
～
三
年
生
（
男
女
）

　

ボ
ン
ヅ
ナ
の
製
作
は
、
三
十
代
～
八
十
代
の
男
性
が
中
心
と
な
り
、
子
供
た
ち
及
び

そ
の
母
親
で
あ
る
二
十
代
～
三
十
代
女
性
が
加
わ
る
。

〔
実
施
日
〕

①　

準
備　

八
月
十
二
日　

午
前
九
時
か
ら
正
午

②　

迎
え　

八
月
十
三
日　

午
後
六
時
か
ら
午
後
八
時
三
十
分

〔
綱
の
形
状
〕

　

本
体
部
分
は
四
七
〇
㎝
、
引
き
綱
部
分
が
八
三
〇
㎝
で
あ
る
。
本
体
部
分
は
稲
藁
を

二
十
五
㎝
ほ
ど
の
太
さ
で
綯
い
な
が
ら
、
間
に
茅
を
挟
み
込
み
、
房
状
に
し
て
い
く
。

龍
の
姿
を
模
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
特
に
角
や
目
な
ど
の
装
飾
は
施
し
て
い

な
い
（
写
真
１
）。
本
体
の
先
端
か
ら
八
ｍ
超
ほ
ど
の
長
さ
の
引
き
綱
が
二
本
出
て
お

り
、
一
本
に
つ
き
約
十
人
の
子
供
が
等
間
隔
に
並
び
、
片
手
で
綱
を
持
っ
て
引
く
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
令
和
元
年
（
二
〇
一
九
）
の
本
体
部
分
の
長
さ
は
四
七
〇
㎝
で
あ
っ
た
が
、
更

科
公
護
に
よ
る
昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
）
の
報
告
に
は
「
長
さ
は
昔
は
一
〇
メ
ー
ト

ル
以
上
も
あ
っ
た
が
、現
在
は
三
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
で
あ
る
」（
更
科
論
文
、一
九
六
七
年
、

五
十
五
頁
）
と
あ
る
。
十
ｍ
を
超
え
た
時
期
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
特
筆
に
値
す
る

が
、
一
方
で
子
供
の
数
が
多
か
っ
た
一
九
六
〇
年
代
に
は
現
在
よ
り
も
短
い
ボ
ン
ヅ
ナ
を

製
作
し
て
い
た
こ
と
か
ら
も
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
、
単
純
に
綱
を
引
く
子
供
の
数
に
よ
っ

て
ボ
ン
ヅ
ナ
の
長
さ
が
決
ま
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

〔
詳
細
〕

①　

準
備

　

八
月
三
日
に
、材
料
採
取
を
行
う
。
藁
は
お
願
い
し
て
い
る
農
家
に
も
ら
い
に
行
き
、

茅
萱
は
集
落
内
で
採
取
す
る
。
並
行
し
て
寄
付
を
集
め
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
八
月

写真 1 　ボンヅナの本体

写真 2 　ボンヅナの製作
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十
三
日
ま
で
に
、
各
家
か
ら
五
百
円
ず
つ
集
め
て
お
く
。

　

ボ
ン
ヅ
ナ
の
製
作
は
八
月
十
二
日
に
行
う
。
高
齢
者
ク
ラ
ブ
の
長
老
の
指
導
を
受
け

な
が
ら
、
高
齢
者
ク
ラ
ブ
、
竹
根
の
会
（
子
供
育
成
会
Ｏ
Ｂ
の
組
織
）、
子
供
育
成
会

が
製
作
に
あ
た
る
（
写
真
２
）。
子
供
た
ち
は
茅
萱
と
稲
藁
を
整
形
し
て
束
に
す
る
作

業
を
行
う
。
昭
和
五
十
九
年
（
一
九
八
四
）
の
中
断
ま
で
は
、
準
備
が
終
了
し
た
後
中

学
三
年
生
が
ボ
ン
ヅ
ナ
の
番
と
し
て
公
民
館
に
宿
泊
し
て
い
た
。

　

な
お
、
昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
）
の
報
告
で
は
、
ボ
ン
ヅ
ナ
の
製
作
は
十
一
日

に
お
こ
な
っ
て
お
り
、「
子
供
た
ち
は
ロ
ー
ソ
ク
を
点
じ
て
交
代
し
な
が
ら
二
晩
寝
ず

の
番
を
す
る
」（
傍
点
引
用
者
）
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
更
科
、前
掲
論
文
、五
十
六
頁
）。

②　

迎
え　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

八
月
十
三
日
午
後
六
時
に
子
供
た
ち
が
御
霊
神
社
に
集
合
し
、
中
学
三
年
生
を
先
頭

に
、
小
学
一
年
生
ま
で
二
列
で
整
列
す
る
。
中
学
三
年
生
は
、
提
灯
を
持
っ
て
先
導
す

る
役
を
担
う
。
子
供
育
成
会
の
担
当
者
（
自
身
も
小
学
生
の
子
供
を
も
つ
）
が
音
頭
を

と
っ
て
掛
け
声
の
練
習
と
準
備
運
動
（
伸
脚
、屈
伸
）
を
行
う
。
参
加
は
二
十
一
人
（
男

十
三
人
、
女
八
人
）。
衣
装
は
私
服
、
頭
に
は
白
い
ハ
チ
マ
キ
を
し
め
、
軍
手
を
す
る
。

か
つ
て
は
出
発
前
に
ボ
ン
ヅ
ナ
に
水
を
か
け
て
い
た
が
（
更
科
、
前
掲
論
文
、
五
十
六

頁
）、
現
在
は
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
し
て
い
な
い
。

　

午
後
六
時
三
十
分
に
御
霊
神
社
を
ス
タ
ー
ト
し
、
引
き
綱
を
子
供
た
ち
が
引
き
な
が

ら
桜
ヶ
丘
霊
園
ま
で
走
る
。
墓
地
の
前
で
「
仏
さ
ん
の
道
は
糸
よ
り
細
い
」
と
歌
っ
た

（
写
真
３
）
後
に
、
墓
地
に
ボ
ン
ヅ
ナ
を
引
き
入
れ
、「
オ
ノ
リ
ナ
ン
シ
ョ
」
の
掛
け
声

で
先
祖
を
ボ
ン
ヅ
ナ
に
「
乗
せ
る
」（
写
真
４
）。
道
を
挟
ん
だ
墓
地
で
も
同
じ
こ
と
を

繰
り
返
す
。
そ
の
後
、
集
落
の
端
に
あ
る
奥
谷
共
同
墓
地
ま
で
走
り
、
同
様
に
先
祖
を

乗
せ
る
。

　

上
記
三
か
所
で
先
祖
を
乗
せ
た
後
は
、
集
落
の
道
を
走
っ
て
巡
行
す
る
（
写
真
５
）。

速
度
は
小
学
生
の
全
速
力
に
合
わ
せ
る
た
め
、
脱
落
者
も
出
る
。
中
高
年
の
大
人
た
ち

写真 3 　墓地の前で歌う

写真 5 　ボンヅナを引く

写真 4 　先祖を乗せる

写真 6 　迎え火
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は
つ
い
て
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
途
中
の
道
を
端
折
る
場
合
も
あ
る
。
車
の
通

行
量
の
多
い
道
で
あ
る
た
め
、
周
囲
で
育
成
会
・
竹
根
の
会
メ
ン
バ
ー
が
片
側
通
行
止

め
の
差
配
を
す
る
。
列
の
後
ろ
か
ら
救
護
車
と
消
防
団
の
消
防
車
が
追
走
す
る
。
こ
の

間
、
掛
け
声
は
基
本
的
に
ず
っ
と
「
わ
っ
し
ょ
い
」
と
声
を
合
わ
せ
て
い
る
。

　

沿
道
の
各
家
で
は
、ボ
ン
ヅ
ナ
が
近
づ
く
と
歩
道
上
で
藁
に
火
を
つ
け
て
迎
え
火（
写

真
６
）
と
し
、
ボ
ン
ヅ
ナ
の
前
を
走
っ
て
い
る
提
灯
を
持
っ
た
中
学
生
が
迎
え
火
を
蹴

る
。
そ
の
際
、
完
全
に
消
え
る
ま
で
蹴
り
続
け
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
時
間
の
都
合
で
完

全
に
消
す
こ
と
な
く
二
～
三
度
蹴
る
だ
け
に
止
め
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
迎
え
火
を
蹴

る
仕
草
に
つ
い
て
は
「
先
祖
が
家
に
帰
っ
て
き
た
合
図
」
と
説
明
さ
れ
る
。

　

新
盆
の
家
の
前
を
通
る
時
は
、
止
ま
る
こ
と
は
な
い
も
の
の
、
走
る
速
度
を
や
や
緩

め
、「
オ
ー
リ
ナ
ン
シ
ョ（
お
降
り
な
ん
し
ょ
）」と
声
を
揃
え
る
。令
和
元
年（
二
〇
一
九
）

の
盆
綱
で
は
、十
二
軒
が
新
盆
で
あ
っ
た
。
集
落
の
ウ
エ
（
西
側
）
を
ま
わ
っ
た
後
に
、

午
後
七
時
十
分
頃
い
っ
た
ん
御
霊
神
社
に
戻
り
休
憩
す
る
。
保
護
者
や
育
成
会
な
ど
に

よ
っ
て
麦
茶
な
ど
が
振
舞
わ
れ
る
。
休
憩
後
は
シ
タ
（
東
側
）
を
ま
わ
り
、
涸
沼
川
の

高
橋
ま
で
到
着
し
た
と
こ
ろ
で
終
了
と
な
る
。
全
員
で
御
霊
神
社
に
戻
っ
て
か
ら
解
散

す
る
。
子
供
た
ち
に
は
参
加
賞
と
し
て
図
書
カ
ー
ド
が
分
け
ら
れ
る
。

〔
綱
の
取
扱
い
〕

　

移
動
は
、
本
体
部
分
は
地
面
に
置
い
て
、
引
き
綱
で
引
っ
張
り
、
引
き
ず
る
よ
う
な

形
で
動
か
す
。
集
落
の
面
積
が
広
い
こ
と
も
あ
り
、
基
本
的
に
は
小
学
生
が
全
速
力
で

走
る
く
ら
い
の
速
度
で
集
落
を
ま
わ
る
。
そ
の
た
め
、
行
事
の
終
了
後
に
は
あ
る
程
度

擦
り
傷
な
ど
が
で
き
、
全
体
的
に
摩
耗
し
た
状
態
に
な
っ
て
い
る
。

　

ボ
ン
ヅ
ナ
の
扱
い
に
つ
い
て
、
昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
）
の
時
点
で
は
子
供
た

ち
は
「
盆
綱
を
跨
ぐ
よ
う
な
こ
と
は
絶
対
に
し
な
い
」（
更
科
、前
掲
論
文
、五
十
六
頁
）

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
禁
忌
事
項
な
ど
は
特
に
言
わ
れ
て
い
な
い
。

〔
各
家
の
盆
行
事
〕

　

新
盆
の
家
で
は
、
ボ
ン
ヅ
ナ
が
家
の
前
を
通
る
の
に
先
立
ち
、
迎
え
火
を
焚
く
。

〔
歴
史
的
変
遷
〕

　

盆
綱
が
い
つ
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
か
は
長
老
に
聞
い
て
も
定
か
で
は
な
い
。「
今
生

き
て
い
れ
ば
一
二
〇
歳
を
超
え
る
人
」
が
子
供
の
時
に
は
す
で
に
今
と
同
じ
よ
う
な
形

で
実
施
し
て
い
た
と
い
う
話
を
聞
い
て
い
る
。
聞
き
取
り
に
よ
れ
ば
、
昔
（
時
期
不

詳
）
は
ボ
ン
ヅ
ナ
を
龍
に
見
立
て
て
角
を
立
て
て
い
た
と
い
う
が
、
話
者
の
直
接
の
経

験
で
は
、
角
や
目
な
ど
の
装
飾
を
施
し
て
い
た
時
期
は
な
い
と
い
う
。
昭
和
五
十
九
年

（
一
九
八
四
）
に
中
断
す
る
ま
で
は
、
ル
ー
ト
も
御
霊
神
社
を
ス
タ
ー
ト
し
て
、
最
初

に
ウ
エ
の
共
同
墓
地
に
向
か
う
ル
ー
ト
で
あ
っ
た
。
中
学
三
年
生
が
ボ
ン
ヅ
ナ
の
番
を

し
て
一
泊
す
る
こ
と
も
、
終
了
後
に
ボ
ン
ヅ
ナ
を
高
橋
か
ら
川
に
流
す
こ
と
も
、
当
時

の
習
慣
で
あ
っ
た
。
そ
の
時
期
ま
で
は
、
ボ
ン
ヅ
ナ
の
製
作
以
外
で
は
ほ
と
ん
ど
大
人

の
力
を
借
り
る
こ
と
は
な
く
、
す
べ
て
子
供
た
ち
だ
け
で
運
営
し
て
い
た
。
新
盆
の
家

が
ど
こ
で
あ
る
か
も
中
学
三
年
生
が
事
前
に
把
握
し
て
運
営
し
て
い
た
。
参
加
は
男
の

子
の
み
で
女
性
は
全
く
関
わ
ら
な
か
っ
た
。昭
和
五
十
九
年
ま
で
は
参
加
賞
は
現
金
で
、

し
か
も
中
学
三
年
生
に
分
配
の
権
利
が
あ
っ
た
た
め
、
ほ
と
ん
ど
を
中
学
三
年
生
が
持

ち
帰
っ
た
と
い
う
。

　

昭
和
五
十
九
年
の
盆
綱
で
、
参
加
し
て
い
た
子
供
が
自
動
車
と
接
触
す
る
事
故
が
あ

り
、
盆
綱
行
事
が
取
り
や
め
ら
れ
た
。
盆
綱
に
参
加
し
た
最
後
の
世
代
が
親
に
な
り
、

子
供
育
成
会
の
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
た
頃
に
、
盆
綱
を
再
開
し
た
い
と
い
う
機
運
が
高
ま

り
、
子
供
育
成
会
の
主
導
で
平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
）
に
盆
綱
が
再
開
し
た
。
再
開

に
あ
た
っ
て
は
、
ル
ー
ト
を
変
更
し
て
御
霊
神
社
か
ら
す
ぐ
に
大
通
り
に
出
る
の
で
は

な
く
、先
に
桜
ヶ
丘
霊
園
に
行
っ
て
か
ら
ウ
エ
の
共
同
墓
地
に
向
か
う
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
た
、
中
学
生
三
年
生
が
全
て
を
取
り
仕
切
る
（
そ
の
代
わ
り
に
分
け
前
も
持
っ
て
い

く
）
ス
タ
イ
ル
で
は
な
く
、
最
初
か
ら
最
後
ま
で
子
供
育
成
会
が
主
導
す
る
形
に
な
っ

た
の
も
、
女
子
が
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
、
再
開
後
の
こ
と
で
あ
る
。
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か
つ
て
は
男
の
子
供
だ
け
で
六
十
人
か
ら
七
十
人
ほ
ど
が
綱
を
引
い
て
お
り
、
道
を

二
車
線
と
も
通
行
止
め
に
し
て
道
い
っ
ぱ
い
に
広
が
っ
て
い
た
。
ま
た
、
小
学
四
年
生

以
上
だ
け
が
綱
を
引
き
、
ま
た
中
学
生
が
大
将
と
し
て
引
っ
張
っ
て
い
た
た
め
、
今
よ

り
も
走
る
ス
ピ
ー
ド
が
早
く
、
常
に
全
速
力
で
走
っ
て
い
た
。

　

最
近
は
、
参
加
す
る
子
供
の
数
が
急
減
し
て
お
り
、
こ
の
年
も
そ
の
前
年
と
比
べ
て

該
当
す
る
子
供
が
五
人
も
減
っ
て
い
た
。
低
学
年
に
な
る
に
従
っ
て
数
は
減
っ
て
い
る

た
め
、
そ
の
後
も
減
少
し
続
け
る
見
通
し
で
あ
る
。
子
供
だ
け
で
綱
を
引
く
の
は
ほ
ぼ

限
界
に
近
づ
い
て
お
り
、
来
年
も
盆
綱
が
で
き
る
か
ど
う
か
、
と
い
う
の
が
現
実
的
な

悩
み
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

〔
所
見
〕

　

集
落
の
範
囲
自
体
が
非
常
に
広
大
で
あ
る
た
め
、
約
九
十
分
に
わ
た
り
終
始
走
っ
て

巡
回
す
る
形
に
な
る
。子
供
た
ち
も
体
力
勝
負
の
行
事
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
よ
う
で
、

運
動
の
得
意
な
子
供
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
形
に
な
る
。
こ
の
点
は
奥
谷
な

ら
で
は
の
特
徴
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

ま
た
、
不
慮
の
事
故
に
よ
る
中
断
を
経
て
再
開
し
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
が
、
中
断

の
前
後
で
ほ
ぼ
子
供
た
ち
任
せ
で
運
営
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
育
成
会
の
主
催
に
よ
る

も
の
へ
と
変
化
し
た
こ
と
も
興
味
深
い
。

〔
情
報
提
供
者
〕

　

鬼
沢　

洋
一
さ
ん
（
昭
和
二
十
四
年
生
ま
れ
）

〔
参
考
文
献
〕

　

更
科
公
護
「
盆
綱
引
き
の
意
義
」（『
茨
城
県
史
研
究
』
第
七
号
）
一
九
六
七
年

（
塚
原　

伸
治
）

●
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八
　
金か
ね
あ
げ上
（
行
方
市
三み

わ和
）
の
盆
綱

　

三
和
金
上
に
お
い
て
は
、
令
和
二
、三
年
と
も
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
た
め
、

盆
綱
行
事
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
聞
き
書
き
に
よ
っ
て
確
認
で
き
た
内
容

な
ら
び
に
行
方
市
教
育
委
員
会
を
通
じ
て
ご
提
供
い
た
だ
い
た
画
像
、動
画
デ
ー
タ（
令

和
元
年
八
月
十
三
日
撮
影
）
に
基
づ
い
て
報
告
す
る
。

〔
地
区
名
〕

　

行
方
市
三
和
金
上
地
区

〔
地
区
の
概
況
〕

　

三
和
金
上
地
区
は
、
霞
ケ
浦
湖
畔
に
近
い
一
班
、
二
班
と
、
西
側
の
山
側
に
入
っ
た

場
所
に
位
置
す
る
三
班
か
ら
構
成
さ
れ
、
戸
数
は
一
班
と
二
班
が
三
十
三
軒
で
、
三
班

は
十
三
軒
で
あ
る
。
地
区
と
し
て
は
一
班
が
古
く
、
そ
こ
か
ら
家
が
増
加
し
て
二
班
が

形
成
さ
れ
、
更
に
三
班
が
形
成
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

同
地
区
は
霞
ケ
浦
湖
畔
に
形
成
さ
れ
た
集
落
で
、
船
に
よ
る
流
通
と
も
関
わ
り
が
あ

る
。
金
上
の
集
落
名
は
、
鍛
冶
が
行
わ
れ
て
い
た
地
区
で
あ
っ
た
か
ら
と
す
る
話
も
聞

か
れ
る
。
集
落
に
は
、
四
Ｈ
ク
ラ
ブ
（
戦
後
全
国
的
に
設
け
ら
れ
た
農
業
者
を
中
心
と

す
る
青
年
の
集
ま
り
）、
青
年
会
、
婦
人
会
、
子
供
会
、
子
供
育
成
会
な
ど
が
構
成
さ

れ
て
い
る
。

　

集
落
で
住
民
が
集
合
し
協
議
の
場
と
な
る
の
は
、元
旦
の
ハ
ツ
サ
ン
カ
イ
（
初
参
会
。

金
上
農
村
集
落
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
る
。
同
施
設
は
旧
小
学
校
校
舎
）、
二
月
八
日
の

サ
ン
ド
ウ
サ
イ
（
祭
頭
祭
）、
六
月
十
五
日
の
タ
チ
モ
ミ
（
太
刀
揉
。
巨
大
な
木
刀
を

造
り
高
貴
神
社
に
奉
納
す
る
夏
の
厄
払
い
行
事
。
小
学
生
男
子
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
）

で
あ
る
多
く
の
家
が
臨
済
宗
自
性
寺
の
檀
家
で
あ
る
。
自
性
寺
は
檀
家
が
六
百
戸
を
超

え
る
大
寺
で
あ
る
。
墓
地
は
、
集
落
神
社
の
高
貴
神
社
（
祭
神
、
タ
カ
ム
ス
ビ
ノ
カ
ミ
、

タ
ケ
ハ
ヤ
ス
サ
ノ
オ
ノ
カ
ミ
、
オ
オ
モ
ノ
ヌ
シ

ノ
カ
ミ
）
の
背
後
に
共
同
墓
地
が
あ
り
、
こ
こ

を
盆
綱
行
事
の
起
点
と
す
る
。
も
う
一
つ
、
比

較
的
新
し
い
共
同
墓
地
が
山
側
（
道
祖
神
遺
跡

側
）
に
も
あ
る
。

　

約
二
十
年
前
ま
で
共
同
墓
地
で
は
土
葬
が

行
わ
れ
て
い
た
。
ロ
ク
シ
ャ
ク
（
墓
穴
掘
り
の

役
目
の
者
）
が
二
ｍ
程
の
深
さ
の
墓
穴
を
掘

り
、
そ
こ
に
埋
葬
し
、
印
と
し
て
太
さ
が
一
尺

程
も
あ
る
木
の
角
塔
婆
を
建
て
て
い
た
。
土
葬

の
時
点
で
は
石
塔
墓
は
建
て
て
い
な
か
っ
た

と
言
う
。
火
葬
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
各
家
で
代
々
墓
を
建
て
、
火
葬
骨
を
カ

ロ
ー
ト
に
納
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

共
同
墓
地
の
現
況
を
確
認
す
る
と
、
砂
を
含
ん
だ
土
壌
で
あ
り
、
盛
り
土
に
花
が
供

え
ら
れ
た
土
葬
跡
が
多
数
あ
り
、
一
部
に
先
祖
代
々
と
印
し
た
石
塔
や
、
カ
ロ
ー
ト
付

き
の
石
塔
墓
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。古
く
な
り
横
倒
し
と
な
っ
た
角
塔
婆
も
見
ら
れ
る
。

墓
地
の
中
央
に
は
、
石
組
み
が
設
け
ら
れ
、
こ
こ
に
ボ
ン
ヅ
ナ
が
巻
き
付
け
ら
れ
る
。

〔
実
施
主
体
〕

　

ボ
ン
ヅ
ナ
の
製
作
は
、
子
供
会
役
員
の
男
性
と
初
盆
の
家
の
男
性
で
行
う
。

　

ボ
ン
ヅ
ナ
を
運
ぶ
の
は
、
現
在
は
小
学
一
年
生
か
ら
六
年
生
の
男
女
で
あ
る
。
元
は

男
児
の
み
で
あ
っ
た
が
、
子
供
が
少
な
く
な
っ
た
た
め
、
初
参
会
で
協
議
し
て
女
児
も

加
え
る
こ
と
に
し
た
。

〔
実
施
日
〕

　

ボ
ン
ヅ
ナ
の
製
作
は
八
月
十
日
に
行
う
。八
月
十
三
日
の
迎
え
に
ボ
ン
ヅ
ナ
を
出
す
。

十
五
日
の
送
り
に
は
行
事
は
行
わ
れ
な
い
。

写真 1 　現在のボンヅナの形状
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〔
綱
の
形
状
〕

　

太
さ
十
五
㎝
、
長
さ
三
ｍ
程
の
綱
を
左
綯
で

な
っ
た
綱
を
束
ね
て
作
り
、
子
供
が
持
ち
上
げ
地

面
に
叩
き
付
け
る
た
め
の
短
い
綱
を
子
供
の
人
数

分
付
け
る
。
材
料
は
す
べ
て
藁
で
、
麻
縄
な
ど
は

使
わ
な
い
。
現
在
の
ボ
ン
ヅ
ナ
に
は
、
芯
に
成
る

竹
や
杉
の
丸
太
な
ど
は
用
い
ら
れ
て
お
ら
ず
、
自

由
に
曲
が
る
形
状
で
あ
る
（
写
真
１
）。
し
か
し

な
が
ら
、
以
前
撮
影
さ
れ
た
写
真
で
は
、
子
供
た

ち
が
肩
に
担
い
で
ボ
ン
ヅ
ナ
を
運
ん
で
お
り
、
当

時
は
何
ら
か
の
芯
材
が
用
い
ら
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。

〔
綱
の
取
り
扱
い
〕

　

か
つ
て
は
綱
を
横
か
ら
縛
る
こ
と
も
な
か
っ
た
た
め
、
曳
い
て
い
る
間
に
切
れ
や
す

く
、
切
れ
る
と
そ
の
場
で
修
理
し
て
い
た
。
か
け
声
に
も
「
切
れ
た
ら
つ
な
げ
」
の
言

葉
が
あ
る
。
綱
に
つ
い
て
の
禁
忌
は
聞
か
れ
な
い
。
完
成
し
た
綱
は
、
共
同
墓
地
の
石

組
み
に
時
計
回
り
に
巻
き
付
け
て
お
く
（
写
真
２
）。

〔
詳
細
〕

①　

準
備　

　

か
つ
て
は
八
月
十
日
、
現
在
は
八
月
十
三
日
に
盆
綱
に
参
加
す
る
集
落
の
子
供
た
ち

と
子
供
会
役
員
の
男
性
及
び
初
盆
宅
の
男
性
が
高
貴
神
社
に
集
合
し
て
ボ
ン
ヅ
ナ
を
製

作
す
る
。
藁
を
日
曜
日
に
前
も
っ
て
集
め
て
お
く
。
ボ
ン
ヅ
ナ
の
長
さ
は
、
そ
の
年
に

参
加
す
る
子
供
の
数
で
変
わ
っ
て
く
る
。近
年
は
少
な
く
な
っ
て
き
た
の
で
、短
く
な
っ

て
い
る
。
綱
に
つ
い
て
の
禁
忌
は
聞
か
れ
な
い
。
完
成
し
た
綱
は
、
共
同
墓
地
の
石
組

み
に
巻
き
付
け
て
お
く
。
以
下
は
、
令
和
元
年
八
月
十
日
の
記
録
に
基
づ
く
。

　

こ
の
年
は
、
八
月
十
三
日
の
午
後
一
時
頃
、
高
倉
神
社
の
境
内
に
子
供
た
ち
が
集
ま

り
、
大
人
の
指
導
の
下
で
、
ボ
ン
ヅ
ナ
を
製
作
し

た
。
集
め
た
藁
を
千
歯
扱
き
で
す
い
て
き
れ
い
に
揃

え
る
（
写
真
３
）。
揃
え
た
藁
を
水
で
湿
ら
せ
て
木

槌
で
叩
い
た
り
（
写
真
４
）
圧
搾
機
で
押
し
た
り
し

て
（
写
真
５
）、
縄
に
綯
い
や
す
い
よ
う
に
繊
維
を

柔
ら
か
く
す
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
子
供
の
手
作

業
で
行
う
。
揃
え
ら
れ
柔
ら
か
く
な
っ
た
藁
を
、
大

人
た
ち
が
五
㎝
程
の
太
め
の
綱
に
綯
っ
て
ゆ
く
。
ま

た
、
引
き
上
げ
る
為
の
細
い
縄
を
子
供
た
ち
が
大
人

の
指
導
を
受
け
な
が
ら
綯
う
。
太
め
の
綱
三
本
を
撚

り
合
わ
せ
て
、
ボ
ン
ヅ
ナ
の
本
体
部
分
と
す
る
（
写

真
６
）。
本
体
に
は
子
供
た
ち
が
持
ち
上
げ
る
た
め

の
細
い
縄
を
結
ん
で
ゆ
く
。
胴
体
部
分
の
ほ
か
、
先

端
部
分
と
末
端
部
分
に
も
細
い
縄
を
結
ぶ
。
約
一
時

間
で
ボ
ン
ヅ
ナ
が
完
成
す
る
が
、
こ
れ
を
子
供
た
ち

が
神
社
の
境
内
で
一
度
引
き
上
げ
て
地
面
に
叩
き

付
け
、
本
番
の
練
習
と
す
る
（
写
真
７
）。
そ
の
後
、

子
供
た
ち
は
細
縄
で
ボ
ン
ヅ
ナ
を
脛
ほ
ど
の
高
さ

に
持
ち
上
げ
て
、
共
同
墓
地
に
運
び
、
墓
地
中
央
の

石
組
み
の
周
り
を
反
時
計
回
り
に
三
回
回
り
（
写
真

８
）、
ボ
ン
ヅ
ナ
を
地
面
に
降
ろ
し
て
解
散
す
る
。　

②　

迎
え

　

八
月
十
三
日
の
午
後
一
時
頃
か
ら
共
同
墓
地
に

子
供
た
ち
が
集
合
し
、
二
時
に
出
発
す
る
。
子
供
た

ち
の
服
装
は
、
現
在
は
、
学
校
の
体
育
の
授
業
で
着

用
す
る
ジ
ャ
ー
ジ
な
ど
だ
が
、
か
つ
て
は
新
品
の

写真 2 　共同墓地に置かれた綱

写真 3 　千歯扱きで藁を揃える写真 4 　木槌で藁を柔らかくする写真 5 　藁を圧搾する
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真
っ
白
い
ラ
ン
ニ
ン
グ
シ
ャ
ツ
と
短
パ
ン
に
、
同
じ

く
白
い
鉢
巻
き
を
締
め
て
行
っ
た
。
小
学
校
の
運
動

会
も
そ
う
で
あ
る
が
、
ハ
レ
の
日
な
の
で
、
子
供
な

り
に
正
装
し
た
と
の
説
明
が
聞
か
れ
た
。

　

共
同
墓
地
近
く
の
湖
畔
寄
り
の
家
か
ら
ま
わ
り

始
め
、
地
図
の
順
路
で
、
一
班
、
二
班
と
ま
わ
り
、

少
し
離
れ
た
三
班
に
は
車
で
移
動
す
る
。
各
家
に
着

く
と
庭
先
に
ボ
ン
ヅ
ナ
を
運
び
入
れ
、
ま
ず
、
家
の

方
に
挨
拶
し
て
お
金
を
納
め
て
も
ら
う
（
写
真
９
）。

そ
れ
ぞ
れ
の
家
で
は
、
庭
か
ら
盆
棚
か
ら
見
通
せ
る

よ
う
縁
側
の
戸
を
開
け
放
し
て
お
く
。
ボ
ン
ヅ
ナ
を

そ
の
近
く
ま
で
運
び
入
れ
る
と
、
勢
い
よ
く
綱
を
持

ち
上
げ
て
は
地
面
に
叩
き
付
け
る
（
写
真
10
、
写
真

11
）。
綱
を
持
ち
上
げ
、
叩
き
付
け
る
タ
イ
ミ
ン
グ

に
合
わ
せ
て
「
や
ん
さ
の
ボ
ン
ヅ
ナ
、
切
れ
た
ら
つ

な
げ
、
じ
ー
さ
ん
、
ば
ー
さ
ん
乗
せ
て
来
た
」
と
か

け
声
を
掛
け
る
。
ボ
ン
ヅ
ナ
は
家
の
中
に
は
差
し
込

ま
な
い
。
家
々
で
は
盆
棚
を
設
け
て
い
る
が
、
盆
棚

に
対
す
る
儀
礼
も
な
い
。
新
盆
宅
も
同
様
で
あ
る
。

　

家
々
で
は
、
子
供
た
ち
に
対
し
て
、
お
金
と
お
菓

子
を
与
え
る
。
新
盆
宅
で
は
多
め
に
お
金
を
渡
す

（
千
円
程
度
）。
お
金
は
、か
つ
て
は
、六
年
生
の
リ
ー

ダ
ー
が
集
め
、
学
齢
に
応
じ
て
金
額
を
調
整
し
て
分

配
し
た
が
、
現
在
は
公
平
に
分
け
て
い
る
。

　

す
べ
て
の
家
を
ま
わ
り
終
わ
る
と
、
共
同
墓
地
に

戻
っ
て
再
び
石
組
み
に
綱
を
巻
き
付
け
て
行
事
を

終
え
る
。
か
つ
て
は
、
帆
津
倉
集
落
と
の
境
界
の
溝

に
綱
を
送
っ
て
放
置
し
て
い
た
と
さ
れ
、
令
和
元
年

度
も
そ
の
場
所
に
綱
を
投
げ
込
ん
で
放
置
し
て
い

る
（
写
真
12
、
写
真
13
）。

〔
各
家
の
盆
行
事
〕

　

各
家
で
は
八
月
に
入
っ
て
墓
掃
除
を
行
う
。

　

八
月
十
三
日　

盆
綱
が
行
わ
れ
る
。
各
家
で
は
仏

壇
前
な
ど
に
盆
棚
を
設
け
、
お
膳
や
果
物
な
ど
を

供
え
る
。
新
盆
宅
で
は
親
族
か
ら
送
ら
れ
た
提
灯
を

並
べ
る
。
無
縁
さ
ま
に
対
す
る
供
物
は
な
い
。
夕

刻
、
ま
だ
明
る
い
内
に
家
の
前
の
道
な
ど
で
迎
え
火

（
藁
）
を
焚
く
。
迎
え
火
は
出
来
る
だ
け
早
く
焚
く

の
が
良
い
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
家
の
墓
に
行
き
、
線

香
を
上
げ
る
。

　

八
月
十
四
日　

墓
に
、
混
ぜ
ご
飯
、
茄
子
や
キ
ュ

ウ
リ
を
細
か
く
切
っ
て
生
米
と
混
ぜ
た
も
の
を
供

え
る
。

　

八
月
十
五
日　

送
り
火
を
焚
き
、
墓
に
行
き
線
香

を
あ
げ
て
先
祖
を
送
る
。

〔
歴
史
的
変
遷
〕

　

子
供
の
人
数
の
減
少
に
よ
り
、
か
つ
て
は
小
学
生

の
男
児
の
み
で
行
っ
て
い
た
行
事
に
女
児
が
加
わ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
一
方
で
、
同
じ
子
供
主
体

の
行
事
で
あ
る
六
月
の
タ
チ
モ
ミ
（
木
刀
の
集
落
神

社
へ
の
奉
納
行
事
）
は
、
現
在
で
も
男
児
の
み
で
行

わ
れ
て
お
り
、
女
児
を
加
え
よ
う
と
い
う
意
見
は
出

写真 6 　ボンヅナを綯う

写真 9 　お金を納める

写真 ７ 　境内で綱を打ち付ける

写真10　綱を持ち上げる

写真 ８ 　墓地で三回回る

写真11　綱を庭に打ち付ける
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て
い
な
い
。
参
加
す
る
子
供
の
減
少
に
よ
り
綱
も

短
く
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
綱
が
切
れ
な
い
よ
う

に
、
三
十
㎝
感
覚
で
綱
を
縄
で
縛
る
よ
う
に
も
な
っ

て
い
る
。
か
つ
て
の
作
り
方
と
は
変
わ
っ
て
い
る
と

思
わ
れ
る
が
、
時
代
に
合
わ
せ
て
出
来
る
形
で
行
っ

て
い
こ
う
と
い
う
考
え
で
行
っ
て
い
る
。

〔
所
見
〕

　

金
上
の
ボ
ン
ヅ
ナ
に
は
竜
頭
な
ど
の
装
飾
は
見

ら
れ
ず
、
藁
綱
と
曳
縄
か
ら
な
る
形
態
で
あ
り
、
か

け
声
に
も
綱
が
切
れ
た
場
合
の
言
葉
が
織
り
込
ま

れ
る
な
ど
の
特
徴
が
見
ら
れ
る
。
共
同
墓
地
を
起

点
・
終
点
と
す
る
が
、
令
和
元
年
は
、
家
を
ま
わ
っ

た
後
、
集
落
の
境
界
に
綱
を
遺
棄
し
て
お
り
、
行
事

内
容
に
変
化
も
見
ら
れ
る
。
各
家
で
も
庭
先
で
の
か

け
声
の
み
で
あ
り
、
家
屋
内
に
差
し
入
れ
る
な
ど
の

行
為
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
も
変
化
し
た
後
の
形
態

で
あ
る
の
か
興
味
が
持
た
れ
る
。

　

ま
た
、
同
地
区
で
行
わ
れ
て
い
る
夏
季
の
鎮
送

儀
礼
と
考
え
ら
れ
る
タ
チ
モ
ミ
（
太
刀
揉
）
が
現
在
も
男
児
の
み
で
行
わ
れ
て
い
る
の

に
対
し
て
、
盆
綱
に
は
女
児
も
加
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
共
同
体
に
お
け
る
子
供

行
事
へ
の
性
差
の
意
識
に
差
異
が
見
ら
れ
る
点
も
興
味
深
い
。
家
々
に
子
供
た
ち
が
そ

れ
ぞ
れ
の
先
祖
を
迎
え
る
た
め
の
盆
綱
行
事
は
、先
祖
（
祖
父
母
）
と
孫
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
か
ら
性
差
を
超
え
て
行
う
こ
と
を
容
認
し
や
す
い
も
の
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

令
和
二
年
度
と
三
年
度
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
に
よ
り
、
盆
綱
行
事
は
行

わ
れ
な
か
っ
た
が
、
状
況
が
改
善
し
た
年
度
に
は
再
開
す
る
予
定
で
あ
り
、
今
後
も
継

続
さ
れ
て
行
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

〔
情
報
提
供
者
〕

　

河
野　

勝
雄
さ
ん

〔
参
考
文
献
〕

　

河
野
勝
雄
「
武
田
川
図
志
」『
郷
土
北
浦
』
第
四
四
号

　

北
浦
郷
土
文
化
研
究
会
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

（
徳
丸　

亞
木
）

写真12　綱を境界まで運ぶ写真13　綱を道路脇に投げる

100 m

地理院地図 / GSI Maps ｜国土地理院 https://maps.gsi.go.jp/?ll=35.7,138.9&z=5&base=std&ls=lndst...

1 / 1 2022/01/31 11:43

高貴神社
●共同墓地

１

32
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九
　
沖お
き
す洲
（
行
方
市
）
の
盆
綱

〔
地
区
名
〕

　

行
方
市
沖
洲
地
区

〔
地
区
の
概
況
〕

　

沖
洲
地
区
は
、
霞
ケ
浦
北
東
岸
の
沖
積
地
に
位
置
し
、
北
側
を
小
美
玉
市
小
塙
（
№

18
）・
下
馬
場
（
№
19
）
に
接
す
る
。
行
方
市
高
須
地
区
（
№
63
）
の
北
側
に
あ
た
る
。

古
代
に
お
け
る
霞
ケ
浦
の
有
力
な
統
治
者
と
の
関
連
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
三
昧
塚
古

墳
、
勅
使
塚
古
墳
、
大
日
塚
古
墳
と
い
っ
た
沖
洲
古
墳
群
が
こ
の
地
区
内
に
点
在
し
て

い
る
。
近
世
期
は
麻
生
藩
領
に
属
し
、
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
に
立
花
村
、
そ

の
後
、
昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）
に
玉
造
町
に
属
し
た
。
明
治
二
十
四
年
の
戸
数
は

六
十
七
戸
、
人
口
三
八
三
人
、
令
和
二
年
四
月
一
日
現
在
の
統
計
で
は
、
一
九
五
世
帯
、

四
五
六
人
が
沖
洲
地
区
に
居
住
し
て
い
る
。

〔
実
施
主
体
〕

　

行
事
の
準
備
（
綱
の
製
作
）
は
、
子
ど
も
会
育
成
会
の
役
員
が
中
心
と
な
り
、
大
人

五
名
程
度
が
作
業
に
当
た
る
。
子
供
は
そ
の
場
で
見
学
す
る
の
み
で
、
製
作
に
は
ほ
と

ん
ど
関
与
し
な
い
。

　

行
事
の
本
番
（
盆
綱
担
ぎ
）
は
、近
年
で
は
小
学
生
十
名
前
後
が
主
体
と
な
っ
て
行
っ

て
い
る
。

〔
実
施
日
〕

　

①　

準
備　

八
月
十
二
日　

午
後
一
時
か
ら
午
後
三
時

　

②　

迎
え　

八
月
十
三
日　

午
後
一
時
か
ら
午
後
六
時
三
十
分

　

③　

送
り　

な
し

〔
綱
の
形
状
〕

　

頭
部
か
ら
尾
ま
で
の
全
長
は
、
現
在
で
は
三
ｍ
か
ら
四
ｍ
で
あ
る
。
特
別
な
装
飾
は

し
な
い
。
平
成
五
年
前
後
は
十
ｍ
ぐ
ら
い
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
も
行
事
に
参
加
す
る
子

供
の
数
に
合
わ
せ
て
小
型
化
し
、
現
在
に
至
る
。

〔
詳
細
〕

①　

準
備

　

行
事
前
日
の
午
後
一
時
か
ら
三
時
ま

で
、
約
二
時
間
か
け
て
大
人
だ
け
で
準
備

す
る
。
今
か
ら
三
十
年
ほ
ど
前
（
平
成
五

年
頃
）
は
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
指

導
し
な
が
ら
子
供
た
ち
で
準
備
を
行
っ

た
が
、
子
供
の
数
が
減
っ
た
た
め
、
現
在

の
形
と
な
っ
た
。

　

綱
に
必
要
な
材
料
の
う
ち
、
荒
縄
と
稲

藁
を
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で
購
入
し
、
竹
は

地
域
の
竹
林
の
所
有
者
か
ら
譲
り
受
け

る
。
午
後
一
時
か
ら
、
地
区
内
に
あ
る
集

落
セ
ン
タ
ー
（
常
福
寺
に
隣
接
）
に
集

ま
っ
て
製
作
を
始
め
る
。
作
り
方
は
、
竹

を
心
棒
に
し
て
藁
を
周
り
に
束
ね
て
縛

り
、
さ
ら
に
そ
の
周
囲
を
荒
縄
で
巻
い
て

い
く
。

　

頭
部
、
尻
尾
と
も
に
特
別
な
装
飾
は
し

な
い
。
前
方
に
二
本
、
後
方
に
は
一
本
の

縄
を
結
び
付
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
を
子

供
た
ち
が
持
っ
て
移
動
す
る
。
こ
れ
ら
の

写真 2 　尻尾の形状と「しっぽ」 写真 1 　頭部の形状と「ひげ」
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縄
は
、
前
方
か
ら
伸
び
る
縄
が
「
ひ
げ
」
で
、
後
方
の
縄
が
「
し
っ
ぽ
」
と
呼
ば
れ
て

い
る
。
ま
た
、
尻
尾
の
部
分
は
荒
縄
を
厚
め
に
巻
い
て
強
度
を
上
げ
る
工
夫
が
施
さ
れ

る
（
写
真
１
・
２
）。

②　

迎
え　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

午
後
一
時
、
巡
行
の
起
点
で
あ
る
共
同
墓
地
（
地
図
上
の
○
印
）
に
子
供
た
ち
が
集

合
す
る
。
ス
タ
ー
ト
の
時
刻
は
、
他
地
域
で
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
各
家
庭
の
墓
参
り
を

待
っ
て
か
ら
と
い
う
よ
う
な
慣
わ
し
は
な
い
。

　

巡
行
は
、
基
本
的
に
子
供
た
ち
が
綱
を
担
い
で
徒
歩
で
行
う
。
綱
本
体
を
六
～
八
人

で
担
ぐ
ほ
か
に
、
ひ
げ
二
名
、
し
っ
ぽ
一
名
、
提
灯
持
ち
一
名
に
役
割
が
分
け
ら
れ
て

い
る
（
写
真
３
）。
起
点
と
終
点
が
決
ま
っ
て
い
る
以
外
は
、「
子
供
た
ち
に
負
担
の
少

な
い
順
路
」
を
最
優
先
に
考
え
て
、
巡
行
の
ル
ー
ト
を
保
護
者
が
設
定
し
て
い
る
。

　

順
路
図
に
従
っ
て
行
程
の
概
略
を
記
す
と
、
午
後
一
時
、
共
同
墓
地
（
順
路
図
中
の

○
印
）
を
出
発
し
、
ま
ず
国
道
三
五
五

号
線
の
北
側
の
エ
リ
ア
を
回
る
。
そ
の

後
、
多
く
の
住
宅
が
密
集
す
る
国
道

三
五
五
号
線
の
旧
道
沿
い
を
巡
行
し

て
い
く
。
途
中
、
何
度
か
休
憩
を
挟
み

な
が
ら
、
国
道
の
南
側
の
家
々
、
続
い

て
霞
ケ
浦
湖
岸
を
北
上
し
、
最
後
に

集
落
セ
ン
タ
ー
（
順
路
図
中
の
●
印
）

へ
戻
っ
て
く
る
ル
ー
ト
と
な
っ
て
い

る
。
沖
洲
地
区
百
四
十
戸
あ
る
う
ち
の

八
十
軒
程
度
の
家
々
を
、
約
五
時
間
か

け
て
ま
わ
り
終
え
る
。

　

行
事
の
際
の
か
け
声
に
は
、
次
の
四

通
り
が
あ
る
。

・　

共
同
墓
地
を
出
発
す
る
時
「
ほ
ー
と
け
さ
ー
ま
、
の
り
ら
っ
し
ょ
」

・　

道
中
に
て
「
ほ
ー
と
け
さ
ー
ま
、
め
ー
ら
っ
し
ょ
」

・　

各
家
に
着
い
た
時
「
ほ
ー
と
け
さ
ー
ま
、
お
り
ら
っ
し
ょ
」

・　

次
の
目
的
地
へ
出
発
す
る
時
「
ほ
ー
と
け
さ
ー
ま
、
あ
が
ら
っ
し
ょ
」

　

各
家
に
着
く
と
、
盆

棚
の
前
、
家
の
縁
側
に

綱
を
下
ろ
す
の
が
通
例

で
、
仏
さ
ま
を
送
り
届

け
て
来
た
子
供
た
ち
へ

御
礼
が
渡
さ
れ
る
。
い

た
だ
い
た
御
礼
は
、
綱

の
製
作
に
要
し
た
材
料

費
を
引
い
て
、
参
加
し

た
子
供
た
ち
に
均
等
に

分
け
ら
れ
、
端
数
は
子
供
会
費
に
繰
り
入
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

〔
綱
の
取
扱
い
〕

　

綱
を
跨
い
で
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
慣
わ
し
は
現
在
で
も
実
践
さ
れ
て

い
る
。
巡
行
の
最
後
、
終
点
で
あ
る
集
落
セ
ン
タ
ー
に
着
く
と
、
担
ぎ
手
全
員
で
綱
を

投
げ
る
。
綱
は
、
そ
の
ま
ま
集
落
セ
ン
タ
ー
に
放
置
さ
れ
る
。

〔
各
家
の
盆
行
事
〕

　

各
家
の
墓
掃
除
は
、
早
い
例
で
八
月
六
日
か
七
日
頃
に
行
う
家
が
あ
る
が
、
近
年
で

は
十
二
日
か
十
三
日
に
行
う
家
も
多
い
。
盆
綱
と
は
別
に
各
家
で
行
う
先
祖
の
お
迎
え

は
、
十
三
日
の
夕
方
に
墓
地
へ
行
き
、
線
香
を
上
げ
、
米
と
胡
瓜
と
茄
子
を
混
ぜ
た
供

物
を
墓
石
に
供
え
る
。
屋
敷
の
門
先
ま
た
は
墓
地
か
ら
家
ま
で
の
決
ま
っ
た
場
所
で
、

藁
や
線
香
を
燃
し
て
迎
え
火
と
す
る
。

写真 3 　先導役の提灯持ち

写真 4 　巡行の様子
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各
家
で
は
、
仏
間
や
床
の
間
に
盆
棚
を
設
え
る
。
棚
の
上
に
は
位
牌
と
、
お
膳
、
茄

子
と
胡
瓜
で
作
っ
た
馬
な
ど
を
置
く
。
新
盆
宅
に
は
、「
見
舞
い
」
と
称
し
て
、
親
戚

や
付
き
合
い
の
あ
る
家
の
人
が
お
金
を
持
っ
て
訪
れ
る
。

〔
歴
史
的
変
遷
〕

　

順
路
や
綱
の
形
状
は
、
実
施
団
体
の
事
情
や
時
代
状
況
に
合
わ
せ
て
変
わ
っ
て
き
て

い
る
も
の
の
、
行
事
が
仏
様
の
お
迎
え
と
認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
現
在
も
変
わ
っ
て

い
な
い
。

　
『
玉
造
町
史
』（
一
九
八
五
）
に
、
沖
洲
の
盆
綱
の
様
子
が
次
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
て

い
る
。

　
「
十
三
日
は
仏
様
迎
え
を
す
る
。
手
賀
舟
津
と
高
須
、
沖
洲
で
は
、
仏
様
迎
え
に
「
盆

綱
」
と
い
っ
て
竜
を
型
ど
り
、
藁
で
胴
を
二
間
く
ら
い
の
長
さ
に
太
く
作
り
『
仏
様
ご

ざ
ら
っ
し
ゃ
っ
た
』
と
い
っ
て
ま
わ
る
風
習
が
あ
る
、
現
在
は
沖
洲
地
区
だ
け
に
引
き

継
が
れ
て
い
る
。」（
四
七
七
頁
）。

　

右
の
引
用
箇
所
か
ら
は
、
一
九
八
〇
年
代
当
時
、
周
辺
地
域
の
盆
綱
行
事
が
沖
須
地

区
を
除
い
て
途
絶
え
て
い
た
こ
と
を
伺
わ
せ
る
記
述
も
み
ら
れ
る
が
、
詳
し
い
状
況
は

確
認
で
き
て
い
な
い
。
行
事
の
基
本
的
な
形
と
し
て
は
、
現
在
ま
で
の
間
に
、
大
き
く

は
変
わ
っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
細
部
に
つ
い
て
は
、
三
十
年
ほ
ど
前
に
経
験
し
た
方
（
昭
和
五
十
七
年
生

ま
れ
の
男
性
）か
ら
得
た
情
報
と
比
較
す
る
と
、こ
の
三
十
年
の
間
に
次
の
点
が
変
わ
っ

て
き
て
い
る
。

①　

行
事
の
準
備
や
綱
の
製
作　
　

　

現
在
は
、
大
人
だ
け
で
準
備
が
進
め
ら
れ
る
が
、
か
つ
て
は
、
地
域
の
高
齢
者
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
指
導
の
も
と
、
子
供
た
ち
が
主
体
で
行
う
の
が
通
例
で
あ
っ
た
。

②　

参
加
者　
　

　

幼
稚
園
生
（
年
長
）
も
含
め
た
、
三
十
名
程
度
の
参
加
者
（
担
ぎ
手
）
が
あ
っ
た
。

③　

巡
行
の
終
点　
　

　

現
在
の
よ
う
に
、
集
落
セ
ン
タ
ー
（
常
福
寺
）
が
終
点
と
な
っ
た
の
は
近
年
に
な
っ

て
か
ら
の
こ
と
で
あ
り
、
三
十
年
前
は
、
集
落
の
北
側
に
鎮
座
す
る
於
岐
都
説
神
社
が

終
点
で
あ
っ
た
。

④　

各
家
か
ら
の
御
礼
の
分
配　
　

　

現
在
は
大
人
が
御
礼
の
集
約
と
参
加
者
へ
の
分
配
を
行
っ
て
い
る
が
、三
十
年
前
は
、

小
学
六
年
生
が
取
り
仕
切
る
伝
統
が
あ
っ
た
。
そ
の
当
時
の
慣
例
と
し
て
、
六
年
生
に

は
一
万
円
が
配
分
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
単
に
年
齢
に
よ
る
傾
斜
を
つ
け
た
も
の
で
は
な

く
、
盆
綱
行
事
の
準
備
か
ら
本
番
ま
で
を
仕
切
り
、
年
下
の
面
倒
を
見
な
が
ら
、
ま
と

め
役
と
し
て
の
大
役
を
果
た
し
た
六
年
生
の
児
童
を
労
う
意
味
が
あ
っ
た
。
六
年
生
以

下
の
児
童
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
も
や
は
り
慣
例
と
し
て
で
あ
る
が
、
五
年
生
が
五
千
円
、

四
年
生
四
千
五
百
円
、
三
年
生
四
千
円
、
二
年
生
三
千
五
百
円
、
一
年
生
三
千
円
と
い

う
よ
う
に
、
学
年
差
を
一
つ
の
指
標
と
し
て
配
分
さ
れ
た
。

　〔
所
見
〕

　

集
落
セ
ン
タ
ー
（
常
福
寺
）
が
終
点
と
な
っ
た
の
は
近
年
で
あ
り
、
も
と
も
と
の
終

点
は
地
区
の
北
端
に
あ
た
る
神
社
で
あ
っ
た
。
そ
の
頃
、
行
事
後
に
綱
を
ど
う
処
理
し

て
い
た
か
に
つ
い
て
の
情
報
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
神
社
の
立
地
か
ら
の
推
測
に
す
ぎ

な
い
が
、
霞
ケ
浦
に
流
し
て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

〔
情
報
提
供
者
〕

　

岡
田　

祐
樹
さ
ん
（
昭
和
五
十
七
年
生
ま
れ
。
前 

沖
洲
子
供
会
育
成
会
会
長
）
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〔
参
考
文
献
〕

　
『
茨
城
県
の
地
名
』（
日
本
歴
史
地
名
体
系
）
一
九
八
二
年

　
『
玉
造
町
史
』
一
九
八
五
年

〔
そ
の
他
〕

行
方
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://w
w

w
.city.nam

egata.ibaraki.jp/page/page000435.htm
l

（
最
終
閲
覧

日
：
二
〇
二
一
年
三
月
三
十
日
）

　

本
報
告
は
、
情
報
提
供
者
か
ら
の
聞
き
取
り
と
、
令
和
二
年
八
月
十
三
日
の
現
地
調

査
を
も
と
に
執
筆
し
た
。

（
林　

圭
史
）

2021/10/18 9 57地理院地図 / GSI Maps ｜国土地理院

1 / 1ページhttps://maps.gsi.go.jp/#17/36.147908/140.375115/&base=std&ls=std&disp=1&vs=c0j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f0

50 m

於岐津説神社

共同墓地

集落センター
○●

凡例
○：起点（共同基地）
●：終点（集落センター）
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一
〇
　
高た
か

須す

（
行
方
市
玉
造
）
の
大
蛇
担
ぎ

〔
地
区
名
〕

　

行
方
市
玉
造
高
須
地
区

〔
地
区
の
概
況
〕

　

高
須
地
区
は
、
小
美
玉
市
か
ら
行
方
市
に
か
け
て
の
県
中
央
部
を
流
れ
る
梶
無
川
下

流
域
の
沖
積
低
地
に
位
置
す
る
。
地
区
の
西
側
か
ら
南
側
を
霞
ケ
浦
に
面
し
、
霞
ケ
浦

大
橋
の
た
も
と
に
集
落
が
広
が
る
。
行
政
区
画
と
し
て
の
高
須
地
区
は
、
玉
造
甲
に
属

し
、
一
四
三
一
世
帯
、
三
六
四
二
人
が
居
住
し
て
い
る
。

〔
実
施
主
体
〕

　

小
学
一
～
六
年
生
（
男
女
）

　

世
話
役
と
な
る
地
区
内
の
大
人
が
、
準
備
か
ら
行
事
ま
で
を
支
援
す
る
。
特
定
の
家

や
個
人
、
宗
教
者
（
寺
院
）
の
関
与
は
な
い
。

〔
実
施
日
〕

①　

準
備　

八
月
十
三
日　

午
前
六
時
三
十
分
か
ら
午
前
九
時

②　

迎
え　

八
月
十
三
日　

午
後
五
時
か
ら
午
後
九
時
三
十
分

③　

送
り　

な
し

〔
綱
の
形
状
〕

　

頭
部
か
ら
尾
ま
で
の
全
長
は
約
三
ｍ
、
胴
回
り
は
六
十
㎝
、
角
の
長
さ
は
根
本
ま
で

含
め
る
と
三
十
五
㎝
で
あ
る
。
令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）
の
場
合
、
綱
の
全
長
は
例
年

よ
り
規
模
を
小
さ
く
し
て
製
作
さ
れ
た
。
参
加
す
る
子
供
の
減
少
に
よ
り
、
も
と
か
ら

綱
の
大
き
さ
は
縮
小
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
こ
の
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
前
年
ま
で
は
子
供
た
ち
が
一
列
に
な
っ
て
担
い
で
い
た

も
の
を
、
一
度
に
担
ぐ
人
数
を
減
ら
し
て
、
二
グ
ル
ー
プ
が
交
代
で
担
ぐ
方
法
が
取
ら

れ
た
。

〔
詳
細
〕

①　

準
備

　

行
事
当
日
の
午
前
六
時
三
十
分
頃
か
ら
九
時
頃
ま
で
準
備
を
行
う
。
作
業
は
基
本
的

に
大
人
だ
け
で
行
っ
て
い
る
。

・
材
料　

午
前
六
時
三
十
分
頃
、
地
区
の
消
防
小
屋
（
旧
高
須
公
民
館
）
に
、
大
蛇
の

作
成
に
関
わ
る
大
人
た
ち
が
集
ま
り
出
し
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
に
積
ん
で
あ
る
材
料
を
降
ろ

す
。
事
前
に
用
意
さ
れ
る
材
料
は
、
大
蛇
の
胴
体
の
芯
に
な
る
竹
、
笹
、
棕
櫚
皮
、
胴

体
に
巻
く
稲
藁
、
胴
体
を
巻
き
上
げ
る
玉
縄
の
ほ
か
、
大
蛇
の
頭
部
、
木
製
の
目
玉
と

角
、
藁
製
の
円
座
（
サ
ン
ダ
ワ
ラ
）
に
竹
を
挟
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
こ
の
サ
ン
ダ
ワ
ラ

は
、
大
蛇
の
上
顎
と
下
顎
に
な
る
。
以
上
の
材
料
の
う
ち
、
目
、
角
、
舌
、
口
は
、
行

事
が
終
わ
っ
て
も
保
管
し
て
お
き
、
翌
年
も
同
じ
も
の
を
使
用
す
る
。

　

消
防
小
屋
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
床
に
、
藁
を
縦
に
細
長
く
敷
き
広
げ
、
藁
の
上
に

竹
を
置
く
。
竹
を
心
棒
に
し
て
藁
を
周
り
に
束
ね
て
ゆ
く
。
こ
の
時
、
束
ね
た
藁
が
崩

れ
な
い
よ
う
に
数
か
所
を
藁
で
結
び
、
固
定
し
て
い
く
。
首
か
ら
尾
の
部
分
へ
と
少
し

細
く
な
っ
て
い
く
完
成
形
の
イ
メ
ー
ジ
に
合
わ
せ
、
必
要
な
部
分
に
は
藁
を
加
え
て
成

形
す
る
（
写
真
１
）。

・
胴
体　

次
は
、
玉
縄
を
使
っ
て
首
側
か
ら
尾
ま
で
を
巻
き
上
げ
る
工
程
で
あ
る
。
小

屋
の
外
に
ビ
ー
ル
ケ
ー
ス
を
二
つ
置
き
、
そ
の
上
に
大
蛇
の
胴
体
を
乗
せ
て
頭
側
か
ら

玉
縄
を
巻
い
て
い
く
。
尾
の
部
分
に
は
笹
を
あ
て
が
い
、
笹
の
上
か
ら
縄
を
巻
き
締
め

る
。
尾
側
の
縄
で
巻
い
た
部
分
か
ら
は
、
四
十
㎝
ほ
ど
藁
の
穂
先
が
飛
び
出
す
よ
う
に

し
、
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
青
笹
が
飛
び
出
す
よ
う
に
形
を
整
え
る
（
写
真
２
）。
仕
上
げ

に
胴
体
か
ら
飛
び
出
て
い
る
藁
の
穂
先
を
剪
定
し
、
こ
こ
ま
で
で
胴
体
が
ほ
ぼ
完
成
す

る
。
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・
頭
部　

胴
体
の
後
は
、
頭
部
を
整
形
す
る
工
程
に
移
る
。
大
蛇
の
た
て
が
み
と
な
る

棕
櫚
の
皮
を
置
き
、
木
製
の
角
を
二
本
突
き
刺
し
て
棕
櫚
皮
を
固
定
す
る
。
頭
側
の
断

面
に
木
製
の
目
玉
を
差
し
込
む
。
こ
の
目
玉
に
は
、
か
つ
て
は
茄
子
を
用
い
た
。
続
い

て
、
藁
の
円
座
の
下
顎
と
上
顎
、
舌
を
そ
れ
ぞ
れ
差
し
込
む
。
顎
は
、
ま
ず
下
顎
を
差

し
込
ん
だ
後
、
細
長
い
木
で
作
っ
た
舌
、
そ
の
上
か
ら
太
い
舌
、
最
後
に
上
顎
を
差
し

込
ん
で
大
蛇
の
頭
部
が
完
成
す
る
。

　

完
成
し
た
大
蛇
は
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
に
載
せ
て
、
巡
行
の
起
点
と
な
る
共
同
墓
地
へ
運

ん
で
置
い
て
お
く
（
写
真
３
）。

②　

迎
え　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

午
後
六
時
、
大
蛇
担
ぎ
の
起
点
で
あ
る
共
同
墓
地
に
子
供
た
ち
が
集
合
す
る
。
開
始

時
刻
は
特
に
定
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
現
在
の
担
い
手
た
ち
が
認
識
す
る

と
こ
ろ
で
は
、「
各
家
の
墓
参
り
が
終
わ
っ
て
か
ら
で
な
け
れ
ば
大
蛇
担
ぎ
は
出
来
な

い
」
と
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
世
話
役
の
方
も
そ
の
慣
わ
し
に
従
っ
て
開
始
時
刻
を
決

め
て
い
る
と
い
う
。
午
後
五
時
を
過
ぎ
る
頃
、
共
同
墓
地
に
は
集
落
内
の
人
た
ち
が
ご

先
祖
様
を
迎
え
に
来
る
姿
が
見
え
始
め
る
。
そ
の
後
、
大
蛇
担
ぎ
に
参
加
す
る
子
供
た

ち
が
集
ま
り
始
め
る
。
子
供
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
肩
当
て
を
用
意
し
て
く
る
。
綱
を
運

ぶ
時
の
肩
の
痛
み
を
軽
減
さ
せ
る
た
め
で
あ
る
。
世
話
役
の
保
護
者
が
、
子
供
の
身
長

差
を
考
慮
し
な
が
ら
、
集
ま
っ
た
子
供
た
ち
を
五
～
六
人
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
る
。
今

年
は
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
編
制
さ
れ
、
交
代
で
担
い
で
ま
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

巡
行
は
、
基
本
的
に
子
供
た
ち
が
大
蛇
を
担
ぎ
上
げ
な
が
ら
徒
歩
で
行
わ
れ
る
が
、

歩
い
て
移
動
す
る
こ
と
が
困
難
な
数
か
所
に
つ
い
て
は
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
に
大
蛇
を
乗
せ

て
移
動
す
る
こ
と
に
な
る
。
後
掲
の
順
路
図
に
従
っ
て
行
程
を
概
説
す
る
と
、
午
後
六

時
三
十
分
、共
同
墓
地
（
順
路
図
中
の
○
印
）
を
出
発
し
（
写
真
４
）、地
区
の
東
端
（
順

路
図
中
１
）
ま
で
ト
ラ
ッ
ク
で
移
動
、
そ
こ
か
ら
地
区
南
側
（
順
路
図
中
２
）
の
家
々

を
徒
歩
で
ま
わ
る
。
続
い
て
霞
ケ
浦
湖
岸
の
地
区
西
側
を
徒
歩
で
廻
り
、
高
須
崎
公
園

方
向
へ
向
か
っ
て
巡
行
は
続
く
。
こ
こ
ま
で
で
訪
問
先
は
二
十
軒
を
超
え
、
よ
う
や
く

行
程
の
半
分
が
済
ん
だ
こ
と
に
な
る
。

　

高
須
崎
公
園
の
手
前
（
順
路
図
中
３
）
か
ら
は
、
大
蛇
を
ト
ラ
ッ
ク
に
積
み
込
み
、

写真 1 　竹の芯に藁が巻かれた状態

写真 3 　完成して共同墓地に置かれた状態

写真 2 　尾（青笹）の成形

写真 4 　共同墓地を出発
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二
度
目
の
車
移
動
に
変
わ
る
。
地
区
の
中
央
部
に
あ
る
四
軒
程
を
ト
ラ
ッ
ク
で
廻
っ
た

後
、
再
び
徒
歩
で
の
移
動
、
さ
ら
に
国
道
三
五
四
号
線
の
南
側
に
あ
る
家
ま
で
仏
様
を

届
け
終
え
た
と
こ
ろ
で
、
三
度
目
の
車
移
動
と
な
る
。
こ
こ
か
ら
最
後
ま
で
は
車
で
の

移
動
と
な
り
、
地
区
の
北
部
を
流
れ
る
梶
無
川
方
面
を
目
指
す
。
以
上
が
所
定
の
ル
ー

ト
で
あ
る
。

　

子
供
た
ち
は
、「
や
ん
さ
の
盆
さ
、
仏
さ
ま
ご
ざ
っ
た
」
と
の
掛
け
声
を
上
げ
な
が

ら
各
家
を
ま
わ
り
（
写
真
５
）、
家
人
の
接
待
を
受
け
る
と
、
ま
た
次
の
目
的
地
に
向

か
っ
て
い
く
。
各
家
に
到
着
し
た
時
に
は
、
家
の
縁
側
に
大
蛇
の
頭
部
を
立
て
か
け
る

の
が
通
例
と
な
っ
て
い
る
（
写
真
６
）。
午
後
九
時
を
回
る
頃
、
集
落
の
北
端
に
あ
る

三
十
六
軒
目
の
家
（
順
路
図
中
４
）
を
訪
問
し
終
え
る
と
、
梶
無
川
の
ほ
と
り
ま
で
担

い
で
移
動
し
（
順
路
図
中
の
●
印
）、
そ
こ
で
待
っ
て
い
た
大
人
の
手
で
川
の
中
に
大

蛇
が
投
げ
込
ま
れ
る
。

　

以
上
で
巡
行
の
全
行
程
が
終
了
と
な
り
、行
事
の
最
後
に
、交
流
セ
ン
タ
ー
に
集
ま
っ

た
子
供
た
ち
に
は
、
各
家
か
ら
い
た
だ
い
た
お
菓
子
が
配
ら
れ
、
解
散
と
な
る
。

〔
綱
の
取
扱
い
〕

　

子
供
た
ち
の
肩
の
高
さ
ま
で
担
ぎ
上
げ
て
移
動
す
る
。
跨
ぐ
こ
と
や
地
面
に
置
く
こ
と

が
明
確
に
禁
じ
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
各
家
に
到
着
し
た
際
に
縁
側
に
大
蛇
の

頭
部
を
立
て
か
け
る
よ
う
に
置
く
以
外
は
、
大
蛇
は
担
ぎ
上
げ
ら
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。

〔
各
家
の
盆
行
事
〕

　

午
後
五
時
頃
に
な
る
と
、
集
落
の
人
が
戸
別
に
墓
参
り
に
行
く
姿
が
見
ら
れ
る
。
こ

れ
ら
は
大
蛇
担
ぎ
の
行
事
が
始
ま
る
前
の
時
間
帯
で
あ
る
。
一
部
の
墓
石
に
は
、
胡
瓜

と
茄
子
の
お
供
え
物
が
供
え
ら
れ
て
い
る
。

〔
歴
史
的
変
遷
〕

　

共
同
墓
地
を
起
点
に
、
集
落
の
東
端
、
南
、
北
へ
と
移
動
す
る
経
路
の
理
由
に
つ
い

て
は
、
今
日
の
担
い
手
た
ち
の
間
で
は
っ
き
り
と
認
識
さ
れ
て
い
な
い
。
令
和
二
年
で

七
十
歳
を
迎
え
る
経
験
者
の
記
憶
の
限
り
で
は
、
少
な
く
と
も
戦
後
か
ら
今
日
ま
で
の

間
、
巡
行
の
ル
ー
ト
は
変
わ
っ
て
い
な
い
と
い
う
。

　

綱
に
飾
る
提
灯
は
、
現
在
は
世
話
役
で
用
意
す
る
が
、
新
盆
の
家
が
買
う
の
が
通
例

と
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

〔
所
見
〕

　

行
事
の
名
称
は
「
大
蛇
担
ぎ
」
で
、
高
須
で
は
「
盆
綱
」
の
呼
称
は
聞
か
れ
な
い
。

各
家
の
巡
行
を
終
え
た
後
に
、
川
に
流
す
（
投
げ
入
れ
る
）
の
が
高
須
の
大
蛇
担
ぎ
に

見
ら
れ
る
特
徴
で
あ
る
。

　

行
事
の
継
承
に
関
わ
る
課
題
と
し
て
、
担
い
手
で
あ
る
子
供
が
減
少
し
て
い
る
こ
と

の
ほ
か
に
、大
蛇
の
主
要
パ
ー
ツ
の
一
つ
で
あ
る
サ
ン
ダ
ワ
ラ
の
調
達
が
あ
る
。
現
在
、

地
区
内
の
古
老
が
石
臼
を
台
に
し
て
サ
ン
ダ
ワ
ラ
を
製
作
し
て
い
る
が
、
こ
の
技
能
を

持
つ
人
が
地
区
内
に
は
一
人
し
か
い
な
く
な
っ
て
い
る
。

写真 5 　巡行中の子供たち

写真 6 　接待を受ける休憩中の子供たち
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〔
情
報
提
供
者
〕

　

橋
本　

拓
也
さ
ん
（
昭
和
六
十
一
年
生
ま
れ
）

　

栗
山　

義
雄
さ
ん
（
昭
和
二
十
五
年
生
ま
れ
）

〔
参
考
文
献
〕

　
『
茨
城
県
の
地
名
』（
日
本
歴
史
地
名
体
系
）
一
九
八
二
年

　
『
玉
造
町
史
』
一
九
八
五
年

〔
そ
の
他
〕

行
方
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://w
w

w
.city.nam

egata.ibaraki.jp/page/page000435.htm
l

（
最
終
閲
覧

日
：
二
〇
二
一
年
三
月
三
十
日
）

　

本
報
告
は
、
林
圭
史
、
徳
丸
亞
木
の
調
査
票
を
統
合
し
て
執
筆
し
た
。

（
林　

圭
史
、
徳
丸　

亞
木
）

○1０⾼須（⾏⽅市）.pdf

凡例
○：起点（共同墓
地）
破線：車での移動
実線：徒歩での移動
●：終点
1〜4の番号は、本文中の説
明を参照

【凡例】
　○：起点（共同墓地）
破線：車での移動
実線：徒歩での移動
　●：終点
１ 〜 ４ の番号は、本
文中の説明を参照
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一
一
　
冷ひ
や
み
ず水
（
鉾
田
市
）
の
盆
綱

〔
地
区
名
〕

　

鉾
田
市
冷
水
地
区

〔
地
区
の
概
況
〕

　

冷
水
地
区
は
、
鉾
田
市
北
部
の
太
平
洋
側
に
位
置
し
、
約
五
十
戸
で
構
成
さ
れ
る

地
区
で
あ
る
。
平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
）
度
の
国
勢
調
査
に
よ
れ
ば
、
総
人
口

二
二
三
人
、
七
十
六
世
帯
か
ら
構
成
さ
れ
る
［
総
務
省
統
計
局　

二
〇
一
五
ａ
、
総
務

省
統
計
局　

二
〇
一
五
ｂ
］。
地
区
は
南
か
ら
マ
エ
・
ナ
カ
・
ウ
シ
ロ
の
三
組
に
分
け

ら
れ
る
。
冷
水
で
は
サ
ツ
マ
イ
モ
や
サ
ト
イ
モ
な
ど
の
作
物
が
生
産
さ
れ
て
い
る
が
、

現
在
農
業
を
営
む
家
は
少
な
く
、
田
畑
を
所
有
す
る
家
も
兼
業
農
家
や
委
託
農
家
が
殆

ど
で
あ
る
。
海
に
近
い
と
い
う
立
地
か
ら
、
昭
和
中
期
ま
で
地
引
き
網
な
ど
を
用
い
た

漁
業
を
営
む
家
も
存
在
し
た
が
、現
在
は
見
ら
れ
な
い
。
前
述
の
国
勢
調
査
に
よ
れ
ば
、

農
業
従
事
者
八
十
六
人
、
農
林
漁
業
就
業
者
世
帯
は
七
十
六
世
帯
と
な
っ
て
い
る
［
総

務
省
統
計
局　

二
〇
一
五
ｃ
］。

　

地
区
内
の
多
く
は
、
新
鉾
田
の
天
台
宗
三
光
院
の
檀
家
で
あ
る
。
地
区
の
南
に
は
玉

沢
稲
荷
神
社
が
鎮
座
し
て
お
り
、
盆
終
わ
り
に
組
ご
と
に
行
う
境
内
掃
除
や
、
十
一
月

に
地
区
外
に
住
む
「
禰
宜
さ
ま
」
の
主
導
で
行
わ
れ
る
祭
り
が
、
神
社
の
行
事
と
し
て

行
わ
れ
る
。

　
『
旭
村
の
歴
史　

通
史
編
』
に
よ
れ
ば
、
冷
水
は
も
と
も
と
隣
接
す
る
勝
下
地
区
の

一
部
で
あ
っ
た
が
、
明
治
初
頭
に
現
在
の
位
置
に
集
落
が
置
か
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

当
初
は
十
四
軒
程
の
家
々
で
構
成
さ
れ
る
地
域
で
あ
っ
た
が
、昭
和
十
年
に
は
二
十
軒
、

戦
後
に
は
三
十
軒
程
に
規
模
が
拡
大
し
た
。

〔
実
施
主
体
〕

　

運
び
手　

小
学
一
年
～
六
年
生
、
中
学
一
年
～
三
年
生
（
男
女
）

　

運
び
手
と
な
る
子
供
た
ち
の
父
親
や
冷
水
地
区
子
供
会
に
所
属
す
る
男
性

〔
実
施
日
〕

①　

準
備　

八
月
十
三
日　

午
前
七
時
～
午
前
九
時

②　

迎
え　

八
月
十
三
日　

午
後
六
時
三
十
分
～
午
後
八
時

③　

送
り　

な
し

〔
綱
の
形
状
〕

　

令
和
二
年
の
ボ
ン
ヅ
ナ
は
、
長
さ
十
四
ｍ
、
太
さ
十
㎝
程
で
、
例
年
と
比
べ
る
と
細

長
い
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
影
響
を
受
け
、
運
び
手

の
子
供
同
士
の
間
隔
を
十
分
に
確
保
す
る
た
め
に
、
意
図
的
に
太
さ
を
削
り
、
長
さ
を

伸
ば
し
た
造
形
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
ボ
ン
ヅ
ナ
が
地
区
内
を
巡
行
す
る
際
、

沿
道
か
ら
は
「
細
長
く
な
っ
た
」
な
ど
と
、

例
年
と
異
な
る
ボ
ン
ヅ
ナ
の
形
状
に
言
及
す

る
声
が
多
く
聞
か
れ
た
。

　

冷
水
の
ボ
ン
ヅ
ナ
に
は
、
先
頭
に
長
さ

八
十
㎝
程
の
木
の
枝
で
作
ら
れ
た
取
っ
手
が

あ
る
。
ま
た
、
先
頭
か
ら
最
後
尾
ま
で
等
間

隔
に
、
長
さ
一
ｍ
程
の
藁
縄
製
の
取
っ
手
が

付
け
ら
れ
て
い
る
（
写
真
１
）。
こ
の
他
、

先
頭
か
ら
二
ｍ
程
の
箇
所
に
、
フ
ジ
ウ
ツ
ギ

と
思
わ
れ
る
花
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
は
、
子
供
会
会
長
を
中
心
と
し
た
父
親
た

ち
が
、
年
長
者
か
ら
の
指
導
を
受
け
な
が
ら

製
作
し
た
も
の
で
あ
る
。

写真 1 　冷水地区のボンヅナ
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〔
詳
細
〕

①　

準
備

　

午
前
七
時
頃
、
盆
綱
に
参
加
す
る
子
供
と
そ
の
父
親
た
ち
が
、
田
園
都
市
セ
ン
タ
ー

内
に
生
え
て
い
る
タ
ブ
ノ
キ
か
ら
手
頃
な
長
さ
の
枝
を
切
り
出
し
、
セ
ン
タ
ー
内
の
木

に
藁
縄
を
用
い
て
括
り
付
け
る
。
こ
の
枝
は
、
先
頭
を
歩
く
子
供
の
持
ち
手
と
な
る
。

枝
を
括
り
付
け
た
木
か
ら
十
数
ｍ
離
れ
た
位
置
に
軽
ト
ラ
ッ
ク
が
止
め
ら
れ
、
枝
と
ト

ラ
ッ
ク
の
間
を
二
往
復
程
す
る
か
た
ち
で
藁
縄
が
張
ら
れ
た
。
こ
の
藁
縄
が
ボ
ン
ヅ
ナ

の
軸
と
な
る
。
そ
の
後
軸
を
包
む
よ
う
に
稲
藁
を
括
り
つ
け
、
ボ
ン
ヅ
ナ
の
本
体
が
形

作
ら
れ
る
。
十
四
ｍ
の
軸
を
全
て
包
み
終
わ
る
と
、細
い
藁
縄
で
取
っ
手
が
作
ら
れ
る
。

取
っ
手
は
数
十
セ
ン
チ
の
間
隔
で
本
体
に
七
対
設
置
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取
っ
手
は
一

ｍ
ほ
ど
の
長
さ
が
あ
る
。
取
っ
手
が
完
成
す
る
と
、
先
頭
か
ら
二
ｍ
程
の
位
置
に
ボ
ン

バ
ナ
と
呼
ば
れ
る
フ
ジ
ウ
ツ
ギ
属
の
花
が
設
置
さ
れ
る
。
こ
の
ボ
ン
バ
ナ
が
、
先
祖
が

乗
る
位
置
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
完
成
し
た
ボ
ン
ヅ
ナ
は
十
四
ｍ
程
の
長
さ
で
あ
っ
た
。

　

ボ
ン
ヅ
ナ
の
製
作
は
大
人
が
行
い
、
子
供
た
ち
が
手
伝
う
場
面
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ

な
い
。

　

完
成
し
た
ボ
ン
ヅ
ナ
は
、
例
年
、
巡
行
が
始
ま

る
午
後
五
時
ま
で
新
盆
の
墓
前
に
置
か
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
、
ボ
ン
ヅ
ナ
が
墓
前
に
置
か
れ

た
時
点
で
一
旦
解
散
と
な
る
。
令
和
二
年
に
は
、

新
盆
の
墓
が
地
区
外
に
位
置
し
て
い
た
た
め
、
そ

の
墓
ま
で
軽
ト
ラ
ッ
ク
で
ボ
ン
ヅ
ナ
を
運
び
、
ト

グ
ロ
を
巻
く
よ
う
な
形
で
安
置
さ
れ
た
。

②　

迎
え

　

午
後
五
時
に
、
ボ
ン
ヅ
ナ
を
運
ぶ
子
供
と
巡
行

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
父
親
数
名
が
、
田
園
都
市
セ
ン

タ
ー
に
集
合
す
る
。
例
年
は
新
盆
の
墓
前
か
ら
ボ

ン
ヅ
ナ
が
出
発
す
る
が
、
こ
の
年
は
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
で
地
区
外
の
墓
か
ら
同
セ
ン
タ
ー

ま
で
ボ
ン
ヅ
ナ
を
運
ん
で
来
て
、
そ
こ
か
ら
ボ
ン
ヅ
ナ
の
巡
行
が
始
ま
っ
た
。
小
学
六

年
生
二
人
が
ボ
ン
ヅ
ナ
の
先
頭
に
立
ち
、
持
ち
手
と
な
る
タ
ブ
ノ
キ
の
枝
を
持
つ
。
そ

し
て
、
先
頭
側
か
ら
学
年
の
低
い
順
に
並
ん
で
ボ
ン
ヅ
ナ
を
持
つ
（
写
真
２
）。
中
学

生
は
最
後
尾
を
担
当
す
る
。
ボ
ン
ヅ
ナ
は
、
地
区
内
で
外
回
り
を
三
周
、
内
回
り
を
二

周
す
る
。
外
回
り
の
掛
け
声
は「
ヤ
ッ
サ
ー
ヤ
ッ
サ
ー
ヤ
ッ
サ
ノ
ボ
ン
ズ
ナ
エ
ー
、オ
ー

ジ
ー
サ
ン
モ
オ
ー
バ
ー
サ
ン
モ
ミ
ー
ン
ナ
『
ノ
ー
』
ラ
ッ
シ
ョ
ー
」
で
あ
る
。
こ
れ
に

対
し
て
内
回
り
の
掛
け
声
は
「
ヤ
ッ
サ
ー
ヤ
ッ
サ
ー
ヤ
ッ
サ
ノ
ボ
ン
ズ
ナ
エ
ー
、
オ
ー

ジ
ー
サ
ン
モ
オ
ー
バ
ー
サ
ン
モ
ミ
ー
ン
ナ
『
オ
リ
』
ラ
ッ
シ
ョ
ー
」
と
な
る
。

　

令
和
二
年
の
盆
綱
で
は
、
巡
行
の
途
中
か
ら
雨
が
降
り
始
め
た
た
め
、
外
回
り
を
二

周
、内
回
り
を
一
周
に
省
略
さ
れ
た
。
ボ
ン
ヅ
ナ
が
巡
行
し
て
い
る
時
、地
区
内
の
人
々

の
多
く
は
庭
先
や
ベ
ラ
ン
ダ
、
辻
に
出
向
き
、
子
供
た
ち
に
声
援
を
送
り
、
子
供
た
ち

の
の
声
が
小
さ
い
場
合
に
は
軽
く
叱
咤
す
る
。
冷
水
の
盆
綱
で
は
、
綱
を
地
面
に
引
き

ず
っ
て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
、
も
し
引
き
ず
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
、
巡
行
が
終
わ
る
ま

で
引
き
ず
り
続
け
る
必
要
が
あ
る
。
子
供
た
ち
父

親
は
、
ボ
ン
ヅ
ナ
を
引
き
ず
ら
な
い
よ
う
に
注
意

す
る
と
と
も
に
、
ボ
ン
ヅ
ナ
が
道
路
に
出
た
時
の

交
通
整
理
な
ど
を
行
う
。

　

巡
行
が
終
わ
る
と
、
田
園
都
市
セ
ン
タ
ー
に
集

合
す
る
。
巡
行
が
終
わ
っ
た
時
点
で
ボ
ン
ヅ
ナ
に

は
先
祖
が
乗
っ
て
い
な
い
と
い
う
認
識
と
な
り
、

引
き
ず
っ
て
も
よ
い
と
い
う
。
役
目
を
終
え
た
ボ

ン
ヅ
ナ
は
海
に
流
す
た
め
、
小
学
四
年
生
以
上
の

男
子
（
令
和
二
年
は
小
学
四
年
生
以
上
の
女
子
も

参
加
）
と
そ
の
父
親
が
ボ
ン
ヅ
ナ
を
持
っ
て
海
に

下
り
る
。
多
く
の
子
供
た
ち
に
と
っ
て
こ
の
行
為

は
一
つ
の
楽
し
み
と
な
っ
て
い
る
が
、
夜
の
海
辺

写真 2 　子供たちによるボンヅナの巡行

写真 3 　ボンヅナを海に流す子供会長
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が
危
険
で
あ
る
こ
と
や
、
過
去
に
浜
辺
付
近
で
事
件
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
海
に

下
り
る
こ
と
を
快
く
思
っ
て
い
な
い
大
人
た
ち
が
少
な
く
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　

ボ
ン
ヅ
ナ
を
海
に
流
す
行
為
は
、
全
体
の
取
り
ま
と
め
役
の
子
供
会
会
長
が
行
う
。

会
長
は
小
学
六
年
生
の
父
親
が
務
め
る
た
め
、
毎
年
入
れ
替
わ
る
。
そ
の
た
め
「
今
年

は
〇
〇
さ
ん
が
濡
れ
る
番
で
、
来
年
は
×
×
さ
ん
が
濡
れ
る
番
だ
」
な
ど
と
言
い
合
い

な
が
ら
、
海
に
下
り
て
行
く
の
が
通
例
で
あ
る
よ
う
だ
。
波
打
ち
際
で
は
、
ボ
ン
ヅ
ナ

が
波
に
押
し
返
さ
れ
て
し
ま
う
。
会
長
も
出
来
る
限
り
濡
れ
た
く
な
い
た
め
、
浅
い
所

で
ボ
ン
ヅ
ナ
を
流
し
て
は
、
押
し
返
さ
れ
る
と
い
う
繰
り
返
し
で
あ
る
と
い
う
（
写
真

３
）。
最
終
的
に
は
会
長
が
腰
の
高
さ
ま
で
海
水
に
浸
か
る
所
ま
で
ボ
ン
ヅ
ナ
を
運
び
、

し
っ
か
り
流
れ
た
か
を
見
届
け
て
か
ら
引
き
揚
げ
る
。　
　

　

田
園
都
市
セ
ン
タ
ー
に
戻
る
と
、
新
盆
宅
か
ら
提
供
さ
れ
た
菓
子
類
を
皆
で
分
け
合

い
、
解
散
と
な
る
。

〔
各
家
の
盆
行
事
〕

　

十
三
日
の
ボ
ン
ヅ
ナ
巡
行
中
は
、
沿
道
や
庭
先
に
出
て
ボ
ン
ヅ
ナ
を
見
送
る
が
、
そ

れ
以
外
の
盆
の
習
慣
は
家
ご
と
に
異
な
る
。

　

送
り
盆
は
、
各
家
で
八
月
十
五
日
の
午
後
九
時
か
ら
午
後
十
一
時
ま
で
の
間
に
行
わ

れ
る
こ
と
が
多
い
。
特
徴
的
な
の
は
、
藁
を
庭
先
で
燃
や
す
こ
と
で
あ
る
。
藁
は
市
販

の
も
の
を
使
用
す
る
家
が
多
い
が
、
田
を
所
有
す
る
家
で
は
自
作
の
稲
藁
を
用
い
る
場

合
も
あ
る
。
藁
を
燃
や
す
際
の
禁
忌
や
注
意
点
な
ど
は
特
に
な
く
、
ラ
イ
タ
ー
な
ど
で

着
火
す
る
。
藁
が
燃
え
終
わ
る
ま
で
家
族
で
見
守
り
、
藁
が
燃
え
尽
き
た
ら
水
を
か
け

る
。
焼
却
後
は
家
ご
と
に
若
干
の
違
い
が
あ
る
が
、
庭
先
に
放
置
す
る
場
合
と
藁
を
墓

前
ま
で
持
参
し
て
供
養
す
る
場
合
が
あ
る
。

〔
綱
の
取
り
扱
い
〕

　

移
動
す
る
際
に
は
取
っ
手
を
持
ち
、腰
の
高
さ
に
ボ
ン
ヅ
ナ
を
保
っ
て
運
ぶ
。
ま
た
、

ボ
ン
ヅ
ナ
を
引
き
摺
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
が
、
万
が
一
引
き
摺
っ
て

し
ま
っ
た
場
合
は
、
そ
れ
以
降
の
行
程
は
、
常
に
ボ
ン
ヅ
ナ
を
引
き
摺
っ
て
移
動
す
る
。

〔
歴
史
的
変
遷
〕

　

冷
水
に
お
け
る
盆
綱
は
、
昭
和
五
十
年
（
一
九
七
五
）
頃
ま
で
子
供
の
み
で
行
わ
れ

る
行
事
で
あ
っ
た
。
ボ
ン
ヅ
ナ
の
材
料
に
関
し
て
は
、
地
域
の
大
人
た
ち
が
収
集
を
手

伝
っ
た
が
、
ボ
ン
ヅ
ナ
の
製
作
か
ら
巡
行
、
海
へ
の
移
動
な
ど
の
行
程
は
、
小
学
一
年

生
か
ら
六
年
生
の
男
子
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
当
時
の
ボ
ン
ヅ
ナ
製
作
は
、
共
同
墓
地

の
馬
頭
観
音
像
近
く
の
広
場
で
古
老
に
よ
る
指
導
の
も
と
行
わ
れ
た
。
大
人
が
参
加
す

る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
昭
和
六
十
年
代
で
あ
る
。
そ
の
時
期
は
現
在
よ
り
子
供
が
少

な
く
、
ボ
ン
ヅ
ナ
を
運
搬
す
る
た
め
に
必
要
な
児
童
が
地
区
内
に
お
ら
ず
、
人
手
の
足

り
な
い
分
を
父
親
た
ち
が
務
め
た
こ
と
が
始
ま
り
で
あ
る
。

　

現
在
で
は
、
田
園
都
市
セ
ン
タ
ー
の
木
と
軽
ト
ラ
ッ
ク
に
藁
縄
を
渡
し
て
ボ
ン
ヅ
ナ

の
軸
を
作
る
が
、
か
つ
て
墓
に
あ
る
広
場
で
ボ
ン
ヅ
ナ
を
製
作
し
た
頃
は
適
当
な
間
隔

に
あ
る
木
に
藁
縄
を
渡
し
た
と
い
う
。
製
作
工
程
は
現
在
と
殆
ど
変
わ
ら
な
い
が
、
当

時
の
ボ
ン
ヅ
ナ
は
よ
り
太
く
短
い
作
り
で
あ
っ
た
。
特
に
令
和
二
年
の
ボ
ン
ヅ
ナ
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
を
受
け
、
子
供
同
士
の
距
離
を
保
つ
た
め
、

例
年
よ
り
細
長
い
構
造
と
な
っ
て
い
る
。

　

昭
和
五
十
年
当
時
の
盆
綱
の
巡
行
で
は
、
盆
綱
を
見
守
る
地
域
住
民
も
現
在
の
よ
う

に
声
援
を
掛
け
る
だ
け
で
な
く
、
水
を
用
意
し
て
ボ
ン
ヅ
ナ
を
運
ぶ
子
供
た
ち
に
振
り

か
け
る
と
い
う
所
作
を
行
っ
て
い
た
と
い
う
。
そ
の
た
め
、
雨
が
降
り
出
し
た
際
に
行

程
を
省
略
す
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。
巡
行
後
、
海
へ
ボ
ン
ヅ
ナ
を
流
す
行
為
も
子
供
た

ち
が
行
っ
て
い
た
と
い
う
。

〔
所
見
〕

　

令
和
二
年
度
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
多
く
の
地
域
で
盆
綱
の
実

施
が
見
送
ら
れ
た
が
、
冷
水
地
区
で
は
新
盆
の
家
か
ら
の
強
い
希
望
が
あ
り
、
開
催
に

踏
み
切
っ
た
。
こ
れ
は
、冷
水
地
区
に
お
い
て
盆
綱
と
い
う
行
事
が
、地
域
住
民
に
と
っ
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て
重
要
な
意
味
を
も
つ
こ
と
を
、
端
的
に
表
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
感
染
防
止
を

念
頭
に
製
作
さ
れ
た
ボ
ン
ヅ
ナ
は
、
子
供
同
士
の
距
離
を
確
保
す
る
た
め
に
工
夫
が
な

さ
れ
、
十
四
ｍ
と
い
う
例
年
よ
り
長
い
も
の
と
な
っ
た
。
ボ
ン
ヅ
ナ
巡
行
の
際
も
、
子

供
た
ち
は
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
な
ど
、
コ
ロ
ナ
禍
の
民
俗
的
事
象
の
一
形
態
を
見
る
こ

と
が
で
き
た
と
い
え
る
。

　

ボ
ン
ヅ
ナ
巡
行
の
際
に
、そ
の
順
路
を
指
導
す
る
の
は
子
供
会
の
役
員
た
ち
で
あ
り
、

先
導
役
は
自
転
車
で
移
動
し
、
順
路
の
下
見
を
行
う
者
と
車
道
に
お
け
る
交
通
整
備
を

行
う
者
が
い
る
。
ま
た
子
供
た
ち
の
掛
け
声
が
小
さ
い
時
に
は
、
大
人
が
主
導
し
て
掛

け
声
を
か
け
、
子
供
た
ち
に
促
す
よ
う
な
様
子
も
多
く
見
ら
れ
た
。

　

ボ
ン
ヅ
ナ
の
先
頭
は
、
子
供
会
会
長
の
子
供
（
小
学
六
年
生
）
が
担
当
し
、
名
目
上

は
盆
綱
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
巡
行
に
臨
む
が
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
権
限
を
行
使
す
る
こ

と
は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
冷
水
の
盆
綱
は
、
子
供
会
役
員
で
あ
る
父
親
た
ち
の
「
主
催

す
る
者
」
と
し
て
の
役
割
、子
供
た
ち
の
「
運
び
手
」
と
し
て
の
役
割
と
い
う
よ
う
に
、

分
担
が
あ
る
程
度
明
確
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
子
供
た
ち
に
と
っ

て
は
、
中
学
生
と
小
学
生
が
一
堂
に
会
し
、
地
域
の
行
事
を
共
に
支
え
合
う
特
別
な
機

会
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
面
も
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

〔
情
報
提
供
者
〕

　

米
川　

正
男
さ
ん

〔
参
考
文
献
〕

旭
村
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
旭
村
の
歴
史
通
史
編
』
旭
村
教
育
委
員
会
、
一
九
九
八
年

〔
総
務
省
統
計
局　

二
〇
一
五
ａ
〕「
男
女
別
人
口
及
び
世
帯
数
―
町
丁
・
字
等
」
政

府
統
計
の
総
合
窓
口　

https://bit.ly/3uCM
H

sW

　

（
最
終
閲
覧
日
：
二
〇
二
一
年
二
月
二
十
八
日
）

〔
総
務
省
統
計
局　

二
〇
一
五
ｂ
〕「
産
業
（
大
分
類
）、
男
女
別15

歳
以
上
就
業
者

数
―
町
丁
・
字
等
」
政
府
統
計
の
総
合
窓
口　

https://bit.ly/3bK
Z1i7　

（
最
終
閲
覧
日
：
二
〇
二
一
年
二
月
二
十
八
日
）

〔
総
務
省
統
計
局　

二
〇
一
五
ｃ
〕「
世
帯
の
経
済
構
成(12

区
分)

別
一
般
世
帯
数

―
町
丁
・
字
等
」　https://bit.ly/3uxD

eD
f

　
（
最
終
閲
覧
日
：
二
〇
二
一
年
二
月
二
十
八
日
）

（
横
田　

慶
一
）

玉沢稲荷神社

○冷水田園都市センター
（出発地）

87

第三章　調査報告　　第一節　詳細調査報告



一
二
　
徳と
く

宿し
ゅ
く

新し
ん

田で
ん

（
鉾
田
市
）
の
盆
綱

〔
地
区
名
〕

　

鉾
田
市
徳
宿
新
田

〔
地
区
の
概
況
〕

①　

徳
宿
地
区
の
歴
史

　

近
世
村
で
あ
っ
た
徳
宿
村
は
、明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
の
町
村
施
行
に
よ
り
、

新
た
な
徳
宿
村
と
し
て
発
足
し
た
。
昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）
に
町
村
合
併
し
た
こ

と
で
、
新
・
鉾
田
町
が
発
足
し
て
徳
宿
村
は
廃
止
さ
れ
た
。

②　

人
口
の
推
移

徳
宿
村
の
人
口
の
推
移
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
）　　

一
四
六
九
人

明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）　　

三
四
三
六
人

大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）　　
　
　

三
五
六
二
人

昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）　　
　
　

三
八
一
三
人

昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五
〇
）　　

五
五
四
二
人

　

な
お
、
平
成
二
十
七
年
の
国
勢
調
査
に
よ
る
と
徳
宿
地
区
の
人
口
は
、
男
性

一
一
九
七
人
、
女
性
一
〇
五
四
人
、
合
計
二
二
五
一
人
で
あ
る
。

③　

世
帯
数
の
推
移

大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）　　
　
　

七
一
六
戸

昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）　　
　
　

六
九
〇
戸

昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五
〇
）　　

九
五
八
戸

　

平
成
二
十
七
年
の
国
勢
調
査
に
よ
る
と
徳
宿
地
区
の
世
帯
数
は
、八
〇
三
戸
で
あ
る
。

④　

寺
院

　

徳
宿
地
内
の
安
房
に
は
、
大
同
年
間
に
開
基
し
た
曹
洞
宗
安あ

ん

祥じ
ょ
う

寺じ

が
あ
る
。
文
禄

年
間
に
は
佐
竹
氏
の
庇
護
を
受
け
五
十
石
の
禄
を
授
か
っ
た
。
現
在
で
も
棟
に
は
佐
竹

氏
の
家
紋
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
盆
綱
行
事
に
携
わ
る
人
た
ち
の
家
も
、
ほ
と
ん
ど
が

こ
の
寺
の
檀
家
で
あ
る
。

〔
実
施
主
体
〕

　

ボ
ン
ヅ
ナ
製
作
時

小
学
生
（
一
年
一
人
、
五
年
一
人
、
六
年
一
人
）
計
三
人

中
学
生
（
二
年
一
人
）
計
一
人

保
護
者　

六
人

　

ボ
ン
ヅ
ナ
曳
き
ま
わ
し
時

小
学
生　

十
人

中
学
生　

一
人

保
護
者　

八
人

　

特
定
の
家
や
個
人
、
宗
教
者
（
寺
院
）
な
ど
の
関
与
は
な
い
。

　

子
供
会
に
所
属
す
る
子
供
と
、
そ
の
親
に
よ
っ
て
実
施
し
て
い
る
。

〔
実
施
日
〕

①　

準
備　

八
月
十
三
日　

午
後
一
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

②　

迎
え　

八
月
十
三
日　

午
後
四
時
か
ら
午
後
八
時
三
十
分
ま
で

③　

送
り　

な
し

〔
詳
細
〕

①　

準
備

　

鹿
島
臨
海
鉄
道
の
徳
宿
駅
か
ら
南
へ
二
百
ｍ
ほ
ど
離
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
共
同
墓
地

近
く
の
空
き
地
で
、
ボ
ン
ヅ
ナ
を
製
作
す
る
。
ボ
ン
ヅ
ナ
を
作
る
時
に
は
子
供
た
ち
も

手
伝
う
が
、
中
心
と
な
る
の
は
そ
の
保
護
者
で
あ
る
父
親
た
ち
で
あ
る
。

　

ま
ず
は
、
近
所
の
竹
林
か
ら
刈
り
取
っ
て
き
た
七
ｍ
余
り
の
青
竹
を
こ
の
空
き
地
に
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持
ち
込
み
、
根
元
側
か
ら
鉈な
た

で
徐
々
に
枝
払
い
を
す
る
。
穂
先
の
青
葉
が
茂
っ
て
い
る

枝
を
残
す
よ
う
に
、
鉈
を
穂
先
側
か
ら
根
元
側
へ
向
け
て
払
う
よ
う
刈
り
取
る
。
と
こ

ろ
ど
こ
ろ
で
子
供
た
ち
に
も
鉈
を
持
た
せ
て
、
枝
払
い
を
経
験
さ
せ
る
よ
う
に
し
て
い

る
。
途
中
で
竹
の
根
元
か
ら
五
ｍ
余
り
の
と
こ
ろ
を
鋸の

こ
ぎ
り

に
よ
っ
て
切
断
す
る
。
そ
れ
か

ら
も
大
人
と
子
供
の
共
同
作
業
で
、
穂
先
側
の
枝
は
徐
々
に
刈
り
取
ら
れ
て
い
く
。
根

元
側
の
竹
は
切
り
口
に
鉈
を
あ
て
て
、
ハ
ン
マ
ー
で
叩
き
な
が
ら
竹
を
縦
に
割
っ
て
い

く
。
こ
の
時
に
注
意
し
な
い
と
割
れ
方
が
偏か

た
よ

っ
て
し
ま
う
の
で
、
最
も
気
を
遣
う
作
業

だ
と
い
う
。
途
中
ま
で
割
り
進
む
と
竹
の
両
側
を
持
っ
て
一
挙
に
手
の
力
で
割
っ
て
し

ま
う
。
二
本
に
割
っ
た
竹
の
根
元
側
の
節
の
二
か
所
を
ハ
ン
マ
ー
で
叩
い
で
外
す
。
こ

の
節
を
除
く
作
業
は
あ
え
て
子
供
た
ち
に
経
験
さ
せ
て
い
た
。
こ
の
箇
所
は
ボ
ン
ヅ
ナ

を
引
く
時
に
最
先
端
に
な
る
箇
所
で
あ
り
、
大
き
く
上
に
曲
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
後
で
竹
の
穂
先
部
分
と
根
元
部
分
を
並
べ
て
、
ほ
ぼ
同
じ
長
さ
で
あ
る
こ
と
を
確

認
す
る
。
二
本
に
割
ら
れ
た
竹
の
根
元
部
分
か
ら
二
つ
目
の
節
の
あ
た
り
に
、
鋸
で
Ｖ

字
型
の
切
り
込
み
を
入
れ
る
。
切
り
込
み
を
入
れ
る
時
に
は
、
出
来
る
だ
け
深
く
す
る

が
、
竹
自
体
が
切
れ
て
し
ま
わ
な
い
程
度
に
す
る
の
が
コ
ツ
で
あ
る
。
二
本
に
割
っ
た

竹
に
、
そ
れ
ぞ
れ
切
り
込
み
を
入
れ
る
と
、
竹
の
表
皮
側
か
ら
カ
セ
ッ
ト
式
の
バ
ー

ナ
ー
で
炎
を
あ
て
て
徐
々
に
曲
げ
て
い
く
（
写
真
１
）。
炎
を
あ
て
る
人
と
竹
を
支
え

る
人
の
二
人
一
組
で
行
う
。
数
分
間
か
け
て
竹
の
表
皮
の
緑
色
が
黄
色
に
変
化
す
る
頃

に
は
曲
が
る
よ
う
に
な
る
。
お
お
よ
そ
六
十
度
く
ら
い
の
角
度
に
曲
げ
て
、
曲
げ
た
箇

所
の
温
度
が
下
が
り
、形
が
安
定
す
る
ま
で
手
で
保
持
す
る
。
落
ち
着
い
た
と
こ
ろ
で
、

曲
げ
た
箇
所
の
両
側
一
か
所
ず
つ
に
電
動
ド
リ
ル
で
穴
を
開
け
て
針
金
を
通
し
、
道
具

（
ハ
ッ
カ
ー
）
を
用
い
て
結
束
す
る
。
こ
の
作
業
に
よ
っ
て
曲
げ
が
固
定
さ
れ
る
。
二

本
に
割
ら
れ
た
竹
の
根
元
部
分
が
こ
れ
で
上
側
に
曲
が
っ
た
が
、
こ
れ
ら
を
並
べ
て
そ

の
曲
が
っ
た
箇
所
の
先
の
内
側
を
鋸
で
斜
め
に
切
り
取
り
合
わ
せ
る
。
そ
の
後
、
二
本

の
竹
は
並
べ
ら
れ
て
そ
の
や
や
外
側
に
電
動
ド
リ
ル
で
穴
を
開
け
て
、
そ
こ
へ
荒
縄
を

通
し
て
い
く
。
穴
の
間
隔
は
四
十
㎝
く
ら
い
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
作
業
と
並
行
し
て
、

空
き
地
の
別
の
場
所
で
は
、竹
の
穂
先
部
分
に
荒
縄
が
ぐ
る
ぐ
る
と
巻
き
付
け
ら
れ
る
。

こ
の
穂
先
部
分
が
本
体
と
な
り
二
本
に
割
ら
れ
た
竹
の
上
に
載
せ
て
、
先
ほ
ど
竹
に
開

け
ら
れ
た
穴
を
通
し
た
荒
縄
に
よ
っ
て
縛
ら
れ
て
い
く
。
こ
れ
ら
の
作
業
に
よ
っ
て
、

割
ら
れ
た
竹
が
地
面
を
引
き
ず
る
時
に
橇そ

り

の
役
目
を
果
た
し
、
本
体
を
縛
っ
て
い
る
縄

は
地
面
に
擦
ら
れ
ず
に
済
む
仕
組
み
に
な
る
。
穂
先
部
分
に
は
約
六
十
㎝
だ
け
葉
が
残

さ
れ
、
そ
こ
か
ら
下
側
に
は
、
藁
を
巻
き
込
ん
で
そ
の
上
に
藁
縄
を
ぐ
る
ぐ
る
巻
き
に

す
る
（
写
真
２
）。
ぐ
る
ぐ
る
巻
き
の
先
端
部
分
（
葉
の
元
の
部
分
）
に
は
二
本
の
長

い
縄
が
括
ら
れ
る
。
土
台
部
分
の
割
竹
の
上
に
載
っ
た
穂
先
部
分
の
曲
が
り
は
じ
め
の

と
こ
ろ
へ
、
別
の
四
十
㎝
程
の
割
り
竹
を
横
方
向
へ
針
金
を
使
っ
て
固
定
す
る
。
こ
の

割
り
竹
の
両
端
に
は
穴
が
穿
か
れ
て
お
り
、
こ
こ
に
先
端
部
分
か
ら
の
縄
を
通
し
て
、

土
台
に
な
る
割
り
竹
の
穴
に
固
定
す
る
。
横
に
置
か
れ
た
割
り
竹
か
ら
土
台
と
な
る
割

り
竹
の
穴（
前
か
ら
三
番
目
の
穴
）ま
で
は
三
十
㎝
程
離
れ
て
い
る
。
二
本
の
綱
に
よ
っ

て
括
る
こ
と
と
、
横
に
置
か
れ
た
割
り
竹
を
介
す
る
こ
と
に
よ
り
、
穂
先
が
天
を
向
き

左
右
に
傾
か
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
コ
ツ
で
あ
る
。
本
体
に
は
左
右
五
か
所
に
引
き

綱
が
括
ら
れ
て
い
る
。
引
き
綱
を
括
る
場
所
は
、
本
体
と
土
台
を
結
び
つ
け
て
い
る
縄

写真 1 　竹の根元側を曲げる

写真 2 　ボンヅナ本体へ藁縄で藁を巻き付
ける
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の
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

ボ
ン
ヅ
ナ
が
出
来
上
る
と
、
早
速
空
き
地
の
隣
に
あ
る
共
同
墓
地
へ
引
き
綱
を
引
い

て
持
っ
て
い
く
。
ボ
ン
ヅ
ナ
本
体
は
持
ち
上
げ
ず
に
、
地
面
を
擦
る
よ
う
に
し
て
引
き

綱
を
引
く
。
そ
う
し
て
、
夕
方
に
な
る
ま
で
の
間
、
墓
地
の
通
路
脇
に
一
時
仮
置
き
し

て
お
く
（
写
真
３
）。

②　

迎
え　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

午
後
四
時
に
な
る
と
、
再
び
子
供
と
そ
の
保
護
者
が
共
同
墓
地
へ
参
集
す
る
。
共
同

墓
地
の
ほ
ぼ
中
央
の
通
路
上
で
、子
供
た
ち
が
引
き
綱
を
引
き
な
が
ら
「
ホ
ト
ケ
サ
マ
、

ノ
ラ
ン
シ
ョ
」
と
い
う
掛
け
声
を
か
け
つ
つ
、
右
回
り
に
そ
の
場
で
三
回
回
る
。
現
在

は
墓
地
の
通
路
が
狭
い
の
で
、
そ
の
年
の
ボ
ン
ヅ
ナ
の
大
き
さ
に
合
わ
せ
て
、
そ
の
場

で
回
っ
た
こ
と
と
し
て
実
際
に
は
回
さ
な
い
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。
こ
の
行
為
に
よ
っ

て
仏
さ
ま
が
ボ
ン
ヅ
ナ
に
跨
い
で
乗
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
と
い
う
。
墓
地
を
出

る
と
、
町
内
の
各
家
を
巡
る
。
移
動
す
る
時
に
は
、
ボ
ン
ヅ
ナ
の
土
台
に
な
っ
て
い
る

竹
の
根
元
部
分
（
割
っ
て
上
に
反
ら
せ
て
あ
る
方
）
が
前
側
に
な
る
。
葉
が
残
っ
て
い

る
穂
先
部
分
は
後
ろ
側
に
な
る
。
移
動
中
は
、
特
に
掛
け
声
な
ど
は
か
け
な
い
。
家
の

敷
地
に
入
る
時
に
は
、「
ホ
ト
ケ
サ
マ
、
イ
ラ
ッ
シ
ャ
ッ
タ
」
と
い
う
掛
け
声
を
か
け

な
が
ら
入
っ
て
行
く
。
庭
の
中
央
部
分
に
到
着
す
る
と
、保
護
者
に「
回
っ
て
、回
っ
て
」

と
促
さ
れ
、
子
供
た
ち
は
、「
ホ
ト
ケ
サ
マ
、
オ
リ
ラ
ッ
シ
ョ
」
と
い
う
大
き
な
掛
け

声
を
か
け
な
が
ら
、
ボ
ン
ヅ
ナ
を
そ
の
場
で
右
回
り
に
三
回
回
す
（
写
真
４
）。
そ
う

す
る
と
家
の
中
か
ら
そ
の
家
の
主
人
が
出
て
来
て
、
慰
労
の
言
葉
と
と
も
に
お
礼
の
お

金
を
子
供
に
渡
す
。
子
供
の
中
に
は
、こ
の
謝
礼
の
お
金
を
受
け
取
る
係
の
者
が
い
て
、

肩
か
ら
ポ
シ
ェ
ッ
ト
を
か
け
て
、
そ
の
中
に
お
金
を
し
ま
う
。
謝
礼
の
お
金
は
、
千
円

札
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
家
人
も
保
護
者
た
ち
へ
声
は
か
け
る
が
、
あ
く
ま
で
も
こ
の

行
事
の
主
役
は
子
供
で
あ
る
よ
う
に
振
る
舞
う
。
そ
し
て
、
保
護
者
た
ち
に
「
次
に
行

き
ま
ー
す
」
と
声
を
か
け
ら
れ
て
、
子
供
た
ち
は
庭
先
か
ら
道
路
へ
と
戻
り
、
次
の
家

を
目
指
す
。
保
護
者
た
ち
は
、
手
持
ち
の
地
図
に
記
さ
れ
た
家
を
確
認
し
な
が
ら
、
次

の
家
へ
向
か
う
。
経
路
に
は
狭
い
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
、
長
い
ボ
ン
ヅ
ナ
を
う
ま
く
操

作
し
な
が
ら
引
く
こ
と
は
難
儀
な
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
都
度
、
保
護
者
た
ち
が
声
を
か

け
て
、
フ
ェ
ン
ス
や
道
路
ブ
ロ
ッ
ク
に
ぶ
つ
か
ら
な
い
よ
う
に
上
手
に
導
い
て
い
る
。

現
在
で
は
、
用
心
の
た
め
に
保
護
者
の
父
親
が
運
転
す
る
軽
ト
ラ
ッ
ク
一
台
が
後
ろ
か

ら
付
い
て
来
て
、
万
一
に
備
え
て
い
る
。
実
際
に
ボ
ン
ヅ
ナ
を
引
き
ま
わ
す
時
に
、
そ

の
ほ
と
ん
ど
の
重
量
を
引
き
受
け
る
の
は
、
先
頭
の
引
き
綱
を
引
く
二
人
で
あ
る
。
こ

こ
は
年
長
の
子
供
が
担
う
よ
う
に
な
る
。
そ
の
ほ
か
の
綱
は
持
っ
て
い
る
だ
け
で
、
実

際
の
牽
引
力
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
一
番
後
ろ
側
に
つ
き
、
穂
先
を
持
つ
子
供
は
、
舵

取
り
役
の
よ
う
な
役
割
を
も
つ
。
こ
の
調
査
時
に
は
、
こ
の
穂
先
を
持
つ
子
供
が
謝
礼

を
受
け
取
る
会
計
の
係
を
担
当
し
て
い
た
。
家
に
よ
っ
て
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
冷
た
い

飲
み
物
を
用
意
し
て
お
い
て
く
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
な
お
、
行
事
中
に
は
ボ
ン
ヅ
ナ

は
跨
が
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
と
い
う
。
地
区
内
で
は
、
三
十
五
軒
を
ま
わ
る
。
ほ
ぼ

半
分
程
ま
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
再
び
ボ
ン
ヅ
ナ
を
製
作
し
た
共
同
墓
地
近
く
の
空
き
地

に
到
着
す
る
。
こ
こ
で
一
旦
休
憩
と
な
り
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

写真 3 　共同墓地に仮置きされるボンヅナ

写真 4 　家人が見守る庭先でボンヅナを回
す
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る
。
子
供
た
ち
に
と
っ
て
は
、
こ
の
休
憩
が
な
に
よ
り
の
楽
し
み
だ
と
い
う
。

　

先
祖
の
霊
を
す
べ
て
送
り
届
け
た
後
の
ボ
ン
ヅ
ナ
は
、
以
前
は
鉾
田
川
に
流
し
て
い

た
と
い
う
。
し
か
し
、
現
在
で
は
環
境
問
題
の
こ
と
も
あ
り
、
区
長
が
市
の
処
理
場
へ

持
っ
て
行
っ
て
処
理
し
て
い
る
。

③　

送
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

当
地
区
で
は
、
盆
綱
に
よ
る
「
送
り
」
の
行
事
は
な
い
。

〔
綱
の
形
状
〕

　

ボ
ン
ヅ
ナ
製
作
の
基
本
的
な
素
材
は
、
七
ｍ
余
り
の
一
本
の
竹
で
あ
る
。
こ
れ
を
ほ

ぼ
真
ん
中
で
切
り
離
し
、
根
元
側
を
縦
に
二
本
に
割
り
、
丸
い
表
皮
側
を
縦
に
並
べ
て

土
台
と
し
、
そ
の
上
に
穂
先
側
に
藁
縄
を
巻
い
て
上
部
構
造
と
す
る
（
写
真
５
）。
土

台
部
分
は
、
地
面
を
擦
り
な
が
ら
移
動
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ボ
ン
ヅ
ナ
の
本

体
で
あ
る
穂
先
部
分
は
、
先
端
の
六
十
㎝
に
だ
け
葉
を
残
し
て
お
き
、
後
の
部
分
は
藁

縄
を
ぐ
る
ぐ
る
巻
き
に
し
て
お
く
。
土
台
に
載
せ
た
穂
先
部
分
は
穂
先
を
上
に
反
ら
せ

る
よ
う
に
固
定
す
る
。
こ
の
時
に
四
十
㎝
程
の
割
り
竹
を
横
に
し
て
、
穂
先
部
分
に
繋

ぎ
と
め
た
縄
を
そ
の
左
右
の
端
の
穴
に
通
し
て
本
体
の
穴
に
繋
い
で
固
定
す
る
。
土
台

に
は
左
右
の
各
五
か
所
に
穴
を
開
け
て
縄
を
通
し
て
穂
先
（
本
体
）
部
分
を
固
定
す
る
。

あ
わ
せ
て
こ
の
五
か
所
に
は
引
き
綱
が
つ
け
ら
れ
る
。
ボ
ン
ヅ
ナ
を
引
く
時
に
前
側
に

な
る
の
は
、
竹
の
根
元
側
で
あ
る
。
後
ろ
側
は
竹
の
葉
が
残
っ
た
穂
先
に
な
る
。

　

ボ
ン
ヅ
ナ
の
全
長
は
、
五
・
二
六
ｍ
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
本
調
査
時
も
、
現
場
で

は
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
ボ
ン
ヅ
ナ
を
製
作
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
そ
の
形
態
や
大
き

さ
は
そ
の
都
度
違
っ
て
い
る
こ
と
が
推
察
で
き
た
。
ま
た
、
材
料
に
つ
い
て
は
、
竹
は

地
区
内
の
竹
林
か
ら
採
取
し
た
も
の
で
あ
り
、
藁
縄
は
近
隣
の
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
か
ら

購
入
し
た
も
の
だ
と
い
う
。
道
具
も
電
動
の
ド
リ
ル
や
カ
セ
ッ
ト
式
バ
ー
ナ
ー
を
用
い

て
い
る
。
反
り
返
さ
せ
た
穂
先
を
維
持
す
る
た
め
に
横
に
置
い
た
四
十
㎝
程
の
割
り
竹

を
本
体
に
結
び
付
け
た
り
、
先
頭
部
分
の
反
り
を
維
持
し
た
り
す
る
た
め
に
、
針
金
も

用
い
て
い
る
。
こ
れ
を
結
束
す
る
た
め
の
用
具
で
あ
る
ハ
ッ
カ
ー
も
使
わ
れ
て
お
り
、

堅
固
な
構
造
に
な
っ
て
い
る
。
時
代
に
合
わ
せ
て
素
材
や
用
具
を
活
用
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
そ
の
年
ご
と
に
ボ
ン
ヅ
ナ
の
形
状
は
変
わ
っ
て
い
る
。
区
長
の
高
橋

久
男
氏
に
よ
る
と
、
八
十
年
程
前
に
は
ボ
ン
ヅ
ナ
は
大
縄
で
あ
っ
た
と
い
う
。
一
度
途

絶
え
た
が
、
そ
の
後
再
び
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
復
活
し
た
正
確
な
年
代
は
不
明

だ
が
、
子
供
会
育
成
会
の
塙
健
氏
か
ら
の
聞
き
書
き
に
よ
る
と
、
三
十
年
く
ら
い
前
の

こ
と
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。
こ
の
復
活
し
た
頃
に
は
、
た
た
み
一
畳
に
も
な
る

よ
う
な
大
き
な
ボ
ン
ヅ
ナ
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
程
ま
で
に
大
き
く
な
る
と
持
ち
上

げ
る
こ
と
は
勿
論
、
引
き
回
す
こ
と
も
大
変
な
作
業
に
な
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
相
応
の

子
供
の
人
数
が
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

〔
綱
の
取
扱
い
〕

・
移
動
の
仕
方
は
、
地
面
に
置
い
て
引
っ
張
る
。

・
取
り
扱
う
上
で
注
意
す
る
こ
と
と
し
て
は
、
ボ
ン
ヅ
ナ
は
跨
が
な
い
よ
う
に
す
る
。

写真 5 　藁を巻いた竹の穂先部分（本体）

写真 6 　出来上がったボンヅナを共同墓地
へ運び入れる
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〔
各
家
の
盆
行
事
〕

　

迎
え
火
、
送
り
火
を
す
る
。
先
祖
は
こ
の
ボ
ン
ヅ
ナ
で
家
に
帰
っ
て
来
る
と
思
っ
て

い
る
。
送
り
の
盆
綱
行
事
は
な
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
祖
先
は
行
事
が
な
く
て
も
、
そ
の

ま
ま
あ
の
世
へ
還
る
も
の
だ
と
思
っ
て
い
る
。

〔
歴
史
的
変
遷
〕

　

徳
宿
新
田
集
落
に
お
け
る
盆
綱
行
事
の
起
源
は
定
か
で
は
な
い
が
、
約
八
十
年
前
に

は
実
施
し
て
い
た
と
い
う
。
途
中
で
し
ば
ら
く
の
間
、
途
絶
え
て
い
た
時
期
も
あ
っ
た

が
、
現
在
の
親
の
世
代
が
子
供
の
頃
に
復
活
し
た
。
復
活
し
た
当
時
の
ボ
ン
ヅ
ナ
は
、

た
た
み
一
畳
程
に
縄
と
竹
を
編
ん
で
用
い
て
い
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
現
在
の
よ
う
な

形
に
な
っ
た
（
そ
れ
ぞ
れ
の
具
体
的
な
時
期
は
不
詳
で
あ
る
）。
運
営
主
体
は
子
供
会

で
あ
る
が
、
ボ
ン
ヅ
ナ
作
り
は
子
供
会
に
属
す
る
子
の
保
護
者
（
ほ
と
ん
ど
は
父
親
）

が
担
う
。
彼
ら
自
身
も
ま
た
子
供
の
頃
に
盆
綱
行
事
を
担
っ
た
経
験
が
あ
る
。
こ
の
他

に
、
区
も
廃
棄
物
の
処
理
な
ど
に
つ
い
て
協
力
し
て
い
る
。

　

行
事
の
内
容
は
、
八
月
十
三
日
の
早
朝
（
現
在
は
昼
過
ぎ
）
に
藁
で
編
ん
だ
大
縄
を

共
同
墓
地
に
巻
い
て
置
き
、
夕
方
に
小
学
生
が
集
ま
っ
て
、
先
祖
の
霊
を
乗
せ
る
た
め

に
「
ホ
ト
ケ
サ
マ
、
ノ
リ
ラ
ッ
シ
ョ
」
と
唱
え
な
が
ら
、
右
回
り
に
三
回
回
っ
た
後
で
、

先
祖
の
霊
を
乗
せ
た
ボ
ン
ヅ
ナ
を
子
供
た
ち
が
引
き
な
が
ら
、
集
落
内
の
各
家
を
練
り

歩
く
。各
家
の
庭
先
で
は
、先
祖
の
霊
を
降
ろ
す
た
め
に「
ホ
ト
ケ
サ
マ
、マ
イ
ラ
ッ
シ
ョ

（
オ
リ
ラ
ッ
シ
ョ
）」
と
唱
え
な
が
ら
右
回
り
に
三
回
回
る
。
先
祖
の
霊
を
降
ろ
し
て
も

ら
っ
た
家
か
ら
は
、
子
供
た
ち
に
お
菓
子
や
金
品
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
る
。

　

先
祖
の
霊
を
す
べ
て
降
ろ
し
終
わ
っ
た
ボ
ン
ヅ
ナ
は
、
鉾
田
川
へ
流
し
て
い
た
が
、

現
在
で
は
区
長
が
処
理
を
し
て
く
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

〔
所
見
〕

　

当
地
区
に
お
け
る
ボ
ン
ヅ
ナ
行
事
は
、
子
供
た
ち
主
体
の
行
事
と
は
い
え
、
子
供
た

ち
の
親
世
代
が
主
導
的
な
立
場
に
な
っ
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。
自
分
た
ち
が
子
供
の
頃

に
し
て
い
た
伝
統
行
事
を
、
自
分
の
子
供
た
ち
に
も
体
験
さ
せ
て
あ
げ
た
い
と
い
う
意

識
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
て
い
る
。

　

ボ
ン
ヅ
ナ
が
家
に
入
る
時
に
か
け
る
「
ホ
ト
ケ
サ
マ
、
イ
ラ
ッ
シ
ャ
ッ
タ
」
と
い
う

掛
け
声
は
、
そ
の
家
の
人
へ
ボ
ン
ヅ
ナ
が
来
た
こ
と
を
告
げ
る
役
割
も
あ
る
。

　

子
供
た
ち
に
と
っ
て
は
、
子
供
会
の
行
事
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
る
が
、
毎
年
や
る

べ
き
行
事
と
し
て
そ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
こ
の
行
事
で
各
家
か
ら
い
た
だ
く
謝

礼
は
、
子
供
会
の
も
の
と
し
て
お
り
、
子
供
た
ち
が
自
由
に
使
え
る
資
金
と
な
っ
て
い

る
。

　

小
学
校
の
低
学
年
の
子
供
に
と
っ
て
は
、た
と
え
夕
方
か
ら
夜
に
か
け
て
と
は
い
え
、

猛
暑
の
中
を
数
㎞
に
わ
た
っ
て
歩
く
こ
と
は
大
変
な
行
事
で
あ
る
。経
路
が
長
い
の
で
、

途
中
で
ボ
ン
ヅ
ナ
を
製
作
し
た
共
同
墓
地
の
近
く
に
あ
る
空
き
地
で
、
休
憩
を
兼
ね
て

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
し
て
か
ら
後
半
の
経
路
へ
向
か
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
午
後
四
時

か
ら
始
ま
り
、
途
中
休
憩
を
は
さ
む
に
し
て
も
、
終
わ
る
の
は
午
後
八
時
過
ぎ
で
あ
る
。

　

行
事
の
前
半
で
休
憩
場
所
へ
戻
る
時
に
丘
の
上
に
登
る
坂
道
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
疲

写真 ７ 　かけ声を唱えながらボンヅナを回
す

写真 ８ 　家人から謝礼を受け取る子供
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れ
た
子
供
た
ち
に
代
わ
り
、
大
人
た
ち
が
ボ
ン
ヅ
ナ
を
引
い
て
い
た
。

　

駒
木
根
地
区
に
お
け
る
盆
綱
行
事
と
は
、
巡
り
歩
く
地
区
が
一
部
重
複
し
て
い
る
こ

と
も
あ
り
、途
中
で
出
会
う
場
合
が
あ
る
。
出
会
っ
た
時
に
特
別
な
し
き
た
り
は
な
い
。

　

本
調
査
は
、
令
和
元
年
八
月
十
三
日
に
実
施
し
た
現
地
調
査
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

調
査
に
あ
た
り
、
茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大
学
文
学
部
文
化
交
流
学
科
学
生
の
住
谷
茉
菜
美

さ
ん
、
藤
原
雅
史
さ
ん
、
益
子
南
さ
ん
の
三
名
に
多
大
な
る
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。

こ
こ
に
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
す
る
。

〔
情
報
提
供
者
〕

　

塙　
　
　

健
さ
ん　

子
供
会
育
成
会

　

髙
橋　

久
雄
さ
ん　

徳
宿
新
田
区
長

〔
参
考
文
献
〕

鉾
田
町
史
編
さ
ん
委
員
会
『
鉾
田
町
史 

通
史
編 

下
巻
』、
鉾
田
町
、
二
〇
〇
一
年

角
川
日
本
地
名
大
辞
典
編
纂
委
員
会
『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典 

八 

茨
城
県
』、
角

川
書
店
、
一
九
八
三
年

（
清
水　

博
之
）

●
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一
三
　
駒こ
ま

木ぎ

根ね

（
鉾
田
市
）
の
盆
綱

〔
地
区
名
〕

　

鉾
田
市
駒
木
根

〔
地
区
の
概
況
〕

　

駒
木
根
は
、
北
浦
へ
と
流
れ
込
む
七
瀬
川
（
鉾
田
川
）
右
岸
の
台
地
上
の
農
村
集
落

で
あ
る
。
村
の
東
側
を
北
か
ら
南
に
七
瀬
川
が
流
れ
る
形
に
な
る
。

　
『
新
編
常
陸
国
誌
』
に
よ
れ
ば
、
古
く
は
駒
木
根
新
田
と
称
し
た
と
い
う
が
、
江
戸

時
代
中
期
に
は
駒
木
根
村
と
呼
ば
れ
た
。
涸
沼
と
北
浦
の
中
間
に
あ
た
る
た
め
、
江
戸

時
代
は
河
川
交
通
の
拠
点
と
し
て
重
視
さ
れ
、河
岸
問
屋
な
ど
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）、
駒
木
根
を
含
む
六
か
村
が
合
併
し
て
徳
宿
村
と
な
り
、

そ
の
後
昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）
か
ら
は
鉾
田
町
、
平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
）
に

は
鉾
田
市
の
大
字
と
な
っ
て
い
る
。

　

駒
木
根
の
鎮
守
社
は
三
渡
神
社
（
駒
木
根
神
社
）
で
、
集
落
の
全
戸
が
氏
子
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
檀
那
寺
は
決
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
鉾
田
の
三
光
院
の
檀
家

が
多
い
。
令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）
現
在
の
戸
数
は
三
十
六
～
三
十
八
戸
程
で
あ
る
。

〔
実
施
主
体
〕

　

平
成
十
年
代
頃
ま
で
は
、
小
学
三
、四
年
生
か
ら
受
験
生
を
除
く
中
学
生
ま
で
の
男

子
が
、
年
長
者
を
リ
ー
ダ
ー
に
、
全
て
の
準
備
と
行
事
全
般
を
行
っ
た
。
準
備
の
際
に

飲
む
飲
み
物
な
ど
も
、
中
学
生
が
皆
お
ご
っ
て
く
れ
た
と
い
う
。
大
人
は
た
ま
に
見
に

来
て
、
多
少
手
伝
う
程
度
で
あ
っ
た
。
子
供
だ
け
で
作
っ
た
ボ
ン
ヅ
ナ
は
、
引
っ
張
っ

て
い
る
途
中
で
崩
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
か
ま
わ
ず
に
そ
れ
を
引
い
て
歩
い

た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
子
供
の
数
が
減
っ
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
平
成
十
年
頃
か
ら
女
子
も
参
加

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
夕
方
の
集
合
時
間
や
持
ち
手
の
班
割
・
配
置
、
こ
づ
か
い
の
分

配
な
ど
を
決
め
、
采
配
す
る
役
も
男
女
関
係
な
く
中
学
生
の
最
年
長
者
が
行
う
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
同
じ
頃
よ
り
子
供
会
の
父
親
た
ち
が
組
織
的
に
手
伝
う
よ
う
に
な
っ
た
。
こ

の
た
め
、
大
人
の
都
合
に
合
わ
せ
て
、
準
備
も
八
月
十
三
日
の
午
前
中
に
ま
と
め
て
行

う
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
子
供
会
の
会
長
は
一
年
交
代
で
あ
る
が
、
前
年
に
副
会
長
も

補
佐
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
二
年
間
で
行
事
内
容
の
引
継
ぎ
が
な
さ

れ
る
形
で
あ
る
。
但
し
、
大
人
は
工
具
の
使
い
方
な
ど
を
教
え
る
程
度
に
と
ど
め
、
作

業
は
子
供
た
ち
が
主
体
的
に
取
り
組
む
よ
う
配
慮
が
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
新
盆
、
す
な
わ
ち
前
年
の
盆
以
降
に
葬
式
を
出
し
た
家
の
者
は
、
子
供
も
大

人
も
参
加
し
な
い
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　

令
和
二
年
に
盆
綱
を
行
っ
た
子
供
た
ち
は
小
学
生
八
人
、
中
学
生
九
人
の
合
計
十
七

人
で
あ
っ
た
。

〔
実
施
日
〕

①　

準
備　

平
成
十
年
頃
以
前　

八
月
十
三
日
以
前
に
二
、三
日
か
け
て
子
供
た
ち
が
ボ
ン
ヅ
ナ

を
作
っ
た
。

平
成
十
年
頃
以
降　

八
月
十
三
日
の
午
前
中
に
子
供
と
大
人
で
ボ
ン
ヅ
ナ
を
作
る
。

②　

迎
え　

　

八
月
十
三
日
の
夕
方
四
時
半
頃
か
ら
夜
の
八
時
頃
ま
で

〔
綱
の
形
状
〕 

 

　

駒
木
根
の
ボ
ン
ヅ
ナ
の
造
作
上
の
特
徴
は
、
綱
と
し
て
綯
う
の
で
は
な
く
、
骨
組
み

と
な
る
竹
に
藁
束
を
ず
ら
し
な
が
ら
縄
で
縛
り
つ
け
て
作
る
こ
と
に
あ
る
。
更
に
、
こ

の
本
体
を
橇
の
役
割
を
果
た
す
一
対
の
割
竹
に
乗
せ
、
地
面
と
の
摩
擦
を
減
ら
し
て
引

き
ま
わ
し
や
す
く
し
て
い
る
。
作
り
手
の
意
識
と
し
て
は
「
龍
」
で
あ
る
と
も
い
う
が
、
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名
称
は
あ
く
ま
で
「
ボ
ン
ヅ
ナ
」
で
、
頭
に
あ
た
る

も
の
は
作
ら
な
い
。

　

た
だ
し
、
こ
だ
わ
り
と
し
て
、
尻
尾
に
あ
た
る
最

後
尾
部
分
が
最
も
重
要
と
さ
れ
、
笹
竹
の
先
端
を
残

し
て
ふ
さ
ふ
さ
と
し
た
と
こ
ろ
ま
で
き
っ
ち
り
と
縄

を
巻
き
、
ピ
ン
と
尾
を
立
て
た
よ
う
に
作
る
。
こ
の

尾
が
長
い
ほ
ど
格
好
良
い
と
さ
れ
る
が
、
長
す
ぎ
る

と
折
れ
や
す
く
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
こ
を
持
つ
の
は

中
学
生
の
「
偉
い
人
」
で
、
尾
が
途
中
で
折
れ
な
い

よ
う
に
注
意
し
、
ま
た
後
ろ
か
ら
全
体
を
見
る
舵
取

り
役
と
な
る
。
ま
た
ボ
ン
ヅ
ナ
の
先
頭
も
や
は
り
中

学
生
が
持
ち
、
向
き
を
先
導
す
る
。
形
状
は
昔
か
ら

さ
ほ
ど
変
わ
ら
ず
、
た
だ
昭
和
期
に
は
、
橇
と
な
る

割
竹
は
ま
っ
す
ぐ
な
ま
ま
で
あ
っ
た
が
、
い
つ
し
か

道
を
引
き
や
す
い
よ
う
に
先
を
折
り
曲
げ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
い
う
。

〔
詳
細
〕

①　

準
備

　

令
和
二
年
は
、
八
月
十
三
日
の
午
前
八
時
半
頃
か

ら
十
時
半
頃
ま
で
、
子
供
た
ち
と
保
護
者
ら
が
準
備

作
業
を
行
っ
た
。本
来
は
共
同
墓
地
で
行
う
も
の
で
、

そ
う
す
る
と
ご
先
祖
様
も
作
る
と
こ
ろ
を
楽
し
み
な

が
ら
見
て
い
て
く
れ
る
の
だ
、
と
い
わ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、墓
地
は
木
陰
が
な
く
暑
さ
が
厳
し
い
た
め
、

令
和
二
年
は
熱
中
症
対
策
と
し
て
駒
木
根
公
民
館
の

前
の
木
陰
で
作
業
し
た
。
竹
切
り
や
枝
打
ち
、
ド
リ

ル
で
の
穴
あ
け
な
ど
、
工
具
を
用
い
た
加
工
の
部
分
は
、
大
人
が
手
本
を
示
す
が
、
作

業
そ
の
も
の
は
子
供
た
ち
が
行
う
。

　

通
常
は
太
さ
二
十
㎝
、
長
さ
約
八
ｍ
程
の
ボ
ン
ヅ
ナ
を
作
る
が
、
令
和
二
年
は
熱
中
症

対
策
、
そ
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防
止
の
た
め
、
ボ
ン
ヅ
ナ
の
サ
イ
ズ
を
例

年
の
三
分
の
二
程
度
の
約
六
ｍ
六
十
㎝
程
に
し
て
製
作
時
間
を
短
縮
し
た
。
ま
た
引
き
歩

く
人
数
も
半
分
ず
つ
交
代
に
し
て
、
間
隔
を
空
け
て
持
つ
よ
う
配
慮
が
な
さ
れ
た
。

製
作
工
程

（
１
）
竹
を
伐
り
出
す
…
材
料
と
し
て
、
墓
地
の
向
か
い
側
の
竹
薮
か
ら
真
竹
の
太
い

も
の
と
細
い
も
の
を
一
本
ず
つ
伐
り
出
す
。細
い
竹
は
先
端
を
一
五
〇
㎝
程
残
し
て
、

鉈
で
枝
葉
を
払
っ
て
お
く
。
太
い
竹
は
先
を
切
り
落
と
し
、
枝
葉
も
す
べ
て
払
う
。

（
２
）
竹
を
割
る
…
太
い
方
の
竹
は
元
か
ら
二
つ
割
り
に
し
て
お
く
。

（
３
）
藁
束
を
巻
く
…
枝
葉
の
つ
い
た
細
い
竹
を
寝
か
せ
た
隣
に
、
根
元
の
方
か
ら
端

を
合
わ
せ
て
藁
束
を
一
抱
え
ず
つ
一
列
に
置
い
て
い
く
（
写
真
１
）。
こ
の
時
、
前

に
置
い
た
束
の
先
方
半
分
程
に
次
の
束
の
根
元
を
重
ね
て
置
く
よ
う
に
す
る
。
竹
の

駒木根のボンヅナ

写真 1 　藁束を並べる

写真 2 　竹の芯に藁束を巻く
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枝
葉
の
残
る
部
分
よ
り
二
十
㎝
手
前
く
ら
い
ま
で
の
長
さ
に
並
べ
る
。
藁
束
を
並
べ

終
わ
っ
た
ら
そ
の
上
に
、
竹
を
置
き
、
藁
で
包
み
込
み
な
が
ら
巻
い
て
、
束
ご
と
に

藁
縄
で
縛
っ
て
い
く
（
写
真
２
）。

（
４
）
尾
の
部
分
に
藁
縄
を
巻
き
付
け
る
…
藁
束
の
最
先
端
部
七
十
㎝
程
の
と
こ
ろ
か

ら
、
藁
縄
を
ぐ
る
ぐ
る
と
き
つ
く
巻
き
上
げ
て
い
く
（
写
真
３
）。
細
く
な
っ
て
き

た
ら
二
重
に
し
て
強
化
し
、
枝
葉
の
部
分
ま
で
き
た
ら
、
今
度
は
バ
サ
バ
サ
し
て
い

る
枝
葉
を
軽
く
ま
と
め
る
よ
う
に
螺
旋
状
に
先
端
ま
で
巻
い
て
い
き
、結
ん
で
お
く
。

（
５
）
割
竹
を
折
り
曲
げ
る
…
割
竹
は
外
側
が
下
に
来
る
よ
う
に
並
べ
て
置
き
、
所
々

に
ド
リ
ル
で
穴
を
空
け
て
針
金
を
通
し
、
二
本
を
固
定
す
る
。
ま
た
、
あ
と
で
本
体

を
縛
る
た
め
の
針
金
も
先
に
通
し
て
お
く
。
割
竹
の
根
元
か
ら
五
十
㎝
の
あ
た
り
を

ガ
ス
バ
ー
ナ
ー
（
以
前
は
焚
火
）
で
あ
ぶ
り
、
少
し
鋭
角
に
な
る
程
度
に
折
り
曲
げ

る
（
写
真
４
）。

（
６
）
割
竹
の
上
に
本
体
を
乗
せ
る
…
割
竹
を
並
べ
た
上
に
（
４
）
で
出
来
上
が
っ
た

本
体
を
乗
せ
る
。割
竹
を
折
り
曲
げ
た
方
に
本
体
の
元
の
方
を
乗
せ
る
よ
う
に
す
る
。

（
５
）
で
割
竹
の
所
々
に
通
し
て
お
い
た
針
金
で
、
本
体
を
巻
い
て
縛
り
固
定
す
る
。

割
竹
が
ボ
ン
ヅ
ナ
本
体
の
橇
の
よ
う
に
な
る
。

（
７
）
持
ち
手
を
つ
け
る
…
一
八
〇
㎝
程
の
長
さ
に
切
っ
た
縄
を
引
き
手
の
人
数
分
用

意
し
、
本
体
を
縛
っ
た
縄
の
所
々
に
結
ん
で
、
一
人
ず
つ
の
持
ち
手
に
す
る
。

（
８
）
尾
を
ピ
ン
と
立
て
る
…
竹
の
枝
葉
の
先
ま
で
巻
い
て
お
い
た
縄
を
引
い
て
、
格

好
良
く
湾
曲
さ
せ
、縄
の
端
を
本
体
に
結
ん
で
固
定
し
た
ら
完
成
で
あ
る（
写
真
５
）。

盆
綱
を
引
き
歩
く
時
に
は
竹
の
元
の
方
が
先
頭
と
な
り
、
ピ
ン
と
張
っ
た
竹
の
先
端

の
方
が
龍
の
尻
尾
の
よ
う
に
な
る
。

　

ボ
ン
ヅ
ナ
を
作
り
終
え
た
ら
、
一
度
解
散
し
、
夕
方
、
ま
た
集
ま
る
。

②　

迎
え　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
四
時
半　

墓
地
で
ボ
ン
ヅ
ナ
に
仏
さ
ま
を
乗
せ
る
…
共
同
墓
地
に
子
供
た
ち
が
集

合
し
全
て
の
墓
を
ま
わ
っ
て
土
盛
り
の
土
や
墓
石
に
つ
い
た
苔
を
一
つ
ま
み
ず
つ
集
め

て
（
写
真
６
・
７
）、
ボ
ン
ヅ
ナ
の
隙
間
に
詰
め
る
（
写
真
８
）。
こ
の
土
や
苔
に
そ
れ

ぞ
れ
仏
さ
ま
の
魂
が
入
っ
て
い
る
と
み
な
さ
れ
る
。
個
人
墓
も
含
め
て
全
て
の
墓
の
土

や
苔
を
入
れ
る
と
、
仏
さ
ま
が
全
員
乗
っ
た
こ
と
に
な
る
の
で
、
乗
せ
忘
れ
が
な
い
よ

写真 3 　藁縄を巻き付ける

写真 5 　割竹に本体を乗せ、尾を立てる

写真 4 　割竹を折り曲げる

写真 6 　墓の土を一つまみずつ集める
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う
に
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
。

　

ま
た
、
以
前
は
共
同
墓
地
に
入
っ
て
い
な
い
墓
も
あ
っ
た
た
め
、
十
三
日
の
夕
方
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
墓
に
土
や
苔
を
取
り
に
行
っ
た
。
特
に
一
つ
だ
け
、
山
の
頂
上
に
ぽ
つ
ん

と
離
れ
た
墓
が
あ
り
、
小
さ
い
子
が
二
人
組
で
そ
の
墓
の
苔
を
取
り
に
行
か
さ
れ
た
。

盆
綱
に
参
加
す
る
度
胸
試
し
の
よ
う
な
意
味
も
あ
っ
た
と
い
う
。

　

か
つ
て
昭
和
三
十
年
代
頃
ま
で
は
、
墓
地
を
出
発
す
る
時
に
「
仏
さ
ま
、
の
―
ら
っ

し
ょ
（
乗
ら
っ
し
ょ
）」
と
声
を
か
け
て
か
ら
出
発
し
て
い
た
と
い
う
が
、
現
在
は
行

わ
れ
て
い
な
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
五
時　

各
家
を
ま
わ
り「
仏
さ
ま
」を
送
り
届
け
る
…
墓
地
を
出
発
し
て（
写
真
９
）

「
仏
さ
ま
、
め
ー
ら
し
た
（
参
ら
し
た
）」
と
言
い
な
が
ら
、
集
落
内
の
家
を
一
軒
ず
つ

順
に
ま
わ
る
（
写
真
10
～
12
）。
盆
綱
で
「
各
家
に
仏
さ
ま
を
届
け
る
」
の
だ
と
い
う
。

昔
は
歩
く
間
ず
っ
と
声
を
掛
け
続
け
て
い
た
と
い
う
が
、
平
成
の
頃
か
ら
は
、
訪
ね
る

家
に
近
づ
い
た
ら
、
少
し
手
前
か
ら
声
を
か
け
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
ま
わ
る
家
は
集

落
内
の
仏
さ
ま
の
あ
る
（
仏
壇
の
あ
る
）
家
だ
け
で
、
新
宅
（
分
家
）
な
ど
、
ま
だ
仏

さ
ま
（
死
者
）
を
出
し
て
い
な
い
家
は
ま
わ
ら
な
い
。
ま
た
、
近
年
に
な
っ
て
駒
木
根

写真 ７ 　墓石の苔を集める

写真 ８ 　土や苔をボンヅナに入れる

写真11　主屋の前で仏さまを下ろす 写真 9 　墓地を出発する

写真12　各家をまわる 写真10　掛け声をかけながら屋敷に入る
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集
落
に
移
入
し
た
家
の
場
合
、
元
い
た
地
区
と
付
き
合
い
を
継
続
し
て
い
る
こ
と
も
あ

る
た
め
、
そ
れ
ら
の
家
は
ま
わ
ら
な
い
。
逆
に
距
離
が
少
し
離
れ
て
い
て
も
、
付
き
合

い
が
続
い
て
い
る
家
は
ま
わ
っ
て
い
る
。

　

例
年
ボ
ン
ヅ
ナ
が
ま
わ
っ
て
く
る
家
で
は
、
あ
ら
か
じ
め
こ
づ
か
い
を
用
意
し
、
子

供
た
ち
に
渡
す
。
金
額
は
、
令
和
二
年
の
時
点
で
一
軒
あ
た
り
大
体
千
円
～
三
千
円
く

ら
い
で
、
新
盆
の
家
（
写
真
13
）
で
は
他
よ
り
金
額
が
多
い 

。

午
後
七
時
半
頃　

駒
木
根
公
民
館
に
到
着
…
現
在
は
駒
木
根
公
民
館
に
戻
っ
て
盆
綱
行

事
は
終
了
と
な
る
（
写
真
14
）。
特
に
か
け
声
な
ど
は
な
い
。

　

た
だ
し
、
昭
和
の
頃
ま
で
は
終
着
点
は
七
瀬
川
に
架
か
る
駒
木
根
橋
で
、
橋
の
上
か

ら
川
に
ボ
ン
ヅ
ナ
を
投
げ
て
終
了
と
な
っ
た
。
橋
か
ら
落
と
す
際
に
は
「
仏
さ
ま
、
お

り
ら
っ
し
ょ
（
降
り
ら
っ
し
ょ
））
と
掛
け
声
を
か
け
て
い
た
。
そ
し
て
そ
の
ま
ま
暗

い
中
、
橋
の
上
で
お
金
を
数
え
て
分
配
し
、
こ
こ
で
解
散
し
た
と
い
う
。

午
後
七
時
四
十
分
頃　

こ
づ
か
い
の
分
配
…
行
事
終
了
後
、
子
供
た
ち
は
公
民
館
で
こ

づ
か
い
を
山
分
け
す
る
（
写
真
15
）。
厳
密
な
分
け
方
は
決
め
て
お
ら
ず
、
年
ご
と
に

年
長
の
年
代
の
子
供
が
決
め
て
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

午
後
八
時
頃　

解
散

〔
綱
の
取
扱
い
〕

　

昭
和
の
頃
ま
で
は
、
全
戸
ま
わ
り
終
わ
る
と
、
駒
木
根
橋
の
と
こ
ろ
に
来
て
「
仏
さ

ま
お
り
ら
っ
し
ょ
」
と
声
を
か
け
、
ボ
ン
ヅ
ナ
を
橋
上
か
ら
落
と
し
て
七
瀬
川
に
流
し

た
。

　

流
し
た
ボ
ン
ヅ
ナ
は
二
、三
日
は
そ
の
ま
ま
引
っ
か
か
っ
て
漂
っ
て
い
た
の
で
、
子

供
た
ち
は
川
に
入
っ
て
盆
綱
に
乗
っ
て
遊
ん
だ
も
の
だ
と
い
う
。
現
在
は
、
川
に
は
流

さ
ず
、
公
民
館
に
戻
し
、
翌
日
の
午
前
中
な
ど
に
大
人
た
ち
で
解
体
し
て
燃
や
し
た
り

ゴ
ミ
に
出
し
た
り
し
て
処
分
し
て
い
る
。

〔
各
家
の
盆
行
事
〕

八
月
十
三
日
…
各
家
で
、
仏
壇
の
前
や
床
の
間
の
前
に
盆
棚
を
作
る
。
季
節
の
果
物
や

野
菜
を
供
え
、
提
灯
を
飾
る
。
家
に
よ
っ
て
は
、
墓
地
の
近
く
や
屋
敷
地
の
入
口
な
ど

で
藁
を
燃
や
し
て
迎
え
火
を
焚
く
家
も
あ
る
（
写
真
16
）。
昔
は
、盆
棚
を
飾
っ
た
「
奥

写真13　灯籠の立つ新盆の家

写真15　中学生の年長者がこづかいを分
配する

写真14　駒木根公民館に戻る

写真16　各家の迎え火の跡
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の
間
」
の
入
口
の
前
に
、「
仏
さ
ま
が
入
る
時
に
足
を
洗
う
」
た
め
の
「
足
洗
い
水
」

を
桶
に
汲
ん
で
お
い
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　

ま
た
こ
の
日
の
夕
方
に
は
う
ど
ん
を
供
え
る
家
も
多
か
っ
た
。
夕
飯
に
は
つ
ゆ
に
つ

け
て
食
べ
る
ツ
ケ
う
ど
ん
を
食
べ
た
。
か
つ
て
小
麦
を
作
っ
て
い
た
農
家
は
自
分
の
家

で
う
ど
ん
を
打
っ
た
と
い
う
。

八
月
十
四
日
…
今
は
特
に
決
ま
っ
た
食
べ
物
な
ど
は
な
い
が
、
昔
は
こ
の
日
の
朝
に
餅

を
搗
い
て
食
べ
た
。
醤
油
仕
立
て
で
、
油
揚
と
餅
だ
け
の
よ
う
な
簡
単
な
雑
煮
や
あ
ん

こ
餅
な
ど
を
朝
食
と
し
た
。
仏
さ
ま
に
は
餅
に
あ
ん
こ
な
ど
を
添
え
て
供
え
た
。
昼
以

降
は
「
盆
参
り
」
な
ど
で
親
戚
や
村
の
人
た
ち
が
客
と
し
て
来
る
た
め
、
昼
食
・
夕
食

は
決
ま
っ
た
も
の
は
無
く
、
あ
り
合
わ
せ
の
も
の
で
あ
っ
た
。

八
月
十
五
日
…
こ
の
日
を
盆
の
終
わ
り
と
し
て
送
り
火
を
焚
く
家
も
あ
る
。

八
月
十
六
日
…
十
六
日
の
午
前
中
に
盆
棚
を
片
付
け
る
。
片
付
け
る
の
が
あ
ま
り
早
い

と
、
仏
さ
ま
を
追
い
出
す
よ
う
だ
と
い
っ
て
、
午
前
中
の
遅
め
の
時
間
に
片
付
け
る
。

家
に
よ
っ
て
は
ナ
ス
に
棒
を
さ
し
た
「
馬
」
を
作
っ
て
飾
り
、
こ
れ
で
仏
さ
ま
を
送
っ

て
い
く
、
と
い
う
家
も
あ
る
。
こ
の
時
に
送
り
火
を
行
う
家
も
あ
る
。

新
盆
参
り

　

新
盆
の
家
で
は
、
盆
棚
も
い
つ
も
よ
り

立
派
な
も
の
を
作
る
（
写
真
17
）。
ま
た

屋
敷
地
内
の
主
屋
の
前
に
高
灯
籠
を
建
て

る
。
以
前
は
手
作
り
で
あ
っ
た
が
、
近
年

は
葬
祭
業
者
に
頼
む
こ
と
が
多
い
。

　

十
三
日
の
夕
方
か
ら
十
四
日
は
、「
新

盆
参
り
」
と
し
て
親
戚
や
親
し
い
家
の
人

が
盆
棚
に
お
参
り
に
来
る
。
通
常
は
そ
の

ま
ま
奥
の
間
に
上
が
っ
て
焼
香
を
す
る

が
、
令
和
二
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
で
、
縁
側
か
ら
家
の
中
に
入
ら
ず
に
拝
む
な
ど
の
対
策
が
取
ら
れ
た
。

〔
歴
史
的
変
遷
〕

　

江
戸
時
代
の
終
わ
り
頃
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
と
も
い
う
が
、
さ
だ
か
で
は
な
い
。

〔
徳
宿
新
田
の
盆
綱
と
の
関
係
〕

　

駒
木
根
に
隣
接
す
る
徳
宿
新
田
地
区
、
通
称
「
新
田
」
も
ま
た
盆
綱
を
行
っ
て
い
る

地
域
で
あ
る
。
同
じ
小
学
校
に
通
う
両
地
区
の
子
供
た
ち
に
と
っ
て
、
同
じ
日
に
行
う

盆
綱
行
事
に
つ
い
て
は
、互
い
に
何
と
な
く
対
抗
意
識
が
あ
っ
た
と
い
う
。
か
つ
て
は
、

両
地
区
の
出
発
時
間
も
行
程
も
大
体
決
ま
っ
て
お
り
、
毎
年
、
徳
宿
小
学
校
（
平
成

二
十
七
年
に
廃
校
）
の
下
に
あ
っ
た
農
協
の
前
あ
た
り
で
行
き
会
う
の
が
通
例
で
あ
っ

た
。
出
会
っ
た
と
き
に
は
ぶ
つ
け
合
い
ご
っ
こ
に
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
新
田
の
ボ
ン

ヅ
ナ
は
、
今
で
こ
そ
駒
木
根
と
似
た
形
の
も
の
で
あ
る
が
、
昔
は
ゾ
ウ
リ
の
よ
う
に
編

ん
だ
ム
シ
ロ
、
そ
の
後
、
少
し
厚
み
の
あ
る
畳
を
引
っ
張
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

丁
度
、
ゴ
ザ
や
畳
に
仏
さ
ま
た
ち
が
乗
る
感
じ
で
、
駒
木
根
の
ボ
ン
ヅ
ナ
と
は
昔
か
ら

全
く
違
っ
て
い
た
と
い
う
。
一
方
、
駒
木
根
の
ボ
ン
ヅ
ナ
も
昔
は
今
と
異
な
り
、
橇
に

な
る
部
分
の
竹
の
先
端
を
曲
げ
ず
に
そ
の
ま
ま
突
き
出
し
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
ぶ
つ

け
合
う
と
、
新
田
の
ボ
ン
ヅ
ナ
の
畳
に
、
駒
木
根
の
竹
の
先
を
突
き
刺
す
よ
う
な
形
に

な
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
現
在
は
新
田
の
ボ
ン
ヅ
ナ
は
工
程
の
一
部
を
軽
ト
ラ
ッ
ク

を
使
う
な
ど
し
て
い
る
た
め
、
す
れ
違
う
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
く
な
り
、
互
い
に
意
識

す
る
こ
と
も
な
く
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

〔
所
見
〕

　

駒
木
根
の
盆
綱
行
事
で
は
、
出
発
前
に
全
て
の
墓
の
土
や
苔
を
一
つ
ま
み
ず
つ
集
め

て
ボ
ン
ヅ
ナ
に
入
れ
る
こ
と
で
「
仏
さ
ま
を
乗
せ
た
」
と
み
な
し
て
い
る
。
集
め
る
場

所
も
現
在
は
共
同
墓
地
だ
け
と
な
っ
た
が
、
か
つ
て
は
山
の
上
の
墓
に
も
わ
ざ
わ
ざ

行
っ
て
「
乗
せ
忘
れ
」
が
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
と
い
う
。
ボ
ン
ヅ
ナ
を
亡
く
な
っ
た

写真1７　新盆の盆棚
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先
祖
の
乗
り
物
と
す
る
考
え
方
は
茨
城
県
の
盆
綱
行
事
で
一
般
的
な
も
の
で
あ
る
が
、

駒
木
根
で
は
墓
そ
の
も
の
を
先
祖
の
霊
一
人
ず
つ
に
あ
て
は
め
、
実
際
に
そ
の
一
部
を

ボ
ン
ヅ
ナ
に
乗
せ
る
と
い
う
具
体
的
な
行
為
に
よ
っ
て
、
こ
の
考
え
方
を
目
に
見
え
る

形
で
表
わ
し
て
い
る
。
各
家
の
事
例
を
見
て
も
分
か
る
よ
う
に
、
基
本
的
に
盆
行
事
は

個
々
の
家
で
先
祖
を
迎
え
る
行
事
で
あ
る
。
し
か
し
、
個
々
の
祖
霊
を
ボ
ン
ヅ
ナ
と
い

う
村
公
共
の
乗
り
物
で
迎
え
、
村
の
空
間
全
域
を
ま
わ
っ
て
送
り
届
け
る
こ
と
で
、
こ

れ
を
社
会
的
な
行
事
へ
と
変
換
さ
せ
て
い
る
。

　

ま
た
、
隣
接
す
る
徳
宿
新
田
の
盆
綱
と
対
抗
意
識
が
あ
る
こ
と
も
興
味
深
い
。『
茨

城
の
民
俗
』
第
三
号
の
盆
行
事
の
報
告
に
よ
る

と
、
旧
鉾
田
町
で
は
明
治
末
期
ま
で
巴
地
区
や

安
塚
地
区
で
、
ま
た
昭
和
三
十
年
代
ま
で
当
間

地
区
の
地
蔵
尊
で
盆
綱
行
事
が
行
わ
れ
て
い
た

と
い
う
。
こ
の
う
ち
、
安
塚
の
盆
綱
が
廃
止
さ

れ
た
理
由
は
、
綱
を
往
来
に
張
っ
て
金
銭
を
強

要
し
た
り
し
た
た
め
に
禁
じ
ら
れ
た
と
の
こ
と

で
、
そ
の
囃
子
文
句
は
「
ヤ
ヅ
ナ
ノ
ボ
ヅ
ナ
、

キ
レ
タ
ラ
ハ
ジ
ヨ
、
カ
ツ
タ
ラ
テ
ガ
ラ
」
と
い

う
も
の
で
あ
っ
た
。「
切
れ
た
ら
恥
よ
、
勝
っ

た
ら
手
柄
」
と
い
う
文
句
に
は
、
勝
ち
負
け
勝

負
の
要
素
が
見
受
け
ら
れ
る
。
駒
木
根
の
盆
綱

の
正
当
な
意
味
は
あ
く
ま
で
仏
の
送
迎
で
あ
る

が
、
そ
れ
と
は
別
に
こ
れ
を
引
き
歩
く
者
の
心

情
と
し
て
は
、
近
隣
村
ど
う
し
の
競
争
意
識
も

い
く
ら
か
働
い
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
こ
の
競
争
意
識
は
、
行
事
を
自
分

た
ち
自
身
の
も
の
と
認
識
し
て
い
れ
ば
こ
そ
生

じ
る
も
の
で
あ
る
。
盆
綱
で
は
子
供
た
ち
が
文

字
通
り
主
役
と
な
っ
て
行
事
全
て
を
取
り
仕
切

り
、
こ
づ
か
い
と
い
う
正
当
な
報
酬
を
手
に
す

る
。
こ
れ
に
よ
り
地
区
の
成
員
と
し
て
の
責
任

感
や
連
帯
感
が
育
ま
れ
、
ま
た
そ
の
充
実
感
こ
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そ
が
子
供
た
ち
の
楽
し
み
と
な
っ
て
、
積
極
的
に
行
事
を
続
け
る
た
め
の
動
機
と
な
っ

て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

駒
木
根
の
盆
綱
は
、
家
ご
と
の
祖
霊
迎
え
の
習
俗
を
社
会
的
に
共
有
す
る
た
め
の
装

置
で
あ
り
、
一
方
で
子
供
た
ち
に
と
っ
て
は
初
め
て
、
し
か
も
特
権
的
な
立
場
で
社
会

の
成
員
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
一
つ
の
儀
礼
と
し
て
の
意
味
も
持
つ
も
の
で
あ
る
。

〔
情
報
提
供
者
〕

　

鬼
澤　
　

勝
さ
ん

　

鬼
澤　

豊
和
さ
ん

　

鬼
崎　

賢
治
さ
ん

　

鬼
澤　

朝
美
さ
ん

〔
参
考
文
献
〕

角
川
日
本
地
名
大
辞
典
編
纂
委
員
会
編
『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典　

八　

茨
城
県
』

一
九
八
三
年

新
堀
猛
「
鉾
田
町
巴
地
区
（
盆
行
事
）」、池
田
信
義
「
鉾
田
町
大
字
安
塚
（
盆
行
事
）」

金
沢
直
人
編
『
茨
城
の
民
俗
』
第
三
号
、
茨
城
民
俗
の
会
、
一
九
六
四
年

下
中
邦
彦
編
『
日
本
歴
史
地
名
体
系
八　

茨
城
県
の
地
名
』
平
凡
社
、
一
九
八
二
年

宮
崎
報
恩
会
版
『
新
編
常
陸
国
誌
』
崙
書
房
、
一
九
七
六
年

（
榎　

美
香
）
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一
四
　
佐さ

の

こ
野
子
（
土
浦
市
）
の
盆
綱

〔
地
区
名
〕

　

土
浦
市
佐
野
子

〔
地
区
の
概
況
〕

　

佐
野
子
の
地
名
に
つ
い
て
は
、「
千
代
田
村
佐
谷
（
古
代
の
佐
野
郷
の
遺
称
地
と
考

え
ら
れ
て
い
る
）
方
面
か
ら
の
移
住
者
に
よ
る
開
拓
地
で
あ
る
と
い
う
説
と
「
サ
ノ
」

と
は
狭
い
平
地
の
意
味
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
桜
川
下
流
に
で
き
た
狭
い
平
地
の
意
で

は
な
い
か
と
す
る
説
が
あ
る
。」（『
土
浦
市
史
』
五
二
三
頁
）

　

同
地
区
は
桜
川
の
左
岸
に
位
置
し
、
堤
防
沿
い
の
微
高
地
に
あ
る
。
昭
和
二
十
七
年

（
一
九
五
二
）
の
河
川
敷
整
備
拡
大
工
事
に
あ
た
っ
て
は
、
河
川
沿
い
の
住
宅
及
び
佐

野
子
公
民
館
等
が
現
在
の
位
置
ま
で
一
斉
に
数
ｍ
移
動
し
て
い
る
。

　

現
在
の
佐
野
子
の
世
帯
数
は
、
佐
野
子
内
の
ホ
ン
デ
ン
、
シ
ン
デ
ン
の
両
集
落
を
総

合
し
て
六
十
九
世
帯
、
人
口
は
一
五
四
人
で
あ
る
（「
土
浦
市
地
区
別
（
町
丁
目
）
人

口
及
び
世
帯
数
一
覧
（
令
和
二
年
五
月
一
日
現
在
）」
よ
り
）。
佐
野
子
の
盆
綱
行
事
で

は
こ
の
ホ
ン
デ
ン
と
シ
ン
デ
ン
を
巡
行
し
、
お
よ
そ
五
十
世
帯
を
訪
れ
る
。

　

佐
野
子
に
は
三
か
所
の
共
同
墓
地
が
あ
り
、
盆
綱
で
は
こ
の
三
か
所
を
ま
わ
っ
て
先

祖
の
霊
を
綱
に
乗
せ
る
。
一
つ
目
は
佐
野
子
公
民
館
脇
に
あ
る
。
公
民
館
の
敷
地
は
か

つ
て
真
言
宗
の
満
蔵
寺
の
土
地
で
あ
っ
た
。
遺
体
を
埋
葬
す
る
埋
め
墓
と
、
参
詣
す
る

た
め
の
石
塔
な
ど
が
建
つ
参
り
墓
と
が
分
か
れ
る
二
つ
の
墓
の
あ
り
方
を
両
墓
制
と
い

う
が
、
こ
の
共
同
墓
地
は
参
り
墓
に
あ
た
り
、
土
葬
の
時
代
は
こ
こ
に
遺
体
を
埋
葬
し

て
は
い
け
な
い
と
言
わ
れ
て
い
た
と
い
う
。
火
葬
に
な
っ
た
現
在
は
、
こ
の
墓
地
の
石

塔
に
お
骨
を
納
め
て
い
る
。
ま
た
こ
こ
に
は
戦
没
者
の
慰
霊
碑
が
あ
り
、
満
蔵
寺
に
工

事
が
入
っ
た
際
に
出
土
し
た
多
数
の
石
仏
が
共
に
並
ん
で
い
る
。
同
敷
地
内
に
は
河
童

の
お
堂
も
あ
り
、
近
年
六
月
に
は
河
童
祭
が
行
わ
れ
河
童
の
手
の
ミ
イ
ラ
が
公
開
さ
れ

て
い
る
。

　

二
つ
目
の
共
同
墓
地
は
シ
ン
デ
ン
と
ホ
ン
デ
ン
の
間
に
あ
り
、
こ
こ
が
か
つ
て
の
埋

め
墓
に
あ
た
る
。
現
在
も
墓
が
新
設
さ
れ
て
い
る
。

　

三
つ
目
の
共
同
墓
地
は
二
つ
目
に
近
く
、
雑
木
林
の
中
に
あ
る
。
市
の
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
る
「
石
造
五
輪
塔
」
が
建
ち
、
現
在
は
新
し
く
越
し
て
来
た
世
帯
が
こ
の

敷
地
に
墓
を
建
て
て
い
る
。
こ
こ
も
か
つ
て
の
埋
め
墓
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
が
、
こ

の
土
地
に
は
か
つ
て
桜
川
の
支
流
と
思
わ
れ
る
名
称
不
明
の
小
川
が
流
れ
て
お
り
、
そ

の
一
帯
は
湿
地
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
土
葬
の
時
代
に
は
、
埋
葬
し
た
遺
体
が
「
浮

い
て
（
土
か
ら
出
て
き
て
し
ま
っ
て
）」
ひ
ど
い
匂
い
だ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う

話
が
残
っ
て
い
る
。

〔
実
施
主
体
〕

　

ボ
ン
ヅ
ナ
を
持
っ
て
家
々
を
ま
わ
る
の
は
、
主
に
小
学
一
年
か
ら
六
年
生
と
、
中
学

一
年
か
ら
三
年
生
の
育
成
会
に
所
属
す
る
佐
野
子
在
住
の
子
供
た
ち
で
、
令
和
元
年

（
二
〇
一
九
）
の
参
加
人
数
は
十
一
人
で
あ
っ
た
。
育
成
会
に
所
属
し
て
い
な
い
、
例

え
ば
親
の
帰
省
に
連
れ
ら
れ
て
来
た
よ
う
な
子
供
た
ち
は
参
加
し
な
い
。

　

列
の
先
頭
で
、
ボ
ン
ヅ
ナ
の
龍
の
頭
を
持
つ
の
は
最
年
長
の
子
供
で
、
あ
と
は
お
よ

そ
年
齢
順
に
並
ぶ
。
令
和
元
年
は
中
学
生
の
男
女
が
先
頭
で
あ
っ
た
。

　

特
定
の
家
や
個
人
、
宗
教
者
（
寺
院
）
の
関
与
等
は
特
に
な
い
。
た
だ
し
、
ボ
ン
ヅ

ナ
の
製
作
及
び
迎
え
盆
当
日
の
出
発
地
点
は
、
以
前
満
蔵
寺
と
い
う
寺
院
が
建
っ
て
い

た
場
所
に
建
設
さ
れ
た
、
佐
野
子
公
民
館
で
あ
る
。

〔
実
施
日
〕

①　

準
備　

八
月
十
二
日　

午
後
一
時
か
ら
午
後
四
時
頃

②　

迎
え　

八
月
十
三
日　

午
後
五
時
三
十
分
か
ら
午
後
九
時
三
十
分
頃

③　

送
り　

八
月
十
五
日　

地
区
の
行
事
と
し
て
は
特
に
行
わ
な
い
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〔
綱
の
形
状
〕

　

佐
野
子
の
ボ
ン
ヅ

ナ
は
龍
の
形
を
模
し

て
作
ら
れ
て
い
る
。

頭
部
は
、
竹
の
心
棒

に
、
編
み
込
ん
だ
藁

を
肉
付
け
し
て
作
ら

れ
る
。

　

半
円
形
の
頭
に
三

日
月
型
の
長
い
日
本

の
角
が
付
き
、
耳
と
、
ナ
ス
の
目
、
舌
が
取
り
つ
け
ら
れ
る
。
タ
テ
ガ
ミ
の
よ
う
な
藁

束
の
下
か
ら
、
胴
体
及
び
シ
ッ
ポ
と
な
る
長
い
藁
の
縄
が
下
が
っ
て
お
り
、
子
供
た
ち

は
、
先
頭
の
子
が
心
棒
を
、
そ
れ
以
外
の
子
が
こ
の
シ
ッ
ポ
を
持
っ
て
各
家
を
ま
わ
る
。

〔
綱
の
取
扱
い
〕

　

巡
行
の
際
は
、
心
棒
部
分
を
持
っ
た
子
供
が
龍
の
頭
を
目
線
の
高
さ
に
、
他
の
子
が

シ
ッ
ポ
を
持
つ
が
、
こ
の
時
は
脇
に
抱
え
る
よ
う
な
格
好
で
、
特
に
高
く
掲
げ
た
り
す

る
こ
と
は
な
い
。
ボ
ン
ヅ
ナ
は
地
面
に
は
付
け
ず
に
移
動
す
る
。

　

使
用
し
た
ボ
ン
ヅ
ナ
は
、
年
長
の
子
供
た
ち
数
人
に
保
護
者
が
付
き
添
っ
て
捨
て
に

い
く
。
か
つ
て
は
桜
川
の
中
に
投
げ
入
れ
て
い
た
が
、
現
在
は
河
川
敷
の
藪
の
中
に
落

と
し
自
然
に
朽
ち
る
の
を
待
つ
の
で
あ
る
。

　

準
備
か
ら
迎
え
盆
の
当
日
ま
で
調
査
し
た
中
で
は
、
綱
を
取
り
扱
う
上
で
の
禁
止
事

項
は
特
に
無
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
た
が
、
子
供
た
ち
は
ボ
ン
ヅ
ナ
の
上
に
亡
く
な
っ

た
人
の
霊
魂
が
乗
っ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、
縄
の
処
理
に
行
く
際
、
靴
紐
を
結
び
直
し
て
い
る
子
供
が
い
る
の
で
ど
う

し
た
の
か
尋
ね
る
と
、「
ま
だ
綱
の
上
に
残
っ
て
い
る
人
が
い
る
」
の
で
、「
と
り
憑
か

れ
な
い
よ
う
に
」、
綱
を
投
げ
捨
て
た
ら
す
ぐ
に
公
民
館
ま
で
走
っ
て
帰
る
の
だ
と
い

う
。「
最
後
の
子
に
は
お
化
け
が
憑
く
」
の
で
、
置
い
て
行
か
れ
な
い
よ
う
紐
を
結
び

直
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
大
人
に
聞
く
と
昔
か
ら
言
い
伝
え
ら
れ
て
い

る
類
の
も
の
で
は
な
い
と
の
こ
と
だ
が
、
子
供
た
ち
に
よ
る
綱
の
扱
い
と
、
そ
の
意
味

の
解
釈
と
し
て
興
味
深
い
例
と
考
え
ら
れ
る
。
各
家
に
迎
え
ら
れ
る
霊
は「
ご
先
祖
様
」

だ
が
、
迎
え
入
れ
ら
れ
ず
綱
に
残
っ
て
い
る
霊
は
「
お
化
け
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
点

も
興
味
深
い
。

〔
詳
細
〕

①　

準
備

　

準
備
は
八
月
十
二
日
の
午
後
一
時
頃
よ
り
佐
野
子
公
民
館
に
お
い
て
行
わ
れ
る
。
昼

過
ぎ
に
な
る
と
、
区
長
を
は
じ
め
と
す
る
大
人
た
ち
と
、
当
日
ボ
ン
ヅ
ナ
を
担
ぐ
子
供

た
ち
、そ
し
て
そ
の
保
護
者
で
あ
る
育
成
会
の
人
々
が
公
民
館
に
集
合
す
る
。
以
前
は
、

送
り
盆
当
日
の
十
三
日
の
午
前
中
に
ボ
ン
ヅ
ナ
を
製
作
し
、
夕
方
に
出
来
上
が
っ
た
も

の
を
担
い
で
出
発
と
い
う
流
れ
だ
っ
た
が
、
育
成
会
と
の
相
談
の
結
果
、
前
日
に
準
備

を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。

　

綱
製
作
の
中
心
は
大
人
の
男
性
で
あ
る
。
二
年
ほ
ど
前
ま
で
は
梅
澤
清
左
衛
門
さ
ん

が
こ
れ
を
主
導
し
、
ほ
ぼ
一
人
で
製
作
し
て
く
れ
て
い
た
が
、
現
在
は
そ
れ
を
引
継
い

だ
有
志
が
中
心
と
な
り
、
大
人
た
ち
数
名
で
協
力
し
製
作
し
て
い
る
。
製
作
方
法
は
梅

澤
さ
ん
に
特
別
に
教
わ
り
に
行
っ
た
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
毎
年
の
作
業
を
見
な
が
ら

覚
え
、
み
ん
な
で
相
談
し
な
が
ら
作
る
。
子
供
と
保
護
者
た
ち
は
製
作
を
見
学
し
な
が

ら
手
伝
い
や
、
か
き
氷
や
飲
み
物
を
配
る
役
割
を
す
る
。

　

材
料
は
、
全
体
の
肉
付
け
に
使
用
す
る
稲
藁
、
頭
部
の
心
棒
と
な
る
竹
、
目
に
使
用

す
る
ナ
ス
、
そ
し
て
固
定
や
成
形
の
た
め
の
藁
紐
と
針
金
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
龍
の
頭
部
分
か
ら
作
り
始
め
る
。
大
き
さ
と
形
の
目
安
に
し
や
す
い
、
下
半

分
の
み
に
分
解
し
た
石
臼
を
作
業
台
に
し
、
そ
の
上
に
藁
を
放
射
状
に
広
げ
る
。
石
臼

の
上
に
乗
っ
て
足
で
藁
を
押
さ
え
な
が
ら
、
端
を
ぐ
る
っ
と
円
周
を
囲
む
よ
う
に
編
ん

で
い
き
、
サ
ン
俵
（
米
俵
の
両
端
に
取
り
付
け
る
蓋
部
分
）
を
作
る
要
領
で
円
形
に
す

写真 1 　ボンヅナ全体像
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る
。
こ
の
時
、
予
め
藁
を
水
に
浸
け
て
お
く
な
ど
す
る
と
、
乾
燥
し
て
割
れ
る
こ
と
が

な
く
、
し
な
や
か
に
曲
が
る
の
で
扱
い
や
す
い
。
形
が
出
来
る
と
端
の
編
み
込
み
を
針

金
で
巻
い
て
補
強
す
る
。
次
に
こ
の
サ
ン
俵
を
、
編
み
込
ん
だ
面
を
内
側
に
し
て
半
円

形
に
折
る
。
こ
れ
が
頭
と
な
る
。
折
っ
た
と
こ
ろ
は
口
に
な
る
。

　

龍
の
舌
と
耳
二
本
は
ほ
ぼ
同
じ
長
さ
に
作
る
が
、
若
干
舌
の
方
に
厚
み
と
幅
を
つ
け

る
。
藁
を
小
さ
い
束
に
し
、
長
い
三
つ
編
み
に
す
る
。
そ
れ
を
半
分
に
折
っ
て
、
端
を

縄
と
針
金
で
止
め
、
形
を
作
る
。

　

二
本
の
角
は
舌
と
耳
よ
り
長
い
。
男
性
四
人
掛
か
り
で
三
束
に
分
け
た
藁
を
ね
じ
り

な
が
ら
作
る
。
そ
れ
ぞ
れ
上
向
き
の
三
日
月
型
に
し
、
補
強
や
角
の
反
り
具
合
を
整
え

る
た
め
に
針
金
を
巻
き
付
け
る
。
角
二
本
を
接
合
す
る
に
は
、
繋
い
だ
部
分
の
四
方
向

か
ら
竹
を
当
て
、
上
か
ら
縄
で
縛
っ
て
固
定
す
る
。

　

次
に
各
パ
ー
ツ
を
固
定
し
て
い
く
。
舌
を
頭
に
固
定
す
る
際
に
は
、
サ
ン
俵
の
中
心

に
あ
い
て
い
る
穴
に
舌
を
結
び
付
け
た
縄
を
通
し
て
結
び
、
口
の
両
端
を
針
金
で
閉
じ

て
固
定
す
る
。

　

そ
の
後
、
龍
の
胴
体
か
ら
シ
ッ
ポ
部
分
を
作
る
。
こ
の
シ
ッ
ポ
は
担
ぐ
子
供
の
数
に

よ
り
毎
年
長
さ
が
異
な
り
、
令
和
元
年
は
約
二
ｍ
で
あ
っ
た
。
シ
ッ
ポ
の
製
作
は
、
公

民
館
の
庭
に
立
っ
て
い
る
電
柱
に
芯
と
な
る
藁
縄
を
結
び
、引
っ
張
り
な
が
ら
編
ん
で
、

更
に
周
り
に
藁
を
肉
付
け
す
る
。
こ
の
年
は
、
二
ｍ
編
ん
だ
と
こ
ろ
で
藁
の
端
を
縄
で

結
ん
だ
。
こ
の
後
、
飛
び
出
た
藁
を
切
り
揃
え
る
た
め
に
、
子
供
た
ち
や
保
護
者
が
ハ

サ
ミ
を
も
っ
て
手
伝
い
に
来
る
。

　

頭
と
シ
ッ
ポ
が
そ
れ
ぞ
れ
出
来
上
が
る
と
、
全
体
の
組
み
立
て
作
業
に
入
る
。
ま
ず

藁
の
頭
に
竹
の
心
棒
を
つ
け
る
。
こ
の
時
の
竹
の
長
さ
は
、
当
日
先
頭
に
立
つ
予
定
の

子
供
に
実
際
に
持
た
せ
て
決
め
る
。
龍
の
頭
は
竹
の
、上
か
ら
一
節
目
に
取
り
付
け
る
。

次
に
、
こ
の
頭
が
、
先
頭
の
子
供
の
目
線
の
高
さ
に
な
る
よ
う
子
供
に
持
た
せ
て
み
る
。

そ
の
時
、
竹
の
下
部
が
足
元
に
当
た
ら
な
い
よ
う
、
余
分
は
切
り
取
っ
て
調
整
す
る
。

頭
の
位
置
と
竹
の
長
さ
が
決
ま
っ
た
ら
、
軸
と
な
る
竹
の
約
三
節
目
あ
た
り
ま
で
真
っ

直
ぐ
な
藁
で
肉
付
け
し
、
そ
の
後
、
頭
と
シ
ッ
ポ
を
取
り
付
け
る
。

　

こ
の
後
は
、
角
二
本
を
竹
軸
に
固
定
し
、
舌
の
入
っ
た
頭
を
角
の
真
中
に
固
定
。
ま

写真 2 　石臼の上で頭部分の円を編む

写真 4 　龍の胴体からシッポを編む

写真 3 　出来上がった各部位

写真 5 　出来上がった部位を組み立てていく
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た
両
耳
を
角
と
頭
の
間
に
挿
し
込
み
、
目
を
固
定
し
て
完
成
で
あ
る
。

　

目
の
部
分
に
は
生
の
ナ
ス
を
使
用
す
る
。
ナ
ス
は
藁
縄
に
ビ
ー
ズ
の
よ
う
に
等
間
隔

で
通
し
、
そ
れ
を
頭
に
ぐ
る
っ
と
回
し
て
結
び
付
け
る
。
な
お
、
当
日
午
前
中
の
頃
な

ら
ば
付
け
た
ま
ま
で
も
良
い
が
、
準
備
は
前
日
で
あ
る
の
で
、
傷
ん
で
し
ま
わ
な
い
よ

う
、
ナ
ス
は
位
置
を
決
め
た
後
は
一
度
取
り
外
し
て
冷
や
し
て
お
く
。

　

完
成
し
た
ボ
ン
ヅ
ナ
は
、
翌
日
の
出
発
ま
で
公
民
館
の
外
壁
に
立
て
か
け
て
お
く
。

子
供
た
ち
は
自
由
に
そ
の
周
り
を
行
き
来
し
、
特
に
縄
を
跨
い
で
は
い
け
な
い
、
あ
る

い
は
潜
っ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
言
説
は
無
い
よ
う
で
あ
る
。

②　

迎
え

　

十
三
日
の
午
後
五
時
に
な
る
と
、
盆
綱
に
参
加
す
る
小
・
中
学
生
、
保
護
者
、
区
長

は
じ
め
大
人
た
ち
が
公
民
館
に
集
合
す
る
。
令
和
元
年
は
中
学
三
年
ま
で
の
男
女
が

十
一
人
と
、
手
伝
い
の
高
校
生
が
一
人
参
加
し
た
。

　

揃
い
の
服
装
は
な
い
が
、
子
供
た
ち
は
全
員
新
し
い
手
拭
い
で
頬
か
む
り
を
す
る
。

こ
れ
に
は
、
こ
の
世
の
も
の
で
は
な
い
装

い
を
す
る
と
い
う
意
味
が
あ
る
と
い
う

（
茨
城
ビ
デ
オ
パ
ッ
ク
「
佐
野
子
の
盆
綱

行
事
」『
土
浦
の
年
中
行
事
』
よ
り
）。
現

在
は
手
拭
い
の
他
、
白
い
タ
オ
ル
を
用
い

る
こ
と
も
あ
る
。
加
え
て
二
十
年
ほ
ど
前

ま
で
は
顔
に
消
し
炭
を
塗
っ
て
黒
く
し
て

い
た
と
い
う
が
、
こ
の
風
習
は
現
在
は
無

く
な
っ
て
い
る
。

　

公
民
館
を
出
発
す
る
の
は
午
後
五
時

三
十
分
頃
で
あ
る
。
公
民
館
脇
の
共
同
墓

地
か
ら
始
ま
り
、
三
か
所
の
墓
地
を
順
に

ま
わ
っ
て
先
祖
の
霊
を
綱
に
乗
せ
る
。
墓

地
で
は
子
供
た
ち
全
員
で
「
の
ー
ら
っ
せ
（
乗
ら
っ
せ
＝
お
乗
り
な
さ
い
）、の
ー
ら
っ

せ
。
ほ
ー
と
け
さ
ー
ま
（
仏
さ
ま
）、
の
ー
ら
っ
せ
。」
と
節
を
付
け
て
繰
り
返
し
声
を

掛
け
る
。
こ
れ
は
、
墓
地
に
い
る
先
祖
の
霊
に
向
け
た
掛
け
声
で
あ
る
。

　

墓
地
を
ま
わ
っ
た
後
、
午
後
七
時
三
十
分
頃
か
ら
は
、
各
戸
に
先
祖
霊
を
送
り
届
け

る
た
め
に
巡
行
を
始
め
る
。
シ
ン
デ
ン
と
ホ
ン
デ
ン
両
方
の
ほ
ぼ
全
て
の
家
を
ま
わ
る

が
、
新
し
く
越
し
て
き
た
世
帯
や
、
子
供
夫
婦
が
新
し
く
家
を
建
て
る
な
ど
し
た
シ
ン

ケ
（
新
家
）
の
場
合
は
、
ま
だ
そ
の
家
か
ら
亡
く
な
っ
た
人
、
つ
ま
り
先
祖
が
出
て
い

な
い
の
で
立
ち
止
ま
ら
な
い
。

　

各
家
へ
向
か
う
道
中
の
掛
け
声
は「
ご
ー
ざ
っ
た（
御
座
っ
た
＝
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
）、

ご
ー
ざ
っ
た
。
ほ
ー
と
け
さ
ー
ま
、
ご
ー
ざ
っ
た
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
各
戸
の
人
々

に
先
祖
の
霊
が
来
た
こ
と
を
知
ら
せ
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。

　

盆
綱
の
行
列
が
一
軒
あ
た
り
に
留
ま
る
時
間
は
お
よ
そ
二
十
秒
ほ
ど
で
あ
る
。
子
供
た

ち
の
掛
け
声
を
聞
く
か
、
前
の
順
番
の
近
所
の
人
か
ら
知
ら
せ
を
受
け
て
、
家
人
が
玄
関

先
や
縁
側
で
こ
れ
を
出
迎
え
る
。
本
来
は
縁
側
で
先
祖
を
迎
え
る
の
が
正
し
く
、
何
軒
か

の
家
で
は
先
祖
が
足
を
洗
う
た
め
の
、
水

の
入
っ
た
盥
と
タ
オ
ル
を
用
意
す
る
。

　

子
供
た
ち
は
道
中
は
歩
い
て
移
動
す
る

が
、
家
の
敷
地
に
入
る
と
「
お
ー
り
な
っ

せ
（
降
り
な
っ
せ
＝
お
降
り
な
さ
い
）、

お
り
な
っ
せ
、
ほ
ー
と
け
さ
ー
ま
、
お
り

な
っ
せ
ー
」
の
掛
け
声
と
共
に
縁
側
、
も

し
く
は
玄
関
先
へ
駆
け
寄
り
、
ボ
ン
ヅ
ナ

か
ら
先
祖
の
霊
を
振
り
落
と
す
よ
う
な
動

作
を
す
る
。
こ
の
動
作
は
勢
い
よ
く
、
ま

た
最
後
の
「
お
り
な
っ
せ
」
は
大
き
な
声

で
発
声
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
こ
れ

が
足
り
な
い
と
周
り
の
大
人
た
ち
か
ら
指

写真 6 　頬かむりをして集落を巡行する

写真 ７ 　縁側に盥を用意して待つ人々
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摘
さ
れ
る
。
掛
け
声
は
、
墓
地
を
ま
わ
っ
て
い
る
最
中
の
「
乗
り
な
っ
せ
」、
ま
た
各

家
に
先
祖
の
霊
を
降
ろ
す
時
の
「
お
り
な
っ
せ
」
は
、
ボ
ン
ヅ
ナ
に
乗
っ
て
い
る
先
祖

の
霊
に
対
す
る
も
の
と
想
定
す
る
。
こ
れ
に
対
し
、
集
落
を
ま
わ
っ
て
い
る
際
の
「
ご

ざ
っ
た
」
の
掛
け
声
は
先
祖
の
霊
を
待
つ
各
家
の
人
々
に
対
す
る
も
の
と
思
わ
れ
、
生

者
と
死
者
の
双
方
に
同
様
に
言
葉
を
掛
け
る
こ
と
が
興
味
深
い
。

　

ま
た
、
す
べ
て
の
家
で
子
供
た
ち
に
お
ひ
ね
り
が
用
意
さ
れ
て
お
り
、
先
祖
の
霊
を

送
り
届
け
た
後
、
お
ひ
ね
り
用
の
袋
を
持
つ
係
の
子
供
が
列
か
ら
出
て
来
て
、
こ
れ
を

受
け
取
る
。

　

新
盆
の
家
は
、
そ
の
年
の
盆
綱
で
子
供
た
ち
の
た
め
の
休
憩
所
の
役
目
に
あ
た
る
。

こ
の
年
は
シ
ン
デ
ン
と
ホ
ン
デ
ン
そ
れ
ぞ
れ
に
一
軒
ず
つ
新
盆
の
家
が
あ
り
、
シ
ン
デ

ン
の
方
は
自
宅
を
開
放
し
、
ホ
ン
デ
ン
の
方
は
公
民
館
を
休
憩
所
と
し
て
用
意
し
た
。

年
に
よ
っ
て
は
新
盆
の
家
が
な
く
公
民
館
ま
で
休
憩
し
な
い
こ
と
も
あ
る
。
反
対
に
各

集
落
に
複
数
の
新
盆
の
家
が
あ
る
場
合
は
、
合
同
で
準
備
を
す
る
。
休
憩
所
で
は
お
に

ぎ
り
や
牛
丼
、
焼
き
鳥
な
ど
の
食
事
や
飲
み
物
を
提
供
す
る
。
子
供
た
ち
の
方
は
、
新

盆
の
家
と
そ
れ
以
外
の
家
で
動
作
や
掛
け
声
が
異
な
る
こ
と
は
な
い
。

　

す
べ
て
の
家
を
ま
わ
り
終
え
る
と
、
一
旦
公
民
館
に
戻
り
、
年
長
の
子
供
た
ち
と
保

護
者
の
み
で
ボ
ン
ヅ
ナ
の
処
理
に
向
か
う
。
公
民
館
に
は
新
盆
の
家
か
ら
提
供
さ
れ
た

食
事
が
用
意
さ
れ
て
お
り
、
大
人
や
年
少
の
子
供
た
ち
が
食
事
を
と
っ
て
い
る
間
に
、

年
長
の
子
供
が
も
ら
っ
た
お
ひ
ね
り
の
分
配
を
行
う
。
誰
が
ど
の
く
ら
い
の
お
ひ
ね
り

を
も
ら
え
る
か
は
、
子
供
た
ち
の
間
で
、
保
護
者
の
見
守
り
の
も
と
決
定
さ
れ
、
年
少

の
者
は
文
句
を
言
わ
な
い
の
が
決
ま
り
で
あ
る
。
年
長
に
な
る
ほ
ど
金
額
が
増
え
、
最

年
長
の
中
学
三
年
生
で
八
千
五
百
円
ほ
ど
に
な
る
。大
人
は
原
則
こ
れ
に
介
入
し
な
い
。

な
お
、
手
伝
い
で
参
加
し
た
高
校
生
の
場
合
は
、
分
配
金
の
対
象
に
は
入
ら
な
い
。
分

配
金
を
袋
に
入
れ
て
配
り
、
こ
れ
が
終
わ
る
と
解
散
す
る
。

③　

送
り

　

各
家
で
行
い
、
地
区
共
同
の
盆
綱
行
事
は
行
わ
な
い
。

〔
各
家
の
盆
行
事
〕

　

十
二
日
に
は
、
新
盆
の
家
に
真
言
宗
豊
山
派
般
若
寺
（
土
浦
市
宍
塚
）
の
僧
侶
が
読
経

に
ま
わ
る
。座
敷
に
は
祭
壇
が
設
け
ら
れ
、新
仏
の
写
真
や
果
物
、花
な
ど
が
供
え
ら
れ
る
。

　

十
三
日
は
午
前
中
か
ら
午
後
に
か
け
て
僧
侶
が
、シ
ン
デ
ン
、ホ
ン
デ
ン
の
順
に
家
々

を
ま
わ
る
。
ま
た
各
家
で
は
夕
方
ま
で
に
墓
参
り
に
行
き
、
迎
え
火
を
焚
く
。
迎
え
火

は
線
香
の
束
を
、
田
ん
ぼ
の
中
の
共
同
墓
地
か
ら
集
落
へ
の
道
へ
伸
び
る
最
初
の
四
つ

り
な
っ
せ
」
は
、
ボ
ン
ヅ
ナ
に
乗
っ
て
い
る
先
祖
の
霊
に
対
す
る
も
の
と
想
定
す
る
。
こ
れ

に
対
し
、
集
落
を
ま
れ
っ
て
い
る
際
の
「
ご
ざ
っ
た
」
の
掛
け
声
は
先
祖
の
霊
を
待
つ
各
家

の
人
々
に
対
す
る
も
の
と
思
わ
れ
、
生
者
と
死
者
の
双
方
に
同
様
に
言
葉
を
掛
け
る
こ
と
が

興
味
深
い
。 

ま
た
、
す
べ
て
の
家
で
子
供
た
ち
に
お
ひ
ね
り
が
用
意
さ
れ
て
お
り
、
先
祖
の
霊
を
送
り

届
け
た
後
、お
ひ
ね
り
用
の
袋
を
持
つ
係
の
子
供
が
列
か
ら
出
て
来
て
、こ
れ
を
受
け
取
る
。 

新
盆
の
家
は
、
そ
の
年
の
盆
綱
で
子
供
た
ち
の
た
め
の
休
憩
所
の
役
目
に
あ
た
る
。
こ
の

年
は
シ
ン
デ
ン
と
ホ
ン
デ
ン
そ
れ
ぞ
れ
に
一
軒
ず
つ
新
盆
の
家
が
あ
り
、
シ
ン
デ
ン
の
方
は

自
宅
を
開
放
し
、
ホ
ン
デ
ン
の
方
は
公
民
館
を
休
憩
所
と
し
て
用
意
し
た
。
年
に
よ
っ
て
は

新
盆
の
家
が
な
く
公
民
館
ま
で
休
憩
し
な
い
こ
と
も
あ
る
。
反
対
に
各
集
落
に
複
数
の
新
盆

の
家
が
あ
る
場
合
は
、
合
同
で
準
備
を
す
る
。
休
憩
所
で
は
お
に
ぎ
り
や
牛
丼
、
焼
き
鳥
な

ど
の
食
事
や
飲
み
物
を
提
供
す
る
。
子
供
た
ち
の
方
は
、
新
盆
の
家
と
そ
れ
以
外
の
家
で
動

作
や
掛
け
声
が
異
な
る
こ
と
は
な
い
。 

す
べ
て
の
家
を
ま
わ
り
終
え
る
と
、
一
旦
公
民
館
に
戻
り
、
年
長
の
子
供
た
ち
と
保
護
者

の
み
で
ボ
ン
ヅ
ナ
の
処
理
に
向
か
う
。
公
民
館
に
は
新
盆
の
家
か
ら
提
供
さ
れ
た
食
事
が
用

意
さ
れ
て
お
り
、
大
人
や
年
少
の
子
供
た
ち
が
食
事
を
と
っ
て
い
る
間
に
、
年
長
の
子
供
が

も
ら
っ
た
お
ひ
ね
り
の
分
配
を
行
う
。
誰
が
ど
の
く
ら
い
の
お
ひ
ね
り
を
も
ら
え
る
か
は
、

子
供
た
ち
の
間
で
、
保
護
者
の
見
守
り
の
も
と
決
定
さ
れ
、
年
少
の
者
は
文
句
を
言
わ
な
い

の
が
決
ま
り
で
あ
る
。
年
長
に
な
る
ほ
ど
金
額
が
増
え
、
最
年
長
の
中
学
三
年
生
で
八
千
五

百
円
ほ
ど
に
な
る
。
大
人
は
原
則
こ
れ
に
介
入
し
な
い
。
な
お
、
手
伝
い
で
参
加
し
た
高
校

生
の
場
合
は
、
分
配
金
の
対
象
に
は
入
ら
な
い
。
分
配
金
を
袋
に
入
れ
て
配
り
、
こ
れ
が
終

わ
る
と
解
散
す
る
。 

 

③ 

送
り 

各
家
で
行
い
、
地
区
共
同
の
盆
綱
行
事
は
行
わ
な
い
。 

  

〔
各
家
の
盆
行
事
〕 

十
二
日
に
は
、
新
盆
の
家
に
真
言
宗
豊
山
派
般
若
寺
（
土
浦
市
宍
塚
）
の
僧
侶
が
読
経
に

ま
わ
る
。
座
敷
に
は
祭
壇
が
設
け
ら
れ
、
新
仏
の
写
真
や
果
物
、
花
な
ど
が
供
え
ら
れ
る
。 

十
三
日
は
午
前
中
か
ら
午
後
に
か
け
て
僧
侶
が
、
シ
ン
デ
ン
、
ホ
ン
デ
ン
の
順
に
家
々
を 

佐佐野野子子公公民民館館  
共共同同墓墓地地  

22001199年年のの  
休休憩憩所所  

順 路 図 順　路　図
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辻
、
そ
し
て
家
へ
の
道
中
の
曲
が
り
角
等
に
置
き
、
先
祖
の
帰
り
道
の
目
印
に
す
る
。

　

送
り
盆
で
は
、
十
五
日
の
夜
に
各
家
の
庭
で
送
り
火
を
焚
い
て
先
祖
を
送
る
。

〔
歴
史
的
変
遷
〕

　

ま
ず
は
、
ボ
ン
ヅ
ナ
に
用
い
ら
れ
る
材
料
と
そ
の
入
手
方
法
に
変
化
が
み
ら
れ
る
。

か
つ
て
稲
藁
は
、
正
月
飾
り
な
ど
の
注
連
縄
に
使
わ
れ
て
い
た
長
い
藁
を
解
い
て
再
利

用
し
て
い
た
。
藁
は
ボ
ン
ヅ
ナ
製
作
前
に
子
供
た
ち
が
各
戸
を
ま
わ
っ
て
集
め
た
。
現

在
は
、
コ
ン
バ
イ
ン
で
刈
っ
た
長
さ
の
短
い
藁
を
使
用
し
て
い
る
。

　

ま
た
子
供
た
ち
の
装
い
に
も
変
化
が
み
ら
れ
、
前
述
の
よ
う
に
、
頬
か
む
り
に
使
わ

れ
て
い
た
手
拭
い
は
タ
オ
ル
で
代
用
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
顔
に
塗
っ
て
い
た
炭

が
、
現
在
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。

　

次
に
、
盆
綱
行
事
に
参
加
す
る
子
供
の
範
囲
で
あ
る
。
元
々
、
ホ
ン
デ
ン
、
シ
ン
デ

ン
両
地
区
の
家
を
ま
わ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
盆
綱
に
参
加
出
来
る
の
は
ホ
ン
デ
ン
の
男

子
（
長
男
で
も
次
男
で
も
よ
い
）
の
み
と
い
う
決
ま
り
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
シ
ン
デ

ン
の
男
子
も
参
加
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
女
子
の
参
加
が
可
能
に
な
っ
た
の
は
、

今
か
ら
約
十
年
前
か
ら
と
の
こ
と
で
あ
る
。
令
和
元
年
は
、
十
一
人
の
子
供
た
ち
の
う

ち
半
数
ほ
ど
が
女
子
で
、
先
頭
の
龍
の
頭
を
持
つ
役
目
は
、
最
年
長
の
中
学
三
年
生
の

女
子
が
担
っ
て
い
た
。

　

ボ
ン
ヅ
ナ
の
扱
い
に
も
変
化
が
み
ら
れ
る
。
か
つ
て
は
藁
の
龍
を
川
に
投
げ
入
れ
て
流
し

て
い
た
が
、
現
在
は
河
川
敷
の
草
地
に
ボ
ン
ヅ
ナ
を
投
げ
落
と
す
よ
う
に
変
化
し
て
い
る
。

〔
所
見
〕

　

正
月
飾
り
の
注
連
縄
を
、
盆
に
子
供
た
ち
が
回
収
し
龍
の
造
形
の
素
材
と
し
て
再
利

用
す
る
、
龍
の
頭
に
サ
ン
俵
を
用
い
る
、
子
供
た
ち
の
顔
に
炭
を
顔
に
塗
る
な
ど
、
盆

綱
行
事
は
他
の
年
中
行
事
や
農
耕
と
の
深
い
関
わ
り
を
も
ち
な
が
ら
営
ま
れ
て
き
た
こ

と
が
分
か
る
。
し
た
が
っ
て
、農
業
の
在
り
方
や
年
中
行
事
の
様
相
が
変
わ
る
に
つ
れ
、

盆
綱
も
同
じ
よ
う
に
材
料
や
、
装
い
を
少
し
ず
つ
変
化
さ
せ
な
が
ら
現
在
ま
で
存
続
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
子
供
た
ち
の
間
で
共
有
さ
れ
る
、
ボ
ン
ヅ
ナ
の
上
に
残
っ
た
霊
が
と
り
憑
く

と
い
う
言
説
は
、
大
人
に
教
え
ら
れ
た
わ
け
で
も
な
く
自
然
と
作
り
出
さ
れ
、
年
長
者

か
ら
年
少
者
へ
伝
え
ら
れ
た
習
慣
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
盆
綱
に
参
加
す
る
子
供
の
範
囲
は
時
代
と
共
に
拡
大
し
て
き
た
。
こ
れ
は
、
男

女
や
シ
ン
デ
ン
、
ホ
ン
デ
ン
の
別
を
分
け
る
必
要
性
が
感
じ
ら
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
も
あ

る
だ
ろ
う
が
、
子
供
の
数
が
減
少
し
、
限
ら
れ
た
条
件
の
子
供
た
ち
だ
け
で
は
行
事
が
継

続
出
来
な
い
と
い
う
状
況
に
直
面
し
た
こ
と
が
大
き
な
理
由
で
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
。

　

集
落
全
体
と
し
て
、
盆
綱
行
事
に
参
加
す
る
世
帯
数
に
も
変
化
が
現
れ
て
い
る
。
調

査
中
、
子
供
た
ち
が
訪
ね
て
行
き
声
を
掛
け
て
も
、
家
人
が
年
配
の
た
め
子
供
た
ち
の

掛
け
声
や
チ
ャ
イ
ム
の
音
が
聞
こ
え
な
い
、
も
し
く
は
、
応
答
し
な
い
家
が
複
数
あ
っ

た
。
保
護
者
た
ち
か
ら
は
「
最
近
は
出
て
来
て
く
れ
な
い
家
も
増
え
て
き
た
」「
面
倒

く
さ
い
の
か
ね
え
」
と
い
っ
た
言
葉
が
聞
か
れ
た
。

　

参
加
す
る
子
ど
も
の
数
や
世
帯
数
に
つ
い
て
は
、
そ
の
他
の
神
事
、
祭
礼
、
地
域
的

な
行
事
と
同
様
、
造
形
の
製
作
方
法
の
伝
承
、
少
子
化
に
よ
る
担
い
手
確
保
の
難
し
さ
、

応
対
し
て
く
れ
る
家
の
減
少
な
ど
が
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

〔
参
考
文
献
〕

　

土
浦
市
史
編
さ
ん
委
員
会
『
土
浦
市
史　

民
俗
編
』
土
浦
市
役
所
、
一
九
八
〇
年

〔
参
考
資
料
〕

土
浦
市
地
区
別
（
町
丁
目
）　

人
口
及
び
世
帯
数
一
覧 

二
〇
二
〇
年
五
月
一
日
現
在

（http://w
w

w
.city.tsuchiura.lg.jp/data/doc/1386139073_doc_8.pdf

）

茨
城
ビ
デ
オ
パ
ッ
ク
「
佐
野
子
の
盆
綱
行
事
」『
土
浦
の
年
中
行
事
』
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
土

浦
市
立
博
物
館
、
一
九
八
六
年

（
森
戸　

日
咲
子
）
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一
五
　
東ひ
が
し

田た

中な
か

（
石
岡
市
）
の
盆
綱

　

東
田
中
は
、
東
地
区
、
西
地
区
で
実
施
の
主
体
が
分
か
れ
て
い
る
た
め
、
実
施
主
体

か
ら
の
報
告
は
東
地
区
、
西
地
区
に
分
け
て
行
う
。

〔
地
区
名
〕

　

石
岡
市
東
田
中
東
地
区
・
西
地
区

　〔
地
区
の
概
況
〕

　

東
田
中
地
区
は
、
山
王
川
周
囲
に
広
が
る
水
田
と
丘
陵
の
麓
に
形
成
さ
れ
た
集
落
か

ら
な
る
。
東
地
区
は
、
台
・
沖
・
新
田
の
三
班
か
ら
、
西
地
区
は
西
・
和
田
の
二
班
か

ら
な
る
。
東
田
中
の
区
長
は
、
五
班
か
ら
一
年
毎
の
輪
番
で
一
名
を
出
し
て
ゆ
く
。
東

田
中
の
氏
神
は
香
取
神
社
で
、ほ
ぼ
全
戸
が
氏
子
で
あ
る
。
七
五
三
の
ま
つ
り
な
ど
は
、

香
取
神
社
で
行
う
。
東
田
中
の
集
落
は
、
不
動
院
に
帰
属
す
る
二
十
世
帯
程
の
各
家
と

西
福
院
に
帰
属
す
る
ほ
ぼ
同
数
の
各
家
に
二
分
さ
れ
る
。
い
ず
れ
も
開
基
約
六
〇
〇
年

ほ
ど
の
天
台
宗
円
妙
寺
の
末
寺
で
あ
る
。
不
動
院
は
開
基
約
一
二
〇
〇
年
と
さ
れ
、
盆

の
前
に
、
代
表
者
が
円
妙
寺
に
行
き
、
施
餓
鬼
供
養
を
受
け
て
卒
塔
婆
を
い
た
だ
き
、

お
堂
に
納
め
る
。
不
動
院
の
祭
礼
は
、
現
在
一
月
二
十
八
日
と
七
月
二
十
八
日
に
行
っ

て
い
る
。
か
つ
て
は
一
、五
、七
、九
月
と
年
四
回
行
っ
て
い
た
。
祭
礼
で
は
不
動
明
王

と
墨
書
さ
れ
た
幟
を
一
対
立
て
て
い
た
。
西
福
院
は
既
に
廃
寺
と
な
っ
て
お
り
、
年
に

一
度
、
新
年
会
と
い
う
形
で
集
ま
り
が
行
わ
れ
る
程
度
で
あ
る
。
不
動
院
と
西
福
院
の

区
別
は
、
盆
綱
で
は
示
さ
れ
ず
、
東
田
中
全
体
で
行
う
。

　

西
地
区
の
ボ
ン
ヅ
ナ
は
「
ボ
ン
ド
ノ
」
と
称
さ
れ
る
が
、
こ
れ
に
参
加
す
る
の
は

二
十
二
世
帯
程
で
あ
る
。

Ⅰ　

東
地
区
の
盆
綱

〔
実
施
主
体
〕

　

小
学
一
年
生
か
ら
六
年
生
の
児
童
が
主
体
と

な
り
、
最
も
年
長
の
者
が
頭
領
と
な
る
。
東
地

区
の
ボ
ン
ヅ
ナ
は「
ジ
ャ
ー
メ
」と
呼
ば
れ
、
そ

の
製
作
は
野
田
家
の
戸
主
が
代
々
引
き
継
い
で

行
っ
て
い
る
が
、地
区
の
男
性
た
ち
も
手
伝
う
。

〔
実
施
日
〕

　

令
和
元
年
八
月
十
三
日

〔
綱
の
形
状
〕

　

四
ｍ
程
の
杉
を
芯
と
し
て
稲
藁
を
縄
で
巻
き
付
け
、
尾
の
部
分
に
杉
の
葉
を
出
す
。

竹
で
藁
を
挟
み
板
状
に
し
た
も
の
を
頭
と
顎
と
そ
の
間
の
舌
と
し
、茄
子
を
眼
と
す
る
。

二
本
の
角
を
立
て
て
幣
束
を
結
ぶ
。

〔
詳
細
〕

①　

準
備

　

午
前
八
時
頃
か
ら
子
供
た
ち
が
各
家
を
ま
わ
っ
て
藁
を
集
め
る
。
藁
を
出
せ
な
い
家

で
は
、
藁
代
と
し
て
五
〇
〇
円
を
納
め
る
。
胴
体
の
芯
に
は
山
か
ら
切
り
出
し
た
杉
の

木
を
用
い
る
た
め
、
東
田
中
の
ジ
ャ
ー
メ
は
重
い
。
盆
綱
は
西
方
の
北
根
本
で
も
か
つ

て
は
行
っ
て
い
た
が
、、
ジ
ャ
ー
メ
の
芯
に
竹
を
用
い
て
い
た
。
東
田
中
で
は
、
杉
の

木
を
用
い
、
尻
尾
に
杉
の
葉
っ
ぱ
を
残
す
。

②　

迎
え

　

現
在
は
、
盆
綱
は
昼
間
に
行
っ
て
い
る
が
、
昔
は
暗
く
な
っ
て
か
ら
行
っ
た
。
暗
く

写真 1 　地区内を進むジャーメ
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な
ら
な
い
と
雰
囲
気
が
出
な
い
と
の
声
も
聞
か
れ
る
。

　

ジ
ャ
ー
メ
を
担
ぐ
の
は
、
小
学
校
一
年
生
か
ら
六
年
生
の
児
童
で
、
か
つ
て
は
男
児

の
み
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
女
児
も
参
加
し
て
い
る
。
子
供
会
は
あ
る
が
、
そ
の
全
員

が
参
加
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
六
年
生
が
頭
に
な
り
、ジ
ャ
ー
メ
を
担
ぐ
児
童
の
他
に
、

ジ
ャ
ー
メ
の
先
頭
を
、
提
灯
を
下
げ
て
歩
く
チ
ョ
ウ
チ
ン
モ
チ
（
提
灯
持
ち
）、
爆
竹

を
鳴
ら
す
ハ
ナ
ビ
モ
チ
（
花
火
持
ち
）、
ま
わ
っ
た
各
家
か
ら
お
金
を
集
め
る
オ
カ
ネ

モ
チ
（
お
金
持
ち
）
と
い
う
役
割
が
あ
る
。
背
の
高
い
六
年
生
が
先
頭
を
担
ぎ
、
背
の

低
い
低
学
年
の
子
供
た
ち
は
後
ろ
を
受
け
持
つ
（
写
真
１
）。

　

か
け
声
は
「
盆
ど
の
ご
ざ
っ
た
、
仏
さ
ま
乗
せ
て
来
た
」
で
、
昔
か
ら
変
わ
ら
な
い
。

順
路
は
、
共
同
墓
地
に
近
い
上
手
の
家
か
ら
、
下
が
っ
て
行
き
、
集
落
外
れ
の
三
叉
路

ま
で
運
ぶ
。

　

ジ
ャ
ー
メ
が
ま
わ
る
各
家
で
は
、
昔
は
子
供
た
ち
が
ジ
ャ
ー
メ
の
胴
体
の
藁
を
抜
い

て
盆
棚
に
向
か
っ
て
投
げ
る
。
一
本
か
二
本
、
あ
る
い
は
も
っ
と
多
く
投
げ
る
こ
と
も

あ
る
。
投
げ
込
ま
れ
た
藁
は
盆
棚
に
納
め
る
。
盆
が
終
わ
っ
て
、
盆
棚
を
片
付
け
る
際

に
一
緒
に
処
分
す
る
。
川
に
流
す
な
ど
特
別
な
処
分
は
し
な
い
。
新
盆
宅
で
も
、ジ
ャ
ー

メ
を
迎
え
る
の
に
特
別
な
こ
と
は
し
な
い
が
、
子
供
に
与
え
る
お
金
は
一
般
の
家
よ
り

も
多
い
。　
　

　

現
在
で
は
、
昼
間
の
炎
天
下
に
ジ
ャ
ー
メ
を
運
ぶ
の
で
、
ま
わ
る
各
家
で
、
フ
ル
マ

イ
（
ア
イ
ス
や
飲
み
物
な
ど
）
が
出
さ
れ
る
が
、
以
前
は
夕
食
を
終
え
、
午
後
五
時
頃

か
ら
八
時
頃
ま
で
行
わ
れ
た
の
で
、
そ
の
よ
う
な
お
接
待
は
な
か
っ
た
。
最
後
に
、
お

金
を
勘
定
す
る
菊
池
善
衛
さ
ん
の
家
は
、い
つ
も
梨
を
出
し
て
く
れ
た
。児
童
が
多
か
っ

た
頃
は
、下
級
生
は
ジ
ャ
ー
メ
を
担
げ
ず
、触
れ
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
。「
担
ぎ
て
ー

な
」
と
こ
ぼ
す
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

最
後
に
ジ
ャ
ー
メ
を
納
め
る
の
は
、
東
西
集
落
の
東
と
西
の
境
に
あ
る
集
会
所
の
近

く
の
三
叉
路
で
あ
り
、
こ
れ
を
「
ポ
イ
ス
テ
」
と
呼
ん
だ
。
藁
と
木
な
の
で
、
そ
の
ま

ま
自
然
に
腐
っ
て
無
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
。

　

東
と
西
と
で
ジ
ャ
ー
メ
を
担
ぐ
子
供
た
ち
が
争
い
、
東
側
で
は
「
西
が
攻
め
て
く

る
」
な
ど
と
言
っ
て
い
た
。
西
の
ジ
ャ
ー
メ

を
見
か
け
る
と
東
の
子
供
が
そ
こ
ま
で
走
っ

て
行
っ
て
、
担
い
で
い
る
ジ
ャ
ー
メ
を
叩
き

落
と
し
た
り
、
藁
を
毟
っ
た
り
し
た
。
西
で

は
、
ジ
ャ
ー
メ
を
担
ぐ
前
に
、
お
墓
か
ら
先

祖
を
背
負
っ
て
ジ
ャ
ー
メ
に
乗
せ
る
所
作
を

す
る
が
東
で
は
こ
の
よ
う
な
動
作
は
行
わ
な

い
。

令
和
元
年
八
月
十
三
日
の
行
事
概
要

　

藁
集
め
（
午
前
八
時
十
三
分
よ
り
）
四
名

の
子
供
に
、
男
性
二
名
、
女
性
二
名
の
大
人

が
付
き
添
い
、
東
集
落
内
の
各
家
を
ま
わ
っ

て
ジ
ャ
ー
メ
に
用
い
る
藁
を
集
め
る
。
現
在

は
コ
ン
バ
イ
ン
を
用
い
て
収
穫
す
る
の
で
、

藁
を
提
供
で
き
る
家
が
少
な
く
な
っ
て
い

る
。
各
家
を
訪
れ
、
玄
関
で
子
供
が
挨
拶
し

藁
を
受
け
取
る
。そ
し
て
一
輪
車
を
押
し
て
、

そ
の
上
に
い
た
だ
い
た
藁
を
積
ん
で
運
ぶ
。

十
軒
の
家
を
ま
わ
る
と
一
輪
車
に
ほ
ぼ
山
積

み
に
な
っ
た
（
写
真
２
）。
こ
の
後
、
不
動

院
で
ジ
ャ
ー
メ
を
製
作
す
る
（
午
前
八
時

二
十
七
分
よ
り
十
時
四
十
六
分
、
詳
細
は
後

述
）。 

完
成
後
、
ジ
ャ
ー
メ
を
不
動
堂
の
入

口
前
に
運
び
、
参
加
す
る
子
供
た
ち
（
男
児

六
名
、
女
児
五
名
）
が
横
一
列
に
並
び
記
念

写真 3 　不動院からの出発 写真 2 　藁を集める子供たち
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撮
影
す
る
。
こ
の
後
休
憩
に
入
る
。

　

不
動
院
か
ら
ウ
エ
ノ
ハ
カ
へ
の
出
発
：
子

供
た
ち
が
境
内
に
集
ま
り
は
じ
め
る
（
十
二

時
二
十
二
分
）。
各
家
か
ら
お
金
を
集
め
る

オ
カ
ネ
モ
チ
を
務
め
る
子
供
に
、
お
金
を
入

れ
る
布
袋
が
渡
さ
れ
る
。
ジ
ャ
ー
メ
が
縁

側
か
ら
下
ろ
さ
れ
る
（
同
二
十
六
分
）。
お

堂
前
の
参
道
の
石
畳
に
、
頭
を
鳥
居
に
向

け
て
置
く
。
頭
の
下
に
は
藁
束
の
台
が
置

か
れ
る
。
子
供
た
ち
が
ジ
ャ
ー
メ
を
担
ぎ

上
げ
る
。
背
の
高
い
男
児
が
先
頭
で
、
そ

の
後
、
背
の
高
さ
の
順
に
頭
か
ら
尾
に
向

け
て
、
左
右
に
分
か
れ
て
並
ん
で
担
ぐ
（
写

真
３
）。
先
頭
に
は
、
オ
カ
ネ
モ
チ
と
藁
の

台
を
担
い
だ
子
供
が
立
つ
（
同
二
十
九
分
）。

鳥
居
を
潜
っ
て
、
ウ
エ
ノ
ハ
カ
（
東
集
落
共

同
墓
地
）
へ
出
発
す
る
。
ど
こ
の
家
に
も
立

ち
寄
ら
ず
、
ウ
エ
ノ
ハ
カ
に
向
か
う
。
ウ
エ

ノ
ハ
カ
の
入
り
口
か
ら
急
坂
を
上
っ
て
墓

地
に
到
着
す
る
（
同
三
十
八
分
）。
墓
地
の

周
り
に
設
け
ら
れ
た
通
路
に
平
行
し
て
、
墓

地
区
画
を
囲
う
フ
ェ
ン
ス
の
外
の
地
面
に

ジ
ャ
ー
メ
を
横
た
え
る
。
ジ
ャ
ー
メ
の
頭
は

墓
地
の
奥
を
向
く
。
そ
の
後
休
憩
と
な
る

が
、
子
供
が
ジ
ャ
ー
メ
を
跨
い
で
し
ま
っ
た

の
で
、
跨
い
だ
子
供
は
墓
地
の
周
り
を
一
周

走
っ
て
回
る
。
面
白
が
っ
て
跨
ご
う
と
す
る

低
学
年
の
子
に
「
跨
い
じ
ゃ
い
け
な
い
よ
」

と
上
級
生
が
声
を
掛
け
る
。
墓
地
の
下
の
道

路
に
、
自
宅
で
休
ん
で
き
た
世
話
人
の
野
口

さ
ん
が
到
着
し
、
そ
こ
か
ら
墓
地
の
子
供
た

ち
に
一
人
一
人
、
ジ
ャ
ー
メ
を
担
ぐ
際
の
か

け
声
を
指
示
す
る
。
子
供
た
ち
は
各
々
声
を

出
し
、
声
が
小
さ
い
と
も
っ
と
大
き
な
声
で

出
す
よ
う
に
言
わ
れ
、発
声
を
繰
り
返
す（
同

四
十
六
分
～
五
十
六
分
）。

　

ウ
エ
ノ
ハ
カ
を
出
発
：
子
供
た
ち
が
再
び

ジ
ャ
ー
メ
を
担
ぎ
上
げ
、
ウ
エ
ノ
ハ
カ
を
出

発
す
る
（
写
真
４
）（
午
後
一
時
四
十
二
分
）。

肩
を
痛
め
な
い
よ
う
に
、
ジ
ャ
ー
メ
に
は
タ

オ
ル
が
当
て
ら
れ
る
。
線
香
を
あ
げ
る
な
ど

の
行
為
は
特
に
見
ら
れ
な
い
が
、
墓
地
区
画

の
フ
ェ
ン
ス
の
中
に
一
度
、
ジ
ャ
ー
メ
を
運

び
込
み
、
反
時
計
回
り
に
一
度
回
っ
た
後
、

再
び
通
路
に
出
る
。
ま
た
、
ジ
ャ
ー
メ
の
前

に
提
灯
持
ち
が
一
名
つ
く
。「
盆
ど
の
ご
ざ
っ

た
、
仏
さ
ま
乗
せ
て
来
た
」
を
全
員
で
声
を

合
わ
せ
て
唱
え
な
が
ら
、
ウ
エ
ノ
ハ
カ
か
ら

下
り
て
行
く
。
炎
天
下
、
声
を
上
げ
な
が
ら

順
路
図
に
従
っ
て
進
ん
で
行
く
。

　

訪
ね
た
家
で
の
所
作
：
子
供
た
ち
は
「
盆

ど
の
ご
ざ
っ
た
、
仏
さ
ま
乗
せ
て
来
た
」
と

唱
え
な
が
ら
、屋
敷
に
入
り
、縁
側
に
ジ
ャ
ー

メ
の
頭
を
盆
棚
に
向
け
て
乗
せ
る
。
家
の
造

写真 ７ 　お金の分配

写真 5 　藁を盆棚に向けて投げ入れる

写真 6 　集落を巡ったジャーメを捨てる

写真 4 　ウエノハカからの出発
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り
に
よ
っ
て
は
、
サ
ッ
シ
の
窓
か
ら
盆
棚
に
向
け
て
直
接
ジ
ャ
ー
メ
を
差
し
入
れ
る
。

家
人
が
、
用
意
し
て
お
い
た
お
金
を
オ
カ
ネ
モ
チ
の
袋
に
入
れ
る
、
子
供
た
ち
の
一
人

が
、
ジ
ャ
ー
メ
の
胴
体
か
ら
藁
を
一
本
抜
き
取
り
、
根
の
側
を
先
に
し
て
、
盆
棚
に
向

け
て
投
げ
入
れ
る
（
写
真
５
）。
盆
棚
ま
で
届
か
な
い
場
合
、
家
人
は
そ
れ
を
拾
っ
て
、

盆
棚
に
供
え
る
。
最
初
は
、
投
げ
込
む
の
は
一
本
だ
け
だ
っ
た
が
、
徐
々
に
子
供
た
ち

が
投
げ
込
む
よ
う
に
な
り
、
最
後
の
家
で
は
全
員
が
藁
を
投
げ
込
ん
で
い
た
。
子
供
た

ち
は
炎
天
下
で
も
あ
る
の
で
、
家
人
か
ら
ア

イ
ス
ク
リ
ー
ム
や
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
を
受
け

取
り
、
約
二
十
分
休
憩
す
る
。
休
憩
が
終
わ

る
と
、
縁
側
か
ら
後
ろ
向
き
に
ジ
ャ
ー
メ

を
引
き
出
し
て
、
次
の
家
に
行
く
。
全
部
で

二
十
九
軒
の
家
を
廻
る
（
午
後
一
時
五
十
分

か
ら
五
時
三
十
分
）。

　

ジ
ャ
ー
メ
の
処
分
：
ジ
ャ
ー
メ
を
納
め
る

三
叉
路
に
到
着
す
る
（
午
後
五
時
三
十
分
）。

正
面
は
水
田
で
、
道
の
右
側
の
竹
藪
の
横
に

ジ
ャ
ー
メ
を
全
員
で
放
り
投
げ
る
（
写
真

６
）。

　

お
金
の
分
配
：
こ
の
年
は
孫
が
六
年
生
で

頭
を
務
め
た
菊
池
善
衛
さ
ん
宅
で
貰
っ
た

お
金
や
お
菓
子
を
分
配
し
た
（
午
後
七
時
よ

り
）。
菊
池
家
で
は
毎
年
子
供
た
ち
に
梨
を

振
る
舞
っ
て
い
る
（
写
真
７
）。

〔
綱
の
製
作
過
程
〕

　

ジ
ャ
ー
メ
に
は
雄
と
雌
が
あ
り
、
東
地
区

が
雄
の
年
は
、
西
地
区
が
雌
、
そ
の
翌
年

は
、
西
が
雄
で
東
が
雌
と
決
ま
っ
て
い
た
。

ジ
ャ
ー
メ
の
頭
に
立
て
る
幣
束
の
色
が
、
雌

の
時
は
赤
、
雄
の
時
は
白
と
な
る
。
子
供
が

多
か
っ
た
時
代
の
ジ
ャ
ー
メ
は
今
よ
り
大
き

か
っ
た
。
以
下
、
製
作
の
様
子
を
そ
の
形
状

と
と
も
に
解
説
す
る
。

　

藁
を
集
め
終
わ
る
と
、
集
落
の
水
田
沿
い

の
道
を
進
み
不
動
院
の
境
内
に
行
く
。
不
動

院
の
右
側
の
縁
に
は
、
ジ
ャ
ー
メ
の
芯
と
な

る
杉
の
丸
太
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
尻
尾
に

あ
た
る
枝
先
に
は
杉
の
青
葉
が
残
さ
れ
て
い

る
。
世
話
人
の
野
田
さ
ん
は
、
既
に
藁
で
頭

を
製
作
し
て
い
る
。藁
を
横
に
束
ね
、ビ
ニ
ー

ル
紐
で
つ
な
ぎ
、ジ
ャ
ー
メ
の
頭
上
部
と
顎
、

そ
し
て
舌
と
す
る
。
ま
た
直
径
二
㎝
程
の
笹

竹
を
鉈
で
二
つ
に
割
っ
て
、
平
ら
に
つ
な
い

だ
ジ
ャ
ー
メ
の
頭
と
顎
の
根
元
側
か
ら
三
か

所
を
、
上
下
か
ら
竹
で
挟
ん
で
そ
の
左
右
を

ビ
ニ
ー
ル
紐
で
縛
っ
て
固
定
す
る
。
境
内
で

は
、
ジ
ャ
ー
メ
の
胴
体
に
巻
き
付
け
る
藁
縄

を
大
人
た
ち
が
綯
っ
て
い
る
。
子
供
た
ち
も

そ
れ
を
見
て
藁
縄
を
綯
う
練
習
を
行
う
。
境

内
に
は
藁
束
の
ほ
か
、
ジ
ャ
ー
メ
の
背
中
に

挟
み
込
む
杉
の
葉
も
用
意
さ
れ
て
い
る
。
頭

上
部
と
顎
を
重
ね
て
大
き
さ
が
合
っ
て
い
る

か
を
確
認
す
る
。
次
に
三
本
の
藁
縄
を
撚
り

合
わ
せ
て
、
ジ
ャ
ー
メ
の
角
を
作
る
。
き
れ

写真11　頭に幣束を立てる、背中には杉の枝を刺す

写真 9 　胴体に藁を巻く

写真10　頭と顎、舌を結びつける

写真 ８ 　胴体の杉の芯
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い
な
形
に
撚
り
合
わ
せ
る
た
め
幾
度
か
や
り

直
す
。
撚
り
合
わ
せ
て
飛
び
出
し
た
藁
先
を

は
さ
み
で
丁
寧
に
切
っ
て
行
く
。
大
人
た
ち

は
、
き
れ
い
に
藁
を
選
別
す
る
方
法
な
ど
を

教
え
な
が
ら
作
業
を
進
め
る
。
長
さ
四
十
㎝

ほ
ど
の
日
本
の
角
が
完
成
す
る
。
さ
ら
に
次

は
ジ
ャ
ー
メ
の
胴
体
の
製
作
と
な
る
（
写
真

９
）。
杉
の
丸
太
の
根
元
側
に
頭
と
顎
、
舌

を
固
定
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
丸
太
を
挟
ん
で
重

ね
、
ビ
ニ
ー
ル
紐
で
横
に
渡
し
た
竹
を
三
か

所
丸
太
に
縛
り
付
け
る
。
ま
ず
顎
に
あ
た
る

藁
束
に
丸
太
を
乗
せ
る
。
丸
太
に
は
割
木
が

水
平
に
縛
り
付
け
ら
れ
て
お
り
固
定
が
容
易

で
、
し
っ
か
り
結
び
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
工

夫
さ
れ
て
い
る
。
胴
体
を
持
ち
上
げ
、
そ
の

上
に
舌
と
頭
を
重
ね
て
、
頭
の
根
元
側
を
顎

と
舌
を
含
め
て
更
に
縛
り
付
け
て
い
く
（
写

真
10
）。
顎
と
舌
の
間
に
丸
太
が
入
る
た
め

隙
間
が
出
来
る
が
、
そ
こ
に
角
に
な
る
藁
束

を
左
右
か
ら
差
し
込
み
ビ
ニ
ー
ル
紐
で
縛
っ

て
固
定
す
る
。
続
け
て
、
胴
体
に
藁
を
巻
い

て
行
く
。
藁
の
根
元
を
一
掴
み
し
て
束
と
し

て
、飛
び
出
し
た
短
い
藁
を
除
い
て
ま
と
め
、

杉
の
芯
棒
の
横
に
、
根
元
を
頭
側
に
し
て
並

べ
て
い
く
。
藁
を
芯
棒
に
沿
わ
せ
て
被
せ
、

皆
で
綯
っ
た
藁
縄
で
縛
り
付
け
て
い
く
。
結

び
目
は
ジ
ャ
ー
メ
の
背
中
に
突
き
出
す
よ
う

に
し
、
十
五
㎝
程
の
長
さ
で
切
り
揃
え
る
。
十
五
㎝
ほ
ど
の
間
隔
で
縛
っ
て
い
き
、
藁

が
先
端
に
近
づ
く
と
、
次
の
藁
を
根
元
側
が
頭
に
な
る
よ
う
に
重
ね
て
縛
っ
て
い
く
。

全
体
で
藁
が
五
段
重
ね
ら
れ
る
と
、
先
端
が
杉
の
枝
先
に
届
き
、
芯
棒
全
体
が
藁
で
覆

わ
れ
る
。
結
び
目
は
全
部
で
十
五
か
所
で
あ
る
。
続
い
て
背
中
の
藁
縄
の
結
び
目
の
七

か
所
に
杉
の
青
葉
を
差
し
込
ん
で
行
く
。
五
㎝
ほ
ど
の
竹
棒
に
シ
デ
を
差
し
込
ん
だ
幣

束
を
、
頭
の
付
け
根
付
近
に
一
本
立
て
る
（
写
真
11
）。
頭
の
部
分
は
芯
棒
に
根
元
し

か
結
ば
れ
て
い
な
い
の
で
、
口
が
大
き
く
開
く
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
角
の
付
け
根
に

茄
子
を
差
し
込
み
ジ
ャ
ー
メ
の
目
と
す
る
。
ジ
ャ
ー
メ
を
更
に
整
形
し
た
後
、
二
本
の

角
の
先
に
も
シ
デ
を
下
げ
る
（
写
真
12
）。
続
い
て
藁
を
二
十
㎝
程
に
束
ね
、
ジ
ャ
ー

メ
の
頭
を
置
く
た
め
の
台
を
一
つ
製
作
し
て
ジ
ャ
ー
メ
が
完
成
す
る
。
残
っ
た
藁
や
杉

の
葉
は
、
境
内
で
燃
や
さ
れ
る
。

〔
綱
の
取
り
扱
い
〕

　

ジ
ャ
ー
メ
は
子
供
た
ち
が
肩
に
担
い
で
運
ぶ
。
休
憩
す
る
際
に
は
、
訪
れ
た
家
の
縁

側
に
頭
を
差
し
入
れ
、
仏
壇
や
盆
棚
に
頭
が
向
く
よ
う
に
す
る
。
ジ
ャ
ー
メ
を
子
供
た

ち
が
跨
い
で
し
ま
う
と
、
ジ
ャ
ー
メ
に
乗
っ
て
い
る
仏
さ
ま
を
蹴
飛
ば
し
て
落
と
し
た

こ
と
に
な
る
の
で
、
も
う
一
度
ジ
ャ
ー
メ
を
共
同
墓
地
ま
で
戻
し
て
、
墓
地
の
周
り
を

三
度
回
り
、
仏
さ
ま
を
乗
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
た
。
今
で
は
、
ジ
ャ
ー

メ
自
体
は
戻
さ
な
い
が
、
跨
い
だ
子
供
は
一
度
墓
地
ま
で
戻
っ
て
、
墓
の
周
り
を
三
度

回
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
（
写
真
13
）。
ジ
ャ
ー
メ
を
三
叉
路
の
脇
に
納
め
る
際
に
は

投
げ
捨
て
る
様
な
所
作
を
す
る
。

〔
各
家
の
盆
行
事
〕

　

東
地
区
の
盆
行
事
に
つ
い
て
は
、
菊
池
善
衛
さ
ん
宅
で
調
査
し
た
。

　

八
月
十
二
日
：
共
同
墓
地
に
あ
る
墓
石
や
樹
木
の
根
元
に
線
香
を
立
て
る
ツ
チ
モ
リ

（
土
盛
り
）
を
作
る
。
こ
れ
は
家
の
門
口
に
至
る
ま
で
、
道
の
辻
な
ど
数
か
所
に
作
る
。

　

八
月
十
三
日
：
盆
の
入
り
で
あ
る
十
三
日
に
、
仏
壇
の
前
に
盆
棚
を
設
け
て
位
牌
を

写真13　ジャーメを跨いだ子供は墓地の周囲を巡る 写真12　ジャーメの頭部、眼は茄子を用いる
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並
べ
、
片
側
だ
け
の
太
い
青
竹
を
柱
と
し
て
水
盆
棚
の
上
に
水
平
に
渡
し
た
細
い
青
竹

に
家
人
が
綯
っ
た
藁
縄
を
巻
き
付
け
、
杉
の
葉
を
差
し
込
ん
だ
も
の
を
飾
る
。
盆
棚
の

供
物
と
し
て
は
、
青
果
、
野
菜
な
ど
で
灯
明
と
線
香
を
供
え
る
。
餅
を
つ
い
て
餡
子
で

包
ん
だ
牡
丹
餅
を
、
お
膳
に
載
せ
て
盆
棚
に
供
え
る
。
家
で
祀
ら
れ
る
先
祖
の
数
だ
け

ミ
ソ
バ
ギ
の
茎
を
折
っ
て
作
っ
た
箸
を
供
え
る
。
転
居
す
る
前
の
古
い
家
で
は
、
ト
シ

ヨ
リ
バ
ア
サ
ン
（
祖
母
）
が
無
縁
仏
に
お
膳
と
箸
を
用
意
し
て
、
盆
棚
の
下
に
供
え
て

い
た
。
今
で
は
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
が
、
盆
棚
の
お
膳
に
で
き
る
だ
け
沢
山

の
箸
を
供
え
る
。
こ
れ
は
、
先
祖
だ
け
で
な
く
無
縁
仏
も
供
物
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
と
の
意
味
で
あ
る
。
夕
方
に
な
る
と
、
早
め
に
仏
さ
ま
を
迎
え
に
出
る
。
こ

の
時
は
提
灯
に
灯
は
灯
さ
な
い
。
共
同
墓
地
の
菊
池
家
の
墓
に
着
く
と
、
そ
こ
で
墓
に

蝋
燭
に
火
を
灯
し
線
香
を
供
え
、
提
灯
に
そ
の
火
を
移
し
、
墓
地
の
墓
石
や
樹
木
の
根

元
の
ツ
チ
モ
リ
に
線
香
を
立
て
、
仏
さ
ま
を
案
内
す
る
。
辻
や
門
口
の
ツ
チ
モ
リ
に
も

線
香
を
立
て
ま
で
仏
さ
ま
を
迎
え
る
。

　

八
月
十
四
日
：
朝
、
昼
、
晩
と
家
族
の
食
事
と
同
じ
お
か
ず
や
果
物
な
ど
を
供
え
る

が
、「
盆
中
は
日
に
六
度
の
上
げ
供
え
」
と
言
っ
て
、
食
間
に
も
お
茶
や
お
や
つ
を
供

え
て
先
祖
が
空
腹
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。

　

八
月
十
五
日
：
仏
さ
ま
を
送
る
際
に
は
、
仏
壇
に
線
香
を
あ
げ
て
、
灯
明
の
火
を
提

灯
に
移
し
て
墓
ま
で
行
き
、
墓
に
灯
明
を
灯
し
線
香
を
供
え
る
。
墓
か
ら
帰
る
時
に
は

提
灯
に
は
火
を
灯
さ
ず
、
線
香
も
持
た
な
い
。

〔
歴
史
的
変
遷
〕

　

文
書
等
の
資
料
は
残
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
不
明
な
点
は
多
い
が
、
話
者
の
記
憶
に

あ
る
限
り
で
、
東
西
集
落
で
分
か
れ
て
ジ
ャ
ー
メ
も
行
っ
て
お
り
、
そ
の
雌
雄
を
一
年

ご
と
に
交
替
し
て
い
た
。
女
児
が
ジ
ャ
ー
メ
を
担
ぐ
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
男
児
の
み

で
は
人
数
が
足
り
な
く
な
っ
た
た
め
で
、
平
成
二
十
七
年
に
地
区
で
相
談
し
て
、
小
学

校
一
年
生
か
ら
六
年
生
の
男
女
で
構
成
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
今
後
も
子
供
が
少
な

く
な
る
と
す
れ
ば
、
や
が
て
は
、
大
人
も
担
が
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
る
の
で
は
な
い

か
と
の
考
え
も
聞
か
れ
る
。

50m
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Ⅱ　

西
地
区
の
盆
綱

〔
地
区
の
概
況
〕

　

小
高
い
山
と
多
く
の
水
田
に
囲
ま
れ
る
。
盆
綱
に
参
加
す
る
世
帯
数
は
二
十
二
世
帯

程
で
、
隣
の
東
地
区
と
は
水
田
を
挟
ん
で
い
る
。

〔
実
施
主
体
〕

　

幼
稚
園
年
長
、
小
学
一
～
六
年
生
（
男
女
）

〔
実
施
日
〕

　

準
備
は
、
八
月
十
三
日
の
午
前
七
時
頃
か
ら
午
後
十
時
頃
、
迎
え
は
、
八
月
十
三
日

の
午
後
一
時
頃
か
ら
午
後
五
時
頃
、
送
り
は
、
八
月
十
五
日
の
午
後
六
時
頃
か
ら
午
後

十
一
時
頃
に
か
け
て
行
わ
れ
る
。

〔
綱
の
形
状
〕

  

ボ
ン
ヅ
ナ
を
ボ
ン
ド
ノ
と
称
す
る
。
中
心
に
杉
を
一
本
芯
と
し
て
通
し
て
い
る
た
め
、

直
線
的
な
造
形
を
し
て
い
る
。
ボ
ン
ド
ノ
は
竜
の
形

を
模
し
て
い
る
と
さ
れ
、
背
側
に
は
杉
の
葉
が
用
い

ら
れ
る
。
小
さ
な
御
幣
が
四
本
挿
し
て
あ
る
。
頭
部

は
熊
手
の
よ
う
な
造
形
を
し
て
お
り
、
目
を
表
す
ナ

ス
と
藁
で
作
ら
れ
た
角
が
挿
さ
れ
て
い
る
。
頭
部
の

角
は
綺
麗
に
製
作
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
た
め
、

上
手
く
製
作
で
き
た
角
は
数
年
に
渡
っ
て
使
わ
れ
る
。

〔
詳
細
〕

①　

準
備 

  

午
前
七
時
頃
地
区
内
で
ボ
ン
ド
ノ
を
製
作
す
る
こ

と
が
で
き
る
古
老
が
、
樹
齢
五
年
程
の
杉
と
藁
で
形
作
ら
れ
た
角
、
稲
藁
、
ナ
ス
、
篠
、

杉
の
葉
、
小
型
の
御
幣
を
そ
れ
ぞ
れ
用
意
し
、
共
同
墓
地
付
近
の
空
き
地
へ
持
ち
込
む
。

そ
こ
か
ら
地
区
内
の
男
性
数
人
で
ボ
ン
ド
ノ
の
製
作
を
行
う
。
ボ
ン
ド
ノ
は
杉
を
芯
に

使
い
、
杉
の
周
り
を
稲
藁
で
包
ん
で
胴
体
を
作
る
（
写
真
13
）。
ボ
ン
ド
ノ
の
背
側
に

は
杉
の
葉
と
御
幣
を
挿
す
。
頭
部
は
篠
を
縦
に
割
っ
た
も
の
で
稲
藁
を
挟
み
、
口
の
形

を
作
る
。
角
を
接
着
し
た
後
、
ナ
ス
で
目
を
作
る
。
完
成
し
た
ボ
ン
ド
ノ
は
迎
え
盆
が

始
ま
る
午
後
一
時
ま
で
共
同
墓
地
に
隣
接
す
る
個
人
墓
地
に
安
置
さ
れ
る
。

  

子
供
た
ち
は
午
前
七
時
半
頃
か
ら
集
合
し
、
ボ
ン
ド
ノ
を
製
作
中
の
大
人
た
ち
に
挨

拶
を
す
る
。
そ
の
後
送
り
盆
に
使
う
盛
り
土
の
製
作
に
向
か
う
た
め
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
に

乗
り
町
内
を
ま
わ
る
。
盛
り
土
と
は
町
内
の
辻
に
置
か
れ
る
も
の
で
、
送
り
盆
の
際
、

道
案
内
と
し
て
線
香
を
挿
す
た
め
に
製
作
す
る
。
西
地
区
で
は
盛
り
土
の
形
を
綺
麗
に

整
え
る
こ
と
が
吉
と
さ
れ
る
た
め
、
粘
土
質
の
土
を
鉢
に
入
れ
て
あ
る
程
度
固
め
て
か

ら
地
面
に
ひ
っ
く
り
返
し
、
製
作
す
る
。

②　

迎
え　

　

午
後
一
時
に
四
名
の
子
供
が
集
合
す
る
。
墓
地
に
あ
る
各
墓
前
で
先
祖
を「
背
負
う
」

所
作
を
行
う
（
写
真
14)

。
全
て
の
墓
前
を
巡
り
終

わ
る
ま
で
、
背
負
う
た
め
に
後
ろ
手
に
組
ん
だ
手
は

解
い
て
は
な
ら
な
い
。
も
し
解
い
て
し
ま
う
と
、
そ

れ
ま
で
背
負
っ
た
先
祖
を
全
て
落
と
し
て
し
ま
う
こ

と
に
な
る
た
め
、
も
う
一
度
最
初
に
訪
れ
た
墓
前
か

ら
背
負
い
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
全
て
の
墓
前

を
巡
り
終
わ
っ
た
ら
背
負
っ
た
先
祖
を
ボ
ン
ド
ノ
の

上
に
下
ろ
す
所
作
を
行
う
。
先
祖
が
乗
っ
た
状
態
の

ボ
ン
ド
ノ
を
跨
ぐ
行
為
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
せ
っ

か
く
乗
っ
た
先
祖
を
蹴
落
と
し
て
し
ま
う
た
め
で
あ

る
。
跨
い
だ
場
合
は
、
落
と
し
て
し
ま
っ
た
先
祖
を

背
負
い
直
し
、ボ
ン
ド
ノ
の
上
に
戻
す
所
作
を
行
う
。

写真13　盆殿の組み立てを行う大人

写真14　おんぶして先祖を背負う所作
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子
供
の
う
ち
、も
っ
と
も
経
験
の
あ
る
者
が
「
ト
ウ
リ
ョ
ウ
（
頭
領
）」
に
選
ば
れ
る
。

頭
領
は
子
供
た
ち
の
リ
ー
ダ
ー
的
役
割
を
持
ち
、
ボ
ン
ド
ノ
の
進
む
順
路
を
決
め
、
各

家
を
回
る
際
に
お
金
を
集
め
る
役
割
も
務
め
る
。
ま
た
、
子
供
達
の
う
ち
小
学
校
に
上

が
っ
て
い
な
い
者
は
ボ
ン
ド
ノ
を
担
ぐ
こ
と
は
な
く
、ボ
ン
ド
ノ
を
置
く
時
に
敷
く
「
マ

ク
ラ（
枕
）」を
運
ぶ
係
に
な
る
。
こ
の
役
職
は「
マ
ク
ラ
モ
チ（
枕
持
ち
）」と
呼
ば
れ
る
。

  

ボ
ン
ド
ノ
を
持
っ
た
子
供
た
ち
は
、
順
番
に
西
地
区
内
の
各
家
を
ま
わ
る
（
順
路
図

参
照
）。
そ
の
際
子
供
た
ち
は
「
ボ
ー
ン
ド
ー
ノ
ー
ゴ
ー
ザ
ッ
タ
、ホ
ー
ト
ケ
サ
ー
マ
ー

ノ
セ
テ
キ
タ
」
と
掛
け
声
を
か
け
な
が
ら
歩
く
。
ボ
ン
ド
ノ
を
担
ぐ
際
、
真
ん
中
の
ポ

ジ
シ
ョ
ン
が
一
番
楽
で
あ
る
た
め
、
交
代
し
な
が
ら
歩
く
（
写
真
15
）。
家
に
着
く
と

縁
側
に
マ
ク
ラ
を
置
き
、
そ
の
上
に
ボ
ン
ド
ノ
の
頭
を
乗
せ
て
安
置
し
、
ボ
ン
ド
ノ
か

ら
先
祖
を
背
負
い
、
縁
側
や
玄
関
に
下
ろ
す
所
作
が
行
わ
れ
る
。
地
区
内
の
各
家
は
ボ

ン
ド
ノ
が
来
る
こ
と
に
備
え
、
子
供
た
ち
へ
の
お
菓
子
や
飲
み
物
を
用
意
し
、
頭
領
に

渡
す
お
金
（
千
円
程
）
を
用
意
す
る
。
ボ
ン
ド
ノ
を
迎
え
入
れ
る
家
が
用
意
す
る
お
菓

子
は
家
ご
と
に
違
い
が
あ
り
、
子
供
た
ち
の
喜
ぶ
甘
い
も
の
を
出
す
家
と
、
塩
分
の
採

れ
る
塩
気
の
あ
る
菓
子
を
提
供
す
る
家
が
あ
る
。
全
て
の
家
に
共
通
す
る
の
は
子
供
た

ち
が
脱
水
症
状
に
な
ら
な
い
よ
う
に
多
量
の
飲
み
物

を
提
供
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
家
に
よ
っ
て
は

毎
年
自
家
製
の
梅
干
し
を
振
る
舞
う
所
も
あ
り
、
そ

の
よ
う
な
家
で
は
子
供
た
ち
に
昨
年
の
梅
干
し
の
出

来
栄
え
と
今
年
の
出
来
栄
え
を
比
較
し
て
も
ら
う
と

い
う
よ
う
な
光
景
も
見
ら
れ
る
。
ボ
ン
ド
ノ
が
訪
れ

た
際
に
住
民
が
不
在
で
あ
っ
た
家
が
あ
る
場
合
、
盆

綱
か
ら
先
祖
を
下
ろ
す
所
作
は
行
わ
れ
ず
後
回
し
に

な
る
。
ボ
ン
ド
ノ
に
乗
っ
て
い
る
の
は
共
同
墓
地
に

埋
葬
さ
れ
た
先
祖
た
ち
で
あ
る
が
、
西
地
区
内
に
は

共
同
墓
地
に
墓
を
持
た
な
い
家
も
あ
る
。
し
か
し
そ

の
よ
う
な
家
に
も
ボ
ン
ド
ノ
は
訪
れ
、
先
祖
を
下
ろ

す
所
作
が
な
さ
れ
る
（
写
真
16
）。
西
地
区
の
住
民
は
、
盆
の
時
期
に
は
ボ
ン
ド
ノ
が

訪
れ
る
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
お
り
、
外
出
な
ど
は
控
え
る
と
い
う
よ
う
な
暗
黙
の
了

解
が
あ
る
と
語
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
ど
う
し
て
も
盆
に
外
出
す
る
際
は
、
近
隣
の
住

民
に
一
言
声
を
か
け
る
こ
と
が
多
い
。
ま
た
東
地
区
と
は
数
百
ｍ
ほ
ど
し
か
離
れ
て
い

な
い
が
、
盆
の
間
は
互
い
に
交
流
が
無
い
た
め
、
西
地
区
に
お
け
る
住
民
の
ほ
と
ん
ど

は
盆
の
時
期
に
東
地
区
で
ど
の
よ
う
な
行
事
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
把
握
し
て
い
な
い
。

　

地
区
内
二
十
二
軒
を
巡
っ
た
後
、
公
民
館
下
の
空
き
地
で
ボ
ン
ド
ノ
の
解
体
が
行
わ

れ
る
。ボ
ン
ド
ノ
の
角
や
御
幣
な
ど
は
翌
年
の
ボ
ン
ド
ノ
に
再
利
用
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

ボ
ン
ド
ノ
の
芯
に
使
わ
れ
る
杉
や
、
杉
に
巻
き
付
け
て
あ
る
稲
藁
な
ど
、
ボ
ン
ド
ノ
の
大

部
分
は
空
き
地
に
放
置
さ
れ
る
。
放
置
さ
れ
た
ボ
ン
ド
ノ
は
次
の
年
ま
で
に
は
ど
こ
か
へ

消
え
て
し
ま
う
と
西
地
区
の
住
民
は
語
る
。

　

解
体
が
終
わ
り
次
第
、
頭
領
の
集
め
た
お
金
は
一
度
大
人
が
回
収
し
、
頭
領
宅
で
子

供
た
ち
に
分
配
さ
れ
る
。
基
本
的
に
頭
領
が
少
し
多
め
に
お
金
を
も
ら
う
こ
と
が
で
き

る
。
お
金
が
分
配
が
終
わ
り
次
第
解
散
と
な
る
。
ま
た
、
地
区
内
の
各
家
は
、
ボ
ン
ド

ノ
が
訪
れ
た
後
改
め
て
個
人
的
に
共
同
墓
地
に
迎
え
に
行
く
こ
と
が
通
例
で
あ
る
。

　

ボ
ン
ド
ノ
は
現
在
、
担
ぎ
手
と
な
る
子
供
た
ち
の
親
や
、
地
区
内
の
大
人
に
よ
っ

て
製
作
さ
れ
る
が
、
戦
前
ま
で
は
ボ
ン
ド
ノ
の
製
作

ま
で
子
供
た
ち
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
。
当
時
は

十
か
ら
十
二
歳
の
男
子
が
頭
領
に
な
り
、
ボ
ン
ド
ノ

を
製
作
す
る
日
取
り
か
ら
製
作
す
る
場
所
ま
で
決
め

た
。
ま
た
当
時
は
、
農
業
を
営
む
家
庭
が
多
か
っ
た

た
め
、
材
料
は
子
供
た
ち
が
各
々
持
ち
寄
っ
た
。
ま

た
麦
を
耕
作
し
て
い
た
家
が
多
く
、
現
在
で
は
稲
藁

が
用
い
ら
れ
て
い
る
ボ
ン
ド
ノ
の
胴
は
戦
前
ま
で
麦

藁
で
作
ら
れ
て
い
た
。
当
時
の
子
供
た
ち
は
、
あ
る

程
度
の(

最
低
で
も
小
学
校
一
年
生
に
相
当
す
る)

年
齢
に
な
る
ま
で
担
ぎ
手
に
な
れ
な
い
と
い
う
決
ま

写真15　ボンドノを運ぶ子供たち

写真16　先祖を移す所作
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り
が
あ
っ
た
た
め
、
ボ
ン
ド
ノ
の
担
ぎ
手
は
迎
え
盆
の
花
形
で
あ
る
と
い
う
自
負
が

あ
っ
た
。
東
田
中
の
盆
綱
の
実
施
主
体
が
東
西
の
地
区
で
分
か
れ
て
い
る
た
め
、
戦
前

か
ら
戦
後
間
も
無
く
は
両
地
区
の
間
で
「
喧
嘩
」
が
行
わ
れ
た
と
い
う
。
喧
嘩
は
両
地

区
の
子
供
た
ち
が
相
手
地
区
の
盛
り
土
を
崩
す
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
た
。
ま
た
ボ
ン
ド

ノ
を
担
い
で
い
る
際
、
相
手
地
区
の
ボ
ン
ド
ノ
が
視
界
に
入
っ
た
時
点
で
勝
負
を
仕
掛

け
に
行
く
こ
と
が
常
で
あ
っ
た
。
ボ
ン
ド
ノ
に
挿
さ
れ
て
い
る
杉
の
葉
は
触
る
と
痛
み

を
感
じ
る
た
め
、
子
供
た
ち
の
「
根
性
」
を
鍛
え
る
た
め
に
挿
し
て
あ
る
と
語
る
者
も

い
る
が
、
喧
嘩
の
際
に
用
い
る
た
め
に
付
け
ら
れ
た
と
す
る
者
も
多
い
。
戦
前
当
時
は

現
在
の
何
倍
も
多
く
杉
の
葉
が
搭
載
さ
れ
て
お
り
、
杉
の
葉
を
武
器
に
し
て
相
手
地
区

の
担
ぎ
手
を
痛
め
つ
け
た
と
さ
れ
て
い
る
。
喧
嘩
は
い
ず
れ
か
の
ボ
ン
ド
ノ
が
バ
ラ
バ

ラ
に
な
る
ま
で
行
わ
れ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

③　

送
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

送
り
盆
の
際
は
ボ
ン
ド
ノ
を
製
作
し
な
い
。
送
り
盆
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
で
親
戚

な
ど
を
集
め
た
宴
会
が
行
わ
れ
る
。
地
区
内
で
分
家
と
本
家
と
い
う
関
係
性
の
家
が
多

く
、
本
家
方
に
集
合
す
る
家
庭
が
多
い
。
盆
綱
な
ど
、
地
区
内
共
通
の
送
り
の
方
式
が

無
い
た
め
、
宴
会
の
始
ま
る
時
間
や
終
わ
る
時
間
は
ま
ち
ま
ち
で
あ
り
、
宴
会
が
済
ん

だ
後
、
各
々
先
祖
を
共
同
墓
地
ま
で
送
る
。

　

先
祖
が
滞
在
し
て
い
る
盆
棚
に
線
香
を
焚
き
、
提
灯
を
膨
ら
ま
せ
て
家
の
者
た
ち
が

共
同
墓
地
に
向
け
て
出
発
す
る
。
共
同
墓
地
へ
の
道
に
は
所
々
に
盛
り
土
が
な
さ
れ
て

い
る
た
め
、
土
に
線
香
を
挿
し
な
が
ら
進
む
。
ま
た
盛
り
土
が
な
い
と
こ
ろ
に
も
線
香

を
置
く
場
合
も
あ
る
。
こ
う
し
た
行
為
は
、
先
祖
が
迷
わ
な
い
よ
う
に
目
印
を
つ
け
る

と
い
う
目
的
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
共
同
墓
地
の
入
口
ま
で
着
く
と
、
墓
前
ま
で
は
行
か

ず
、
入
口
に
あ
る
地
蔵
の
前
に
線
香
と
小
銭
を
置
い
て
引
き
返
す
。
墓
所
か
ら
家
ま
で

は
提
灯
の
火
を
消
し
、そ
の
他
の
明
か
り
も
つ
け
ず
に
帰
路
に
つ
く
。ま
た
先
祖
が
戻
っ

て
来
て
し
ま
う
た
め
、
振
り
返
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
決
ま
り
も
あ
る
が
、
こ
の
決

ま
り
を
意
識
し
て
い
る
住
民
は
少
な
い
。

〔
綱
の
取
扱
い
〕

　

ボ
ン
ド
ノ
は
担
い
で
運
ぶ
。
ま
た
、先
祖
を
蹴
落
と
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
た
め
、

ボ
ン
ド
ノ
を
跨
ぐ
行
為
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
枕
を
敷
け
ば
地
面
に
置
い
て
も
構
わ
な

い
が
、
あ
ま
り
好
ま
れ
る
行
為
で
は
な
い
。
基
本
的
に
ボ
ン
ド
ノ
を
置
く
際
は
縁
側
に

枕
を
置
き
、
頭
部
を
枕
に
預
け
る
。
共
同
墓
地
や
各
家
の
縁
側
な
ど
で
先
祖
を
背
負
っ

た
り
下
ろ
し
た
り
す
る
際
に
後
ろ
手
に
組
ん
だ
腕
を
離
す
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

特
に
共
同
墓
地
で
は
今
ま
で
に
担
い
だ
先
祖
を
全
て
落
と
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
た

め
、
も
し
腕
を
解
い
て
し
ま
っ
た
場
合
、
最
初
に
背
負
っ
た
先
祖
の
墓
前
か
ら
共
同
墓

地
全
て
の
墓
前
で
背
負
い
直
す
必
要
が
あ
る
。

〔
各
家
の
盆
行
事
〕

　

各
家
は
迎
え
盆
の
際
は
外
出
せ
ず
に
ボ
ン
ド
ノ
の
到
着
を
待
つ
。
ボ
ン
ド
ノ
を
担
ぐ

子
供
た
ち
の
到
着
に
備
え
て
前
日
ま
で
に
お
菓
子
や
飲
み
物
を
用
意
し
て
お
く
。
ボ
ン

ド
ノ
が
到
着
し
た
後
改
め
て
共
同
墓
地
へ
向
か
い
、
先
祖
を
迎
え
る
。
盆
の
間
は
先
祖

を
祀
る
盆
棚
に
三
食
の
ご
飯
を
備
え
る
。

　

送
り
盆
の
際
は
、
親
戚
な
ど
と
宴
会
を
し
た
後
、
線
香
と
提
灯
を
持
っ
て
共
同
墓
地

へ
向
か
う
。
辻
の
盛
り
土
に
線
香
を
挿
し
な
が
ら
共
同
墓
地
前
ま
で
来
る
と
、
入
口
の

地
蔵
に
小
銭
と
線
香
を
手
向
け
て
帰
る
。
帰
り
道
は
明
か
り
を
つ
け
ず
、
振
り
返
ら
ず

に
帰
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。新
盆
宅
は
か
な
り
遅
い
時
間
に
送
り
を
行
う
。亡
く
な
っ

た
ば
か
り
の
先
祖
は
家
が
名
残
惜
し
い
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。ま
た
、十
六
日
に
な
っ

て
か
ら
先
祖
を
送
る
新
盆
宅
も
あ
る
。

〔
歴
史
的
変
遷
〕

　

ジ
ャ
ー
メ
が
行
わ
れ
始
め
た
時
期
は
正
確
に
わ
か
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
地
区
内

の
話
者
に
よ
れ
ば
戦
時
中
も
行
わ
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
。
当
時
、
現
在
の
頭
領
に
あ
た

る
子
供
は
「
オ
ヤ
カ
タ
（
親
方
）」
と
呼
ば
れ
た
。
小
学
生
に
な
る
ま
で
は
ボ
ン
ド
ノ

に
触
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
た
め
、
ボ
ン
ド
ノ
を
担
ぐ
こ
と
に
プ
ラ
イ
ド
を
持
っ
て
い
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た
。
親
方
が
ボ
ン
ド
ノ
を
組
み
立
て
る
日
程
や
時
間
帯
を
決
め
、
地
区
内
の
子
供
を
集

め
る
。
ま
た
、
ボ
ン
ド
ノ
の
組
み
立
て
も
戦
前
は
子
供
た
ち
の
担
当
で
あ
っ
た
。

　

当
時
の
ボ
ン
ド
ノ
の
主
な
材
料
は
麦
藁
で
あ
り
、
ま
だ
農
業
を
営
む
家
庭
が
多
か
っ

た
た
め
、
藁
が
豊
富
に
手
に
入
っ
た
。
藁
は
、
芯
と
な
る
杉
を
包
む
よ
う
に
使
わ
れ
る
。

稲
藁
は
外
縁
に
使
わ
れ
る
。
麦
藁
は
稲
藁
よ
り
も
太
く
、
ク
ッ
シ
ョ
ン
性
が
高
い
。
ま

た
、
現
在
よ
り
も
杉
の
葉
が
多
く
使
わ
れ
て
お
り
、「
東
地
区
と
の
喧
嘩
」
の
際
に
よ

く
用
い
ら
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
。「
東
地
区
と
の
喧
嘩
」
は
現
在
で
は
見
ら
れ
な
い
が
、

戦
後
し
ば
ら
く
続
い
て
い
た
。
喧
嘩
は
地
区
内
の
盛
り
土
を
崩
し
合
う
こ
と
か
ら
始
ま

る
。ジ
ャ
ー
メ
の
最
中
に
相
手
地
区
の
ボ
ン
ド
ノ
が
目
に
入
る
と
戦
い
を
挑
み
に
行
く
。

担
い
で
い
る
ボ
ン
ド
ノ
か
ら
杉
の
葉
な
ど
を
取
り
、そ
れ
を
武
器
に
し
て
喧
嘩
を
行
う
。

ボ
ン
ド
ノ
が
バ
ラ
バ
ラ
に
解
体
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。
少
子
化
の
影

響
か
ら
平
成
二
十
六
年
か
ら
女
子
の
参
加
が
認
め
ら
れ
た
。
令
和
元
年
度
の
西
地
区
の

頭
領
は
女
子
が
担
当
し
た
。
ま
た
、
西
地
区
で
は
令
和
二
年
度
以
降
の
ジ
ャ
ー
メ
開
催

の
為
、
中
学
生
の
参
加
も
検
討
さ
れ
て
い
る
。

〔
所
見
〕

　

東
田
中
の
ボ
ン
ヅ
ナ
は
、
東
地
区
・
西
地
区
と
も
現
在
も
丁
寧
に
作
成
さ
れ
て
お
り
、

行
事
自
体
は
良
好
に
保
存
・
継
承
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
児
童
数
は
減
少
し
て
お
り
、

少
な
い
児
童
数
で
も
継
承
可
能
な
形
に
変
更
が
加
え
ら
れ
て
い
る
が
、
行
事
の
先
祖
を

墓
地
か
ら
共
同
で
迎
え
る
と
す
る
意
識
や
、
先
祖
を
背
負
う
所
作
（
西
地
区
）
や
胴
体

か
ら
引
き
抜
い
た
藁
を
盆
棚
に
投
げ
る
所
作
（
東
地
区
）、
な
ら
び
に
ボ
ン
ヅ
ナ
を
跨

ぐ
と
墓
地
を
周
回
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
な
ど
特
徴
的
な
儀
礼
行
為
が
現
時
点
で

も
継
承
さ
れ
て
い
る
。
東
地
区
に
つ
い
て
は
、
ウ
エ
ノ
ハ
カ
以
外
に
屋
敷
地
の
裏
側
の

山
林
に
家
墓
を
有
し
て
い
た
家
も
あ
っ
た
が
、
そ
の
墓
は
現
在
使
わ
れ
て
お
ら
ず
、
盆

綱
行
事
に
も
関
係
し
て
い
な
い
。
起
点
と
な
る
共
同
墓
地
（
ウ
エ
ノ
ハ
カ
）
は
墓
石
か

ら
見
て
、
そ
こ
ま
で
古
く
な
く
、
新
し
く
設
け
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
共
同
墓

地
形
成
以
前
の
盆
綱
の
起
点
が
ど
こ
で
あ
っ
た
か
も
留
意
さ
れ
る
。
共
同
体
行
事
と
し

て
の
盆
綱
が
共
同
墓
地
の
み
先
祖
迎
え
の
場
所
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
共
同
墓
地

成
立
に
伴
う
地
域
の
墓
制
の
変
化
が
、
盆
綱
行
事
に
及
ぼ
し
た
影
響
に
つ
い
て
も
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
。
東
集
落
と
西
集
落
と
で
、
雄
と
雌
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ジ
ャ
ー
メ
を
一

年
交
替
で
製
作
し
て
い
た
こ
と
や
、
行
事
に
お
い
て
も
両
集
落
間
で
対
抗
的
な
意
識
が

見
ら
れ
た
点
な
ど
は
、
盆
綱
の
対
抗
儀
礼
と
し
て
の
意
味
を
考
え
る
上
で
も
留
意
さ
れ

る
点
で
あ
る
。
ジ
ャ
ー
メ
を
納
め
る
三
叉
路
に
は
、か
つ
て
東
集
落
の
集
会
所
が
あ
り
、

集
落
境
界
の
公
共
性
を
有
す
る
広
場
空
間
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
こ
に
ジ
ャ
ー
メ

を
捨
て
る
様
に
処
分
す
る
点
も
留
意
が
必
要
で
あ
る
。

〔
情
報
提
供
者
〕

　

菊
池　

善
衛
さ
ん
（
東
地
区
）、
野
口　

武
雄
さ
ん
（
東
地
区
）

　

木
村　

直
文
さ
ん
（
西
地
区
）

（
徳
丸　

亞
木
、
関
口　

東
亜
）

○

●
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一
六
　
宮み
や

渕ぶ
ち

町ち
ょ
う

千せ
ん
あ
き秋
（
龍
ケ
崎
市
）
の
盆
綱

〔
地
区
名
〕

　

龍
ケ
崎
市
宮
渕
町
千
秋
地
区

〔
地
区
の
概
況
〕

　

宮
渕
町
は
、
龍
ケ
崎
市
の
東
南
に
位
置
し
、
江
戸
時
代
は
宮
渕
村
と
し
て
独
立
し
て

い
た
が
、
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
に
近
隣
の
大
徳
村
、
佐
沼
村
と
合
併
し
て
大

宮
村
と
な
り
、
昭
和
二
十
九
年
（
一
九
五
四
）
に
は
龍
ケ
崎
市
宮
渕
町
と
な
っ
た
。
上

と
下
、
そ
し
て
飛
び
地
で
あ
る
千
秋
の
三
つ
の
地
区
に
分
か
れ
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち

の
千
秋
地
区
に
、
龍
ケ
崎
市
内
で
唯
一
残
る
盆
綱
が
伝
承
さ
れ
て
い
る
。
千
秋
の
集
落

は
南
東
部
で
新
利
根
川
に
接
し
て
い
る
。
戸
数
は
四
十
戸
程
の
時
代
が
長
か
っ
た
が
、

そ
の
後
少
し
ず
つ
減
っ
て
お
り
、令
和
元
年
（
二
〇
一
九
）
現
在
は
三
十
二
戸
で
あ
る
。

宮
淵
の
本
町
と
同
様
、
ほ
と
ん
ど
が
天
台
宗
万
願
寺
の
檀
家
で
あ
り
、
ま
た
同
じ
鹿
島

神
社
の
氏
子
で
は
あ
る
が
、
千
秋
に
は
独
自
の
鹿
島
神
社
が
祀
ら
れ
て
お
り
、
拝
殿
に

つ
な
が
る
集
会
所
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
盆
綱
行
事
は
こ
の
鹿
島
神
社
境
内
の
集
会
所

を
拠
点
に
行
わ
れ
る
。　

　

千
秋
の
盆
綱
は
、
昭
和
五
十
五
年
（
一
九
八
〇
）
に
一
度
中
断
し
、
平
成
十
三
年

（
二
〇
〇
一
）
に
再
開
し
た
。

〔
実
施
主
体
〕

　

も
と
は
小
学
一
年
生
か
ら
中
学
三
年
生
ま
で
の
男
子
が
行
う
行
事
で
あ
り
、
女
子
は

触
ら
せ
て
も
ら
え
な
か
っ
た
と
い
う
。
と
こ
ろ
が
子
供
の
数
が
減
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

現
在
は
女
子
や
高
校
生
、
ま
た
就
学
前
の
幼
児
も
親
が
同
伴
し
て
参
加
す
る
。
ま
た
、

か
つ
て
は
準
備
も
含
め
て
、
あ
く
ま
で
も
子
供
が
主
体
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
大
人
が

主
導
す
る
形
に
な
っ
て
い
る
。
二
十
歳
～
五
十
歳
代
の
十
数
名
の
有
志
と
、
指
導
者
と

し
て
「
長
老
」
と
呼
ば
れ
る
八
十
歳
代
の
鳶
職
の
男
性
ら
が
準
備
や
運
営
を
行
っ
て
い

る
。

〔
実
施
日
〕

昭
和
五
十
五
年
以
前
の
実
施
日

①　

準
備　

八
月
一
日
か
ら
八
月
十
三
日
の
夕
方

②　

迎
え　

八
月
十
三
日　

午
後
六
時
半
頃
か
ら
午
後
八
時
半
頃

平
成
十
三
年
以
降
の
実
施
日

①　

準
備　

八
月
十
日
前
後
の
土
曜
か
日
曜
の
一
日
と
八
月
十
三
日
午
前
中

②　

迎
え　

八
月
十
三
日　

午
後
六
時
頃
か
ら
午
後
八
時
半
頃

〔
綱
の
形
状
〕

　

ボ
ン
ヅ
ナ
は
龍
で
あ
る
と
い
い
、
藁
で
、
顎
、
持
ち
手
、
頭
の
ノ
ウ
ボ
ッ
チ
、
胴
体

を
組
ん
で
荒
縄
で
縛
っ
て
固
定
す
る
。
本
体
の
長
さ
は
五
～
六
ｍ
、
尾
の
部
分
を
含
め

る
と
全
長
約
十
ｍ
程
で
あ
る
。
た
だ
し
、
近
年
の
少
子
化
で
担
ぎ
手
の
数
が
少
な
い
た

め
、
次
第
に
小
型
化
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。

〔
詳
細
〕

①　

準
備

昭
和
五
十
五
年
以
前
の
準
備

　

昭
和
期
ま
で
は
、
中
学
三
年
生
が
大
将
に
な
っ
て
千
秋
地
区
の
男
子
全
員
で
準
備
を

行
っ
て
い
た
。
準
備
で
最
も
大
変
な
の
は
ボ
ン
ヅ
ナ
の
龍
を
作
る
こ
と
で
あ
る
。
夏
休

み
中
の
八
月
一
日
に
な
る
と
、
子
供
た
ち
が
リ
ヤ
カ
ー
も
し
く
は
一
輪
車
な
ど
を
引
い

て
各
家
を
ま
わ
り
、
藁
を
も
ら
っ
て
歩
い
た
。
も
ら
っ
て
き
た
藁
は
集
会
所
に
集
め
て

干
し
、
乾
い
た
ら
龍
の
頭
・
尻
尾
・
持
ち
手
・
頭
に
乗
せ
る
ノ
ウ
ボ
ッ
チ
な
ど
の
パ
ー

ツ
を
作
っ
て
お
く
。
毎
日
少
し
ず
つ
先
輩
に
教
わ
り
な
が
ら
作
っ
た
。
昔
は
各
家
で
縄

を
綯
う
機
会
も
多
か
っ
た
の
で
、子
供
た
ち
も
大
体
の
も
の
は
作
る
こ
と
が
で
き
た
し
、
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中
学
生
の
先
輩
が
よ
く
分
か
っ
て
い
て
下
の
者
に
教
え
て
く
れ
た
と
い
う
。

　

八
月
十
三
日
の
午
前
中
は
、
仕
上
が
っ
て
い
な
い
部
分
を
間
に
合
わ
せ
る
た
め
に
子

供
た
ち
が
集
会
所
に
集
ま
っ
て
、
龍
の
パ
ー
ツ
を
完
成
さ
せ
た
。
た
だ
し
、
本
体
に
な

る
龍
の
胴
に
つ
い
て
は
、
子
供
だ
け
で
大
縄
を
綯
う
の
が
大
変
な
の
で
、
八
月
十
三
日

夕
方
の
迎
え
盆
の
直
前
に
、
仕
事
を
終
え
た
大
人
た
ち
も
集
会
所
に
集
ま
っ
て
綯
っ
て

く
れ
た
。
こ
う
し
て
で
き
た
、
胴
体
、
そ
し
て
子
供
た
ち
が
作
っ
て
お
い
た
顎
、
持
ち

手
、
頭
の
ノ
ウ
ボ
ッ
チ
を
大
人
た
ち
が
組
ん
で
荒
縄
で
縛
っ
て
固
定
し
、
龍
の
全
身
を

完
成
さ
せ
る
。

　

各
部
の
造
作
は
次
の
と
お
り
。

（
頭
）

　

龍
の
頭
の
部
分
は
、
上
顎
と
下
顎
か
ら
な
る
。
柳
の
枝
を
二
本
、
早
い
時
期
に
採
っ

て
き
て
あ
ら
か
じ
め
大
き
く
た
わ
め
て
細
縄
で
端
を
縛
っ
て
癖
を
つ
け
て
お
く
。
Ｕ
字

形
に
形
が
固
ま
っ
た
ら
枝
全
体
に
藁
を
巻
き
、
こ
れ
を
や
は
り
藁
で
綯
っ
た
細
縄
で
ぐ

る
ぐ
る
と
巻
い
て
顎
に
す
る
。
今
は
細
縄
の
か
わ
り
に
麻
紐
を
使
う
。

（
角
・
持
ち
手
）

　

持
ち
手
兼
角
の
部
分
は
、
近
く
で
採
っ
て
き
た
竹
二
本
に
藁
を
巻
き
付
け
て
、
細
縄

で
ぐ
る
ぐ
る
巻
き
、
こ
れ
を
×
字
形
に
組
む
（
写
真
１
）。

（
頭
に
乗
せ
る
ノ
ウ
ボ
ッ
チ
）

　

農
作
物
の
霜
よ
け
に
す
る
た
め
、
藁
を
円
錐
形
に
広
げ
て
中
心
を
編
ん
だ
も
の
を
ノ

ウ
ボ
ッ
チ
と
呼
ぶ
が
、
こ
れ
を
作
っ
て
龍
の
頭
に
か
ぶ
せ
る
（
写
真
２
）。
ノ
ウ
ボ
ッ

チ
の
編
み
方
は
難
し
い
た
め
、
大
人
が
い
な
い
と
作
れ
な
か
っ
た
。

（
胴
体
）

　

ま
ず
荒
縄
二
本
の
端
を
神
社
の
そ
ば
の
松
の
木
に
縛
っ
て
縒
り
を
か
け
、
少
し
太
い

二
本
取
り
の
縄
を
三
本
作
る
。
更
に
こ
れ
を
ま
た
松
に
縛
り
、
三
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
端

を
持
ち
、右
縒
り
を
か
け
な
が
ら
三
本
取
り
の
縄
に
綯
う
。
こ
れ
が
胴
体
の
芯
に
な
る
。

こ
の
芯
の
縄
に
さ
ら
に
藁
を
三
束
、
縒
り
を
か
け
な
が
ら
継
ぎ
足
し
、
巻
き
付
け
な
が

ら
太
く
し
て
胴
体
と
し
た
。
頭
の
方
が
太
く
、
後
ろ
に
い
く
に
従
っ
て
徐
々
に
細
く
す

る
。
藁
が
巻
き
付
け
て
あ
る
本
体
部
分
は
五
～
六
ｍ
で
、
後
ろ
の
方
は
藁
を
巻
き
付
け

写真 1 　ボンヅナの龍の頭

写真 3 　胴体の太縄

写真 2 　ノウボッチ
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ず
に
芯
の
縄
だ
け
が
尻
尾
と
な
る
（
写
真
３
）。
尻
尾
ま
で
入
れ
た
全
長
は
十
ｍ
程
で

あ
る
。

（
組
み
方
）

　

ま
ず
角
と
な
る
竹
を
Ｘ
に
交
差
し
、
荒
縄
で
結
ぶ
。
そ
の
中
心
に
胴
体
と
な
る
大
綱

の
根
元
を
二
十
㎝
程
出
し
て
荒
縄
で
結
ぶ
。
大
綱
の
根
元
を
上
下
で
挟
む
よ
う
に
、
顎

を
麻
紐
で
結
ん
で
固
定
す
る
。
最
後
に
ノ
ウ
ボ
ッ
チ
を
頭
に
乗
せ
て
形
を
整
え
、
麻
紐

で
縛
っ
て
完
成
す
る
。

（
松
明
）

　

長
さ
一
ｍ
五
十
㎝
程
の
竹
二
本
を
用
意
し
、
そ
の
先
に
麦
藁
を
巻
い
て
細
縄
ま
た
は

麻
紐
で
縛
り
松
明
を
二
本
作
る
（
写
真
４
）。
麦
藁
は
、
昔
は
小
麦
を
作
っ
て
い
る
人

か
ら
も
ら
っ
て
き
た
。
か
つ
て
は
川
が
よ
く
氾
濫
し
た
の
で
、
利
根
川
べ
り
で
救
荒
用

の
裏
作
と
し
て
小
麦
を
作
っ
て
い
る
家
が
あ
っ
た
。

平
成
十
三
年
以
降
の
準
備

　

令
和
元
年
は
八
月
十
一
日
に
準
備
を
行
っ
た
。
現
在
は
龍
作
り
に
は
子
供
た
ち
は
関

わ
ら
ず
、
準
備
は
す
べ
て
昔
経
験
の
あ
る

有
志
の
大
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
作
っ
て
い

る
。
藁
も
入
手
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
た

め
、
指
導
者
で
も
あ
る
長
老
が
盆
綱
用
の

田
を
別
に
作
っ
て
、
そ
こ
で
青
刈
り
し
た

藁
を
用
意
し
て
く
れ
て
い
る
。
松
明
用
の

麦
藁
は
、
集
落
内
で
は
麦
畑
が
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
た
め
、
つ
て
を
頼
っ
て
つ
く

ば
市
の
農
業
研
究
所
か
ら
譲
り
受
け
て
い

る
。

　

毎
年
、
ボ
ン
ヅ
ナ
を
全
部
作
り
直
す
の

は
大
変
な
の
で
、
使
え
る
パ
ー
ツ
は
例
年

と
っ
て
お
い
て
再
利
用
し
、
破
損
が
激
し
く
な
っ
た
も
の
だ
け
を
作
り
変
え
る
よ
う
に

し
て
い
る
。
作
り
方
は
、
昭
和
の
頃
と
変
わ
ら
な
い
が
、
胴
体
の
芯
縄
を
作
る
の
は
大

変
で
あ
る
た
め
、
龍
ケ
崎
の
「
つ
く
舞
」
で
舞
い
手
が
結
ぶ
丈
夫
な
布
縄
を
祭
礼
の
終

了
後
に
も
ら
っ
て
、
こ
れ
を
利
用
し
て
い
る
。
な
お
、
頭
の
ノ
ウ
ボ
ッ
チ
だ
け
は
大
人

で
も
作
り
方
が
難
し
く
、
長
老
の
指
導
が
な
い
と
作
れ
な
い
と
い
う
。

　

八
月
十
三
日
の
午
前
中
に
は
大
人
た
ち
が
集
ま
り
、
子
供
に
振
る
舞
う
か
き
氷
や
焼

き
そ
ば
の
材
料
の
買
い
出
し
や
テ
ン
ト
立
て
、
道
具
の
準
備
を
行
う
。
ま
た
、
麦
藁
の

松
明
も
こ
の
時
に
作
っ
て
お
く
。
夕
方
五
時
頃
に
再
び
集
ま
り
、
龍
の
パ
ー
ツ
を
組
み

立
て
て
縛
り
、
頭
に
ノ
ウ
ボ
ッ
チ
を
被
せ
る
。

①　

迎
え

　

盆
綱
引
き
の
や
り
か
た
は
、
か
つ
て
も

今
も
あ
ま
り
変
わ
り
は
な
い
。
十
三
日
の

夕
方
に
、
子
供
た
ち
が
ボ
ン
ヅ
ナ
を
持
っ

て
共
同
墓
地
と
集
落
の
各
戸
を
ま
わ
る
の

で
あ
る
。基
本
的
に
は
全
戸
を
ま
わ
る
が
、

現
在
は
、家
の
事
情
で
訪
問
を
遠
慮
す
る
、

と
い
う
家
も
数
軒
あ
る
。

　

午
後
六
時
頃
、
子
供
た
ち
だ
け
で
集
会

所
を
出
発
す
る
。
こ
れ
に
先
立
ち
、
先

導
役
の
大
人
二
名
が
一
本
ず
つ
松
明
を
持

ち
、
共
同
墓
地
に
行
っ
て
龍
を
待
つ
。
ま

た
共
同
墓
地
ま
で
の
途
中
の
曲
が
り
角

で
、
大
人
が
藁
の
束
を
燃
や
す
。
子
供
た

ち
は
最
初
に
ボ
ン
ヅ
ナ
を
持
っ
て
共
同
墓

地
に
行
き
、
墓
地
内
を
反
時
計
回
り
に
回

る
（
写
真
５
・
平
成
元
年
度
は
二
巡
）。

写真 4 　松明作り

写真 5 　共同墓地をまわる
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こ
れ
で
仏
さ
ま
が
龍
に
乗
っ
た
こ
と
に
な
る
と
い
う
。

　

そ
の
後
、
子
供
た
ち
は
「
ワ
ッ
シ
ョ
イ
、
ガ
ッ
シ
ョ
イ
」
と
い
う
掛
け
声
を
掛
け
な

が
ら
、ボ
ン
ヅ
ナ
を
持
っ
て
千
秋
の
各
家
を
ま
わ
る（
写
真
６
）。
こ
の
掛
け
声
の「
ガ
ッ

シ
ョ
イ
」
と
は
、
仏
さ
ま
に
「
合
掌
」
す
る
こ
と
か
ら
き
て
い
る
と
も
い
う
。
か
つ
て

は
子
供
た
ち
だ
け
で
歩
い
た
が
、
今
は
大
人
た
ち
も
後
ろ
か
ら
付
き
添
う
。
但
し
、
ボ

ン
ヅ
ナ
を
持
つ
の
は
あ
く
ま
で
も
子
供
た
ち
だ
け
で
あ
る
。
各
家
で
は
、
玄
関
先
ま
で

ボ
ン
ヅ
ナ
を
持
っ
て
行
く
と
、
掛
け
声
を
聞
い
た
家
の
人
が
玄
関
先
に
出
て
き
て
く
れ

る
。
ボ
ン
ヅ
ナ
の
前
に
立
っ
て
子
供
が
「
仏
さ
ま
送
っ
て
き
ま
し
た
」
と
声
を
か
け
る

と
、
家
の
人
が
「
ご
苦
労
様
で
し
た
」
と
お
ひ
ね
り
を
渡
す
（
写
真
７
）。
こ
れ
を
受

け
取
る
役
の
子
供
も
決
ま
っ
て
お
り
、「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」と
礼
を
言
っ
て
、

ま
た
次
の
家
に
入
っ
て
行
く
。
昔
は
子
供
も
多
く
、
ボ
ン
ヅ
ナ
を
各
家
の
庭
先
で
揉
ん

だ
り
も
し
た
。
わ
ざ
と
ボ
ン
ヅ
ナ
の
尻
尾
を
振
り
回
し
て
植
木
な
ど
を
壊
し
て
も
、
怒

ら
れ
は
す
る
も
の
の
「
仏
さ
ま
だ
か
ら
仕
方
が
な
い
」
と
言
っ
て
許
し
て
も
ら
え
る
も

写真 6 　各家をまわる

写真 ７ 　各戸をまわっておひねりをもらう
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の
だ
っ
た
と
い
う
。
な
お
、
特
に
新
盆
の
家
で
は
お
ひ
ね
り
の
金
額
も
少
し
多
め
で
、

ま
た
飲
み
物
や
菓
子
、
ス
イ
カ
な
ど
が
振
る
舞
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

　

ル
ー
ト
は
、
最
初
墓
地
か
ら
出
て
時
計
回
り
に
一
軒
ず
つ
ま
わ
っ
て
行
き
、
一
旦
集

会
所
に
戻
る
。
こ
こ
で
ス
イ
カ
や
か
き
氷
な
ど
が
振
る
舞
わ
れ
る
の
で
、
休
憩
し
て
か

ら
日
没
の
頃
に
再
度
出
発
す
る
。
今
度
は
県
道
を
渡
り
、
東
側
の
家
々
を
ま
わ
っ
て
歩

く
（
写
真
８
）。
全
戸
に
仏
さ
ま
を
届
け
終
え
た
ら
、
そ
の
ま
ま
掛
け
声
を
や
め
て
集

会
所
に
戻
る
。
か
つ
て
は
村
域
を
ぐ
る
り
と
ま
わ
っ
て
戻
っ
て
き
た
が
、
今
は
県
道
が

昔
の
道
を
分
断
し
て
い
て
通
れ
な
い
た
め
、同
じ
ル
ー
ト
を
引
き
返
し
て
帰
っ
て
く
る
。

午
後
八
時
三
十
分
頃
に
集
会
所
に
戻
り
、
行
事
は
終
了
と
な
る
。

　

か
つ
て
は
、
こ
の
後
、
も
ら
っ
た
お
ひ
ね
り
を
中
学
三
年
生
が
集
め
て
集
計
し
、
子

供
た
ち
全
員
に
分
配
し
た
。
年
上
の
者
が
多
く
、
年
下
の
者
は
少
な
い
と
決
ま
っ
て
お

り
、
昭
和
四
十
年
代
に
は
小
学
校
低
学
年
は
百
円
余
り
、
中
学
三
年
生
の
大
将
は
六
百

円
程
を
も
ら
っ
て
い
た
と
い
う
。
子
供
た
ち
は
、こ
の
お
ひ
ね
り
が
楽
し
み
で
あ
っ
た
。

現
在
は
、
鹿
島
神
社
境
内
に
大
人
た
ち
が

テ
ン
ト
を
張
っ
て
、
か
き
氷
や
焼
き
そ
ば

の
振
る
舞
い
も
用
意
し
て
い
る
。
ま
た
お

ひ
ね
り
は
、
実
行
委
員
長
の
大
人
が
子
供

た
ち
と
共
に
集
計
し
て
分
配
し
て
い
る
。

〔
綱
の
取
扱
い
〕

ボ
ン
ヅ
ナ
の
持
ち
方
は
、
中
学
生
が
二

名
で
両
脇
か
ら
頭
の
持
ち
手
を
抱
え
、
年

齢
順
に
大
き
い
子
が
前
の
太
い
胴
を
、
小

さ
い
子
た
ち
が
尾
の
方
を
持
っ
て
歩
く
。

　

行
事
終
了
後
は
、
昭
和
初
期
以
前
は
用
水

堀
や
新
川
に
持
っ
て
行
っ
て
流
し
た
と
い

う
が
、
昭
和
の
中
頃
に
は
、
頭
以
外
の
胴

体
は
境
内
の
裏
手
の
木
の
上
に
掛
け
て
お
い
て
、
し
ば
ら
く
は
子
供
た
ち
が
ぶ
ら
下
が

る
な
ど
し
て
遊
び
、
あ
と
は
自
然
に
朽
ち
る
ま
で
置
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
現
在
は

処
分
せ
ず
に
と
っ
て
お
い
て
翌
年
も
利
用
す
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
作
り
替
え
る
際
の
見

本
と
す
る
こ
と
も
あ
る
。
作
り
替
え
た
後
の
古
い
も
の
は
お
焚
き
上
げ
す
る
か
焼
却
場

へ
持
っ
て
行
く
。

　〔
各
家
の
盆
行
事
〕

　

八
月
十
二
日
ま
で
に
共
同
墓
地
の
各
家
の
墓
の
前
に
、
竹
の
脚
が
付
い
た
真
菰
（
マ

コ
モ
）
の
台
を
設
置
す
る
。
昭
和
四
十
五
、六
年
頃
ま
で
は
土
葬
で
あ
っ
た
た
め
、
石

の
墓
だ
け
で
な
く
土
盛
り
の
墓
も
多
く
残
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
墓
の
前
に
こ
れ
ら

の
台
を
立
て
る
の
で
あ
る
。
割
竹
の
四
つ
脚
に
真
菰
の
ゴ
ザ
を
挟
み
込
ん
だ
も
の
（
写

真
９
）、
十
字
に
組
ん
だ
竹
ひ
ご
の

中
心
か
ら
真
菰
を
四
角
形
に
編
み
回

し
、
ひ
ご
を
た
わ
ま
せ
て
地
面
に
差

す
も
の
（
写
真
10
）、
ま
た
墓
石
に

直
接
、
真
菰
の
ゴ
ザ
を
敷
く
こ
と
も

あ
る
。
花
と
線
香
を
供
え
、
そ
の
ほ

か
に
供
物
と
し
て
蓮
の
葉
に
ナ
ス
と

キ
ュ
ウ
リ
を
サ
イ
の
目
に
切
っ
て
供

え
た
り
、
季
節
の
野
菜
や
果
物
な
ど

を
供
え
る
こ
と
も
あ
る
。

　

ま
た
、
各
家
で
も
、
座
敷
の
仏
壇

の
前
に
台
を
置
い
て
そ
の
上
に
真
菰

の
ゴ
ザ
を
敷
き
、
花
や
果
物
、
菓
子

な
ど
を
供
え
る
。
ま
た
ナ
ス
の
牛
と

キ
ュ
ウ
リ
の
馬
を
作
っ
て
飾
る
。
仏

さ
ま
が
来
る
時
は
馬
に
乗
っ
て
早
く

写真 ８ 　集落内をまわる（日没）
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来
て
、帰
る
時
は
牛
に
乗
っ
て
ゆ
っ
く
り
帰
る
の
だ
と
い
う
。台
の
上
に
は
細
縄
を
張
っ

て
、
縄
目
に
ほ
お
づ
き
を
挟
ん
で
吊
り
下
げ
る
。
こ
の
他
、
杉
の
葉
を
間
に
挟
む
家
も

あ
る
。

　

八
月
十
三
日
に
は
、
夕
方
ま
で
に
、
家
を
出
て
す
ぐ
の
角
な
ど
で
真
菰
を
燃
や
す
。

仏
さ
ま
の
目
印
で
あ
る
と
い
う
。
但
し
、
千
秋
で
は
、
墓
地
に
仏
さ
ま
を
迎
え
に
い
っ

た
り
迎
え
火
を
焚
い
た
り
は
し
な
い
。
仏
さ
ま
は
盆
綱
の
龍
に
乗
っ
て
各
家
に
届
け
て

も
ら
う
の
で
不
要
だ
と
い
う
。

　

八
月
十
四
日
に
は
、
仏
さ
ま
は
家
に
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
仏
壇
の
前

の
台
に
も
お
膳
を
供
え
る
。
こ
こ
に
蓮
の
葉
に
ナ
ス
と
キ
ュ
ウ
リ
の
サ
イ
の
目
切
り
を

乗
せ
て
供
え
る
家
も
あ
る
。

　

八
月
十
五
日
の
夕
方
に
仏
さ
ま
を
送
る
。
各
家
で
提
灯
を
持
っ
て
、
墓
ま
で
仏
さ
ま

を
送
っ
て
行
く
。
家
に
よ
っ
て
は
送
り
火
を
焚
く
こ
と
も
あ
る
。
送
り
火
は
、
や
は
り

昔
は
真
菰
、
今
は
ボ
ン
ヅ
ナ
の
残
り
の
藁
を
燃
や
す
。

〔
歴
史
的
変
遷
〕

　

千
秋
の
盆
綱
は
、
昭
和
五
十
五
年
に
一
度
中
断
し
た
。
子
供
た
ち
も
少
な
く
な
り
、

負
担
に
な
っ
て
き
た
こ
と
や
、
藁
が
手
に
入
り
に
く
く
な
っ
た
こ
と
な
ど
が
理
由
で
あ

る
。
し
か
し
、
平
成
十
三
年
に
家
人
が
亡
く
な
り
新
盆
を
出
し
た
家
が
あ
り
、
そ
の
供

養
の
た
め
に
、
有
志
が
集
ま
り
再
開
し
た
。
そ
の
時
の
メ
ン
バ
ー
が
そ
の
後
も
有
志
と

し
て
主
導
し
、
現
在
も
継
続
し
て
い
る
。

〔
所
見
〕

　

現
地
で
は
、「
盆
綱
は
お
盆
に
仏
さ
ま
を
お
迎
え
に
行
っ
て
、
こ
れ
に
乗
せ
、
各
家

に
お
届
け
す
る
と
い
う
も
の
。
い
わ
ば
仏
さ
ま
の
配
達
人
の
よ
う
な
感
じ
。
ま
た
、
盆

綱
を
や
る
こ
と
が
仏
さ
ま
の
供
養
に
な
る
。」
と
い
う
意
識
が
あ
る
。
千
秋
で
も
盆
綱

を
「
保
存
会
」
形
式
で
行
っ
て
は
ど
う
か
、
と
い
う
声
も
あ
る
が
、「
こ
の
行
事
は
亡

く
な
っ
た
人
の
霊
を
慰
め
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
形
だ
け
を
保
存
す
る
イ
ベ
ン
ト
の

よ
う
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
は
抵
抗
が
あ
る
」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

一
度
、
中
断
し
た
も
の
の
、
新
盆
の
家
の
供
養
と
し
て
再
開
し
た
こ
の
地
域
の
盆
綱

は
、
現
在
、
子
供
た
ち
は
製
作
に
全
く
携
わ
っ
て
お
ら
ず
、
昭
和
五
十
五
年
ま
で
に
参

加
経
験
の
あ
る
大
人
た
ち
が
や
め
て
し
ま
え
ば
、そ
の
後
の
継
承
は
困
難
と
思
わ
れ
る
。

但
し
、
技
術
や
形
式
と
い
う
観
点
と
は
別
に
、「
盆
綱
は
供
養
の
た
め
の
行
事
」
と
い

う
認
識
は
深
い
部
分
で
地
域
に
根
付
い
て
今
も
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
そ
の
思
い
に
よ

り
、
千
秋
の
盆
綱
は
伝
承
さ
れ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。

〔
情
報
提
供
者
〕

中
村　

康
夫
さ
ん

寺
本　

信
男
さ
ん

寺
本　

富
男
さ
ん

糸
賀　
　

勉
さ
ん

〔
参
考
文
献
〕

 

『
龍
ケ
崎
市　

伝
統
的
祭
礼
調
査
報
告
書
』（
財
）
龍
ケ
崎
市
ま
ち
づ
く
り
・
文
化

財
団
、
二
〇
一
三
年

龍
ケ
崎
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
龍
ケ
崎
市
史 

民
俗
編
』
龍
ケ
崎
市
教
育
委
員
会
、

一
九
九
三
年

藤
田
稔
「
茨
城
の
盆
綱
」（『
茨
城
の
民
俗
』
第
三
号
、
茨
城
民
俗
学
会
）、

一
九
六
四
年

嶋
田
尚
「
蛇
型
綱
の
習
俗
に
就
い
て
―
茨
城
の
盆
綱
の
ル
ー
ツ
に
関
す
る
一
考
察

（「『
茨
城
の
民
俗
』
第
二
七
号
、
茨
城
民
俗
学
会
」、
一
九
八
八
年

（
榎　

美
香
）
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一
七
　
田た

宮ぐ
う

（
牛
久
市
）
の
盆
綱

〔
地
区
名
〕

　

牛
久
市
田
宮
・
田
宮
町

〔
地
区
の
概
況
〕

　

旧
田
宮
地
区
は
牛
久
市
西
部
、
牛
久
駅
よ
り
北
の
常
磐
線
西
側
か
ら
旧
水
戸
街
道
、

現
在
の
国
道
六
号
線
沿
い
の
両
側
の
商
店
街
と
、そ
の
後
背
部
の
造
成
団
地
か
ら
な
る
。

現
在
は
六
号
線
よ
り
東
側
を
田
宮
、
西
側
を
田
宮
町
と
し
て
区
分
さ
れ
て
い
る
。
昭
和

三
十
年
代
ま
で
は
、
水
戸
街
道
沿
い
に
約
四
十
五
戸
の
家
が
並
ぶ
農
村
集
落
で
、
そ
の

後
背
に
は
雑
木
林
と
松
山
が
広
が
っ
て
い
た
。
特
に
国
道
よ
り
西
側
は
、
集
落
の
裏
手

に
谷
津
が
入
り
組
み
、
水
田
が
作
ら
れ
て
い
た
。
昭
和
四
十
年
代
に
な
る
と
奥
の
台
地

を
削
り
谷
津
を
埋
め
立
て
る
形
で
宅
地
造
成
が
進
み
、
急
速
に
戸
数
が
増
え
た
。
住
宅

団
地
が
開
発
さ
れ
て
、
現
在
は
新
住
民
の
方
が
圧
倒
的
に
多
く
な
っ
て
い
る
。

〔
実
施
主
体
〕

　

か
つ
て
は
、
田
宮
集
落
の
小
学
一
年
生
か
ら
中
学
三
年
生
ま
で
の
男
子
が
主
体
で
、

こ
れ
に
大
人
が
三
～
四
人
く
ら
い
手
伝
っ
て
行
う
行
事
で
あ
っ
た
。
当
時
は
一
軒
あ
た

り
の
子
供
の
数
が
多
く
、
集
落
全
体
で
二
十
～
四
十
人
く
ら
い
の
人
数
が
参
加
し
た

と
い
う
。
準
備
や
発
着
の
場
所
は
薬
師
寺
（
真
言
宗
豊
山
派
）
で
あ
っ
た
が
、
昭
和

二
十
六
年
頃
ま
で
は
無
住
で
あ
っ
た
た
め
、
盆
綱
に
宗
教
者
の
関
与
は
な
か
っ
た
。

　

そ
の
後
、
昭
和
三
十
年
代
に
な
る
と
盆
綱
は
次
第
に
行
わ
れ
な
く
な
り
、
昭
和

三
十
五
、六
年
を
最
後
に
一
時
中
断
し
た
。
一
方
、
薬
師
寺
は
昭
和
後
期
に
住
職
が
入

り
、
寺
院
主
体
の
行
事
も
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
昭
和

五
十
四
年
、
田
宮
祭
保
存
有
志
会
に
よ
り
盆
綱
が
再
び
復
活
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の

う
ち
藁
や
茅
で
ボ
ン
ヅ
ナ
を
作
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
き
た
。
こ
の
た
め
、
平
成
八

年
（
一
九
九
六
）
に
薬
師
寺
住
職
が
中
国
で
龍
舞
用
の
龍
を
購
入
し
、
以
後
は
こ
れ
を

利
用
し
た
盆
綱
行
事
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
現
在
は
、
薬
師
寺
の
僧
侶
と
檀
家

総
代
・
役
員
、
ま
た
地
区
の
子
供
会
が
主
体
と
な
り
、
巡
行
も
集
落
各
戸
を
ま
わ
る
の

で
は
な
く
、
薬
師
寺
境
内
と
共
同
墓
地
、
霊
園
内
を
一
巡
す
る
形
で
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
準
備
も
大
人
が
行
い
、
ま
た
当
日
は
大
人
が
支
え
る
龍
の
作
り
物
に
結

び
つ
け
ら
れ
た
紐
を
、
子
供
会
（
小
学
生
）
の
男
女
児
が
引
い
て
い
る
。

〔
実
施
日
〕

昭
和
初
期
～
三
十
五
、六
年
ま
で

①　

準
備　

七
月
中
旬
頃
か
ら
八
月
十
三
日
の
午
前
中

②　

迎
え　

八
月
十
三
日
（
昭
和
初
期
頃
ま
で
は
七
月
十
三
日
）
の
午
後
四
時
頃
か
ら

午
後
九
時
頃

平
成
八
年
以
降
現
在
ま
で

①　

準
備　

八
月
十
三
日
の
午
前
中
、

　
　
　
　
　

午
後
三
時
頃
か
ら
午
後
四
時

②　

迎
え　

八
月
十
三
日
の
午
後
四
時
か

ら
午
後
五
時

〔
綱
の
形
状
〕

昭
和
初
期
～
三
十
五
、六
年
ま
で

　

ボ
ン
ヅ
ナ
は
、藁
で
作
っ
た
ジ
ャ
（
蛇
）

で
、
全
長
は
十
ｍ
位
で
あ
っ
た
（
図
１
）。

ジ
ャ
の
頭
は
、
溜
池
に
浸
し
て
ズ
ッ
シ
リ

と
重
く
な
っ
た
丸
太
を
芯
に
し
て
、
俵

ボ
ッ
チ
を
二
枚
重
ね
た
口
を
つ
け
、
ナ
ス

を
目
に
し
た
。
真
菰
（
マ
コ
モ
）
を
三
つ

編
み
に
し
た
も
の
を
角
（
ま
た
は
耳
）
の

写真 1 　昭和30年代の田宮の盆綱
（藤田稔「茨城の盆綱」より）
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よ
う
に
し
て
頭
に
付
け
た
。
本
体
の
頭

の
方
は
藁
で
太
綱
を
編
み
始
め
る
が
、

途
中
で
チ
ガ
ヤ
を
差
し
込
み
、
胴
体
の

方
は
チ
ガ
ヤ
で
編
ん
で
い
く
。
本
体
を

編
む
と
き
に
は
、
寺
の
梁
に
掛
け
て
、

ま
た
幼
稚
園
が
出
来
て
か
ら
は
園
庭
の

ブ
ラ
ン
コ
に
上
か
ら
掛
け
て
作
っ
た
こ

と
も
あ
っ
た
と
い
う
。
チ
ガ
ヤ
は
根
元

の
赤
い
方
を
外
に
ボ
サ
ボ
サ
と
出
す
よ

う
に
し
て
編
み
込
み
、
ジ
ャ
の
鱗
の
よ

う
に
作
っ
た
。
ま
た
、
各
自
が
ジ
ャ
を

持
つ
た
め
の
持
ち
手
の
縄
を
、
た
く
さ

ん
付
け
て
お
い
た
。

平
成
八
年
以
降
、
現
在
ま
で

　

中
国
の
四
川
省
か
ら
購
入
し
た
龍
舞

用
の
龍
の
作
り
物
を
利
用
し
て
い
る
。

黄
色
い
布
製
で
、
蛇
腹
を
数
本
の
棒
で

下
か
ら
支
え
て
い
る
。
全
長
は
や
は
り

十
ｍ
程
で
あ
る
。

〔
詳
細
〕

①　

準
備

昭
和
初
期
～
三
十
五
、六
年
ま
で

　

こ
の
頃
、ボ
ン
ヅ
ナ
の
ジ
ャ
は
毎
年
、

小
中
学
生
の
男
子
が
自
分
た
ち
で
作
っ

て
い
た
。
本
体
は
ほ
ぼ
チ
ガ
ヤ
で
作

り
、
縛
る
縄
は
藁
を
使
っ
た
。
ま
た
、
角
に
あ
た
る
部
分
は
真
菰
で
編
ん
だ
。
子
供
た

ち
は
夏
休
み
に
入
る
と
す
ぐ
に
毎
日
の
よ
う
に
寺
に
集
ま
り
、
山
の
方
で
チ
ガ
ヤ
を
刈

り
取
っ
て
き
て
、
干
し
て
お
い
た
。
集
落
の
裏
手
に
広
が
っ
て
い
た
雑
木
や
松
の
山
に

面
し
た
道
路
脇
は
草
っ
原
で
、
チ
ガ
ヤ
は
そ
の
よ
う
な
場
所
に
生
え
て
い
た
。
チ
ガ
ヤ

は
ス
ス
キ
に
似
た
穂
が
出
る
が
、
ス
ス
キ
よ
り
短
く
、
し
な
や
か
で
、
根
に
近
い
方
の

茎
や
土
の
中
に
潜
っ
て
い
る
部
分
が
赤
っ
ぽ
い
色
を
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
こ

れ
を
鎌
で
刈
っ
て
束
に
し
て
寺
に
運
び
、境
内
や
茅
葺
屋
根
の
本
堂
の
広
縁
に
広
げ
る
。

こ
う
し
て
天
日
干
し
に
す
る
作
業
を
何
度
か
行
い
、ボ
ン
ヅ
ナ
の
材
料
を
作
っ
て
お
く
。

干
す
と
半
分
く
ら
い
の
分
量
に
な
っ
た
。

　

ま
た
、
田
宮
町
の
低
地
に
は
湧
き
水
の
溜
池
が
あ
り
、
こ
こ
に
長
さ
五
十
㎝
程
の
樫

の
木
な
ど
の
丸
太
を
半
年
程
前
か
ら
中
学
生
が
浸
し
て
お
く
。
水
に
十
分
浸
す
と
重
く

な
り
、
こ
れ
を
ジ
ャ
の
頭
の
芯
に
し
た
。
こ
の
溜
池
は
、
山
の
水
が
「
絞
れ
て
」
湧
い

て
い
る
池
で
、
田
ん
ぼ
に
引
い
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
農
家
の
人
た
ち
が
定
期
的
に

土
を
さ
ら
っ
て
い
た
た
め
、
い
つ
も
き
れ
い
で
、
夏
は
子
供
た
ち
が
水
浴
び
し
て
遊
ん

で
い
た
。
田
ん
ぼ
の
種
ま
き
の
前
に
種
籾
を
浸
し
て
お
く
こ
と
に
も
使
っ
て
い
た
。

　

頭
や
本
体
を
作
る
の
は
子
供
だ
け
で
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
集
落
の
器
用
な
長
老

が
教
え
て
く
れ
た
。
ま
た
、
そ
の
年
新
盆
に
あ
た
る
家
の
大
人
が
八
月
十
三
日
の
午
前

中
に
二
～
三
人
来
て
、手
伝
っ
て
く
れ
た
。
縄
用
の
藁
も
大
人
が
持
っ
て
来
て
く
れ
た
。

平
成
八
年
以
降
、
現
在
ま
で

　

八
月
十
三
日
の
午
前
中
に
、
薬
師
寺
に
住
職
と
檀
家
総
代
、
寺
世
話
人
な
ど
の
役
員

が
揃
い
の
半
天
を
着
用
し
て
、
龍
を
倉
庫
か
ら
出
し
、
本
堂
の
前
に
飾
っ
て
お
く
。
ま

た
子
供
会
の
大
人
た
ち
が
、
子
供
に
渡
す
お
菓
子
の
袋
詰
め
や
紙
製
の
花
飾
り
な
ど
を

作
っ
て
お
く
。
ま
た
、
午
後
三
時
頃
か
ら
大
人
た
ち
が
集
ま
り
、
マ
イ
ク
の
調
整
や
会

場
の
準
備
な
ど
を
整
え
る
。

②　

迎
え　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
和
初
期
～
三
十
五
、六
年
ま
で

は
耳
）の
よ
う
に
し
て
頭
に
付
け
た
。

本
体
の
頭
の
方
は
藁
で
太
綱
を
編
み

始
め
る
が
、
途
中
で
チ
ガ
ヤ
を
差
し

込
み
、
胴
体
の
方
は
チ
ガ
ヤ
で
編
ん

で
い
く
。
本
体
を
編
む
と
き
に
は
、

寺
の
梁
に
掛
け
て
、
ま
た
幼
稚
園
が

出
来
て
か
ら
は
園
庭
の
ブ
ラ
ン
コ
に

上
か
ら
掛
け
て
作
っ
た
こ
と
も
あ
っ

た
と
い
う
。
チ
ガ
ヤ
は
根
元
の
赤
い

方
を
外
に
ボ
サ
ボ
サ
と
出
す
よ
う
に

し
て
編
み
込
み
、
ジ
ャ
の
鱗
の
よ
う

に
作
っ
た
。
ま
た
、
各
自
が
ジ
ャ
を

持
つ
た
め
の
持
ち
手
の
縄
を
、
た
く

さ
ん
付
け
て
お
い
た
。 

 平
成
八
年
以
降
、
現
在
ま
で 

中
国
の
四
川
省
か
ら
購
入
し
た
龍

舞
用
の
龍
の
作
り
物
を
利
用
し
て
い

る
。
黄
色
い
布
製
で
、
蛇
腹
を
数
本

の
棒
で
下
か
ら
支
え
て
い
る
。
全
長

は
や
は
り
十
ｍ
程
で
あ
る
。 

 

〔
詳
細
〕 

① 

準
備 

昭
和
初
期
～
三
十
五
、
六
年
ま
で 

こ
の
頃
、
ボ
ン
ヅ
ナ
の
ジ
ャ
は
毎

年
、
小
中
学
生
の
男
子
が
自
分
た
ち

で
作
っ
て
い
た
。
本
体
は
ほ
ぼ
チ
ガ
ヤ
で
作
り
、
縛
る
縄
は
藁
を
使
っ
た
。
ま
た
、
角
に
あ

た
る
部
分
は
真
菰
で
編
ん
だ
。
子
供
た
ち
は
夏
休
み
に
入
る
と
す
ぐ
に
毎
日
の
よ
う
に
寺
に

集
ま
り
、
山
の
方
で
チ
ガ
ヤ
を
刈
り
取
っ
て
き
て
、
干
し
て
お
い
た
。
集
落
の
裏
手
に
広
が

っ
て
い
た
雑
木
や
松
の
山
に
面
し
た
道
路
脇
は
草
っ
原
で
、
チ
ガ
ヤ
は
そ
の
よ
う
な
場
所
に

生
え
て
い
た
。
チ
ガ
ヤ
は
ス
ス
キ
に
似
た
穂
が
出
る
が
、
ス
ス
キ
よ
り
短
く
、
し
な
や
か
で
、

根
に
近
い
方
の
茎
や
土
の
中
に
潜
っ
て
い
る
部
分
が
赤
っ
ぽ
い
色
を
し
て
い
る
の
が
特
徴
で

あ
る
。
こ
れ
を
鎌
で
刈
っ
て
束
に
し
て
寺
に
運
び
、
境
内
や
茅
葺
屋
根
の
本
堂
の
広
縁
に
広

げ
る
。
こ
う
し
て
天
日
干
し
に
す
る
作
業
を
何
度
か
行
い
、
ボ
ン
ヅ
ナ
の
材
料
を
作
っ
て
お

く
。
干
す
と
半
分
く
ら
い
の
分
量
に
な
っ
た
。 

ま
た
、
田
宮
町
の
低
地
に
は
湧
き
水
の
溜
池
が
あ
り
、
こ
こ
に
長
さ
五
十
㎝
程
の
樫
の
木

な
ど
の
丸
太
を
半
年
程
前
か
ら
中
学
生
が
浸
し
て
お
く
。
水
に
十
分
浸
す
と
重
く
な
り
、
こ

れ
を
ジ
ャ
の
頭
の
芯
に
し
た
。
こ
の
溜
池
は
、
山
の
水
が
「
絞
れ
て
」
湧
い
て
い
る
池
で
、

田
ん
ぼ
に
引
い
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
農
家
の
人
た
ち
が
定
期
的
に
土
を
さ
ら
っ
て
い
た

た
め
、
い
つ
も
き
れ
い
で
、
夏
は
子
供
た
ち
が
水
浴
び
し
て
遊
ん
で
い
た
。
田
ん
ぼ
の
種
ま

き
の
前
に
種
籾
を
浸
し
て
お
く
こ
と
に
も
使
っ
て
い
た
。 

頭
や
本
体
を
作
る
の
は
子
供
だ
け
で
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
集
落
の
器
用
な
長
老
が
教

え
て
く
れ
た
。
ま
た
、
そ
の
年
新
盆
に
あ
た
る
家
の
大
人
が
八
月
十
三
日
の
午
前
中
に
二
～

三
人
来
て
、
手
伝
っ
て
く
れ
た
。
縄
用
の
藁
も
大
人
が
持
っ
て
来
て
く
れ
た
。 

 平
成
八
年
以
降
、
現
在
ま
で 

八
月
十
三
日
の
午
前
中
に
、
薬
師
寺
に
住
職
と
檀
家
総
代
、
寺
世
話
人
な
ど
の
役
員
が
揃

い
の
半
天
を
着
用
し
て
、
龍
を
倉
庫
か
ら
出
し
、
本
堂
の
前
に
飾
っ
て
お
く
。
ま
た
子
供
会

の
大
人
た
ち
が
、
子
供
に
渡
す
お
菓
子
の
袋
詰
め
や
紙
製
の
花
飾
り
な
ど
を
作
っ
て
お
く
。

ま
た
、
午
後
三
時
頃
か
ら
大
人
た
ち
が
集
ま
り
、
マ
イ
ク
の
調
整
や
会
場
の
準
備
な
ど
を
整

え
る
。 

② 

迎
え 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

昭
和
初
期
～
三
十
五
、
六
年
ま
で 
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八
月
十
三
日
を
迎
え
盆
と
い
い
、
子
供
た
ち
が
ボ
ン
ヅ
ナ
を
持
っ
て
墓
地
で
仏
さ
ま

を
乗
せ
、
集
落
を
ま
わ
っ
て
各
家
に
送
り
届
け
た
。

　

ま
ず
、
夕
方
に
各
家
の
人
た
ち
が
手
作
り
の
提
灯
を
持
っ
て
共
同
墓
地
に
集
ま
っ
て

来
る
。
五
時
頃
に
な
る
と
、
子
供
た
ち
が
中
学
三
年
生
を
先
頭
に
そ
れ
ぞ
れ
ジ
ャ
の
持

ち
手
を
持
っ
て
、
ま
ず
共
同
墓
地
に
行
き
、「
乗
ー
ら
っ
せ
、
乗
ー
ら
っ
せ
、
ほ
ー
と

け
さ
ー
ま
乗
ー
ら
っ
せ
」
と
大
声
で
言
い
な
が
ら
、
棺
箱
を
置
く
た
め
に
墓
地
中
央
に

設
置
さ
れ
て
い
た
大
谷
石
の
台
の
周
り
を
一
周
回
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
仏
さ
ま
が
ボ

ン
ヅ
ナ
に
乗
っ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
後
、
薬
師
寺
の
参
道
か
ら
国
道
六
号
線
に
出
て

北
に
向
か
い
、
街
道
沿
い
の
田
宮
の
各
家
を
「
お
ー
ん
じ
ゃ
っ
た
、
お
ん
じ
ゃ
っ
た
、

ほ
ー
と
け
さ
ー
ま
、
お
ん
じ
ゃ
っ
た
」
と
声
を
掛
け
な
が
ら
、
一
軒
ず
つ
ま
わ
っ
た
。

各
家
の
玄
関
先
ま
で
来
る
と
、「
ほ
ー
と
け
さ
ー
ま
、
わ
ー
た
し
ま
す
よ
ー
」
と
声
を

掛
け
、
重
い
丸
太
の
入
っ
た
ジ
ャ
の
頭
で
建
物
を
壊
す
真
似
を
す
る
よ
う
な
感
じ
で
、

100 m

●
薬師寺

◆
ジャの丸太を
浸しておく湧水池

図 2 　昭和35, 6 年頃までの順路（集落全戸をまわった）

100m

国　
道　

６　
号
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玄
関
の
敷
居
な
ど
を
ド
ン
ド
ン
ド
ン
と
激
し
く
叩
い
た
。
そ
の
ま
ま
だ
と
家
が
傷
む
の

で
、
各
家
で
は
あ
ら
か
じ
め
潰
し
て
も
よ
い
よ
う
な
リ
ン
ゴ
箱
な
ど
の
木
箱
を
用
意
し

て
い
て
、
こ
れ
を
叩
い
て
潰
す
よ
う
に
し
た
。
中
に
は
臼
に
ム
シ
ロ
を
か
ぶ
せ
て
用
意

し
て
お
く
家
も
あ
っ
た
。
ボ
ン
ヅ
ナ
で
叩
い
て
仏
さ
ま
を
降
ろ
す
と
、
家
の
人
が
当
時

で
二
百
円
～
三
百
円
く
ら
い
の
「
お
こ
づ
か
い
」
や
菓
子
を
く
れ
た
。
新
盆
の
家
で
は
、

他
よ
り
も
多
く
の
「
お
こ
づ
か
い
」
を
渡
し
て
く
れ
た
。

　

国
道
六
号
線
の
西
側
の
家
を
ま
わ
り
な
が
ら
北
上
し
、
途
中
で
旧
道
に
入
り
、
地
区
の

北
端
の
家
ま
で
来
た
ら
折
り
返
し
て
、
今
度
は
元
の
道
の
東
側
の
家
を
ま
わ
り
な
が
ら
道

沿
い
に
南
下
す
る
。
薬
師
寺
の
前
を
通
過
し
、
集
落
の
南
端
の
家
ま
で
ま
わ
り
終
わ
っ
た

ら
、
再
び
折
り
返
し
て
残
っ
た
西
側
の
家
を
ま
わ
り
な
が
ら
薬
師
寺
ま
で
戻
っ
て
き
た
。

　

二
～
三
時
間
で
全
戸
を
ま
わ
っ
て
薬
師
寺
に
戻
る
と
、
境
内
の
一
角
に
あ
る
集
会
所

に
集
ま
っ
て
、子
供
た
ち
だ
け
で
飲
み
物
や
駄
菓
子
な
ど
で
慰
労
会
を
行
っ
た
。
ま
た
、

集
め
た
「
お
こ
づ
か
い
」
で
改
め
て
別
の
日
に
お
や
つ
や
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
を
買
う
こ
と

も
で
き
た
の
で
、
子
供
た
ち
は
盆
綱
が
楽
し
み
で
あ
っ
た
と
い
う
。
最
後
に
、
ボ
ン
ヅ

ナ
を
墓
地
の
近
く
に
捨
て
て
終
わ
り
と
な
っ
た
。

平
成
八
年
以
降
、
現
在
ま
で

　

集
落
全
体
を
ま
わ
る
こ
と
は
せ
ず
、
薬
師
寺
の
境
内
と
付
属
の
墓
地
を
ま
わ
る
形
に

な
っ
て
い
る
。

　

八
月
十
三
日
の
午
後
四
時
頃
、
田
宮
地
区
の
子
供
会
の
子
供
た
ち
が
二
十
名
余
り
集

ま
る
。
子
供
た
ち
は
頭
に
花
飾
り
を
つ
け
、
一
旦
本
堂
で
掛
け
声
の
練
習
を
行
う
。
手

伝
い
の
女
性
が
マ
イ
ク
で
説
明
し
、
何
度
か
発
声
練
習
を
す
る
。

　

掛
け
声
の
練
習
後
、
龍
の
持
ち
手
の
棒
を
檀
家
総
代
や
寺
世
話
人
な
ど
の
男
性
が
持

ち
、
龍
か
ら
伸
び
て
い
る
紅
白
の
紐
を
子
供
た
ち
が
持
っ
て
、
掛
け
声
を
掛
け
な
が
ら

歩
い
て
出
発
す
る
。
先
頭
の
子
供
二
名
は
「
子
供
の
箱　

浄
財
」
と
書
か
れ
た
木
箱
を

胸
の
前
に
下
げ
て
持
つ
。
行
列
の
先
頭
は
、
薬
師
寺
の
若
住
職
が
鈴
（
り
ん
）
を
持
っ

て
先
導
し
、
役
員
の
提
灯
、
高
提
灯
、
太
鼓
、
僧
侶
の
鈸
（
シ
ン
バ
ル
の
よ
う
な
楽
器
）

図 3 　現在の順路（薬師寺境内と墓地をまわる）

30 m

薬師寺
●

や
く
し
霊
園

共同墓地

国
　
道
　
６
　
号
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が
続
い
た
後
に
、
子
供
た
ち
の
龍
が
続
く
（
写
真
２
）。
子
供
に
は
親
も
付
き
添
う
。

ハ
ン
ド
マ
イ
ク
の
女
性
や
指
導
を
す
る
男
性
に
促
さ
れ
て
、
子
供
た
ち
は
掛
け
声
を
か

け
な
が
ら
、
龍
の
綱
を
持
っ
て
歩
く
。
墓
地
と
霊
園
を
ま
わ
る
ま
で
は
、
仏
さ
ま
を
お

迎
え
す
る
掛
け
声
と
し
て
「
の
ー
ら
っ
せ
、の
ー
ら
っ
せ
、ほ
ー
と
け
さ
ー
ま
の
ー
ら
っ

せ
」
と
繰
り
返
す
（
写
真
３
・
４
）。
一
旦
休
憩
を
と
っ
て
、
墓
地
を
過
ぎ
た
後
は
仏
さ

ま
が
龍
に
乗
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、「
お
ー
ん
じ
ゃ
っ
た
、
お
ん
じ
ゃ
っ
た
、
ほ
ー
と

け
さ
ー
ま
、
お
ん
じ
ゃ
っ
た
」
と
声
を
掛
け
る
。
本
堂
の
前
ま
で
戻
っ
て
き
た
ら
、
最

後
に
仏
さ
ま
を
各
家
に
お
渡
し
す
る
と
い
う
意
味
で
「
ほ
ー
と
け
さ
ー
ま
、
わ
ー
た
し

ま
す
よ
ー
」
と
声
を
掛
け
て
龍
を
台
の
上
に
戻
す
。

　

そ
の
後
、
住
職
が
参
加
者
の
前
で
読
経
し
、
全
員
で
合
掌
し
て
盆
綱
行
事
は
終
了
と

な
る
。
子
供
た
ち
は
そ
の
後
一
人
ず
つ
菓
子
の
袋
を
も
ら
っ
て
解
散
す
る
。

　

一
方
、
各
々
で
墓
参
り
を
済
ま
せ
た
人
々
は
、
盆
綱
行
事
が
終
了
す
る
の
を
待
っ
て
、

境
内
屋
外
に
し
つ
ら
え
た
大
き
な
盆
棚
に
灯
さ
れ
た
蝋
燭
か
ら
、
持
参
し
た
提
灯
に
火

を
移
し
て
も
ら
い
、
家
ま
で
持
ち
帰
る
（
写
真
５
）。

〔
綱
の
取
扱
い
〕

昭
和
初
期
～
三
十
五
、六
年
ま
で

　

子
供
た
ち
が
ジ
ャ
に
取
り
付
け
た
細
い
縄
を
一
人
ず
つ
持
ち
、
引
い
て
歩
い
た
。

平
成
八
年
以
降
現
在
ま
で

　

張
り
ぼ
て
の
龍
に
つ
い
て
い
る
棒
を
大
人
が
差
し
上
げ
て
支
え
、
持
ち
手
の
細
い
紐

を
子
供
た
ち
が
持
っ
て
歩
く
。

〔
各
家
の
盆
行
事
〕

　

田
宮
の
盆
は
、
昭
和
初
期
頃
ま
で
は
七
月
、
そ
の
後
は
八
月
の
十
三
日
～
十
六
日
に

行
わ
れ
る
。
か
つ
て
は
十
二
日
ま
で
に
牛
久
沼
で
真
菰
を
刈
っ
て
き
て
、
縁
側
な
ど
に

干
し
て
お
い
た
。
八
月
十
二
日
に
は
、
竹
を
×
の
形
に
組
ん
で
三
方
に
紙
を
貼
り
、
真

菰
で
綯
っ
た
縄
を
つ
け
た
提
灯
を
作
る
。
更
に
、
墓
の
前
に
備
え
る
真
菰
の
「
盆
棚
」、

同
じ
く
墓
前
に
備
え
る
真
菰
の
「
イ
ス
」
を
作
っ
て
お
い
た
。
竹
の
提
灯
は
仏
壇
の
前

写真 2 　現在の田宮の盆綱

写真 3 　僧や檀家役員の先導で墓地をまわる

写真 4 　墓地をまわる

写真 5 　行事終了後、境内の盆棚の火を各家
の提灯に移す
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に
置
い
て
お
く
。
昭
和
三
十
五
、六
年
頃
ま
で
は
土
葬
で
あ
っ
た
た
め
、
墓
地
に
は
土

饅
頭
の
墓
が
並
ん
で
い
た
。
十
二
日
の
う
ち
に
墓
地
に
行
き
、
真
菰
の
盆
棚
と
イ
ス
を

墓
前
の
地
面
に
刺
し
て
、
そ
の
上
に
蓮
の
葉
を
置
き
、
サ
イ
の
目
状
に
刻
ん
だ
ナ
ス
や

キ
ュ
ウ
リ
、
米
を
供
え
る
。

　

十
三
日
夕
方
は
「
迎
え
盆
」
で
あ
る
。
作
っ
て
お
い
た
竹
の
提
灯
に
蝋
燭
を
立
て
、

共
同
墓
地
に
提
げ
て
行
く
。
し
か
し
、
各
家
で
「
迎
え
盆
」
は
す
る
も
の
の
、
仏
さ
ま

は
ボ
ン
ヅ
ナ
に
乗
っ
て
来
る
、
と
い
う
意
識
が
あ
っ
た
と
い
う
。
十
四
・
十
五
・
十
六
日

の
各
日
、
仏
さ
ま
用
の
小
さ
な
黒
漆
の
膳
に
、
朝
は
ご
飯
、
昼
は
う
ど
ん
や
素
麺
な
ど

を
供
え
た
。
十
六
日
夕
方
は
「
送
り
盆
」
で
、各
家
で
竹
の
提
灯
に
再
び
火
を
灯
し
て
、

墓
に
仏
さ
ま
を
送
っ
て
行
く
。
提
灯
は
そ
の
ま
ま
墓
に
置
い
て
き
た
。
な
お
、
家
人
が

亡
く
な
っ
て
最
初
の
盆
は
「
新
盆
」
と
言
い
、
新
盆
を
迎
え
る
家
に
は
、
親
戚
や
付
き

合
い
の
あ
る
家
の
人
た
ち
が
、
新
し
い
盆
提
灯
を
買
っ
て
持
っ
て
来
て
く
れ
る
。
こ
の

た
め
、
新
盆
の
家
で
は
四
～
五
個
の
提
灯
が
玄
関
や
廊
下
に
下
げ
ら
れ
て
い
た
。

　

し
か
し
、
今
は
墓
地
も
き
れ
い
に
整
備
さ
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
手
作
り
品
を
作
る

こ
と
は
な
く
な
っ
た
。
た
だ
、
市
販
の
提
灯
を
用
い
て
墓
地
に
仏
さ
ま
を
送
迎
す
る
こ

と
は
今
も
行
わ
れ
て
い
る
。

〔
歴
史
的
変
遷
〕

　

か
つ
て
は
、
男
児
が
藁
蛇
を
作
り
、
仏
を
迎
え
て
各
家
に
降
ろ
し
て
ま
わ
る
行
事
で

あ
っ
た
が
、
昭
和
三
十
年
代
に
一
度
中
断
し
、
五
十
年
代
に
再
開
し
た
。
し
か
し
、
や

は
り
継
続
が
難
し
く
な
り
、
ボ
ン
ヅ
ナ
は
作
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
再
度
中
断
し
そ
う
な

と
こ
ろ
を
、
平
成
八
年
か
ら
は
薬
師
寺
の
僧
が
主
導
し
、
恒
常
的
な
作
り
物
の
龍
を
使

用
し
、
境
内
と
墓
地
の
み
を
ま
わ
る
行
事
へ
と
変
貌
し
た
。

〔
所
見
〕

　

か
つ
て
、
牛
久
市
で
は
岡
見
、
東
猯
穴
地
区
で
も
盆
綱
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
現
在

も
行
わ
れ
て
い
る
の
は
田
宮
地
区
だ
け
と
な
っ
て
い
る
。
田
宮
で
は
盆
綱
は
仏
迎
え
の

行
事
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
墓
地
で
乗
せ
た
仏
を
各
家
に
送
り
届
け
る
子
供
主
体
の
行

事
で
あ
っ
た
。
少
子
化
や
材
料
が
入
手
困
難
な
こ
と
か
ら
、
そ
の
ま
ま
で
は
廃
絶
し
て

い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
行
事
を
絶
や
す
に
は
忍
び
な
い
と

い
う
寺
院
側
の
積
極
的
な
働
き
か
け
に
よ
り
、
形
を
変
え
て
存
続
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
現
代
の
新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
盆
綱
と
い
え
る
。

　

な
お
、
田
宮
の
盆
綱
は
、
昭
和
期
の
行
事
内
容
に
つ
い
て
は
藤
田
稔
氏
が
、
ま
た
現

行
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
泉
田
慧
に
よ
る
報
告
が
既
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
（
参
考
文
献

参
照
）。
従
っ
て
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
記
述
を
補
う
形
で
、
特
に
昭
和
期
の
事
例
に

つ
い
て
の
聞
き
書
き
を
中
心
に
報
告
し
た
。

〔
情
報
提
供
者
〕

羽
生　

香
苗
さ
ん

山
脇　

和
明
さ
ん

村
松　

功
岳
さ
ん

〔
参
考
文
献
〕

藤
田
稔
「
茨
城
の
盆
綱
」（『
茨
城
の
民
俗
』
第
三
号
、
茨
城
民
俗
学
会
）、

一
九
六
四
年

嶋
田
尚
「
蛇
型
綱
の
習
俗
に
就
い
て
ー
茨
城
の
盆
綱
の
ル
ー
ツ
に
関
す
る
一
考
察

（「『
茨
城
の
民
俗
』
第
二
七
号
、
茨
城
民
俗
学
会
」、
一
九
八
八
年

『
牛
久
市
史　

民
俗
』
牛
久
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
、
二
〇
〇
二
年

泉
田
慧
「
田
宮
の
蛇
祭
り
」（『
茨
城
県
の
祭
り
・
行
事
―
茨
城
県
祭
り
・
行
事
調
査

報
告
書
』
茨
城
県
教
育
委
員
会
）、
二
〇
一
〇
年

（
榎　

美
香
）
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一
八
　
小お

茎ぐ
き

（
つ
く
ば
市
）
の
盆
綱

〔
地
区
名
〕

　

つ
く
ば
市
小
茎

〔
地
区
の
概
況
〕

　

小
茎
は
、
つ
く
ば
市
の
南
部
に
位
置
し
て
い
る
。
稲
敷
台
地
の
端
に
あ
た
り
、
標
高

二
十
五
ｍ
以
下
の
比
較
的
平
坦
地
で
あ
る
。
稲
荷
川
と
東
谷
田
川
に
挟
ま
れ
て
位
置
し

て
お
り
、
東
谷
田
川
側
に
は
昭
和
五
十
年
代
初
頭
に
開
発
さ
れ
た
森
の
里
住
宅
団
地
が

広
が
っ
て
い
る
（『
茎
崎
町
史
』、
一
九
九
四
年
、
以
下
、
町
史
）。
川
に
接
す
る
地
域

で
あ
る
た
め
、
近
隣
の
交
通
手
段
と
し
て
陸
路
以
外
に
渡
船
が
あ
っ
た
。
現
在
も
天
神

下
に
渡
船
場
跡
が
あ
り
、
当
時
の
名
残
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
（
天
神
下
に
平
成
十
五

年
（
二
〇
〇
三
）
に
つ
く
ば
市
教
育
委
員
会
が
設
置
し
た
「
天
神
下
の
渡
し
場
」
の
看

板
あ
り
）。
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
に
は
小
茎
と
庄
兵
衛
新
田
を
結
ぶ
小
茎
橋
が
完

成
し
、
こ
の
時
期
か
ら
対
岸
集
落
と
の
交
通
が
、
渡
船
か
ら
架
橋
に
よ
る
陸
路
に
変
遷

し
た
（
竹
内
編
、
一
九
八
三
年
）。
集
落
の
中
心
を
野
田
牛
久
線
（
県
道
四
十
六
号
）

が
通
っ
て
お
り
、
国
道
六
号
線
や
常
磐
線
牛
久
駅
、
牛
久
市
市
街
地
に
つ
な
が
る
こ
の

道
路
は
時
間
帯
に
よ
っ
て
は
交
通
量
が
多
く
な
る
。

　

小
茎
地
区
の
人
口
は
令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）
時
点
で
、
五
〇
六
人
（
男
二
四
七
／

女
二
五
九
）
と
な
っ
て
い
る
。
集
落
内
に
素
戔
嗚
命
を
祀
る
文
明
年
間
［
一
四
六
九
～

一
四
八
七
］
創
建
、
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
再
建
の
八
坂
神
社
が
あ
る
。
こ
の
八
坂

神
社
の
神
体
は
、
も
と
は
上
岩
崎
に
あ
っ
た
神
体
が
牛
久
沼
に
流
さ
れ
、
そ
れ
を
拾
い

上
げ
て
祀
っ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
（
町
史
）。
近
世
末
ま
で
は
福
寿
院
と
い
う
真
言

宗
寺
院
が
存
在
し
て
い
た
が
、
明
治
初
年
に
廃
寺
と
な
り
、
そ
の
跡
地
に
明
治
六
年

（
一
八
七
三
）
小
茎
小
学
校
が
開
校
し
た
。
同
十
九
年
に
同
小
学
校
が
高
崎
小
学
校
に

合
併
さ
れ
、
そ
の
跡
地
に
は
茎
崎
村
役
場
が
設
置
さ
れ
た
（
町
史
）。
茎
崎
村
は
、
同

二
十
一
年
の
市
制
町
村
制
公
布
に
よ
っ
て
小
茎
村
を
含
め
た
近
隣
十
一
か
村
が
合
併
し

て
で
き
た
村
で
あ
る
。
そ
の
茎
崎
村
の
行
政
の
中
心
で
あ
っ
た
村
役
場
が
、
村
の
ほ
ぼ

中
央
に
あ
っ
た
旧
小
茎
小
学
校
跡
地
に
設
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う

に
、
小
茎
は
旧
茎
崎
村
の
中
央
に
位
置
し
て
い
る
（
町
史
）。

　

小
茎
の
盆
綱
は
、
小
茎
に
居
住
す
る
子
供
と
そ
の
保
護
者
ら
が
組
織
す
る
子
供
会
が

中
心
と
な
っ
て
活
動
し
て
い
る
が
、
参
加
す
る
子
供
は
現
在
も
男
子
の
み
と
な
っ
て
い

る
。
集
落
の
中
心
部
に
は
小
茎
農
村
集
落
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
セ
ン
タ
ー
）
が
あ
り
、

ボ
ン
ヅ
ナ
の
材
料
と
な
る
真
菰
（
マ
コ
モ
）
の
乾
燥
作
業
や
ボ
ン
ヅ
ナ
作
り
、
休
憩
な

ど
は
こ
の
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
る
。

〔
実
施
主
体
〕

　

小
学
三
～
六
年
生
、
中
学
一
～
三
年
生
（
男
子
）

　

子
供
会
に
所
属
す
る
子
供
の
保
護
者
（
子
供
会
で
毎
年
盆
綱
担
当
が
決
め
ら
れ
る
）

　

盆
綱
に
関
わ
る
条
件
と
し
て
は
、
男
子
で
あ
り
、
小
茎
以
外
の
出
身
者
で
あ
っ
て
も

小
茎
に
居
住
し
て
い
れ
ば
よ
い
。
令
和
元
年
（
二
〇
一
九
）
の
盆
綱
に
関
わ
っ
た
保
護

者
の
中
に
は
、
小
茎
以
外
の
出
身
者
も
い
た
。

〔
実
施
日
〕

①

準
備　

八
月
三
日　

午
前
八
時
か
ら
午
前
九
時
半

八
月
十
三
日　

午
前
八
時
か
ら
午
前
十
一
時

②

迎
え　

八
月
十
三
日　

午
後
四
時
か
ら
午
後
十
時

③

送
り　

な
し

〔
詳
細
〕

①

準
備

真
菰
刈
り　

八
月
三
日
の
午
前
八
時
に
セ
ン
タ
ー
に
集
合
し
て
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
二
台
と
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乗
用
車
に
乗
り
合
わ
せ
て
近
隣
の
水
田
に
向
か
う
。
真
菰
を
保
護
者
が
刈
り
、
そ
れ
を

子
供
た
ち
が
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
に
運
び
入
れ
て
い
く
（
写
真
１
）。
二
台
分
刈
る
と
セ

ン
タ
ー
に
戻
る
。

　

セ
ン
タ
ー
で
は
真
菰
の
枯
れ
た
部
分
を
取
り
除
き
、
向
き
を
揃
え
て
荒
縄
で
束
ね
、

同
セ
ン
タ
ー
の
倉
庫
に
保
管
す
る
。
令
和
元
年
は
十
七
束
作
成
し
た
。
こ
れ
を
八
月
四

日
か
ら
十
二
日
ま
で
の
間
、
中
学
生
が
中
心
と
な
っ
て
、
早
朝
か
ら
露
天
に
さ
ら
し
て

干
し
（
写
真
２
）、
夕
方
に
取
り
込
む
作
業
を
繰
り
返
す
。

ボ
ン
ヅ
ナ
作
り　

八
月
十
三
日
の
午
前
八
時
に
同
セ
ン
タ
ー
に
集
合
す
る
。
こ
の
時
間

は
、
真
菰
刈
り
の
際
に
子
供
た
ち
が
決
め
た
時
間
で
あ
る
。
こ
の
日
の
早
朝
に
保
護
者

が
切
っ
て
き
た
青
竹
二
本
を
、大
人
が
上
下
一
対
六
く
ら
い
の
と
こ
ろ
で
十
字
に
組
み
、

針
金
（
番
線
）
で
固
定
す
る
。
こ
の
間
に
子
供
た
ち
は
、
既
製
品
の
荒
縄
を
棒
結
び
に

し
て
バ
ケ
ツ
の
水
に
浸
す
。
こ
う
す
る
こ
と
で
、
荒
縄
が
柔
ら
か
く
な
り
作
業
し
や
す

く
な
る
。

　

荒
縄
を
浸
し
た
ら
、
真
菰
の
束
を
二
束
ず
つ
互
い
違
い
に
合
わ
せ
て
、
両
端
を
中
学

生
が
持
ち
、
お
互
い
に
別
の
方
向
に
全
身
を
使
っ
て
捩
じ
り
あ
う
。
捩
じ
り
き
っ
て
、

真
菰
が
半
円
状
に
な
っ
た
ら
そ
の
端
を
荒
縄
で
束
ね
る
。
こ
の
作
業
は
力
が
必
要
な
の

で
、
小
学
生
は
参
加
せ
ず
中
学
生
の
み
で
行
う
。
こ
の
作
業
を
二
回
繰
り
返
し
、
上
顎

と
下
顎
を
作
る
（
写
真
３
）。
両
顎
で
竹
を
挟
む
よ
う
に
し
て
縛
り
付
け
る
。
頭
か
ら

は
み
出
る
真
菰
を
継
ぐ
よ
う
に
竹
の
軸
に
真
菰
を
ま
と
わ
せ
、
中
学
生
が
そ
れ
を
押
さ

え
な
が
ら
荒
縄
で
巻
い
て
い
く
。
荒
縄
は
真
結
び
に
結
ん
で
継
い
で
い
く
。
巻
く
作
業

は
中
学
三
年
生
か
ら
順
に
行
い
、
小
学
三
年
生
ま
で
回
る
と
、
ま
た
中
学
生
か
ら
こ
れ

を
繰
り
返
す
。
荒
縄
は
、
水
に
浸
す
こ
と
で
作
業
が
し
や
す
く
な
っ
た
半
面
、
切
れ
や

す
く
も
な
る
の
で
、
力
の
入
れ
す
ぎ
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
荒
縄
を
胴
に
巻
き
つ

つ
、
同
時
並
行
で
そ
の
縄
か
ら
飛
び
出
た
真
菰
も
鋏
で
剪
定
す
る
。
軸
の
竹
が
な
く
な

る
と
残
り
の
真
菰
を
残
し
て
、荒
縄
を
結
ぶ
。
残
っ
た
真
菰
は
し
っ
ぽ
の
よ
う
に
な
る
。

　

胴
が
出
来
る
と
、
子
供
た
ち
は
ボ
ン
ヅ

ナ
の
脇
に
立
ち
、
各
自
の
配
置
を
確
認
す

る
。

　

確
認
が
終
了
す
る
と
、
胴
に
荒
縄
で
持

ち
手
を
付
け
る
。
胴
か
ら
横
に
出
て
い
る

青
竹
部
分
は
、
中
学
一
、二
年
生
が
持
つ
。

持
ち
手
が
出
来
上
が
る
と
セ
ン
タ
ー
の
縁

側
に
立
て
か
け
て
各
自
家
に
帰
り
、
夕
方

再
び
集
合
す
る
。

②　

迎
え

　

夕
方
に
な
る
と
、
子
供
た
ち
は
午
前
中

に
確
認
し
た
配
置
で
ボ
ン
ヅ
ナ
を
持
ち
、

集
落
の
集
合
墓
地
三
か
所
を
ま
わ
っ
て
か

写真 1 　真菰を刈り取る

写真 3 　顎部分を捩じりあって作る

写真 2 　真菰を干す
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ら
全
戸
を
ま
わ
る
（
写
真
４
）。
ボ
ン
ヅ
ナ
は
中
学
二
年
生
を
先
頭
に
学
年
順
に
並
ん

で
持
つ
。
最
上
級
生
の
中
学
三
年
生
は
提
灯
担
当
と
集
金
担
当
、
誘
導
担
当
な
ど
を
担

う
。
保
護
者
は
ボ
ン
ヅ
ナ
の
周
囲
で
車
両
な
ど
の
整
理
や
休
憩
の
呼
び
か
け
を
行
う
。

墓
地
で
は
「
ほ
ー
と
け
さ
ー
ま
、
の
り
な
っ
せ
」
と
三
回
唱
え
る
。
墓
地
を
三
か
所
ま

わ
る
と
、
ボ
ン
ヅ
ナ
に
祖
先
が
乗
っ
た
と
い
い
、
以
降
は
ボ
ン
ヅ
ナ
を
地
面
に
直
接
置

く
こ
と
、
跨
ぐ
こ
と
を
避
け
る
。

　

各
家
に
ボ
ン
ヅ
ナ
が
来
る
と
、
玄
関
か
仏
間
側
の
縁
側
の
戸
が
開
く
。
掛
け
声
は
中

学
生
の
「
せ
ー
の
」
で
は
じ
ま
り
「
ほ
ー
と
け
さ
ー
ま
、
お
り
ら
っ
せ
」
を
二
回
唱
え

た
後
、
中
学
生
の
「
も
う
一
丁
」
の
掛
け
声
で
三
回
目
を
唱
え
る
。

　

一
般
の
家
で
は
盆
綱
に
対
し
、
五
百
円
か
ら
千
円
、
新
盆
の
家
で
は
三
千
円
程
を
渡

す
。
不
在
の
家
に
も
盆
綱
は
寄
る
が
、
神
道
の
家
や
新
宅
で
仏
壇
の
な
い
家
に
は
寄
ら

な
い
。
盆
綱
で
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
を
鳴
ら
す
の
は
「
違
和
感
が
あ
る
」
と
い
う
理
由
で
避

け
ら
れ
、
最
上
級
生
の
「
盆
綱
で
す
」
の
声
掛
け
で
家
人
が
出
て
く
る
の
を
待
つ
。

　

休
憩
で
は
、
各
自
持
参
し
た
水
筒
で
水

分
補
給
す
る
ほ
か
、
納
め
ら
れ
た
お
金
か

ら
中
学
生
が
飲
料
や
菓
子
、
パ
ン
な
ど
を

購
入
し
て
子
供
た
ち
に
配
る
。
休
憩
中
は

体
育
座
り
で
ボ
ン
ヅ
ナ
を
足
の
上
に
置
い

て
ボ
ン
ヅ
ナ
が
地
面
に
接
し
な
い
よ
う
に

す
る
（
写
真
５
）。
セ
ン
タ
ー
で
の
休
憩

で
は
子
供
会
の
盆
綱
担
当
の
保
護
者
（
女

性
）
が
飲
み
物
な
ど
を
用
意
し
て
待
機
し

て
い
る
。
彼
女
ら
は
終
了
後
の
弁
当
の
手

配
も
す
る
。

　

保
護
者
は
セ
ン
タ
ー
の
休
憩
（
午
後
七

時
頃
）
で
前
半
後
半
に
分
け
て
随
伴
し
、

中
学
三
年
生
だ
け
で
は
困
難
な
交
通
整
理

や
道
順
の
補
佐
な
ど
を
行
う
。

　

小
茎
全
戸
を
ま
わ
る
と
、
ボ
ン
ヅ
ナ
を
茎
崎
橋
の
中
央
の
欄
干
か
ら
東
谷
田
川
に
落

と
し
て
（
写
真
６
）
集
会
所
に
戻
り
、
弁
当
や
お
菓
子
を
飲
食
す
る
。
そ
の
間
に
中
学

三
年
生
は
別
室
で
お
金
を
数
え
て
、
年
功
序
列
で
分
配
額
を
決
め
る
。

　

か
つ
て
分
配
を
経
験
し
た
保
護
者
た
ち
曰
く
、
同
級
生
が
多
い
と
最
高
学
年
の
中
学

三
年
生
で
も
取
り
分
が
減
る
そ
う
で
あ
る
。
小
学
生
で
も
最
低
金
額
が
決
め
ら
れ
て
お

り
、
配
ら
れ
た
お
金
は
子
供
に
と
っ
て
は
夏
の
大
事
な
収
入
と
な
っ
た
。
そ
し
て
取
り

分
の
少
な
い
う
ち
は
「
い
つ
か
中
学
三
年
生
に
な
っ
た
ら
」
と
期
待
を
し
て
い
た
と
い

う
。

　

盆
綱
は
中
学
三
年
生
で
終
わ
り
、
高
校
生
に
な
る
と
携
わ
る
こ
と
は
な
い
。
彼
ら
が

大
人
に
な
っ
て
、
自
分
の
子
供
が
盆
綱
を
す
る
年
齢
に
な
る
と
再
び
関
わ
る
よ
う
に
な

る
。
そ
れ
も
含
め
て
保
護
者
た
ち
は
中
学
生
に
「
お
前
ら
が
大
人
に
な
っ
た
ら
子
供
ら

に
教
え
な
き
ゃ
い
け
な
い
ん
だ
か
ら
よ
く
見
て
お
け
」
と
声
を
か
け
て
い
た
。

写真 4 　巡行するボンヅナ

写真 6 　ボンヅナを茎崎橋の欄干から落とす

写真 5 　ボンヅナを足の上にのせて休憩
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③　

送
り

　

な
し

〔
綱
の
形
状
〕

　

頭
部
に
真
菰
で
作
っ
た
上
顎
と
下
顎
を
持
つ
。
胴
は
青
竹
を
軸
に
真
菰
を
ま
と
い
、

尾
の
部
分
を
除
い
て
、
真
菰
の
上
に
荒
縄
が
巻
か
れ
て
い
る
。
ど
の
よ
う
な
人
数
規
模

で
も
一
つ
し
か
作
成
さ
れ
な
い
。
令
和
元
年
の
ボ
ン
ヅ
ナ
の
全
長
は
約
五
四
〇
㎝
で
あ

る
。

　

そ
の
他
、
頭
部
分
は
約
七
十
㎝
、
尾
の
部
分
は
九
十
㎝
と
な
っ
て
い
る
（
図
）。

〔
綱
の
取
扱
い
〕

　

子
供
た
ち
は
、
胴
部
分
に
つ
け
た
持
ち
手
を
持
っ
て
移
動
す
る
。

　

ま
た
、
共
同
墓
地
を
ま
わ
っ
た
後
は
、
先
祖
の
霊
が
乗
っ
て
い
る
と
し
て
、
ボ
ン
ヅ

ナ
を
地
面
に
置
く
こ
と
や
跨
ぐ
こ
と
を
禁
じ
て
い
る
。

〔
各
家
の
盆
行
事
〕

　

か
つ
て
、新
盆
の
家
で
は
タ
カ
ド
ウ
ロ
ウ
（
高
灯
篭
）
を
杉
の
木
を
目
印
に
建
て
た
。

や
が
て
は
集
会
所
前
に
共
同
で
立
て
る
よ
う
に
な
っ
た
が
今
は
建
て
て
い
な
い
。
迎
え

盆
で
は
、
盆
綱
が
家
に
先
祖
を
送
っ
て
来
る
が
、
各
家
で
も
盆
綱
が
家
に
来
る
前
に
墓

地
に
行
っ
て
先
祖
を
迎
え
る
。
墓
地
に
行
く
と
提
灯
の
蝋
燭
に
火
を
灯
す
。
こ
の
火
に

先
祖
の
魂
が
乗
る
と
い
わ
れ
て
い
る
た
め
、
そ
の
火
で
仏
壇
の
蝋
燭
を
付
け
る
。

〔
歴
史
的
変
遷
〕

　

小
茎
の
盆
綱
は
、
盆
行
事
の
一
つ
と
し
て
、
地
域
に
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
始
ま
り
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。『
茎
崎
町
史
』
に
よ

る
と
、
盆
の
精
霊
が
大
蛇
に
乗
っ
て
去
来
す
る
と
い
う
信
仰
に
由
来
す
る
と
さ
れ
て
い

る
。

③ 

送
り 

な
し 

 

〔
綱
の
形
状
〕 

頭
部
に
真
菰
で
作
っ
た
上
顎
と
下
顎
を
持
つ
。
胴
は
青
竹
を
軸
に
真
菰
を
ま
と
い
、
尾
の

部
分
を
除
い
て
、
真
菰
の
上
に
荒
縄
が
巻
か
れ
て
い
る
。
ど
の
よ
う
な
人
数
規
模
で
も
一
つ

し
か
作
成
さ
れ
な
い
。
令
和
元
年
の
ボ
ン
ヅ
ナ
の
全
長
は
約
五
四
〇
㎝
で
あ
る
。 

そ
の
他
、
頭
部
分
は
約
七
十
㎝
、
尾
の
部
分
は
九
十
㎝
と
な
っ
て
い
る
（
図
）。 

 

〔
綱
の
取
扱
い
〕 

子
供
た
ち
は
、
胴
部
分
に
つ
け
た
持
ち
手
を
持
っ
て
移
動
す
る
。 

ま
た
、
共
同
墓
地
を
ま
わ
っ
た
後
は
、
先
祖
の
霊
が
乗
っ
て
い
る
と
し
て
、
ボ
ン
ヅ
ナ
を

地
面
に
置
く
こ
と
や
跨
ぐ
こ
と
を
禁
じ
て
い
る
。 

 

〔
各
家
の
盆
行
事
〕 

か
つ
て
、
新
盆
の
家
で
は
タ
カ
ド
ウ
ロ
ウ
（
高
灯
篭
）
を
杉
の
木
を
目
印
に
建
て
た
。
や

が
て
は
集
会
所
前
に
共
同
で
立
て
る
よ
う
に
な
っ
た
が
今
は
建
て
て
い
な
い
。迎
え
盆
で
は
、

盆
綱
が
家
に
先
祖
を
送
っ
て
来
る
が
、
各
家
で
も
盆
綱
が
家
に
来
る
前
に
墓
地
に
行
っ
て
先

祖
を
迎
え
る
。
墓
地
に
行
く
と
提
灯
の
蝋
燭
に
火
を
灯
す
。
こ
の
火
に
先
祖
の
魂
が
乗
っ
て

い
わ
れ
て
い
る
た
め
、
そ
の
火
で
仏
壇
の
蝋
燭
を
付
け
る
。 

 

〔
歴
史
的
変
遷
〕 

小
茎
の
盆
綱
は
、
盆
行
事
の
一
つ
と
し
て
、
地
域
に
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
そ
の
始
ま
り
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。『
茎
崎
町
史
』
に
よ
る
と
、
盆
の

精
霊
が
大
蛇
に
乗
っ
て
去
来
す
る
と
い
う
信
仰
に
由
来
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。 

時
代
に
よ
っ
て
人
数
は
異
な
り
、
昭
和
三
十
一
年
（
一
九
五
六
）
生
ま
れ
の
男
性
の
子
供

時
代
は
三
十
人
程
で
、
更
に
、
昭
和
四
十
八
年
生
ま
れ
の
男
性
の
子
供
時
代
は
五
十
人
程
で 

                          

 

図図  小小茎茎ののボボンンヅヅナナ  図　小茎のボンヅナ

133

第三章　調査報告　　第一節　詳細調査報告



　

時
代
に
よ
っ
て
人
数
は
異
な
り
、
昭
和
三
十
一
年
（
一
九
五
六
）
生
ま
れ
の
男
性
の

子
供
時
代
は
三
十
人
程
で
、
更
に
、
昭
和
四
十
八
年
生
ま
れ
の
男
性
の
子
供
時
代
は

五
十
人
程
で
盆
綱
を
行
っ
て
い
た
と
い
う
。
そ
の
一
方
、
保
護
者
た
ち
の
記
憶
に
よ
る

と
、
最
小
は
四
人
だ
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
ど
ん
な
に
人
数
が
増
減
し
て
も
、
ボ
ン
ヅ

ナ
は
一
つ
し
か
作
ら
な
い
と
い
う
。

　

な
お
、
四
十
歳
前
後
の
男
性
の
話
で
は
、
二
十
五
年
前
ま
で
は
保
護
者
は
同
伴
せ
ず

子
供
だ
け
で
盆
綱
を
し
て
い
た
が
、
今
は
交
通
量
の
問
題
か
ら
同
伴
す
る
必
要
が
あ
る

と
い
う
。

　

現
在
は
真
菰
を
田
ん
ぼ
の
脇
で
刈
る
が
、
昭
和
三
十
一
年
生
ま
れ
の
男
性
の
頃
は
、

船
を
持
っ
て
い
る
人
か
ら
船
を
借
り
て
、
牛
久
沼
の
浮
島
で
真
菰
を
採
っ
て
い
た
。

　

ま
た
、
か
つ
て
は
ボ
ン
ヅ
ナ
を
橋
の
欄
干
か
ら
投
げ
落
と
す
際
に
火
を
つ
け
て
い
た

が
、
落
下
し
た
後
に
、
火
の
つ
い
た
ボ
ン
ヅ
ナ
が
牛
久
沼
の
浮
島
に
流
れ
着
い
て
延
焼

騒
ぎ
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
火
を
つ
け
な
く
な
っ
た
。

〔
所
見
〕

　

行
事
は
子
供
が
主
体
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
、
小
茎
の
盆
綱
行
事
の
特
徴
の
一
つ
で

あ
ろ
う
。
子
供
会
を
は
じ
め
、
大
人
が
行
事
の
手
配
を
し
て
は
い
る
が
、
ボ
ン
ヅ
ナ
の

先
導
や
集
金
、
子
供
た
ち
の
統
率
と
日
時
の
決
定
、
金
銭
の
分
配
は
、
特
に
中
学
三
年

生
が
一
任
さ
れ
て
い
る
。
女
性
の
保
護
者
も
い
た
が
、
弁
当
手
配
な
ど
の
裏
方
役
と
し

て
セ
ン
タ
ー
に
常
駐
し
て
い
た
の
に
対
し
、
付
き
添
い
や
指
導
を
成
人
男
性
が
行
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
主
と
し
て
男
性
が
携
わ
る
行
事
で
あ
る
。

　

か
つ
て
盆
綱
を
経
験
し
た
保
護
者
は
、「
こ
う
い
う
行
事
は
あ
っ
た
方
が
い
い
。
何

も
知
ら
ず
に
大
人
に
な
る
よ
り
ず
っ
と
い
い
。
今
か
ら
何
か
新
し
く
す
る
気
も
な
い
」

と
い
う
。
盆
綱
が
単
な
る
盆
行
事
で
は
な
く
、
子
供
た
ち
の
成
長
面
に
何
ら
か
の
影
響

を
促
す
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
ま
た
、
ボ
ン
ヅ
ナ
に
関
し
て
は
、
人

数
が
多
い
頃
は
現
在
の
も
の
（
令
和
元
年
は
胴
部
分
の
最
も
太
い
部
分
の
直
径
は
三
十

㎝
で
あ
っ
た
）
よ
り
太
く
重
か
っ
た
と
い
う
。
そ
の
た
め
、
ボ
ン
ヅ
ナ
の
素
材
や
作
成

方
法
は
同
じ
で
も
、
年
に
よ
っ
て
全
長
や
幅
に
変
化
は
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
に
よ

る
移
動
の
機
動
性
が
変
化
す
る
の
で
、
今
年
の
ボ
ン
ヅ
ナ
の
全
長
や
行
事
の
時
間
は
あ

く
ま
で
目
安
と
し
て
捉
え
る
べ
き
で
あ
る
。

　

小
茎
の
盆
綱
は
、
集
合
墓
地
三
か
所
は
ま
わ
る
が
、
そ
の
周
辺
に
あ
る
個
人
墓
に
ボ

ン
ヅ
ナ
は
行
か
な
い
。そ
し
て
三
か
所
の
集
合
墓
地
を
ま
わ
っ
た
後
は「
仏
さ
ん
が
乗
っ

た
」
と
し
て
、
地
面
に
置
く
こ
と
も
跨
ぐ
こ
と
も
避
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
盆
綱
と

並
行
し
て
個
々
の
家
で
の
盆
行
事
が
営
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ボ
ン
ヅ
ナ
は
精
霊
が

墓
地
か
ら
家
々
へ
向
か
う
た
め
の
乗
り
物
で
あ
り
、
小
茎
の
盆
綱
は
特
定
の
家
を
軸
に

行
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
集
落
全
体
と
し
て
の
盆
行
事
と
言
え
る
。

〔
情
報
提
供
者
〕

　

片
野　
　

隆
さ
ん

　

片
野　

淳
一
さ
ん

〔
参
考
文
献
〕

茎
崎
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
茎
崎
町
史
編
さ
ん
資
料　

近
世
・
近
代
史
料
集
』
茎

崎
町
、
一
九
九
三
年

茎
崎
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
茎
崎
町
史
』
茎
崎
町
、
一
九
九
四
年

茎
崎
村
教
育
委
員
会
編
『
茎
崎
村
史
』　

茎
崎
村　

一
九
七
三
年

竹
内
理
三
編
『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典　

８　

茨
城
県
』
角
川
書
店
、
一
九
八
三
年

細
谷
益
見
編
『
茨
城
県
町
村
沿
革
誌
』
弘
文
社
、
一
八
九
七
年

〔
参
考
資
料
〕

国
土
地
理
院
う
ぉ
っ
ち
ず
（http://m

aps.gsi.go.jp

）

つ
く
ば
市
令
和
元
年
度
行
政
区
別
人
口
表
（https://w

w
w

.city.tsukuba.lg.jp/
shisei/joho/jinkohyo/1007028.htm

l
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一
九
　
下し
も
い
わ
さ
き

岩
崎
（
つ
く
ば
市
）
の
盆
綱

〔
地
区
名
〕

　

つ
く
ば
市
下
岩
崎
地
区

〔
地
区
の
概
況
〕

　

大
字
下
岩
崎
は
、
つ
く
ば
市
の
南
東
に
位
置
し
、
龍
ケ
崎
市
と
境
を
接
す
る
。
牛
久

沼
に
向
か
っ
て
半
島
状
に
突
き
出
た
地
形
の
一
画
を
占
め
、
水
辺
の
低
地
に
は
水
田
が

広
が
り
、
そ
こ
か
ら
一
段
上
が
っ
た
台
地
上
に
集
落
と
畑
が
展
開
し
て
い
る
。
か
つ
て

は
牛
久
沼
の
中
に
も
水
田
が
あ
り
、
人
々
は
田
舟
に
乗
っ
て
農
作
業
に
出
掛
け
た
。
こ

れ
は
「
浮
田
」
と
よ
ば
れ
る
も
の
で
、
沼
に
生
い
茂
っ
て
い
る
真
菰
（
マ
コ
モ
）
を
刈

り
採
り
、
浅
瀬
に
つ
な
ぎ
と
め
、
冬
に
沼
の
泥
を
掻
き
揚
げ
て
土
を
確
保
す
る
こ
と
で

水
田
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
沼
で
は
漁
も
で
き
た
し
、
子
ど
も
た
ち
は
水
泳
を
し
た
。

地
域
の
人
々
に
と
っ
て
牛
久
沼
は
、
ま
さ
に
生
業
・
生
活
の
場
で
あ
っ
た
。

　

大
字
下
岩
崎
の
南
端
に
あ
る
泊は

っ
さ
き崎
城
跡
は
、
中
世
に
小
田
治
朝
の
六
男
岡
野
宮
内

小
輔
康
朝
が
館
を
構
え
た
と
さ
れ
、
そ
の
子
孫
が
岩
崎
勘
解
由
と
い
い
、
こ
の
地
を

支
配
し
た
。
も
と
も
と
は
岩
崎
下
村
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、
元
禄
期
（
一
六
八
八
～

一
七
〇
四
）
に
下
岩
崎
村
へ
改
称
し
た
と
い
う
。
寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
は
幕
府

領
と
旗
本
領
、
幕
末
は
前
橋
藩
領
と
旗
本
領
の
相
給
地
で
あ
っ
た
。
明
治
二
十
二
年

（
一
八
八
九
）
の
町
村
制
施
行
に
よ
り
、
河
内
郡
茎
崎
村
下
岩
崎
と
な
っ
た
（
明
治

二
十
九
年
に
河
内
郡
は
信
太
郡
と
合
併
し
て
稲
敷
郡
と
な
っ
て
い
る
）。
そ
の
後
、
昭

和
五
十
八
年
（
一
九
八
三
）
に
単
独
町
制
施
行
に
よ
り
茎
崎
町
下
岩
崎
と
な
り
、
平
成

十
四
年
（
二
〇
〇
二
）
に
つ
く
ば
市
へ
編
入
さ
れ
て
、つ
く
ば
市
下
岩
崎
と
な
っ
た
（
以

上
の
記
述
は
主
に
『
茎
崎
町
史
』
に
よ
る
）。

　

大
字
下
岩
崎
に
は
、
下
岩
崎
・
泊
崎
・
細
見
・
小
山
地
区
、
さ
ら
に
新
興
住
宅
地
の

あ
し
び
野
・
自
由
ヶ
丘
・
富
士
見
台
地
区
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
行
政
区
と
な
っ
て
い

る
。
大
字
下
岩
崎
の
範
囲
は
、
江
戸
時
代
に
は
下
岩
崎
村
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
た
わ

け
だ
が
、
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
の
下
岩
崎
村
の
「
五
人
組
帳
」
に
は
、「
八
崎
村
」

（
泊
崎
村
）、「
細
見
村
」
と
い
っ
た
小
字
を
冠
し
た
村
名
称
が
み
え
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
、大
字
下
岩
崎
の
な
か
に
は
、江
戸
時
代
の
段
階
か
ら
実
態
と
し
て
ひ
と
つ
の
村
（
ム

ラ
）
と
し
て
把
握
さ
れ
る
単
位
が
あ
り
、
そ
れ
が
現
在
の
行
政
区
の
一
部
に
引
き
継
が

れ
て
い
る
も
の
と
理
解
で
き
る
。
そ
し
て
、
今
回
報
告
を
行
う
「
下
岩
崎
の
盆
綱
」
と

は
、
大
字
下
岩
崎
の
う
ち
下
岩
崎
地
区
に
お
い
て
伝
承
さ
れ
て
い
る
そ
れ
で
あ
り
、
泊

崎
・
細
見
地
区
な
ど
は
含
ま
れ
な
い
。

　

下
岩
崎
地
区
の
戸
数
は
九
十
五
軒
ほ
ど
で
あ
る
（
平
成
三
十
一
年
時
点
の
世
帯
数
は

一
三
七
、
人
口
は
四
二
一
人
）。
地
区
の
内
部
は
、「
内
山
口
」・「
宿
口
」・「
館
山
」・「
出

口
」
の
四
つ
の
集
落
に
分
か
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
館
山
は
、
前
述
し
た
岩
崎
氏
の
継

嗣
岡
野
左
衛
門
が
館
を
築
き
居
住
し
た
と
こ
ろ
と
さ
れ
て
い
る
。

　

下
岩
崎
地
区
内
に
あ
る
寺
社
の
う
ち
、
曹
洞
宗
の
岩
崎
山
守
徳
寺
は
、
岩
崎
勘
解
由

が
母
の
菩
提
を
弔
う
た
め
天
文
三
年
（
一
五
三
四
）
年
に
創
建
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

下
岩
崎
地
区
の
家
は
ほ
と
ん
ど
が
檀
家
に

な
っ
て
い
る
。
境
内
に
あ
る
墓
地
は
、
盆
綱

の
時
に
先
祖
の
霊
を
乗
せ
る
場
所
と
な
る
。

貴
船
神
社
は
、
岡
野
康
朝
が
応
永
年
間
に
山

城
国
の
貴
布
祢
神
社
を
勧
請
し
た
も
の
と
い

う
。
岡
野
家
の
守
護
と
し
て
祀
ら
れ
、
後
に

下
岩
崎
村
の
鎮
守
に
な
っ
た
。
こ
の
ほ
か
文

禄
元
年
（
一
五
九
二
）
の
建
立
と
伝
わ
る
観

音
堂
が
あ
り
、
そ
の
境
内
に
は
「
下
岩
崎
集

落
セ
ン
タ
ー
」
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
地
区

内
の
人
々
が
日
常
的
に
集
ま
る
場
所
で
あ

り
、
ボ
ン
ヅ
ナ
を
つ
く
る
作
業
は
境
内
の
広

場
で
行
わ
れ
て
い
る
。

写真 1 　守徳寺の山門をくぐるボンヅナ
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〔
実
施
主
体
〕

　

小
学
生
、
中
学
一
・
二
年
生
（
年
長
者
と
な
る
中
学
二
年
生
は
ア
タ
マ
と
か
オ
ヤ
カ

タ
と
呼
ば
れ
る
。
以
下
、「
親
方
」
で
記
述
を
統
一
）、
新
盆
の
家
の
男
性
、
親
方
の
家

族
、
塚
本
和
男
さ
ん

〔
実
施
日
〕

　

①　

準
備

　
　

七
月
最
後
の
土
曜
日
ご
ろ
（
真
菰
を
集
め
る
）

　
　

八
月
十
三
日
の
朝
（
ボ
ン
ヅ
ナ
を
つ
く
る
）

　

②　

迎
え

　
　

八
月
十
三
日
の
夕
方

　

③　

送
り　

　
　

な
し

〔
綱
の
形
状
〕

　

下
岩
崎
で
は
綱
自
体
の
こ
と
を
「
ボ
ン
ヅ
ナ
」
と
呼
ん
で
い
る
。「
ジ
ャ
」
の
形
に

つ
く
る
と
い
わ
れ
、
麦
藁
の
部
分
が
頭
に
、
真
菰
の
部
分
が
胴
体
に
見
立
て
ら
れ
る
。

令
和
元
年
に
製
作
し
た
ボ
ン
ヅ
ナ
は
、
頭
部
が
一
ｍ
、
胴
部
は
四
ｍ
で
あ
っ
た
。
頭
部

に
は
ボ
ン
ヅ
ナ
を
引
く
た
め
の
井
戸
綱
が
Ｖ
字
に
つ
く
。
井
戸
綱
か
ら
胴
先
ま
で
の
ボ

ン
ヅ
ナ
全
体
の
長
さ
は
十
・
二
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
。

　

胴
部
を
形
づ
く
る
真
菰
は
、
根
元
を
束
ね
た
状
態
の
ま
ま
で
編
み
こ
ん
で
い
く
。
編

み
こ
み
の
際
に
は
、根
元
側
を
長
く
突
き
出
す
よ
う
に
し
て
真
菰
を
足
し
て
い
く
た
め
、

胴
部
は
芒
（
ノ
ギ
）
の
よ
う
な
形
態
に
な
る
。
こ
の
ほ
か
、
胴
部
に
は
ボ
ン
ヅ
ナ
を
引

く
際
に
舵
取
り
を
す
る
た
め
の
「
引
き
綱
」
が
取
り
付
け
ら
れ
る
。
こ
れ
は
集
落
内
を

巡
行
す
る
際
、
道
の
角
々
で
ボ
ン
ヅ
ナ
を
自
分
の
側
に
引
き
つ
け
て
曲
げ
る
た
め
の
も

の
で
、
中
学
生
が
主
に
操
作
を
す
る
。

　
　

〔
詳
細
〕

①　

準
備

　

ボ
ン
ヅ
ナ
に
使
用
す
る
真
菰
は
、
各
家
が
牛
久
沼
で
予
め
刈
り
採
っ
て
お
き
、
子
供

た
ち
が
集
め
に
き
た
時
に
渡
す
。
真
菰
を
集
め
る
の
は
七
月
最
後
の
土
曜
日
が
多
く
、

そ
の
日
程
に
つ
い
て
は
回
覧
板
で
各
家
に
知
ら
せ
て
お
く
。
集
め
た
真
菰
は
下
岩
崎
集

落
セ
ン
タ
ー
敷
地
内
の
小
屋
に
保
管
す
る
。真
菰
を
集
め
る
際
に
は
集
金
も
行
わ
れ
る
。

子
供
が
盆
綱
に
参
加
す
る
家
は
千
円
、
子
供
を
だ
さ
な
い
家
は
千
五
百
円
、
新
盆
の
家

は
二
千
円
を
集
め
て
い
る
。
集
め
た
お
金
は
子
供
た
ち
の
飲
み
物
や
食
事
代
に
充
て
ら

れ
、
行
事
の
最
後
に
図
書
券
な
ど
の
形
で
分
配
さ
れ
る
。

　

ボ
ン
ヅ
ナ
は
八
月
十
三
日
の
朝
に
作
る
。
ボ
ン
ヅ
ナ
を
作
る
の
は
、
新
盆
の
家
の
男

性
た
ち
の
役
割
で
あ
り
、
小
学
生
と
中
学
生
（
中
学
二
年
生
ま
で
）
の
子
供
た
ち
が
こ

れ
を
補
佐
す
る
。
し
か
し
、
現
在
は
人
手
不
足
や
世
代
交
代
の
関
係
か
ら
、
塚
本
和
男

さ
ん
（
昭
和
三
十
三
年
生
ま
れ
）
が
ボ
ン
ヅ
ナ
を
作
る
に
あ
た
っ
て
中
心
的
な
役
割
を

果
た
し
て
お
り
、
親
方
の
家
族
も
製
作
を
手
伝
っ
て
い
る
。

　

以
下
、
令
和
元
年
（
二
〇
一
九
）
の
ボ
ン

ヅ
ナ
を
作
る
様
子
に
つ
い
て
記
す
。
こ
の
年

に
参
加
し
た
子
供
た
ち
は
男
女
あ
わ
せ
て

十
九
名
（
小
学
生
十
四
名
・
中
学
生
五
名
）

で
あ
っ
た
。
親
方
に
あ
た
る
中
学
二
年
生
は

三
名
い
た
。
朝
の
ボ
ン
ヅ
ナ
作
り
に
参
加
し

た
大
人
は
、
六
軒
の
新
盆
の
家
の
人
た
ち
、

親
方
の
家
族
（
祖
父
や
母
親
な
ど
）、
塚
本

さ
ん
ら
で
十
三
名
で
あ
っ
た
。

　

作
業
は
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
集
落
セ
ン

タ
ー
敷
地
の
広
場
で
始
ま
っ
た
。
人
々
が
集

ま
っ
た
と
こ
ろ
で
、
塚
本
さ
ん
が
声
を
か

け
、
促
さ
れ
た
子
供
た
ち
が
小
屋
に
保
管
し

写真 2 　ボンヅナをつくる
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て
あ
っ
た
真
菰
を
外
へ
運
び
だ
し
、
広
場
に
積
み
あ
げ
た
。
こ
の
間
に
塚
本
さ
ん
は
麦

藁
・
井
戸
綱
（
二
本
）・
縄
な
ど
を
用
意
し
て
作
業
の
段
取
り
を
し
た
。
麦
藁
は
、
地

区
内
で
麦
を
育
て
る
農
家
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
塚
本
さ
ん
が
つ
く
ば
み
ら

い
市
の
知
り
合
い
の
農
家
に
頼
ん
で
確
保
し
て
い
る
。
井
戸
綱
は
、
昔
は
実
際
に
家
の

井
戸
で
使
用
し
て
い
た
も
の
を
譲
り
う
け
て
い
た
が
、
今
は
運
動
会
の
綱
引
き
用
の
綱

を
使
っ
て
い
る
（
し
た
が
っ
て
、
厳
密
に
は
井
戸
綱
と
は
呼
べ
な
い
が
、
地
元
の
方
た

ち
の
呼
び
方
に
即
し
て
以
下
、「
井
戸
綱
」
と
表
記
す
る
。
な
お
、
ボ
ン
ヅ
ナ
の
部
分

名
称
は
特
に
定
ま
っ
た
も
の
は
な
い
が
、「
ジ
ャ
」
の
形
に
つ
く
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、

麦
藁
で
作
る
先
頭
の
部
分
を「
頭
」、真
菰
の
部
分
を「
胴
体
」と
仮
称
し
て
記
述
す
る
）。

　

準
備
が
整
う
と
、
初
め
に
ボ
ン
ヅ
ナ
の
頭
か
ら
作
り
始
め
た
。
ま
ず
、
高
さ
を
揃
え

た
麦
藁
を
大
人
が
一
抱
え
に
な
る
く
ら
い
の
太
さ
に
し
て
束
ね
、
根
元
の
部
分
を
縄
で

縛
る
。
次
に
、
束
ね
た
麦
藁
の
半
分
の
位
置
に
井
戸
綱
（
井
戸
綱
Ａ
と
す
る
。
以
下
、

同
じ
）
を
通
し
て
折
り
返
し
、
そ
の
ま
ま
引
っ
張
っ
て
両
端
の
長
さ
を
揃
え
る
（
図
１

  

―

①
）。
こ
の
井
戸
綱
Ａ
は
、子
供
た
ち
が
ボ
ン
ヅ
ナ
を
引
っ
ぱ
る
時
の
引
き
綱
に
な
る
。

次
に
、
も
う
一
本
の
井
戸
綱
Ｂ
を
、
井
戸
綱
Ａ
と
直
交
す
る
よ
う
麦
藁
の
束
の
外
側
に

回
し
て
結
ぶ
（
図
１
―

②
）。
井
戸
綱
Ａ
と
井
戸
綱
Ｂ
は
、
麦
藁
を
介
し
て
大
き
く
咬

み
合
う
よ
う
な
形
に
な
る
。
こ
の
井
戸
綱
Ｂ
は
ボ
ン
ヅ
ナ
の
胴
体
を
編
む
際
に
芯
と
な

る
綱
で
あ
る
。
続
い
て
麦
藁
の
も
う
片
方
を
縄
で
き
つ
く
巻
い
て
、
井
戸
綱
Ｂ
を
押
さ

え
る
。
藁
を
束
ね
る
た
め
に
巻
い
た
上
下
の
縄
に
縛
り
つ
け
る
形
で
、
三
本
の
長
い
縄

を
伸
ば
し
て
い
く
（
図
１
―

③
）。
こ
の
三
本
の
縄
は
真
菰
と
一
体
化
さ
せ
な
が
ら
撚

（
二
本
）・
縄
な
ど
を
用
意
し
て
作
業
の
段
取
り
を
し
た
。
麦
藁
は
、
地
区
内
で
麦
を
育
て
る

農
家
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
塚
本
さ
ん
が
つ
く
ば
み
ら
い
市
の
知
り
合
い
の
農
家

に
頼
ん
で
確
保
し
て
い
る
。
井
戸
綱
は
、
昔
は
実
際
に
家
の
井
戸
で
使
用
し
て
い
た
も
の
を

譲
り
う
け
て
い
た
が
、
今
は
運
動
会
の
綱
引
き
用
の
綱
を
使
っ
て
い
る
（
し
た
が
っ
て
、
厳

密
に
は
井
戸
綱
と
は
呼
べ
な
い
が
、
地
元
の
方
た
ち
の
呼
び
方
に
即
し
て
以
下
、「
井
戸
綱
」

と
表
記
す
る
。
な
お
、
ボ
ン
ヅ
ナ
の
部
分
名
称
は
特
に
定
ま
っ
た
も
の
は
な
い
が
、「
ジ
ャ
」

の
形
に
つ
く
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
麦
藁
で
作
る
先
頭
の
部
分
を
「
頭
」、
マ
コ
モ
の
部
分
を

「
胴
体
」
と
仮
称
し
て
記
述
す
る
）。 

準
備
が
整
う
と
、
初
め
に
ボ
ン
ヅ
ナ
の
頭
か
ら
作
り
始
め
た
。
ま
ず
、
高
さ
を
揃
え
た
麦

藁
を
大
人
が
一
抱
え
に
な
る
く
ら
い
の
太
さ
に
し
て
束
ね
、
根
元
の
部
分
を
縄
で
縛
る
。
次

に
、
束
ね
た
麦
藁
の
半
分
の
位
置
に
井
戸
綱
（
井
戸
綱
Ａ
と
す
る
。
以
下
、
同
じ
）
を
通
し

て
折
り
返
し
、
そ
の
ま
ま
引
っ
張
っ
て
両
端
の
長
さ
を
揃
え
る
（
図
１―

①
）。
こ
の
井
戸
綱

Ａ
は
、
子
供
た
ち
が
ボ
ン
ヅ
ナ
を
引
っ
ぱ
る
時
の
引
き
綱
に
な
る
。
次
に
、
も
う
一
本
の
井

戸
綱
Ｂ
を
、井
戸
綱
Ａ
と
直
交
す
る
よ
う
麦
わ
ら
の
束
の
外
側
に
回
し
て
結
ぶ（
図
１―

②
）。

井
戸
綱
Ａ
と
井
戸
綱
Ｂ
は
、
麦
わ
ら
を
介
し
て
大
き
く
咬
み
合
う
よ
う
な
形
に
な
る
。
こ
の

井
戸
綱
Ｂ
は
ボ
ン
ヅ
ナ
の
胴
体
を
編
む
際
に
芯
と
な
る
綱
で
あ
る
。
続
い
て
麦
わ
ら
の
も
う

① ①
①麦わらの束に

井戸綱Ａを通す。

引き綱となる。 

②麦わらの束に

井戸綱Ｂを回す。 

胴体の芯となる。 

③井戸綱Ｂを固

定する。縄を３本

結びつける。 

④縄と真菰を合

わせて、左回りに

撚りをかける。  

⑤芯（井戸綱Ｂ）

を中心にして右

回りに編む。 

図１ ボンヅナ頭部から胴部の製作工程模式図 

井戸綱Ａ 

井戸綱Ｂ 

縄 

真菰

図２ ボンヅナを編むときの役割 

後ろに控え真菰

を補給する役 

（子どもも担当） 

３人が左撚りをか

けた真菰を右回り

になるように渡し

て編んでいく役 

編む時に芯となる

井戸綱Ｂを引っ張

っておく役 

井戸綱Ａをひい

てボンヅナを引

き上げておく役 

井戸綱Ｂ 

図 1 　ボンヅナ頭部から胴部の製作工程模式図

図 2 　ボンヅナを編むときの役割
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り
を
か
け
て
い
く
た
め
の
も
の
で
、
ど
の
程
度
の
長
さ
の
胴
体
に
仕
上
げ
る
か
に
応
じ

て
必
要
な
寸
法
が
決
ま
っ
て
く
る
。

　

こ
こ
ま
で
完
成
し
た
ら
、真
菰
を
使
っ
て
胴
体
部
分
を
編
ん
で
い
く
。敷
地
内
の
カ
ー

ポ
ー
ト
の
桁
に
ア
タ
マ
の
部
分
を
あ
て
て
、
井
戸
綱
Ａ
・
Ｂ
を
そ
れ
ぞ
れ
引
き
合
う
よ

う
に
固
定
す
る
（
む
か
し
は
敷
地
の
大
木
や
火
の
見
櫓
を
利
用
し
た
）。
大
人
三
人
が

そ
れ
ぞ
れ
真
菰
と
縄
を
一
体
に
さ
せ
な
が
ら
左
回
り
（
反
時
計
回
り
）
に
撚
り
を
か
け

る
（
図
１
―

④
）。
三
本
と
も
同
時
に
撚
り
を
か
け
、
そ
の
撚
り
が
戻
ら
な
い
よ
う
に
強

く
握
っ
た
ま
ま
、
井
戸
綱
Ｂ
を
芯
に
し
て
右
回
り
（
時
計
回
り
）
方
向
の
人
に
手
渡
し

て
綱
を
編
む
（
図
１
―

⑤
、
図
２
）。
編
む
人
は
後
ろ
に
控
え
て
い
る
人
か
ら
真
菰
の

束
を
受
け
取
っ
て
付
け
足
し
、
左
回
り
に
撚
り
を
か
け
、
右
回
り
に
渡
す
こ
と
を
繰
り

返
す
。
真
菰
を
補
充
す
る
作
業
は
小
学
生
（
低
学
年
）
た
ち
も
手
伝
っ
た
。
編
み
進
め

て
い
く
と
、
次
第
に
胴
体
が
重
た
く
な
っ
て
ボ
ン
ヅ
ナ
が
下
が
っ
て
し
ま
う
の
で
、
作

業
の
便
を
助
け
る
た
め
に
頭
側
に
は
梯
子
を
か
ま
せ
て
お
く
（
写
真
２
）。

　

予
定
し
た
長
さ
に
な
る
と
、
真
菰
を
足
す
の
を
や
め
て
、
そ
の
ま
ま
三
つ
編
み
に
す

る
。
最
後
は
ほ
ど
け
な
い
よ
う
に
数
か
所

を
縄
で
縛
る
。
胴
体
が
完
成
す
る
と
ボ
ン

ヅ
ナ
を
下
ろ
し
て
、
舵
取
り
用
の
縄
と
頭

に
台
車
を
取
り
付
け
る
。
舵
取
り
用
の
縄

は
ボ
ン
ヅ
ナ
が
曲
が
る
と
き
に
胴
体
の
向

き
を
操
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
台
車
は

板
に
車
を
つ
け
た
簡
易
な
も
の
で
、
ボ
ン

ヅ
ナ
を
引
く
子
供
が
少
な
く
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
頭
の
下
に
取
り
つ
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
も
っ
と
も
、
昔
は
舗
装
さ
れ

て
い
な
い
で
こ
ぼ
こ
道
だ
っ
た
の
で
、
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
が
さ
れ
た
現
代
だ
か
ら

こ
そ
で
き
る
工
夫
だ
と
い
う
。　

　

ボ
ン
ヅ
ナ
を
作
る
作
業
に
並
行
し
て
、
中
学
生
や
そ
の
母
親
た
ち
に
よ
っ
て
集
落
セ

ン
タ
ー
の
玄
関
前
で
「
タ
カ
バ
リ
」
が
つ
く
ら
れ
た
。
タ
カ
バ
リ
は
ボ
ン
ヅ
ナ
が
巡
行

す
る
と
き
に
行
列
の
先
頭
に
立
つ
も
の
で
、
高
さ
約
二
ｍ
の
竹
で
つ
く
ら
れ
る
。
そ
の

名
称
か
ら
し
て
「
高
張
提
灯
」
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
実
際
に
下
げ
ら
れ
る
提

灯
は
新
盆
に
用
い
ら
れ
る
白
い
盆
提
灯
で
、
提
灯
の
上
部
に
は
六
方
向
に
竹
ひ
ご
を
伸

ば
し
た
も
の
が
と
り
つ
く
。
こ
の
竹
ひ
ご
に
は
様
々
な
色
を
取
り
合
わ
せ
た
折
り
紙
を

貼
り
つ
け
、
先
端
に
は
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
挿
し
、
小
さ
な
盆
提
灯
を
下
げ
る
（
写
真
３
）。

提
灯
の
内
部
に
は
蝋
燭
を
立
て
て
火
を
と
も
し
て
い
た
が
、
提
灯
を
燃
や
し
て
し
ま
う

た
め
、
今
は
電
球
を
下
げ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

ボ
ン
ヅ
ナ
を
つ
く
る
作
業
が
四
十
分
程
で
終
了
す
る
と
、
親
方
が
宿
口
の
入
口
に
あ

た
る
辻
ま
で
ボ
ン
ヅ
ナ
を
引
い
て
行
き
、
道
路
の
端
に
寄
せ
て
お
い
た
（
写
真
４
）。

こ
の
日
は
雨
の
心
配
が
あ
っ
た
た
め
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
が
か
け
ら
れ
た
。
ボ
ン
ヅ
ナ
を
作

り
終
え
た
参
加
者
た
ち
は
集
落
セ
ン
タ
ー
に
上
が
っ
て
、
親
方
の
母
親
た
ち
が
用
意
し

た
ア
イ
ス
や
お
茶
を
い
た
だ
き
、
し
ば
ら
く
談
笑
し
て
解
散
し
た
。

写真 3 　完成したタカバリ

写真 5 　ボンヅナの出発

写真 4 　完成して辻に運ばれたボンヅナ
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②　

迎
え

　

午
後
六
時
頃
に
な
る
と
、
子
供
た
ち
が
ボ
ン
ヅ
ナ
の
置
か
れ
た
辻
に
三
々
五
々
集

ま
っ
て
き
た
。
子
供
た
ち
は
体
操
服
姿
で
学
年
ご
と
に
色
分
け
さ
れ
た
鉢
巻
を
し
め
、

提
灯
を
手
に
し
て
い
る
。

　

六
時
十
五
分
、
親
方
が
鳴
ら
し
た
爆
竹
を
合
図
に
守
徳
寺
へ
向
け
て
出
発
し
た
。
小

学
六
年
生
が
タ
カ
バ
リ
を
掲
げ
て
行
列
の
先
頭
に
立
つ
。
ボ
ン
ヅ
ナ
は
親
方
の
男
子
が

先
頭
で
引
っ
張
り
、
そ
の
後
ろ
に
小
学
一
年
生
か
ら
六
年
生
が
学
年
順
に
並
ん
で
綱
を

引
く
。
胴
体
に
付
け
ら
れ
た
舵
取
り
用
の
縄
は
中
学
一
・
二
年
生
た
ち
が
受
け
も
つ
。

掛
け
声
は
「
わ
っ
し
ょ
い
、
が
っ
し
ょ
い
」
の
連
呼
で
、
ボ
ン
ヅ
ナ
は
引
き
ず
ら
れ
る

形
で
道
を
進
ん
だ
。

　

定
め
ら
れ
た
ル
ー
ト
を
通
り
五
分
ほ
ど
で
守
徳
寺
山
門
の
坂
下
に
到
着
す
る
と
、
親

方
が
爆
竹
を
鳴
ら
し
、
ボ
ン
ヅ
ナ
は
山
門
を
く
ぐ
り
抜
け
て
境
内
に
入
っ
た
（
写
真
１

参
照
）。
こ
の
と
き
に
は
、先
祖
の
お
迎
え
に
き
た
人
た
ち
が
境
内
に
た
く
さ
ん
集
ま
っ

て
い
て
盆
綱
の
様
子
を
見
守
る
。
山
門
か
ら
本
堂
の
近
く
ま
で
直
進
す
る
と
、
ボ
ン
ヅ

ナ
を
お
ろ
し
て
休
憩
に
な
る
。
寺
か
ら
は

飲
み
物
の
振
る
舞
い
（
接
待
）
が
あ
っ
た
。

こ
の
休
憩
の
時
間
を
使
っ
て
、
タ
カ
バ
リ

や
子
供
た
ち
の
も
つ
提
灯
に
火
が
と
も
さ

れ
る
。
提
灯
へ
火
が
と
も
る
こ
と
は
ボ
ン

ヅ
ナ
に
先
祖
が
乗
っ
た
「
印
」
だ
と
さ
れ

る
。

　

十
分
ほ
ど
休
憩
を
と
る
と
、
寺
を
出
発

し
て
巡
行
が
始
ま
っ
た
。館
山
を
通
っ
て
、

出
口
か
ら
内
山
口
へ
と
決
め
ら
れ
た
ル
ー

ト
を
進
む
。
下
岩
崎
で
は
家
一
軒
一
軒
に

立
ち
寄
る
こ
と
は
な
く
、
綱
を
引
き
ず
り

生
活
道
路
を
歩
く
だ
け
で
あ
る
。
掛
け
声

写真 6 　守徳寺（墓地）で提灯に火をともす

の
心
配
が
あ
っ
た
た
め
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
が
か
け
ら
れ
た
。
ボ
ン
ヅ
ナ
を
作
り
終
え
た
参
加
者

た
ち
は
集
落
セ
ン
タ
ー
に
上
が
っ
て
、
親
方
の
母
親
た
ち
が
用
意
し
た
ア
イ
ス
や
お
茶
を
い

た
だ
き
、
し
ば
ら
く
談
笑
し
て
解
散
し
た
。 

② 

迎
え 

 

午
後
六
時
頃
に
な
る
と
子
供
た
ち
が
ボ
ン
ヅ
ナ
の
置
か
れ
た
辻
に
三
々
五
々
集
ま
っ
て
き

た
。
子
供
た
ち
は
体
操
服
姿
で
学
年
ご
と
に
色
分
け
さ
れ
た
鉢
巻
を
し
め
、
提
灯
を
手
に
し

て
い
る
。 

 

六
時
十
五
分
、
親
方
が
鳴
ら
し
た
爆
竹
を
合
図
に
守
徳
寺
へ
向
け
て
出
発
し
た
。
小
学
六

年
生
が
タ
カ
バ
リ
を
掲
げ
て
行
列
の
先
頭
に
立
つ
。
ボ
ン
ヅ
ナ
は
親
方
の
男
子
が
先
頭
で
引

っ
張
り
、
そ
の
後
ろ
に
小
学
一
年
生
か
ら
六
年
生
が
学
年
順
に
並
ん
で
綱
を
引
く
。
胴
体
に

付
け
ら
れ
た
舵
取
り
用
の
縄
は
中
学
一
・
二
年
生
た
ち
が
受
け
も
つ
。
掛
け
声
は
「
わ
っ
し

ょ
い
、
が
っ
し
ょ
い
」
の
連
呼
で
、
ボ
ン
ヅ
ナ
は
引
き
ず
ら
れ
る
形
で
道
を
進
ん
だ
。 

定
め
ら
れ
た
ル
ー
ト
を
通
り
五
分
ほ
ど
で
守
徳

寺
山
門
の
坂
下
に
到
着
す
る
と
、
親
方
が
爆
竹

を
鳴
ら
し
、
ボ
ン
ヅ
ナ
は
山
門
を
く
ぐ
り
抜
け

て
境
内
に
入
っ
た
（
写
真
１
参
照
）。
こ
の
と
き

に
は
先
祖
の
お
迎
え
に
き
た
人
た
ち
が
境
内
に

た
く
さ
ん
集
ま
っ
て
い
て
盆
綱
の
様
子
を
見
守

る
。
山
門
か
ら
ま
っ
す
ぐ
に
本
堂
の
近
く
ま
で

直
進
す
る
と
ボ
ン
ヅ
ナ
を
お
ろ
し
て
休
憩
に
な

る
。
寺
か
ら
は
飲
み
物
の
振
る
舞
い
（
接
待
）
が 

あ
っ
た
。
こ
の
休
憩
の
時
間
を
使
っ
て
、
タ
カ

バ
リ
や
子
ど
も
た
ち
の
も
つ
提
灯
に
火
が
と
も

さ
れ
る
。
提
灯
へ
火
が
と
も
る
こ
と
は
ボ
ン
ヅ

ナ
に
先
祖
が
乗
っ
た
「
印
」
だ
と
さ
れ
る
。 

十
分
ほ
ど
休
憩
を
と
る
と
、
寺
を
出
発
し
て
巡

行
が
始
ま
っ
た
。
館
山
を
通
っ
て
、
出
口
か
ら 

写真６ 守徳寺（墓地）で提灯に火をともす 

終終点点 

出出発発 

高高野野家家 

守守徳徳寺寺 

爆爆竹竹発発破破 

図３ 順路図   

宿宿口口 

館館山山 

出出口口 

内内山山口口 

図 3 　順路図　　

100m
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は
終
始
「
わ
っ
し
ょ
い
、
が
っ
し
ょ
い
」
で
、
声
が
小
さ
い
と
中
学
生
た
ち
か
ら
「
声

を
だ
し
て
」
と
檄
が
飛
ぶ
。
途
中
、
民
家
が
途
切
れ
た
後
、
再
び
民
家
に
近
づ
く
時
に

は
親
方
が
爆
竹
を
鳴
ら
し
て
盆
綱
が
や
っ
て
来
た
こ
と
を
知
ら
せ
る
。
ル
ー
ト
沿
い
の

家
で
は
門
口
ま
で
出
て
、
盆
綱
が
通
る
の
を
見
守
っ
た
り
、
子
供
た
ち
に
声
を
か
け
た

り
し
て
い
た
（
写
真
７
）。
こ
の
日
は
暑
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
水
分
補
給
の
た
め
の
小

休
止
が
二
回
あ
っ
た
。

　

七
時
二
十
五
分
、
内
山
口
に
あ
る
高
野
家
に
着
く
と
子
供
た
ち
へ
の
振
る
舞
い
（
お

茶
出
し
）
が
あ
り
、
長
め
の
休
憩
を
と
っ
た
。
高
野
家
が
休
憩
場
所
と
な
る
の
は
、
守

徳
寺
と
高
野
家
と
の
古
い
関
わ
り
に
由
来
す
る
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
高
野
家
が
集
落
の

北
端
に
あ
り
、
こ
の
家
だ
け
は
庭
を
通
過
し
て
集
落
東
側
の
通
り
に
出
な
い
と
、
盆
綱

が
ル
ー
ト
を
逆
戻
り
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
だ
と
も
い
う
。

　

二
十
分
ほ
ど
の
休
憩
を
終
え
る
と
、
再
び
通
り
に
出
て
、
そ
の
ま
ま
宿
口
の
集
落
内

を
南
下
し
て
台
地
を
下
り
、
水
田
へ
出
た
。
そ
し
て
、
水
田
脇
の
通
行
の
邪
魔
に
な
ら

な
い
場
所
に
ボ
ン
ヅ
ナ
が
下
ろ
さ
れ
た
。親
方
は
そ
の
近
く
で
余
っ
た
爆
竹
を
鳴
ら
し
、

そ
の
ま
ま
皆
で
歩
い
て
セ
ン
タ
ー
へ
戻
っ
た
。
時
刻
は
ち
ょ
う
ど
八
時
で
あ
っ
た
。

　

セ
ン
タ
ー
へ
戻
る
と
、
母
親
た
ち
が
手
配
し
て
お
い
た
弁
当
が
用
意
さ
れ
て
い
た
。

子
供
た
ち
は
弁
当
を
食
し
、
最
後
に
図
書
カ
ー
ド
な
ど
が
分
配
さ
れ
て
盆
綱
の
行
事
は

終
了
し
た
。

〔
綱
の
取
り
扱
い
〕

　

下
岩
崎
で
は
、
ボ
ン
ヅ
ナ
を
跨
い
で
は
い
け
な
い
な
ど
と
い
う
禁
忌
は
な
か
っ
た
。

む
し
ろ
、
昔
は
上
級
生
が
盆
綱
に
跨
っ
て
邪
魔
を
し
て
し
ま
い
、
重
た
く
な
っ
た
ボ
ン

ヅ
ナ
を
引
く
の
が
大
変
だ
っ
た
と
い
う
。「
小
さ
な
子
供
た
ち
に
と
っ
て
は
試
練
だ
っ

た
」
と
語
る
話
者
も
い
た
。
雨
が
降
る
と
ボ
ン
ヅ
ナ
が
水
を
吸
っ
て
さ
ら
に
重
み
が
増

し
て
し
ま
い
、
大
変
だ
っ
た
そ
う
だ
。

　

盆
綱
の
翌
朝
（
十
四
日
）、
ボ
ン
ヅ
ナ
は
親
た
ち
が
燃
や
し
て
処
分
さ
れ
る
。
そ
の

際
に
井
戸
綱
や
台
車
は
回
収
す
る
。
実
際
の
井
戸
綱
を
使
っ
て
い
た
頃
は
使
い
古
し

だ
っ
た
の
で
、
取
り
外
さ
ず
に
そ
の
ま
ま
一
緒
に
焼
却
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

〔
各
家
の
盆
行
事
〕

　

墓
掃
除
は
家
ご
と
に
行
い
、
集
落
で
一

斉
に
実
施
す
る
こ
と
は
な
い
。

　

新
盆
の
家
で
は
八
月
九
日
頃
に
高
灯
籠

を
庭
に
立
て
る
風
習
が
あ
っ
た
。し
か
し
、

各
家
単
位
で
高
灯
籠
を
立
て
る
の
は
大
変

な
の
で
、
い
つ
の
頃
か
ら
か
新
盆
の
家
の

人
た
ち
が
、
共
同
で
集
落
セ
ン
タ
ー
の
敷

地
に
一
基
だ
け
立
て
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
の
た
め
、
お
盆
の
期
間
は
新
盆
の
人
た

ち
が
集
落
セ
ン
タ
ー
に
つ
め
て
い
た
。
だ

が
、
二
十
年
程
前
に
高
灯
籠
の
風
習
は
な

写真 ７ 　集落内の巡行を見守る人たち

写真 ８ 　高野家での休憩

写真 9 　水田脇におかれたボンヅナ、タカバリ
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く
な
っ
た
と
い
う
。

　

八
月
十
三
日
、
早
い
家
で
は
朝
か
ら
墓
地
（
守
徳
寺
）
に
行
っ
て
お
供
え
を
し
、
提

灯
に
火
を
と
も
し
て
先
祖
を
迎
え
る
。
お
供
え
は
里
芋
の
葉
に
細
か
く
刻
ん
だ
ナ
ス
と

ア
ラ
ヨ
ネ
を
載
せ
た
も
の
で
、
む
か
し
は
お
供
え
用
の
棚
を
作
っ
た
。
多
く
の
家
で
は

夕
方
に
墓
地
へ
迎
え
に
い
っ
て
、
盆
綱
が
出
発
す
る
の
を
見
守
り
な
が
ら
提
灯
に
火
を

灯
し
て
家
に
持
ち
帰
る
。
提
灯
の
火
を
仏
壇
に
移
す
こ
と
に
よ
り
、
先
祖
の
霊
を
迎
え

た
。
各
家
で
盆
棚
を
作
る
こ
と
は
な
い
。
盥
な
ど
を
縁
側
に
用
意
す
る
こ
と
も
な
い
。

　

八
月
十
四
日
・
十
五
日
は
新
盆
の
家
に
挨
拶
に
い
く
。

　

八
月
十
六
日
は
、
午
前
中
に
守
徳
寺
で
施
餓
鬼
（
新
盆
大
施
食
会
）
が
行
わ
れ
る
の

で
、
新
盆
の
家
が
出
席
を
す
る
。
ま
た
午
後
に
は
、
新
盆
の
家
と
希
望
者
へ
塔
婆
が
授

け
ら
れ
る
。
こ
の
日
は
各
家
の
送
り
の
日
に
な
っ
て
お
り
、
提
灯
に
火
を
と
も
し
て
お

寺
へ
送
っ
て
い
く
。

〔
歴
史
的
変
遷
〕

①　

実
施
主
体
に
つ
い
て

　

盆
綱
は
、
小
学
三
年
生
～
中
学
二
年
生
ま
で
の
男
子
が
行
う
も
の
だ
っ
た
。
そ
れ
が

遅
く
と
も
昭
和
四
十
五
年
ま
で
に
は
小
学
一
年
生
か
ら
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
、
子

供
が
少
な
く
な
っ
た
こ
と
で
、
十
年
以
上
前
か
ら
女
子
も
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

四
十
～
五
十
人
も
の
子
供
た
ち
が
参
加
し
て
い
た
頃
の
盆
綱
は
、
現
在
の
二
倍
を
超
え

る
長
さ
が
あ
っ
た
と
い
う
。
当
時
は
舵
取
り
役
の
中
学
生
が
た
く
さ
ん
い
た
の
で
、
長

い
ボ
ン
ヅ
ナ
を
引
き
ず
っ
て
い
て
も
、
道
の
角
を
曲
が
る
の
は
容
易
だ
っ
た
。

　

か
つ
て
、
真
菰
の
準
備
は
子
供
た
ち
だ
け
で
行
っ
て
い
た
。
牛
久
沼
に
田
舟
を
出
し

て
真
菰
を
刈
り
取
り
、
材
料
の
準
備
を
し
た
。
夏
休
み
に
な
る
と
、
毎
日
の
よ
う
に
田

舟
が
で
て
い
た
と
い
う
。
し
か
し
、
子
供
た
ち
だ
け
で
の
真
菰
の
準
備
が
難
し
く
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
現
在
は
各
家
で
用
意
を
し
て
も
ら
う
よ
う
に
な
っ
た
。
頭
部
に
台
車
を

つ
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
、少
な
い
子
供
た
ち
で
引
け
る
よ
う
に
し
た
工
夫
で
あ
る
。

　

あ
る
年
配
者
は
、
盆
綱
は
子
供
た
ち
が
初
め
て
体
験
す
る
経
済
活
動
だ
っ
た
と
語
っ

て
く
れ
た
。
昔
は
集
め
た
お
金
を
親
方
が
い
か
に
使
い
、
ど
の
位
を
取
り
分
と
し
て
残

せ
る
か
が
子
供
た
ち
の
関
心
事
で
あ
っ
た
。
残
っ
た
お
金
は
親
方
ら
の
裁
量
で
分
配
し

た
。
モ
ノ
が
豊
か
で
な
か
っ
た
頃
は
、
お
金
を
工
面
し
て
残
し
、
自
転
車
に
乗
っ
て
マ

チ
場
で
梨
や
バ
ナ
ナ
を
買
い
求
め
、
皆
で
分
け
た
。
子
ど
も
に
と
っ
て
は
大
き
な
楽
し

み
だ
っ
た
と
い
う
。
現
在
は
親
た
ち
の
管
理
す
る
部
分
が
大
き
い
。

　

ボ
ン
ヅ
ナ
自
体
を
編
む
作
業
は
、
昔
か
ら
大
人
が
担
っ
て
き
た
。
た
だ
し
、
新
盆
に

あ
た
る
家
の
人
が
出
て
く
る
こ
と
か
ら
、
毎
年
決
ま
っ
た
人
が
作
る
こ
と
に
は
な
ら
な

い
。
人
手
不
足
や
世
代
交
代
も
進
ん
だ
こ
と
か
ら
、
そ
の
製
作
技
術
の
伝
承
が
難
し
く

な
っ
て
き
た
。
そ
の
た
め
、
塚
本
さ
ん
の
よ
う
な
毎
年
中
心
的
な
役
割
を
す
る
方
の
存

在
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
。
塚
本
さ
ん
は
、
小
学
校
低
学
年
か
ら
中
学
生
二
年
生
ま
で

の
年
の
離
れ
た
子
供
た
ち
が
、
地
区
の
中
で
一
緒
に
活
動
す
る
こ
の
行
事
を
大
切
に
し

た
い
と
考
え
て
お
り
、
協
力
を
し
て
い
る
と
い
う
。

②　

墓
地
・
守
徳
寺
の
こ
と

　

戦
前
は
、
守
徳
寺
境
内
の
お
墓
の
中
を
ボ
ン
ヅ
ナ
が
回
っ
て
か
ら
出
発
し
た
。
し
か

し
、
墓
石
が
増
え
て
か
ら
は
、
墓
地
で
盆
綱
を
引
く
の
は
危
な
く
な
り
や
め
た
。
盆
綱

が
終
わ
る
と
、
そ
の
晩
の
う
ち
に
タ
カ
バ
リ
の
提
灯
を
守
徳
寺
に
持
っ
て
い
っ
て
納
め

た
。
提
灯
を
持
っ
て
い
く
と
お
寺
か
ら
お
金
を
も
ら
え
た
と
い
う
。
そ
の
頃
は
提
灯
を

毎
年
新
調
し
て
い
た
が
、
今
は
親
た
ち
が
提
灯
を
保
管
し
て
お
き
再
利
用
す
る
。

〔
所
見
〕

① 

「
仏
迎
え
」
と
そ
の
二
重
性

　

下
岩
崎
地
区
の
盆
綱
で
は
、
墓
地
の
あ
る
守
徳
寺
で
タ
カ
バ
リ
や
手
持
ち
の
提
灯
に

火
を
灯
す
こ
と
に
よ
り
、
ボ
ン
ヅ
ナ
に
先
祖
の
霊
が
乗
り
、
ボ
ン
ヅ
ナ
が
巡
行
す
る
こ

と
で
各
家
に
先
祖
の
霊
が
迎
え
ら
れ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
巡
行
は
、
墓

地
（
寺
）
を
出
発
点
と
し
て
集
落
を
大
き
く
一
周
す
る
よ
う
な
形
で
行
わ
れ
る
。
戦
前

は
墓
地
そ
の
も
の
を
回
っ
て
か
ら
出
発
し
て
い
た
こ
と
や
、
ボ
ン
ヅ
ナ
を
編
む
作
業
が

新
盆
の
家
々
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
も
、
下
岩
崎
の
盆
綱
は
「
仏
迎
え
」
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の
行
為
と
み
て
間
違
い
な
い
。

　

た
だ
し
、
各
家
で
も
十
三
日
に
墓
地
へ

行
き
、
提
灯
に
火
を
灯
し
て
家
ご
と
に
先

祖
を
迎
え
る
こ
と
が
並
行
し
て
行
わ
れ
て

い
る
。
多
く
の
家
が
夕
方
に
墓
地
に
訪
れ

る
た
め
、各
家
の
提
灯
を
持
っ
た
人
々
が
、

盆
綱
の
休
憩
・
出
発
の
場
に
居
合
わ
せ
る

こ
と
に
な
る
（
写
真
10
）。
見
守
る
人
々

は
百
名
近
く
も
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
盆

綱
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
ム
ラ
と
し
て
の
仏

迎
え
と
、
イ
エ
を
単
位
と
し
た
仏
迎
え
と

が
、
い
わ
ば
二
重
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と

を
示
し
て
い
る
。
な
お
、
下
岩
崎
で
は
盆

綱
に
よ
る
迎
え
は
あ
る
が
送
り
は
な
く
、
送
り
は
十
六
日
に
家
ご
と
に
行
っ
て
い
る
。

②　

寺
の
関
与

　

守
徳
寺
で
は
出
発
前
に
接
待
が
あ
り
、
か
つ
て
は
使
用
し
た
タ
カ
バ
リ
の
提
灯
を
寺

に
納
め
に
い
た
。
し
か
し
、
住
職
（
僧
侶
）
が
読
経
を
し
た
り
、
ボ
ン
ヅ
ナ
を
清
め
た

り
す
る
こ
と
は
な
く
、
行
事
そ
の
も
の
に
直
接
関
与
を
し
て
い
る
印
象
は
う
す
い
。
先

に
も
述
べ
た
通
り
、
盆
綱
は
寺
と
し
て
の
行
事
と
い
う
よ
り
も
、
境
内
に
あ
る
墓
地
を

出
発
点
に
し
た
行
事
と
考
え
る
方
が
妥
当
か
と
思
う
。
な
お
、
高
野
家
が
守
徳
寺
と
関

わ
り
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
休
憩
を
す
る
と
い
う
伝
承
は
興
味
深
い
。詳
細
は
不
明
だ
が
、

高
野
家
は
守
徳
寺
の
世
話
役
を
務
め
た
家
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

③　

真
菰
で
つ
く
る
ボ
ン
ヅ
ナ

　

下
岩
崎
地
区
の
ボ
ン
ヅ
ナ
は
、
牛
久
沼
の
真
菰
を
利
用
し
て
作
ら
れ
て
い
る
。
真
菰

は
各
家
か
ら
提
供
を
受
け
て
い
る
が
、
こ
れ
は
元
々
子
供
た
ち
が
集
め
て
い
た
。
真
菰

で
綱
を
作
る
の
は
隣
接
す
る
小
茎
地
区
で
も
同
様
で
あ
り
、
牛
久
沼
が
身
近
で
あ
っ
た

地
域
の
特
長
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
、
小
茎
の
ボ
ン
ヅ
ナ
と
は
形
態
が
大

き
く
異
な
っ
て
お
り
、
同
じ
材
料
を
利
用
し
な
が
ら
も
個
性
が
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え

る
。

　

ま
た
、
タ
カ
バ
リ
が
先
頭
に
つ
く
の
も
下
岩
崎
地
区
の
特
長
で
あ
る
。
こ
れ
は
高
張

提
灯
の
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
色
紙
で
飾
り
を
つ
け
、
先
端
に
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
挿
す
。
盆

綱
の
先
頭
に
大
き
な
提
灯
が
立
つ
の
は
阿
見
町
実
穀
に
も
み
ら
れ
る
が
、
事
例
と
し
て

は
少
な
い
。
な
ぜ
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
な
の
か
は
不
明
で
あ
っ
た
。

　〔
情
報
提
供
者
〕

　

塚
本　

和
男
さ
ん
（
昭
和
三
十
三
年
生
ま
れ
）

〔
参
考
文
献
〕

『
茨
城
県
の
地
名
』（
日
本
歴
史
地
名
体
系
八
）、
平
凡
社
、
一
九
八
二
年

茎
崎
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
茎
崎
町
史
』、
茎
崎
町
、
一
九
九
四
年

茎
崎
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
茎
崎
町
史
編
さ
ん
資
料
』（
近
世
・
近
代
史
料
集
）、

茎
崎
町
、
一
九
九
三
年

〔
そ
の
他
〕

曹
洞
宗
岩
崎
山
守
徳
寺
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
最
終
閲
覧
日
：
二
〇
二
〇
年
五
月
二
十
三

日
）https://shutokujisotoshu.w

ixsite.com
/shutokuji

（
萩
谷　

良
太
）

写真10　先祖の霊を迎えにきた人々とボンヅナ
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二
〇
　
栗く
り
は
ら原
（
つ
く
ば
市
）
の
盆
綱

〔
地
区
名
〕

　

つ
く
ば
市
栗
原

〔
地
区
の
概
況
〕

　

つ
く
ば
市
栗
原
は
、
茨
城
県
南
部
、
つ
く
ば
市
の
中
央
部
に
位
置
し
、
平
成
二
十
七

年
（
二
〇
一
五
）
年
四
月
一
日
時
点
で
、
世
帯
数
六
四
五
戸
（
一
六
一
一
人
）
で
構
成

さ
れ
て
い
る
地
域
で
あ
る
〔
つ
く
ば
市
、
二
〇
二
〇
〕。

　

現
在
の
つ
く
ば
市
の
市
域
は
、
昭
和
六
十
二
年
（
一
九
八
七
）
の
大
穂
町
・
豊
里

町
・
谷
田
部
町
・
桜
村
の
合
併
に
よ
る
つ
く
ば
市
の
成
立
、
翌
六
十
三
年
の
筑
波
町
の

合
併
及
び
平
成
十
四
年
（
二
〇
〇
二
）
の
茎
崎
町
の
合
併
に
よ
っ
て
成
立
し
た
も
の
で

あ
る
〔
つ
く
ば
市
、　

二
〇
一
八
①
〕。
栗
原
は
、
こ
の
う
ち
桜
村
に
属
し
て
い
た
。
そ

の
桜
村
は
、
昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）
に
栄
村
・
九
重
村
・
栗
原
村
が
合
併
し
て
で

き
た
村
で
あ
り
、
現
在
の
栗
原
は
、
こ
の
栗
原
村
（
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
に

栗
原
・
上
野
・
蓮
沼
の
各
村
が
合
併
し
て
成
立
、
そ
の
後
昭
和
二
十
八
年
に
蓮
沼
の
一

部
が
大
穂
町
に
編
入
）
に
あ
た
る
〔
日
本
歴
史
地
名
大
系　

第
八
巻
『
茨
城
県
の
地
名
』

一
九
八
二
〕。
ま
た
『
桜
村
史
』
に
は
、
桜
村
概
況
（
小
字
一
覧
）
の
中
に
栗
原
の
記

載
が
あ
る
〔『
桜
村
史
』
上
巻
、
一
八
九
二
〕。

　

栗
原
は
、
台
坪
・
中
坪
・
下
坪
・
乾
島
の
四
つ
の
地
区
に
分
か
れ
て
い
る
。
こ
の
う

ち
、
現
在
も
盆
綱
を
継
承
し
て
い
る
地
区
は
、
下
坪
を
除
い
た
台
坪
・
中
坪
・
乾
島
の

三
地
区
で
あ
る
。

Ⅰ　

台だ
い
つ
ぼ坪
地
区 

〔
台
坪
の
概
況
〕

　

台
坪
地
区
は
旧
栗
原
村
の
西
部
に
位
置
し
、
地
区
内
を
県
道
一
二
八
号
土
浦
大
曽
根

線
が
走
っ
て
い
る
。
世
帯
数
は
二
百
程
で
、
一
～
十
二
班
に
分
か
れ
て
い
る
。
昭
和
五
十

年
（
一
九
七
五
）
頃
に
団
地
が
出
来
、
ま
た
転
居
に
よ
り
新
し
く
家
を
構
え
る
人
が
増
え

て
世
帯
数
が
増
加
し
た
。
昔
か
ら
存
在
す
る
班
は
一
班
～
五
班
で
、
特
に
二
班
は
栗
原
の

下
坪
地
区
か
ら
最
初
に
台
坪
に
移
り
住
ん
で
き
た
人
た
ち
が
住
ん
で
い
る
と
い
う
。

　

集
落
の
集
会
場
所
で
あ
る
台
坪
研
修
セ
ン
タ
ー
は
、
昔
万
福
寺
と
い
う
寺
院
が
あ
っ

た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
古
く
か
ら
の
家
の
多
く
が
万
福
寺
の
檀
家
で
あ
っ
た
が
、
明
治

時
代
頃
に
万
福
寺
が
廃
寺
に
な
っ
た
た
め
、
乾
島
地
区
に
檀
那
寺
を
変
え
る
家
が
多

か
っ
た
と
い
う
。
現
在
は
研
修
セ
ン
タ
ー
の
ほ
か
、
墓
地
や
ボ
ン
ヅ
ナ
の
材
料
と
な
る

小
麦
藁
を
保
管
す
る
虚
空
堂
が
あ
る
（
写
真
１
）。

〔
実
施
主
体
〕

　

実
施
主
体
は
小
学
五
年
生
～
中
学
三
年
生
の
男
女
約
二
十
人
で
あ
る
。
平
成
三
十
年

（
二
〇
一
八
）ま
で
は
、子
供
は
小
学
六
年
生
以
上
で
あ
っ
た
が
、令
和
元
年（
二
〇
一
九
）

か
ら
小
学
五
年
生
も
含
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
女
子
が
参
加
す
る
の
は
四
年

ぶ
り
の
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。

　

盆
綱
に
参
加
す
る
子
供
た
ち
の
保
護
者
同
士

で
、「
台
坪
盆
綱
役
員
」
と
い
う
組
織
が
結
成

さ
れ
て
い
る
。
盆
綱
の
準
備
か
ら
片
付
け
ま
で

の
段
取
り
や
調
整
は
、
盆
綱
役
員
の
保
護
者
た

ち
が
担
当
し
て
い
る
。
盆
綱
役
員
の
長
を
「
親

方
」
と
呼
び
、
中
学
三
年
生
の
保
護
者
が
務
め

る
。
令
和
元
年
は
二
人
の
保
護
者
が
親
方
を
務

め
、
一
人
は
警
察
へ
の
道
路
の
使
用
許
可
な
ど

の
外
部
機
関
と
の
交
渉
、
も
う
一
人
は
主
に
準

備
の
取
り
ま
と
め
を
行
っ
て
い
た
。

　

ま
た
、
ボ
ン
ヅ
ナ
作
り
の
際
に
は
、
昔
か
ら

台
坪
に
住
ん
で
い
る
高
齢
の
方
が
数
名
参
加
し

写真 1 　研修センターの虚空堂
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て
、
子
供
た
ち
や
父
親
ら
に
作
り
方
を
指
導
す
る
。

　

盆
綱
参
加
者
（
盆
綱
役
員
を
構
成
し
て
い
る
家
族
）
は
、
参
加
料
と
し
て
一
家
族
当

た
り
千
円
ず
つ
収
め
て
い
る
。
こ
の
お
金
と
、
台
坪
地
区
か
ら
支
払
わ
れ
る
補
助
金
が

主
な
運
営
費
と
な
る
。
盆
綱
当
日
は
一
家
族
一
合
の
お
米
を
持
参
し
、
終
了
後
の
夕
飯

に
充
て
る
。

〔
実
施
日
〕

①　

準
備　

親
方
を
中
心
と
す
る
台
坪
盆
綱
役
員
の
メ
ン
バ
ー
が
、
五
月
中
旬
頃
か
ら

打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、
つ
く
ば
市
役
所
、
つ
く
ば
中
央
警
察
に
道
路
使
用
届
、
道
路

許
可
申
請
書
を
提
出
す
る
。

　
　

製
作　

八
月
四
日
、
十
一
日
、
十
三
日
、
午
前
八
時
～
十
二
時
頃　

ボ
ン
ヅ
ナ
製
作

②　

迎
え　

八
月
十
三
日　

午
後
四
時
～
午
前
零
時
。
雨
天
決
行

③　

送
り　

な
し

④　

片
付
け　

八
月
十
四
日
午
前
中

〔
綱
の
形
状
〕

　

主
な
素
材
は
竹
、
笹
、
縄
、
小
麦
わ
ら
で
あ
る
。
小
麦
わ
ら
は
、
台
坪
の
外
に
住
ん

で
い
る
小
麦
を
作
っ
て
い
る
農
家
に
お
願
い
し
て
分
け
て
も
ら
い
、
研
修
セ
ン
タ
ー
敷

地
内
の
虚
空
堂
（
写
真
１
）
の
中
に
保
管
し
て
お
く
。
竹
や
笹
は
、
研
修
セ
ン
タ
ー
周

辺
の
竹
林
所
有
者
の
許
可
を
取
っ
て
採
集
す
る
。

　

芯
に
な
る
竹
に
縄
を
巻
き
、
そ
の
上
に
小
麦
わ
ら
を
束
ね
、
緩
ま
な
い
よ
う
縄
で
二

～
三
回
締
め
直
す
（
写
真
２
）。
持
ち
手
と
な
る
竹
二
本
を
胴
体
前
部
に
突
き
挿
し
た

後
（
写
真
３
）、
バ
ー
ナ
ー
で
炙
っ
て
曲
げ
た
竹
の
上
か
ら
、
小
麦
わ
ら
を
巻
い
て
作
っ

た
上
顎
と
下
顎
を
付
け
、さ
ら
に
竹
で
作
っ
た
歯
を
両
顎
に
突
き
刺
し
て
口
を
作
る（
写

真
４
）。
口
の
中
に
は
提
灯
や
水
引
も
付
け
る
。
ま
た
、
胴
体
後
部
に
は
縄
で
持
ち
手

を
作
る
。
胴
体
の
上
に
笹
を
乗
せ
、
十
三
日
の
朝
に
研
修
セ
ン
タ
ー
周
辺
で
採
集
す
る

「
ト
ン
デ
ン
バ
ラ
」
と
呼
ば
れ
る
ト
ゲ
の
つ
い
た
植
物
を
尾
の
部
分
に
付
け
て
、
龍
の

尾
を
表
現
す
る
。
尾
に
は
こ
の
他
に
竹
で
作
っ
た
鳴
子
も
付
け
、
頭
に
大
工
が
作
っ
て

く
れ
る
「
御
神
」
を
三
つ
付
け
て
完
成
で
あ
る
（
写
真
５
）。

写真 2 　小麦わらの上から縄を巻く

写真 4 　ボンヅナの口

写真 3 　ボンヅナの胴体に持ち手を挿す

写真 5 　完成したボンヅナ
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〔
綱
の
取
扱
い
〕

　

移
動
す
る
際
は
、
ボ
ン
ヅ
ナ
の
前
部
を
持
つ
子
供
た
ち
は
、
胴
体
に
刺
さ
っ
た
竹
の

持
ち
手
を
握
り
、
後
部
を
持
つ
子
供
た
ち
や
母
親
ら
は
、
胴
体
に
付
け
た
縄
の
持
ち
手

を
握
り
、
胸
の
前
辺
り
に
持
っ
て
移
動
す
る
。

〔
詳
細
〕

①　

準
備

　

八
月
に
入
る
と
、
台
坪
研
修
セ
ン
タ
ー
で
ボ
ン
ヅ
ナ
を
製
作
す
る
。
ま
ず
八
月
四
日

に
、
竹
林
で
ボ
ン
ヅ
ナ
の
芯
や
持
ち
手
と
な
る
竹
や
笹
を
切
り
出
し
（
写
真
６
）、
研

修
セ
ン
タ
ー
ま
で
運
び
、
胴
体
や
顔
を
作
る
。
そ
し
て
十
一
日
は
、
持
ち
手
の
装
着
ま

で
を
行
い
、
十
三
日
の
午
前
中
に
、
胴
体
に
顔
を
取
り
付
け
る
作
業
と
ト
ン
デ
ン
バ
ラ

や
笹
、「
御
神
」
な
ど
の
飾
り
付
け
を
行
っ
た
。

　

胴
体
作
り
は
父
親
た
ち
を
中
心
に
行
い
、子
供
た
ち
は
ボ
ン
ヅ
ナ
（
龍
と
も
呼
ぶ
）
の
牙
、

持
ち
手
の
製
作
を
行
っ
た
（
写
真
７
）。
若
い
保
護
者
や
他
か
ら
引
越
し
て
き
た
保
護
者
は
、

ボ
ン
ヅ
ナ
の
作
り
方
が
わ
か
ら
な
い
の
で
、地
元
の
高
齢
の
方
か
ら
詳
し
く
教
わ
っ
て
い
た
。

　

ま
た
、
ボ
ン
ヅ
ナ
づ
く
り
と
並
行
し
て
、
巡
行
中
休
憩
す
る
際
に
ボ
ン
ヅ
ナ
を
乗
せ

る
枕
も
作
っ
た
。こ
の
間
、母
親
た
ち
は
室
内
に
待
機
し
て
お
茶
汲
み
等
を
行
っ
て
い
た
。

②　

迎
え

　

八
月
十
三
日
は
、
午
後
四
時
に
台
坪
研
修
セ
ン
タ
ー
に
集
合
す
る
。
子
供
た
ち
は
、

虚
空
堂
の
周
り
を
三
周
回
っ
て
か
ら
、
出
発
点
ま
で
ボ
ン
ヅ
ナ
を
持
っ
て
移
動
す
る
。

母
親
た
ち
は
、
子
供
た
ち
と
一
緒
に
ボ
ン
ヅ
ナ
を
担
ぎ
（
写
真
８
）、
父
親
た
ち
は
無

線
で
連
絡
を
取
り
合
い
な
が
ら
ボ
ン
ヅ
ナ
の
前
後
に
つ
い
て
、
警
備
や
交
通
整
理
等
を

行
う
。
ボ
ン
ヅ
ナ
の
枕
を
載
せ
た
軽
ト
ラ
ッ
ク
も
後
ろ
か
ら
連
い
て
行
く
。
提
灯
を
持

つ
子
が
「
ボ
ン
ダ
ナ
ゴ
ー
ザ
ッ
タ
」
と
声
を
上
げ
る
と
、
全
員
で
「
ホ
ー
ト
ケ
サ
ー
マ

ゴ
ー
ザ
ッ
タ
ー
」
と
続
く
。

　

盆
綱
に
来
て
も
ら
い
た
い
人
は
、
道
沿
い
や
家
の
前
で
待
機
し
て
い
る
。
ま
た
、
古
く

か
ら
の
家
を
中
心
に
、
必
ず
寄
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
家
も
あ
る
。
新
盆
宅
は
、
必
ず
ま

わ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
提
灯
を
持
つ
子
が
家
の
人
か
ら
お
金
を
受
け
取
る
と
、「
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
の
か
け
声
と
共
に
、ボ
ン
ヅ
ナ
を
高
く
持
ち
上
げ
る
（
写
真
９
）。

　

午
後
九
時
四
十
五
分
頃
に
巡
行
を
終
え
る
と
、
そ
の
場
で
ボ
ン
ヅ
ナ
を
解
体
し
、
軽
ト

ラ
ッ
ク
に
積
ん
で
、
研
修
セ
ン
タ
ー
裏
手
の
空
地
ま
で
運
ん
で
焼
却
す
る
（
写
真
10
）。
焼

写真 6 　竹や笹を切り出し研修セン
ターに運ぶ

写真 ８ 　ボンヅナを持って移動する子
供たちと保護者

写真 ７ 　牙を作る子供

写真 9 　掛け声と共にボンヅナを持
ち上げる
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却
に
は
中
学
生
と
大
人
数
名
が
同
行
す
る
ほ
か
、
台
坪
の
消
防
団
に
も
手
伝
っ
て
も
ら
う
。

　

焼
却
が
終
わ
る
と
研
修
セ
ン
タ
ー
に
戻
り
、
母
親
た
ち
が
作
っ
た
カ
レ
ー
な
ど
を
食
べ
る

（
写
真
11
）。
食
事
を
し
て
い
る
間
に
、
中
学
三
年
生
は
お
金
の
分
け
前
を
決
め
る
。
学
年
を

考
慮
し
つ
つ
、
準
備
に
多
く
参
加
し
た
子
供
ほ
ど
お
金
を
た
く
さ
ん
も
ら
え
る
と
い
う
。

　

そ
の
一
方
で
、
保
護
者
た
ち
は
盆
綱
の
反
省
会
を
行
う
。「
家
に
来
て
く
れ
な
い
」

と
不
満
を
言
う
お
年
寄
り
が
何
人
か
い
た
が
、
昔
か
ら
台
坪
に
住
ん
で
い
る
人
の
情
報

が
な
い
と
、
必
ず
立
ち
寄
る
べ
き
家
が
ど
こ
か
わ
か
ら
な
い
。
事
前
に
回
覧
板
で
住
宅

地
図
を
ま
わ
し
て
、
盆
綱
に
来
て
欲
し
い
家
に
印
を
付
け
て
も
ら
う
と
か
、
耳
が
遠
く

な
り
盆
綱
の
か
け
声
が
聞
こ
え
な
い
人
も
多
い
の
で
、
太
鼓
や
鈴
を
鳴
ら
し
て
み
て
は

ど
う
か
と
い
う
話
が
上
が
っ
て
い
た
。

　

そ
の
後
食
事
の
片
付
け
を
し
な
が
ら
、
次
年
度
の
親
方
を
誰
に
す
る
か
、
保
護
者
同

士
で
話
し
合
う
。
終
わ
る
の
は
午
前
零
時
頃
で
あ
っ
た
。

③　

片
付
け

　

翌
十
四
日
に
研
修
セ
ン
タ
ー
の
片
付
け
や
、
ボ
ン
ヅ
ナ
作
り
を
し
た
セ
ン
タ
ー
前
の

広
場
の
掃
除
を
行
う
。
前
日
に
決
め
た
お
金
の
分
け
前
に
従
っ
て
、
中
学
三
年
生
が
他

の
子
供
た
ち
に
お
金
を
配
る
。
そ
の
後
、
小
麦
わ
ら
、
竹
、
水
引
を
く
れ
た
家
に
親
方

が
次
年
度
の
親
方
を
連
れ
て
行
き
、
お
礼
と
次
の
年
に
向
け
た
挨
拶
を
行
う
。

〔
歴
史
的
変
遷
〕

　

昭
和
三
十
五
年
（
一
九
六
〇
）
頃
（
現
在
の
盆
綱
の
指
導
者
が
子
供
の
頃
）
は
、
小

麦
わ
ら
は
台
坪
地
区
内
の
小
麦
農
家
を
一
軒
一
軒
ま
わ
っ
て
集
め
た
と
い
う
。
藁
が
な

い
家
は
代
わ
り
に
お
金
を
く
れ
た
の
で
、そ
の
お
金
で
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
を
買
っ
て
い
た
。

今
は
地
区
内
で
小
麦
を
作
っ
て
い
る
家
が
な
い
た
め
、
台
坪
以
外
の
小
麦
農
家
か
ら
分

け
て
も
ら
っ
て
い
る
。
麦
の
品
種
も
変
化
し
て
お
り
、
現
在
の
小
麦
わ
ら
は
昔
の
わ
ら

よ
り
も
短
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

ま
た
そ
の
頃
は
、
ボ
ン
ヅ
ナ
製
作
も
、
中
学
三
年
生
の
指
導
の
も
と
に
子
供
た
ち
自

身
で
行
っ
た
。
当
時
は
子
供
が
多
か
っ
た
の
で
、
ボ
ン
ヅ
ナ
に
触
る
こ
と
が
出
来
た
の

は
中
学
生
だ
け
で
、
小
学
生
は
触
ら
せ
て
も
ら
え
な
か
っ
た
。
ま
た
、
盆
綱
に
参
加
で

き
る
の
は
男
子
だ
け
で
あ
っ
た
。現
在
よ
り
も
、も
っ
と
日
数
を
か
け
て
少
し
ず
つ
作
っ

て
い
た
。
ボ
ン
ヅ
ナ
の
太
さ
は
現
在
の
倍
近
く
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
日
の
ボ
ン
ヅ
ナ

製
作
の
作
業
時
間
が
終
わ
る
と
、
皆
で
桜
川
や
天
久
保
池
に
泳
ぎ
に
行
っ
て
い
た
。
子

供
は
こ
こ
で
泳
ぎ
を
覚
え
る
た
め
、
ボ
ン
ヅ
ナ
製
作
に
参
加
し
て
い
な
い
子
供
は
泳
ぐ

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
。

　

家
の
数
も
現
在
よ
り
少
な
か
っ
た
の
で
、「
一
番
星
が
出
る
頃
」
に
巡
行
を
始
め
て

い
た
。
当
時
は
ボ
ン
ヅ
ナ
の
枕
を
軽
ト
ラ
ッ
ク
で
は
な
く
リ
ア
カ
ー
で
運
ん
で
い
た
。

　

昭
和
六
十
一
年
（
一
九
八
六
））（
現
在
の
子
供
た
ち
の
父
親
が
子
供
だ
っ
た
）
頃
の

盆
綱
は
、
子
供
が
主
体
で
ボ
ン
ヅ
ナ
を
作
っ
て
い
た
も
の
の
、
実
際
に
は
ボ
ン
ヅ
ナ
作

り
に
詳
し
い
高
齢
の
方
が
二
～
三
人
で
指
導
し
て
い
た
と
い
う
。
当
時
は
盆
綱
に
参
加

す
る
の
は
小
学
五
年
生
以
上
で
、
ラ
ジ
オ
体
操
の
後
に
準
備
に
取
り
掛
か
っ
て
い
た
の

で
、
ほ
と
ん
ど
の
子
供
が
参
加
し
て
い
た
。

　

現
在
は
、
他
所
か
ら
引
っ
越
し
て
来
た
家
が
増
え
、
世
帯
数
が
増
加
し
て
い
る
も
の

の
、
移
住
者
の
中
に
は
夜
子
供
た
ち
を
歩
か
せ
た
り
、
車
の
交
通
量
が
多
い
道
路
を
巡

写真10　ボンヅナの焼却

写真11　盆綱終了後の食事風景
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行
さ
せ
た
り
す
る
の
は
危
険
だ
か
ら
と
の
理
由
で
、子
供
を
参
加
さ
せ
な
い
家
も
多
い
。

一
方
で
、
以
前
は
古
い
集
落
の
子
供
し
か
参
加
出
来
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
で
は
子
供
の

数
が
減
り
行
事
を
成
立
さ
せ
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
き
た
た
め
、
新
旧
関
係
な
く
参

加
を
認
め
て
い
る
。

　

移
住
者
が
増
え
た
こ
と
に
よ
り
、
ど
の
家
を
ま
わ
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
か
、
判
断
す

る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
。
ま
わ
る
範
囲
も
広
が
っ
て
い
る
た
め
、
現
在
は
夕
方
頃

に
出
発
し
て
も
、全
て
ま
わ
り
終
え
る
頃
に
は
午
後
九
時
を
過
ぎ
る
頃
に
な
っ
て
し
ま
う
。

〔
所
見
〕

　

台
坪
は
、
世
帯
数
の
増
加
に
伴
い
子
供
た
ち
の
数
も
増
加
し
て
い
る
が
、
移
住
者
は
保

護
者
で
も
盆
綱
に
参
加
し
た
経
験
が
な
く
、
参
加
に
非
協
力
的
で
あ
る
。
そ
の
た
め
新
旧

を
問
わ
ず
子
供
た
ち
の
参
加
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
準
備
は
保
護
者
を
中
心
に
念
入
り
に

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
移
住
者
が
ほ
と
ん
ど
お
ら
ず
、「
盆
綱
＝
男
の
子
の

行
事
」
と
い
う
意
識
が
、地
区
全
体
で
守
ら
れ
て
い
た
中
坪
と
は
対
照
的
な
特
徴
で
あ
る
。

　

ま
た
、
中
坪
・
乾
島
両
地
区
の
ボ
ン
ヅ
ナ
は
よ
く
似
て
い
る
も
の
の
、
台
坪
の
ボ
ン
ヅ

ナ
は
両
地
区
と
は
形
状
が
異
な
る
。
中
坪
・
乾
島
の
盆
綱
は
北
斗
寺
、
台
坪
の
盆
綱
は
万

福
寺
跡
か
ら
出
発
す
る
こ
と
か
ら
、そ
の
地
区
の
檀
那
寺
の
影
響
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

〔
情
報
提
供
者
〕

　

台
坪
区
区
長
、
令
和
元
年
度
盆
綱
参
加
者

〔
参
考
文
献
〕

　
『
桜
村
史
』
上
巻　

桜
村
史
編
さ
ん
委
員
会
編
（
一
九
八
二
）

　
『
茨
城
県
の
地
名
』（
日
本
歴
史
地
名
大
系
８
）
平
凡
社
（
一
九
八
二
）

〔
参
考
資
料
等
〕

台
坪
盆
綱
役
員
作
「
盆
綱
実
施
案
」

〔
つ
く
ば
市
、二
〇
一
八
①
〕「
つ
く
ば
市
年
表（
市
誕
生
～
二
〇
〇
〇
年
）（
二
〇
〇
一

～
二
〇
一
〇
年
）」（https://w

w
w

.city.tsukuba.lg.jp/shisei/joho/profile/
nenpyo1/index.htm

l

）　　
　
　
（
最
終
閲
覧
日
：
二
〇
二
〇
年
九
月
二
十
八
日
）

〔
つ
く
ば
市
、
二
〇
一
八
②
〕「
行
政
区
別
人
口
表
に
つ
い
て
」（https://w

w
w

.
city.tsukuba.lg.jp/shisei/joho/jinkohyo/1002340.htm

l

）

（
最
終
閲
覧
日
：
令
和
二
年
九
月
二
十
八
日
）

〔
つ
く
ば
市
、
二
〇
二
〇
〕「『
茨
城
県
の
人
口
（
町
丁
字
別
）』
―
二
〇
一
五
年
四
月

一
日
現
在
―
」（https://w

w
w

.pref.ibaraki.jp/kikaku/tokei/fukyu/tokei/
betsu/jinko/aza/aza27/index.htm

l#m
okuji

）

（
最
終
閲
覧
日
：
二
〇
二
〇
年
九
月
二
十
八
日
）

（
藤
崎　

綾
香
）

!
!
!
!
!
!
!
!

!

台坪集落センター
焼却場所
●

●
終点

●

100m
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Ⅱ　

乾
い
ぬ
い

島じ
ま

地
区 

〔
乾
島
の
概
況
〕

　

乾
島
地
区
は
旧
栗
原
村
の
東
部
に
位
置
し
、
周
囲
は
水
田
に
囲
ま
れ
、
集
落
の
東
側

に
は
桜
川
が
流
れ
て
い
る
。
ま
た
、
地
区
の
南
側
は
後
述
す
る
中
坪
地
区
と
隣
接
し
て

い
る
。

　

世
帯
数
は
三
十
五
で
、
地
区
内
は
三
班
に
分
か
れ
て
い
る
。
集
落
の
中
心
に
は
北
斗

寺
と
い
う
真
言
宗
の
寺
院
が
あ
る
。
弘
仁
十
二
年
（
八
二
一
）、僧
最
仙
が
勅
命
に
よ
っ

て
栗
原
台
に
北
斗
寺
を
建
立
し
妙
見
菩
薩
を
安
置
し
た
が
、そ
の
後
移
転
を
繰
り
返
し
、

万
治
二
年
（
一
六
五
九
）
に
現
在
地
に
本
堂
が
再
建
さ
れ
た
。
寺
に
は
真
言
の
秘
宝
を

伝
え
る
「
北
斗
寺
仏
儀
次
第
」（
県
指
定
文
化
財
）
な
ど
が
保
管
さ
れ
て
い
る
（『
茨
城

県
の
地
名
』（
日
本
歴
史
地
名
大
系
８
、一
九
八
二
）。

〔
実
施
主
体
〕

　

行
事
当
日
に
ボ
ン
ヅ
ナ
を
引
く
の
は
、
小
学
一
年
生
か
ら
中
学
三
年
生
の
男
女
五
人

と
高
校
生
一
人
の
計
六
人
で
あ
る
が
、
ボ
ン
ヅ
ナ
の
製
作
主
体
は
子
供
た
ち
の
父
親
で

あ
る
。
父
親
た
ち
が
ボ
ン
ヅ
ナ
を
作
る
間
、
子
供
た
ち
は
巡
行
時
に
手
に
持
つ
提
灯
を

作
る
。

〔
実
施
日
〕

①　

準
備　

八
月
三
日　

午
前
八
時
か
ら
十
一
時
半
頃

②　

迎
え　

八
月
十
三
日　

午
後
六
時
か
ら
八
時
頃

③　

送
り　

な
し

〔
綱
の
形
状
〕

　

主
な
素
材
は
竹
、
稲
藁
、
縄
で
あ
る
。
竹
と
稲
藁
は
地
区
内
の
家
か
ら
調
達
し
、
縄

は
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で
購
入
す
る
。
こ
れ
ら
の
材
料
を
準
備
す
る
の
は
、
す
べ
て
子
供

た
ち
の
父
親
で
あ
る
。

　

盆
綱
の
芯
に
な
る
竹
を
四
～
五
ｍ
の
長
さ

に
切
る
（
写
真
１
）。
そ
の
上
か
ら
稲
藁
の

束
を
紐
で
括
り
付
け
る
（
写
真
２
）。
さ
ら

に
そ
の
上
か
ら
縄
を
隙
間
な
く
、
綱
の
太
さ

が
均
等
に
な
る
よ
う
に
巻
き
付
け
て
胴
体
を

作
る
。
こ
の
胴
体
作
り
に
は
一
時
間
程
か
か

る
。
巻
き
終
わ
る
と
、
尾
の
部
分
を
は
さ
み

で
整
え
、
胴
体
の
稲
藁
が
さ
さ
く
れ
た
箇
所

も
整
え
た
ら
完
成
で
あ
る
（
写
真
３
）。

〔
綱
の
取
扱
い
〕

　

移
動
時
は
、
ボ
ン
ヅ
ナ
の
胴
体
に
手
拭
い

を
括
り
付
け
、
そ
れ
を
持
っ
て
ぶ
ら
下
げ
る

よ
う
に
し
て
歩
く
。
な
お
、
ボ
ン
ヅ
ナ
を
跨

い
で
は
な
ら
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。

〔
詳
細
〕

①　

準
備

　

準
備
は
北
斗
寺
に
繋
が
る
道
沿
い
で
行

う
。
八
月
三
日
の
朝
八
時
に
、
子
供
た
ち
と

そ
の
父
親
が
集
合
し
、
子
供
た
ち
は
乾
島
研

修
セ
ン
タ
ー
で
で
提
灯
づ
く
り
（
写
真
４
）、

父
親
た
ち
と
高
校
生
の
男
子
一
人
は
外
で
ブ

ル
ー
シ
ー
ト
を
敷
き
、
ボ
ン
ヅ
ナ
作
り
に
取

り
か
か
る
。
設
計
図
な
ど
は
な
く
、
作
り
方

を
指
導
し
て
く
れ
る
年
配
の
方
も
い
な
い
。

写真 2 　竹の上から稲藁を巻く 写真 1 　竹を切る父親たち
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父
親
た
ち
は
皆
乾
島
出
身
で
、
子
供
の
頃
に

盆
綱
を
経
験
し
て
い
る
た
め
、
そ
の
時
の
記

憶
を
頼
り
に
製
作
す
る
。
完
成
し
た
ボ
ン
ヅ

ナ
は
、
当
日
ま
で
乾
島
研
修
セ
ン
タ
ー
で
保

管
し
て
お
く
。
ボ
ン
ヅ
ナ
作
り
を
二
時
間
程

で
終
え
た
後
は
研
修
セ
ン
タ
ー
に
戻
り
、
子

供
た
ち
と
一
緒
に
お
菓
子
や
ス
イ
カ
を
食
べ

て
休
憩
し
、
一
時
間
程
で
解
散
す
る
。

②　

迎
え　

　

八
月
十
三
日
は
、
子
供
た
ち
と
そ
の
親
が

午
後
五
時
半
頃
に
研
修
セ
ン
タ
ー
に
集
合
す

る
。
ボ
ン
ヅ
ナ
の
胴
体
に
手
拭
い
を
巻
き
、

そ
れ
を
持
っ
て
巡
行
す
る
。
出
発
時
間
は
六

時
に
出
発
し
、
ま
ず
北
斗
寺
で
ボ
ン
ヅ
ナ
の

頭
に
付
け
る
幣
束
（
半
紙
を
縦
に
半
分
に
し

た
大
き
さ
）
を
も
ら
っ
て
か
ら
乾
島
の
各
家

を
ま
わ
る
（
例
外
的
に
、
乾
島
か
ら
中
坪
に

分
家
し
た
二
軒
も
ま
わ
る
）。
な
お
、
現
地

で
は
こ
の
幣
束
を
「
ゴ
シ
ン
タ
イ
」
と
呼
ん

で
い
る
。巡
行
す
る
際
は「
わ
っ
し
ょ
い
」「
こ

ら
し
ょ
」
と
か
け
声
を
か
け
る
。

　

家
に
着
く
と
そ
の
家
の
住
人
に
挨
拶
し
、

住
人
か
ら
子
供
た
ち
の
代
表
者
が
御
礼
の
お

金
を
も
ら
う
。
代
表
者
が
も
ら
っ
た
金
額
を

「
〇
〇
円
！
」
と
全
員
に
聞
こ
え
る
よ
う
に
声
を
上
げ
る
と
、
ボ
ン
ヅ
ナ
を
持
つ
子
供

た
ち
が
そ
れ
に
応
え
る
よ
う
に
「
ホ
ー
ト
ケ
サ
ー
マ
ガ
ゴ
ー
ザ
ッ
タ
ー
」
と
か
け
声
を

三
回
発
し
な
が
ら
ボ
ン
ヅ
ナ
を
頭
上
に
投
げ
上
げ
る
。
一
軒
か
ら
も
ら
え
る
お
金
は
大

体
千
円
か
ら
三
千
円
で
あ
る
が
、新
盆
の
家
は
五
千
円
や
一
万
円
く
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

　

全
て
の
家
を
ま
わ
り
終
え
た
後
は
、
大
人
た
ち
が
乾
島
の
北
側
の
桜
川
の
土
手
で
ボ

ン
ヅ
ナ
を
焼
却
す
る
。
そ
の
間
に
子
供
た
ち
は
研
修
セ
ン
タ
ー
に
戻
り
、
皆
で
カ
レ
ー

を
食
べ
る
が
、
中
学
三
年
生
を
中
心
に
各
家
で
頂
い
た
お
金
を
子
供
た
ち
で
分
け
合
う

作
業
も
行
う
。
お
金
は
翌
年
の
盆
綱
準
備
の
た
め
の
費
用
や
今
年
度
の
夕
飯
代
、
差
し

入
れ
の
お
菓
子
や
ジ
ュ
ー
ス
代
を
差
し
引
い
た
金
額
を
、
子
供
た
ち
だ
け
で
分
け
る
。

こ
の
作
業
に
対
し
、
大
人
は
一
切
干
渉
し
な
い
。
中
学
三
年
生
は
、
子
供
た
ち
の
リ
ー

ダ
ー
の
よ
う
な
存
在
で
あ
り
、
巡
行
す
る
際
の
掛
け
声
の
先
導
も
担
う
。
夕
飯
を
食
べ

終
え
、
お
金
を
分
け
終
え
る
と
解
散
と
な
る
。

〔
各
家
の
盆
行
事
〕

　

各
家
で
は
、
八
月
十
三
日
ま
で
に
墓
掃
除
を
済
ま
せ
、
家
に
戒
名
等
が
書
か
れ
た
掛

け
軸
を
準
備
し
て
お
く
。
ま
た
、
十
三
日
に
は
盆
棚
を
作
り
、
午
後
に
な
る
と
墓
地
ま

で
仏
さ
ま
を
迎
え
に
行
く
。地
元
の
方
に
よ
る
と
、各
家
で
既
に
仏
さ
ま
を
迎
え
に
行
っ

て
い
る
の
で
、
盆
綱
は
家
に
来
た
仏
さ
ま
を
慰
霊
す
る
意
味
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
。
十
四
日
以
降
は
、
知
り
合
い
に
新
盆
の
家
が
あ
れ
ば
お
参
り
に
行

く
。
十
六
日
に
は
送
り
盆
を
す
る
と
共
に
、
盆
棚
を
片
付
け
る
。

〔
歴
史
的
変
遷
〕

　

子
供
た
ち
の
父
親
た
ち
が
盆
綱
に
参
加
し
て
い
た
昭
和
五
十
年
（
一
九
七
五
）
頃
は
、

ボ
ン
ヅ
ナ
製
作
時
か
ら
大
人
は
関
与
せ
ず
、
子
供
た
ち
だ
け
で
作
っ
て
い
た
。
ボ
ン
ヅ

ナ
の
太
さ
も
現
在
の
も
の
よ
り
太
か
っ
た
の
で
、
重
か
っ
た
よ
う
だ
。
現
在
の
ボ
ン
ヅ

ナ
は
、
大
人
が
一
人
で
投
げ
上
げ
る
こ
と
が
出
来
る
ほ
ど
の
軽
さ
で
あ
る
。
ま
た
当
時

は
、
ボ
ン
ヅ
ナ
の
頭
の
部
分
は
麦
藁
で
作
ら
れ
て
い
た
。

　

製
作
に
か
か
る
日
数
も
、
現
在
は
一
日
で
作
っ
て
し
ま
う
が
、
当
時
は
、
数
日
か
け

て
作
っ
た
と
い
う
。
子
供
だ
け
で
作
る
た
め
集
中
力
が
無
く
、
遊
ん
だ
り
他
の
こ
と
に

写真 4 　研修センターで提灯を作る子供たち 写真 3 　完成間近のボンヅナ
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気
を
取
ら
れ
た
り
し
て
い
た
の
で
、
時
間
が
か
か
っ
た
。

　

盆
綱
に
大
人
が
介
入
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
集
落
内
の
子
供
の
減
少
が
著
し
く

な
っ
た
十
年
程
前
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
頃
か
ら
ボ
ン
ヅ
ナ
の
焼
却
時
に
食
事
（
カ
レ
ー

な
ど
）
が
出
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
ま
で
は
各
家
を
ま
わ
っ
た
時
に
お
に
ぎ
り
や
缶

ジ
ュ
ー
ス
を
も
ら
っ
て
い
た
。
特
に
新
盆
の
家
は
、
必
ず
準
備
し
て
く
れ
て
い
た
。
ま

た
、
昭
和
五
十
年
頃
は
ボ
ン
ヅ
ナ
に
参
加
す
る
の
は
男
子
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
平
成
十

年
代
に
集
落
内
の
小
中
学
生
が
一
、二
人
し
か
い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
き
っ

か
け
に
、
現
在
の
よ
う
に
女
子
も
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
巡
行
す
る
際
に
持
つ
提

灯
に
蝋
燭
を
入
れ
て
い
た
が
、
重
く
て
熱
く
、
し
か
も
途
中
で
消
え
て
し
ま
う
こ
と
が

多
い
た
め
、
二
年
前
か
ら
豆
電
球
に
な
っ
た
。
提
灯
は
二
人
の
子
供
が
持
ち
、
各
家
か

ら
も
ら
っ
た
お
金
を
入
れ
る
財
布
を
持
つ
役
目
の
子
も
一
人
い
た
が
、
ボ
ン
ヅ
ナ
を
持

つ
子
が
少
な
い
の
で
最
近
は
大
人
が
提
灯
を
持
っ
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
昭
和
五
十
年
頃
か
ら
現
在
ま
で
に
生
じ
た
変
化
は
、
集
落
内
の
子

供
の
減
少
を
契
機
と
し
て
、
大
き
く
分
け
て
①
ボ
ン
ヅ
ナ
の
サ
イ
ズ
の
縮
小
、
製
作
日

数
の
短
縮
、
②
大
人
の
介
入
、
③
女
子
の
参
加
で
あ
る
。

〔
所
見
〕

　

乾
島
は
、
台
坪
や
中
坪
に
比
べ
て
集
落
の
範
囲
が
狭
く
、
世
帯
数
も
少
な
い
。
そ
の

た
め
両
地
区
に
比
べ
て
、
参
加
人
数
や
準
備
に
か
か
る
時
間
、
ボ
ン
ヅ
ナ
の
サ
イ
ズ
が

小
規
模
で
あ
る
。

　

製
作
時
に
指
導
者
が
い
な
く
て
も
、
子
供
た
ち
の
父
親
が
自
ら
の
経
験
を
頼
り
に
ボ

ン
ヅ
ナ
を
作
る
こ
と
が
出
来
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
人
口
減
少
と
相
俟
っ
て
、
子
供
の

数
も
減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
大
人
の
介
入
や
女
子
の
参
加
な
ど
、
変
更
を
加
え

て
何
と
か
維
持
し
て
い
る
状
態
で
あ
る
。
今
後
も
、盆
綱
を
い
か
に
継
承
し
て
い
く
か
、

乾
島
地
区
が
抱
え
る
大
き
な
課
題
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

〔
情
報
提
供
者
〕

　

令
和
元
年
度
乾
島
地
区
区
長

　

令
和
元
年
度
盆
綱
参
加
者
の
皆
さ
ん

（
藤
崎　

綾
香
）

50m

終点

北斗寺
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Ⅲ　

中な
か
つ
ぼ坪
地
区 

〔
中
坪
の
概
況
〕

　

中
坪
地
区
は
旧
栗
原
村
の
東
部
に
位
置
し
、
周
囲
は
水
田
に
囲
ま
れ
、
集
落
の
東
側

に
は
桜
川
が
流
れ
て
い
る
。
北
側
は
乾
島
地
区
と
隣
接
し
て
い
る
。
国
の
重
要
文
化
財

で
あ
る
大
塚
家
住
宅
が
あ
る
。

　

世
帯
数
は
七
十
で
、
地
区
内
は
一
～
五
班
に
分
か
れ
て
い
る
。
班
は
近
隣
の
家
で
分

け
て
い
る
訳
で
は
無
く
、同
じ
名
字
の
家
同
士
で
班
を
構
成
し
て
い
る
。
中
坪
は
大
塚
・

大
沼
・
村
野
の
名
字
が
特
に
多
い
が
、
例
え
ば
主
に
大
塚
姓
の
家
で
構
成
さ
れ
た
班
の

こ
と
を
、
地
元
で
は
「
大
塚
さ
ん
チ
ー
ム
」
と
表
現
す
る
。

　

な
お
五
班
は
、
中
坪
に
移
住
し
て
き
た
人
た
ち
が
増
え
た
た
め
、
新
し
く
作
っ
た
班

で
あ
る
。
中
坪
に
家
が
あ
る
も
の
の
班
に
入
っ
て
い
な
い
家
も
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
家

は
「
班
外
」
と
表
記
さ
れ
る
。
ま
た
、
前
述
の
世
帯
数
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
は
中
坪
区

会
の
構
成
世
帯
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
世
帯
数
で
あ
る
。
中
坪
で
は
、
一
つ
の
屋
敷

地
に
二
世
代
分
、
二
世
帯
が
住
む
場
合
が
あ
る
が
、
そ
の
場
合
で
も
区
会
に
登
録
さ
れ

る
の
は
一
世
帯
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
実
際
の
世
帯
数
は
七
十
よ
り
も
多
い
。

〔
実
施
主
体
〕

　

小
学
一
～
六
年
生
、
中
学
一
～
三
年
生
の
男
子
十
三
人
。

　

大
人
（
子
供
た
ち
の
親
）
は
盆
綱
当
日
の
随
行
の
み
行
う
。

〔
実
施
日
〕

①　

準
備　

八
月
一
、八
、九
、十
三
日　

午
前
九
時
～
十
時
半

②　

迎
え　

八
月
十
三
日　

午
後
五
時
～
午
後
九
時
五
十
分
頃

③　

送
り　

な
し

〔
綱
の
形
状
〕

　

主
な
素
材
は
竹
、
稲
藁
、
笹
、
縄
で
あ
る
。
竹
・
笹
は
数
年
前
ま
で
は
集
落
内
の
竹

林
か
ら
調
達
し
て
い
た
が
、
現
在
は
ア
パ
ー
ト
が
建
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
大
塚
家
住

宅
の
ご
主
人
の
許
可
を
得
て
、
そ
の
竹
林
か
ら
調
達
し
て
い
る
。
稲
藁
は
、
前
年
の
九

月
頃
に
次
年
度
中
学
三
年
生
に
な
る
子
（
親
方
）
の
親
が
、
稲
作
を
し
て
い
る
農
家
や

業
者
に
稲
藁
の
提
供
を
お
願
い
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
材
料
調
達
の
根
回
し
は
親
方
の

親
が
行
っ
て
い
る
。

　

ボ
ン
ヅ
ナ
の
構
造
は
、
大
き
く
分
け
て
胴
体
部
と
尾
部
か
ら
な
る
。
ボ
ン
ヅ
ナ
の
芯

に
な
る
竹
は
、
胴
体
部
四
～
五
ｍ
、
尾
部
三
ｍ
程
で
、
そ
の
竹
材
の
上
か
ら
稲
藁
を
括

り
付
け
る
。
さ
ら
に
そ
の
上
か
ら
縄
を
巻
き
付
け
て
胴
体
を
作
る
。
こ
の
作
業
は
、
胴

体
の
両
脇
に
中
学
一
～
三
年
生
が
一
人
ず
つ
立
ち
、
縄
の
束
を
両
側
か
ら
渡
し
合
い
な

が
ら
強
く
巻
き
付
け
る
（
写
真
１
）。
こ
の
時
小
学
生
た
ち
は
、
ボ
ン
ヅ
ナ
が
動
か
な

い
よ
う
に
押
え
る
役
目
を
果
た
す
。
尾
に
笹
を
付
け
た
ら
完
成
で
あ
る
。

写真 1 　胴体部分に縄を強く巻き付ける

写真 2 　ボンヅナを足の甲に乗せて休む
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〔
綱
の
取
扱
い
〕

　

移
動
時
は
ボ
ン
ヅ
ナ
の
胴
体
に
手
拭
い

を
括
り
付
け
、
そ
れ
を
持
っ
て
ぶ
ら
下
げ
る

よ
う
に
し
て
歩
く
。
ま
た
、
ボ
ン
ヅ
ナ
を
扱

う
上
で
、
胴
体
を
跨
い
だ
り
地
面
に
置
い
た

り
し
て
は
な
ら
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ

の
た
め
巡
行
の
際
に
休
憩
す
る
時
は
、
ボ
ン

ヅ
ナ
を
ビ
ー
ル
ケ
ー
ス
や
子
供
た
ち
の
足

の
甲
に
乗
せ
て
休
憩
す
る
（
写
真
２
）。

〔
詳
細
〕

①　

準
備

　

準
備
は
中
学
三
年
生
（
親
方
）
が
中
心
と

な
り
、
中
坪
研
修
セ
ン
タ
ー
で
行
う
。
親
方

は
自
分
で
ボ
ン
ヅ
ナ
製
作
の
予
定
表
を
作
成
し
、
他
の
参
加
者
に
配
っ
て
お
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
（
写
真
３
）。
作
り
方
を
指
導
し
て
く
れ
る
大
人
が
一
人
い
る
が
、
あ
く

ま
で
も
製
作
主
体
は
子
供
た
ち
で
あ
る
。
準
備
は
七
日
間
に
渡
っ
て
行
う
。
一
日
目
は

ボ
ン
ヅ
ナ
胴
体
部
の
芯
に
な
る
竹
を
採
取
す
る
ほ
か
、
縄
を
水
に
浸
し
て
お
く
。
二
日

目
は
そ
の
竹
に
稲
藁
と
浸
し
て
お
い
た
縄
を
巻
き
付
け
、
三
日
目
は
尾
部
に
笹
を
縛
り

付
け
て
胴
体
部
が
完
成
す
る
。
平
成
三
十
年
ま
で
は
、提
灯
の
作
成
も
行
っ
て
い
た
が
、

令
和
元
年
か
ら
は
提
灯
の
木
枠
を
大
工
に
作
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
準
備

日
に
は
提
灯
に
半
紙
を
張
り
付
け
る
作
業
の
み
を
行
っ
て
い
る
。
提
灯
は
高
さ
二
十
五

㎝
、
底
面
二
十
四
㎝
四
方
の
直
方
体
で
、
二
十
㎝
程
の
持
ち
手
が
つ
い
て
い
る
。
こ
の

直
方
体
の
四
側
面
に
、「
お
盆
」
の
二
文
字
、
墓
の
絵
、「
金
千
円
」
の
文
字
、
盆
綱
当

日
の
参
加
者
の
氏
名
が
書
か
れ
て
い
る
。
提
灯
の
作
成
は
親
方
が
行
う
。

②　

迎
え　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

迎
え
を
行
う
八
月
十
三
日
は
、
親
方
と
次
年
度
の
親
方
が
千
円
を
持
っ
て
北
斗
寺
に

行
き
、
前
述
の
乾
島
と
同
様
、
盆
綱
に
付
け
る
幣
束
（
半
紙
を
縦
に
半
分
に
し
た
大
き

さ
）
を
も
ら
い
に
行
き
、
こ
れ
を
ボ
ン
ヅ
ナ
の
頭
部
に
付
け
て
お
く
。
な
お
、
現
地
で

は
こ
の
幣
束
を
「
ゴ
シ
ン
タ
イ
」
と
呼
ん
で
い
る
。

　

午
後
五
時
に
中
坪
研
修
セ
ン
タ
ー
に
子
供
た
ち
と
随
行
す
る
保
護
者
が
集
合
し
、
頭

に
付
け
て
い
た
ゴ
シ
ン
タ
イ
を
外
し
て
か
ら
出
発
す
る
。提
灯
は
小
学
一
年
生
が
持
ち
、

ボ
ン
ヅ
ナ
は
そ
の
胴
体
に
手
拭
い
を
巻
き
、
小
学
二
年
生
以
上
が
そ
れ
を
持
っ
て
歩
く

（
写
真
４
）。
移
動
中
は
「
ワ
ッ
シ
ョ
イ
」
と
掛
け
声
を
か
け
な
が
ら
歩
く
。
親
方
は
ゴ

シ
ン
タ
イ
と
、
各
家
か
ら
も
ら
う
お
金
を
持
っ
て
巡
行
す
る
。
随
行
は
三
～
五
人
程
が

入
れ
替
わ
り
で
行
う
。
大
人
の
役
割
は
こ
の
随
行
の
み
で
、
巡
行
も
子
供
た
ち
が
中
心

と
な
っ
て
行
う
。

　

家
に
着
き
、
そ
の
家
の
住
人
が
出
て
く
る
と
「
ゴ
ー
ザ
ッ
タ
ゴ
ー
ザ
ッ
タ
ー
、
ホ
ー

ト
ケ
サ
ー
マ
ゴ
ー
ザ
ッ
タ
ー
」
と
三
回
掛
け
声
を
か
け
な
が
ら
ボ
ン
ヅ
ナ
を
持
ち
上
げ

る
（
写
真
５
）。
そ
の
後
住
人
か
ら
千
円
を
受
け
取
る
と
、
次
の
家
に
移
動
す
る
。
新

写真 4 　ボンヅナを持って移動する子供たち

写真 5 　地区内を巡行する様子

写真 3 　盆綱参加者に親方が配る予定表
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盆
の
家
で
は
、
千
円
以
上
く
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

　

全
て
の
家
を
ま
わ
り
終
え
る
と
、
最
後
の
家
の
前
で
ボ
ン
ヅ
ナ
を
解
体
す
る
。
こ
こ

か
ら
の
作
業
は
大
人
が
中
心
と
な
っ
て
行
う
。ノ
コ
ギ
リ
で
数
個
に
切
断
し
、軽
ト
ラ
ッ

ク
に
載
せ
る
と
、
桜
川
の
土
手
ま
で
移
動
し
て
ボ
ン
ヅ
ナ
を
焼
却
す
る
。
焼
却
を
終
え

る
と
研
修
セ
ン
タ
ー
に
戻
り
、
中
学
三
年
生
（
親
方
）
の
保
護
者
が
用
意
し
た
お
に
ぎ

り
や
ア
メ
リ
カ
ン
ド
ッ
グ
な
ど
を
食
べ
て
、
お
互
い
を
ね
ぎ
ら
う
。

　

ま
た
、
各
家
か
ら
集
め
た
お
金
の
分
配
も
行
う
。
材
料
代
や
食
事
代
を
差
し
引
い
た

金
額
を
、
親
方
を
中
心
に
子
供
た
ち
の
間
で
分
け
る
。
概
ね
学
年
が
上
か
ら
順
に
、
も

ら
え
る
金
額
も
多
く
な
る
が
、
準
備
か
ら
当
日
ま
で
の
働
き
に
応
じ
て
も
ら
え
る
金
額

が
多
少
変
化
す
る
こ
と
も
あ
る
。
お
金
の
分
配
と
、
食
事
が
終
わ
る
と
解
散
と
な
る
。

令
和
三
年
は
、
午
後
九
時
半
頃
の
解
散
で
あ
っ
た
。

〔
各
家
の
盆
行
事
〕

　

あ
る
家
の
場
合
は
、
普
段
は
仏
壇
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
位
牌
を
十
二
日
頃
に
全
て
出

し
、
盆
の
間
は
夏
野
菜
や
果
物
と
一
緒
に
盆
棚
に
供
え
る
。

　

ま
た
、
十
三
日
の
午
後
に
な
る
と
墓
地
ま
で
仏
さ
ま
を
迎
え
に
行
き
、
十
六
日
に
は

送
り
盆
を
す
る
と
と
も
に
、
盆
棚
を
片
付
け
る
。

〔
歴
史
的
変
遷
〕

　

昭
和
六
十
年
（
一
九
八
五
）
頃
の
盆
綱
に
は
、
大
人
は
一
切
関
わ
ら
な
か
っ
た
。
小

学
一
年
生
～
中
学
三
年
生
の
男
子
三
十
人
程
で
準
備
を
行
っ
た
。
ボ
ン
ヅ
ナ
作
り
は
、

夏
休
み
に
入
る
と
当
日
ま
で
毎
日
行
っ
て
い
た
。
ボ
ン
ヅ
ナ
の
長
さ
は
十
ｍ
く
ら
い
あ

り
、
長
す
ぎ
て
曲
が
る
時
に
小
回
り
が
き
か
な
い
程
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
現
在
は
午
後

五
時
に
出
発
し
て
い
る
が
、
当
時
は
「
一
番
星
が
見
え
た
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
」
と
言
わ

れ
て
い
た
。
巡
行
す
る
際
の
服
装
は
、
現
在
は
学
校
の
ジ
ャ
ー
ジ
を
着
用
す
る
が
、
当

時
は
上
下
白
い
服
装
で
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

　

順
路
に
つ
い
て
は
、現
在
は
ボ
ン
ヅ
ナ
を
保
管
す
る
中
坪
研
修
セ
ン
タ
ー
を
出
発
し
、

そ
の
途
中
で
北
斗
寺
に
立
ち
寄
っ
て
い
る
が
、
昔
は
北
斗
寺
か
ら
出
発
し
て
い
た
と
い

う
。
し
か
し
、
巡
行
す
る
効
率
を
考
慮
し
て
、
現
在
の
よ
う
な
順
路
に
な
っ
た
と
い
う
。

た
だ
し
、
現
在
の
順
路
も
、
家
の
建
て
替
え
等
の
理
由
で
少
し
変
化
し
て
い
る
。

　

ま
わ
り
終
え
た
後
の
食
事
は
、
現
在
は
保
護
者
が
ス
ー
パ
ー
や
精
肉
屋
で
購
入
す
る

が
、
当
時
は
子
供
た
ち
の
母
親
が
お
に
ぎ
り
を
作
っ
て
く
れ
た
。
お
金
の
分
配
は
、
当

時
は
準
備
か
ら
必
ず
該
当
す
る
子
供
た
ち
が
参
加
し
て
い
た
の
で
、
貢
献
度
に
よ
っ
て

も
ら
え
る
金
額
が
変
動
す
る
こ
と
は
な
く
、
厳
格
に
年
功
序
列
が
守
ら
れ
て
い
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
参
加
す
る
子
供
の
減
少
を
は
じ
め
と
し
て
、
様
々
な
変
化
が
起
こ
っ

て
い
る
が
、
参
加
で
き
る
の
は
男
子
の
み
と
い
う
決
ま
り
が
現
在
で
も
守
ら
れ
て
い
る

の
が
、
中
坪
地
区
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

〔
所
見
〕

　

地
元
の
方
の
話
で
は
、「
中
坪
は
土
地
を
売
ら
ず
に
昔
か
ら
住
ん
で
い
る
家
が
多
い

の
で
、
男
の
子
が
生
ま
れ
た
ら
盆
綱
に
参
加
す
る
も
の
だ
と
皆
思
っ
て
い
る
。
だ
か
ら

子
供
た
ち
だ
け
で
行
う
こ
と
や
、
男
の
子
だ
け
で
行
う
と
い
う
決
ま
り
が
守
ら
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
確
か
に
、
乾
島
と
比
較
す
る
と
世
帯
数
も

多
く
、
ま
た
台
坪
の
よ
う
に
他
所
か
ら
移
住
し
て
き
た
家
も
少
な
い
た
め
、「
盆
綱
＝

男
の
子
の
行
事
」
と
い
う
意
識
が
地
区
全
体
で
守
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
一
方
で
、

現
在
中
学
三
年
生
以
下
の
子
供
た
ち
が
少
な
く
、
今
後
盆
綱
を
ど
の
よ
う
に
続
け
て
い

く
の
か
と
い
う
問
題
は
、中
坪
地
区
全
体
の
問
題
に
な
る
だ
ろ
う
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
一
～
四
班
の
家
は
昔
か
ら
の
付
き
合
い
で
材
料
の
調
達
を
行
っ
て
い
る
が
、

新
し
く
移
住
し
て
き
た
五
班
か
ら
親
方
が
出
る
場
合
は
、
ど
の
よ
う
に
調
達
に
係
る
根

回
し
な
ど
を
行
う
の
か
と
い
う
懸
念
も
聞
か
れ
た
。
今
後
も
盆
綱
行
事
を
継
承
し
て
い

く
た
め
に
、
こ
の
行
事
の
意
義
を
地
区
全
体
で
共
有
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　〔
情
報
提
供
者
〕

　

令
和
三
年
度
盆
綱
参
加
者
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二
一
　
苅か
り

間ま

（
つ
く
ば
市
）
の
盆
綱

〔
地
区
名
〕

　

つ
く
ば
市
苅
間

〔
地
区
の
概
況
〕

　

苅
間
集
落
は
、
つ
く
ば
市
の
中
心
部
に
位
置
す
る
。
近
世
期
は
苅
間
村
、
明
治

二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
に
周
辺
の
村
々
と
合
併
し
て
葛
城
村
、
昭
和
二
十
八
年

（
一
九
五
三
）に
谷
田
部
町
と
な
り
、昭
和
六
十
二
年（
一
九
八
七
）に
つ
く
ば
市
と
な
っ

た
。
現
在
は
、
原
・
辻
一
区
・
辻
二
区
・
上
宿
・
宮
本
・
篠
及
び
古
屋
敷
の
六
つ
の
「
区

会
」
に
分
か
れ
て
い
る
。
篠
と
古
屋
敷
は
そ
れ
ぞ
れ
別
の
小
字
で
あ
る
が
、
一
つ
の
区

会
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
宮
本
は
元
来
上
宿
の
一
部
で
あ
っ
た
が
、
戸
数
が

増
え
た
た
め
宮
本
と
し
て
独
立
し
た
。
宮
本
は
、
上
宿
の
う
ち
神
社
に
近
い
地
域
を
指

す
。
こ
れ
ら
の
区
会
の
地
域
的
な
境
は
必
ず
し
も
明
確
で
な
い
。
上
宿
に
住
ん
で
い
た

家
が
宮
本
に
あ
た
る
土
地
に
分
家
を
出
し
た
場
合
、
分
家
は
宮
本
で
は
な
く
上
宿
の
区

会
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
家
の
つ
な
が
り
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。

　

苅
間
に
は
中
世
苅
間
城
が
あ
っ
た
。『
谷
田
部
の
歴
史
』
に
よ
る
と
、「
苅
間
城
は
小

田
氏
治
の
与
党
で
、
古
河
公
方
の
旗
本
柳
橋
豊
前
守
の
妹
婿
で
あ
る
野
中
瀬
左
衛
門
尉

入
道
鈍
斎
の
居
城
で
あ
」り
、

野
中
瀬
鈍
斎
の
死
後
、「
苅

間
城
は
廃
城
と
な
り
、
そ

の
残
党
が
こ
の
地
に
帰
農
し

た
」と
い
う
。
篠
地
区
に
は
、

「
高
さ
三
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の

土
塁
が
あ
っ
た
」。
古
屋
敷

の
大
野
一
族
は
そ
の
子
孫
と

言
わ
れ
て
て
お
り
、
古
屋
敷
地
区
の
墓
地
に
は
、
集
落
の
成
り
立
ち
に
関
す
る
伝
承
が

刻
ま
れ
た
石
碑
が
建
つ
（
写
真
１
）。
こ
の
よ
う
な
伝
承
の
存
在
か
ら
、
苅
間
は
中
世

以
来
の
集
落
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
が
、
集
落
の
位
置
に
は
変
遷
が
み
ら
れ
る
。
現
在

蓮
沼
川
の
遊
水
池
と
な
っ
て
い
る
場
所
が
、
か
つ
て
は
谷
津
田
で
あ
り
、
そ
の
周
り
に

集
落
が
形
成
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
集
落
が
、
江
戸
時
代
の
初
期
～
中
期
に

か
け
て
、
八
坂
神
社
の
建
つ
「
宿
街
道
」
沿
い
に
移
動
し
て
き
た
と
い
う
。
現
在
農
業

を
行
う
家
は
少
な
く
な
っ
た
が
、
か
つ
て
の
苅
間
集
落
で
は
農
家
が
多
か
っ
た
。『
茨

城
県
大
百
科
事
典
』
に
よ
る
と
、「
洪
積
台
地
で
、水
利
が
悪
」
か
っ
た
こ
と
か
ら
、「
水

田
は
少
な
く
、
サ
ツ
マ
イ
モ
や
麦
類
を
主
と
す
る
畑
作
が
中
心
」
で
あ
っ
た
。
集
落
内

に
は
酒
屋
や
万
事
屋
な
ど
の
商
売
を
行
う
家
も
あ
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
家
は
比
較
的

新
し
く
集
落
に
入
っ
て
き
た
家
の
よ
う
で
あ
る
。
集
落
に
は
青
年
団
が
結
成
さ
れ
て
お

り
、
獅
子
舞
等
の
芸
能
を
披
露
し
て
い
た
が
、
現
在
は
解
散
し
て
い
る
。

　

宿
街
道
に
面
す
る
八
坂
神
社
は
、「
十
六
郷
の
神
社
」
と
呼
ば
れ
る
（
写
真
２
）。『
角

川
日
本
地
名
大
辞
典
８ 

茨
城
県
』
に
よ
れ
ば
、
文
明
三
年
（
一
四
七
一
）、
小
田
氏
の

家
臣
で
あ
る
野
中
瀬
持
氏
が
京
都
か
ら
神
鏡
を
遷
し
、
こ
の
地
に
祀
っ
た
こ
と
が
始
ま

り
と
さ
れ
て
い
る
。
葛
城
村
の
う
ち
、
苅
間
・

西
大
橋
・
岡
・
島
山
中
・
八
木
橋
集
落
が
氏
子

に
な
っ
て
い
る
。
八
坂
神
社
境
内
に
は
、
鹿
嶋

神
社
や
熊
野
神
社
、
愛
宕
神
社
、
太
子
堂
な
ど

が
建
立
さ
れ
て
い
る
。

　

苅
間
集
落
で
は
、
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
が
盆
綱

行
事
を
行
っ
て
い
る
。
一
つ
は
上
宿
・
宮
本
・

篠
及
び
古
屋
敷
地
区
が
合
同
で
、
も
う
一
つ
は

辻
・
原
地
区
が
合
同
で
そ
れ
ぞ
れ
行
っ
て
い
る

も
の
で
あ
る
。
こ
の
二
グ
ル
ー
プ
の
盆
綱
に
つ

い
て
、
Ⅰ
・
Ⅱ
で
述
べ
る
。

写真 1 　古屋敷地区の墓地
に立つ石碑

写真 2 　八坂神社
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Ⅰ　

上か
み

宿じ
ゅ
く

・
宮み
や
も
と本
・
篠し
の

／
古ふ
る

屋や

敷し
き

地
区

〔
実
施
主
体
〕

　

小
学
四
～
六
年
生
、
中
学
一
～
三
年
生
（
男
子
）

〔
実
施
日
〕

①　

材
料
集
め　
　
　
　

盆
綱
の
二
週
間
程
前
（
七
月
下
旬
）

②　

龍
・
ポ
ン
の
製
作　

盆
綱
実
施
前
の
参
加
者
の
都
合
の
良
い
日
・
良
い
時
間

③　

迎
え　
　
　
　
　
　

八
月
十
三
日　

午
後
四
時
頃
か
ら
午
後
九
時
頃
ま
で

〔
綱
の
形
状
〕

　

綱
は「
龍
」と
呼
ば
れ
る
。龍
は
藁
で
作
ら
れ
て
お
り
、全
長
一
～
一
．五
ｍ
程
で
あ
る
。

龍
の
顔
の
部
分
に
は
、
耳
に
あ
た
る
箇
所
を
三
つ
編
み
で
編
み
込
む
。
頭
の
部
分
か
ら

出
た
藁
は
、
三
つ
に
分
け
て
藁
を
追
加
し
な
が
ら
捩
じ
っ
て
胴
体
を
作
っ
て
い
く
。

　

龍
の
ほ
か
に
、
藁
製
の
「
ポ
ン
」
と
呼
ば
れ
る
道
具
を
作
る
。
形
状
と
し
て
は
鬼
の

金
棒
の
よ
う
で
あ
り
、
上
部
は
少
し
太
め
で
、
持
ち
手
の
部
分
は
丸
み
を
帯
び
て
い
る
。

〔
綱
の
取
り
扱
い
〕

　

頭
に
三
本
、
胴
体
に
は
左
右
そ
れ
ぞ
れ
一
本
ず
つ
の
計
二
本
、
尾
に
一
本
の
、
合
計

六
本
の
持
ち
手
が
つ
い
て
お
り
、
六
人
で
引
き
ず
っ
て
歩
く
。
近
年
は
参
加
す
る
子
供

が
少
な
く
な
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、引
き
ず
ら
ず
に
、抱
え
て
歩
く
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

〔
詳
細
〕

①　

準
備

　

盆
綱
の
準
備
は
、
七
月
下
旬
に
行
わ
れ
る
材
料
集
め
か
ら
始
ま
る
。
こ
の
作
業
を
行

う
の
は
、
小
学
四
～
六
年
生
及
び
中
学
一
～
三
年
生
の
男
子
で
あ
る
。
保
護
者
が
参
加

す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、子
供
だ
け
で
行
う
。こ
の
日
は
、集
落
の
各
家
を
ま
わ
り
、

龍
と
ポ
ン
を
作
る
材
料
と
な
る
藁
と
会
費
を

集
め
る
。
盆
綱
で
ま
わ
る
家
を
確
認
す
る
意

味
も
含
ま
れ
て
い
る
。
藁
が
あ
る
家
は
、
藁

と
会
費
二
百
円
を
支
払
い
、
藁
が
な
い
家
は

会
費
六
百
円
を
支
払
う
。
近
年
は
稲
作
を
行

う
家
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
集
ま
る

藁
は
年
々
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
集
め
た
藁

は
、
八
坂
神
社
境
内
の
倉
庫
に
収
納
さ
れ
る

（
写
真
３
）。
倉
庫
に
は
、
前
年
ま
で
の
盆
綱

で
余
っ
た
藁
も
保
管
さ
れ
て
い
る
。

　

龍
と
ポ
ン
は
、
盆
綱
を
行
う
八
月
十
三
日

以
前
に
、
子
供
た
ち
が
八
坂
神
社
に
集
ま
っ

て
製
作
す
る
。
こ
の
と
き
、
子
供
だ
け
で
は
製
作
が
難
し
い
た
め
、
大
人
が
手
伝
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

こ
の
ほ
か
、
藁
を
縛
る
縄
と
、
盆
綱
当
日
に
使
う
盆
花
は
、
会
費
と
し
て
集
め
た
お

金
で
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で
購
入
す
る
。

②　

迎
え

　

八
月
十
三
日
の
夕
方
、
八
坂
神
社
を
出
発
し
、
墓
地
（
ラ
ン
ト
）
に
先
祖
を
迎
え
に

行
く
。
こ
の
地
区
に
は
、
上
宿
・
宮
本
の
家
々
の
高
野
ラ
ン
ト
・
片
岡
ラ
ン
ト
、
古
屋

敷
の
家
々
の
大
野
ラ
ン
ト
、
篠
の
家
々
の
篠
ラ
ン
ト
（
写
真
４
）
の
四
か
所
の
共
同
墓

地
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
龍
を
引
い
て
行
き
、
先
祖
を
迎
え
る
。
墓
地
の
名
称
に
付
く

高
野
・
片
岡
・
大
野
と
は
姓
で
あ
り
、
例
え
ば
高
野
ラ
ン
ト
の
場
合
は
、
高
野
姓
が
多

い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
共
同
墓
地
の
他
に
個
人
墓
地
も
あ
る
が
、
個
人
墓
地
に
は
盆

花
を
供
え
に
行
く
の
み
で
、
迎
え
は
行
わ
な
い
。

　

墓
地
に
行
く
と
、「
盆
綱
ご
ざ
っ
た
。
仏
様
ご
ざ
っ
た
」と
い
う
掛
け
声
を
二
度
言
う
。

「
ご
ざ
っ
た
」
の
「
た
」
の
と
き
に
、
ポ
ン
を
地
面
に
打
ち
付
け
る
。
墓
地
で
先
祖
を

迎
え
た
後
、
篠
地
区
の
各
家
か
ら
ま
わ
り
始
め
る
。

写真 3 　藁を収納する倉庫
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盆
綱
に
参
加
す
る
子
供
に
は
、
龍
を
先
導
す

る
「
先
達
」
と
呼
ば
れ
る
役
、
集
金
す
る
役
、

龍
を
引
い
て
行
く
役
が
あ
る
。
先
達
と
集
金
役

は
そ
れ
ぞ
れ
一
名
で
、
上
級
生
が
担
当
す
る
。

龍
を
引
く
役
は
残
り
の
子
供
が
担
当
す
る
。
龍

の
頭
と
尾
を
引
く
の
は
、
力
の
強
い
子
や
体
格

の
よ
い
子
で
あ
る
。
頭
を
引
く
子
の
力
が
な
け

れ
ば
、
龍
が
進
ま
な
い
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、

龍
が
勢
い
よ
く
角
を
曲
が
る
時
、
尾
を
し
っ
か

り
持
っ
て
い
な
け
れ
ば
龍
が
飛
ん
で
行
っ
て
し

ま
う
の
で
、
尾
も
体
格
が
よ
く
力
の
あ
る
子
が

担
当
す
る
方
が
よ
い
。

　

家
を
訪
れ
る
時
に
は
、「
わ
ー
っ
」
と
声
を
上
げ
な
が
ら
庭
に
入
る
。
庭
に
入
る
と
す

ぐ
に
、
墓
地
で
先
祖
を
迎
え
た
と
き
と
同
様
、「
盆
綱
ご
ざ
っ
た
。
仏
様
ご
ざ
っ
た
」
の

掛
け
声
を
二
度
言
い
、「
ご
ざ
っ
た
」
の
「
た
」
で
ポ
ン
を
地
面
に
打
ち
付
け
る
。
こ
れ

で
家
に
先
祖
を
連
れ
て
来
た
こ
と
に
な
る
。
集
金
役
の
子
が
家
の
人
か
ら
お
金
を
も
ら

い
、
次
の
家
に
向
か
う
。
渡
す
金
額
は
家
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
平
均
す
る
と
五
百
円

程
で
あ
る
。
新
盆
の
家
で
は
多
め
に
出
す
と
い
う
。
近
年
は
お
金
の
ほ
か
に
、
ア
イ
ス

や
ス
イ
カ
、
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
を
子
供
た
ち
に
振
る
舞
う
家
も
少
な
く
な
い
。

　

す
べ
て
の
家
を
ま
わ
り
終
え
る
と
、
八
坂
神
社
に
戻
る
。
役
目
を
終
え
た
龍
と
ポ
ン

は
高
野
ラ
ン
ト
に
置
い
て
く
る
。
八
坂
神
社
で
は
上
級
生
が
中
心
と
な
っ
て
集
ま
っ
た

お
金
を
分
配
し
、
解
散
と
な
る
。

〔
各
家
の
盆
行
事
〕

　

上
宿
・
宮
本
・
篠
／
古
屋
敷
地
区
の
盆
は
、
八
月
十
三
～
十
六
日
で
あ
る
。

　

十
三
日
は
迎
え
盆
で
あ
り
、
墓
地
に
行
き
先
祖
を
迎
え
る
。
こ
の
と
き
、
提
灯
と
線

香
を
持
っ
て
行
く
。
ま
た
、
十
三
日
に
は
家
の
外
で
餅
つ
き
を
行
う
。
臼
の
持
ち
手
で

あ
る
「
手
が
か
り
」
は
北
に
向
け
、
つ
い
た
餅
を
取
り
出
す
際
に
は
、
北
側
か
ら
取
る
。

餅
は
、
ぼ
た
餅
に
し
、
あ
ん
こ
を
つ
け
て
食
べ
る
。
餅
の
ほ
か
に
、
粳
米
を
蒸
か
し
て

バ
ラ
ッ
パ
の
餅
も
作
る
。
バ
ラ
ッ
パ
と
は
、
野
茨
（
サ
ル
ト
リ
イ
バ
ラ
）
の
葉
を
意
味

す
る
。
粳
米
を
蒸
か
し
て
平
ら
に
伸
ば
し
、
バ
ラ
ッ
パ
で
上
下
を
挟
ん
だ
も
の
に
あ
ん

こ
を
つ
け
て
食
べ
る
。
固
く
な
っ
た
際
に
は
、焼
い
て
食
べ
る
こ
と
も
あ
る
。
家
に
よ
っ

て
は
、
バ
ラ
ッ
パ
で
は
な
く
、
茗
荷
の
葉
で
作
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
盆
に
人

が
来
た
時
に
は
、
ぼ
た
餅
や
バ
ラ
ッ
パ
の
餅
を
振
舞
っ
た
と
い
う
。

　

盆
棚
に
供
え
る
物
に
決
ま
り
は
な
い
が
、
畑
で
と
れ
た
サ
ツ
マ
イ
モ
な
ど
を
供
え
る

写真 4 　篠ラント

④

③

②
①

① 高野ラント ② 片岡ラント ③ 大野ラント ④ 篠ラント 

   八坂神社 
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こ
と
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
ナ
ス
を
賽
の
目
に
切
り
、
サ
ト
イ
モ
の
葉
に
載
せ
て
供
え
る

こ
と
も
あ
っ
た
。
十
四
、十
五
日
は
、
嫁
は
子
供
と
夫
を
連
れ
て
里
帰
り
を
し
た
。

　

十
六
日
は
送
り
盆
で
あ
る
。
墓
地
に
先
祖
を
送
る
際
に
は
、
賽
の
目
に
刻
ん
だ
ナ
ス

を
持
っ
て
行
く
こ
と
も
あ
っ
た
。

〔
歴
史
的
変
遷
〕

　

小
学
四
年
～
中
学
三
年
生
の
男
子
が
主
体
と
な
っ
て
集
落
の
各
家
を
ま
わ
る
点
に
は

変
化
が
な
い
も
の
の
、
大
き
く
三
つ
の
変
化
が
み
ら
れ
る
。

　

ま
ず
、龍
の
長
さ
の
変
化
で
あ
る
。か
つ
て
の
龍
は
二
～
二
・
五
ｍ
程
あ
っ
た
と
い
う
。

ま
た
、
持
ち
手
が
頭
の
部
分
に
三
本
、
胴
体
に
六
本
、
尻
尾
に
一
本
付
け
ら
れ
て
い
た
。

こ
れ
は
、
十
人
で
曳
く
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
当
時
は
子
供
が
十
人

以
上
い
た
た
め
、
龍
を
持
て
ず
に
つ
い
て
歩
く
だ
け
の
子
も
い
た
と
い
う
。
し
か
し
近

年
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
龍
の
持
ち
手
は
頭
・
胴
体
・
尻
尾
を
合
わ
せ
て
六
本
で
あ
り
、

軽
く
小
さ
い
龍
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
子
供
数
の
減
少
を
受
け
て
の
変
化
と
考
え

ら
れ
る
。

　

二
つ
目
は
、
ポ
ン
の
材
料
の
変
化
で
あ
る
。
ポ
ン
は
掛
け
声
と
同
時
に
地
面
に
打
ち

付
け
る
も
の
で
あ
り
、大
き
い
音
の
す
る
方
が
好
ま
れ
る
。
大
き
な
音
を
さ
せ
る
た
め
に
、

現
在
は
ガ
マ
穂
を
入
れ
て
い
る
が
、
か
つ
て
は
麦
藁
を
入
れ
て
い
た
。
多
く
の
家
が
畑
作

を
行
い
麦
を
作
っ
て
お
り
、
麦
藁
が
容
易
に
手
に
入
っ
た
た
め
で
あ
る
。
近
年
は
麦
を
作

る
家
が
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
、
麦
藁
の
入
手
が
難
し
く
な
っ
た
。
そ
こ
で
ガ
マ
穂
が
使
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
麦
藁
を
利
用
し
て
い
た
頃
の
ポ
ン
の
音
を
知
る
人
々
に
と
っ
て

は
、
ガ
マ
穂
で
は
麦
藁
ほ
ど
の
大
き
な
音
が
出
な
い
と
感
じ
る
よ
う
で
あ
る
。

　

三
つ
目
は
、
墓
地
で
先
祖
を
迎
え
る
方
法
の
変
化
で
あ
る
。
主
に
土
葬
が
行
わ
れ
て

い
た
頃
、
墓
地
に
は
棺
台
（
遺
体
を
乗
せ
て
念
仏
を
唱
え
る
た
め
の
石
）
が
設
け
ら
れ

て
い
た
。
か
つ
て
は
そ
の
周
り
を
一
周
し
た
後
に「
仏
様
ご
ざ
っ
た
。
盆
綱
ご
ざ
っ
た
」

の
声
を
か
け
て
先
祖
を
迎
え
て
い
た
と
い
う
が
、
現
在
で
は
行
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、

か
つ
て
は
墓
地
に
先
祖
を
迎
え
に
行
く
の
は
日
中
で
あ
っ
た
。
子
供
た
ち
は
先
祖
を
迎

え
た
後
に
一
度
解
散
し
、
夕
食
を
摂
っ
て
午
後
七
時
頃
か
ら
ま
わ
り
始
め
た
。
現
在
と

異
な
り
街
灯
の
な
い
暗
闇
で
あ
っ
た
た
め
、
先
達
は
提
灯
を
持
っ
て
歩
い
た
。
最
後
の

家
を
ま
わ
り
終
え
る
頃
に
は
、
午
前
零
時
近
く
な
っ
て
い
た
と
い
う
。

〔
所
見
〕

　

令
和
二
、三
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
り
盆
綱
行
事
が

中
止
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
子
供
た
ち
は
非
常
に
残
念
が
っ
て
い
た
。
し
か
し
、

子
供
た
ち
だ
け
で
は
な
く
、
集
落
中
の
人
々
が
、
年
に
一
度
の
盆
綱
を
楽
し
み
に
し
て

い
た
と
い
う
。
各
家
で
は
盆
綱
に
訪
れ
る
子
を
今
か
今
か
と
待
ち
、
子
供
た
ち
が
訪
れ

る
と
「
今
年
の
先
達
は
ど
こ
の
お
孫
さ
ん
だ
い
？
」
と
い
っ
た
声
を
か
け
る
。
子
供
た

ち
が
神
社
に
着
く
と
、
無
事
に
着
い
て
良
か
っ
た
と
皆
が
安
堵
す
る
。
盆
綱
行
事
は
、

参
加
す
る
子
供
た
ち
だ
け
で
な
く
、
集
落
全
体
を
巻
き
込
ん
だ
行
事
と
し
て
、
人
々
の

心
に
刻
み
込
ま
れ
て
い
る
。

〔
情
報
提
供
者
〕

　

高
野　

武
久
さ
ん

　

高
野　

ひ
ろ
子
さ
ん

〔
参
考
文
献
〕

茨
城
新
聞
社
編
『
茨
城
県
大
百
科
事
典
』
茨
城
新
聞
社
、
一
九
八
三
年

「
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
」
編
纂
委
員
編
『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
８
茨
城
県
』

角
川
書
店
、
一
九
八
三
年

谷
田
部
の
歴
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
谷
田
部
の
歴
史
』
谷
田
部
町
、
一
九
七
五
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
津
山　

智
香
）
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Ⅱ　

辻つ
じ

・
原は
ら

地
区

〔
地
区
の
概
況
〕

　

辻
・
原
地
区
は
「
一
ノ
矢
筑
波
街
道
」
に
沿
っ
て
家
が
並
ぶ
つ
く
ば
市
苅
間
集
落
の

う
ち
南
側
の
二
地
区
で
あ
る
。
南
端
の
原
地
区
は
国
道
四
〇
八
号
線
に
接
す
る
。
こ
れ

ら
二
地
区
は
、
区
会
と
し
て
は
原
・
辻
一
区
・
辻
二
区
の
三
つ
に
分
か
れ
る
。
原
の
区

会
は
戸
数
約
三
十
戸
、
辻
一
区
は
七
十
数
戸
、
辻
二
区
は
約
十
四
戸
で
あ
る
。
こ
の
戸

数
は
昔
か
ら
ほ
ぼ
変
わ
ら
ず
、
ほ
と
ん
ど
が
農
家
で
あ
っ
た
。
こ
の
地
区
の
農
業
は
水

田
よ
り
も
畑
が
主
で
、
大
体
一
町
歩
程
度
の
畑
を
耕
作
す
る
家
が
多
く
、
東
京
に
向
け

た
野
菜
な
ど
を
作
っ
て
い
る
。

　

但
し
、
苅
間
地
区
は
筑
波
学
園
都
市
の
開
発
と
と
も
に
住
宅
街
が
開
か
れ
、
新
住
民

が
急
激
に
増
え
た
が
、
そ
れ
ら
の
家
は
区
会
に
は
加
入
し
て
お
ら
ず
、
盆
綱
な
ど
の
行

事
や
冠
婚
葬
祭
の
付
き
合
い
も
な
い
。
新
住
民
は
そ
も
そ
も
ま
だ
墓
を
持
っ
て
お
ら
ず
、

墓
を
持
っ
て
も
共
同
墓
地
に
は
入
ら
な
い
た
め
盆
綱
行
事
の
対
象
に
な
ら
な
い
と
い
う
。

〔
実
施
主
体
〕

①　

昭
和
四
十
年
代
ま
で
…
小
学
一
～
六
年
生
、
中
学
三
年
生
（
男
子
）

②　

昭
和
四
十
年
代
か
ら
平
成
三
十
年
頃
ま
で
…
小
学
四
～
六
年
生
、中
学
三
年
生（
男
子
）

③　

平
成
三
十
年
頃
か
ら
現
在
…
小
学
四
年
～
中
学
三
年
生
（
男
女
）

　

昭
和
の
中
頃
ま
で
は
、
小
・
中
学
生
の
男
子
全
員
が
参
加
し
て
い
た
。
し
か
し
、
当

時
盆
綱
で
集
め
た
お
金
の
分
配
を
中
学
生
が
取
り
仕
切
っ
て
い
た
こ
と
に
対
し
て
、
親

の
一
部
か
ら
平
等
に
分
け
る
べ
き
だ
と
い
う
意
見
が
出
た
。
当
時
は
五
十
人
く
ら
い
の

男
子
が
い
た
の
で
、
そ
れ
で
は
小
学
一
～
三
年
生
の
小
さ
い
子
供
は
参
加
さ
せ
な
い
、

と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
子
供
の
数
全
体
が
減
少
し
た
た
め
、
平
成

三
十
年
頃
か
ら
は
女
子
も
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

〔
実
施
日
〕

昭
和
期
ま
で

①　

材
料
集
め
と
ポ
ン
・
龍
作
り　

八
月
の
初
め
か
ら
八
月
十
二
日
ま
で

②　

迎
え　
　

八
月
十
三
日　
（
ラ
ン
ト
で
仏
さ
ま
を
乗
せ
る
）
午
後
三
時
か
ら
四
時

頃
ま
で
（
各
家
を
ま
わ
る
）
午
後
六
時
か
ら
十
一
時
頃
ま
で

平
成
～
現
在

①　

材
料
集
め
と
ポ
ン
作
り　

八
月
初
め
か
ら
八
月
十
二
日
ま
で

②　

龍
作
り　

八
月
十
三
日
の
午
前
五
時
か
ら
六
時
頃

③　

迎
え　
　

八
月
十
三
日　
（
ラ
ン
ト
で
仏
さ
ま
を
乗
せ
る
）
午
前
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
各
家
を
ま
わ
る
）
午
後
三
時
頃
か
ら
十
時
頃

〔
綱
の
形
状
〕

　

綱
は
「
龍
」
と
呼
ば
れ
る
。
龍
の
胴
体
部
分
を
作
る
た
め
、三
本
の
太
縄
の
根
元
を
縛
っ

た
も
の
を
、
昔
は
大
き
な
ケ
ヤ
キ
の
木
の
枝
に
、
現
在
は
谷
田
部
第
七
分
団
の
火
の
見
櫓

に
掛
け
て
、
捩
じ
り
な
が
ら
藁
束
を
少
し
ず
つ
差
し
入
れ
て
綯
っ
て
い
く
。
胴
体
全
体
か

ら
バ
サ
バ
サ
と
藁
の
根
元
の
方
が
出
て
い
る
感
じ
に
な
る
。
ま
た
頭
、
中
間
、
後
方
に
左

右
二
本
ず
つ
持
ち
手
用
の
縄
を
付
け
る
。
こ
の
胴
体
の
元
部
に
真
菰
（
マ
コ
モ
）
を
ぐ
る

り
と
覆
う
よ
う
に
被
せ
て
頭
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
藁
を
三
つ
編
み
に
し
て
作
っ
て

置
い
た
角
を
一
緒
に
束
ね
て
き
つ
く
縛
り
（
現
在
は
緩
ま
な
い
よ
う
に
針
金
（
番
線
）
で

縛
る
）、
ナ
ス
な
ど
を
二
つ
付
け
て
目
に
す
る
。
大
体
一
時
間
程
で
出
来
上
が
る
。
昔
は
、

子
供
が
多
か
っ
た
の
で
龍
の
長
さ
も
五
ｍ
位
あ
り
、
こ
れ
に
長
い
持
ち
手
の
綱
を
付
け
て

大
勢
で
引
き
ず
っ
て
歩
い
た
。
し
か
し
、
子
供
の
数
が
減
る
に
つ
れ
て
龍
も
小
さ
め
に
作

る
よ
う
に
な
り
、
現
在
で
は
人
数
は
十
人
以
下
と
な
り
、
龍
の
長
さ
も
三
ｍ
程
度
に
な
っ

て
い
る
。
持
ち
手
の
縄
も
以
前
は
た
く
さ
ん
付
け
て
い
た
が
、
今
は
三
か
所
に
二
本
ず
つ

計
六
本
だ
け
付
け
る
。
子
供
た
ち
は
こ
の
縄
を
持
ち
、
龍
を
引
い
て
歩
く
の
で
あ
る
が
、

少
人
数
で
引
き
ず
る
の
は
大
変
に
な
っ
た
た
め
、
近
年
は
高
野
正
義
さ
ん
が
工
夫
し
、
台

車
を
半
分
に
切
っ
て
龍
の
前
と
後
ろ
を
こ
れ
に
乗
せ
て
引
っ
張
り
や
す
い
よ
う
に
し
た
。
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龍
の
ほ
か
、掛
け
声
を
掛
け
る
際
に
地
面
を
叩
い
て
大
き
な
音
を
出
す
た
め
の「
ポ
ン
」

を
作
る
。
こ
れ
は
芯
に
藁
縄
を
巻
き
付
け
、
持
ち
手
は
丸
く
輪
に
し
た
鬼
の
金
棒
の
よ

う
な
形
状
で
あ
る
。
ポ
ン
の
芯
の
部
分
は
、
昔
は
真
菰
を
使
っ
て
い
た
が
、
真
菰
が
入

手
し
に
く
く
な
っ
て
き
た
た
め
、
近
年
は
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で
藁
縄
を
購
入
し
て
い
る
。

ま
ず
藁
縄
を
二
つ
折
り
に
し
て
芯
に
す
る
が
、
こ
の
時
、
輪
に
し
た
部
分
が
持
ち
手
に

な
る
。
折
っ
た
部
分
を
自
分
の
手
の
大
き
さ
に
合
わ
せ
て
輪
に
し
、
一
度
縛
る
。
そ
の

先
か
ら
藁
縄
を
隙
間
な
く
ぐ
る
ぐ
る
巻
い
て
い
く
。
先
ま
で
行
っ
た
ら
、
端
を
も
う
一

度
き
っ
ち
り
縛
る
。
大
き
い
も
の
は
「
ポ
ン
大
将
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

〔
詳
細
〕

①　

準
備

　

盆
綱
行
事
の
前
に
龍
と
ポ
ン
を
作
っ
て
お
く
。八
月
に
入
る
と
す
ぐ
に
子
供
た
ち
は
、

辻
と
原
地
区
の
家
を
一
軒
ず
つ
ま
わ
っ
て
藁
か
、
も
し
く
は
材
料
代
と
し
て
現
金
千
円

を
集
め
る
。
こ
の
時
、
そ
の
年
に
ま
わ
る
家
や
順
路
を
確
認
出
来
る
。
な
お
、
昔
は
お

金
を
出
す
人
は
少
な
く
藁
ば
か
り
集
ま
っ
た
た
め
、
使
い
切
れ
ず
に
余
っ
た
藁
は
、
機

械
で
藁
縄
作
り
を
し
て
い
る
人
が
買
い
取
っ
て
く
れ
た
。
し
か
し
、
近
年
は
稲
刈
り
の

際
に
コ
ン
バ
イ
ン
で
藁
を
粉
砕
し
て
し
ま
う
家
や
水
田
の
耕
作
を
や
め
る
家
が
多
く
、

藁
で
出
し
て
く
れ
る
家
が
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
た
め
、
最
低
限
必

要
な
分
の
藁
だ
け
は
地
区
内
で
水
田
を
作
っ
て
い
る
人
が
確
保
し
て
く
れ
て
い
る
。
集

め
て
き
た
藁
は
、
昭
和
期
ま
で
は
オ
ゴ
ヤ
（
お
小
屋
・
位
置
は
巡
路
図
参
照
）
の
倉
庫

に
た
め
て
い
た
が
、
平
成
以
降
は
辻
原
研
修
セ
ン
タ
ー
（
以
後
セ
ン
タ
ー
と
表
記
）
の

倉
庫
に
置
く
。
準
備
作
業
も
か
つ
て
は
オ
ゴ
ヤ
で
行
っ
て
い
た
が
、
セ
ン
タ
ー
が
出
来

て
か
ら
は
そ
こ
で
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。

　

ま
た
、
昔
は
上
級
生
四
人
く
ら
い
で
真
菰
を
用
意
し
た
。
辻
の
ラ
ン
ト
（
墓
地
）
の

北
側
の
水
田
周
辺
で
、
太
め
の
真
菰
を
刈
っ
て
リ
ヤ
カ
ー
で
運
ん
で
き
た
。
こ
れ
を
一
週

間
く
ら
い
天
日
干
し
し
て
、
一
束
分
く
ら
い
を
準
備
し
て
お
い
た
。
近
年
は
龍
の
分
だ
け

大
人
が
車
で
手
代
木
の
用
水
池
の
脇
に
刈
り
に
行
き
、
セ
ン
タ
ー
で
干
し
て
い
る
。

こ
う
し
て
集
め
た
材
料
で
、
ポ
ン
と
龍
を
作
る
。
ポ
ン
は
子
供
た
ち
が
自
分
の
分
を
作
る

が
、
龍
は
子
供
だ
け
で
作
れ
な
い
た
め
、
熟
練
の
年
配
者
四
人
程
に
頼
み
に
行
く
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
年
配
者
が
龍
を
作
り
、
中
学
二
、三
年
生
の
保
護
者
と
子
供
が
手
伝
う
。

　

一
時
、
龍
作
り
を
迎
え
盆
前
日
の
十
二
日
に
行
い
、「
こ
れ
を
守
る
」
と
い
う
名
目

で
中
学
三
年
生
だ
け
が
翌
十
三
日
ま
で
オ
ゴ
ヤ
に
泊
ま
り
込
ん
だ
こ
と
も
あ
っ
た
が
、

今
は
龍
だ
け
は
十
三
日
当
日
の
朝
五
時
頃
か
ら
作
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

②　

迎
え　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
「
盆
綱
は
ラ
ン
ト
で
先
祖
様
を
乗
せ
て
一
軒
ず
つ
各
家
に
届
け
る
行
事
」、「
龍
は
仏

さ
ま
が
乗
っ
て
く
る
も
の
」で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
ラ
ン
ト
と
は
墓
場
の
こ
と
で
あ
る
。

　

八
月
十
三
日
の
午
前
中
に
子
供
た
ち
が
セ
ン
タ
ー
に
集
ま
り
、
そ
こ
か
ら
龍
を
引
い

て
、ラ
ン
ト
に
仏
さ
ま
を
迎
え
に
行
く
。
龍
は
六
本
の
引
き
綱
を
六
人
で
持
っ
て
引
き
、

残
り
の
者
は
ポ
ン
だ
け
を

持
っ
て
行
く
。
な
お
、
昭

和
期
に
は
十
三
日
の
午
後

三
時
頃
に
オ
ゴ
ヤ
に
集
ま

り
、
こ
こ
か
ら
出
発
し
て

ラ
ン
ト
を
ま
わ
っ
た
と
い

う
。

　

ラ
ン
ト
は
、
現
在
は

ト
ー
ヒ
ガ
シ
ラ
ン
ト
、
辻

の
ラ
ン
ト
、
原
の
ラ
ン

ト
の
三
か
所
を
ま
わ
る
。

辻
の
ラ
ン
ト
は
、
平
成

二
十
一
年
に
三
つ
の
ラ
ン

ト
が
区
画
整
理
で
一
つ
に

ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
、

100m
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そ
れ
以
前
は
高
ラ
ン
ト
、
中
ラ
ン
ト
、
入
江
ラ
ン
ト
の
三
か
所
に
分
か
れ
て
い
た
。
高

ラ
ン
ト
は
高
野
家
の
ラ
ン
ト
、
中
ラ
ン
ト
は
真
ん
中
の
ラ
ン
ト
、
入
江
ラ
ン
ト
は
入
江

家
の
ラ
ン
ト
の
こ
と
で
、
三
か
所
が
隣
接
し
て
い
た
。
つ
ま
り
こ
の
頃
ま
で
は
、
五
か

所
の
ラ
ン
ト
を
ま
わ
っ
て
い
た
。
ラ
ン
ト
が
街
道
か
ら
離
れ
て
い
る
の
は
、
中
世
に
谷

津
田
周
辺
に
あ
っ
た
苅
間
集
落
が
、
江
戸
時
代
に
街
道
筋
に
移
っ
た
際
、
ラ
ン
ト
だ
け

残
さ
れ
た
か
ら
と
言
わ
れ
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
ン
ト
で
は
「
ぼ
ー
ん
づ
ー
な
、
ご
ー
ざ
っ
た
」
と
言
っ
た
ら
ポ
ン
で
一

回
地
面
を
打
ち
、
続
け
て
「
ほ
ー
と
け
さ
ー
ま
、
ご
ー
ざ
っ
た
」
で
ま
た
ポ
ン
で
地
面
を

打
つ
。
各
ラ
ン
ト
で
、
そ
れ
ぞ
れ
二
回
ず
つ
掛
け
声
を
掛
け
て
、
仏
さ
ま
を
乗
せ
て
く
る
。

　

ラ
ン
ト
を
ま
わ
り
終
え
る
と
、
再
び
セ
ン
タ
ー
に
戻
り
、
龍
な
ど
を
こ
こ
に
置
い
て
、

子
供
た
ち
は
一
旦
自
宅
に
戻
る
。
か
つ
て
オ
ゴ
ヤ
か
ら
出
発
し
て
い
た
頃
は
、
国
道

四
〇
八
号
線
か
ら
集
落
に
入
る
街
道
入
口
近
く
の
貯
水
池
の
前
の
道
際
に
、
邪
魔
に
な

ら
な
い
よ
う
に
龍
を
置
い
て
一
旦
家
に
戻
り
、
夕
飯
を
食
べ
て
か
ら
ま
た
集
ま
っ
た
。

現
在
は
、
十
三
日
の
午
後
四
時
頃
に
再
び
セ
ン
タ
ー
に
集
ま
り
、
南
の
方
か
ら
各
家
を

ま
わ
り
始
め
る
。
南
接
す
る
松
代
地
区
に
分
家
し
た
家
が
数
軒
あ
る
の
で
、
ま
ず
そ
ち

ら
を
先
に
ま
わ
り
、
そ
の
後
、
国
道
四
〇
八
号
線
か
ら
街
道
に
入
っ
て
左
右
の
家
を
順

に
北
上
す
る
形
で
仏
さ
ま
を
降
ろ
し
て
ま
わ
る
。近
年
、女
子
が
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ

て
か
ら
は
、
上
級
生
の
父
兄
が
一
緒
に
付
き
添
い
、
暗
く
な
る
と
誘
導
灯
で
誘
導
す
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
昭
和
期
頃
ま
で
は
、「
盆
休
み
」
は
ど
の
家
も
十
五
日
と
十
六
日
だ
け
で
、

十
三・
十
四
日
は
大
人
は
普
段
同
様
に
忙
し
か
っ
た
。
十
三
日
も
夕
方
ま
で
家
の
者
た
ち
は

畑
に
行
っ
て
い
て
、午
後
六
時
頃
ま
で
帰
っ
て
こ
な
か
っ
た
の
で
、こ
れ
を
待
っ
て
出
発
し
た
。

　
「
ワ
ー
ッ
」
と
叫
び
な
が
ら
村
を
ま
わ
り
、
各
家
に
入
る
と
前
庭
を
一
周
し
て
か
ら

「
盆
綱
ご
ざ
っ
た
、仏
さ
ま
ご
ざ
っ
た
」
の
掛
け
声
で
ポ
ン
を
打
つ
（
写
真
１
・
２
・
３
）。

各
家
で
こ
れ
を
二
回
ず
つ
、
但
し
新
盆
宅
で
は
三
回
繰
り
返
す
。
こ
の
よ
う
に
一
軒
ず

つ
先
祖
様
を
降
ろ
す
と
、
家
の
人
が
お
ひ
ね
り
を
袋
に
入
れ
て
く
れ
る
。
上
級
生
が
お

ひ
ね
り
を
も
ら
う
役
で
、
布
袋
を
持
っ
て
い
る
。
大
体
一
軒
あ
た
り
五
百
円
か
ら
千
円

く
ら
い
、
新
盆
の
家
は
そ
の
二
倍
く
ら
い
を

入
れ
て
く
れ
る
と
い
う
。
と
は
い
え
、
袋
に

入
れ
る
際
に
は
ど
の
家
が
い
く
ら
入
れ
る

の
か
は
分
か
ら
な
い
た
め
、
昔
は
お
金
の
代

わ
り
に
薄
く
切
っ
た
キ
ュ
ウ
リ
が
入
っ
て

い
た
と
い
う
笑
い
話
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

夜
の
十
時
か
ら
十
一
時
頃
、
よ
う
や
く
村

を
一
周
し
終
え
、
セ
ン
タ
ー
（
か
つ
て
は
オ

ゴ
ヤ
）
に
戻
っ
て
く
る
。

　

全
部
の
家
を
ま
わ
る
と
お
ひ
ね
り
の
総

額
は
十
万
円
く
ら
い
に
な
る
時
も
あ
る
。
以

前
は
最
年
長
の
中
学
生
た
ち
が
分
け
方
を
決
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
今
は
準
備
の
参
加

が
多
い
子
は
多
く
も
ら
え
る
な
ど
、
平
等
に
分
け
る
よ
う
に
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

か
つ
て
は
、
翌
十
四
日
の
朝
十
時
頃
に
集
ま
り
、
お
金
を
分
け
た
。
と
い
っ
て
も
、

中
学
生
は
こ
の
お
金
で
ス
イ
カ
や
ナ
シ
を
買
っ
て
き
て
、小
さ
い
子
た
ち
に
分
け
、残
っ

た
現
金
を
上
級
生
で
分
け
た
。
昭
和
の
頃
は
、
小
学
生
は
お
金
で
も
ら
う
こ
と
は
あ
ま

写真 1 　龍を引いて各家をまわる

写真 2 　各家をまわる盆綱（龍とポン）写真 3 　ポンを地面に打ち付ける

162

第三章　調査報告　　第一節　詳細調査報告



り
な
か
っ
た
と
い
う
。

〔
綱
の
取
扱
い
〕

　

行
事
終
了
後
の
龍
や
ポ
ン
の
処
理
に
つ
い
て
決
ま
り
は
無
い
。
か
つ
て
は
料
亭
「
山

水
亭
」の
裏
手
に
あ
っ
た
山
に
捨
て
て
い
た
。放
っ
て
お
い
て
も
自
然
に
朽
ち
た
と
い
う
。

〔
各
家
の
盆
行
事
〕

　

か
つ
て
、八
月
十
三
日
は
忙
し
く
て
、迎
え
盆
に
行
っ
て
は
い
ら
れ
な
い
家
が
多
か
っ

た
。
こ
の
た
め
、
代
わ
り
に
子
供
た
ち
に
盆
綱
で
仏
さ
ま
を
迎
え
に
行
っ
て
も
ら
う
、

と
い
う
意
味
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
わ
れ
る
。
た
だ
、
仏
さ
ま
を
ラ
ン
ト
ま

で
は
迎
え
に
行
か
な
く
て
も
、
そ
の
代
わ
り
、
仏
さ
ま
が
自
分
で
村
の
近
く
ま
で
や
っ

て
来
る
、
と
さ
れ
る
場
所
が
あ
り
、
そ
こ
ま
で
迎
え
に
行
っ
て
線
香
を
あ
げ
る
こ
と
で

迎
え
と
し
て
い
た
家
も
あ
っ
た
。
辻
・
原
の
そ
れ
ぞ
れ
に
そ
う
し
た
場
所
が
あ
り
、
ど

ち
ら
も
十
文
字
の
道
で
あ
っ
た
（
順
路
図
参
照
）。

　

こ
の
日
、
各
家
で
は
仏
壇
の
前
に
は
盆
棚
を
作
っ
て
、
真
菰
の
ゴ
ザ
の
上
に
位
牌
を

並
べ
、
仏
さ
ま
専
用
の
小
さ
な
塗
り
物
の
膳
椀
に
ご
飯
を
盛
り
付
け
て
供
え
る
。
家
に

よ
っ
て
は
餅
を
搗
い
た
り
、
真
菰
で
牛
や
馬
を
作
っ
て
供
え
た
り
、
ぼ
ん
ぼ
り
を
飾
る

場
合
も
あ
っ
た
。
新
盆
の
場
合
は
普
通
よ
り
立
派
な
盆
棚
を
作
る
。
棚
の
下
に
は
「
無

縁
さ
ま
」
と
し
て
、
も
う
一
つ
お
膳
を
用
意
す
る
。

　

八
月
十
四
日
に
は
、
盆
の
行
事
は
何
も
な
く
、
普
段
ど
お
り
の
仕
事
で
忙
し
か
っ
た
。

し
か
し
八
月
十
五
日
と
十
六
日
だ
け
は
盆
休
み
に
な
る
。
十
五
日
は
「
ノ
マ
ワ
リ
」
と

言
っ
て
、
家
の
主
が
畑
を
ま
わ
っ
て
、
野
菜
を
取
っ
て
く
る
。
ナ
ス
や
キ
ュ
ウ
リ
、
サ

ツ
マ
イ
モ
な
ど
を
収
穫
し
、
里
芋
の
葉
に
乗
せ
て
盆
棚
に
供
え
て
お
く
。

　

八
月
十
六
日
は
送
り
盆
で
あ
る
。
各
家
で
、
十
五
日
に
ノ
マ
ワ
リ
で
穫
っ
た
野
菜
を

蓮
の
葉
や
里
芋
の
葉
に
乗
せ
て
ラ
ン
ト
に
供
え
て
く
る
。
家
に
よ
っ
て
は
白
玉
団
子
を

持
っ
て
い
く
家
も
あ
る
。
但
し
、近
年
は
カ
ラ
ス
な
ど
に
荒
ら
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、

お
供
え
を
し
な
く
な
っ
た
家
も
多
い
と
い
う
。

〔
歴
史
的
変
遷
〕

　

中
世
の
頃
、
村
が
元
あ
っ
た
場
所
に
、
ラ
ン
ト
を
残
す
と
い
う
古
い
集
落
で
あ
る
が
、

盆
綱
に
関
す
る
記
録
は
無
い
。
昭
和
十
年
代
生
ま
れ
の
経
験
者
が
、
そ
の
祖
父
の
世
代

か
ら
「
昔
か
ら
や
っ
て
い
た
」
と
聞
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
明
治
時
代
前

期
頃
に
は
行
わ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

〔
所
見
〕

　

辻
・
原
地
区
で
は
、八
月
十
三
・
十
四
日
は
大
人
た
ち
に
と
っ
て
休
み
の
日
で
は
な
く
、

畑
仕
事
に
忙
し
く
各
家
で
迎
え
盆
が
出
来
な
か
っ
た
た
め
、
代
わ
り
に
盆
綱
と
子
供
た

ち
に
先
祖
迎
え
を
託
す
の
だ
、と
い
う
解
釈
が
聞
か
れ
た
。
盆
綱
を
夜
に
行
う
理
由
も
、

家
人
が
畑
か
ら
帰
っ
て
来
る
の
を
待
つ
か
ら
で
あ
る
と
い
う
。
茨
城
県
の
盆
綱
で
、
ム

ラ
の
先
祖
迎
え
と
し
て
行
わ
れ
る
場
合
、
各
イ
エ
で
も
先
祖
を
迎
え
に
行
く
二
重
構
造

が
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
不
思
議
さ
を
説
明
す
る
理
由
が
苅
間
に
あ
っ
た
。
但
し
、
家
か

ら
遠
い
ラ
ン
ト
の
代
わ
り
に
、
仏
さ
ま
が
自
ら
近
く
ま
で
や
っ
て
来
る
か
ら
、
そ
こ
ま

で
は
迎
え
に
行
く
、
と
い
う
場
所
が
想
定
さ
れ
て
お
り
、
本
来
は
各
家
で
迎
え
に
行
く

べ
き
、
と
い
う
意
識
も
見
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
苅
間
地
区
の
二
つ
の
盆
綱
で
は
、
他
地
域
で
は
見
ら
れ
な
い
ポ
ン
と
い
う
も

の
を
作
っ
て
い
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。
苅
間
の
ポ
ン
は
、
埼
玉
・
群
馬
・
長
野
県
な

ど
で
旧
十
月
十
日
に
行
わ
れ
る
ト
オ
カ
ン
ヤ
行
事
に
お
い
て
、
子
供
た
ち
が
各
家
を
ま

わ
っ
て
地
面
を
打
つ
「
藁
鉄
砲
」
と
ほ
ぼ
同
じ
形
状
で
あ
る
。
行
事
と
し
て
は
異
な
る

系
譜
の
も
の
で
あ
る
が
、
何
か
を
き
っ
か
け
に
、
ト
オ
カ
ン
ヤ
の
藁
鉄
砲
が
苅
間
の
盆

綱
に
取
り
入
ら
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

〔
情
報
提
供
者
〕

　

高
野 
正
義
さ
ん
、
高
野 

静
夫
さ
ん
、
深
沢 

常
勝
さ
ん
、
高
野 

禄
久
さ
ん

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
榎　

美
香
）
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二
二
　
下し
も

須す

田だ

（
稲
敷
市
）
の
盆
綱

〔
地
区
名
〕

　

稲
敷
市
下
須
田

〔
地
区
の
概
況
〕

　

稲
敷
市
下
須
田
周
辺
は
、
利
根
川
下
流
域
に
み
ら
れ
る
典
型
的
な
水
田
地
帯
で
あ

る
。
下
須
田
地
区
の
北
西
側
か
ら
北
側
そ
し
て
南
東
側
は
、
蛇
行
し
て
流
れ
る
野
田
奈

川
に
よ
っ
て
画
さ
れ
、浮
島
地
区
と
接
し
て
い
る
。「
新
編
常
陸
国
誌
」
に
「
東
ハ
霞
浦
」

と
記
さ
れ
た
よ
う
に
、
浮
島
周
辺
が
埋
め
立
て
ら
れ
陸
続
き
と
な
る
以
前
の
下
須
田
は

霞
ケ
浦
の
湖
岸
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
下
須
田
地
区
に
南
接
す
る
上
須
田
地
区
の
南
側
に

は
新
利
根
川
が
東
流
し
て
お
り
、
下
須
田
地
区
境
を
流
下
し
て
き
た
野
田
奈
川
と
合
流

す
る
。
現
況
の
下
須
田
地
区
は
、
河
川
に
取
り
囲
ま
れ
た
低
地
に
な
っ
て
い
て
、
集
落

は
広
大
な
水
田
の
中
に
位
置
し
て
い
る
。

　

近
世
の
下
須
田
村
は
常
陸
国
河
内
郡
に
属
し
、
上
須
田
村
が
下
総
国
香
取
郡
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
両
村
の
境
が
旧
国
の
境
界
と
な
っ
て
い
た
（
上
須
田
村
は
そ
の
後
千
葉

県
に
属
し
、
明
治
三
三
年
〔
一
九
〇
〇
〕
の
県
境
変
更
に
よ
り
茨
城
県
稲
敷
郡
へ
編

入
さ
れ
た
）。
下
須
田
村
は
元
禄
期
・
幕
末
期
と
も
天
領
と
し
て
確
認
さ
れ
る
。
寛
文

年
間
に
江
戸
の
鍋
屋
四
郎
左
衛
門
が
水
田
開
発
を
し
て
村
高
一
〇
四
石
余
り
に
達
し

た
と
い
い
、
そ
の
こ
と
か
ら
「
鍋
屋
新
田
」
と
も
呼
ば
れ
る
（「
稲
敷
郡
郷
土
史
」）。

明
治
二
二
年
の
町
村
制
施
行
に
よ
り
伊
崎
村
大
字
下
須
田
と
な
り
、
昭
和
三
十
年

（
一
九
五
五
）
の
合
併
で
東
村
大
字
下
須
田
と
な
っ
た
。
平
成
八
年
（
一
九
九
六
）
の

町
制
施
行
で
東
町
と
な
り
、
い
わ
ゆ
る
平
成
の
大
合
併
で
江
戸
崎
町
な
ど
と
合
併
し
て

稲
敷
市
と
な
っ
て
、
現
在
に
至
る
。

　

地
区
は
微
高
地
上
に
屋
敷
が
ま
と
ま
る
「
本
区
」
と
呼
ば
れ
る
集
落
と
、
本
区
の
北

西
方
向
で
南
北
方
向
の
街
路
状
に
家
屋
が
並
ぶ
「
古
新
田
」
集
落
と
に
分
か
れ
る
。「
新

編
常
陸
国
誌
」
に
、「
東
、古
新
田
、新
屋
敷
、江
間
尻
、前
口
、中
郷
等
の
小
名
を
有
す
」

と
小
字
を
確
認
で
き
る
が
、
新
屋
敷
・
前
口
・
東
が
本
区
に
、
古
新
田
が
古
新
田
に
比

定
さ
れ
る
。「
本
区
」
に
は
須
田
山
般
舟
寺
や
水
神
社
、
下
須
田
公
民
館
な
ど
が
あ
る
。

こ
の
う
ち
般
舟
寺
は
、
元
禄
八
（
一
六
九
五
）
年
の
開
基
と
伝
え
る
曹
洞
宗
の
寺
院
で

あ
る
。
下
須
田
の
盆
綱
で
は
、
公
民
館
に
集
ま
っ
た
子
供
た
ち
が
般
舟
寺
へ
移
動
を
し

て
、
こ
こ
を
出
発
点
に
本
区
と
古
新
田
を
め
ぐ
っ
て
い
く
。

〔
実
施
主
体
〕

　

小
学
生
～
中
学
二
年
生
の
男
子

〔
実
施
日
〕

　

八
月
十
三
日　

盆
綱

　

八
月
十
四
～
十
五
日　

子
供
た
ち
が
小
屋
で
過
ご
す

〔
綱
の
形
状
〕

　

ボ
ン
ヅ
ナ
は
十
三
日
以
前
に
子
供
た
ち
が

作
っ
て
お
く
。
直
径
十
五
セ
ン
チ
、
長
さ
は
六

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
大
き
さ
で
、
太
い
綱
を
束
ね

て
芯
と
し
、
そ
こ
に
縄
を
巻
き
付
け
て
作
ら
れ

て
い
る
。
両
端
と
途
中
に
持
ち
手
と
な
る
手
ぬ

ぐ
い
が
出
て
い
る
。

　

当
日
、
ボ
ン
ヅ
ナ
に
子
供
た
ち
が
色
紙
で
き

ら
れ
た
紙
垂
を
取
り
付
け
て
完
成
す
る
（
写
真

１
）。

〔
詳
細
〕

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ

写真 1 　ボンヅナに紙垂をつける子供たち
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り
盆
綱
が
中
止
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
令
和
三
年
度
に
予
定
さ
れ
て
い
た
現
地
調
査
を

実
施
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。以
下
、平
成
二
十
年
に
行
わ
れ
た「
茨
城
県
の
祭
り
・

行
事
」
調
査
時
の
デ
ー
タ
を
主
と
し
て
、
下
須
田
の
盆
綱
の
記
録
に
代
え
た
い
。
以
下

に
記
す
迎
え
の
行
事
は
、
同
年
八
月
十
三
日
に
見
学
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
下
須

田
で
は
十
三
日
に
盆
綱
が
集
落
を
巡
行
し
た
後
、
子
供
た
ち
が
小
屋
に
一
泊
し
て
、
翌

十
四
日
の
早
朝
に
野
田
奈
川
へ
綱
を
流
し
に
行
く
。
以
下
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
述
べ

る
。

①
八
月
十
三
日

　

二
〇
〇
八
年
八
月
十
三
日
の
盆
綱
で
は
、
午
後
三
時
に
下
須
田
公
民
館
へ
子
供
た
ち

が
集
ま
っ
た
。
参
加
し
た
子
供
た
ち
は
十
七
人
で
、
全
員
が
男
子
で
あ
っ
た
。
親
方
と

よ
ば
れ
る
中
学
二
年
生
の
四
人
は
中
学
校
の
制
服
で
、
そ
れ
以
下
の
中
学
一
年
生
や
小

学
生
は
、
体
操
服
姿
で
参
加
し
た
。

　

午
後
三
時
に
子
供
た
ち
は
本
区
に
あ
る
公
民
館
敷
地
に
集
合
す
る
。
親
方
が
行
灯
の

紙
に
「
豊
年
満
作
」「
商
売
繁
盛
」
な
ど
の
文
字
を
入
れ
て
絵
を
描
く
。
行
灯
が
完
成

す
る
と
、
親
方
の
掛
け
声
の
も
と
、
全
員
が
公
民
館
前
に
整
列
す
る
。
そ
し
て
、
親
方

か
ら
順
番
に
ジ
ュ
ー
ス
を
も
ら
い
、
そ
れ
で
ま
ず
手
を
洗
い
、
続
い
て
口
を
注
ぐ
（
写

真
２
）。
濡
れ
た
手
は
「
拭
い
て
は
い
け
な
い
」
と
の
注
意
が
親
方
か
ら
飛
ぶ
。
三
種

類
の
ジ
ュ
ー
ス
が
用
意
さ
れ
て
い
て
、
三
回
同
じ
こ
と
を
繰
り
返
す
。
こ
れ
は
盆
綱
を

始
め
る
前
の
「
清
め
」
に
相
当
す
る
行
為
と
考
え
ら
れ
る
。

　

午
後
三
時
半
ご
ろ
、
集
落
内
に
あ
る
般
舟
寺
へ
移
動
を
す
る
。
本
堂
に
は
子
供
た
ち

が
こ
の
日
ま
で
に
用
意
し
て
お
い
た
ボ
ン
ヅ
ナ
が
お
い
て
あ
る
。
子
供
た
ち
は
ボ
ン
ヅ

ナ
を
本
堂
か
ら
境
内
に
引
き
出
し
て
、
様
々
な
色
の
付
い
た
紙
垂
を
と
り
つ
け
る
。
準

備
が
終
わ
る
と
、
ボ
ン
ヅ
ナ
を
取
り
囲
ん
で
一
同
が
整
列
し
、
住
職
に
般
若
心
経
を
唱

え
て
も
ら
う
（
写
真
３
）。
読
経
が
終
わ
る
と
、
本
堂
の
前
で
ボ
ン
ヅ
ナ
を
も
ち
、「
豊

年
満
作
わ
っ
し
ょ
い
、
わ
っ
し
ょ
い
」
と
唱
え
な
が
ら
綱
を
勢
い
よ
く
前
後
に
振
る
。

ボ
ン
ヅ
ナ
は
ブ
ラ
ン
コ
の
よ
う
に
前
後
に
揺
れ
る
。
こ
の
日
は
カ
メ
ラ
マ
ン
が
複
数
い

た
こ
と
も
あ
り
、本
堂
を
背
後
に
し
て
住
職
と
と
も
に
集
合
写
真
の
撮
影
が
行
わ
れ
た
。

　

続
い
て
、
ボ
ン
ヅ
ナ
を
も
っ
て
般
舟
寺
か
ら
公
民
館
へ
戻
る
。
そ
し
て
、
公
民
館
の

写真 2 　ジュースで手を清める

写真 4 　稲荷神社などの周囲を回る

写真 3 　般舟寺境内での住職による読経

写真 5 　水神社の周囲を回る
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敷
地
内
に
あ
る
稲
荷
神
社
と
隣
の
社
の
周
囲
を
、
ボ
ン
ヅ
ナ
を
も
っ
て
勢
い
よ
く
走
り

な
が
ら
左
回
り
に
八
の
字
を
描
く
よ
う
に
し
て
回
る
（
写
真
４
）。
さ
ら
に
、
本
区
の

南
側
、
上
須
田
地
区
と
の
境
近
く
の
水
神
社
境
内
へ
移
動
し
、
同
じ
よ
う
に
社
殿
の
周

り
を
左
回
り
に
何
周
か
走
る
（
写
真
５
）。
七
周
す
る
の
が
本
来
だ
と
い
わ
れ
る
。

　

そ
の
後
、
ボ
ン
ヅ
ナ
と
と
も
に
集
落
の
家
を
一
軒
ず
つ
ま
わ
り
始
め
る
。
下
須
田
は

大
き
く
本
区
と
古
新
田
区
と
い
う
ふ
た
つ
の
地
区
に
分
か
れ
て
い
る
が
、
盆
綱
は
水
神

社
の
近
く
の
本
区
の
「
前
口
」
か
ら
始
ま
り
、
古
新
田
区
へ
移
動
を
し
て
、
ま
た
本
区

へ
と
戻
り
、
本
区
の
「
新
屋
敷
」
→
「
東
」
の
家
を
た
ど
る
経
路
を
と
っ
た
。

　

ボ
ン
ヅ
ナ
は
小
学
校
中
学
年
以
上
の
子
供
た
ち
五
名
～
六
名
ほ
ど
で
も
ち
、
低
学
年

の
子
供
は
行
灯
を
手
に
す
る
。
親
方
は
提
灯（「
下
須
田
」「
子
供
中
」と
書
か
れ
て
い
る
）

を
も
ち
、
ま
わ
る
家
の
順
番
を
差
配
す
る
。
最
年
少
の
子
供
は
幣
束
を
も
ち
、
ボ
ン
ヅ

ナ
が
門
か
ら
庭
に
入
る
と
、
家
の
門
口
と
玄
関
前
の
二
箇
所
に
幣
束
を
立
て
る
（
写
真

６
）。
そ
し
て
、農
家
の
庭
で
は「
豊
年
満
作
、千
円
ワ
ッ
シ
ョ
イ
、豊
年
満
作
、千
円
ワ
ッ

シ
ョ
イ
」
と
、
商
家
で
は
「
商
売
繁
盛
、
千
円
ワ
ッ
シ
ョ
イ
、
商
売
繁
盛
、
千
円
ワ
ッ

写真 6 　ボンヅナが入ると門口に幣束を立て
る

写真 ７ 　庭でボンヅナを前後に振る

内
に
あ
る
稲
荷
神
社
と
隣
の
社
の
周
囲
を
、
ボ
ン
ヅ
ナ
を
も
っ
て
勢
い
よ
く
走
り
な
が
ら
左

回
り
に
八
の
字
を
描
く
よ
う
に
し
て
回
る
（
写
真
４
）。
さ
ら
に
、
本
区
の
南
側
、
上
須
田
地

区
と
の
境
近
く
の
水
神
社
境
内
へ
移
動
し
、
同
じ
よ
う
に
社
殿
の
周
り
を
反
時
計
回
り
に
何

周
か
走
る
（
写
真
５
）。
七
周
す
る
の
が
本
来
だ
と
い
わ
れ
る
。 

 

そ
の
後
、
ボ
ン
ヅ
ナ
と
と
も
に
集
落
の
家
を
一
軒
ず
つ
ま
わ
り
始
め
る
。
下
須
田
は
大
き

く
本
区
と
古
新
田
区
と
い
う
ふ
た
つ
の
地
区
に
分
か
れ
て
い
る
が
、
盆
綱
は
水
神
社
の
近
く

の
本
区
の
「
前
口
」
か
ら
始
ま
り
、
古
新
田
区
へ
移
動
を
し
て
、
ま
た
本
区
へ
と
戻
り
、
本

区
の
「
新
屋
敷
」→

「
東
」
の
家
を
た
ど
る
経
路
を
と
っ
た
。 

 

ボ
ン
ヅ
ナ
は
小
学
校
中
学
年
以
上
の
子
供
た
ち
五
名
～
六
名
ほ
ど
で
も
ち
、
低
学
年
の
子

供
は
行
灯
を
手
に
す
る
。
親
方
は
提
灯
（「
下
須
田
」「
子
供
中
」
と
書
か
れ
て
い
る
）
を
も

ち
、
ま
わ
る
家
の
順
番
を
差
配
す
る
。
最
年
少
の
子
供
は
幣
束
を
も
ち
、
ボ
ン
ヅ
ナ
が
門
を

く
ぐ
っ
て
庭
に
入
る
と
、
家
の
門
口
と
玄
関
前
の
二
箇
所
に
幣
束
を
立
て
る
（
写
真
６
）。
そ

し
て
、
農
家
の
庭
で
は
「
豊
年
満
作
、
千
円
ワ
ッ
シ
ョ
イ
、
豊
年
満
作
、
千
円
ワ
ッ
シ
ョ
イ
」

写写真真６６  ボボンンヅヅナナがが入入るるとと門門口口にに幣幣束束をを

立立ててるる  

写写真真７７    庭庭ででボボンンヅヅナナをを前前後後にに振振るる  

花花火火  

水水神神社社  

公公民民館館  

巡巡行行経経路路  巡行経路

100m
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シ
ョ
イ
」
と
唱
え
な
が
ら
勢
い
よ
く
綱
を
前
後
に
ふ
る
（
写
真
７
）。
こ
れ
ら
は
二
回

繰
り
返
さ
れ
、
二
回
目
の
唱
え
ご
と
で
は
金
額
の
部
分
が
二
千
円
に
な
る
。
各
家
か
ら

は
お
礼
の
お
金
が
手
渡
さ
れ
、
親
方
が
屋
号
と
金
額
を
控
え
て
受
け
取
る
。
ボ
ン
ヅ
ナ

が
庭
を
出
る
時
に
は
、必
ず
門
口
に
立
て
た
幣
束
を
外
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ボ
ン
ヅ
ナ
が
幣
束
よ
り
も
先
に
門
を
く
ぐ
っ
て
外
へ
出
る
こ
と
を
忌
む
。

　

巡
行
の
途
中
、
親
方
の
家
で
は
、
子
供
た
ち
に
対
し
て
ジ
ュ
ー
ス
や
お
に
ぎ
り
な
ど

の
振
舞
い
が
だ
さ
れ
る
。
こ
の
年
は
四
人
の
親
方
が
い
た
の
で
、
四
軒
の
家
で
振
る
舞

い
を
受
け
た
。
ま
た
、
古
新
田
地
区
を
ま
わ
り
終
え
た
と
こ
ろ
で
、
水
田
の
畔
で
花
火

の
余
興
が
あ
る
。
花
火
を
始
め
た
午
後
六
時
四
十
分
ご
ろ
か
ら
、
周
囲
は
暗
く
な
っ
て

く
る
。
花
火
に
あ
わ
せ
て
、
行
灯
や
提
灯
に
火
を
灯
す
。
花
火
を
終
え
た
と
こ
ろ
で
、

再
び
ボ
ン
ヅ
ナ
を
担
ぎ
、
本
区
の
家
々
を
巡
っ
て
い
く
。
す
べ
て
の
家
を
ま
わ
り
終
え

る
と
、
公
民
館
に
戻
り
、
ボ
ン
ヅ
ナ
を
激
し
く
た
た
き
つ
け
て
、
行
事
が
終
了
す
る
。

す
べ
て
の
家
を
ま
わ
り
終
え
る
の
は
午
後
十
一
時
半
ご
ろ
で
、
十
二
時
を
過
ぎ
る
年
も

あ
る
と
い
う
。

②
八
月
十
四
日

　

翌
八
月
十
四
日
は
ボ
ン
ヅ
ナ
を
川
へ
流
す
。
早
朝
六
時
、
公
民
館
へ
親
方
と
小
学
四

年
生
以
上
の
子
供
た
ち
が
集
り
、
ボ
ン
ヅ
ナ
を
担
い
で
野
田
奈
川
へ
向
か
う
。
ボ
ン
ヅ

ナ
は
前
日
の
最
後
に
激
し
く
叩
き
つ
け
ら
れ
た
た
た
め
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
縄
が
ほ
つ
れ

て
い
る
。
六
時
半
ご
ろ
、
ボ
ン
ヅ
ナ
は
子
供
た
ち
の
手
に
よ
っ
て
橋
の
上
か
ら
川
へ
投

げ
落
と
さ
れ
る
（
写
真
８
）。
ボ
ン
ヅ
ナ
が
川
を
流
れ
て
い
く
こ
と
を
確
認
す
る
と
、

子
供
た
ち
は
駆
け
足
で
公
民
館
へ
と
戻
る
（
写
真
９
）。

　

盆
綱
と
し
て
の
行
事
は
以
上
で
一
区
切
り
で
あ
る
が
、
子
供
た
ち
は
引
き
続
き
下
須

田
本
区
に
あ
る
共
同
墓
地
の
前
に
小
屋
を
作
る
。
親
方
の
親
た
ち
が
、
単
管
パ
イ
プ
を

使
っ
て
二
階
建
て
の
小
屋
の
骨
組
み
を
つ
く
る
。
子
供
た
ち
は
パ
イ
プ
を
運
ん
だ
り
、

ブ
ル
ー
シ
ー
ト
を
使
っ
て
屋
根
を
か
け
た
り
、
周
囲
に
ゴ
ザ
を
垂
ら
す
な
ど
し
て
小
屋

を
完
成
さ
せ
て
い
く
（
写
真
10
・
11
）。

　

こ
う
し
て
で
き
た
小
屋
の
な
か
で
、
子
供
た
ち
は
十
四
日
～
十
五
日
の
二
日
間
を
一

写真10　共同墓地の入口に小屋を作る

写真11　小屋で子供たちは過ごす

写真 ８ 　ボンヅナを野田奈川に流す

写真 9 　川から走って帰る子供たち
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緒
に
ゲ
ー
ム
な
ど
を
し
て
過
ご
す
。
両
日
に
は
下
須
田
の
人
た
ち
が
墓
参
り
に
訪
れ
る

こ
と
か
ら
、「
小
屋
の
子
供
た
ち
は
お
参
り
に
く
る
人
た
ち
を
守
っ
て
い
る
」
の
だ
と

い
う
。

〔
綱
の
取
り
扱
い
〕

　

ボ
ン
ヅ
ナ
は
八
月
十
四
日
に
野
田
奈
川
へ
流
す
（
写
真
12
）。
公
民
館
か
ら
運
ば
れ

た
ボ
ン
ヅ
ナ
は
橋
の
上
か
ら
川
へ
投
げ
入
れ
ら
れ
る
。
子
供
た
ち
は
何
度
か
投
げ
入
れ

る
所
作
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
最
終
的
に
放
り
投
げ
る
。
そ
し
て
、
流
れ
て
い
く
の
を

見
届
け
て
か
ら
、
一
斉
に
走
っ
て
集
落
に
戻
る
。
後
ろ
を
振
り
返
ら
ず
に
走
っ
て
帰
る

の
は
、
土
浦
市
佐
野
子
の
ボ
ン
ヅ
ナ
で
も
同
様
で
あ
る
。
ボ
ン
ヅ
ナ
を
流
す
地
点
は
浮

島
地
区
と
の
境
で
あ
り
、
か
つ
て
は
霞
ケ
浦
だ
っ
た
場
所
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
る
。

〔
各
家
の
盆
行
事
〕

　

八
月
十
三
日
の
夕
方
、
下
須
田
地
区
の
各
家
で
は
門
口
や
家
の
近
く
で
マ
コ
モ
を
焚

い
て
先
祖
の
霊
を
迎
え
る
「
お
迎
え
」
が
行
わ
れ
る
（
写
真
13
）。
十
四
日
、
十
五
日

に
は
墓
参
り
に
い
く
。

　〔
歴
史
的
変
遷
〕

　

墓
地
の
入
口
に
つ
く
ら
れ
る
小
屋
は
、
か
つ
て
は
親
方
の
指
示
の
も
と
で
子
供
た
ち

が
競
い
合
い
な
が
ら
二
つ
な
い
し
三
つ
作
っ
た
と
い
う
。
竹
を
集
め
て
き
て
作
っ
た
。

　

現
在
は
子
供
が
少
な
く
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
親
方
の
男
親
が
単
管
パ
イ
プ
を
組
み

合
わ
せ
て
二
階
建
て
に
し
て
つ
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。

〔
所
見
〕

　

下
須
田
の
盆
綱
行
事

は
他
地
域
の
そ
れ
と
比

べ
て
、
い
く
つ
か
の
特

徴
を
有
す
る
。
以
下
に

列
挙
し
て
お
き
た
い
。

①
寺
院
を
出
発
点
と

し
、
か
つ
住
職
に
よ

る
読
経
が
な
さ
れ
て

い
る
。

②
寺
院
を
出
発
し
た
あ

と
に
、
稲
荷
神
社
や

水
神
社
の
社
殿
の
周

り
を
ボ
ン
ヅ
ナ
を

も
っ
て
走
っ
て
回

る
。
そ
れ
か
ら
集
落

の
巡
行
が
始
ま
る
。

③
盆
綱
行
事
の
際
の
唱

え
ご
と
か
ら
も
分
か

写真12　川を流れていくボンヅナ

写真13　マコモを焚いて先祖を迎える

ゲ
ー
ム
な
ど
を
し
て
過
ご
す
。両
日
に
は
下
須
田
の
人
た
ち
が
墓
参
り
に
訪
れ
る
こ
と
か
ら
、

「
小
屋
の
子
供
た
ち
は
お
参
り
に
く
る
人
た
ち
を
守
っ
て
い
る
」
の
だ
と
い
う
。 

 

〔
綱
の
取
り
扱
い
〕 

 

ボ
ン
ヅ
ナ
は
八
月
十
四
日
に
野
田
奈
川
へ
流
す
（
写
真
12
）。
公
民
館
か
ら
運
ば
れ
た
ボ

ン
ヅ
ナ
は
橋
の
上
か
ら
川
へ
投
げ
入
れ
ら
れ
る
。
子
供
た
ち
は
何
度
か
ら
投
げ
入
れ
る
所
作

を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
最
終
的
に
放
り
投
げ
る
。
そ
し
て
、
流
れ
て
い
く
の
を
見
届
け
て
か

ら
、
一
斉
に
走
っ
て
集
落
に
戻
る
。
後
ろ
を
振
り
返
ら
ず
に
走
っ
て
帰
る
の
は
土
浦
市
佐
野

子
の
ボ
ン
ヅ
ナ
で
も
同
様
で
あ
る
。
ボ
ン
ヅ
ナ
を
流
す
地
点
は
浮
島
地
区
と
の
境
で
あ
り
、

か
つ
て
は
霞
ケ
浦
だ
っ
た
場
所
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

〔
各
家
の
盆
行
事
〕 

 

八
月
十
三
日
の
夕
方
、
下
須
田
地
区
の
各
家
で
は
門
口
や
家
の
近
く
で
マ
コ
モ
を
焚
い
て

先
祖
の
霊
を
迎
え
る
「
お
迎
え
」
が
行
わ
れ
る
（
写
真
13
）。
十
四
日
、
十
五
日
に
は
墓
参

り
に
い
く
。 

 
 〔

歴
史
的
変
遷
〕 

 

墓
地
の
入
口
に
つ

く
ら
れ
る
小
屋
は
、

か
つ
て
は
親
方
の
指

示
の
も
と
で
子
供
た

ち
が
競
い
合
い
な
が

ら
二
つ
な
い
し
三
つ

作
っ
た
と
い
う
。
竹

を
集
め
て
き
て
作
っ

た
。 

 

現
在
は
子
供
が
少

な
く
な
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
親
方
の
男
親

が
単
管
パ
イ
プ
を
組

み
合
わ
せ
て
二
階
建

て
に
つ
く
る
よ
う
に

な
っ
た
。 

 

〔
所
見
〕 

 

下
須
田
の
盆
綱
行

事
は
他
地
域
の
そ
れ

と
比
べ
て
、
い
く
つ

か
の
特
徴
を
有
す
る
。

以
下
に
列
挙
し
て
お

写写真真1122    川川をを流流れれてていいくくボボンンヅヅナナ  

写写真真1133  ママココモモをを焚焚いいてて先先祖祖をを迎迎ええるる  

般般舟舟寺寺  

1144日日朝朝ににボボンンヅヅナナをを流流すす場場所所  

水水神神社社  

1144日日にに小小屋屋をを作作るる共共同同墓墓地地  

公公民民館館・・稲稲荷荷神神社社  

図図２２  盆盆綱綱行行事事にに関関係係すするる地地点点  図 2 　盆綱行事に関係する地点

100m
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る
よ
う
に
、
豊
作
祈
願
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。

④
翌
日
、
ボ
ン
ヅ
ナ
を
野
田
奈
川
へ
流
し
た
後
に
、
子
供
た
ち
は
小
屋
を
つ
く
っ
て
一

緒
に
過
ご
す
。

　

佐
々
木
尊
久
氏
は
下
須
田
の
盆
綱
を
八
月
十
三
日
に
行
わ
れ
る
点
や
、「
迎
え
火

な
ど
と
同
じ
よ
う
な
意
味
を
果
た
し
て
い
る
と
さ
れ
る
」
こ
と
を
も
っ
て
、
下
須

田
の
そ
れ
を
「
ホ
ト
ケ
迎
え
」
を
主
と
す
る
盆
綱
で
あ
る
と
評
価
し
た
（
佐
々
木
、

二
〇
〇
七
）。
し
か
し
、
①
寺
院
を
出
発
点
と
す
る
も
の
の
そ
こ
は
墓
地
で
は
な
く
、

②
巡
行
前
に
神
社
の
社
殿
を
周
回
し
て
い
る
こ
と
、
③
唱
え
ご
と
か
ら
豊
作
祈
願
を
念

頭
に
お
い
て
い
る
こ
と
が
明
瞭
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
盆
の
初
日
の
行
事
と
し
て
行
わ

れ
て
い
る
点
や
、
子
供
た
ち
が
墓
地
に
小
屋
を
つ
く
り
遊
ぶ
、
す
な
わ
ち
お
籠
り
を
す

る
点
な
ど
は
、先
祖
の
霊
を
ま
つ
る
こ
と
と
不
可
分
な
行
事
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。

し
か
し
、
単
純
に
仏
迎
え
の
行
事
と
位
置
付
け
る
こ
と
に
は
留
保
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
そ
の
意
味
を
考
え
る
う
え
で
見
逃
せ
な
い
の
は
、
隣
接
す
る
上
須
田
地
区
で

は
、
同
じ
八
月
十
三
日
に
「
オ
タ
チ
行
事
」
が
行
わ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
上
須
田

地
区
の
オ
タ
チ
に
つ
い
て
は
、
高
畠
直
之
の
詳
細
な
報
告
が
な
さ
れ
て
い
る
（
高
畠
、

二
〇
〇
七
）。
そ
れ
に
よ
る
と
、
約
一
ｍ
四
十
㎝
の
木
刀
で
、
表
面
に
「
奉
納
結
佐
大

明
神
御
太
刀
御
守
護
」、
裏
面
に
「
五
穀
豊
穣　

家
内
安
全
」
な
ど
と
書
か
れ
た
も
の

を
東
寿
院
の
住
職
か
ら
受
け
、
東
寿
院
を
出
発
点
と
し
て
「
今
年
も
豊
年
満
作
だ
」
な

ど
と
唱
え
な
が
ら
各
家
の
巡
行
を
す
る
と
い
う
。
下
須
田
の
ボ
ン
ヅ
ナ
が
木
太
刀
に
置

き
換
わ
っ
た
行
事
に
も
み
え
、
そ
こ
に
は
先
祖
の
霊
を
迎
え
る
意
識
は
希
薄
で
あ
る
。

　

下
須
田
の
盆
綱
の
実
態
と
上
須
田
の
オ
タ
チ
行
事
を
勘
案
す
れ
ば
、
下
須
田
の
盆
綱

は
仏
迎
え
と
い
う
も
の
よ
り
も
、
お
盆
の
時
期
に
行
わ
れ
る
豊
作
祈
願
の
行
事
と
し
て

評
価
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、
そ
の
よ
う
に
考
え
る
。

　〔
参
考
文
献
〕

『
東
町
史
』
民
俗
編
、
東
町
史
編
纂
委
員
会
、
一
九
九
七
年

『
無
形
の
民
俗
文
化
財
記
録
』
第
四
三
集
盆
行
事
、
文
化
庁
文
化
財
保
護
部
、

二
〇
〇
〇
年

佐
々
木
尊
久
「
地
域
社
会
と
盆
行
事
―
茨
城
県
稲
敷
市
下
須
田
地
区
の
「
ボ
ン
ヅ
ナ
」

を
事
例
と
し
て
―
」『
利
根
川
下
流
域
村
落
の
伝
統
と
現
在
―
茨
城
県
稲
敷
市
上

須
田
・
下
須
田
地
区
の
調
査
報
告
』
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
報
告
書
第
二
二
集
、
常

磐
大
学
人
間
科
学
部
現
代
社
会
学
科
社
会
学
コ
ー
ス
、
二
〇
〇
七
年

高
畠
直
之
「
伝
統
行
事
の
継
承
と
保
存
―
茨
城
県
稲
敷
市
上
須
田
地
区
の
「
オ
タ
チ
」

を
事
例
と
し
て
ー
」（
同
前
掲
書
）

「
下
須
田
の
盆
綱
」『
茨
城
県
の
祭
り
・
行
事
』、
茨
城
県
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
〇
年

（
萩
谷
良
太
）
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二
三
　
島し
ま

津づ

（
阿
見
町
）
の
盆
綱

〔
地
区
名
〕

　

阿
見
町
島
津
（
上
島
津
地
区
）

〔
地
区
の
概
況
〕

　

上
島
津
地
区
は
霞
ケ
浦
（
西
浦
）
南
西
岸
に
位
置
す
る
集
落
で
あ
る
。
大
字
島
津
は
上

島
津
、
下
島
津
、
南
島
津
の
地
区
か
ら
構
成
さ
れ
、
上
島
津
は
大
字
島
津
の
西
部
に
あ
た

り
、
お
よ
そ
一
五
〇
世
帯
が
住
む
。
盆
綱
を
実
施
し
て
い
る
の
は
上
島
津
の
み
で
あ
る
。

　

大
字
島
津
は
、『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
』
に
よ
れ
ば
、「
嶋
津
郷
」
と
し
て
天
平
期

に
そ
の
名
が
見
ら
れ
、
江
戸
期
か
ら
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
ま
で
は
信
太
郡
に

含
ま
れ
て
い
た
。
同
年
か
ら
昭
和
三
十
年
（
一
九
五
〇
）
ま
で
は
舟
島
村
、
そ
れ
以
降

は
現
在
ま
で
阿
見
町
の
大
字
と
な
る
。

　

幕
藩
体
制
下
で
は
、
旗
本
領
・
天
領
の
相
給
村
落
で
あ
っ
た
［
内
山
ａ
、
一
九 

八
一
］。
明
治
末
期
に
は
地
方
改
良
運
動
の
展
開
の
中
で
、
舟
島
村
が
「
県
是
実
行
模

範
村
」
に
指
定
さ
れ
、
農
村
開
拓
が
進
め
ら
れ
た
。
ま
た
戦
後
の
農
地
改
革
に
お
け
る

農
民
運
動
で
は
、
舟
島
村
は
霞
ケ
浦
川
の
水
田
の
冠
水
被
害
を
背
景
と
し
た
未
墾
地
開

放
の
要
請
か
ら
、
日
農
舟
島
支
部
が
結
成
さ
れ
、
地
主
側
と
激
し
く
対
立
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
町
村
合
併
時
、
舟
島
村
は
分
村
と
な
り
、
大
字
島
津
は
新
阿
見
町
へ
と
編
入
合

併
す
る
こ
と
と
な
っ
た
［
内
山
ｂ
、
一
九
八
一
］。

〔
実
施
主
体
〕

　

小
学
四
～
六
年
生
（
男
女
）、
中
学
生
・
高
校
生
（
男
女
、
有
志
）

　

上
島
津
地
区
の
住
民
の
主
な
檀
那
寺
は
長
泰
寺
（
曹
洞
宗
）
で
あ
る
が
、
盆
綱
行
事

に
は
全
く
関
与
し
な
い
。
ま
た
、
本
事
例
に
お
い
て
は
自
治
会
や
子
供
会
と
い
っ
た
運

営
主
体
と
な
り
う
る
住
民
組
織
を
持
た
な
い
。

〔
実
施
日
〕

①　

準
備　

八
月
第
一
日
曜
日
（
令
和
元
年
は
八
月
四
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

午
前
七
時
三
十
分
か
ら
午
前
八
時
十
分

②　

迎
え　

八
月
十
三
日　

午
後
三
時
か
ら
午
後
十
時

③　

送
り　

八
月
十
五
日　

午
後
三
時
か
ら
午
後
九
時
十
分

〔
綱
の
形
状
〕

　

綱
は
全
長
一
五
〇
㎝
程
で
、
う
る
ち
米
の
藁
を
用
い
て
左
綯
い
で
編
ま
れ
る
。
最
も

太
い
頭
の
部
分
は
直
径
十
五
㎝
程
で
、
尾
に
向
か
っ
て
細
く
な
っ
て
い
く
。
綱
の
途
中

に
差
し
込
ま
れ
る
藁
束
は
、
長
さ
二
十
㎝
程
で
、
差
し
込
む
本
数
に
特
に
決
ま
り
は
な

い
（
写
真
１
）。

〔
詳
細
〕

①　

準
備

　

綱
編
み
は
例
年
八
月
第
一
日
曜
日
に
行
わ
れ
、
藁
は
田
地
を
保
有
し
て
い
る
農
家
が

写真 1 　ボンヅナ

写真 2 　綱編み
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事
前
に
刈
り
取
っ
て
保
管
し
て
い
る
も
の
を
用
い
る
。
藁
を
提
供
す
る
農
家
は
、
親
類

が
盆
綱
行
事
に
参
加
し
て
い
る
家
が
選
ば
れ
る
。

　

綱
編
み
に
関
し
て
も
こ
の
農
家
が
中
心
と
な
り
、
参
加
す
る
小
学
六
年
生
男
女
の
保

護
者
が
そ
れ
を
手
伝
う
。
小
学
生
の
参
加
は
必
須
で
は
な
い
が
、
親
に
つ
い
て
来
る
形

で
参
加
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

　

綱
は
左
綯
い
で
編
ま
れ
（
写
真
２
）、一
本
編
ま
れ
た
後
、編
み
始
め
の
部
分
を
「
頭
」

と
し
て
紐
で
目
（
話
者
に
よ
っ
て
は
角
）
を
か
た
ど
っ
た
飾
り
が
結
ば
れ
、
そ
の
後
胴

体
部
分
に
藁
束
が
等
間
隔
に
差
し
込
ま
れ
る
。
最
後
に
盆
綱
当
日
に
子
供
た
ち
の
取
っ

手
と
な
る
縄
が
両
側
面
に
三
対
結
び
つ
け
ら
れ
る
。

②　

迎
え

　

令
和
元
年
の
迎
え
盆
に
は
、小
学
生
五
人
、中
学
生
六
人
、高
校
生
一
人
が
参
加
し
た
。

保
護
者
の
う
ち
男
性
三
人
が
盆
綱
に
随
行
し
、
ま
た
女
性
は
飲
み
物
等
の
準
備
、
会
計
、

終
了
後
の
弁
当
の
手
配
等
を
担
う
。
八
月
十
三
日
午
後
三
時
に
上
島
津
農
村
集
落
セ
ン

タ
ー
（
以
下
、「
集
落
セ
ン
タ
ー
」
と
表
記
）
に
集
合
す
る
と
、
飲
み
物
等
の
準
備
を

済
ま
せ
、
長
泰
寺
に
向
け
て
出
発
す
る
。
梵
鐘
の
下
に
置
か
れ
た
ボ
ン
ヅ
ナ
は
、
三
対

の
取
っ
手
と
末
端
（
尾
）
を
七
人
で
持
ち
、
一
人
は
盆
と
袋
を
持
ち
、
謝
礼
を
も
ら
う

役
を
担
う
。
こ
の
役
は
六
年
生
が
適
宜
交
替
し
て
担
当
す
る
。
ま
わ
る
順
序
は
決
ま
っ

て
い
る
が
、
家
の
数
は
増
減
す
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
年
は
百
軒
を
ま
わ
っ
た
。

　

午
後
三
時
二
十
分
頃
、
長
泰
寺
を
出
発
す
る
。
出
発
時
に
口
上
や
特
殊
な
所
作
等
は

な
い
。
巡
行
す
る
際
は
「
ヤ
ン
セ
ー
、
ゴ
ン
セ
ー
」
と
声
を
上
げ
な
が
ら
進
む
。
各
家

に
到
着
す
る
と
、「
ヤ
ン
セ
、
ゴ
ン
セ
」
と
短
く
声
を
上
げ
な
が
ら
、
末
端
の
持
ち
手

を
中
心
と
し
て
反
時
計
回
り
に
三
周
し
た
（
写
真
３
）
の
ち
、「
せ
ー
の
、
オ
ー
」
と

い
う
掛
け
声
と
と
も
に
綱
を
頭
上
に
振
り
上
げ
る
。
回
る
空
間
が
確
保
で
き
な
い
場
合

は
、
敷
地
外
に
出
て
道
路
等
で
回
り
、
そ
の
間
保
護
者
が
車
の
誘
導
を
行
う
。
そ
の
後

仏
間
に
最
も
近
い
出
入
口
な
い
し
出
窓
に
綱
の
先
端
を
つ
け
、
全
員
で
「
仏
さ
ま
を
お

連
れ
し
ま
し
た
」
と
述
べ
る
。
こ
れ
を
「
仏
さ
ま
を
つ
け
る
」（
写
真
４
）
と
い
う
。

初
盆
の
家
は
小
さ
な
棚
や
盆
提
灯
を
外
に
向
け
て
出
す
家
が
あ
る
が
、
仏
間
か
ら
遠
い

場
合
は
仏
間
に
近
い
出
入
口
が
優
先
さ
れ
る
。
そ
の
後
謝
礼
を
も
ら
い
、
再
び
「
ヤ
ン

セ
ー
、
ゴ
ン
セ
ー
」
と
繰
り
返
し
な
が
ら
次
の
家
へ
と
向
か
う
。
途
中
数
度
の
休
憩
や

持
ち
手
の
交
替
を
は
さ
み
つ
つ
、
午
後
八
時
三
十
分
頃
に
百
軒
目
ま
で
ま
わ
り
終
え
る

と
、
そ
の
家
の
そ
ば
に
あ
る
電
柱
に
綱
を
置
き
、
集
落
セ
ン
タ
ー
へ
と
戻
る
。

　

集
落
セ
ン
タ
ー
で
食
事
し
た
後
、
女
性
保
護
者
が
謝
礼
か
ら
食
事
、
飲
み
物
代
等
を

清
算
し
、
そ
の
残
額
が
参
加
者
に
配
ら
れ
、
午
後
九
時
過
ぎ
に
各
自
解
散
と
な
る
。

③　

送
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

八
月
十
五
日
午
後
三
時
に
集
落
セ
ン
タ
ー
に
集
合
し
た
後
、
迎
え
盆
で
綱
を
置
い
た

場
所
に
向
か
い
、
送
り
盆
の
盆
綱
が
始
ま
る
。
送
り
盆
は
迎
え
盆
の
逆
の
順
序
で
各
家

を
ま
わ
る
。
基
本
的
な
形
は
迎
え
盆
と
同
様
で
、
綱
の
先
端
を
家
の
上
が
り
口
に
つ
け

る
際
、「
仏
さ
ま
を
お
迎
え
に
来
ま
し
た
」
と
口
上
を
述
べ
る
。
午
後
七
時
三
十
分
過

ぎ
に
百
軒
を
ま
わ
り
終
え
る
と
、
そ
の
ま
ま
長
泰
寺
に
向
か
う
。
長
泰
寺
の
墓
地
の
一

角
に
綱
を
置
く
と
、
送
り
盆
の
盆
綱
が
終
了
と
な
る
。
こ
の
際
も
特
別
な
所
作
や
綱
の

写真 3 　家の前で回る様子

写真 4 　「仏さまをつける」様子
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処
理
等
は
な
く
、
綱
は
置
い
た
ま
ま
に
さ
れ
る
。

　

こ
の
後
、
四
十
分
程
花
火
を
し
て
か
ら
、
集
落
セ
ン
タ
ー
に
戻
っ
て
食
事
を
す
る
。

食
事
や
歓
談
の
後
、
謝
礼
の
清
算
や
片
付
け
が
終
わ
る
と
、
五
年
生
の
保
護
者
へ
備
品

等
の
引
き
継
ぎ
を
済
ま
せ
て
、
各
自
解
散
と
な
る
。

〔
綱
の
取
扱
い
〕

　

綱
編
み
後
、
ボ
ン
ヅ
ナ
は
長
泰
寺
の
梵
鐘
の
下
に
保
管
さ
れ
、
上
か
ら
ブ
ル
ー
シ
ー

ト
が
掛
け
ら
れ
る
。

　

盆
綱
の
当
日
は
、
ボ
ン
ヅ
ナ
に
結
ば
れ
た
三
対
の
取
っ
手
と
末
端
（
尾
）
を
計
七
人

で
持
ち
、
ぶ
ら
下
げ
る
格
好
で
持
ち
歩
く
。
途
中
休
憩
時
や
行
事
後
に
綱
を
地
面
に
置

く
場
合
は
、
頭
部
が
上
に
位
置
す
る
よ
う
に
、
ト
グ
ロ
を
巻
く
よ
う
な
形
で
置
か
れ
る
。

〔
各
家
の
盆
行
事
〕

　

十
二
日
ま
で
に
各
家
で
は
、
盆
棚
や
盆
提
灯
の
準
備
と
墓
の
掃
除
を
行
う
程
度
で
あ

る
。
た
だ
し
、
十
三
日
（
迎
え
盆
）
の
午
前
中
に
墓
掃
除
を
行
う
家
も
あ
る
。

　

十
三
日
の
朝
、長
泰
寺
境
内
に
卒
塔
婆
が
並
べ
ら
れ
る
の
で
、各
自
こ
れ
を
受
け
取
っ

て
墓
に
立
て
る
。
現
在
は
ご
く
少
数
で
あ
る
が
、
初
盆
の
家
で
は
縁
側
に
十
五
日
（
送

り
盆
）
ま
で
精
霊
棚
を
設
置
す
る
家
も
あ
る
。

　

ま
た
、
迎
え
火
・
送
り
火
を
焚
く
家
も
あ
る
。「
迎
え
は
早
く
、
送
り
は
遅
く
」
焚

く
の
が
よ
い
と
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
火
を
焚
く
時
間
は
家
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま

で
、
迎
え
火
は
日
没
前
か
ら
焚
く
家
も
あ
れ
ば
、
盆
綱
を
迎
え
て
か
ら
焚
く
家
も
あ

る
。
ま
た
送
り
火
は
、
盆
綱
を
迎
え
た
後
や
日
没
後
、
日
付
が
変
わ
る
前
な
ど
に
焚
く

よ
う
で
あ
る
。
火
を
焚
く
場
所
は
、
家
か
ら
最
も
近
い
辻
（
角
）
や
、
墓
地
な
ど
で
あ

る
。
送
り
盆
で
は
、
長
泰
寺
ま
で
提
灯
を
提
げ
て
向
か
う
事
例
も
見
ら
れ
た
（
午
後
七

時
四
十
分
頃
）。

〔
歴
史
的
変
遷
〕

　

昭
和
五
十
年
代
後
半
ま
で
は
、
小
学
五
～
六
年
生
の
男
子
の
み
で
盆
綱
を
行
っ
て
い

た
。
当
時
の
参
加
者
は
二
十
人
程
で
あ
り
、
五
年
生
が
綱
を
持
ち
、
六
年
生
が
随
伴
す

る
形
で
行
わ
れ
、
綱
も
現
在
よ
り
長
く
、
重
い
も
の
だ
っ
た
と
い
う
。
少
な
く
と
も
こ

の
時
点
で
、
上
島
津
地
区
の
盆
綱
は
現
在
の
形
と
な
っ
た
。
平
成
の
初
頭
に
南
平
台
に

団
地
が
建
ち
、
子
供
が
一
時
的
に
増
加
し
た
も
の
の
、
そ
の
世
代
が
成
長
す
る
に
つ
れ

少
子
化
が
深
刻
化
し
、
平
成
十
年
代
に
四
年
生
男
子
も
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

平
成
二
十
年
頃
に
な
る
と
、
子
供
の
激
減
に
伴
い
断
絶
寸
前
と
な
っ
た
た
め
、
継
続

す
る
か
否
か
問
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
盆
綱
は
寺
院
や
行
政
区
、
子
供
会
と
い
っ
た

運
営
主
体
を
持
た
な
い
た
め
、
そ
の
判
断
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ず
、
当
時
の
保
護
者
が

集
ま
っ
て
議
論
が
な
さ
れ
た
。
女
子
の
参
加
を
認
め
、
以
後
継
続
が
難
し
く
な
っ
た
際

に
は
よ
り
下
の
学
年
を
参
加
可
能
に
す
る
形
で
継
続
す
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
、
こ
の
時

か
ら
男
性
保
護
者
が
随
伴
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

平
成
三
十
年
中
高
生
（
参
加
す
る
小
中
学
生
の
兄
姉
）
が
任
意
で
参
加
す
る
よ
う
に

な
り
、
謝
礼
の
一
部
（
小
学
生
よ
り
少
な
い
金
額
）
が
渡
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

〔
所
見
〕

　

上
島
津
地
区
の
盆
綱
は
、「
仏
さ
ま
を
つ
け
る
」
際
の
口
上
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
盆

行
事
と
し
て
祖
先
の
霊
を
送
迎
す
る
と
い
う
趣
旨
が
顕
著
に
み
ら
れ
る
。

　

か
つ
て
は
小
学
校
五
～
六
年
生
の
み
で
行
わ
れ
て
き
た
盆
綱
が
、
参
加
年
齢
の
拡
大

と
保
護
者
の
直
接
的
な
参
与
に
よ
っ
て
今
後
ど
う
変
容
し
て
い
く
か
、「
子
供
が
主
体
と

な
る
行
事
」
と
い
う
視
点
か
ら
本
事
例
を
捉
え
て
い
く
必
要
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

〔
情
報
提
供
者
〕

　

昭
和
四
十
九
年
生
ま
れ
の
男
性

　

昭
和
四
十
七
年
生
ま
れ
の
男
性

　

昭
和
二
十
三
年
生
ま
れ
の
女
性
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〔
参
考
文
献
〕

［
内
山
ａ
］
内
山　

純
子
編
『
阿
見
町
史
編
さ
ん
史
料
（
８
）
仙
台
藩
と
阿
見
地
域

―
仙
台
藩
常
州
領
の
う
ち
信
太
郡
十
三
か
村
―
』　

阿
見
町
史
編
さ
ん
委
員
会
、

一
九
八
一
年

［
内
山
ｂ
］
内
山　

純
子
編
「
阿
見
町
」（
茨
城
県
史
編
さ
ん
市
町
村
史
部
会
編
『
茨

城
県
史
＝
市
町
村
編
Ⅲ
』
茨
城
県
、
一
九
八
一
年
）

「
角
川
地
名
大
辞
典
」
編
纂
委
員
会
・
竹
内
理
三
編
『
角
川
地
名
大
辞
典
８
茨
城
県
』

角
川
書
店
、
一
九
八
三
年

（
横
田　

慶
一
）
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地理院地図 / GSI Maps ｜国土地理院 https://maps.gsi.go.jp/?ll=35.7,138.9&z=5&base=std&ls=lndst...
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●
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順路図（迎え盆）

順路図（送り盆）
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二
四
　
実じ
っ
こ
く穀
（
阿
見
町
）
の
盆
綱

〔
地
区
名
〕

　

阿
見
町
実
穀

〔
地
区
の
概
況
〕

　

稲
敷
郡
阿
見
町
実
穀
は
、
阿
見
町
の
西
部
に
位
置
す
る
農
業
地
帯
で
、
西
側
は
牛
久

市
と
接
し
て
い
る
。
県
道
土
浦
稲
敷
線
が
東
西
に
、
ま
た
県
道
土
浦
竜
ケ
崎
線
が
南
北

に
走
っ
て
お
り
、地
区
内
で
交
差
し
て
い
る
。ま
た
南
西
部
を
乙
戸
川
が
南
流
し
て
い
る
。

　

実
穀
は
、
江
戸
時
代
に
は
実
穀
村
と
称
し
た
が
、
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
に
は

朝
日
村
の
大
字
に
、そ
し
て
昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）
に
は
阿
見
町
の
大
字
と
な
っ
た
。

　

現
在
の
戸
数
は
一
六
九
戸
だ
が
、昭
和
の
頃
と
比
べ
て
子
供
の
数
が
減
少
し
て
お
り
、

明
治
期
以
来
、
一
三
七
年
の
歴
史
を
刻
ん
だ
阿
見
町
立
実
穀
小
学
校
が
、
平
成
三
十
年

（
二
〇
一
八
）
三
月
を
も
っ
て
閉
校
し
て
い
る
。

　

地
区
内
に
は
、
現
在
南
北
に
一
つ
ず
つ
共
同
墓
地
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
地
区
の
南

の
は
ず
れ
に
あ
る
墓
地
の
方
が
古
く
、「
～
門
」、「
～
兵
衛
」
な
ど
の
屋
号
を
も
つ
家

の
墓
が
多
い
。

　

一
方
、
県
道
土
浦
稲
敷
線
沿
い
に
あ
る
地
区
北
西
部
の
墓
地
は
、
比
較
的
新
し
く
移

り
住
ん
で
来
た
人
が
営
ん
で
い
る
と
い
う
。

〔
実
施
主
体
〕

　

小
学
三
～
六
年
生
、
中
学
一
～
三
年
生
）、
高
校
一
～
三
年
生
及
び
保
護
者
を
中
心

と
し
た
実
行
委
員
会

〔
実
施
日
〕

①　

準
備　

八
月
十
一
日　

午
前
九
時
か
ら
午
後
十
二
時

②　

迎
え　

八
月
十
三
日　

午
後
六
時
か
ら
午
後
九
時
半
頃

③　

送
り　

八
月
十
五
日　

午
後
六
時
か
ら
午
後
十
時
頃

④　

焼
却　

八
月
十
八
日　

午
前
八
時
半
か
ら
午
前
十
時

〔
綱
の
形
状
〕

　

ボ
ン
ヅ
ナ
の
長
さ
は
四
ｍ
程
、
太
さ
は
約
十
五
～
二
十
㎝
の
注
連
縄
状
の
も
の
で
、

特
に
何
か
を
模
っ
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、参
加
者
数
に
応
じ
て
、年
に
よ
っ

て
長
さ
と
太
さ
が
変
わ
る
。

〔
詳
細
〕

①　

準
備

　

八
月
十
一
日
午
前
九
時
十
五
分
頃
か
ら
、
実
穀
農
村
集
落
セ
ン
タ
ー
に
関
係
者
が
集
合

し
て
作
業
開
始
と
な
る
。
ま
ず
、
男
子
高
校
生
二
名
が
縄
を
倉
庫
の
軒
下
の
梁
に
括
っ
て

地
面
に
垂
ら
す
。
彼
ら
は
、
小
学
四
年
生
か
ら
盆
綱
に
参
加
し
て
お
り
、
今
で
も
Ｏ
Ｂ
と

し
て
参
加
し
て
い
る
。
同
時
に
コ
ン
テ
ナ
容
器
に
水
を
張
り
、
長
さ
五
十
㎝
程
の
藁
の
束

を
解
い
て
水
に
浸
す
。こ
の
作
業
は
、小
学
三
～
五
年
生
の
男
子
三
名
と
そ
の
母
親
が
行
っ

た
。
な
お
、
ボ
ン
ヅ
ナ
を
編
む
前
に
藁
を
水
に
浸
す
の
は
、
そ
う
す
る
こ
と
で
、
藁
が
解

け
た
り
ば
ら
け
た
り

す
る
の
を
防
ぐ
た
め

で
あ
る
。

　

次
に
、
軒
下
に
吊

る
し
た
縄
を
ボ
ン
ヅ

ナ
の
芯
と
し
て
、
男

性
三
人
が
各
々
手
に

持
っ
た
藁
の
束
を
ね

じ
っ
て
巻
き
付
け
て

い
く
。

写真 1 　ボンヅナを編む
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藁
束
を
両
手
で
押
さ
え
な
が
ら
、
体
ご
と
一
回
転
さ
せ
て
ね
じ
る
。
さ
ら
に
藁
の
束

を
追
加
し
て
、
芯
に
巻
き
付
け
て
い
く
。
こ
の
作
業
を
繰
り
返
し
て
、
綱
を
長
く
す
る
。

平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
）
ま
で
は
「
シ
ル
バ
ー
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
る
老
人
会
（
地

区
に
住
む
七
十
五
歳
以
上
の
方
）
が
行
っ
て
い
た
そ
う
で
あ
る
が
、
か
な
り
の
重
労
働

だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
か
つ
て
は
、
前
年
度
の
秋
に
手
作
業
で
稲
刈
り
を
し

て
い
た
た
め
、天
日
干
し
を
し
た
稲
藁
を
老
人
会
か
ら
貰
っ
て
い
た
。
し
か
し
現
在
は
、

コ
ン
バ
イ
ン
で
稲
刈
り
を
す
る
の
で
藁
の
確
保
が
困
難
な
た
め
、
実
行
委
員
長
が
近
く

の
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で
約
五
千
円
で
購
入
し
て
い
る
。
ま
た
前
年
度
の
藁
が
残
っ
て
い

る
場
合
は
、そ
れ
も
使
う
。こ
の
ほ
か
に
、委
員
長
が
竹
を
自
宅
の
裏
庭
か
ら
調
達
す
る
。

　

十
時
過
ぎ
に
目
標
の
長
さ
の
半
分
程
度
出
来
上
が
っ
た
と
こ
ろ
で
、休
憩
を
は
さ
む
。

　

十
一
時
頃
作
業
を
再
開
し
、
引
き
続
き
藁
を
編
む
作
業
を
行
う
。
こ
の
時
、
交
代
し

て
入
っ
た
男
性
は
、
高
校
生
の
時
に
阿
見
町
に
引
っ
越
し
て
来
た
の
で
盆
綱
を
経
験
し

た
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
先
程
ま
で
作
業
を
し
て
い
た
男
性
に
藁
の
巻
き
方
を
教
え
て

も
ら
う
な
ど
、
後
継
者
と
し
て
育
成
さ
れ
て
い
た
。

　

十
一
時
二
十
分
頃
、
藁
綱
の
先
端
を
縄
で
縛
り
、
の
こ
ぎ
り
で
芯
の
縄
を
切
り
、
藁

綱
を
地
面
に
置
く
。
そ
し
て
約
三
十
㎝
間
隔
で
、
縄
紐
を
用
い
て
持
ち
手
を
作
る
。
今

回
の
参
加
者
は
十
名
。
そ
の
う
ち
二
名
は
先
頭
の
紐
と
提
灯
・
竹
を
持
つ
の
で
、
残
り

八
名
分
の
間
隔
を
均
等
に
分
け
て
、
お
よ
そ
の
見
当
を
つ
け
な
が
ら
持
ち
手
を
作
っ
て

い
く
。
十
一
時
四
十
分
頃
に
は
作
業
を
終
え
て
、
倉
庫
の
前
に
ボ
ン
ヅ
ナ
を
置
き
、
終

了
と
な
る
。

　

事
前
の
準
備
と
し
て
、
ボ
ン
ヅ
ナ
の
藁
代
は
中
学
生
が
中
心
と
な
っ
て
、
例
年
七
月

二
十
日
以
降
、
数
日
か
け
て
集
金
す
る
。
こ
の
年
（
令
和
元
年
）
は
、
一
軒
あ
た
り

五
百
円
を
盆
綱
の
運
営
費
と
し
て
寄
付
し
て
も
ら
う
よ
う
町
内
会
の
回
覧
板
で
周
知

し
、
同
月
二
十
九
日
か
ら
八
月
十
三
日
ま
で
子
供
た
ち
が
自
転
車
で
各
家
を
め
ぐ
り
、

一
六
九
戸
中
一
〇
七
戸
か
ら
寄
付
を
集
め
た
。
ま
た
盆
綱
の
参
加
メ
ン
バ
ー
は
、
実
穀

小
学
校
の
児
童
が
中
心
で
、
名
前
は
知
ら
な
く
て
も
顔
は
見
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
程

度
で
、
盆
綱
で
知
り
合
う
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。
な
お
、
新
盆
宅
（
当
家
）
の
子
供
は
、

盆
綱
に
参
加
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
決
ま
り
に
な
っ
て
い
る
。

②　

迎
え　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

八
月
十
三
日
の
午
後
六
時
頃
、
関
係
者
が
集
落
セ
ン
タ
ー
に
順
次
集
合
す
る
。
実
行

委
員
長
ら
が
先
に
集
合
し
、
保
護
者
が
持
参
し
た
ク
ー
ラ
ー
ボ
ッ
ク
ス
に
ジ
ュ
ー
ス
等

を
冷
や
し
て
、
伴
走
車
に
積
み
込
む
。
そ
し
て
、
倉
庫
か
ら
ボ
ン
ヅ
ナ
を
取
り
出
す
。

ま
た
、
実
行
委
員
長
が
用
意
し
た
竹
を
二
本
並
べ
て
置
き
、
盆
提
灯
を
そ
れ
ぞ
れ
の
先

端
に
取
り
付
け
る
。
竹
を
適
当
な
長
さ
に
す
る
た
め
下
か
ら
二
十
㎝
ほ
ど
ノ
コ
ギ
リ
で

切
り
落
と
す
。同
時
に
、子
供
た
ち
が
持
つ
提
灯
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
ド
ル
を
セ
ッ

ト
す
る
。
子
供
た
ち
に
は
、
交
通
安
全
用
の
反
射
材
が
つ
い
た
タ
ス
キ
が
配
ら
れ
る
。

六
時
三
十
分
頃
、
皆
が
縄
を
持
ち
、
先
端
に
提
灯
を
つ
け
た
竹
二
本
を
中
学
生
が
持
つ
。

こ
の
役
を
中
学
三
年
生
が
担
う
の
は
、
か
つ
て
盆
綱
が
男
子
中
学
生
だ
け
で
構
成
さ
れ

て
い
た
こ
と
に
由
来
す
る
。
そ
し
て
他
の
八
名
が
、
ボ
ン
ヅ
ナ
を
ゆ
る
い
Ｕ
字
型
に
な

る
よ
う
に
隊
列
を
組
む
。
準
備
が
出
来
る
と
、
中
学
生
の
提
灯
を
先
頭
に
し
て
出
発
す

る
。
こ
の
時
、
提
灯
の
火
は
ま
だ
点
け
て
い
な
い
。
約
二
十
分
後
、
乙
戸
川
に
到
着
す

写真 2 　ボンヅナに持ち手をつける

写真 3 　完成したボンヅナ
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る
と
、
高
校
生
が
橋
の
上
か
ら
ボ
ン
ヅ
ナ
の
両
端
に
付
け
ら
れ
た
紐
を
持
っ
て
、
ボ
ン

ヅ
ナ
を
ゆ
っ
く
り
下
ろ
し
て
水
に
浸
す
。
ボ
ン
ヅ
ナ
が
水
に
浸
っ
た
の
を
確
認
し
て
か

ら
道
路
に
引
き
上
げ
て
、
乙
戸
川
を
出
発
す
る
。
こ
の
頃
に
は
午
後
七
時
近
く
に
な
っ

て
お
り
、
辺
り
は
暗
く
な
る
た
め
、
伴
走
車
の
ラ
イ
ト
で
一
行
を
照
ら
す
。

　

乙
戸
川
を
出
て
か
ら
約
二
十
分
後
、
一
か
所
目
の
墓
地
に
到
着
し
た
。
子
供
た
ち
は

ボ
ン
ヅ
ナ
を
地
面
に
置
い
て
、
実
行
委
員
か
ら
ジ
ュ
ー
ス
類
を
受
け
取
り
、
休
憩
し
た
。

暫
く
し
て
ボ
ン
ヅ
ナ
を
持
つ
位
置
に
戻
り
、
そ
の
端
を
持
つ
高
校
生
が
墓
地
を
正
面
に

し
て
「
の
ー
り
ゃ
ん
せ
、
の
ー
り
ゃ
ん
せ
、
ほ
ー
と
け
さ
ま
、
の
ー
り
ゃ
ん
せ
」
と
声

を
か
け
、
提
灯
に
火
を
灯
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
ボ
ン
ヅ
ナ
に
ホ
ト
ケ
サ
マ
の
霊
が
乗
り

移
る
と
い
う
。
墓
を
出
発
す
る
と
、
小
学
生
が
「
の
っ
た
か
の
ん
ね
か
、
わ
っ
し
ょ
い

こ
ら
し
ょ
い
」
と
声
を
か
け
、
残
り
の
子
供
た
ち
が
そ
れ
を
繰
り
返
し
な
が
ら
歩
い
て

行
く
。
道
中
も
同
じ
掛
け
声
を
続
け
る
。
第
一
声
は
、
ボ
ン
ヅ
ナ
の
前
後
い
ず
れ
か
の

端
を
持
つ
子
供
を
先
頭
に
し
て
、
順
番
に
発
声
し
、
続
け
て
他
の
皆
が
繰
り
返
す
。
さ

ら
に
約
二
十
分
後
、
二
か
所
目
の
墓
地
に
到
着
し
た
。
点
い
て
い
た
提
灯
の
灯
り
を
消

し
、
ボ
ン
ヅ
ナ
を
地
面
に
置
き
、
再
び
休
憩
す
る
。
暫
く
し
て
最
初
の
墓
地
と
同
様
に
、

高
校
生
が
掛
け
声
を
か
け
て
か
ら
、
再
度

提
灯
に
火
を
灯
す
。
提
灯
の
灯
り
は
、
先

祖
の
霊
を
乗
せ
て
い
る
時
に
灯
さ
れ
る
。

や
が
て
、
先
程
と
同
様
に
掛
け
声
を
か
け

て
、
残
り
の
子
供
た
ち
が
一
緒
に
繰
り
返

し
な
が
ら
出
発
し
、
先
を
急
い
だ
。
午
後

八
時
頃
に
は
、
一
軒
目
の
新
盆
宅
に
到
着

し
た
。
盆
綱
が
来
る
の
が
わ
か
る
と
、
新

盆
宅
の
者
が
庭
先
に
出
て
来
る
。
す
る
と

先
程
の
高
校
生
が「
お
ー
り
ゃ
ん
せ
、お
ー

り
ゃ
ん
せ
、
ほ
ー
と
け
さ
ま
、
お
ー
り
ゃ

ん
せ
」「
ほ
と
け
さ
ま
、
お
送
り
に
来
ま

し
た
」
と
声
を
か
け
る
。
す
る
と
当
家
の
ご
主
人
が
「
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。」
と
礼

を
言
う
と
、
女
性
た
ち
を
中
心
に
子
供
た
ち
に
ジ
ュ
ー
ス
や
菓
子
類
を
振
る
舞
う
。
そ

し
て
約
十
五
分
後
に
当
家
を
出
発
し
た
。
約
五
分
程
歩
い
て
二
軒
目
の
新
盆
宅
に
着
く

と
、
提
灯
の
灯
り
を
消
す
。
そ
し
て
再
び
高
校
生
が
、
一
軒
目
と
同
じ
掛
け
声
を
か
け

て
先
祖
を
送
り
届
け
た
。
そ
の
後
、
庭
先
で
当
家
が
用
意
し
た
ご
飯
や
菓
子
類
で
も
て

な
し
を
受
け
る
。

　

九
時
十
五
分
頃
、
集
落
セ
ン
タ
ー
に
到
着
す
る
と
、
倉
庫
に
ボ
ン
ヅ
ナ
と
道
具
を
仕

舞
い
解
散
し
た
。
な
お
盆
綱
が
巡
る
ル
ー
ト
は
、そ
の
年
の
新
盆
宅
に
よ
っ
て
変
わ
る
が
、

新
旧
の
い
ず
れ
の
墓
を
先
に
行
く
か
は
特
に
決
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
同
様
に
新

盆
宅
に
行
く
順
序
も
決
ま
っ
て
い
な
い
が
、
十
三
日
に
迎
え
に
行
く
時
間
帯
が
早
過
ぎ
る

と
「
来
る
の
が
早
い
ね
」
と
言
わ
れ
て
し
ま
う
。
先
祖
の
霊
を
迎
え
る
の
は
周
囲
が
薄
暗

く
な
っ
て
か
ら
と
さ
れ
、
送
り
は
先
祖
の
霊
の
滞
在
時
間
が
短
く
な
ら
な
い
よ
う
配
慮
す

る
。
提
灯
の
灯
り
を
頼
り
に
し
て
ホ
ト
ケ
サ
マ
が
つ
い
て
来
る
か
ら
だ
と
い
う
。

③　

送
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

八
月
十
五
日
の
午
後
六
時
頃
、
集
落
セ
ン
タ
ー
に
集
合
す
る
。
子
供
た
ち
は
、
提
灯

写真 4 　竹に付けた提灯を持つ中学生

写真 6 　掛け声をかけて歩く

写真 5 　配置につく
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類
を
倉
庫
か
ら
用
意
し
て
、
タ
ス
キ
を
か
け
、
ボ
ン
ヅ
ナ
、
竹
を
持
っ
て
、
各
自
十
三

日
と
同
じ
場
所
に
つ
く
。
六
時
四
十
分
頃
、
提
灯
に
灯
を
つ
け
て
集
落
セ
ン
タ
ー
を
出

発
す
る
。
約
十
分
後
に
乙
戸
川
に
到
着
す
る
と
、
ボ
ン
ヅ
ナ
の
先
端
の
紐
を
持
っ
て
、

橋
か
ら
ボ
ン
ヅ
ナ
を
下
ろ
し
て
い
く
。
ボ
ン
ヅ
ナ
全
体
が
水
に
浸
っ
た
ら
、
引
き
上
げ

る
。
例
年
、
十
五
日
は
川
は
行
か
な
い
が
、
今
回
は
行
く
こ
と
に
し
た
と
い
う
。
午
後

七
時
頃
乙
戸
川
を
出
発
し
、
約
十
分
後
、
一
軒
目
の
新
盆
宅
に
到
着
し
た
。
提
灯
の
灯

り
を
消
し
て
、
先
頭
の
中
学
生
が
「
の
ー
り
ゃ
ん
せ
、
の
ー
り
ゃ
ん
せ
、
ほ
ー
と
け
さ

ま
、
の
ー
り
ゃ
ん
せ
」
と
声
を
か
け
て
、
他
の
子
供
た
ち
が
復
唱
す
る
。
続
け
て
中
学

生
が
「
ホ
ト
ケ
サ
マ
を
お
迎
え
に
上
が
り
ま
し
た
」
と
言
う
。
実
行
委
員
長
が
玄
関
か

ら
声
を
か
け
る
と
、
当
家
の
方
が
「
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
言
っ
て
、
十
三
日
の
迎

え
と
同
様
に
ジ
ュ
ー
ス
や
菓
子
類
を
配
り
、
盆
綱
へ
の
御
礼
金
を
渡
す
。
御
礼
金
は
一

軒
に
つ
き
三
千
円
～
五
千
円
が
目
安
と
な
る
そ
う
だ
。

　

約
二
十
分
後
、
提
灯
を
つ
け
て
新
盆
宅
を
出
発
す
る
。
再
び
掛
け
声
を
か
け
て
次
の

家
へ
向
か
う
。
七
時
三
十
分
過
ぎ
に
、
二
軒
目
の
新
盆
宅
に
到
着
し
た
。
一
軒
目
と
同

じ
よ
う
に
声
か
け
を
す
る
子
供
た
ち
を
、
当
家
の
方
が
出
迎
え
て
も
て
な
し
た
。

　

そ
こ
か
ら
約
十
五
分
後
、
一
か
所
目
の
墓
地
に
到
着
し
た
。
こ
の
墓
地
は
路
地
が
薄

暗
く
林
に
囲
ま
れ
て
お
り
、
ウ
シ
ロ
ヤ
マ
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
昭
和
四
十
三
年
生
ま
れ

の
男
性
が
か
つ
て
盆
綱
に
参
加
し
て
い
た
頃
、
こ
の
墓
地
ま
で
の
道
は
ま
だ
舗
装
さ
れ

て
お
ら
ず
、
土
が
ぬ
か
る
ん
で
凸
凹
し
て
い
た
の
で
、
と
て
も
怖
か
っ
た
と
い
う
。
そ

し
て
皆
で
提
灯
を
消
し
て
、墓
地
の
正
面
を
向
い
て「
お
ー
り
ゃ
ん
せ
、お
ー
り
ゃ
ん
せ
、

ほ
ー
と
け
さ
ま
、
お
ー
り
ゃ
ん
せ
」
と
声
を
か
け
る
。
こ
の
後
は
、
手
提
灯
に
は
灯
り

を
点
け
な
い
の
で
車
に
回
収
し
た
が
、
竹
に
吊
る
す
提
灯
の
み
を
残
し
た
。
墓
地
の
広

場
で
暫
く
休
憩
し
て
か
ら
墓
地
を
出
る
時
は
、
竹
の
提
灯
も
灯
り
を
点
け
ず
真
っ
暗
に

し
て
行
く
。
や
が
て
、
雑
木
林
を
抜
け
て
墓
地
か
ら
離
れ
た
と
こ
ろ
で
再
度
、
竹
の
提

灯
に
灯
り
を
と
も
す
。
九
時
過
ぎ
に
二
か
所
目
の
墓
に
到
着
す
る
と
、
提
灯
を
消
し
て

一
か
所
目
の
墓
地
と
同
様
に
一
連
の
声
を
か
け
る
。
こ
こ
で
子
供
た
ち
は
、
墓
地
を
一

周
す
る
肝
試
し
を
行
い
、
予
め
隠
れ
て
い
た
高
校
生
が
お
化
け
役
と
な
っ
て
脅
か
し
た

の
で
、
悲
鳴
が
響
い
た
。
約
十
分
後
、
墓
地
を
後
に
す
る
際
、
伴
走
車
も
墓
地
を
出
る

ま
で
は
ラ
イ
ト
を
消
し
て
暗
く
す
る
。
子
供
た
ち
は
、
帰
り
は
無
言
で
あ
る
。
約
五
分

後
、
集
落
セ
ン
タ
ー
に
到
着
し
、
提
灯
や
タ
ス
キ
を
倉
庫
に
し
ま
う
。
竹
は
倉
庫
前
に

置
き
、
ボ
ン
ヅ
ナ
は
軒
下
に
吊
る
し
て
干
す
。
こ
れ
は
処
分
す
る
際
に
燃
や
し
易
く
す

る
た
め
だ
と
い
う
。
そ
の
後
、
新
盆
宅
か
ら
貰
っ
た
菓
子
類
を
小
袋
に
分
け
て
、
皆
に

配
る
。
約
十
分
後
、
実
行
委
員
長
よ
り
翌
日
の
予
定
と
御
礼
金
の
配
付
額
に
つ
い
て
の

説
明
が
あ
っ
た
後
、
解
散
と
な
っ
た
。

④　

片
付
け
・　

焼
却

　

翌
十
六
日
は
、
朝
九
時
に
十
三
名
が
集
落
セ
ン
タ
ー
に
集
ま
り
、
実
行
委
員
長
か
ら

封
筒
に
小
分
け
さ
れ
た
御
礼
金
が
一
人
ず
つ
受
け
取
っ
た
。
御
礼
金
は
同
学
年
で
あ
っ

て
も
、
そ
れ
ま
で
の
参
加
回
数
に
応
じ
て
増
額
さ
れ
る
。
ま
た
ボ
ン
ヅ
ナ
を
約
三
十
㎝

ず
つ
に
切
っ
て
、
ケ
ー
ス
に
一
時
保
管
す
る
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
こ
の
後
ボ
ン
ヅ
ナ
を

焼
却
す
る
は
ず
で
あ
っ
た
が
、
強
風
の
た
め
十
八
日
に
延
期
し
た
。

　

十
八
日
は
、実
行
委
員
だ
け
が
午
前
八
時
三
十
分
ま
で
に
集
落
セ
ン
タ
ー
に
集
合
し
、
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十
六
日
に
切
り
分
け
た
ボ
ン
ヅ
ナ
を
、
車

に
載
せ
て
乙
戸
川
に
移
動
し
、
ボ
ン
ヅ
ナ

を
川
岸
で
燃
や
し
始
め
た
。
一
時
間
弱
で

ボ
ン
ヅ
ナ
を
燃
や
し
終
え
る
と
、
そ
の
灰

を
箒
と
塵
取
り
で
取
っ
て
、
乙
戸
川
の
橋

の
上
か
ら
川
に
散
布
し
た
。
灰
を
す
べ
て

川
に
流
し
て
終
了
と
な
る
。
今
回
は
延
期

し
た
こ
と
に
よ
り
、
大
人
の
み
の
参
加
と

な
っ
た
が
、
通
常
は
子
供
た
ち
も
行
う
。

当
日
が
雨
で
あ
っ
た
り
、
悪
天
候
が
見
込

ま
れ
た
り
す
る
場
合
は
、
十
五
日
の
夜
の

う
ち
に
「
無
理
し
て
で
も
」
乙
戸
川
の
川

岸
で
綱
、
提
灯
、
竹
を
焼
却
す
る
。
こ
れ
は
「
習
わ
し
」
あ
る
い
は
「
弔
事
を
残
し
て

お
く
の
は
良
く
な
い
」
と
い
う
理
由
に
よ
る
。
し
か
し
、
提
灯
は
過
去
に
翌
年
も
使
用

し
た
例
が
あ
り
、
経
費
削
減
の
た
め
に
こ
の
年
の
提
灯
は
保
管
す
る
予
定
と
い
う
。

〔
綱
の
取
扱
い
〕

　

移
動
時
は
、
ボ
ン
ヅ
ナ
が
Ｕ
字
を
描
く
よ
う
に
持
ち
手
の
縄
を
持
ち
、
地
面
に
触
れ

な
い
よ
う
ぶ
ら
下
げ
て
歩
く
。
注
意
点
は
二
つ
あ
る
。
女
性
は
ボ
ン
ヅ
ナ
に
触
れ
て
は

な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
Ｕ
字
型
に
な
っ
て
い
る
空
間
に
は
何
人
も
立
ち

入
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
前
者
に
つ
い
て
、
現
在
は
女
子
も
参
加
し

て
い
る
が
、
本
来
は
男
子
中
学
生
だ
け
が
参
加
を
許
さ
れ
、
ボ
ン
ヅ
ナ
を
編
む
際
に
は

女
子
は
藁
に
触
れ
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
後
者
に
つ
い
て
、
こ
の
Ｕ
字
型
の
空

間
に
ホ
ト
ケ
サ
マ
が
乗
り
移
り
、
ボ
ン
ヅ
ナ
と
共
に
新
盆
宅
ま
で
歩
い
て
行
く
と
さ
れ

て
い
る
。
も
し
、
Ｕ
字
型
の
空
間
に
誤
っ
て
入
る
と
、
上
級
生
か
ら
厳
し
く
注
意
を
受

け
る
。
こ
の
年
も
小
学
生
が
こ
の
領
域
に
踏
み
込
ん
だ
時
、
高
校
生
か
ら
注
意
を
受
け

る
光
景
が
あ
っ
た
。
そ
れ
ほ
ど
こ
の
空
間
が
、
特
別
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
窺

え
る
。
た
だ
し
、
盆
綱
は
本
来
、
男
子
中
学
生
だ
け
で
行
っ
て
い
た
行
事
な
の
で
、
先

祖
の
霊
が
ど
こ
に
乗
っ
て
い
る
の
か
を
知
ら
な
い
人
た
ち
は
意
外
に
多
い
よ
う
だ
。

〔
各
家
の
盆
行
事
〕

　

各
家
で
は
、
十
三
日
が
迎
え
盆
に
あ
た
る
。
こ
の
日
は
朝
か
ら
ナ
ス
や
キ
ュ
ウ
リ
に

割
り
箸
を
四
本
挿
し
て
、
馬
に
見
立
て
た
作
り
物
を
つ
く
り
、
下
に
蓮
の
葉
を
一
枚
敷

い
て
仏
壇
前
の
盆
棚
に
置
く
。
こ
れ
は
先
祖
の
霊
が
こ
れ
に
乗
っ
て
帰
る
た
め
と
伝
え

ら
れ
、
近
年
は
こ
の
地
域
の
ス
ー
パ
ー
で
も
売
ら
れ
て
い
る
。
群
馬
県
出
身
の
祖
父
を

も
ち
、
親
の
代
に
実
穀
に
来
た
女
性
は
、
幼
少
の
頃
、
祖
父
が
ナ
ス
の
馬
を
家
の
門
に

置
い
て
い
た
こ
と
を
覚
え
て
い
た
。
地
域
に
よ
る
違
い
と
言
え
る
。
な
お
、
仏
壇
前
の

盆
棚
は
、か
つ
て
晒
を
巻
い
て
作
っ
た
が
、現
在
は
簡
略
化
し
て
卓
袱
台
を
用
い
て
い
る
。

こ
の
盆
棚
に
膳
を
供
え
、
仏
壇
に
近
い
と
こ
ろ
に
箸
を
置
く
。
一
九
九
〇
年
代
に
実
穀

へ
嫁
い
で
来
た
女
性
に
よ
る
と
、
炊
い
た
白
米
、
汁
物
、
煮
物
な
ど
食
卓
と
同
じ
献
立

を
供
え
る
の
で
決
ま
り
は
な
い
と
い
う
。
た
だ
し
特
徴
的
な
の
は
、
白
玉
団
子
を
作
り
、

三
段
に
重
ね
て
供
え
る
こ
と
で
あ
る
。
団
子
の
数
は
奇
数
が
良
い
と
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
昭
和
三
十
一
年
生
ま
れ
の
男
性
の
家
で
は
、
盆
棚
の
真
下
に
ム
エ
ン
ボ
ト
ケ
の
た

め
の
お
膳
を
用
意
す
る
と
い
う
。
供
え
る
も
の
は
、
先
祖
の
も
の
と
同
じ
で
あ
る
。
親
か

ら
「
誰
も
供
え
て
く
れ
な
い
、
身
寄
り
の
な
い
ホ
ト
ケ
サ
マ
」
の
た
め
に
用
意
し
て
い
る

と
聞
い
た
そ
う
だ
が
、現
在
そ
の
他
の
家
で
は
聞
い
た
こ
と
が
な
い
と
の
こ
と
。
古
く
は
、

他
の
家
で
も
ム
エ
ン
ボ
ト
ケ
用
の
お
供
え
を
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

午
後
六
時
半
～
七
時
頃
、墓
に
先
祖
の
霊
を
迎
え
に
行
く
。
先
程
の
男
性
に
よ
る
と
、

子
供
の
頃
は
「
迎
え
は
暗
く
な
っ
て
か
ら
行
く
」
よ
う
に
し
て
い
た
。
そ
れ
は
「
提
灯

の
灯
り
で
霊
が
付
い
て
く
る
か
ら
、暗
く
な
っ
て
か
ら
し
か
行
か
な
い
」
の
だ
と
い
う
。

墓
で
線
香
を
上
げ
て
、
先
祖
を
迎
え
て
か
ら
帰
路
は
提
灯
を
灯
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
牛
久
市
出
身
の
昭
和
四
十
三
年
生
ま
れ
の
男
性
は
、
先
祖
を
迎
え
る
作
法
に

つ
い
て
、
浄
土
宗
の
檀
那
寺
の
住
職
か
ら
、
先
祖
の
霊
を
背
中
に
お
ん
ぶ
す
る
よ
う
な

仕
草
を
し
て
か
ら
帰
路
に
つ
く
と
い
う
こ
と
を
教
わ
り
、
現
在
も
行
っ
て
い
る
。

写真 9 　ボンヅナを焼却する

178

第三章　調査報告　　第一節　詳細調査報告



　

先
祖
の
霊
を
迎
え
た
後
、
地
区
内
の
新
盆
宅
に
線
香
を
上
げ
に
行
く
。
ま
わ
る
家
が

多
い
時
は
、
午
後
十
時
過
ぎ
ま
で
か
か
る
こ
と
も
あ
る
。
親
し
い
家
に
行
く
時
は
仏
前

に
菓
子
折
り
を
持
参
す
る
こ
と
が
多
い
。
ま
た
香
典
は
、
金
銭
の
代
わ
り
に
米
を
持
っ

て
行
く
家
も
あ
っ
た
。
新
盆
宅
で
は
、
訪
問
者
に
対
し
て
金
平
や
里
芋
等
の
煮
物
、
天

ぷ
ら
、
漬
け
物
を
用
意
し
た
。

　

十
四
日
は
、
親
戚
や
嫁
い
だ
娘
な
ど
が
や
っ
て
来
る
日
で
あ
る
。
親
戚
は
、
親
世
代

が
付
き
合
っ
て
い
た
範
囲
ま
で
を
指
す
こ
と
が
多
い
よ
う
だ
。
仏
壇
に
は
、
食
卓
と
同

じ
献
立
で
膳
を
朝
昼
晩
と
供
え
る
。

　

送
り
盆
に
あ
た
る
十
五
日
も
、
同
様
に
朝
昼
晩
と
お
膳
を
供
え
る
。
出
来
る
だ
け
夜
遅

く
先
祖
を
送
る
の
で
、
午
後
十
～
十
一
時
、
時
に
は
午
前
零
時
過
ぎ
に
墓
へ
行
く
こ
と
も

あ
る
と
い
う
。家
か
ら
提
灯
に
火
を
灯
し
て
墓
地
に
向
か
う
。墓
地
に
着
く
と「
ま
た
来
年
な
、

ま
た
来
い
ね
」
な
ど
と
声
を
か
け
て
線
香
を
上
げ
、
提
灯
の
火
を
消
し
て
帰
路
に
つ
く
。

〔
歴
史
的
変
遷
〕

　

実
穀
地
区
の
盆
綱
は
、
昭
和
の
頃
か
ら
変
化
し
た
点
と
、
現
在
も
継
続
す
る
点
が
あ

る
。
現
在
は
、
集
落
セ
ン
タ
ー
で
綱
を
編
ん
で
い
る
が
、
昭
和
四
十
年
代
に
は
、
明
神

さ
ま
と
呼
ば
れ
る
鹿
島
神
社
の
境
内
で
綱
を
作
っ
て
い
た
。
ま
た
ボ
ン
ヅ
ナ
も
現
在
よ

り
大
き
く
、
長
さ
は
四
～
五
ｍ
、
太
さ
も
直
径
三
十
㎝
程
あ
っ
た
。
ま
た
ボ
ン
ヅ
ナ
を

編
む
準
備
は
、
現
在
、
盆
前
の
日
曜
日
に
行
う
こ
と
が
多
い
が
、
昭
和
四
十
年
代
に
は
、

盆
の
迎
え
の
十
三
日
か
ら
遡
っ
て
一
週
間
前
と
決
ま
っ
て
い
た
。
ま
た
、
盆
提
灯
の
調

達
方
法
も
変
化
し
た
。
か
つ
て
は
「
ち
ょ
う
ち
ん
屋
」
と
呼
ば
れ
る
家
が
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
そ
こ
か
ら
購
入
し
て
い
た
。
現
在
は
、
藁
と
合
わ
せ
て
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で
購

入
し
て
来
る
。
竹
に
つ
け
た
提
灯
は
、
か
つ
て
は
現
在
の
も
の
よ
り
大
き
く
、
葬
儀
業

者
か
ら
一
つ
六
千
円
程
度
で
毎
年
新
調
し
て
い
た
。
最
近
は
簡
素
化
し
て
小
ぶ
り
に
な

り
、
毎
年
同
じ
も
の
を
使
用
し
て
い
る
と
い
う
。
提
灯
も
最
近
ま
で
蝋
燭
を
使
っ
て
い

た
が
、
現
在
は
キ
ャ
ン
ド
ル
型
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
を
使
っ
て
い
る
。
火
は
危
険
で
、
す
ぐ

消
え
て
し
ま
う
た
め
だ
と
い
う
。
蝋
燭
を
用
い
た
頃
は
、
常
に
替
え
の
蝋
燭
と
マ
ッ
チ

を
持
ち
歩
き
、
消
え
る
と
都
度
、
点
火
し
な
が
ら
歩
い
て
い
て
大
変
だ
っ
た
が
、
現
在

は
こ
う
し
た
問
題
は
解
消
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
掛
け
声
も
、昭
和
五
十
年
代
ま
で
は
、全
て
の
掛
け
声
が「
の
ー
ら
っ
し
ょ
、の
ー

ら
っ
し
ょ
、
ホ
ー
ト
ケ
サ
マ
、
の
ー
ら
っ
し
ょ
」
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
盆
綱
の
こ
と

を
通
称
「
ノ
ー
ラ
ッ
シ
ョ
」
と
呼
ん
で
い
た
。
現
在
は
迎
え
と
送
り
、
移
動
中
と
で
掛

け
声
が
異
な
る
。

　

ま
た
盆
綱
で
は
、
新
盆
宅
が
用
意
し
た
食
べ
物
を
な
る
べ
く
残
さ
ず
食
べ
る
の
が
礼

儀
だ
と
い
う
。
食
糧
が
乏
し
い
時
代
で
も
、
盆
綱
は
、
子
供
た
ち
が
ご
飯
を
食
べ
ら
れ

る
貴
重
な
機
会
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
き
ち
ん
と
食
べ
る
こ
と
が
礼
儀
で
あ
る
と
教
え
ら

れ
た
と
い
う
。

　

新
盆
宅
は
、
多
い
時
は
四
、五
軒
あ
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
年
は
ま
わ
り
終
わ
る
ま

で
三
時
間
程
度
か
か
っ
て
し
ま
う
。
昭
和
五
十
年
代
に
は
、
新
盆
宅
だ
け
で
な
く
全
て

の
家
の
前
を
ま
わ
っ
て
い
た
と
い
う
。
墓
地
も
、
現
在
は
二
か
所
に
立
ち
寄
る
が
、
か

つ
て
は
三
か
所
に
立
ち
寄
っ
た
た
め
、
午
後
五
時
に
出
発
し
て
も
大
変
な
時
間
が
か

か
っ
て
い
た
。
た
だ
し
、
一
般
の
家
で
は
新
盆
宅
の
よ
う
に
ホ
ト
ケ
サ
マ
を
降
ろ
す
こ

と
は
し
な
か
っ
た
。

　

ま
た
、
か
つ
て
男
子
中
学
生
の
み
が
盆
綱
に
参
加
し
て
い
た
頃
は
、
先
輩
か
ら
様
々

な
こ
と
を
教
え
ら
れ
た
。
盆
綱
は
、
上
下
関
係
を
学
ぶ
こ
と
が
出
来
る
成
長
す
る
場
で

も
あ
っ
た
。

　

平
成
二
十
年
頃
か
ら
子
供
数
の
減
少
が
顕
著
に
な
り
、
現
在
は
小
学
一
年
～
中
学
三

年
生
、
高
校
生
Ｏ
Ｂ
、
そ
し
て
育
成
会
と
呼
ば
れ
る
保
護
者
の
組
織
と
盆
綱
実
行
委
員

会
が
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。

　

こ
の
盆
綱
実
行
委
員
は
、
子
供
の
数
の
減
少
に
伴
う
諸
課
題
を
解
決
し
、
盆
綱
行
事

の
継
続
を
図
る
た
め
、
平
成
二
十
九
年
に
発
足
し
た
。
現
在
の
メ
ン
バ
ー
は
、
小
学
生
・

中
学
生
の
保
護
者
と
、
発
足
時
以
来
の
メ
ン
バ
ー
の
五
名
、
区
長
一
名
で
構
成
さ
れ
て

い
る
。
小
学
生
の
保
護
者
は
、
安
全
確
保
の
た
め
、
夫
婦
の
い
ず
れ
か
が
必
ず
参
加
し

て
い
る
。
委
員
会
は
行
事
開
催
に
先
立
ち
、
五
月
頃
に
二
回
程
集
ま
り
打
ち
合
わ
せ
を
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す
る
。
ま
た
平
成
三
十
年
よ
り
、
集
落
か
ら
盆
綱
に
助
成
金
が
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
会
を
発
足
さ
せ
た
女
性
の
意
見
で
は
、「
子
供
た
ち
だ
け
で
は
も
は
や
盆
綱
を
継

続
す
る
こ
と
は
難
し
い
の
で
、そ
の
保
護
者
を
含
め
た
組
織
を
確
立
し
て
続
け
て
い
く
」

こ
と
を
目
指
し
て
い
る
と
い
う
。
し
か
し
現
状
で
は
、
次
回
以
降
の
後
継
者
が
見
つ
か

ら
ず
、
発
足
時
か
ら
の
メ
ン
バ
ー
が
例
年
行
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　

ま
た
、
盆
綱
や
提
灯
の
処
分
に
つ
い
て
も
変
化
が
み
ら
れ
る
。
か
つ
て
盆
綱
は
乙
戸
川

に
流
し
て
い
た
が
、
現
在
は
川
岸
で
焼
却
し
て
い
る
。
し
か
し
新
盆
宅
が
少
な
く
早
く
ま

わ
り
終
わ
っ
た
場
合
、
ボ
ン
ヅ
ナ
が
ま
だ
乾
き
切
っ
て
い
な
い
の
で
、
な
か
な
か
燃
え
な

い
。
ま
た
昔
の
提
灯
と
違
っ
て
、
今
の
提
灯
は
ワ
イ
ヤ
ー
が
入
っ
て
い
る
た
め
燃
え
残
っ

て
し
ま
う
。
以
前
、
川
岸
で
ボ
ン
ヅ
ナ
等
を
燃
や
し
た
と
こ
ろ
、
周
辺
住
人
か
ら
苦
情
が

出
た
こ
と
か
ら
、
実
行
委
員
会
で
は
消
防
団
の
メ
ン
バ
ー
を
加
え
て
対
策
を
講
じ
た
。

　

聞
き
取
り
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
た
昭
和
初
期
の
盆
綱
か
ら
内
容
は
変
化
し
て

お
り
、
男
子
中
学
生
の
み
が
参
加
し
て
い
た
盆
綱
か
ら
、
子
供
の
数
の
減
少
に
伴
い
女

子
児
童
や
親
を
も
含
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ボ
ン
ヅ
ナ
や
提
灯
の
大
き
さ
な
ど
も
、
構

成
員
の
変
化
と
財
源
の
合
理
化
の
た
め
、徐
々
に
簡
素
化
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

ま
た
こ
れ
ま
で
新
盆
が
な
か
っ
た
年
は
な
か
っ
た
が
、
当
地
区
で
は
新
盆
宅
し
か
ま
わ

ら
な
い
の
で
、
新
盆
が
な
か
っ
た
場
合
の
方
法
は
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

〔
所
見
〕

　

こ
こ
で
は
、
主
に
盆
綱
の
地
域
的
意
義
と
、
構
成
員
の
変
容
に
よ
る
今
後
の
盆
綱
の

継
続
に
つ
い
て
考
察
を
述
べ
る
。
盆
綱
に
対
す
る
子
供
た
ち
の
思
い
は
そ
れ
ぞ
れ
で
あ

る
。
例
え
ば
参
加
者
の
小
学
六
年
生
と
中
学
一
年
生
は
「
面
倒
く
さ
い
」
と
言
い
な
が

ら
も
、「
来
年
も
持
つ
か
も
」「
歩
く
距
離
が
短
け
れ
ば
持
つ
」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

ま
た
高
校
生
の
中
に
は
、
新
盆
宅
が
多
か
っ
た
ら
持
つ
と
い
う
子
も
い
た
。
小
学
四
年

生
か
ら
連
続
し
て
参
加
し
て
い
る
高
校
二
年
生
の
男
子
は
、「
盆
綱
は
続
け
て
ほ
し
い

と
思
う
。
今
ま
で
や
っ
て
き
た
行
事
だ
か
ら
。
人
が
い
る
な
ら
や
っ
て
ほ
し
い
。」
と

話
し
て
い
た
。

　

新
盆
宅
の
長
女
に
よ
る
と
、
毎
年
こ
の
時
期
に
な
る
と
盆
綱
の
掛
け
声
が
聞
こ
え
て

く
る
た
め
、
盆
で
あ
る
こ
と
を
実
感
す
る
と
い
う
が
、
小
さ
い
頃
は
兄
二
人
と
弟
一
人

が
盆
綱
に
参
加
し
て
い
た
こ
と
が
羨
ま
し
か
っ
た
と
い
う
。
兄
二
人
は
現
在
海
外
で
暮

ら
し
て
い
る
が
、
毎
年
こ
の
時
期
に
な
る
と
電
話
口
で
盆
綱
の
掛
け
声
を
聞
か
せ
て
く

れ
と
頼
む
ほ
ど
、
盆
綱
に
対
し
て
思
い
入
れ
が
あ
る
よ
う
だ
。
盆
綱
が
家
に
来
た
こ
と

で
「
こ
れ
で
故
人
が
帰
っ
て
来
て
く
れ
た
な
と
い
う
実
感
が
湧
い
た
」
と
涙
を
滲
ま
せ

な
が
ら
話
し
て
く
れ
た
。

　

ま
た
別
の
新
盆
宅
の
女
性
は
「
自
分
の
家
が
新
盆
の
年
に
、
盆
綱
を
や
ら
な
く
な
る

の
は
ち
ょ
っ
と
…
」
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
盆
綱
を
続
け
て
く
れ
た
こ
と
を
「
賑
や
か

で
い
い
。（
亡
く
な
っ
た
）
お
じ
い
さ
ん
も
喜
ん
で
い
る
は
ず
」
と
喜
ん
だ
。

　

墓
地
で
ホ
ト
ケ
サ
マ
を
迎
え
て
か
ら
の
盆
綱
の
巡
行
は
、
子
供
た
ち
を
中
心
と
し
た

生
者
と
先
祖
の
霊
た
ち
が
、
盆
綱
と
い
う
行
事
を
通
し
て
共
存
す
る
一
行
と
な
る
。
そ

の
意
味
で
墓
地
に
行
く
前
の
ボ
ン
ヅ
ナ
と
、
ホ
ト
ケ
サ
マ
を
乗
せ
た
後
の
ボ
ン
ヅ
ナ
と

で
は
そ
の
性
質
が
異
な
る
。
ホ
ト
ケ
サ
マ
と
一
体
と
な
っ
た
ボ
ン
ヅ
ナ
が
地
区
を
練
り

歩
く
こ
と
に
大
き
な
意
義
が
あ
る
。

　

し
か
し
一
方
で
、
盆
綱
の
継
続
に
つ
い
て
、
現
在
集
落
の
総
会
時
に
賛
否
が
対
立
し

て
い
る
。
廃
止
派
は
、
子
供
の
数
が
減
少
し
て
い
て
存
続
が
困
難
で
あ
る
こ
と
、
そ
し

て
子
供
た
ち
が
集
落
を
ま
わ
る
際
に
、
交
通
安
全
の
面
で
も
危
険
な
の
で
は
な
い
か
と

し
、
反
対
に
継
続
派
は
、
盆
綱
は
地
域
活
性
化
、
子
供
た
ち
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
場
で
あ
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
主
張
す
る
。
両
者
の
意
見
は
、
総
会
で
は
決
ま
ら
ず
、
平

成
三
十
一
年
二
月
二
十
三
日
開
催
の
常
任
委
員
会
（
区
内
十
一
班
の
う
ち
各
班
一
名
ず

つ
選
出
の
十
一
名
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
）
に
持
ち
越
し
と
な
り
、
そ
こ
で
も
判
断
が
つ

か
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
区
全
戸
に
対
し
て
盆
綱
を
継
続
す
る
か
否
か
の
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
て
、
多
数
決
で
決
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
、
今
回
（
令

和
元
年
）
の
盆
綱
終
了
後
す
ぐ
に
回
収
さ
れ
る
予
定
で
、
そ
の
内
容
に
よ
っ
て
次
年
度

以
降
は
廃
止
す
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
。
た
だ
実
行
委
員
の
男
性
の
意
見
で
は
、
盆

綱
を
続
け
た
い
と
い
う
子
供
た
ち
が
一
人
で
も
い
れ
ば
続
け
た
い
。
ま
た
、
要
は
実
穀
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地
区
の
人
た
ち
が
本
当
に
続
け
た
い
と
思
う
か
ど
う
か
で
あ
る
と
言
う
。

　

な
お
外
部
か
ら
の
参
加
に
つ
い
て
は
、
阿
見
町
内
で
も
盆
綱
を
知
ら
な
い
人
は
多
い

と
い
う
。
小
学
生
の
母
親
は
、
帰
省
し
て
き
た
姉
の
娘
二
人
（
高
校
生
・
大
学
生
）
も

見
に
来
た
が
、
参
加
し
た
い
と
い
う
思
い
も
あ
っ
た
と
言
う
。
盆
綱
参
加
者
が
十
三
名

と
決
ま
っ
て
い
た
か
ら
、
と
い
う
理
由
も
あ
っ
た
が
、
盆
綱
は
地
域
の
子
供
た
ち
の
行

事
と
い
う
よ
う
な
雰
囲
気
が
確
立
し
て
い
る
様
子
で
あ
っ
た
。
ま
た
盆
綱
を
維
持
す
る

こ
と
の
困
難
さ
の
一
つ
に
は
、
盆
休
み
に
「（
盆
綱
が
あ
る
と
家
族
で
）
ど
こ
に
も
い

け
な
い
」
と
い
う
意
見
も
あ
る
。
し
か
し
小
学
生
の
頃
か
ら
盆
綱
に
参
加
し
て
い
る
子

供
た
ち
は
、
毎
年
盆
綱
が
あ
る
こ
と
が
当
た
り
前
と
な
っ
て
い
る
。
大
人
と
子
供
の
間

の
感
覚
の
違
い
が
興
味
深
い
。

　

当
地
区
の
盆
綱
は
、
か
つ
て
男
子
中
学
生
の
み
が
参
加
し
て
い
た
頃
は
、
上
下
関
係

を
知
る
場
で
も
あ
り
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
重
要
な
教
育
的
な
場
で
も

あ
っ
た
。
地
域
に
と
っ
て
も
盆
綱
が
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
こ
と
は
、
新
盆
宅
の

も
て
な
し
の
熱
心
さ
か
ら
も
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
、
地
域
全
体
の
子
供
の

数
の
減
少
が
顕
著
に
な
っ
て
き
た
昨
今
で
も
、
女
子
児
童
の
参
加
や
親
の
介
入
を
得
な

が
ら
で
も
継
続
し
よ
う
と
す
る
当
地
区
の
盆
網
に
対
す
る
強
い
姿
勢
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
。
地
域
に
お
け
る
盆
綱
の
果
た
す
役
割
は
、
こ
れ
ま
で
も
、
こ
れ
か
ら
も
継
続
し

て
保
持
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

〔
情
報
提
供
者
〕

　

中
島　

佳
男
さ
ん
（
昭
和
三
十
一
年
生
ま
れ
）

〔
参
考
文
献
〕

『
阿
見
の
民
俗
』
阿
見
町
史
編
さ
ん
委
員
会 

（
一
九
八
一
）

『
阿
見
町
史
』
阿
見
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
（
一
九
八
三
）

『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
８　

茨
城
県
』
角
川
書
店
（
一
九
八
三
）

田
中
宣
一
『
年
中
行
事
の
研
究
』
桜
楓
社
（
一
九
九
二
）

〔
順
路
図
〕

①　

実
穀
農
村
集
落
セ
ン
タ
ー　
　

②　

乙
戸
川
（
ボ
ン
ヅ
ナ
を
水
に
浸
す
地
点
）

③　

共
同
墓
地
（
古
い
方
）　　　
④　

共
同
墓
地
（
新
し
い
方
）

⑤　

新
盆
宅
１　
　
　
　
　
　
　
　

⑥　

新
盆
宅
２

（
岡
田　

真
帆
）

①

② ③

⑥

⑤
④

※　盆綱は、新盆の家にしか行かないため、毎年順路は変わる。
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二
五
　
大お
お
つ
か塚
（
筑
西
市
）
の
盆
綱

〔
地
区
名
〕

　

筑
西
市
大
塚

〔
地
区
の
概
況
〕

　

大
塚
は
、
筑
西
市
の
中
央
部
に
位
置
す
る
三
十
六
戸
の
地
区
で
あ
る
（
令
和
元
年
現

在
）。
平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
）
の
合
併
以
前
は
下
館
市
に
属
し
て
お
り
、旧
協
和
町
・

明
野
町
と
の
境
に
位
置
し
て
い
た
。
農
業
が
盛
ん
で
は
あ
る
も
の
の
、
専
業
農
家
は
四

軒
程
で
あ
り
、
兼
業
で
行
う
家
が
多
い
。
近
年
は
、
こ
だ
ま
す
い
か
の
生
産
が
多
い
。

　

地
区
は
田
畑
が
広
が
る
低
地
部
分
と
、
神
社
や
墓
地
な
ど
が
あ
る
台
地
部
分
か
ら
な

る
。
集
落
は
そ
の
両
方
に
形
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
下
大
塚
、
上
大
塚
と
呼
ば
れ

て
き
た
が
、現
在
は
、上
大
塚
を
第
一
町
会
、下
大
塚
を
第
二
町
会
と
呼
ぶ
こ
と
も
多
い
。

　

令
和
元
年
（
二
〇
一
九
）
の
戸
数
は
、上
大
塚
が
二
十
六
戸
、下
大
塚
が
十
戸
で
あ
っ
た
。

集
落
の
始
ま
り
は
低
地
部
分
で
あ
っ
た
よ

う
で
あ
り
、
今
で
も
低
地
部
分
に
は
、「
屋

敷
」
と
い
う
字
名
が
残
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
次
第
に
台
地
上
に
家
々
が
移
っ
て
上

大
塚
集
落
が
形
成
さ
れ
、
低
地
は
水
田
と

し
て
利
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
や
が
て
、

上
大
塚
の
戸
数
が
増
え
て
き
た
た
め
、
分

家
の
人
々
が
低
地
に
家
を
建
て
、
下
大
塚

が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
の
た
め
、
上

大
塚
に
は
古
く
か
ら
あ
る
家
が
多
い
。

　

集
落
の
長
は
自
治
会
長
（「
町
内
会
長
」

と
称
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
）
で
あ
り
、
そ

の
下
に
共
済
組
合
や
農
協
関
係
の
委
員
等
が
置
か
れ
て
い
る
。
役
員
は
毎
年
一
月
三
日

に
行
う
新
年
会
で
交
代
す
る
が
、
町
内
会
長
は
年
度
末
に
交
代
す
る
。

　

集
落
の
産
土
は
神
明
神
社
で
あ
る
（
写
真
１
）。
集
落
の
人
々
は
「
カ
ン
ド
リ
サ
ン
」

と
呼
ぶ
。
字
名
が
「
香
取
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
カ
ト
リ
」
が
「
カ
ン
ド
リ
」
に
な
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る

人
も
い
る
。神
明
神
社
で
は
、

十
一
月
一
日
に「
旗
揚
げ
祭
」

が
あ
り
、
世
話
人
が
神
明
神

社
の
鳥
居
の
前
に
旗
を
建
て

る
。

　

集
落
の
人
々
は
、
い
ず
れ

も
旧
下
館
市
街
に
あ
る
尊
像

寺（
天
台
宗
）と
藏
福
寺（
浄

土
宗
）
の
ど
ち
ら
か
の
檀
家
と
な
っ
て
い
る
。

　

集
落
で
は
加
波
山
講
が
行
わ
れ
て
お
り
、
毎
年
四
月
の
第
三
日
曜
日
に
加
波
山
に
参

拝
す
る（
写
真
２
）。現
在
は
、役
員
が
地
区
を
代
表
し
て
神
社
に
参
拝
し
て
い
る
が
、「
広

報
し
も
だ
て
」
に
よ
る
と
、
昭
和
五
十
九
年
（
一
九
八
四
）
頃
ま
で
は
一
戸
一
人
ず
つ

加
波
山
神
社
を
お
参
り
す
る
「
加
波
山
総
登
り
」
が
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
。
加
波
山

神
社
に
は
、
台
風
除
け
と
豊
作
を
祈
願
し
、
参
拝
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
〔「
広
報
し

も
だ
て
」
昭
和
六
十
一
年
六
月
号
、
八
五
八
頁
〕。

〔
実
施
主
体
〕

　

世
話
人
（
三
名
）、
大
塚
集
落
の
人
々

　

上
大
塚
は
二
班
（
各
十
三
軒
）
に
分
か
れ
る
が
、
下
大
塚
は
全
体
で
一
つ
の
班
（
十

軒
）
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
班
か
ら
一
名
ず
つ
、
計
三
名
の
世
話
人
が
出
さ
れ

る
。
世
話
人
は
一
年
交
代
の
輪
番
制
で
あ
る
が
、
そ
の
仕
事
は
、
盆
綱
以
外
に
も
一
月

二
十
五
日
に
初
天
神
と
、
七
月
二
十
三
日
に
神
明
神
社
で
行
う
祭
り
な
ど
が
あ
る
。
準

写真 1 　神明神社入口

写真 2 　加波山講の護符「加波
山本宮村内安全神璽」の文字あり
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備
や
片
づ
け
、
当
日
の
段
取
り
等
多
く
の
仕
事
が
あ
り
、「
自
治
会
長
よ
り
忙
し
い
」

と
語
る
人
も
あ
っ
た
。

〔
実
施
日
〕

　

八
月
十
三
日
。
午
後
五
時
頃
か
ら
午
後
七
時
半
頃
ま
で
。
雨
天
決
行

〔
綱
の
形
状
〕

　

長
さ
約
十
五
ｍ
、
太
さ
約
十
五
㎝
で
あ
る
。

〔
綱
の
取
扱
い
〕

　

特
に
決
ま
り
は
設
け
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

〔
詳
細
〕

①　

準
備　

　

八
月
十
三
日
に
世
話
人
三
名
が
、
稲
藁
の
調
達
や
、
盆
綱
に
来
る
子
供
た
ち
に
配
る
お

菓
子
な
ど
を
買
い
出
し
を
行
う
。
集
め
た
稲
藁
は
、
綱
を
作
り
や
す
い
よ
う
に
束
ね
て
お

く
（
写
真
３
）。
束
ね
た
稲
藁
は
「
コ
マ
ル
ギ
（
小
丸
木
）」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

②　

ボ
ン
ヅ
ナ
作
り　

　

毎
年
集
落
の
各
家
か
ら
一
人
ず
つ
ボ
ン
ヅ
ナ
作
り
に
参
加
す
る
。
男
女
ど
ち
ら
で
も

よ
い
よ
う
で
あ
る
が
、
令
和
元
年
（
二
〇
一
九
）
の
ボ
ン
ヅ
ナ
作
り
に
集
ま
っ
た
の
は

全
て
男
性
で
あ
っ
た
。
特
に
事
前
の
連
絡
は
行
わ
な
い
が
、
自
治
会
長
と
世
話
人
が
綱

を
作
っ
て
い
る
と
、
自
然
に
人
が
集
ま
っ
て
来
る
と
い
う
。

　

ま
ず
準
備
と
し
て
、
足
場
を
組
み
立
て
て
、
綱
作
り
の
た
め
の
櫓
を
作
る
。「
ハ
ナ

ミ
チ
（
花
道
）」
と
呼
ば
れ
る
丁
字
路
に
、四
本
の
丸
太
を
組
み
合
わ
せ
て
足
場
を
作
り
、

そ
の
上
に
竿
を
か
け
る
（
写
真
４
）。
丸
太
は
、
毎
年
ハ
ナ
ミ
チ
付
近
の
家
に
保
管
し

て
お
く
。
少
な
く
と
も
、
百
年
前
か
ら
同
じ
丸
太
を
使
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

綱
は
、
稲
藁
と
縄
で
作
る
。
藁
は
集
落
で
稲
作
を
営
む
農
家
か
ら
集
め
る
。
綱
を
作

る
前
に
藁
を
濡
ら
し
、
湿
ら
せ
て
お
く
。
こ
う
す
る
こ
と
で
、
藁
を
強
く
引
っ
張
っ
て

写真 5 　綱の頭を竿にかける

写真 6 　綱作りの様子

写真 3 　コマルギの束

写真 4 　足場作りの様子
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も
滑
り
に
く
く
な
る
た
め
で
あ
る
。
そ
し
て
、
縄
の
先
端
に
綱
の
頭
を
つ
け
て
、
そ
れ

を
先
程
の
櫓
に
か
け
、
縄
に
藁
を
縛
り
付
け
て
太
い
綱
を
作
っ
て
い
く
（
写
真
５
）。

綱
は
、「
せ
っ
せ
と
、
せ
っ
せ
と
」
と
声
を
合
わ
せ
て
、
三
人
で
稲
藁
を
三
つ
編
み
に

結
い
上
げ
て
い
く
（
写
真
６
）。「
せ
っ
」
で
藁
を
隣
の
人
に
受
け
渡
し
、「
せ
と
」
で

綱
を
引
き
、
締
め
上
げ
る
。
藁
は
時
計
回
り
で
回
す
。
太
い
綱
を
手
際
よ
く
作
る
た
め

に
は
、
三
人
が
声
を
合
わ
せ
て
稲
藁
を
手
渡
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
綱
を
作

る
三
人
以
外
は
、長
く
な
っ
た
綱
を
後
ろ
に
引
っ
張
る
。
綱
の
長
さ
に
決
ま
り
は
な
く
、

集
め
た
稲
藁
が
な
く
な
る
ま
で
作
る
。
ま
た
、
綱
に
は
三
か
所
の
「
た
ん
こ
ぶ
」
と
呼

ば
れ
る
結
び
目
を
作
る
（
写
真
７
）。「
た
ん
こ
ぶ
」
に
は
、
厄
を
封
じ
込
め
る
意
味
が

あ
る
と
い
う
。

　

二
時
間
程
で
綱
が
完
成
す
る
。
作
り
始
め
た
頃
は
ま
だ
暮
れ
か
け
の
空
で
あ
っ
た
が
、

完
成
す
る
頃
に
は
暗
闇
に
な
っ
て
い
た
。完
成
間
近
の
頃
に
は
多
く
の
人
が
集
ま
っ
て
い
た
。

③　

盆
綱
引
き

　

櫓
を
片
付
け
た
後
、
完
成
し
た
綱
を
用
い
て
二
手
に
分
か
れ
て
綱
引
き
を
行
う
（
写

真
８
）。

　

綱
の
頭
は
南
に
向
け
る
こ
と
が
多
い
と
い
う
。
綱
引
き
に
参
加
す
る
の
は
、
集
落
に

住
ん
で
い
る
人
々
や
、
お
盆
を
利
用
し
て

帰
省
し
て
き
た
人
々
で
、
男
女
の
別
や
、

年
齢
制
限
な
ど
は
な
い
。
二
手
に
分
か
れ

る
際
に
は
、
上
・
下
大
塚
や
、
班
な
ど
で

分
か
れ
る
の
で
は
な
く
、
好
き
な
方
に

入
っ
て
行
う
。
令
和
元
年
度
は
、
四
回
ほ

ど
綱
引
き
を
行
っ
た
。

④　

片
づ
け

　

引
き
終
え
た
綱
は
、
一
晩
ハ
ナ
ミ
チ
に

置
い
て
お
く
（
写
真
９
）。
車
が
通
る
こ

と
な
ど
を
考
慮
し
、道
路
の
端
に
寄
せ
る
。

写真 ７ 　たんこぶ

写真 9 　盆綱引きを終えた綱写真11　どんど焼きの様子

写真 ８ 　綱引きの様子

写真10　翌日の片づけ
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盆
綱
引
き
が
終
わ
る
と
、
集
落
の
児
童
館
に
子
供
た
ち
が
集
ま
り
、
世
話
人
か
ら
お

菓
子
を
受
け
取
る
。
子
供
た
ち
が
帰
る
と
、
ボ
ン
ヅ
ナ
作
り
に
参
加
し
た
人
た
ち
で
慰

労
会
を
行
う
。

　

翌
十
四
日
の
午
前
中
、役
員
は
ハ
ナ
ミ
チ
に
散
ら
ば
っ
た
稲
藁
の
片
付
け
を
行
う（
写

真
10
）。綱
は
神
明
神
社
の
北
側
の
広
場
に
置
い
て
お
き
、翌
年
の
一
月
十
四
日
に
行
う
、

ど
ん
ど
焼
き
で
焼
却
す
る
（
写
真
11
）。

〔
各
家
の
盆
行
事
〕

　

大
塚
地
区
の
盆
行
事
は
、
八
月
第
一
日
曜
日
に
行
う
墓
掃
除
に
始
ま
る
。
墓
掃
除
は

集
落
の
班
ご
と
に
分
か
れ
て
行
う
。
墓
地
は
両
墓
制
で
あ
り
、
埋
め
墓
（
写
真
12
）、

詣
り
墓
（
写
真
13
）
が
道
を
挟
ん
で
向
か
い
合
っ
て
い
る
。

　

八
月
十
三
日
の
午
後
、
先
祖
を
迎
え
に
埋
め
墓
へ
行
く
。
時
間
は
決
ま
っ
て
い
な
い

が
、
早
く
行
く
方
が
よ
い
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
近
年
は
暑
い
た
め
、
夕
方
涼
し
く

な
っ
て
か
ら
迎
え
に
行
く
人
も
多
い
よ
う
で
あ
る
。
迎
え
に
行
く
時
に
は
提
灯
を
持
っ

て
行
く
。
墓
地
に
着
く
と
、
墓
地
の
入
口
で
線
香
を
焚
き
、
石
の
上
に
手
向
け
て
来
る

（
写
真
14
）。
そ
し
て
、持
っ
て
来
た
提
灯
の
中
の
蝋
燭
に
火
を
つ
け
て
家
に
持
ち
帰
り
、

盆
棚
の
蝋
燭
に
火
を
移
す
。

　

十
四
、十
五
日
は
初
盆
参
り
に
行
く
。

　

十
六
日
の
昼
、
埋
め
墓
に
先
祖
を
送
り
に
行
く
。
送
る
際
に
は
提
灯
と
墓
に
供
え
る

花
や
線
香
等
を
持
っ
て
行
く
。
埋
め
墓
は
家
ご
と
の
場
所
が
決
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
が
、
花
や
線
香
を
手
向
け
た
ほ
か
、
サ
ト
イ
モ
の
葉
の
上
に
賽
の
目
状
に
切
っ
て

混
ぜ
合
せ
た
ナ
ス
と
キ
ュ
ウ
リ
を
載
せ
て
供
え
て
く
る
。（
写
真
15
）。

〔
歴
史
的
変
遷
〕

　

大
塚
地
区
に
お
け
る
盆
綱
引
き
は
、
疫
病
の
流
行
を
受
け
て
始
ま
っ
た
と
さ
れ
る
。

「
広
報
し
も
だ
て
」
に
よ
る
と
、
昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
に
一
度
行
わ
な
か
っ

た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
年
に
赤
痢
が
は
や
り
、
多
く
の
方
が
亡
く
な
っ
た
。
そ
れ

を
き
っ
か
け
に
、
そ
の
後
は
中
断
す
る
こ
と
な
く
盆
綱
引
き
を
続
け
て
い
る
〔「
広
報

し
も
だ
て
」
昭
和
六
十
一
年
六
月
号
八
五
八
頁
〕。
昭
和
二
十
一
年
当
時
を
知
る
人
々

に
よ
る
と
、「
特
に
子
供
が
多
く
死
ん
だ
」
と
い
う
。
こ
う
し
た
経
緯
に
よ
り
、
た
と

写真12　埋め墓

写真14　埋め墓入口に線香が手向けられる

写真13　詣り墓

写真15　サトイモの葉に載せて埋め墓に
供えられたナスとキュウリ
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え
雨
が
降
っ
て
も
中
止
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
な
お
、
盆
綱
引
き
を
行
う
場
所
は
ハ
ナ

ミ
チ
と
決
め
ら
れ
て
い
る
。

　

大
塚
地
区
の
盆
綱
の
歴
史
的
変
遷
と
し
て
、
①
稲
藁
の
集
め
方
、
②
盆
綱
引
き
の
方

法
の
二
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

①　

稲
藁
の
集
め
方

　

盆
綱
引
き
は
、
大
人
の
男
性
主
体
で
行
う
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
も
の
の
、
か
つ
て

は
、
稲
藁
集
め
は
小
学
生
の
男
子
の
仕
事
で
、
一
軒
一
軒
を
ま
わ
っ
て
集
め
て
い
た
と

い
う
。
そ
し
て
、
集
め
た
稲
藁
で
コ
マ
ル
ギ
を
作
る
ま
で
を
子
供
が
担
当
し
た
。
コ
マ

ル
ギ
作
り
は
先
輩
か
ら
後
輩
に
受
け
継
が
れ
る
技
術
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
当
時
を
知
る

人
々
は
コ
マ
ル
ギ
を
作
る
際
、「
結
び
方
が
わ
り
ぃ
（
悪
い
）
な
ん
て
怒
ら
れ
た
よ
」

と
厳
し
く
受
け
た
指
導
の
思
い
出
を
口
々
に
懐
か
し
く
語
っ
た
（
写
真
16
）。
し
か
し
、

次
第
に
子
供
が
少
な
く
な
り
、
男
子
だ
け
で
は
盆
綱
を
行
え
な
く
な
っ
た
た
め
、
女
子

も
加
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
平
成
十
年
頃
に
は
、
縄
を
集
め
る
と
い
う
仕
事

さ
え
も
子
供
の
手
を
離
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
現
在
、
子
供
が
関
わ
る
の
は
綱
引
き

の
と
き
と
、
綱
引
き
後
に
児
童
館
で
お
菓

子
を
も
ら
う
と
き
だ
け
で
あ
る
。

　

ま
た
、
昭
和
四
十
年
（
一
九
六
五
）
頃

ま
で
は
稲
作
を
行
う
農
家
が
多
く
、
藁
の

調
達
が
た
や
す
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
現

在
の
コ
マ
ル
ギ
は
直
径
約
三
㎝
程
（
片
手

の
人
差
し
指
と
親
指
で
作
る
円
で
表
現
）

で
あ
る
が
、
か
つ
て
は
ず
っ
と
太
く
、
直

径
約
六
㎝
程
（
両
手
の
人
差
し
指
と
親
指

で
作
る
円
で
表
現
）
あ
っ
た
と
い
う
。
綱

の
長
さ
も
五
、六
十
ｍ
に
ま
で
な
っ
た
と

語
る
人
も
あ
っ
た
。
藁
が
多
く
集
ま
り
過

ぎ
て
し
ま
い
、
使
い
き
れ
な
い
年
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

②　

盆
綱
引
き
の
方
法

　

現
在
盆
綱
引
き
は
、
集
落
内
の
人
々
が
二
手
に
分
か
れ
て
綱
を
引
き
合
う
地
区
の
行

事
と
な
っ
て
い
る
が
、
か
つ
て
は
他
地
区
と
対
抗
で
行
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
大
塚
地
区

の
隣
の
深
見
地
区
と
は
、「
集
落
の
威
信
を
か
け
て
戦
っ
た
」
と
語
る
人
も
い
た
。
深

見
地
区
で
は
綱
を
作
る
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
で
、
大
塚
地
区
が
作
っ
た
綱
を
深
見
地

区
と
引
き
合
っ
た
。
そ
の
頃
は
、
綱
引
き
を
す
る
人
だ
け
で
な
く
見
物
人
も
大
勢
来
て

お
り
、
と
て
も
賑
や
か
で
あ
っ
た
と
語
る
人
が
多
か
っ
た
。
露
店
が
二
、三
軒
出
て
い

た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。

　
「
広
報
し
も
だ
て
」
に
は
、「
綱
を
持
っ
て
い
か
れ
る
と
い
う
と
、
な
ん
せ
太
い
綱
で

す
か
ら
田
畑
が
荒
ら
さ
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
伝
染
病
が
は
や
る
と
い
う
言
い
伝
え
が

あ
り
ま
し
て
ね
」、「
だ
か
ら
絶
対
に
負
け
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
ん
で
す
よ
。
笑
い
話

に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
綱
を
持
っ
て
い
か
れ
な
い
よ
う
に
と
、
大
ケ
ヤ
キ
の
木

に
縛
り
付
け
て
お
い
て
引
っ
張
り
合
い
し
た
年
も
あ
る
ん
で
す
よ
」
と
い
う
記
述
が
あ

る
。
か
つ
て
の
盆
綱
に
は
、
大
塚
集
落
の
勝
利
に
、
集
落
の
「
豊
作
祈
願
」
と
「
無
病

息
災
」
の
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
し
か
し
、
現
在
の
盆
綱
引
き
は

集
落
内
で
行
う
た
め
、
勝
敗
と
疫
病
や
豊
作
と
の
関
わ
り
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

〔
所
見
〕

　

大
塚
地
区
の
盆
綱
は
、
世
話
人
を
中
心
と
し
た
地
区
の
人
々
の
ま
と
ま
り
が
感
じ
ら

れ
る
行
事
で
あ
っ
た
。〔
歴
史
的
変
遷
〕
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
子
供
の
参
加
の
場
が

限
ら
れ
、
他
地
区
と
の
対
抗
と
い
う
要
素
は
な
く
な
っ
た
た
め
、
規
模
を
み
れ
ば
縮
小

し
て
い
る
よ
う
に
も
み
え
る
。

　

し
か
し
、
実
際
の
盆
綱
引
き
を
見
学
し
て
見
ら
れ
た
光
景
は
、
寂
し
い
様
子
で
は
な

く
、
綱
作
り
に
集
ま
っ
た
人
々
が
、
笑
い
な
が
ら
、
時
折
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
共
に
汗

を
流
し
て
綱
作
り
を
行
う
姿
で
あ
り
、
綱
引
き
に
集
ま
っ
た
人
々
が
、
大
人
も
子
供
も
、

そ
し
て
、
地
区
に
住
ん
で
い
る
人
々
だ
け
で
な
く
、
盆
休
み
を
利
用
し
て
帰
省
し
て
き

写真16　コマルギの結び目
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た
人
々
も
含
め
て
、
一
心
に
綱
を
引
く
姿
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
様
子
か
ら
推
察
さ
れ
る
こ
と
は
、
盆
綱
引
き
が
地
区
に
住
む
人
々
が
団

結
す
る
場
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
、
地
区
に
帰
っ
て
来
た
人
々
を
受
け
入
れ
る

場
に
も
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
無
病
息
災
・
豊
作
祈
願
と
い
っ
た
当
初
の
目
的
が

薄
れ
て
は
い
る
よ
う
に
は
み
え
る
も
の
の
、
人
々
が
集
ま
る
楽
し
み
の
場
と
し
て
受
け

継
が
れ
て
い
る
様
子
が
窺
え
る
。

〔
情
報
提
供
者
〕

　

篠
崎　

和
男
さ
ん
（
令
和
元
年
度
大
塚
地
区
自
治
会
長
）

　

稲
川　

浩
季
さ
ん
・
篠
崎　

恒
夫
さ
ん
・
松
本　

裕
司
さ
ん

（
以
上
三
名
、
令
和
元
年
度
世
話
人
）

　

ほ
か
、
大
塚
地
区
の
皆
様

〔
参
考
資
料
〕

「
広
報
し
も
だ
て
」
一
九
八
六
年
六
月
号

国
土
地
理
院
電
子w

eb

　
（http://m

aps.gsi.go.jp/#16/36.287877/140.006969/&
base=std&

ls=std
&

disp=1&
vs=c1j0h0k0l0u0t0z0r0s0m

0f1

）

（
最
終
閲
覧
日
：
二
〇
二
〇
年
四
月
六
日
）

（
三
津
山　

智
香
）

〔
情
報
提
供
者
〕 

 

篠
崎 
和
男
さ
ん
（
令
和
元
年
度
大
塚
地
区
自
治
会
長
） 

 

稲
川 

浩
季
さ
ん
・
篠
崎 

恒
夫
さ
ん
・
松
本 

裕
司
さ
ん 

（
以
上
三
名
、
令
和
元
年
度
世
話
人
） 

 

ほ
か
、
大
塚
地
区
の
皆
様 

 

〔
参
考
資
料
〕 

 

「
広
報
し
も
だ
て
」
一
九
八
六
年
六
月
号 

 

国
土
地
理
院
電
子web 

（http://m
aps.gsi.go.jp/#16/36.287877/140.006969/&

base=std&
ls=std&

disp=
1&

vs=c1j0h0k0l0u0t0z0r0s0m
0f1

）（
最
終
閲
覧
日
：
二
〇
二
〇
年
四
月
六
日
） 

                

                  

（
三
津
山 

智
香
） 

        

図 盆綱引きの位置（「★」が盆綱引きを行うハナミチ、 
「●」がどんど焼きを行う場所） 

図　盆綱引きの位置
（「★」が盆綱引きを行うハナミチ、「●」がどんど焼きを行う場所）
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二
六
　
仁に

こ

だ
古
田
（
笠
間
市
）
の
盆
綱

〔
実
施
日
〕
八
月
十
四
日　

午
後
五
時
か
ら
午
後
十
一
時
（
集
落
ま
わ
り
）

　

八
月
十
二
日
の
午
後
、
小
学
四
年
か
ら
中
学
三
年
ま
で
の
男
子
が
、
各
家
か
ら
藁
を

も
ら
っ
て
ま
わ
る
。
翌
十
三
日
の
午
後
、
公
民
館
（
宝
来
寺
跡
）
に
大
人
三
人
と
子
供

た
ち
が
集
ま
り
、
長
さ
二
ｍ
、
太
さ
二
十
㎝
の
ム
カ
デ
状
の
ボ
ン
ヅ
ナ
を
作
る
。
ボ
ン

ヅ
ナ
は
、
綱
（
昔
は
井
戸
綱
）
を
芯
に
し
て
、
稲
藁
を
三
束
ず
つ
捩
り
な
が
ら
綯
い
、

所
々
に
髭
（
約
二
十
㎝
）
を
出
す
。
ボ
ン
ヅ
ナ
は
、
子
供
の
数
に
よ
っ
て
長
さ
が
異
な

り
、
子
供
が
多
か
っ
た
頃
は
、
約
四
ｍ
あ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
ボ
ン
ヅ
ナ
の
中
央
両

脇
に
「
ト
ン
ビ
」
と
い
う
一
ｍ
五
十
㎝
程
の
縄
を
付
け
る
。
こ
の
縄
を
身
長
が
高
い
子

が
持
っ
て
、
各
家
で
ボ
ン
ヅ
ナ
を
揉
む
こ
と
に
な
る
。

　

十
四
日
の
夕
方
、
子
供
た
ち
が
ボ
ン
ヅ
ナ
を
持
っ
て
「
集
落
ま
わ
り
」
を
行
う
。
目

的
は
「
鎮
魂
」
で
あ
り
、「
仏
の
送
迎
」
の
意
味
は
な
い
と
い
う
。
身
長
の
低
い
子
が
、

ボ
ン
ヅ
ナ
の
両
端
を
持
つ
。
中
学
生
も
参
加
し
て
お
り
、
特
に
三
年
生
は
ま
と
め
役
と

し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
午
後
五
時
に
公
民
館
を
出
発
す
る
が
、
途
中
墓
地
に
は

寄
ら
な
い
。竹
の
筒
を
持
っ
た
子
が
先
頭
を
歩
き
、移
動
中
は
皆
で「
ワ
ッ
シ
ョ
イ
、ワ
ッ

シ
ョ
イ
」
を
繰
り
返
す
。
各
家
に
着
く
と
「
ワ
ッ
シ
ョ
イ
、
ワ
ッ
シ
ョ
イ
」
と
言
い
な

が
ら
、
綱
を
上
下
に
揉
む
。
竹
の
筒
を
持
っ
た
子
が
、「
お
ぼ
し
め
し
、
ち
ょ
う
だ
い
」

と
声
を
か
け
て
、
家
人
か
ら
「
お
ぼ
し
め
し
」
を
受
け
取
る
。
約
七
十
軒
を
ま
わ
り
終

え
る
と
公
民
館
に
戻
る
。
最
後
に
ボ
ン
ヅ
ナ
を
涸
沼
川
に
流
し
て
終
了
と
な
る
。

　

仁
古
田
で
は
、
盆
綱
と
は
別
に
、
十
三
日
各
家
で
仏
さ
ま
を
迎
え
、
十
六
日
に
送
っ

て
い
る
（
迎
え
提
灯
、
送
り
提
灯
）。

（
文
化
課　

大
塚　

健
司
）

二
七
　
大お
お

古ご

山や
ま

（
笠
間
市
）
の
盆
綱

〔
実
施
日
〕
八
月
十
三
日　

午
後
五
時
か
ら
午
後
六
時
三
十
分
（
迎
え
）

　

大
古
山
の
盆
綱
は
、
江
戸
時
代
に
始
ま
っ
た
と
さ
れ
る
。
本
来
は
各
家
を
ま
わ
る
が
、
令

和
元
年
は
、
地
区
内
の
そ
よ
風
広
場
で
開
催
さ
れ
る
夏
祭
り
に
先
立
っ
て
行
わ
れ
た
。
ま
た

平
成
二
十
五
年
以
降
、
市
販
の
綱
を
使
用
し
た
が
、
七
年
ぶ
り
に
手
作
り
の
綱
が
復
活
し
た
。

　

八
月
十
三
日
の
午
後
、
大
古
山
公
民
館
で
、
年
配
の
男
性
二
名
が
綱
の
製
作
を
指
導
し
、

小
学
生
男
女
及
び
保
護
者
ら
が
約
五
ｍ
の
綱
を
編
み
、公
民
館
脇
の
薬
師
堂
に
奉
納
し
た
。

　

午
後
五
時
に
「
ワ
ッ
シ
ョ
イ
、ワ
ッ
シ
ョ
イ
」
と
声
を
か
け
な
が
ら
公
民
館
前
を
出
発
。

途
中
立
ち
寄
っ
た
新
盆
宅
で
、
参
加
者
が
二
手
に
分
か
れ
て
「
イ
チ
、
ニ
、
サ
ン
」
の
か

け
声
で
綱
引
き
を
行
っ
た
。
そ
の
目
的
は
不
明
と
の
こ
と
。
綱
が
そ
よ
風
広
場
に
到
着
し

た
と
こ
ろ
で
、
夏
祭
り
が
開
始
さ
れ
た
。
綱
は
薬
師
堂
に
収
め
ら
れ
、
後
日
焼
却
し
た
。

〔
情
報
提
供
者
〕
嶋
田　

新
さ
ん

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
文
化
課　

大
塚　

健
司
）

写真 1 　出発前に説明を受ける

写真 2 　新盆宅で綱引きを行う
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二
八
　
佐さ

才ざ
い

（
小
美
玉
市
）
の
盆
綱

〔
実
施
日
〕
八
月
十
三
日　

午
後
四
時
か
ら
午
後
七
時
頃
（
迎
え
）

　

佐
才
の
盆
綱
は
、
一
班
と
二
班
に
分
か
れ
て
実
施
さ
れ
る
。
綱
は
、
一
班
が
竹
に
縄

を
巻
き
付
け
た
も
の
、
二
班
が
稲
藁
で
竜
の
形
に
編
ん
だ
も
の
で
、
い
ず
れ
も
子
供
た

ち
の
人
数
に
合
わ
せ
た
一
・
五
ｍ
程
の
長
さ
で
あ
る
。
両
班
と
も
、
共
同
墓
地
を
起
点
・

終
点
と
し
て
各
家
に
仏
さ
ま
を
送
り
届
け
る
。
か
け
声
は
、一
班
は
墓
地
で「
乗
り
ら
っ

し
ょ
乗
り
ら
っ
し
ょ
、
ホ
ト
ケ
さ
ま
乗
り
ら
っ
し
ょ
」、
各
家
で
「
ホ
ト
ケ
さ
ま
連
れ

て
き
た
、
ホ
ト
ケ
さ
ま
連
れ
て
き
た
。
降
り
ら
っ
し
ょ
降
り
ら
っ
し
ょ
、
ホ
ト
ケ
さ
ま

降
り
ら
っ
し
ょ
」、二
班
は
墓
地
で
「
ホ
ー
ト
ケ
サ
ー
マ
ノ
セ
ニ
キ
タ
、ノ
ー
ラ
ッ
シ
ョ
、

ノ
ー
ラ
ッ
シ
ョ
」、
各
家
で
「
ホ
ー
ト
ケ
サ
ー
マ
ノ
セ
テ
キ
タ
、
オ
ー
リ
ラ
ッ
シ
ョ
、

オ
リ
ラ
ッ
シ
ョ
」
で
あ
る
。

　

綱
は
、
一
班
は
製
作
者
が
持
ち
帰
っ
て
処
分
し
、
二
班
は
最
後
に
焼
却
す
る
。

〔
情
報
提
供
者
〕
石
井　

正
道
さ
ん
、
大
塚　

忠
男
さ
ん
、
伊
藤　

清
美
さ
ん

（
補
助
員　

三
津
山　

智
香
、
藤
崎　

綾
香
）

二
九
　
野の

だ田
（
隠い
ん

谷や

東ひ
が
し

組ぐ
み

）（
小
美
玉
市
）
の
盆
綱

〔
実
施
日
〕
八
月
十
三
日　

午
後
四
時
か
ら
午
後
六
時
（
迎
え
）

　

隠
谷
地
区
は
、
東
一
・
二
、
南
、
豊
台
、
池
の
上
一
・
二
な
ど
八
班
（
組
）
に
分
か
れ

る
が
、
現
在
は
東
一
・
二
が
合
同
で
盆
綱
を
行
っ
て
い
る
。
八
月
十
三
日
朝
七
時
よ
り

個
人
宅
で
、
年
配
者
の
援
助
の
も
と
大
人
た
ち
が
長
さ
二
ｍ
弱
、
径
二
十
㎝
程
の
竜
型

の
ボ
ン
ヅ
ナ
を
作
る
。こ
の
技
術
を
い
か
に
伝
承
し
て
い
く
か
が
課
題
で
あ
る
と
い
う
。

綱
に
は
、
は
じ
め
に
ナ
ス
の
角
、
ホ
オ
ズ
キ
の
目
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
葉
で
作
る
舌
を

付
け
る
が
、
地
区
内
を
歩
く
途
中
で
、
子
供
た
ち
が
自
由
に
装
飾
す
る
。
完
成
す
る
と
、

田
村
総
本
家
（
東
一
組
）
の
墓
ま
で
ボ
ン
ヅ
ナ
を
運
ぶ
。
た
だ
し
、
田
村
家
の
墓
の
多

く
は
別
の
共
同
墓
地
に
あ
る
と
い
う
。

　

午
後
、
子
供
た
ち
が
田
村
総
本
家
の
墓
に
集
ま
る
。
隠
谷
地
区
で
は
、
以
前
か
ら
中

学
生
ま
で
参
加
を
認
め
て
い
る
が
、
殆
ど
は
小
学
六
年
生
で
や
め
て
し
ま
う
そ
う
だ
。

綱
を
持
つ
に
は
、
少
な
く
と
も
四
人
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
現
在
は
女
子
や
年
長
児
も

参
加
し
て
い
る
。
墓
で
仏
さ
ま
を
綱
に
乗
せ
る
時
に
「
ノ
リ
ラ
ッ
シ
ョ
イ
、
ノ
リ
ラ
ッ

シ
ョ
イ
、ジ
ッ
チ
ャ
ン
、バ
ッ
チ
ャ
ン
、ノ
リ
ラ
ッ
シ
ョ
イ
」
と
言
い
、二
～
三
周
回
る
。

地
区
を
ま
わ
る
際
は
、
大
人
が
随
行
す
る
。
各
家
の
前
に
差
し
か
か
る
と
「
仏
さ
ま
を

お
連
れ
し
ま
し
た
」
と
い
う
意
味
の
声
か
け
を
す
る
。
こ
の
声
を
聞
い
て
、
各
家
が
準

備
す
る
。各
家
で
は
、仏
間
に
ボ
ン
ヅ
ナ
全
体
を
乗
せ
て「
オ
リ
ラ
ッ
シ
ョ
イ
、オ
リ
ラ
ッ

シ
ョ
イ
、
ジ
ッ
チ
ャ
ン
、
バ
ッ
チ
ャ
ン
、
オ
リ
ラ
ッ
シ
ョ
イ
」
と
声
を
か
け
る
。
こ
れ

で
仏
さ
ま
を
送
り
届
け
た
こ
と
に
な
る
と
い
う
。
こ
う
し
た
所
作
を
繰
り
返
し
、
最
後

の
鏑
木
家
を
終
え
る
と
、
そ
の
近
く
の
林
に
ボ
ン
ヅ
ナ
を
投
げ
捨
て
る
。

　

な
お
、
南
組
の
盆
綱
は
、
平
成
二
十
年
代
の
中
頃
に
中
止
と
な
っ
た
。

〔
情
報
提
供
者
〕
田
村　

孝
広
さ
ん

（
文
化
課　

横
田　

博
之
、
大
塚　

健
司
）

写真 1 　ボンヅナが完成（ 1 班）

写真 2 　ボンヅナに仏さまを乗せて
出発（ 2 班）
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三
〇
　
川か
わ

戸ど

（
小
美
玉
市
）
の
盆
綱

〔
実
施
日
〕
八
月
十
三
日　

午
後
四
時
か
ら
七
時
、
午
後
五
時
か
ら
八
時
（
迎
え
）

　

川
戸
の
盆
綱
は
、
二
班
（
一
・
二
班
と
三
・
四
班
）
に
分
か
れ
て
実
施
さ
れ
る
。
い
ず

れ
も
大
人
た
ち
を
中
心
に
稲
藁
で
竜
を
模
っ
た
約
三
ｍ
の
綱
を
作
製
し
、
小
学
生
の
男

女
が
綱
を
引
く
。
一
・
二
班
は
、
墓
地
で
「
ホ
ー
ト
ケ
サ
マ
、
ノ
ー
ラ
ッ
シ
ョ
」
と
唱

え
て
左
回
り
で
墓
地
を
三
周
し
て
出
発
し
、各
家
で
は「
ホ
ー
ト
ケ
サ
マ
、ノ
セ
テ
キ
タ
」

と
言
い
な
が
ら
綱
の
先
端
で
家
の
壁
を
叩
く
。三
・
四
班
は
、各
家
の
手
前
で「
ジ
ッ
チ
ャ

ン
、バ
ッ
チ
ャ
ン
、ノ
セ
テ
キ
タ
、ホ
ー
ト
ケ
サ
ー
マ
ノ
セ
テ
キ
タ
」、各
家
で
は
「
ホ
ー

ト
ケ
サ
ー
マ
ノ
セ
テ
キ
タ
、
オ
ー
ラ
ッ
シ
ョ
」
と
唱
え
る
。
両
班
と
も
、
最
後
は
綱
を

鎌
田
川
の
橋
に
括
り
付
け
て
終
了
と
な
る
。

〔
情
報
提
供
者
〕
内
田　

正
次
さ
ん
、
川
口　

好
広
さ
ん
、
斎
藤　

隆
夫
さ
ん

（
補
助
員　

北
條　

海
織
、
森
戸　

日
咲
子
）

三
一
　
小こ

塙ば
な
わ

（
小
美
玉
市
）
の
盆
綱

〔
実
施
日
〕
八
月
十
三
日　

午
後
五
時
か
ら
午
後
六
時
十
五
分
・
八
時
（
迎
え
）

　
　
　
　
　

八
月
十
五
日　

午
後
六
時
か
ら
午
後
七
時
十
五
分
・
九
時
（
送
り
）

　

小
塙
の
盆
綱
は
、
二
班
（
一
・
二
班
と
三
・
四
・
五
班
）
に
分
か
れ
て
実
施
さ
れ
る
が
、

八
月
十
三
日
の
午
後
、
小
塙
球
場
で
大
人
を
中
心
に
二
班
合
同
で
綱
を
作
製
す
る
。
綱

は
約
三
ｍ
の
注
連
縄
状
で
、
完
成
す
る
と
そ
れ
ぞ
れ
共
同
墓
地
に
運
ば
れ
る
。
同
日
の

夕
方
、
両
班
と
も
小
学
生
の
男
女
が
少
人
数
な
が
ら
、「
ト
ー
セ
ン
ヤ
ラ
、
エ
ン
ヤ
ラ

エ
ン
」
の
掛
け
声
で
班
内
を
ま
わ
る
。
十
三
日
は
家
の
入
口
で
「
ホ
ー
ト
ケ
サ
マ
、
オ

リ
ラ
ッ
シ
ョ
」と
言
っ
て
仏
さ
ま
を
降
ろ
し
、十
五
日
は
縁
先
で「
ホ
ー
ト
ケ
サ
マ
、ノ
ー

ラ
ッ
シ
ョ
」と
言
っ
て
仏
さ
ま
を
綱
に
乗
せ
る
。こ
の
時
綱
を
、縁
の
敷
居
に
ぶ
つ
け
る
。

　

盆
綱
が
終
わ
る
と
、
綱
は
そ
れ
ぞ
れ
共
同
墓
地
に
納
め
ら
れ
る
。

〔
情
報
提
供
者
〕
皆
藤　

幸
男
さ
ん

（
文
化
課　

大
塚　

健
司
）

写真 1 　稲藁で編んだボンヅナ
　　　　（1・2 班）

写真 2 　墓地を出発（3・4 班）

写真 1 　完成したボンヅナ（ 2 本）

写真 2 　各家をまわる（13日、 1・2 班）
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三
二
　
魦魦い

さ
ざ

い
さ
ざ

内う
ち

・
川か
わ
ば
た端
（
小
美
玉
市
川
中
子
）
の
盆
綱

〔
実
施
日
〕
八
月
十
三
日　

午
後
六
時
か
ら
午
後
八
時
（
迎
え
）

　
　
　
　
　

八
月
十
五
日　

午
後
六
時
三
十
分
か
ら
午
後
八
時
三
十
分
時
（
送
り
）

　

盆
前
の
土
曜
日
に
、
大
人
三
人
が
市
販
の
縄
を
束
ね
て
捩
り
、
竜
型
の
綱
を
作
る
。

上
下
の
顎
と
髭
二
本
及
び
舌
が
付
く
。
完
成
後
は
、
保
護
者
宅
で
一
時
保
管
す
る
。
八

月
十
三
日
の
夕
方
、小
学
生
の
男
女
が
魦
内
共
同
墓
地
か
ら
坂
嘉
美
さ
ん
宅
ま
で「
ワ
ッ

シ
ョ
イ
、
ワ
ッ
シ
ョ
イ
」
の
掛
け
声
で
地
区
内
を
ま
わ
り
、
各
家
で
は
「
ホ
ー
ト
ケ
サ

マ
、
オ
ー
ラ
ッ
セ
」
と
言
っ
て
仏
さ
ま
を
降
ろ
す
。
十
五
日
は
坂
さ
ん
宅
よ
り
「
ホ
ー

ト
ケ
サ
マ
、
ノ
ー
ラ
ッ
セ
」
と
言
っ
て
仏
さ
ま
を
綱
に
乗
せ
て
地
区
内
を
ま
わ
り
、
共

同
墓
地
に
戻
る
。

　

盆
綱
が
終
わ
る
と
、
綱
に
火
を
着
け
て
園
部
川
に
流
す
。

〔
情
報
提
供
者
〕
坂　

宗
行
さ
ん

（
文
化
課　

大
塚　

健
司
）

三
三
　
根ね

玉た
ま

里り

（
小
美
玉
市
下
玉
里
）
の
盆
綱

〔
実
施
日
〕
八
月
十
三
日　

午
後
六
時
三
十
分
か
ら
午
後
七
時
三
十
分
（
迎
え
）

　
　
　
　
　

八
月
十
五
日　

午
後
六
時
か
ら
午
後
七
時
（
送
り
）

　

お
盆
前
の
土
・
日
曜
日
に
、
大
人
と
小
学
生
男
女
が
協
力
し
て
藁
製
の
綱
を
作
る
。

綱
は
竜
と
言
わ
れ
る
が
、
目
や
角
は
な
い
。
八
月
十
三
日
の
夕
方
、
玉
川
地
区
学
習
等

供
用
施
設
を
発
着
地
と
し
、「
ヤ
ー
サ
、ボ
ン
サ
、仏
さ
ま
、お
ち
ら
っ
せ
」
の
か
け
声
で
、

各
家
に
仏
さ
ま
を
送
り
届
け
る
。
各
家
で
は
、
小
遣
い
や
菓
子
を
子
供
た
ち
に
渡
す
。

お
盆
の
間
、
綱
を
同
施
設
の
屋
根
裏
に
保
管
す
る
。
十
五
日
は
、「
ヤ
ー
サ
、
ボ
ン
サ
、

仏
さ
ま
、
乗
ら
っ
せ
」
の
か
け
声
で
、
仏
さ
ま
を
綱
に
乗
せ
る
。
各
家
を
ま
わ
り
終
え

る
と
、
綱
を
塚
山
古
墳
に
納
め
、
朽
ち
る
の
を
待
つ
。
な
お
、
令
和
元
年
は
、
中
学
一

年
生
も
参
加
し
た
。

〔
情
報
提
供
者
〕
今
泉　

直
美
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
文
化
課　

横
田　

博
之
）

写真 1 　巡行する様子

写真 2 　家を訪れる様子

写真 1 　 ８ 月13日の迎えの様子

写真 2 　 ８ 月15日出発前（坂嘉美さん宅）
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三
四
　
大お
お

井い

戸ど

・
共き
ょ
う

栄え
い

（
小
美
玉
市
下
玉
里
）
の
盆
綱

〔
実
施
日
〕
八
月
十
三
日　

午
後
五
時
三
十
分
か
ら
午
後
九
時
（
迎
え
）

　
　
　
　
　

八
月
十
五
日　

午
後
六
時
か
ら
午
後
十
時
（
送
り
）

　

綱
は
、
事
前
に
指
導
的
立
場
の
個
人
が
藁
を
用
い
て
作
製
し
た
も
の
で
、
蛇
型
で
頭

部
に
口
が
つ
く
。

　

参
加
者
は
年
長
児
と
小
学
生
の
男
女
。
な
お
、
中
学
生
も
協
力
す
る
が
、
綱
に
は
触

れ
な
い
。
子
供
た
ち
は
白
装
（
半
袖
Ｔ
シ
ャ
ツ
、
半
ズ
ボ
ン
、
鉢
巻
）
で
、
年
長
児
が

先
導
役
と
し
て
提
灯
を
持
つ
。
迎
え
・
送
り
と
も
、
ロ
ケ
ッ
ト
花
火
を
合
図
に
共
同
墓

地
を
出
発
す
る
。
各
家
で
先
祖
を
綱
か
ら
降
ろ
す
際
に
、
綱
を
地
面
に
叩
き
つ
け
る
。

綱
は
地
区
を
ま
わ
る
中
で
、壊
れ
た
方
が
縁
起
が
よ
い
と
さ
れ
る
。
送
り
が
終
わ
る
と
、

墓
地
で
綱
を
焼
却
し
、
花
火
を
行
っ
た
後
、
各
家
で
も
ら
っ
た
小
遣
い
や
菓
子
を
、
子

供
た
ち
が
相
談
し
て
分
け
合
う
。

〔
情
報
提
供
者
〕
室
町　

恭
司
さ
ん

（
文
化
課　
　

横
田　

博
之
）

三
五
　
田た

畑ば
た

・
橋は
し

下く
だ
り

（
小
美
玉
市
下
玉
里
）
の
盆
綱

〔
実
施
日
〕
八
月
十
三
日　

午
後
六
時
か
ら
午
後
七
時
（
迎
え
）

　
　
　
　
　

八
月
十
五
日　

午
後
六
時
か
ら
午
後
七
時
（
送
り
）

　

盆
前
の
土
・
日
曜
日
に
、
保
護
者
た
ち
が
藁
で
蛇
型
の
ボ
ン
ヅ
ナ
を
作
る
。
ホ
オ
ズ

キ
で
目
を
、
柿
の
枝
で
角
を
作
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
八
月
十
三
日
の
夕
方
、
小
学
生

三
名
、
中
学
生
一
名
が
、
髙
内
稲
荷
大
明
神
付
近
を
発
着
地
と
し
て
地
区
内
を
ま
わ
る
。

各
家
に
着
く
と
「
ヤ
ー
サ
、
ボ
ン
サ
、
仏
さ
ま
、
降
り
ら
っ
せ
」
と
声
を
か
け
な
が
ら

仏
さ
ま
を
送
り
届
け
る
。
十
五
日
は
各
家
で
「
ヤ
ー
サ
、
ボ
ン
サ
、
仏
さ
ま
、
乗
ら
っ

せ
」
と
い
う
か
け
声
で
、
仏
さ
ま
を
綱
に
乗
せ
る
。
各
家
か
ら
は
小
遣
い
や
菓
子
な
ど

が
渡
さ
れ
、
終
了
後
に
子
供
た
ち
が
話
し
合
っ
て
分
配
す
る
。

　

令
和
三
年
四
月
の
玉
里
地
区
の
小
・
中
学
校
統
合
を
機
に
、
盆
綱
を
廃
止
す
る
か
、

隣
接
の
根
玉
里
地
区
と
併
合
す
る

か
は
検
討
中
で
あ
る
。

〔
情
報
提
供
者
〕

　

久
保
田　

浩
一
さ
ん

（
文
化
課　

横
田　

博
之
）

写真 1 　ボンヅナを持って出発

写真 2 　地区内を巡行する

写真　ボンヅナを持って巡行する
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三
六
　
上か
み

馬ば

ば場
（
小
美
玉
市
）
の
盆
綱

〔
実
施
日
〕
八
月
十
三
日　

午
後
三
時
か
ら
午
後
九
時
（
迎
え
）

　

八
月
十
三
日
の
午
後
、
鹿
島
神
社
で
、
大
人
た
ち
が
長
さ
三
ｍ
、
太
さ
二
十
㎝
程
の

注
連
縄
状
の
綱
を
作
る
。
昔
は
、
長
さ
五
ｍ
、
太
さ
五
十
～
六
十
㎝
あ
っ
た
と
い
う
。

午
後
三
時
に
、小
学
生
の
男
女
が
集
落
セ
ン
タ
ー
を
出
発
し
て
、大
人（
子
供
会
会
長
ら
）

の
随
行
の
も
と
四
十
二
軒
を
ま
わ
る
。
こ
の
時
、
新
宅
な
ど
仏
の
な
い
家
は
ま
わ
ら
な

い
。
墓
地
で
、「
ホ
ー
ト
ケ
サ
マ
、
ノ
ー
ラ
ッ
セ
」
と
声
を
か
け
な
が
ら
三
周
回
る
が
、

移
動
中
の
か
け
声
は
な
い
。
各
家
で
は
、「
ホ
ー
ト
ケ
サ
マ
、
メ
ー
リ
ャ
シ
タ
」
と
言
っ

て
三
周
回
り
、
仏
さ
ま
を
送
り
届
け
る
と
、
五
百
円
か
ら
千
円
を
受
け
取
る
。
新
盆
の

家
は
、
や
や
高
額
を
渡
す
と
い
う
。
こ
の
お
金
は
、
子
供
た
ち
が
平
等
に
分
け
る
。
綱

は
、
集
落
セ
ン
タ
ー
の
脇
に
放
置
す
る
た
め
、
し
ば
ら
く
す
る
と
腐
食
し
て
し
ま
う
。

〔
情
報
提
供
者
〕
川
野　

謙
二
さ
ん　

※
写
真
提
供
・
小
美
玉
市

（
文
化
課　

大
塚　

健
司
）

三
七
　
中な
か
だ
い台
（
小
美
玉
市
）
の
盆
綱

〔
実
施
日
〕
八
月
十
三
日　

午
後
五
時
三
十
分
か
ら
午
後
八
時
（
迎
え
）

　

百
年
以
上
前
か
ら
続
く
行
事
。
子
供
会
が
主
体
と
な
る
が
、
子
供
の
数
が
減
少
し
た

た
め
、
昭
和
四
十
年
代
に
女
子
が
加
わ
っ
た
。
現
在
は
、
中
学
生
も
参
加
し
て
い
る
。

　

通
常
、
八
月
十
三
日
に
大
人
二
人
が
、
中
台
公
民
館
で
竜
を
模
っ
た
ボ
ン
ヅ
ナ
を
作

製
す
る
。
綱
の
長
さ
は
、
子
供
の
減
少
に
伴
っ
て
短
く
な
っ
た
。

　

夕
方
、
墓
地
の
前
で
、「
仏
さ
ま
の
ら
せ
」
と
唱
え
な
が
ら
、
時
計
回
り
に
三
回
回
っ

て
仏
さ
ま
を
綱
に
乗
せ
る
。
各
家
に
着
く
と
、今
度
は
反
時
計
回
り
に
回
り
な
が
ら「
仏

さ
ま
め
ら
っ
せ
た
」
と
何
度
も
唱
え
る
。
各
家
で
は
子
供
た
ち
に
心
づ
け
を
渡
す
。
新

盆
の
家
は
額
が
多
い
と
い
う
。
終
了
後
、
ボ
ン
ヅ
ナ
は
墓
地
に
置
か
れ
る
。

〔
情
報
提
供
者
〕
神
山　

美
穂
さ
ん
（
子
供
会
会
長
）

　
　

（
文
化
課　

齋
藤　

和
浩
）

写真 1 　ボンヅナが完成

写真 2 　綱を引きずって移動する

写真 1 　完成したボンヅナ

写真 2 　墓地の前で仏さまを乗せる
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三
八
　
小お
づ
つ
み堤
（
茨
城
町
）
の
盆
綱

〔
実
施
日
〕
八
月
十
三
日　

午
後
十
二
時
三
十
分
か
ら
午
後
八
時
頃
（
迎
え
）

　

八
月
十
三
日
の
午
前
八
時
か
ら
、
香
取
天
満
神
社
で
ボ
ン
ヅ
ナ
を
作
る
。
長
さ
は
五

ｍ
程
。
両
端
約
一
ｍ
が
頭
と
尾
。
中
ほ
ど
の
胴
部
は
三
ｍ
余
り
で
径
十
五
㎝
弱
。
竜
の

尖
っ
た
ヒ
レ
を
表
現
し
て
突
起
状
に
藁
を
編
み
込
み
、
桧
の
葉
を
挿
し
、
持
ち
手
の
綱

を
六
本
つ
け
る
。
完
成
し
た
綱
は
、
共
同
墓
地
入
口
の
お
地
蔵
さ
ま
の
周
り
に
横
に
し

て
お
く
。
十
二
時
三
十
分
、
中
学
生
男
子
が
集
ま
り
、
三
年
生
の
一
人
が
「
な
ー
ん
ま

い
だ
ん
ぼ
」
と
言
う
と
、
他
の
子
供
た
ち
が
「
ほ
と
け
さ
ま
き
た
よ
」
と
続
け
て
、
百

軒
余
り
を
ま
わ
る
。
各
家
で
は
、
迎
え
火
を
焚
い
て
盆
綱
を
待
つ
。
家
人
か
ら
お
金
を

も
ら
う
と
、
桧
の
葉
を
ち
ぎ
っ
て
渡
す
。
こ
れ
で
仏
さ
ま
を
届
け
た
こ
と
を
示
す
。
家

を
出
る
時
、
子
供
た
ち
は
迎
え
火
を
踏
ん
で
消
す
。
休
憩
の
際
は
、
綱
が
地
面
に
触
れ

な
い
よ
う
、
膝
の
上
に
置
く
。
終
了
す
る
と
、
綱
を
鳴
神
神
社
に
置
い
て
く
る
。
こ
の

年
は
、
杉
の
大
木
の
根
元
に
巻
く
よ
う
に
置
い
た
。

〔
情
報
提
供
者
〕
林　

文
雄
さ
ん

（
文
化
課　

吉
川　

明
宏
）

三
九
　
海え

老び

沢さ
わ

本ほ
ん
ご
う郷
（
茨
城
町
）
の
盆
綱

〔
実
施
日
〕
八
月
十
三
日　

午
後
四
時
三
十
分
か
ら
午
後
九
時
（
迎
え
）

　

八
月
十
三
日
の
午
後
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
年
配
者
の
指
導
の
も
と
、
大
人

六
人
を
中
心
に
荒
縄
三
本
を
撚
り
、
さ
ら
に
三
束
撚
り
を
か
け
る
よ
う
に
綱
を
編
む
。

五
十
㎝
余
の
と
こ
ろ
か
ら
藁
を
巻
き
付
け
る
。
所
々
に
藁
を
挿
し
込
ん
で
「
ヒ
ゲ
」
と

す
る
。
形
は
竜
と
考
え
ら
れ
る
。
完
成
後
、
綱
を
本
郷
十
字
路
の
角
に
置
い
て
解
散
す

る
。
午
後
四
時
三
十
分
に
小
学
生
男
女
六
名
が
集
合
し
、
ま
ず
集
落
の
南
の
は
ず
れ
の

お
地
蔵
さ
ま
の
前
で
、
次
に
個
人
の
墓
の
入
口
で
、
さ
ら
に
共
同
墓
地
の
前
で
、
綱
を

振
り
な
が
ら
「
ホ
ト
ケ
サ
マ
、
ア
ガ
ラ
ッ
シ
ョ
」
と
二
～
三
回
声
を
掛
け
る
。
そ
し
て

集
落
に
戻
り
各
家
を
訪
問
す
る
。
子
供
た
ち
は
「
ワ
ッ
シ
ョ
イ
、
ワ
ッ
シ
ョ
イ
」
と
声

を
掛
け
な
が
ら
、
綱
を
抱
え
て
歩
く
。
各
家
で
は
、
綱
を
振
り
な
が
ら
「
ホ
ト
ケ
サ
マ
、

オ
リ
ラ
ッ
シ
ョ
」
と
声
を
三
回
掛
け
る
と
、
家
人
が
親
方
（
子
供
た
ち
の
代
表
者
）
に

お
金
を
渡
す
。
こ
れ
を
五
十
五
軒
繰
り
返
し
、
鳥
羽
田
地
内
の
最
後
の
家
に
綱
を
預
け

て
、
処
分
し
て
も
ら
う
。
終
了
後
、
親
方
が
お
金
を
、
子
供
た
ち
に
配
分
す
る
。

〔
情
報
提
供
者
〕
藤
枝　

寿
勝
さ
ん

（
文
化
課　

吉
川　

明
宏
）

写 真 1 　 声をかけながら次の家へ
「なーんまいだんぼ、ほとけさま、きたよ」

写真 1 　綱を撚りながら、周り
に綱を巻き付けて形をつくる

写真 2 　家の人に桧の葉を渡す

写真 2 　「ワッショイ、ワッショ
イ」の掛け声で各家をまわる
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四
〇
　
下し
も

土は

じ師
宿し
ゅ
く

（
茨
城
町
）
の
盆
綱

〔
実
施
日
〕
八
月
十
三
日　

午
後
四
時
か
ら
午
後
七
時
（
迎
え
）

　

八
月
十
三
日
の
午
前
八
時
か
ら
、
保
護
者
を
中
心
に
綱
を
作
る
。
綱
は
、
径
三
～
四

㎝
の
青
竹
を
軸
に
し
て
、藁
で
包
み
込
む
よ
う
に
棒
状
に
覆
う
。
径
は
二
十
㎝
余
り
で
、

持
ち
手
を
六
本
つ
け
る
。
完
成
後
、墓
地
入
口
の
「
お
堂
」
の
前
面
の
縁
に
綱
を
乗
せ
、

小
学
生
の
男
女
が
「
ぼ
ん
づ
な
き
た
よ
、じ
い
ち
ゃ
ん
、ば
あ
ち
ゃ
ん
、の
ー
ら
っ
し
ょ
」

と
声
を
か
け
る
。
午
後
四
時
に
墓
地
に
集
合
し
、
三
十
軒
程
ま
わ
る
。
綱
を
持
つ
の
は

子
供
だ
け
で
、
移
動
中
の
か
け
声
は
な
い
。
ま
た
、
綱
を
ま
た
い
で
は
い
け
な
い
と
さ

れ
て
い
る
。
家
に
着
く
と
、「
ぼ
ん
づ
な
き
た
よ
、
じ
い
ち
ゃ
ん
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
お

ぢ
（
り
）
ら
っ
し
ょ
」
と
声
を
か
け
る
。
家
人
か
ら
お
金
を
も
ら
い
、
お
礼
を
言
っ
て

次
へ
向
か
う
。
ま
わ
り
終
え
る
と
、
公
民
館
前
で
終
了
す
る
。
昔
は
綱
を
川
に
流
し
た

が
、
現
在
は
子
供
会
の
役
員
が
処
理
し
て
い
る
。

〔
情
報
提
供
者
〕
中
根　

正
美
さ
ん

（
文
化
課　

吉
川　

明
宏
）

四
一
　
三み

わ和
穴あ
な

瀬せ

（
行
方
市
）
の
盆
綱

〔
実
施
日
〕
八
月
十
三
日　

午
後
五
時
か
ら
午
後
六
時
十
五
分
・
八
時
（
迎
え
）

　

穴
瀬
の
盆
綱
は
、幼
稚
園
の
「
年
長
さ
ん
」
と
小
学
一
年
生
か
ら
六
年
生
ま
で
が
行
う
。

八
月
十
二
日
に
各
家
か
ら
集
落
セ
ン
タ
ー
に
藁
を
集
め
、
総
代
・
新
盆
の
家
の
者
・
子
供

育
成
会
役
員
の
指
導
で
綱
を
綯
う
。
ボ
ン
ヅ
ナ
は
一
．
五
ｍ
程
に
綯
っ
た
藁
の
綱
を
さ
ら

に
束
ね
て
綯
っ
た
も
の
で
、長
さ
は
三
ｍ
程
と
な
る
。
頭
や
尻
尾
に
特
別
な
飾
り
は
な
い
。

綱
は
ご
先
祖
の
乗
り
物
で
あ
る
た
め
、
子
供
が
跨
ぐ
と
「
仏
さ
ん
に
な
る
ぞ
」
な
ど
と
大

人
に
注
意
さ
れ
た
。
参
加
す
る
子
供
の
数
だ
け
、
引
き
上
げ
る
た
め
の
足
が
付
け
ら
れ
て

い
る
。
ま
た
頭
の
方
向
が
太
く
、尻
尾
の
方
が
細
い
。
縄
が
ほ
ど
け
な
い
よ
う
「
芋
結
び
」

と
い
う
方
法
で
結
ぶ
が
、
こ
れ
は
芋
の
苗
床
を
作
る
際
に
用
い
た
結
び
方
で
あ
る
。

　

完
成
し
た
綱
は
共
同
墓
地
へ
運
び
、
墓
地
中
央
の
石
組
み
に
巻
き
付
け
て
お
く
。

十
三
日
の
夕
方
、
子
供
た
ち
は
白
い
衣
服
、
履
き
物
を
身
に
つ
け
て
墓
地
を
出
発
す
る
。

地
区
を
あ
る
程
度
ま
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
一
旦
ボ
ン
ヅ
ナ
を
置
い
て
、
家
に
帰
っ
て
夕
食

を
と
る
。
穴
瀬
で
は
、
こ
の
日
餅
を
搗
き
、
雑
煮
と
あ
ん
こ
餅
を
作
る
と
の
こ
と
。
こ

れ
ら
も
夕
食
の
一
品
で
あ
る
。

　

夕
食
を
終
え
て
再
び
集
ま
り
、
残
り
の
家
を
ま
わ
る
。

　

各
家
で
は
、
床
の
間
な
ど
に
設
け
ら
れ
た
盆
棚
の
前
の
戸
を
開
け
放
ち
、
そ
こ
に
面

し
た
庭
に
水
を
撒
い
て
お
く
。
子
供
た
ち
は
、
庭
で
「
ボ
ン
ヅ
ナ
、
ぼ
っ
た
ら
し
ょ
、

切
れ
た
ら
繋
げ
、
じ
い
さ
ん
、
ば
あ
さ
ん
乗
せ
て
来
た
」
と
か
け
声
を
掛
け
な
が
ら
、

五
～
六
回
綱
を
引
き
上
げ
て
は
地
面
に
叩
き
つ
け
る
。終
わ
る
と
、菓
子
と
お
金
を
貰
っ

た
。
集
落
を
ま
わ
り
終
わ
っ
た
ボ
ン
ヅ
ナ
は
、
金
上
と
の
境
に
あ
る
電
柱
に
左
回
り
に

巻
き
付
け
ら
れ
て
遺
棄
さ
れ
る
。

　

な
お
、
十
五
日
の
送
り
盆
は
、
盆
綱
は
行
わ
な
い
。

〔
情
報
提
供
者
〕
松
信　

正
弘
さ
ん

（
調
査
委
員　

徳
丸　

亞
木
）

写真 1 　「ぼんづな　きたよ、じいちゃん、
ばあちゃん、おぢ（り）らっしょ」

写真 2 　次の家へ
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四
二
　
内う
ち

宿じ
ゅ
く

（
行
方
市
）
の
盆
綱

〔
実
施
日
〕
八
月
十
三
日　

午
後
一
時
か
ら
午
後
八
時
（
迎
え
）

　

内
宿
は
上
宿
と
下
宿
か
ら
な
る
が
、準
備
は
八
月
十
二
日
に
同
じ
場
所
で
行
わ
れ
る
。

綱
は
注
連
縄
状
で
、
径
十
五
㎝
。
長
さ
は
人
数
に
よ
っ
て
異
な
る
（
上
宿
は
子
供
二
人

で
二
ｍ
、
下
宿
は
子
供
三
人
で
三
ｍ
）。
完
成
後
は
、
同
じ
墓
地
に
綱
を
置
い
て
来
る
。

十
三
日
は
、
両
地
区
と
も
小
学
生
男
女
が
主
体
と
な
り
自
性
寺
に
寄
っ
た
後
、
各
地
区

を
ま
わ
る
。
墓
地
で
は
「
じ
い
さ
ん
、
ば
あ
さ
ん
、
乗
っ
て
く
れ
。
孫
、
ひ
こ
、
や
し
ゃ

ご
も
乗
っ
て
く
れ
。」
と
唱
え
て
木
の
周
り
を
三
周
回
る
。
巡
行
中
と
各
家
で
は
、「
じ

い
さ
ん
、ば
あ
さ
ん
、乗
せ
て
来
た
。
孫
、ひ
こ
、や
し
ゃ
ご
も
乗
せ
て
来
た
。」
と
唱
え
、

各
家
か
ら
千
円
程
度
を
受
け
取
る
。
綱
は
、
昔
は
武
田
川
に
流
し
た
が
、
現
在
は
年
配

者
の
家
の
脇
で
焼
却
し
て
い
る
。
下
宿
は
、
昭
和
の
末
期
に
一
時
中
断
し
た
が
、
平
成

十
五
～
十
六
年
頃
子
供
が
一
時
増
え
た
た
め
再
開
し
た
。
上
宿
は
中
断
し
て
い
な
い
。

〔
情
報
提
供
者
〕
菅
澤　

薫
さ
ん
（
写
真
も
提
供
）

（
文
化
課　

大
塚　

健
司
）

四
三
　
大お
お

井い

（
つ
く
ば
市
）
の
盆
綱

〔
実
施
日
〕
八
月
十
三
日　

夕
刻
か
ら
夜
（
迎
え
）

　

大
井
は
上
組
と
下
組
と
に
分
か
れ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
で
盆
綱
を
行
っ
て
い
る
。
主
体

は
、
小
学
校
一
年
か
ら
六
年
ま
で
の
男
児
が
基
本
だ
が
、
平
成
十
年
頃
よ
り
、
女
児
も

参
加
し
て
い
る
。
準
備
は
、
八
月
十
三
日
の
昼
に
、
大
人
と
子
供
た
ち
が
行
う
。
ラ
ン

ト
ウ
（
共
同
墓
地
）
の
入
口
に
あ
る
ト
リ
オ
バ
（
十
三
日
に
個
々
の
家
が
こ
こ
で
線
香

を
供
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仏
さ
ま
を
迎
え
る
場
所
）
と
い
う
広
場
で
、
綱
を
編
む
（
現
在

は
集
落
セ
ン
タ
ー
）。
子
供
た
ち
が
各
家
か
ら
集
め
て
来
た
藁
で
、
ム
カ
デ
の
様
に
胴

体
か
ら
沢
山
の
足
（
引
き
綱
）
を
出
す
。
胴
体
の
長
さ
や
足
の
数
は
、
子
供
の
数
で
変

わ
る
。
子
供
が
二
十
五
～
六
人
参
加
し
た
頃
は
、
綱
の
長
さ
が
二
間
を
超
え
る
こ
と
も

あ
っ
た
。
頭
部
は
、
綱
を
団
子
状
に
纏
め
、
頭
と
顎
の
上
下
に
分
け
、
目
玉
を
茄
子
で
、

舌
を
唐
辛
子
で
作
っ
た
。
胴
体
の
太
い
綱
は
、
右
綯
の
綱
二
本
と
左
綯
の
綱
一
本
、
計

三
本
の
綱
を
撚
り
合
わ
せ
る
。
頭
の
太
い
部
分
か
ら
尻
尾
に
か
け
て
細
く
な
る
よ
う
に

造
り
、
四
尺
位
の
間
隔
で
引
き
縄
を
結
ぶ
。
綱
が
完
成
す
る
と
、
ボ
ン
ヅ
ナ
を
ラ
ン
ト

ウ
に
運
び
、
中
央
の
石
（
無
縁
仏
を
供
養
す
る
石
）
に
巻
き
付
け
て
お
く
。
夕
刻
、
ボ

ン
ヅ
ナ
が
ラ
ン
ト
ウ
を
出
る
際
、
時
計
回
り
に
三
回
回
る
。
か
け
声
は
、
ラ
ン
ト
ウ
で

仏
さ
ま
を
迎
え
る
際
に
は
「
仏
さ
ま
迎
え
た
」
で
、各
家
に
綱
を
持
ち
込
む
際
に
は
「
ボ

ン
ヅ
ナ
ご
ー
ざ
っ
た
」
と
声
を
上
げ
る
。
各
家
の
庭
に
綱
を
運
び
込
み
、
三
回
時
計
回

り
に
回
っ
て
、
お
捻
り
を
貰
う
。
子
供
た
ち
の
服
装
は
、
男
児
は
ラ
ン
ニ
ン
グ
シ
ャ
ツ

に
半
ズ
ボ
ン
、
帽
子
の
出
で
立
ち
が
多
か
っ
た
。
現
在
は
四
時
頃
に
は
終
わ
る
が
、
以

前
は
暗
く
な
っ
て
か
ら
始
め
た
の
で
終
わ
る
の
も
遅
か
っ
た
。
イ
ン
キ
ョ
（
屋
号
）
宅

を
最
後
に
ま
わ
っ
て
、
綱
を
ト
リ
オ
バ
に
運
び
、
ク
ラ
の
オ
タ
マ
サ
ン
の
家
で
お
金
を

分
配
し
た
。
子
供
た
ち
が
少
な
い
と
、
そ
れ
だ
け
分
配
額
も
多
く
な
る
よ
う
だ
。

〔
情
報
提
供
者
〕
中
島　

正
衛
さ
ん
、
小
宅　

貞
男
さ
ん

（
調
査
委
員　

徳
丸　

亞
木
）

写真 1 　子供たちが藁の仕分けをする

写真 2 　ボンヅナを持って巡行する
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四
四
　
菅す
が

間ま

（
つ
く
ば
市
）
の
盆
綱

〔
実
施
日
〕
八
月
十
三
日　

午
後
五
時
か
ら
午
後
八
時
頃
（
迎
え
）

　

菅
間
で
は
、
平
成
二
十
年
代
半
ば
よ
り
女
子
を
盆
綱
に
参
加
さ
せ
る
こ
と
で
、
盆
綱

を
維
持
し
て
い
る
。
ま
た
、
初
盆
の
家
の
者
が
参
加
す
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
。

　

盆
の
二
日
程
前
か
ら
子
供
た
ち
が
藁
を
集
め
、
大
人
た
ち
が
地
区
の
集
会
所
（
か
つ

て
は
、
道
路
脇
の
広
場
）
で
綱
を
綯
う
。
綱
は
ム
カ
デ
の
様
な
形
で
、
頭
部
は
太
く
、

尻
尾
に
向
か
っ
て
細
く
な
る
。
頭
部
に
引
き
ま
わ
す
た
め
の
綱
を
左
右
に
二
本
、
胴
体

に
も
細
い
綱
が
左
右
に
二
本
付
け
ら
れ
る
。
全
体
の
長
さ
や
引
き
綱
の
数
は
、
参
加
者

の
数
で
変
わ
る
。
か
つ
て
十
二
名
程
度
が
参
加
し
た
時
は
、
五
ｍ
程
の
長
さ
だ
っ
た
。

話
者
が
子
供
の
頃
は
、
八
月
十
二
日
に
綱
を
準
備
し
た
後
、
肝
試
し
を
し
て
楽
し
ん
だ
。

　

十
三
日
の
夕
方
、
小
学
一
年
生
か
ら
中
学
三
年
生
の
男
女
が
、
ヨ
コ
ミ
チ
と
呼
ば
れ

る
十
字
路
ま
で
綱
を
運
ぶ
。
こ
こ
が
出
発
地
点
と
な
る
。
出
発
す
る
と
、
子
供
た
ち
は

ま
ず
二
か
所
の
共
同
墓
地
で
「
お
あ
が
ん
な
さ
い
（
ボ
ン
ヅ
ナ
に
お
乗
り
な
さ
い
）」

と
声
を
か
け
て
先
祖
を
綱
に
乗
せ
、
各
家
を
ま
わ
る
。
各
家
で
は
、
座
敷
の
中
ま
で
綱

を
差
し
こ
む
こ
と
は
し
な
い
が
、盆
棚
を
設
け
る
座
敷
の
戸
が
開
け
ら
れ
て
い
る
の
で
、

座
敷
の
前
の
庭
で
綱
を
持
っ
て
「
お
あ
が
ん
な
さ
れ
（
家
に
お
上
が
り
な
さ
い
）」
と

声
を
掛
け
て
、
先
祖
を
盆
棚
に
送
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
各
家
で
は
、
子
供
た
ち
に
千

円
程
の
小
遣
い
を
渡
す
。

　

菅
間
は
五
十
六
戸
か
ら
成
る
が
、
新
し
く
転
入
し
て
来
た
家
な
ど
を
除
く
約
四
十
戸
を

ま
わ
る
。終
了
後
は
、再
び
ヨ
コ
ミ
チ
に
綱
を
運
び
、そ
こ
に
朽
ち
る
ま
ま
に
置
い
て
お
く
。

　

な
お
ヨ
コ
ミ
チ
は
、
八
月
十
三
日
に
家
ご
と
に
先
祖
を
迎
え
る
場
所
で
も
あ
り
、
線

香
を
供
え
る
台
が
設
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
送
り
盆
の
十
六
日
に
は
、
各
家
の
墓
に
お
供

え
を
す
る
。
こ
れ
は
、
墓
ま
で
先
祖
を
送
る
た
め
で
あ
る
と
い
う
。

〔
情
報
提
供
者
〕
海
老
原　

宏
さ
ん

（
調
査
委
員　

徳
丸　

亞
木
）

四
五
　
六ろ
く

斗と

（
つ
く
ば
市
）
の
盆
綱

〔
実
施
日
〕
八
月
十
三
日　

午
後
七
時
開
始
（
迎
え
）

　

六
斗
は
、
戸
数
三
十
七
戸
の
集
落
で
、
六
斗
の
盆
綱
は
、
通
称
で
は
ボ
ン
ヅ
ナ
で
あ

る
が
、
年
配
者
は
ジ
ャ
ー
メ
（
大
蛇
の
意
味
）
と
呼
ん
で
い
る
。
五
ｍ
程
の
長
さ
の
綱

を
肩
に
乗
せ
て
運
び
、
仏
壇
に
仏
さ
ま
を
祀
る
家
を
ま
わ
る
。
平
成
十
年
代
に
子
供
会

の
役
員
か
ら
女
児
を
含
め
て
は
ど
う
か
と
提
案
が
あ
り
、
そ
れ
以
降
女
児
も
参
加
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　

ジ
ャ
ー
メ
本
体
は
藁
で
作
る
が
、
頭
部
は
藁
の
芯
に
真
菰
（
マ
コ
モ
）
を
巻
い
て
、
ヘ
ア

ピ
ン
の
よ
う
な
形
に
整
え
る
。
上
顎
と
下
顎
を
合
わ
せ
た
頭
部
は
、長
さ
七
十
㎝
程
と
な
る
。

　

八
月
に
な
る
と
、
子
供
た
ち
が
東
谷
田
川
に
真
菰
を
刈
り
に
行
く
。
真
菰
は
宿
の
家

（
代
表
と
な
る
中
学
三
年
生
宅
）
の
庭
に
ム
シ
ロ
を
敷
い
て
、
そ
の
上
に
拡
げ
て
干
す
。

八
月
十
三
日
の
朝
、
宿
の
庭
で
ボ
ン
ヅ
ナ
を
作
る
。
庭
木
に
竹
を
渡
し
て
、
そ
こ
に
予

め
綯
っ
た
三
本
の
綱
を
架
け
、
撚
り
合
わ
せ
て
太
い
綱
と
す
る
。
キ
ン
バ
ナ
（
蓮
の
花

と
葉
を
模
し
た
盆
の
飾
り
）
を
新
盆
の
家
の
数
だ
け
用
意
し
、
こ
れ
を
綱
の
頭
部
に
挿

し
て
お
く
。
完
成
し
た
綱
は
、
集
会
所
に
運
び
ト
グ
ロ
を
巻
か
せ
て
置
い
て
お
く
。

　

子
供
た
ち
は
、
家
に
帰
っ
て
入
浴
し
て
身
を
清
め
、
夕
食
を
と
っ
た
後
に
集
会
所
に

集
ま
る
。
服
装
は
自
由
で
あ
る
。
綱
を
共
同
墓
地
ま
で
運
び
、
土
葬
の
時
代
に
棺
桶
を

置
い
て
い
た
棺
台
の
周
り
を
反
時
計
回
り
に
三
回
回
る
。
こ
れ
で
仏
さ
ま
に
乗
っ
て
も

ら
い
、「
わ
っ
し
ょ
い
」「
こ
ら
し
ょ
い
」
の
声
を
掛
け
合
っ
て
各
家
を
ま
わ
る
。
各
家

で
は
、
仏
間
の
縁
側
前
に
綱
を
運
び
、「
仏
さ
ま
を
送
っ
て
来
ま
し
た
」
と
子
供
た
ち

が
挨
拶
を
す
る
と
、迎
え
た
大
人
が
「
御
苦
労
様
」
と
返
事
を
す
る
。
新
盆
の
家
に
は
、

綱
に
飾
っ
た
カ
ミ
ハ
ナ
を
渡
す
。
各
家
を
ま
わ
り
終
え
る
と
集
会
所
に
戻
り
、
十
三
日

の
行
事
は
終
わ
る
。
翌
十
四
日
の
朝
、
綱
を
川
に
流
す
。

〔
情
報
提
供
者
〕
野
口　

孝
一
さ
ん
、
間
中　

和
美
さ
ん

（
調
査
委
員　

徳
丸　

亞
木
）

199

第三章　調査報告　　第二節　現況確認調査報告



四
六
　
下し
も
ひ
ろ
お
か

広
岡
（
つ
く
ば
市
）
の
盆
綱

〔
実
施
日
〕
八
月
十
三
日　

午
後
三
時
か
ら
午
後
六
時
頃
（
迎
え
）

　

八
月
十
三
日
の
午
前
八
時
か
ら
、
公
民
館
に
大
人
有
志
五
人
が
集
ま
り
、
竜
型
の
綱

を
作
る
。
長
さ
は
七
ｍ
、
太
さ
は
二
十
㎝
程
で
、
目
は
ナ
ス
、
口
は
赤
唐
が
ら
し
、
耳

は
樫
の
葉
と
藁
で
作
る
。
完
成
す
る
と
共
同
墓
地
の
塚
に
竜
の
頭
部
を
乗
せ
て
お
く
。

尻
尾
を
木
に
縛
り
付
け
る
こ
と
で
、
竜
が
逃
げ
な
い
よ
う
に
す
る
。

　

午
後
三
時
に
な
る
と
、
小
学
三
年
か
ら
中
学
二
年
の
男
女
六
～
七
人
が
ボ
ン
ヅ
ナ
を

持
っ
て
公
民
館
を
出
発
し
、集
落
の
約
七
十
軒
を
ま
わ
る
。
各
家
で
は
「
ま
い
こ
ん
だ
、

ま
い
こ
ん
だ
、
ほ
ー
と
け
さ
ま
、
ま
い
こ
ん
だ
。
だ
ん
ご
く
い
て
え
、
も
ち
く
い
て
え
」

を
繰
り
返
し
、
座
敷
に
ボ
ン
ヅ
ナ
を
投
げ
入
れ
る
。
こ
れ
で
、
仏
さ
ま
を
お
送
り
し
た

こ
と
に
な
る
。
こ
の
時
、
尻
尾
を
持
っ
て
引
っ
張
り
戻
す
の
で
、
綱
は
あ
る
程
度
の
長

さ
が
必
要
と
な
る
。

　

子
供
た
ち
は
各
家
で
お
駄
賃
を
も
ら
う
が
、
新
盆
宅
で
休
憩
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
ジ
ュ
ー
ス
、
す
い
か
、
菓
子
な
ど
が
振
る
舞
わ
れ
る
。

　

す
べ
て
の
家
を
ま
わ
り
終
え
る
と
、
花
室
川
の
下
広
岡
橋
か
ら
川
に
投
げ
落
と
す
。

か
つ
て
は
、
橋
の
欄
干
に
縛
り
付
け
た
よ
う
だ
。

　

最
後
に
年
長
者
が
、
各
家
か
ら
も
ら
っ
た
お
駄
賃
を
分
配
し
て
終
了
と
な
る
。

　

こ
う
し
た
盆
綱
と
は
別
に
、
各
家
で
も
十
三
日
に
仏
さ
ま
を
迎
え
る
。
翌
十
四
日
に

は
墓
に
花
を
、
十
五
日
に
は
ご
飯
を
供
え
る
。
下
広
岡
で
は
、
仏
さ
ま
が
各
家
に
帰
っ

て
い
る
間
、
亡
く
な
っ
て
間
も
な
い
人
が
、
墓
の
留
守
番
を
し
て
い
る
と
伝
え
ら
れ
て

お
り
、
こ
れ
ら
の
お
供
え
は
こ
う
し
た
人
の
た
め
の
も
の
と
い
う
。
十
五
日
ま
た
は

十
六
日
に
仏
さ
ま
を
送
る
。

〔
情
報
提
供
者
〕
塚
本　

嘉
孝
さ
ん
、
根
本　

栄
さ
ん

（
文
化
課　

大
塚　

健
司
）

四
七
　
土つ
ち

屋や

（
美
浦
村
）
の
盆
綱

〔
実
施
日
〕
八
月
十
三
日　

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
七
時
（
迎
え
）

　

八
月
六
日
か
ら
十
二
日
に
か
け
て
、
大
人
四
名
が
農
村
集
落
セ
ン
タ
ー
で
準
備
を
す

る
。
綱
は
、
長
さ
約
五
ｍ
、
太
さ
二
十
㎝
程
の
注
連
縄
状
の
も
の
だ
が
、
特
に
何
か
を

模
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
子
供
が
多
か
っ
た
頃
は
も
っ
と
長
か
っ
た
。
十
三
日
に

な
る
と
、
小
学
一
年
か
ら
中
学
三
年
ま
で
の
男
子
が
共
同
墓
地
を
起
点
に
、
綱
を
持
っ

て
百
軒
以
上
の
家
を
ま
わ
る
。
か
つ
て
は
子
供
た
ち
だ
け
で
ま
わ
っ
た
が
、
安
全
面
を

考
慮
し
て
現
在
は
大
人
が
随
行
し
て
い
る
。
子
供
た
ち
は
、
墓
地
で
「
ホ
ー
ト
ケ
サ
ー

マ
、ア
ガ
ラ
ッ
セ
」
と
言
っ
て
三
周
回
り
、仏
さ
ま
を
綱
に
乗
せ
る
。
各
家
で
は
「
ホ
ー

ト
ケ
サ
ー
マ
、
オ
リ
ラ
ッ
セ
」
と
言
い
な
が
ら
庭
を
回
る
。
最
後
の
家
を
ま
わ
り
終
え

る
と
、
子
供
た
ち
は
各
家
で
も
ら
っ
た
お
金
を
分
配
し
て
解
散
す
る
。
綱
は
墓
地
に
保

管
す
る
が
、
翌
年
回
収
し
て
焼
却
す
る
。

〔
情
報
提
供
者
〕
栗
山　

公
利
さ
ん

（
文
化
課　

宇
都
木　

宏
一
、
大
塚　

健
司
）

写真 1 　ボンヅナを持って庭を回る

写真 2 　令和元年度は笠を被った
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四
八
　
掛か
け

馬う
ま

（
阿
見
町
）
の
盆
綱

〔
実
施
日
〕
八
月
十
三
日　

午
後
四
時
か
ら
午
後
八
時
三
十
分
（
迎
え
）

　
　
　
　
　

八
月
十
四
日　

午
後
四
時
か
ら
午
後
五
時
（
村
回
り
）

　
　
　
　
　

八
月
十
五
日　

午
後
四
時
か
ら
午
後
八
時
三
十
分
（
送
り
）

　

盆
の
一
週
間
前
の
土
日
を
利
用
し
て
、大
人
た
ち
が
掛
馬
新
農
村
集
落
セ
ン
タ
ー
で
、

長
さ
三
ｍ
、
太
さ
十
五
㎝
程
の
注
連
縄
状
の
綱
を
三
本
作
る
。
竜
型
と
言
わ
れ
る
が
、

頭
部
は
な
い
。
完
成
す
る
と
、
墓
の
石
の
上
に
三
本
揃
え
て
置
く
。
十
三
日
に
約
百
軒

を
ま
わ
り
、
各
家
で
「
ヨ
ン
セ
ノ
、
コ
ラ
セ
ノ
、
ワ
ッ
シ
ョ
イ
、
ワ
ッ
シ
ョ
イ
」
と
声

を
か
け
る
が
、「
ヨ
ン
セ
ノ
」
の
「
ノ
」
で
綱
を
家
の
縁
に
乗
せ
、「
お
連
れ
し
ま
し
た
」

と
言
っ
て
小
遣
い
を
も
ら
う
。
十
四
日
の
「
村
回
り
」
は
、主
要
な
通
り
を
歩
く
の
み
。

十
五
日
の
送
り
で
は
、
各
家
で
お
ん
ぶ
の
所
作
と
行
い
、
白
玉
を
も
ら
う
。
綱
は
そ
れ

ぞ
れ
墓
に
戻
し
、
満
徳
寺
の
住
職
が
処
理
す
る
。
以
前
は
、
霞
ケ
浦
に
綱
を
流
し
て
い

た
と
い
う
。

〔
情
報
提
供
者
〕
平
山　

敏
夫
さ
ん
（
写
真
提
供
）、
長
沼　

正
大
さ
ん

（
文
化
課　

大
塚　

健
司
）

四
九
　
飯い
い
ぐ
ら倉
（
阿
見
町
）
の
盆
綱

〔
実
施
日
〕
八
月
十
三
日　

午
後
六
時
か
ら
午
後
九
時
頃
（
迎
え
）

　

小
学
三
年
か
ら
中
学
三
年
の
男
子
が
参
加
す
る
。
八
月
十
二
日
に
木
食
上
人
墓
所
で

注
連
縄
状
の
ボ
ン
ヅ
ナ
を
作
る
。
長
さ
は
六
～
七
ｍ
。
太
さ
は
十
㎝
弱
。
特
に
竜
な
ど

を
模
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
翌
十
三
日
の
朝
六
時
に
、
子
供
た
ち
が
集
落
内
の
五

か
所
の
墓
地
を
ま
わ
っ
て
、
仏
さ
ま
の
霊
を
綱
に
乗
せ
て
、
西
坪
墓
地
に
置
い
て
お
く
。

　

午
後
六
時
頃
、子
供
た
ち
は
西
坪
墓
地
か
ら
綱
を
持
っ
て
「
ワ
ッ
シ
ョ
イ
、コ
ラ
シ
ョ

イ
」
と
繰
り
返
し
叫
び
な
が
ら
、
各
家
を
ま
わ
る
。
西
坪
、
東
坪
、
向
坪
の
約
五
十
軒

か
ら
駄
賃
を
も
ら
う
と
、
声
を
揃
え
て
「
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
言
う
。

　

終
了
後
、
清
明
川
に
綱
を
流
す
。
大
人
た
ち
は
サ
ポ
ー
ト
役
に
徹
し
て
い
る
。

〔
情
報
提
供
者
〕
林　

康
晶
さ
ん
、
石
引　

大
介
さ
ん

（
文
化
課　

宇
都
木　

宏
一
、
大
塚　

健
司
）

写真 1 　西坪の家をまわる

写真 2 　「ワッショイ、コラショイ」

写真 1 　ボンヅナを揉む

写真 2 　次の家に向かう
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五
〇
　
下し
も

小こ

池い
け

（
阿
見
町
）
の
盆
綱

〔
実
施
日
〕
八
月
十
三
日　

午
後
五
時
か
ら
午
後
九
時
（
迎
え
）

　

八
月
十
二
日
に
白
髭
神
社
脇
の
寺
跡
で
大
人
た
ち
が
綱
を
作
る
。
綱
は
注
連
縄
状
で

長
さ
三
ｍ
、
径
十
㎝
程
。
模
っ
て
い
る
も
の
は
な
い
が
、
ヒ
ゲ
を
出
し
、
頭
部
の
切
り

口
に
卍
を
墨
書
す
る
。
完
成
し
た
綱
は
、
共
同
墓
地
の
六
角
形
の
石
の
上
に
ト
グ
ロ
状

に
置
い
て
お
く
。
十
三
日
の
夕
方
、
小
学
生
の
男
子
が
綱
を
引
き
、
墓
地
を
出
発
し
て

新
田
坪
二
十
一
軒
、本
田
坪
三
十
四
軒
を
ま
わ
る
。こ
の
時
、綱
を
跨
い
で
は
い
け
な
い
。

移
動
中
は
「
ワ
ッ
シ
ョ
イ
、コ
ラ
シ
ョ
イ
」、各
家
で
は
「
仏
さ
ま
を
乗
せ
て
来
ま
し
た
」

と
言
っ
て
、
綱
の
頭
部
を
水
桶
に
浸
す
。
各
家
で
も
ら
っ
た
駄
賃
（
五
百
円
。
新
盆
宅

で
は
千
円
）
は
、
中
学
生
が
管
理
す
る
。
最
後
の
家
を
ま
わ
り
終
え
て
集
落
セ
ン
タ
ー

に
戻
る
と
、
再
び
綱
を
墓
地
の
六
角
形
の
石
の
上
に
ト
グ
ロ
状
に
置
き
、
後
日
処
分
す

る
。

（
文
化
課　

大
塚　

健
司
）

写真 1 　白髭神社

写真 2 　共同墓地の六角形の石（棺台）
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第
四
章
　
　
茨
城
県
内
の
盆
綱
実
施
状
況



【凡例】

・ この図は、令和４年３月現在、茨城県内で確認された盆綱行事の市町村ごとの分布を示したものである。

・ 各市町村名の右側の（ ）内の数字は、当該市町村内における盆綱行事の確認数（地区数－件数）を示している。

・ 各市町村名の下の半角数字は、Ｐ○～○「茨城県内の盆綱実施状況一覧」の№に対応する。

・ 現在も盆綱行事が存続している地区について、ゴゴシシッッククで示した。
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（令和４年３月31日現在、137地区185件を確認。そのうち、46地区61件が存続）

茨城県内の「盆綱」分布図（令和４年３月現在）

茨城県内の「盆綱」分布図（令和 ４ 年 ３ 月現在）

【凡例】

・この図は、令和 4 年 3 月現在、茨城県内で確認された盆綱行事の市町村ごとの分布を示したものである。
・各市町村名の右側の（　）内の数字は、当該市町村内における盆綱行事の確認数（地区数－件数）を示している。
・各市町村名の下の半角数字は、Ｐ205 〜 225「茨城県内の盆綱実施状況一覧」の№に対応する。
・現在も盆綱行事が存続している地区について、ゴシックで示した。
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№ 頁 市町村名 地　区　名 名　称 実施状況 目　的
綱引き
の実施

135

利根町 ①福木（宿福木） 不明 不　明 仏迎え ―

干した真菰（マコモ）と稲藁を用いて、太く長い綱を大蛇の形に作る。子供たちが一旦これを共同墓地に持って行
き、8 月13日に墓地を出発して集落内をまわる。子供たちが綱を揉んで歩いて、各家に先祖の霊を迎える。これに対し、
各家では子供たちに小遣いを渡して、その労に報いた。すべての家をまわると、綱を宿福木では排水路に、土手福木
では利根川にそれぞれ流した。

〔参考文献〕『利根町史』第 4 巻（1992）

利根町 ②福木（土手福木） 不明 不　明 仏迎え ―

上記の①福木（宿福木）を参照

136

利根町 羽中 ダンドビンド 平成10年代まで 仏迎え ―

7 月 1 日は、地獄の釜の蓋があいて、精霊たちがこの世に戻って来ると言われている。羽中では、この日から精霊
迎えの行事である盆綱（ダンドビンド）の準備を始める。 8 月13日までに、干した真菰（マコモ）と稲藁を用いて竜
を模った太く長い綱を完成させる。このボンヅナ作りは子供たちの仕事だが、大人が手伝うこともあった。13日に子
供たちが綱を揉んで歩いて、新盆宅に先祖の霊を迎えるが、「ダンドビンド」の意味は不明。行事が終了すると、綱
をスリバチ沼に流した。

〔参考文献〕『利根町史』第 4 巻（1992）

137 182

筑西市 大塚 盆　綱 ○ 疫病退散 ○

毎年、世話人 2 人の指導のもと、 8 月13日の夕方、当番の大人たちが地区内の辻で綱綯いを行い、 2 〜 3 時間で
仕上げる。長さは、その年の参加者数によって異なる。かつては約80ｍの時代もあったようだが、近年は30ｍ程である。

完成した綱は、地区を南北に貫く道路の脇に寄せておく。各家で仏さまを迎えてから、午後 9 時近くになって再び
集合する。疫病退散の目的とする綱引きを行うためである。

綱引きは、地区の人たちが 2 組に分かれて、合図で「ワッショイ、ワッショイ」と綱を引く。一方が負けそうになると、
見ていた人たちが加勢する。老若男女誰でも参加でき、綱に触れると病気にならず健康で過ごせるという。

終戦後、一度盆綱が中止されたが、その年に疫病が流行し死者が出たことから、その後、毎年欠かすことなく続け
ている。綱引きを終えた綱は、道路脇に置いて、そのまま腐らせてしまう。

〔参考文献〕『盆行事Ⅳ』（2000）、萩谷良太（2018）

【凡例】
1 　この「茨城県内の盆綱実施状況一覧」は、〔参考文献〕に示した盆綱に関する研究史及び平成27年度に実施した

盆綱に関する予備調査により、各市町村から提出された調書をもとに、調査委員会の監修を受けて事務局が作成し
たものである。ただし、現在も存続している盆綱については、平成三十一年度から令和三年度にかけて行った現地
調査の結果と必ずしも一致していない場合がある。

2 　「頁」は、「第三章　調査報告　第一節　詳細調査報告」及び「第二節　現況確認調査報告」の掲載ページを示し
ている。

3 　掲載した市町村の順番は、県内の教育事務所管内の市町村順とし、地区名（大字）は郵便番号順とした。なお、　
小字等については順不同である。

4 　「実施状況」において、「○」は令和 4 年 3 月現在、盆綱が存続していることを示す。
5 　「綱引き」は、二手に分かれて綱を引き合う行為を行っている場合は「○」、行っていない場合は「―」で示した。

なお、綱を引きずって巡行する「盆綱引き」と呼ばれるものについては含んでいない。
6 　本文中で、盆綱行事を示す場合は「盆綱」、綱を示す場合は「ボンヅナ」と表記した。
7 　〔参考文献〕については、略称で表記した。Ｐ240 の「参考文献一覧」を参照されたい。

205

第四章　茨城県内の盆綱実施状況



№ 頁 市町村名 地　区　名 名　称 実施状況 目　的
綱引き
の実施

129

阿見町 ①荒川本郷（上本郷） 盆　綱 平成16年まで 仏の送迎 ―

小学 4 年生から中学 2 年生の男子の行事。多い頃は20人程が参加したが、中止前は 8 人まで減っていた。実施の 1
週間前に地域の公会堂で綱を作成し、同所で保管した。綱は竜の形を模しており頭部に髭を持つ。長さは参加人数に
よって決まる。 8 月13日に墓地に向かい「ノーラッシャイ、ノーラッシャイ、ホートケサーマ、ノーラッシャイ」の
掛け声で先祖の霊を綱に乗せた後、各家をまわり「オーラッセ、オーラッセ、ホートケサーマ、オーラッセ」の掛け
声で綱から霊を降ろす。15日は逆に各家で先祖の霊を乗せて、墓地で降ろす。綱は墓地に置き、盆が明けた後、焼却
された。

阿見町 ②荒川本郷（下本郷） 盆　綱 平成25年まで 仏迎え ―

小学 3 年生から 6 年生の男子による。多い頃は30人程が参加していたが、中止前は 8 人まで減り、継続が困難となっ
た。綱は 8 月13日の午前 9 時頃から子供と保護者が作り、完成後は墓地にトグロを巻くようにして置いた。午後 5
時30分頃より、墓地を起点に地区の全戸に霊を送る。墓地では「仏さまノーラッシャイ」のかけ声で霊を綱に乗せ、
各家では「仏さまオリラッシャイ」と言って、 1 周回りながら霊を降ろす。新盆宅では綱を神輿のように揉みなが
ら回る。各家では子供たちに小遣い（500円程度、新盆宅では3,000円程度）を渡す。終了後、綱は墓地に放置され、
やがて自然に朽ちた。

〔参考文献〕『茨城県の祭り・行事』（2010）

130 174

阿見町 実穀 盆　綱 ○ 仏の送迎 ―

盆綱は、小学 3 年から中学 3 年の男子の行事。 8 月11日に長さ 4 ｍ、太さ20㎝の注連縄状のボンヅナを作る。13日
の迎え盆では、乙戸川に綱を浸した後、共同墓地で綱に先祖の霊を乗せ、各家をまわって霊を送り届ける。墓地では、

「ノーリャンセ、ノーリャンセ、ホートケサーマ、ノーリャンセ」と節をつけて先祖の霊に呼びかける。移動中は、「ノッ
タカ、ノンネカ、ワッショイ、コラショイ」とかけ声をかける。新盆宅では、「仏さまをお送りしました。」「オーリャ
ンセ、オーリャンセ、ホートケサーマ、オーリャンセ」と伝える。15日の送り盆では、新盆宅で「仏さまをお迎えに
上がりました」「ノーリャンセ、ノーリャンセ、ホートケサーマ、ノーリャンセ」と言う。各家は、子供たちにお駄
賃やお菓子を渡す。また、墓地に着くと「オーリャンセ、オーリャンセ、ホートケサーマ、オーリャンセ」と先祖の
霊に呼びかける。終了後、16日に乙戸川岸でボンヅナを焼却し、灰を川に撒く。

〔参考文献〕『茨城県の祭り・行事』（2010）

131

阿見町 福田 盆　綱 平成28年まで 仏迎え ―

8 月13日の朝に作った藁蛇のボンヅナを墓地から担ぎ出し、各家をまわって仏さまを降ろす。この時「仏さま乗せ
て来たぞー」と叫び、藁蛇の頭と尾を持って庭の地面を 8 回叩く。このような激しい所作は、先祖の霊以外の何らか
の存在を意識しているではないかとする説がある。

〔参考文献〕嶋田　尚（1988）、嶋田　尚（2001）、遠藤賢治（2019）

132

阿見町 ①小池（上小池） 盆　綱 平成22年まで 仏迎え ―

小学生及び中学生の男子による。多い頃は15人程が参加したが、中止前は 5 人くらいまで減少したため、継続が
困難となった。迎え盆のみ行い、送り盆は各戸で行う。 8 月12日の午前10時頃から子供らが藁を集めて綱を作る。
保護者は綱の作り方を教える。完成後は、墓地に真っすぐ伸ばして置く。盆綱は、午後 6 時30分頃から墓地を起点
に始まり、地区の全戸に仏さまの霊を送る。墓地では「仏さまノーリャンセ」のかけ声で霊を綱に乗せる。道中は

「ワッショイ、コラショイ」のかけ声を繰り返す。各家では「仏さまオーリャンセ」のかけ声で、霊を降ろす。各家
では子供たちに小遣い（500 〜 1000円程度、新盆宅では通常よりも多い額）を渡す。終了後、綱を乙戸川に流す。

〔参考文献〕『茨城県の祭り・行事』（2010）

202

阿見町 ②小池（下小池） 盆　綱 ○ 仏迎え ―

長さ 4 〜 5 ｍ、径20㎝の蛇型のボンヅナを作り、80㎝程の引き綱を数本付ける。頭部の切り口の断面に、墨で卍
を記入する。集落のはずれの墓地にトグロを巻かせて置いておき、8 月13日の日没後、子供たちがボンヅナを引きずり、

「ワッショイ、ワッショイ」のかけ声で各家をまわる。庭中を引きまわし、水桶に綱の頭部を浸して「仏さま乗せて
来ました」と言う。終了後、ボンヅナを乙戸川に流す。

〔参考文献〕嶋田　尚（1988）、嶋田　尚（2001）、『茨城県の祭り・行事』（2010）

133

河内町 源清田（広田） 蛇
じゃ

もみ 昭和60年頃まで 仏迎え ―

8 月13日、夕方暗くなる頃、蛇もみが始まる。小学校低学年から中学生までの男子が参加する。薬師様（集会所）
を出発すると、まず墓地の広場で「おぶされー（おんぶしろ）、抱かされー」の掛け声をくり返し、先祖を蛇（じゃ）
に乗せる。そこから「わっしょい、わっしょい」の掛け声で各家に向かい、走ってまわる。各家では外から近い座敷
等の戸を開けて待ち、子供たちが蛇をその座敷に投げ入れて先祖を降ろす。再び蛇を抱え次の家へ向かう。蛇作りは、
地区の青年会が中心となる。真菰（マコモ）を予め刈って干したものを、13日の早朝から蛇に見たてて作る。長さは
10ｍ前後、太さは一番太い頭部付近で直径30㎝程。頭部は中学生が持ち、細い尻尾の方は低学年が持つものと、暗黙
で決まっていたようだ。全戸まわり終えると、道陸神（どうろくじん）の所で蛇を大人とともに燃やし、炎の強さで
その年の五穀豊穣が占われた。

134
利根町 中谷 ダンドビンド 不　明 仏迎え 不明

8 月の盆の時期に実施していた。藁や真菰（マコモ）で大蛇を模して作られた綱を、子供たちが担いで各家をまわり、
先祖を迎える。他の市町村の習俗とほぼ同一である。ただし、「ダンドビンド」という名称の由来は不明。
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№ 頁 市町村名 地　区　名 名　称 実施状況 目　的
綱引き
の実施

120 201

阿見町 掛馬 盆　綱 ○ 仏の送迎 ―

8 月13日に各家をまわり、「ヨンセノ、コラセノ、ワッショイ、ワッショイ」とかけ声をかけて庭中をまわり、綱
を地面に叩きつける。特に仏迎えの賞詞はない。14・15日には綱をぶら下げて歩く。終了すると路傍に綱を捨て去る。

〔参考文献〕嶋田　尚（1988）、嶋田　尚（2001）

121 170

阿見町 島津（上島津） 盆　綱 ○ 仏の送迎 ―

小学 4 年生から 6 年生の男女及び中・高生の有志が参加する。 8 月の第 1 日曜日に上島津農村集落センターで、長
さ1.5ｍ、太さ15㎝程の注連縄状の綱を作り、長泰寺の梵鐘の下に置く。 8 月13日午後 3 時過ぎ、長泰寺から綱を持ち、
かけ声を掛けながら約100軒に霊を送り届ける。移動中のかけ声は、「ヤンセー、ゴンセー」。各家に着くと、「ヤンセ、
ゴンセ」と言って反時計回りに 3 周した後、頭上に綱を振り上げ「仏さまお連れしました」と言う。15日は、13日と
逆の順に各家をまわり、各家で「仏さまお迎えに来ました」と言う。終了後、長泰寺の墓地に綱を置く。

〔参考文献〕『茨城県の祭り・行事』（2010）

122

阿見町 石川 盆　綱 平成18年まで 仏迎え ―

小・中学生の男子による。多い頃は15人程参加したが、中止前は 4 人まで減ってしまい、継続が困難となった。
迎え盆のみ行い、送り盆は各戸で行う。綱は 8 月12日または13日の午前10時頃から、子供と保護者が地区内の鹿島
神社で作る。主に保護者が作るが、完成した綱を子供たちが墓地まで運び、墓石に掛けるようにして置く。盆綱は
午後 6 時30分頃から墓地を起点に始まり、提灯持ちが先導して地区の全戸に霊を送る。道中のかけ声は「ワッショイ、
ヤッショイ」で、各家では「仏さまをお連れしました」と挨拶をし、霊を降ろす。特に、新盆宅では「ワッショイ、ヤッ
ショイ」のかけ声で綱を神輿のように揉む。新盆宅の人が綱を跨いだら何回も揉まねばならない。各家では子供た
ちに小遣い（500 〜 1000円程度・新盆宅では3000円程度）を渡す。終了後、綱を坂の上の三叉路にトグロを巻くよ
うにして置き、盆明けに鹿島神社で綱を切って燃やす。

〔参考文献〕『阿見の民俗』（1981）、嶋田　尚（1988）、嶋田　尚（2001）、『茨城県の祭り・行事』（2010）

123

阿見町 塙 盆　綱 平成28年まで 仏迎え ―

小学 3 年生以上及び中学生の男子による。多い頃は40人程参加したが、中止前は 5 人まで減ってしまい、継続が
困難となった。迎え盆のみ行い、送り盆は各戸で行う。綱は 8 月13日の午前 9 時頃から、子供と保護者が地区内の
六兵衛（屋号）宅に集まり、保護者のサポートのもと子供たちが作製する。中止前は老人会も協力していた。午後
6 時頃から墓地（東ノ崎）を起点に始まり、もう 1 か所の墓地（弥五郎場）でも霊を乗せる。その際「ノッタカ、
ノンネカ」のかけ声で墓地内を 5 回以上回る。その後、提灯持ちの先導で地区の全戸に霊を送る。道中、各家の近
くまで来ると「ワッショイ、コラショイ」のかけ声を繰り返す。各家では「ワーイ」のかけ声で綱を上下に振りな
がら霊を降ろす。各家では子供たちに小遣い（500 〜 1000円程度、新盆宅では通常より多い額）を渡す。終了後、
東ノ崎墓地の入口にトグロを巻くようにして綱を置く。綱はやがて自然に朽ちる。

〔参考文献〕『阿見の民俗』（1981）、『阿見町史』（1983）、嶋田　尚（1988）、嶋田　尚（2001）、『茨城県の祭り・行事』
（2010）

124

阿見町 君島 盆　綱 平成30年まで 仏迎え ―

ボンヅナは太さ10㎝、長さ 5 〜 6 ｍの蛇型で、所々に杉の枝葉を挿す（杉の葉に殺菌力があることは古くから知られ、
石岡市井関や鉾田市烟田の除疫の大人形などにも用いられた）。集落のはずれまで行って「仏さまを迎えに来たので
乗って下さい」と言い、後ろを見ないようにしてボンヅナを抱えてまわる。 8 月13日には一般の家、14・15日には新
盆宅をまわる。新盆宅では灯籠の周りを右回りで 1 〜 2 回回って「仏さまを迎えて来たので降りて下さい」と言う。
綱は15日の夕方、細かく裁断して三叉路に捨て去る。

〔参考文献〕嶋田　尚（1988）、嶋田　尚（2001）

125

阿見町 大形 盆　綱 平成13年まで 仏迎え ―

ボンヅナは口を開いた藁蛇で、杉の葉を挿すなど君島のボンヅナとよく似ている。完成後は共同墓地に置き、 8 月
13日の夕方に持ち出して、抱えて各家をまわる。各家では「ワッショイ、ワッショイ。仏さま送りに（迎えて）来ま
した」という。終了するとボンヅナを焼却する。

〔参考文献〕嶋田　尚（1988）、嶋田　尚（2001）

126 201

阿見町 飯倉 盆　綱 ○ 仏迎え ―

8 月12日に木食上人墓所で、小学 3 年生から中学 3 年生までの男子が、長さ 4 ｍ程のボンヅナを作る。13日の午後
6 時から、西坪墓地を起点に「仏さまのせて来た、ワッショイ、コラショイ」と叫びながら、ボンヅナを抱えて約50
軒をまわる。各家では「ワッショイ、コラショイ、仏さま降りろ」と叫ぶ。終了後は、ボンヅナを墓地に納める。

〔参考文献〕嶋田　尚（1988）、嶋田　尚（2001）

127

阿見町 若栗 盆　綱 不　明 仏迎え ―

盆綱は 8 月13日に行われる男子の行事で、各戸より藁 1 束ずつを貰い、長さ 5 間、直径 4 〜 5 寸位の綱を作った。
夕方、綱を持って共同墓地まで行き、「ノッタカ、ノンネカ」と唱えながら各戸をまわり、おひねりをもらった。

〔参考文献〕『阿見町の民俗』（1981）、『阿見町史』（1983）

128

阿見町 岡崎 盆　綱 不　明 仏迎え ―

盆綱は 8 月13日に行われる男子の行事で、各戸より藁 1 束ずつを貰い、長さ 5 間、直径 4 〜 5 寸位の綱を作った。
夕方、綱を持って共同墓地まで行き、それから各戸をまわり、「仏さまを乗せて来た」と言い、おひねりをもらった。

〔参考文献〕『阿見町の民俗』（1981）
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113 164

稲敷市 下須田 盆　綱 ○ 豊作祈願 ―

盆綱は子供たちの祭りで、悪病を払い、豊作を祈願する行事である。 7 月下旬から20日程かけて、子供たちが荒縄
50本を芯にして、長さ約 8 ｍ、太さ約15㎝の蛇の形に仕上げる。口を開かせ、目はナスを切ってつけた。そのボンヅ
ナは般舟寺住職により般若心経を唱えてもらった後、琴平神社に飾られる。 8 月13日、綱の先頭に小学 5 年生が左右
に分かれて並び（右側が御幣、左側が「下須田子ども中」と書かれた弓張り提灯）、綱の中ほどに 6 年生を配し、低
学年の面倒をみる。「ワッショイ、ワッショイ」の掛け声とともに産土様の周囲を 7 周して出発の挨拶をし、巡行の
安全を祈る。次にムラはずれの水神社の周囲を 7 周した後、各家をまわる。玄関前で「オー、オー、今年も豊年満作だ。
今年も豊年満作だ。」と、商家では「今年も商売繁昌だ。」と綱を前後に勢いよく振りながら声を張り上げる。そして
心付けをもらって夜遅くまで全戸をまわり歩く。最後にボンヅナを川に流す。

〔参考文献〕嶋田　尚（1988）、嶋田　尚（2001）、『茨城県の祭り・行事』（2010）、萩谷良太（2018）

114

稲敷市 古渡 盆　綱 昭和40年まで 仏送り ○

8 月14日の朝から、智福寺境内にてボンヅナ 2 本が作られる。 1 本は上宿（農方）のもので長さ70ｍ、もう 1 本は
下宿（浜方）のもので長さ40ｍである。芯綱に藁を巻きつけ、太い部分は直径約40㎝。これに、無数の引き綱を取り
付ける。この 2 本の綱を、尻尾の部分でしっかりと結びつけ、上宿と下宿に分かれて綱を14・15日の夜引き合う。14
日は引き分けとし、15日の晩は切れるまで引く。真中から切れると紅白の幣束をつけた。上宿が勝つと豊作、下宿が
勝つと大漁となるとされた。16日早朝、小野川が霞ケ浦に出る河口の橋から綱を川中へ投げこんだ。これを「仏さま
を乗せて流す」といい、仏さまがこのボンヅナに乗って帰ると伝承されている。

〔参考文献〕藤田　稔（1964）、更科公護（1967）、今瀬文也（1972）、藤田　稔（1973）、人見暁郎（1986）、藤田　稔（1988）、
嶋田　尚（1988）、『盆行事Ⅳ』（2000）嶋田　尚（2001）、遠藤賢治（2019）

115

かすみがうら市 宍倉（天神） ヤンサボンサ 平成30年頃まで 仏の送迎 ―

8 月13日の迎えの日と15日の送りの日の夕方、ジャーメ（蛇目？）という蛇を模った藁綱を小学生男子 6 〜 7 人
が引いて各家をまわる。13日朝から不動堂の前でジャーメを作る。藁の芯に三つ編みで蛇の型にし、頭はナスで目を
つけトウモロコシでヒゲをつける。先端は口をつけ、あとは尻尾状にする。蛇水龍を表すという。「ヤンサ、ボンサ」
と言いながら、盆棚を設けている家を一軒一軒まわる。各家ではお金を用意する。天神60軒をまわり、午後10時頃終
了する。15日は逆回りして、不動堂近くの石塔に綱を置いて終わる。子供の数の減少により、平成30年頃終了した。

〔参考文献〕『茨城県の祭り・行事』（2010）

116

つくばみらい市 伊丹 盆　綱 平成28年まで 仏迎え ―

小学 1 年生から中学 3 年生の男子が参加する。大人の手伝いを得て、大蛇に見立てたボンヅナを作り、 8 月13日の
午後 7 時からボンヅナを引いて地区をまわる。新盆宅及び手伝いをしてくれた家では、敷地内で円を描くように綱を
引いてまわる。かけ声は、先頭の提灯持ちが「ワッショイ」と言うと、それ以外が「ガッショイ」と言う。地区をま
わり終えるのは午後 9 時頃で、綱は 1 年間鳥居に飾り、翌年新しいボンヅナを作成する際に焼却する。地区内の子供
が減り、やり手がいなくなったことから、平成28年を最後に終了した。

〔参考文献〕『伊奈のむかし』（2003）、『図説 伊奈のあゆみ』（2007）

117

つくばみらい市 ①下島（上組） 盆　綱 平成24年まで 仏迎え ○

5 歳くらいから中学 3 年生までの男子が参加する。 7 月頃、子供のいる家の中から順番で当番を決め、準備を行う。
大人を中心に 2 週間近く毎日作業をしながら、藁縄 4 本を撚って、蛇型の綱を作る。子供たちは、綱を作る作業のほ
かに、当番の家の入口に「門」を建てる作業を行う。門は真菰（マコモ）と杉の葉で作り、様々な色の紙テープで飾る。
8 月13日の午後 3 時に組合の旦那衆が集まり、蛇の胴部分に藁を編み込むなど、最後の仕上げを行う。また、新盆宅
に「高灯籠」を作る。午後 7 時から子供たちが、「ワッショイ、ガッショイ」とかけ声をかけながら綱を引く。各家
の中には入らず、集落の端にある春日神社まで綱を引いて行き、神社の社殿の周りを 3 周し、その後境内でその綱を
使って、大人と子供が二手に分かれて綱引きをする。仏の送迎という意味合いはないとも言われる。綱は終了後に中
通川に流したが、後に大人たちが処理するようになった。男子が減少し、また部活動等の影響もあり、平成24年を最
後に終了した。

〔参考文献〕『伊奈のむかし』（2003）、『図説 伊奈のあゆみ』（2007）、『茨城県の祭り・行事』（2010）、萩谷良太（2018）

つくばみらい市 ②下島（下組） 盆　綱 平成10年代までか 仏迎え ―

平成10年頃は、 5 人の男子のみで一生懸命準備していたという。
〔参考文献〕『伊奈のむかし』（2003）、『図説 伊奈のあゆみ』（2007）

118

つくばみらい市 下平柳 盆　綱 平成10年代まで 仏迎え ―

8 月13日の夜に、大蛇に見立てた太い綱を作って、家の庭先を引いてまわった。綱には仏さまが乗って来ると考え
られており、各家を仏さまにまわってもらい、ご利益がもたらされることを願った。

〔参考文献〕『伊奈のむかし』（2003）、『図説 伊奈のあゆみ』（2007）

119 200

美浦村 土屋 盆　綱 ○ 仏迎え ―

土浦藩主であった土屋氏が、明治期に移り住んでから始まったとされる。お盆の約 1 週間前から土屋地区農村集落
センターで綱を作る。この作業には、少なくとも大人 4 名が必要となる。 8 月13日の夕方、小学 1 年生から中学 3 年
生の男子が、共同墓地で「ほーとけさーま、あがらっせ」というかけ声で仏さまの御霊を綱に乗せてから地区内をま
わる。以前は子供たちだけでまわっていたが、安全上の問題が出てきたため大人が同行している。各家では、「ほー
とけさーま、おりらっせ」と言って、御霊を送り届ける。
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№ 頁 市町村名 地　区　名 名　称 実施状況 目　的
綱引き
の実施

106

つくば市 館野 盆　綱 昭和初年まで 仏迎え ―

迎え盆の 8 月13日に、藁で竜の形をしたボンヅナを作った。夕方、子供たちがこれを担ぎ、「盆殿ござった」など
と歌いながら各戸をまわって仏さまを降ろした。日中戦争（昭和12年）の頃からやらなくなった。

〔参考文献〕田村竹男（1979）、嶋田　尚（1988）、嶋田　尚（2001）

107
つくば市 中内 盆　綱 昭和50年代まで 仏迎え ―

昭和50年頃は、 8 月13日に行っていた。祖先の霊を迎えるものであった。
〔参考文献〕『谷田部の歴史』（1975）

108

つくば市 稲岡 盆　綱 昭和50年代まで 仏迎え ―

迎え盆の 8 月13日に、藁で竜の形をしたボンヅナを作る。夕方、子供たちがこれをかつぎ、「仏さまノラッセ」と
言いながら、墓地を 3 回まわって仏さまをボンヅナに乗せた後、新盆宅だけまわる。新盆宅では「仏さまおりらっせ」
と言いながら庭の中をぐるぐる回り、仏さまを降ろす。集落をまわり終えると、稲岡雷神の池にボンヅナを納める。

〔参考文献〕『谷田部の歴史』（1975）、田村竹男（1979）、嶋田　尚（1988）、嶋田　尚（2001）

109
つくば市 市之台 盆　綱 昭和40年代まで 仏迎え ―

8 月13日に実施。ボンヅナ（竜）は、祖霊のお出でになる道筋の穢れを祓うものと言われていた。
〔参考文献〕『谷田部の歴史』（1975）

110

144

つくば市 ①栗原（台坪） 盆　綱 ○ 仏迎え ―

台坪では令和元年には小学 5 年から中学 3 年までの男女が参加した。ボンヅナは、約 1 週間前から準備した竹や縄、
小麦藁などを用いて、大人を中心に台坪研修センターで作成する。 8 月13日午後 4 時に子供たちが同センターに集合
すると、虚空堂の周りを 3 周回ってから、地区をまわる。提灯を持つ子が「ボンダナゴーザッタ」と言うと、全員で

「ホートケサーマゴーザッタ」と言う。各家でおひねりをもらうと、「有難うございました」のかけ声とともにボンヅ
ナを持ち上げる。午後 9 時45分頃全戸をまわり終えると、ボンヅナを解体してセンター裏の空き地で焼却する。

〔参考文献〕嶋田　尚（1988）、嶋田　尚（2001）、『桜村の民俗』（1985）

149

つくば市 ②栗原（乾島） 盆　綱 ○ 仏迎え ―

乾島では小学 1 年から中学 3 年の男女が参加し、高校生が手伝う。ボンヅナは父親たちが主体となって、約10日前
に竹や稲藁、縄を用いて北斗寺近くの道沿いで作る。8 月13日午後 6 時に乾島研修センターを出発して、地区をまわる。
かけ声は「わっしょい、こらしょ」。各家でおひねりをもらうと、「ホートケサーマガゴーザッター」と声を 3 回発し
ながら、綱を頭上に投げ上げる。午後 8 時頃すべての家をまわり終えると、桜川の土手で綱を焼却する。

〔参考文献〕嶋田　尚（1988）、嶋田　尚（2001）、『桜村の民俗』（1985）

152

つくば市 ③栗原（中坪） 盆　綱 ○ 仏迎え ―

中坪では小学 1 年から中学 3 年までの男子が参加する。盆綱の 1 週間ほど前から中坪研修センターで、中学生を中
心に竹、稲藁、縄等を用いて綱を作る。綱は跨いだり、地面に置いたりしてはならないと言われている。 8 月13日午
後 5 時に子供たちが中坪研修センターを出発すると、「ワッショイ」と声をかけながら移動する。各家では、「ゴーザッ
タゴーザッター、ホートケサーマゴーザッタ―」と 3 回声を発しながら綱を持ち上げる。おひねりは、新盆宅が多く
出す。すべての家をまわり終えると綱を解体し、桜川の土手で焼却する。

〔参考文献〕嶋田　尚（1988）、嶋田　尚（2001）、『桜村の民俗』（1985）

111

156

つくば市 苅間（宮本・上宿・篠／古屋敷） 盆　綱 ○ 仏迎え ―

宮本・上宿・篠／古屋敷地区では、お盆の 1 週間前から、小学 4 年〜中学 3 年の男子 4 〜 5 人が集金（藁集め）し、
2 日前から、大人 3 〜 4 人が八坂神社で綱を作り、集会所の「オゴヤ」に仕舞っておく。綱は竜を模ったもので、
長さ約 2 ｍ、太さ15㎝（ 5 ㎝程の縄を 3 本撚り）。頭に盆花を挿す。この他、「ポン」（70 〜 80㎝）を子供の人数分作っ
ておく。 8 月13日、子供たちは集会所から綱を出すと、これを抱えて 3 か所の墓地（ラント）を経由して各家をまわり、
駄賃をもらう。開始時間は概ね午後だが、親方と保護者で具体的な時間を決める。かけ声は、墓・各家ともに「ぼんづな、
ござった（叩く）、ほとけさま、ござった（叩く）」で、これを 2 回繰り返す。叩くとは、ポンを地面に叩きつけるこ
とを指す。約60軒をまわって集会所に戻る。綱は墓地で焼却している。

〔参考文献〕『谷田部の歴史』（1975）

160

つくば市 苅間（辻・原） 盆　綱 ○ 仏迎え ―

辻・原地区では、 5 日前から小学 3 年〜中学 3 年の男女 5 〜 6 人が集金（藁集め）をし、真菰（マコモ）を干す。
8 月13日の朝 6 時から、谷田部第 7 分団の火の見櫓前で、年配者が長さ約 3 〜 4 ｍ、太さ20 〜 30㎝の竜を作る。耳
は真菰、目はナスで作り、提灯を付ける。完成した竜は、辻・原研修センターに置いておき、午後 5 時から子供たち
が竜を持って同センターを出発し、約 5 時間をかけて110 〜 120軒をまわる。最近は、竜を台車 2 台に乗せて引きずっ
ている。かけ声は、宮本・上宿・篠／古屋敷と同じで、「ポン」で地面を叩くのも同じだが、新盆宅では 3 回繰り返す。
移動中のかけ声はない。綱は解体してごみ置き場に運ぶ。農家の大人たちが忙しいので、子供たちだけで仏さまを迎
えている。

〔参考文献〕『谷田部の歴史』（1975）

112

つくば市 西大橋 盆　綱 昭和40年代まで 仏迎え ―

8 月13日に竜を模ったボンヅナを作って、地区内をまわった。ボンヅナ（竜）は、祖霊のお出でになる道筋の穢れ
を祓うものと言われていた。

〔参考文献〕『谷田部の歴史』（1975）
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№ 頁 市町村名 地　区　名 名　称 実施状況 目　的
綱引き
の実施

99

つくば市 上広岡 盆　綱 昭和55年まで 仏迎え ―

8 月13日の早朝、小学生男子が藁を集めにまわり、その藁を用いて数名の大人たちがボンヅナを製作する。ボンヅ
ナは長さ 5 〜 7 ｍ。竜を模り頭部に角とナスで作った目玉をつける。頭部の直径は約30㎝。子供たちは、共同墓地
で「ノーラッセ、ノーラッセ、ホートケサマ、ノーラッセ」と唱えて出発すると、各家をまわる。庭先では「マーイ
コンダ、マイコンダ、ホートケサマ、マイコンダ」、玄関先では「オーラッセ、オーラッセ、ホートケサマ、オーラッセ」

（神道の家では「ホトケサマ」の代わりに「神様」になる）と唱える。各家では、数百円程度（新盆宅では千円くらい）
のおひねりを渡す。最後はボンヅナを花室川に流す。

〔参考文献〕『桜村の民俗』（1985）

100 200

つくば市 下広岡 盆　綱 ○ 仏迎え ―

8 月13日の朝 8 時から、大人の有志 5 人を中心に公民館でボンヅナを作る。ボンヅナは、長さ約 7 ｍ、太さ20㎝、
目はナス、口は赤唐がらし、耳は樫の葉と藁で作った竜型で、尻尾は細い。綱が完成すると、隣の墓地の塚に綱の頭
部を乗せて、尻尾を木に縛り付ける。竜が逃げないようにするためという。午後 3 時より、小学 3 年〜中学 2 年の男
女 6 〜 7 名が綱を持って地区をまわる。交通量が多いため、大人が随行する。かけ声は、「まいこんだ、まいこんだ、
ほーとけさま、まいこんだ。だんごくいてえ、もちくいてえ」で、これを繰り返す。各家では、座敷に綱を投げ入れて、
尻尾を持って引っ張り戻す。こうして約70軒に仏さまを送り届け駄賃をもらうが、新盆の家では、ジュース、すいか
などが振る舞われる。午後 6 時頃地区をまわり終えると、最後は綱を花室川の下広岡橋から川へ投げ落とす。

〔参考文献〕『桜村の民俗』（1985）

101

つくば市 ①大角豆（上大角豆） 盆　綱 昭和50年代まで 仏迎え ―

8 月13日の朝、子供たちが各家から藁や縄を集め、午後 2 時頃から、天満宮のオコヤで大人 3 人が竜型のボンヅナ
を作り、 4 時頃に出来上がる。 4 時半頃、子供たちがオコヤに集まり、ボンヅナを担いで墓地へ行き、中央にある横
田氏の墓石に乗せて帰る。 6 時半頃子供たちは、再びオコヤに集まり、墓地から竜を担いで天満宮に移動させ、社の
庭を左に一回りしてから出発する。この時は「ワッショイ、ワッショイ」と掛け声をかけて歩くが、家の庭へ入る時
に「ホトケサマ、マイリシタ」と言う。家人は仏間の縁先に出迎えるが、この時竜の口でその人の頭をかじる真似をする。
この所作は、除疫的性格を示すものという。竜は庭中で激しく揉まれる。ボンヅナはすべての家をまわるが、新宅や
夫婦だけの家で仏さまのない家には行かない。終了するとオコヤの近くの寺山という藪の中にボンヅナを捨てる。ど
の家でもおひねりをくれるので、子供たちで分けた。

〔参考文献〕藤田　稔（1973）、田村竹男（1979）、『桜村の民俗』（1985）、嶋田　尚（1988）、嶋田　尚（2001）、『民
俗資料緊急調査報告書』（1968）

つくば市 ②大角豆（下大角豆） 盆　綱 平成29年まで 仏迎え ―

子供たち主体で、小学生全員が参加した。最初は男子だけだったが、次第に子供の数が減ってきたので、女子も加
わるようになった。ボンヅナは竜を模っているが、細かい藁細工のため大人だけで作った。盆綱の目的は、仏さまを
送り届けること。 8 月13日の午後 5 時頃、神社を出発し、各戸をまわって 8 時頃神社に戻って来る。かけ声は「ゴー
ザッタ　ゴーザッタ　ホトケサンゴーザッタ」。最後はボンヅナを花室川に流す。各戸における仏さまの送迎はない。
平成30年、子供が少なくなり、子供会が廃止されたため、休止した。下大角豆は、学園都市建設に伴って開発された
並木 3 ・ 4 丁目と隣接しており、移住者が多い。盆は実家に帰る人が多いことから、盆綱の復活は難しい。

〔参考文献〕藤田　稔（1973）

102

つくば市 赤塚 盆　綱 昭和50年代まで 仏迎え ―

赤塚の盆綱は、新田義貞がこの地方に来た時、子供たちに勧めたものと伝えられている。 8 月13日に子供たちが集
めた藁を用いて、オコヤ（寮）で年配者数名がボンヅナを作る。三つ撚りにして藁じりを竜のウロコのように出し、
頭にはナスの目玉をつけ、長さ10ｍ程の綱をもじる。仏さまはこの竜の綱に乗って来ると信じられていた。夕方子供
たちは、綱を担いで共同墓地へ行き、墓地内を回る。これで祖先の霊が綱にまたがるという。そして、「ボンヅナござっ
た、仏さま舞いこんだ」と唱えながら各家をまわり、心づけをもらう。そして50数軒をまわり終えると、最後はボン
ヅナを明神様の鳥居に巻き付けた。

〔参考文献〕更科公護（1967）、藤田　稔（1973）、『谷田部の歴史』（1975）、田村竹男（1979）、嶋田　尚（1988）、『盆
行事Ⅳ』（2000）、嶋田　尚（2001）

103

つくば市 梶内 盆　綱 昭和50年代まで 仏迎え ―

8 月13日に竜を模ったボンヅナを作って、集落内をまわった。ボンヅナ（竜）は、祖霊のお出でになる道筋の穢れ
を祓うものと言われていた。詳細は不明

〔参考文献〕『谷田部の歴史』（1975）

104

つくば市 南中妻 盆　綱 昭和40年代まで 仏迎え ―

8 月13日に竜を模ったボンヅナを作って、集落内をまわった。ボンヅナ（竜）は、祖霊のお出でになる道筋の穢れ
を祓うものと言われていた。詳細は不明

〔参考文献〕『谷田部の歴史』（1975）

105

つくば市 北中妻 盆　綱 昭和40年代まで 仏迎え ―

8 月13日に竜を模ったボンヅナを作って、集落内をまわった。ボンヅナ（竜）は、祖霊のお出でになる道筋の穢れ
を祓うものと言われていた。詳細は不明

〔参考文献〕『谷田部の歴史』（1975）
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92 136

つくば市 下岩崎 盆　綱 ○ 仏迎え ―

平成30年は、小学 3 年生から中学 2 年生までが主体となっている。かつては男子のみの参加であったが、子供が少
なくなったため、女子も参加するようになった。 8 月13日の午前中に、子供たちが真菰（マコモ）や藁を持ち寄って、
大人の指導を受けながらボンヅナを作る。新盆宅の大人は、率先して行事に関わるものとされている。午後 5 時30分
頃、作製場所から子供たちが綱を引いて出発するが、正式な開始は墓地がある守徳院を出発する午後 6 時とされてお
り、集落の人々が集まってボンヅナを迎え、送り出す。ボンヅナが寺に入る前と出発の際には、爆竹を鳴らす。寺を
出発した後、竿灯を先頭に「ワッショイ、ガッショイ」とかけ声をかけながら、集落内を約 4 kmにわたって綱を引い
てまわる。

なお、下岩崎では各家には立ち寄らない。また綱を引きずるとすぐに傷むため、最近は綱の頭部を台車に乗せるよ
うになった。集落をまわった後、綱を集落南の水田に運んで解散となる。後日、綱を解体して処分する。

93

つくば市 上岩崎 盆　綱 平成 5 年頃まで 仏迎え ―

藁や真菰（マコモ）で、大蛇（竜）の形の大きな綱を作る。頭部は米俵大で、全長20ｍとなる。これに井戸綱をつ
けて引きずる。 8 月13日に墓地を出発して、各家をまわる。盆の精霊が大蛇に乗って去来するという信仰に由来する
といわれ、仏迎えと考えられる。終了後、 8 月15日に綱を焼却する。

〔参考文献〕嶋田　尚（1988）、『茎崎町史』（1994）、嶋田　尚（2001）、『茨城県の祭り・行事』（2010）

94

つくば市 要元猿壁 蛇かつぎ 平成26年まで 仏迎え ―

小学 3 年生から中学 3 年生までの男子が、夏休みに地区の集会所に集まりボンヅナ（ワラ蛇）を作る。ボンヅナは、
孟宗竹を芯にして、藁で覆い紙で包む。頭の部分は太く、口を開いたように切り込みを入れ、中に赤く塗った木のヘ
ラを挿し、舌状にする。 8 月13日の午後、子供たちはボンヅナを担いで墓地に行き、「ホトケさんお乗んなせ」と言っ
て先祖の霊を乗せ、「ホトケさんござった」と呼びながら各家をまわって歩く。各家では、ボンヅナに乗って来る先
祖を迎え、灯りをいただき、子供たちにお礼のお金を渡す。家をまわり終わると、ボンヅナは焼却される。

〔参考文献〕藤田　稔（1973）、『大穂町史』（1989）、嶋田　尚（2001）、『茨城県の祭り・行事』（2010）、林　圭史（2014）

95
つくば市 水堀 盆　綱 昭和40年代まで 不明 不明

8 月13日に行ったとされるが、詳細は不明
〔参考文献〕『谷田部の歴史』（1975）

96

つくば市 玉取 盆綱引き 昭和10年代まで 仏迎え ―

ボンヅナは、藁を芯にし、それを縄で縛り円形にしたもので、所々に持ち手となる縄をつけた。このボンヅナを「ヨ
ンサモサ」とも言う。 8 月13日の晩に、子供たちがボンヅナを持って地区内を一軒ずつまわり歩いた。その際「ヨン
サモンサ仏さまござった」と唱えながら、ボンヅナで地面を叩いた。子供たちは、各家で小遣いをもらった。小遣い
目当てに子供たちは競って各家をまわったが、それぞれナワバリがあったという。「子供たちが来るから仏さまを迎
えに行かなくても良い」と言って、迎えに行かない家もあった。盆綱引きが行われていたのは、戦前のことである。

〔参考文献〕『玉取の民俗』（1980）

97

つくば市 ①上ノ室（中坪・前坪） 盆　綱 昭和初年まで 仏迎え ―

8 月13日に子供たちが村中から藁を集め、大人が寺で竜の形をしたボンヅナを作る。頭は酒樽ほどの大きさで、角
と耳は 3 本の縄を撚ったもの。全長は約 5 間。中坪と前坪のボンヅナは角があるので雄といい、西坪のボンヅナは角
がないので雌といった。13日の夕方、子供たちはボンヅナを担いでラントウ（墓地）へ行き、ラントウを 3 回回って
仏さまをボンヅナに乗せる。その後、提灯に灯をつけて、ボンヅナを担いで「ダンポウ、ダンポウ、オコヤノダンポウ、
ナンマイダンポウ」と歌いながら歩いた。各家へ行く時は「マイコンダ、マイコンダ、仏さまマイコンダ」と言いながら、
庭の中へ駆け込む。そして庭を 3 回回ってから、竜の首を座敷に放りこむ。これで仏さまがその家に降りたことにな
る。集落をまわり終えると、ボンヅナを寺の庭に置いて来る。後日、寺が焼却したそうだ。各家でもらったおひねりは、
子供たちが分けあった。盆綱は昭和初年まで続いたが、日中戦争（昭和12年）の頃からやらなくなった。

〔参考文献〕嶋田　尚（1988）、藤田　稔（1973）、田村竹男（1979）、『桜村の民俗』（1985）、嶋田　尚（2001）、『茨
城県の祭り・行事』（2010）

つくば市 ②上ノ室（西坪） 盆　綱 昭和初年まで 仏迎え ―

上記の①上ノ室（中坪・前坪）を参照

つくば市 ③上ノ室（本郷） 盆　綱 不　明 不明 不明

詳細は不明
〔参考文献〕田村竹男（1979）

つくば市 ④上ノ室（舘坪） 盆　綱 不　明 不明 不明

詳細は不明
〔参考文献〕田村竹男（1979）

98

つくば市 倉掛 盆　綱 大正頃まで 仏迎え ―

8 月13日に竜の形をしたボンヅナを作った。これを子供たちが担いで、「やんさ、こらさ、盆どのまいこんだ、ま
いこんだ」と歌いながら戸別に歩いた。各家で小遣いをくれるので、子供たちは山分けした。

〔参考文献〕田村竹男（1979）、嶋田　尚（1988）、嶋田　尚（2001）、『民俗資料緊急調査報告書』（1968）
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87 124

牛久市 田宮町 田宮の蛇祭り、
ジャ ○ 仏迎え ―

8 月13日の午後、藁を貰い集めてボンヅナ（ジャ）を作る。頭に薪（まき）を入れ、ボッチで頭、ナスで目の形にする。
夕刻、大きな子供 2 人が先頭に立ち、10数名の子供が墓地に行き、「ホトケさま、のーらっせ…」といって、仏さま
をボンヅナに乗せ、「オンジャッタ、オンジャッタ」と言いながら各家まで運び、軒先で 3 回叩いて「ホトケさま渡
しますよ」と言って降ろす。各家をまわり終えると、ボンヅナを墓地近くに捨てて終わる。

以前は牛久町一帯で行っていたが、明治天皇崩御の際に中止し、その後田宮だけが復活したと言い伝えられている。
仏さまはボンヅナに乗って来ると言われているが、各家でも13日には釜いりしてホトケを迎える。真菰（マコモ）で
棚をつくり、14日朝、野菜類を芋の葉の上に供える。

〔参考文献〕藤田　稔（1964）、藤田　稔（1973）、嶋田　尚（1988）、嶋田　尚（2001）、『牛久市史』民俗（2002）

88 198

つくば市 ①大井（上組） 盆　綱 ○ 仏迎え ―

大井は上組と下組とに分かれるが、それぞれで盆綱を行っている。主体は、小学生の男児だが、平成10年頃より女
児も参加する。 8 月13日の昼に、共同墓地の入口にあるトリオバという広場（13日に戸別に線香を供え、仏さまを迎
える場所、現在は集落センター）で、大人と子供たちが綱を編む。子供たちが各家から集めた藁で、胴体からムカデ
のようにたくさんの足（引き綱）を出す。子供が25 〜 26人参加した頃は、綱の長さが 2 間を超えることもあった。
頭部は、綱を団子状に纏め、頭と顎の上下に分け、目玉を茄子で、舌を唐辛子で作った。頭の太い部分から尻尾にか
けて細くなるように作り、 4 尺位の間隔で引き綱を結ぶ。完成したボンヅナを墓地に運び、中央の石（無縁仏を供養
する石）に巻き付けておく。夕刻、ボンヅナが墓地を出る際、時計回りに 3 回回る。かけ声は、墓地では「仏さま迎
えた」で、各家に着くと「ボンヅナごーざった」。各家の庭にボンヅナを運び込み、 3 回時計回りに回って、お捻り
を貰う。現在は午後 4 時頃には終わるが、以前は暗くなってからまわり始めたので、終わるのも遅かった。インキョ（屋
号）宅を最後に回って、綱をトリオバに運び、クラのオタマサンの家でお金を分配した。

かつては、13日から15日まで盆綱を行っていたようである。新盆宅では 3 回、他の家では 1 回まわって仏さまを降
ろす。終了後は、綱を川に流したという。

〔参考文献〕『茎崎町史』（1994）、嶋田　尚（1998）、嶋田　尚（2001）、『茨城県の祭り・行事』（2010）

つくば市 ②大井（下組） 盆　綱 ○ 仏迎え ―

上記の①大井（上組）を参照

89 199

つくば市 菅間 盆　綱 ○ 仏迎え ―

盆の 2 日程前から子供たちが藁を集め、集会所（かつては、道路脇の広場）で綱を綯う。中学 3 年生を頭として小
中学生が参加する。子供が減少したため、平成20年代後半より女子も参加している。綱の本体を作るのは大人である。
綱はムカデのような形で、頭部は綱を太くし、尻尾に向かって細く作る。頭部に、引き回すための 2 本の綱が結びつ
けられ、胴体にも子供たちが曳くための細い綱が左右に結びつけられる。全体の長さや曳き綱の数は、参加者の数で
変わり、12 〜 13名が参加した頃は、長さ 5 ｍ程の長さだった。 8 月13日の夕方、子供たちはボンヅナを、集落内の
十字路（ヨコミチ）まで運ぶ。ヨコミチから 2 か所の共同墓地をまわり、墓地で「おあがんなさい（ボンヅナにお乗
りなさい）」とかけ声を掛けてから集落の各家をまわる。各家では、盆棚を設けている座敷の縁側の戸を開け放って
おき、その前の庭で「おあがんされ（家にお上がりなさい）」と声を掛けて、その家の先祖を盆棚に送る。子供たち
には1000円ほどの小遣いが与えられる。各家をまわったら、再びヨコミチにボンヅナを運び、そこにそのまま朽ちる
ままに置いておく。

〔参考文献〕『茎崎町史』（1994）、『茨城県の祭り・行事』（2010）

90 130

つくば市 小茎
ジャーメ、

盆綱
○ 仏迎え ―

8 月11日に子供たちが牛久沼から真菰（マコモ）を刈って来て天日に干し、13日までに竹を芯にして、長さ 9 ｍの
大蛇型の太いボンヅナ（ジャーメ）を作る。その晩、子供たちがボンヅナを担ぎ、「ヨーイトマーケ、ヨーイトマーケ」
と唱えながら墓地で祖先の御霊を迎え、各家をまわる。この時、綱が地面につかないように持ち上げて歩く。各家で
はボンヅナが来ると「仏さまが来なすった」と言ってはじめて盆膳の箸をつける。子供たちは「仏さま送って（迎えて）
来ました」と言い、綱の頭に付けた花を届ける。15日は送り盆で、新盆宅の人は提灯をつけ、仏さまを乗せたボンヅ
ナに付き添って墓地へ送って行く。終わるとボンヅナを牛久沼に流す。現在は、15日の盆綱は行っていない。

〔参考文献〕更科公護（1967）、藤田　稔（1973）、嶋田　尚（1988）、『茎崎町史』（1994）、嶋田　尚（2001）

91 199

つくば市 六斗 盆綱、ジャーメ ○ 仏迎え ―

長さ 5 ｍ程のボンヅナ（ジャーメ）を肩に乗せて運び、仏さまを祀る家をまわる。平成10年代に女児も参加するよ
うになった。ボンヅナの頭部は70㎝程の長さで、藁の芯に真菰（マコモ）を巻き、上顎と下顎をもつ。子供たちが東
谷田川から刈ってきた真菰を、宿の家（代表となる中学 3 年生の家）で干した後、 8 月13日の朝、宿の庭でボンヅナ
を作る。庭木に竹を渡して、そこに予め綯った 3 本の綱を架け、撚り合わせて太い綱とする。キンバナ（蓮の花と葉
を模した盆の飾り）を新盆宅の数だけ綱の頭部に挿しておく。完成した綱は、集会所に運びトグロを巻かせて置いて
おく。子供たちは、家に帰って入浴して身を清めた後、夕方集会所に集まる。綱を共同墓地まで運び、棺台の周りを
反時計回りに 3 回回って仏さまを綱に乗せると、「わっしょい」「こらしょい」と声を掛けながら各家をまわる。各家
では、仏間の縁側前に綱を運び、「仏さまを送って来ました」と子供たちが挨拶をする。新盆宅では、綱に飾ったカ
ミハナを渡す。各家をまわり終えると集会所に戻り、13日の行事は終わる。翌14日の朝、綱を東谷田川に流す。
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80

石岡市 ⑦三村（坂井戸） ジャーメ 昭和30年代まで 不明 不明

聞き取りによると、実施していたことを知るという情報はあるが、詳細は不明。
〔参考文献〕『茨城県の祭り・行事』（2010）、ふるさと歴史館（2016）

石岡市 ⑧三村（御前山） ジャーメ 昭和30年代まで 不明 不明

聞き取りによると、実施していたことを知るという情報はあるが、詳細は不明。
〔参考文献〕『茨城県の祭り・行事』（2010）、ふるさと歴史館（2016）

石岡市 ⑨三村（新生） ジャーメ 昭和30年代まで 仏の送迎 ―

仏さまの迎えは 8 月13日の午後 6 時頃に開始、送りは15日の同時刻頃に開始し、いずれも終了次第解散になった。
〔参考文献〕『茨城県の祭り・行事』（2010）、ふるさと歴史館（2016）

81

龍ケ崎市 長峰町（沖坪） 盆　綱 大正頃までか 悪魔除け ―

小学生10人くらいが盆の 8 月13日にボンヅナを引くので、前日の12日に各戸から藁を貰い、大人たちに教えてもら
いながらボンヅナを綯ったという。長さは約10間で、頭の方を縄で 2 か所縛る。子供たちは「ワイワイ」言いながら
太いボンヅナを引っ張ったので、人々は慌てて逃げた。仏迎えとは言えないが、悪魔払い、悪魔除けであったという。
子供たちはお店の人たちから貰ったものを食べて楽しんだという。15日は夜遅く、頃合いをみてタチ（立）茶を供え、
ご先祖様を送るため、カド（門）で小麦藁を燃やした（送り火）。

〔参考文献〕『龍ケ崎市史』民俗報告書Ⅱ（1986）、『龍ケ崎市史』民俗編（1993）、『龍ケ崎市祭礼報告書』（2016）

82 118

龍ケ崎市 宮渕町（千秋） 盆　綱 ○ 仏迎え ―

ボンヅナは長さ約10ｍで竜の形をしている。竜の頭の部分には、長さ 2 ｍもある藁のツノ（角）を 2 本、交互に組
み合わせて作る。また、長さ約 4 ｍの松明 2 本を作る。 8 月13日の夕方、若衆たちが鹿島神社で竜の頭と口を作る。
8 時頃ボンヅナができ上がると、神社前から 2 本の松明を先頭に出発し、墓地の前で松明に火をつける。子供たちは
綱を担ぎ、「わっしょい、わっしょい」と揉みながら、墓地で「さあお乗りなさい」と言って仏さまを迎え、全36戸を「仏
さま送って来ました」と言ってまわる。各家では、仏さまの足もとを照らすために、手作りの四角い提灯を準備し、ロー
ソクに火を灯す。上がり框（カマチ）には、新しい下駄を 1 足置き、足を洗う水と手拭を添えて、仏さまが来るのを待つ。
子供たちが仏さまを送って来ると、お捻りなどで子供たちの労をねぎらう。特に新盆の家では、西瓜などでもてなし、
お捻りもはずむ。全戸をまわり終えると、綱を川へ流した。

〔参考文献〕上野錦一（1963）、藤田　稔（1964）、更科公護（1967）、藤田　稔（1973）、佐藤次男（1979）、『龍ケ崎市史』
民俗報告書Ⅱ（1986）、嶋田　尚（1988）、『龍ケ崎市史』民俗編（1993）、『盆行事Ⅳ』（2000）嶋田　尚（2001）、『龍
ケ崎市祭礼報告書』（2016）

83

牛久市 東猯穴町 盆綱引き 平成28年まで 仏迎え ―

8 月13日に、子供たちが各家をまわって藁を集める。藁のない家では200円を渡す。綱は、保護者や年配者が左縄
で綯って竜の形に仕上げていく。長さは子供の数によって決まる。昔は男子のみで行われていたが、後に女子も参加
した。夕方、子供たちが公会堂に集合し、鉢巻をしてボンヅナを持って共同墓地へ行く。墓地の松の木の周りを、ボ
ンヅナを持って 3 回回った後、 1 から100まで数え、墓地の中央に綱を下す。そして墓石 1 つ 1 つから先祖の霊を背
負う所作をしてボンヅナに乗せると、「ノーラッシェ、ノーラッシェ、仏さまノーラッシェ」を繰り返しながら、集
落内を右回りに 2 周まわる。各家では、「オーラッシャイ、オーラッシャイ、仏さまオーラッシャイ」を唱えながら、
仏さまの霊を送り届ける。皆で「仏さまをお連れしました」と言うと、家の人はお礼を言って祝儀を渡した。

〔参考文献〕「東猯穴誌」（1993）、『下根・柏田・東猯穴の民俗』（1996）、『牛久市史』民俗（2002）、『茨城県の祭り・行事』
（2010）

84

牛久市 岡見町 盆　綱 大正初年まで 仏迎え ○

8 月13日の朝、集めておいた藁で頭部、尾部、胴部を作り、組み合わせて綱を作る（長さ30ｍ、径約10㎝）。夕方、
各家をまわり仏さまを降ろす。終了後、上岡見と下岡見に分かれて、十字路で綱引きをする。負けるとケチが付くと
いうので、大人も助太刀に加わる。結局、綱は引っ張り合いで切れるため、集会所（オヤマ）に捨てたとされる。

〔参考文献〕藤田稔（1964）、今瀬文也（1972）、藤田　稔（1973）、嶋田　尚（1988）、『盆行事Ⅳ』（2000）、嶋田　尚（2001）、
『牛久市史』民俗（2002）

85

牛久市 牛久町 盆　綱 大正初年まで 不明 ○

牛久町の上町と下町で子供たちが綱引きを行ったとされる。藁をもらい集め、頭に薪を入れ、ボッチで頭、ナスで
目の形にした。

〔参考文献〕今瀬文也（1972）、『盆行事Ⅳ』（2000）、『牛久市史』民俗（2002）

86

牛久市 新地町 盆　綱 不　明 不明 ○

詳細については不明だが、上坪と下坪の境で子供たちが綱引きを行ったと伝えられている。
〔参考文献〕『牛久市史』民俗（2002）
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78

石岡市 北根本 ジャーメ 平成24年頃まで 仏の送迎 ―

8 月13日及び15日に、小学 1 年生から中学 3 年生の男子のみでジャーメ（盆綱）を行っていた。
8 月 1 日から12日にかけて、子供たちが毎日 1 本ずつ縄を綯い、12日の夜は旧公民館に宿泊し、翌13日の早朝から

薬師堂の境内でジャーメ作りを行った。頭部は大人たちが作った。胴体は新竹を芯にして藁を巻きつけ、藁で編んだ
上顎・下顎の間に赤いボール紙で作った舌を篠で挟んで挿し込み、ナスの目と 1 ｍ程の竹の角、下顎にリュウノヒゲを、
また全身にはヤツデの葉を挿した。ジャーメが完成すると、旧公民館前に安置した。夕方、子供たちはジャーメを担
いで、旧公民館脇の石塔場で「ヤンサ、ボンサ、ホトケサマ、ノリヤンセ」とかけ声をかけて仏さまを乗せ、薬師堂
に向かった。「ヤンサ、ボンサ、ホトケサマ、ノセテキタ」とかけ声をかけながら、お堂をまわった後、各家をまわっ
て仏さまを送り届けた。各家では、心付けを渡し、スイカやジュースなどを振舞った。集まったお金は、年長者が管
理した。

15日は夕方から「ヤンサ、ボンサ、ホトケサマ、オンノレヨ」とかけ声をかけながら、各家をまわって仏さまを乗せ、
石塔場で「ヤンサ、ボンサ、ホトケサマ、オリヤンセ」と仏さまを降ろして行事は終わる。翌16日、役目を終えたジャー
メ本体は 3 つに切られ、平和橋から恋瀬川に流された。

北根本のジャーメは、平成の初頭に少子化により中断されたが、平成14年頃から女子の参加と 8 月13日のみ行う形
で、子供会事業として復活したが、平成24年に再び少子化により中止された。

〔参考文献〕『茨城県の祭り・行事』（2010）

79

石岡市 石川（坂井戸） ヤンサボンサ 昭和30年代まで 仏の送迎 ―

行事名を「ヤンサ、ボンサ」、蛇の本体を「ジャーメ」と呼んでいた。「ヤンサ、ボンサ」は、 8 月13日及び15日に
小学 4 年生から 6 年生の男子のみで行われていた。ジャーメは、地区の薬師堂境内で大人によって作られた。竹を芯
にして麦藁を巻きつけた胴体に真菰（マコモ）で作られた頭を合わせ、背中に杉の葉を挿したものだった。

13日の夕方、ジャーメを担いだ子供たちが「オジサン、オバサン、ノーラッセ」と呼びながら共同墓地をまわり、
「ヤンサ、ボンサ」のかけ声で地区内の各家に向かった。各家で「オジサン、オバサン、オリラッセ」と呼びかけて
仏さまを降ろすと、各家から心付けをもらった。このお金は、 6 年生の代表者が管理をした。15日の夕方、子供たち
が「オジサン、オバサン、ノーラッセ」と呼びかけながら各家をまわり、「ヤンサ、ボンサ」のかけ声で墓地へ向かっ
た。最後に墓地で「オジサン、オバサン、オリラッセ」と呼びかけ、仏さまを返して終了となった。

〔参考文献〕『茨城県の祭り・行事』（2010）、ふるさと歴史館（2016）

80

石岡市 ①三村（長見寿） ジャーメ 昭和30年代まで 仏迎え ―

聞き取りによると、実施していたことを知るという情報はあるが、詳細は不明。
〔参考文献〕『茨城県の祭り・行事』（2010）、ふるさと歴史館（2016）

石岡市 ②三村（今泉） ジャーメ 昭和30年代まで 不明 不明

地区にボンヅナの頭部が残されているが、詳細は不明。
〔参考文献〕『茨城県の祭り・行事』（2010）、ふるさと歴史館（2016）

石岡市 ③三村（水内） ジャーメ 昭和36年まで 仏迎え ―

ジャーメには、小学生から中学生まで参加し、中学生が指揮を執っていた。ジャーメに参加すると小遣いをもらえ
たが、これを管理する中学生が多くもらっていたようだ。中止になった背景は不明だが、当時、地元の中学校が廃校
となり、城南中学校に統合されたことと関係があるのではないか。

8 月13日が仏さまの迎えで、明るい時間に集まり、夜までやっていたようだ。新盆の家を優先してまわった。ただし、
15日に仏さまを送ったかは不明。ジャーメの終了後、本体は焼却された。

〔参考文献〕『茨城県の祭り・行事』（2010）、ふるさと歴史館（2016）

石岡市 ④三村（吹上） ジャーメ 昭和60年代まで 仏の送迎 ―

三村のジャーメ（盆綱）は、小字単位の各集落で昭和30年代まで行われていたが、生活環境の変化とともに廃絶し
たといわれる。その後、昭和50年代後半、吹上集落で地元の先生を中心に、小学 1 年生から 6 年生の男女が参加する
形で復活させた。事前に真菰（マコモ）を刈っておいて 1 週間ほど干し、それから縄を綯い、ジャーメを作る。本体
には芯を入れず、細長い蛇のような形で頭部をつける。頭部は集落内で保管した（現存）。

8 月13日の夕方、子供たちがジャーメを持って「ヤンセ、ボンセ、ボンボコチョウチン、アーガッタ、ホートケサマ、
ノーリャンセ」と掛け声をかけて常春寺を出発し、地区内の各家へ向かう。各家では「ヤンセ、ボンセ、ボンボコチョ
ウチン、アーガッタ、ホートケサマ、オーリャンセ」と呼びかけて仏さまを降ろし、心付けを受け取る。

15日の夕方、「ヤンセ、ボンセ、ボンボコチョウチン、サーガッタ、ホートケサマ、ノーリャンセ」とかけ声をか
けながら各家をまわり、最後に常春寺で「ヤンセ、ボンセ、ボンボコチョウチン、サーガッタ、ホートケサマ、オーリャ
ンセ」と呼びかけて、仏さまを返して終了となる。

しかし、復活したジャーメも 6 〜 7 年は続いたが、少子化のため中止され、現在に至っている。
〔参考文献〕『茨城県の祭り・行事』（2010）、ふるさと歴史館（2016）

石岡市 ⑤三村（諸士久保） ジャーメ 昭和30年代まで 不明 不明

常春寺にボンヅナの頭部が 2 体残されているが、詳細は不明。
〔参考文献〕『茨城県の祭り・行事』（2010）

石岡市 ⑥三村（羽成子） ジャーメ 昭和30年代後半まで 仏の送迎 ―

担い手が少なくなったことにより、昭和30年代後半に休止となった。
仏さまの迎えは 8 月13日の午後 7 時頃、羽成子地区の墓地に集合して各家をまわり、終了後解散した。送りは15日

の午後 7 時頃開始して各家をまわり、終了後解散した。ジャーメ本体は翌日に焼却された。
〔参考文献〕『茨城県の祭り・行事』（2010）、ふるさと歴史館（2016）
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69

土浦市 粕毛 盆　綱 不　明 仏迎え ―

子供が盆綱を行った。地区を歩きながら「だんごろもち食いてえ、すいか食いてえ」とかけ声をかけた。各家では、
盥に水を汲んでおき、仏さまが家に入る時、その足に水をかけてから部屋に通すしきたりだった。一方、大人たちも
墓地まで仏さまを迎えに行き、暗くなった頃墓地の外で迎え火を焚き、藁を一つずつ持って「仏さま迎えに来ました
から」と言い、火を掲げて家まで導いた。

〔参考文献〕『土浦市史』民俗編（1980）

70

土浦市 宍塚 盆　綱 昭和10年代まで 仏迎え ―

8 月13日（昔は旧暦の 7 月13日）に、小学生が各家から集めた藁で太い縄を綯う。ナスやキュウリで竜の顔にする。
夕方子供たちが墓地から綱を担ぎ、「仏さまのらせ」「仏さまおいらせ」「スイカ食いてい、餅食いてい」などと言い
ながら、各家の庭先をまわり、お金や食べ物を集める。

〔参考文献〕『里山の暮らし』（1999）、『続里山の暮らし』（2005）

71
土浦市 上高津 盆　綱 不　明 仏迎え ―

各家に着いた時のかけ声は、「ヤンヨー、ヤンヨー、銭おくんなせえ」
〔参考文献〕『土浦市史』民俗編（1980）

72
土浦市 小松 盆　綱 不　明 仏迎え ―

各家に着いた時のかけ声は、「仏さま乗せてきた、おじさんおばさんよりうつせ」
〔参考文献〕『土浦市史』民俗編（1980）

73
土浦市 大岩田 盆　綱 不　明 仏迎え ―

各家に着いた時のかけ声は、「仏さま乗せてきた、おじいさんおばあさんおりらっせ」
〔参考文献〕『土浦市史』民俗編（1980）

74

石岡市 東大橋（下坪） 不　明 不　明 仏迎え ―

盆の 8 月13日の夕方、子供たちが「蛇メ」を作って各家をまわり、お金や菓子をもらう。蛇には角がある。仏法に
帰依した蛇が仏さまを乗せて、一歩でも早く家に到着させる意味だという。

〔参考文献〕『石岡市史』中巻Ⅱ（1983）

75 108

石岡市 ①東田中（東） ジャーメ ○ 仏迎え ―

東田中の盆綱（ジャーメ）は、8 月13日に東西の 2 地区に分かれて行われる。かつては小学生の男子のみの参加であっ
たが、東地区は平成19年から、西地区は平成27年から女子も参加するようになった。

ジャーメは当日の午前 8 時頃から、東地区は沖中不動院の境内、西地区は共同墓地下の広場で、地区の古老や保護
者によって作られる。若い杉の木を芯にして藁を荒縄で巻きつけ、背中に幣束と杉の葉をつけた胴体に、割った篠で
藁を挟んで形を整えた上顎・下顎と舌にナスの目、藁で編んだ角を付けた頭部分を合わせて完成する。

午後、西地区では 1 時から、東地区では 2 時から、子供たちがジャーメを担いで「ボーンドノゴザッタ、ホートケ
サマノセテキタ」とかけ声をかけながら、地区内の各家をまわり、仏さまを送り届ける。各家では心付けを渡し、茶
菓子などを振舞う。両地区ともに、役目を終えたジャーメを旧東田中公民館跡地に置いて、行事は終了する。

東地区の特徴として、各家でジャーメから藁を 1 本抜き取り、家の中に投げ入れる。また西地区では、ジャーメが
出発する前に、共同墓地で後ろ手に手を組み、墓 1 軒ごとに仏さまを背中に背負い、ジャーメに憑依させる儀式が行
われる。

〔参考文献〕石崎　良（1975）、嶋田　尚（1988）、嶋田　尚（2001）、『茨城県の祭り・行事』（2010）

石岡市 ②東田中（西） ジャーメ ○ 仏迎え ―

上記の①東田中（東）を参照

76

石岡市 大谷津 ジャーメ 平成10年代まで 仏の送迎 ―

8 月13日に共同墓地で、竹を芯にして藁を荒縄で巻きつけた胴体に、下顎に縄を付けて口が開くように工夫された
頭を合わせ、幣束と目にナス、髭に杉の葉を挿したジャーメの本体が作られる。夕方、子供たちはジャーメを担いで、「ホ
トケサマ、ノットクレ」と呼びかけながら墓地をまわり、各家へ向かう。各家では「ホトケサマ、オリトクレ」と呼
びかけ、仏さまに降りてもらう。子供たちを迎えた各家では、心付けを渡す。同行した大人たちがお金の管理を行い、
子供たちに配分する。また、15日の夕方、ジャーメを担いだ子供たちが「ホトケサマ、ノットクレ」と呼びかけなが
ら各家をまわり、最後に共同墓地で「ホトケサマ、オリトクレ」と呼びかけ、仏さまを返して行事は終了となる。

〔参考文献〕『石岡市史』中巻Ⅱ（1983）、『茨城県の祭り・行事』（2010）

77

石岡市 中津川 ジャーメ 昭和50年代初頭まで 仏の送迎 ―

8 月13日及び15日に小学 1 年生から 6 年生の男子が参加して行われた。集落を上と下の 2 つに分け、上は阿弥陀様
の境内、下は香勢堂の空き地でジャーメ本体が作られ、頭の部分には俵ボッチが使われていたという。13日に「ボン
ドノゴーザッタ、ホトケサマ、ツレテキタ」、15日に「ボンドノゴーザッタ、ホトケサマ、オカエリダ」とかけ声を
かけながら、各家をまわる。子供たちを迎えた家では、心付けを渡した。15日の夜、役目を終えたジャーメの本体は、
各々作られた場所でバラされ、恋瀬川の土手で燃やされた。

〔参考文献〕『茨城県の祭り・行事』（2010）
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60 94

鉾田市 駒木根 盆綱引き ○ 仏迎え ―

8 月13日、朝から小中学生と親たちが共同墓地に集まり、綱を作る。作り方は、2 つに割った竹を並べ針金でしばり、
その上に藁を乗せる。藁が抜け落ちないよう、枝のついた竹を中に入れて芯にする。昔は麦藁を使ったが、今は稲藁
を用いる。午後 5 時頃から盆綱が始まる。昔は墓地の土を綱に少し乗せたが、今は乗せる真似だけをして、新仏を前
へ乗せ、次に古い仏を乗せる。各家をまわりながら、仏さまを降ろして行く。乗せたり、降ろしたりする時、かけ声
をかけることはしない。各家ではお駄賃を出すが、新盆の家ではお駄賃も多いようだ。各家をまわり終えると、綱を
川のところに置く。昔は川に流したという。子供たちはお駄賃をもらった後、花火などを楽しんでから解散する。

〔参考文献〕『ほこたの歴史』（1995）、『茨城県の祭り・行事』（2010）

61

鉾田市 安塚（上宿） 不明 明治末期まで 仏迎え ―

ヤツデノボズナは、真菰（マコモ）や縄で作った長さ 5 〜 6 ｍの蛇型のボンヅナを指す。年配者が集落中央の勝
軍寺跡に集まり、ボンヅナを作ったという。綱は時期によって異なり、径30 〜 45㎝、長さ5.5 〜 9 ｍ程で、蛇に似せ
てウロコのようにもじり、頭にはサンダワラを 2 枚用い、目にはナスをつけた。 8 月13日、子供たちが墓地で仏さま
を迎えてから綱を引きずり、各家をまわって霊が来たことを叫ぶ。かけ声は「ヤツデノボズナ、キレタラハジョ、カッ
タラテガラ」。切れる、勝つというのは、綱の存在を暗示しており、古くは綱引きをやっていた可能性が高いとする
説もある。終了すると北浦や川に流したという。

〔参考文献〕藤田　稔（1964）、更科公護（1967）、今瀬文也（1972）、藤田　稔81973）、嶋田　尚（1988）、『盆行事Ⅳ』
（2000）、嶋田　尚（2001）、遠藤賢治（2019）

62

鉾田市 高田 盆綱引き 平成22年まで 仏迎え ―

古くから行われていた行事で、戦後一旦廃止されたが平成の初頭に復活した。 8 月13日の朝、公民館で、子供たち
が各家から集めた藁を用い、一掴み（径約 2 ㎝）の束で綱を綯う。それを 3 本作って、また綯うとボンヅナができる。
午後 3 時頃、子供たちが綱を共同墓地に運び、それぞれの墓の前で「やんずなの盆ずな、切れたらはじよ。仏さまのらっ
しょ。」と 3 回唱えながら綱をバタンバタンと上下にゆする。墓地から各家まで引いて行き、家の前でまた「やんず
なの盆ずな切れたらはじよ。仏さまおじらっしょ。」と 3 回唱えて綱を 3 回上下にゆする。各家では子供たちにお駄
賃を渡す。お駄賃は新盆の家の方が多いようだ。最後に綱を北浦沿岸の広場まで引いて行き、そこで焼却する。

〔参考文献〕『ほこたの歴史』（1995）、『茨城県の祭り・行事』（2010）

63

鉾田市 上冨田（周防坪） 盆綱曳き 平成初頭頃まで 仏迎え ―

旧暦の 7 月12日の午後、子供たちが旧家冨田氏宅に藁を持ち寄り、蛇型の太い綱を作り、これに引き縄を付けて13
日の夜墓地に曳いて行く。墓地で「お仏さんを迎えに来たよ、のらっしょ、のらっしょ」と言ってから各家に曳いて
まわり、「お仏さんを迎えて来たよ、おりらっしょ、おりらっしょ」と告げて歩く。各家では若干のお金をくれる。
子供たちはこれを分配して菓子や花火などを買い、盆の夕べを仏さまを囲んで楽しむ。新盆の家では多くの御布施が
ある。綱は翌日、近くの巴川に流された。

〔参考文献〕新堀　猛（1971）、嶋田　尚（1988）、嶋田　尚（2001）

64
鉾田市 巴　※現在の大字は不明 盆綱引き 明治末期まで 不明 ―

明治の末頃までは、若者や子供たちが盆綱引きをやっていたようだ。
〔参考文献〕今瀬文也（1972）、『盆行事Ⅳ』（2000）

65
土浦市 手野町 盆　綱 不　明 仏迎え ―

昔は、新盆の家だけでボンヅナを作ったようだ。
〔参考文献〕『土浦市史』民俗編（1980）

66
土浦市 矢作 盆　綱 昭和10年代まで 仏迎え ―

地元の聞き取りによると、8 月13日に盆綱を実施した。墓地を出発地点とし、藁で作ったボンヅナを子供たちが持っ
て、 5 班→ 4 班→ 3 班→ 1 班→ 2 班の順に歩いて新盆の家をまわった。かけ声は「ホトケサマ、ノラセ」。

67

土浦市 飯田 盆　綱 昭和10年代まで 仏迎え ―

地元の聞き取りによると、8 月13日に迎え火を焚いて、墓地から仏さまを迎えた。ボンヅナは、藁を束にしたもので、
歩きながら叩きつけた。かけ声は「ホトケサマ、ゴザッタ、スイカン（すいか）食いてえ」で、カボチャの煮しめが
振る舞われた。

68 102

土浦市 佐野子 盆　綱 ○ 仏迎え ―

8 月13日の日中に佐野子本田の集落センター（旧満蔵寺）で、年配者らを中心にボンヅナが作られる。頭部は角や顎、
舌などの形を藁で作り出し、ナスを目玉とし、長さは約10ｍとなる。夕方、親方と呼ばれる中学生が先頭になり、子
供たちが綱をもって墓地に向かう。「のーらっせ、のーらっせ」と唱えながら墓地の中を一周し、仏さまを綱に依り
つかせる。そして、墓地を出発すると佐野子新田の集落へ「ごーざった、ごーざった、仏さま、ごーざった」と唱え
ながら向かう。各家では、主屋の縁側で「仏さま、おりらっせ」と唱えて、綱を座敷に向けて傾ける。これで、仏さ
まを家に送り届けたことになる。家人は子供たちにおひねりを渡す。これを 1 軒ごとに繰り返して、新田から本田に
移る。すべての家をまわり終えると、桜川にかかる水神橋から綱を川へ投げ入れる。子供たちは集落センターに戻り、
親方がおひねりを分配して終了となる。

〔参考文献〕田村竹男（1979）、『土浦市史』民俗編（1980）、嶋田　尚（1988）、『里山の暮らし』（1999）、嶋田　尚（2001）、
『茨城県の祭り・行事』（2010）、萩谷良太（2018）
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№ 頁 市町村名 地　区　名 名　称 実施状況 目　的
綱引き
の実施

51 198
行方市 ②内宿（下宿） 盆綱引き ○ 仏迎え ―

上記の①内宿（上宿）を参照
〔参考文献〕小沼忠夫（1985）

52

行方市 行方（内宿） 盆綱引き 昭和25年頃まで 仏迎え ―

盆綱引きは大正10年頃より始まったらしい。参加したのは小学 1 年から 6 年生まで。兄弟がいる場合は、 1 人だ
けの参加とされた。 8 月12日の午後、年長の保護者の指導で、子供たちが持ち寄った藁を捩って、長さ 3 ｍ程、子供
たちが少なくなると 2 ｍ程の竜（大蛇）型のボンヅナを作る。完成後は、それを共同墓地の奥の方に置いて来る。翌
13日の午後 1 時頃、子供たちは墓地までボンヅナを取りに行き、仏さまを乗せ、「やんさぼんさ、きれたらつなげ」
と唱えながら、仏のある家の門口まで引いてまわる。各家から銭などをもらうが、新盆の家からはたくさんのお礼が
ある。終了後、それらを子供たちで分けた。ボンヅナは薬師堂近くで焼却した。

〔参考文献〕『麻生町史』民俗編（2001）

53 76

行方市 沖洲 盆綱担ぎ ○ 仏迎え ―

8 月12日に、長年、ボンヅナ製作に関わってきた方が、自宅で竹を芯にして稲藁と縄を巻き上げ、長さ 2 間程度の
竜を作る。頭には角とひげを付ける。夕方、代表の子供とその親が沖洲共同墓地に竜を置き、先祖の霊を乗せる。翌
13日午後、子供たちが「ホートゲサーマ、ノーラッショ」と唱えて墓地を出発し、集落南東部の羽生境から下町坪、
中町坪、上町坪の順に各家をまわる。綱を運ぶ際は、「提灯持ち」を先頭に「髭持ち」、「尻尾持ち」などに分かれる。
以前は男子のみだったが、現在は女子も参加する。各家に着くと竜の頭を盆棚のある座敷などに置き、「ホートゲサー
マ、オリラッショ」と唱え先祖の霊を降ろす。座敷から出る時は、綱を尻尾から後ずさりで戻す。終了後、綱は於岐
都説神社境内近くの元坊跡に置かれ、やがて朽ちてゆく。

〔参考文献〕『玉造町史』（1985）

54 80

行方市 玉造（高須） 大蛇入れ ○ 仏迎え ―

藁を芯にして縄を隙間なく巻いたボンヅナ（大蛇）は、全長 4 〜 5 ｍ、胴回りは約 1 ｍ。角は唐辛子、目はナス、
顎はサンダワラ 2 枚、舌は厚紙で作られる。 8 月13日の夕刻、子供たちは、各家の墓の土を綱にこすりつけ、大蛇を
墓地から担ぎ出し、「ヨイサノボンサノ、ヨイサノボンサノ」と囃しながら各家をまわる。家では「仏さまゴザラッシャッ
タ」と叫び、縁側に大蛇の首を乗せる。大蛇の首は仏壇の方へ向けるという。終了すると梶無川に流す。

〔参考文献〕藤田　稔（1964）、更科公護（1967）、今瀬文也（1972）、藤田　稔（1973）、堤　一郎（1977）、『玉造町史』
（1985）、嶋田　尚（1988）、『盆行事Ⅳ』（2000）、嶋田　尚（2001）

55

行方市 手賀（舟津） 盆　綱 昭和59年頃まで 仏迎え ―

事前に中学 1 年生を中心に、集めた稲藁や縄を用いて綱を作る。重くならないように胴には麦藁を入れた。 8 月13
日に完成した綱を共同墓地まで運び、各家の墓地の砂を綱に掛け、墓地から舟津集落の各家をまわり、最後はカワ（霞
ケ浦）に投げ入れた。役割は、中学 1 年生の親方のほか、「頭持ち」「胴持ち」「尻尾持ち」など。昭和30 〜 40年代は「ワ
ンサイヨ、コレ、ワンサイヨ」を唱えたが、それ以前は「ヤンサイヨ、コレ、ヤンサイヨ」と唱えていたという。順路は、
南東隣の新田境から始まり、集落中心を抜け、北西部へとまわったらしい。各家では竹持ち（名称不明）が「ホドゲサマ、
イラシャッタ」と地面を叩いた。家人は心付けを子供たちに渡した。昭和59年頃、地元の手賀小学校から多額の金銭
の取扱いがあるのは、教育上よくないとの指摘を受け、廃止となった。

〔参考文献〕『玉造町史』（1985）

56
鉾田市 田﨑（大神） 不明 不　明 不明 不明

鉾田市からの聞き取りによるが、詳細については不明である。

57 84

鉾田市 冷水 盆綱引き ○ 仏迎え ―

8 月13日の朝、共同墓地奥の馬頭観音前の広場で、ボンヅナを作る。芯となる縄に藁を巻いて、さらに螺旋状に縄
で縛り、15ｍ程の蛇型に作る。頭には横木を入れ、頭から 4 分の 1 程の部分を最も太くして、 2 〜 3 輪のカワラナ
デシコの花（ボンバナ）を藁の中に捩じり込む。ここが仏さまの乗るところとされる。また綱を引く時も、この部分
を地面に下ろしてはいけないという。綱の長さは子供の人数によって変わるが、引き綱が約 1 ｍ間隔で付けられ、完
成すると地区内で最も新しい墓の前に、トグロ状にして夕方まで置く。

夕方、迎え火が焚かれる頃、子供たちは、墓の前から「ヤッサーヤッサー、ヤッサーヤッサー、ヤッサノボンヅナエー、
オジイサンモ、オバアサンモ、ミーンナノーラッショー」と歌いながら綱を引き出す。子供たちは綱を持って集落の
中心部を大回りに 3 周、小回りに 5 周まわるが、各家の垣根から子供たちにしばしば水がかけられる。「ミーンナノー
ラッショー（みんな乗らっしょ）」と歌い、各家では「ミーンナオリラッショ（みんな下りらっしょ）」と歌って仏さ
まを降ろす。最後には仏迎えの役割を果たした綱を、海岸に運んで海に流す。最近は集落をまわる回数が少なくなっ
ている。

〔参考文献〕『図でみる旭村』（1997）、『旭村の歴史』通史編（1998）、『盆行事Ⅳ』（2000）、『茨城県の祭り・行事』（2010）

58
鉾田市 湯坪 不明 不　明 不明 不明

鉾田市からの聞き取りによる。詳細については不明

59 88

鉾田市 徳宿（徳宿新田） 盆綱引き ○ 仏迎え ―

8 月13日、朝から子供たちと親たちが集まってボンヅナを作る。作り方は、竹を 3 〜 4 本並べて藁を乗せ、その
上にまた竹を 3 〜 4 本を乗せて、縄で 4 箇所しばる。長さは 4 〜 6 尺、幅は 2 〜 3 尺程。昔は子供の数が多く、
小学 3 年生以上の男子が参加したが、今では小学 1 年生以上の男女が参加している。ボンヅナも小さくなったという。
午後 3 時頃、子供たちは共同墓地に行って、仏さまを綱に乗せてお迎えし、各家へ送っていく。子供たちは「仏さま
のらっしょ。」と 3 回唱えながら、綱をバッタン、バッタンとゆする。各家に綱を引いて行くと、門のところで「仏
さまめいりゃした。」と言いながら中に入り、庭で「仏さまおりらっしょ。」と唱える。家の人は子供たちにお礼を言っ
て、お駄賃を渡す。お駄賃は新盆の家の方が多いようである。このお駄賃は、終了後に子供たちで分ける。

〔参考文献〕『茨城県の祭り・行事』（2010）
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綱引き
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47

197

茨城町 ①下土師（下土師宿） 盆　綱 ○ 仏迎え ―

8 月13日 に弥陀堂の前でボンヅナを作る。ボンヅナは径30 〜 40㎝、長さ 5 ｍ程。12㎝位に束ねた藁を、大人 3 〜
4 人が手伝って三本撚りにもじる。夕方子供たちがボンヅナを共同墓地まで引き出し、「ホートケサーマ乗らっしょ」
と唱え、先祖の霊をボンヅナに乗せて、各家をまわる。家では門に迎え火を焚き、子供たちは庭で「ホートケサーマ
来たよ、ジーサンバアサンオジラッショ」と唱えて心づけをもらう。最後は涸沼川へボンヅナを流す。

〔参考文献〕藤田　稔（1964）、更科公護（1967）、今瀬文也（1972）、藤田　稔（1973）、嶋田　尚（1988）、『盆行事Ⅳ』
（2000）、嶋田　尚（2001）

茨城町 ②下土師（下土師新地） 盆　綱 昭和52年頃まで 仏迎え ―

8 月13日に明神様の境内でボンヅナを作る。盆綱行事は、上記の下土師宿とほぼ同じ。昔は、若い衆が付き添い、
道先案内として松明をともしたが、後に提灯を持つようになった。

〔参考文献〕更科公護（1967）、『盆行事Ⅳ』（2000）

茨城町 ③下土師（中塚） 盆　綱 昭和30年代まで 仏迎え ―

8 月13日に、西光寺の境内で竜の鱗のようにもじってボンヅナを作った。その日の晩、地区内をボンヅナを引きずっ
て歩き、各家の庭に引き入れた。仏を迎える意味合いがあったという。終了後、ボンヅナを墓地に納めたり、道端等
に放置したりしたらしい。

〔参考文献〕更科公護（1967）、『盆行事Ⅳ』（2000）

48

68

茨城町 ①奥谷（奥谷） 盆綱曳き ○ 仏迎え ―

8 月11日から御霊神社境内の公民館で、子供たちのうちの年長者とその親たちがボンヅナを作る。材料は、藁、藁縄、
井戸縄と真菰（マコモ）。長さ約10ｍで竜を模る。頭部には角を付けるが、この角に仏さまがつかまると伝えられている。
12日の夜は、子供たちがボンヅナを見張るため、公民館に宿泊する。13日午後 7 時に集合し、ボンヅナに水を掛けて
湿らせてから出発する。やがて墓地に着くと「仏サン、オノンナンショ、仏サン、オノンナンショ」と唱える。以前は、「仏
さんの道はイド（糸）より細い」と数回唱えてから国道に引き出したらしい。新盆の仏には「○○サン、ヨクツカマ
リナンショ」という。奥谷では、 1 軒ずつ立ち寄って仏さまを降ろすことはせず、歩道に沿ってボンヅナを引きなが
ら走り抜けるので、 1 時間ほどで地区をまわり終える。盆綱のかけ声が近づくと、各家では歩道に出て藁束に火をと
もし、迎え火を焚くが、年長の者がこれを蹴散らして勇ましく走り抜ける。この後、各家では盆棚に明かりをともし
て供物をする。これで仏さまが家に着いたことになる。綱はまわり終えると、涸沼川に流す。

〔参考文献〕藤田　稔（1964）、更科公護（1967）、藤田　稔（1973）、嶋田　尚（1988）、『茨城町史』地誌編（1993）、『盆
行事Ⅳ』（2000）、嶋田　尚（2001）、遠藤賢治（2019）

茨城町 ②奥谷（赤坂） 盆綱曳き 平成14年頃まで 仏迎え ―

8 月13日に中学 2 〜 3 年生を頭とする子供たちが、チガヤと藁を合わせながら、長さ 3 ｍ程の「ムカゼ編み」の
ボンヅナを作る。かつては 6 〜 7 ｍの長さで、茅でムカデのような足をつけたこともあった。この綱に仏さまが摑まっ
て来ると伝えられていた。暗くなると子供たちは綱を引いて墓地へ行き、小麦藁のかがり火を焚き、「お乗りなんしょ
う、お乗りなんしょう」と繰り返し、火が消えるまで「仏さん」と呼び、綱に乗せる。各家では、門前に小麦藁の迎
え火を焚き、「仏さん」が来るのを待つ。家から出る時は「降りらっしょ、降りらっしょ」を連呼する。各家では子
供たちに寸志を渡す。綱は、以前は涸沼川に流していたが、その後新溜池に流した。

〔参考文献〕藤田　稔（1964）、更科公護（1967）、嶋田　尚（1988）、『茨城町史』地誌編（1993）、嶋田　尚（2001）、『茨
城県の祭り・行事』（2010）

49

茨城町 小幡 不明 明治末期頃まで 不明 ○

　注連縄状にもじった綱を用いて、 8 月14日及び15日の晩に盆綱行事を行った。地区を巡行する際、綱は担がれたか
抱えられたが、綱引きにも用いられ、終了後は墓地などに納められた。

〔参考文献〕更科公護（1967）

50

197

行方市 ①三和（穴瀬） 盆　綱 ○ 仏迎え ―

8 月12日に、各家から集めた稲藁や麦藁を利用して 3 ｍ程の長さの大蛇型のボンヅナを作り、共同墓地の棺台に
巻き付ける。翌13日の夕刻、小学生たちが墓地からご先祖様の霊を乗せて仏さまのある各家をまわり、「ボンヅナ、
ぼったらしょ、切れたら繋げ、じいさん、ばあさん乗せて来た」と唱えながら、その霊を降ろして行く。子供たちは、
各戸で布施を受け取る。終了後ボンヅナは、金上との境にある電柱に左回りに巻き付けられて遺棄される。

72

行方市 ②三和（金上） 盆　綱 ○ 仏迎え ―

8 月10日に高貴神社で稲藁や麦藁を利用して大蛇を作り、12日に共同墓地の石組みに巻き付ける。翌13日の午後
2 時頃から夕刻にかけて、子供たちが墓地からご先祖様の霊を乗せて仏さまのある各家をまわり、ボンヅナを庭先
に置いて「サンサのボンヅナ、切れたらつなげ、ジーサンバーサン乗せて来た」と唱える。子供たちは、各家で用
意されたお菓子やお金を受け取る。集落をまわり終えると、最後は墓地に戻って、石組みに巻き付けて処分する。
かつては河野勝雄さん宅の畑の溝に放置していたこともある。

51 198

行方市 ①内宿（上宿） 盆綱引き ○ 仏迎え ―

子供たちが、稲藁や麦藁等で大蛇を模って作り、綱をつけて 8 月13日の夕方墓に行って仏さまを迎える。「ジーサン・
バーサン乗せて来た。」と唱えながら、仏さまのある各家を引きまわり、最後に綱を川に流したが、いつの間にかや
らなくなってしまった。かけ声は、「ボンツナ、ボッタラ、ショキレタラツナゲ、ヂーサン乗せて来た。…」「ボンツナ、ボッ
タラショウ、ヂーサン、バーサン乗せて来た。…」「マゴ、ヒコ、ヤシャゴも乗せて来た。…」と連呼した時代もある。

〔参考文献〕小沼忠夫（1985）
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39

196

茨城町 ①海老沢（本郷） 盆綱引き ○ 仏迎え ―

昭和40年頃、一時休止したが、その後再開して現在も存続している。 8 月13日の午後、大人を中心にボンヅナを編む。
形は竜と考えられる。夕方、小学生の男女が、本郷十字路を起点にまず集落の南のはずれのお地蔵さまの前で、次に
個人の墓の入口で、さらに共同墓地の前で、綱を振りながら「ホトケサマ、アガラッショ」と 2 〜 3 回繰り返した後、
各戸をまわる。子供たちは、「ワッショイ、ワッショイ」と声を掛けながら綱を抱えて歩き、各家に着くと綱を振り
ながら「ホトケサマ、オリラッショ」と 3 回繰り返す。鳥羽田地内の最後の家に綱を預けて、処分してもらう。終了後、
親方が各家からもらったお金を、子供たちに配分する。

〔参考文献〕更科公護（1967）

茨城町 ②海老沢（海老沢） 不明 昭和40年代までか 仏迎え ―

昭和40年代初頭頃は行われていた。ボンヅナは藁を被せて丸綱にしたもので、 8 月13日の晩にボンヅナをぶら下げ
て引きずって歩いた。各家に着くと、庭にボンヅナを引き入れた。仏を迎える意味があった。ボンヅナは、最後に川
に流すか、道端や藪に放置することもあった。

〔参考文献〕更科公護（1967）

40

茨城町 宮ケ崎 不明 昭和40年代までか 仏迎え ―

昭和40年代初頭頃は行われていた。ボンヅナは藁を被せて丸綱にしたもので、 8 月13日の晩にボンヅナを引きずっ
て歩いた。仏を迎える意味があったようだが、各家での所作等は不明。ボンヅナの処理の方法は、焼却、墓地に納める、
道端や藪に放置するなど、諸説ある。

〔参考文献〕更科公護（1967）

41

茨城町 網掛 不明 昭和40年代までか 仏迎え ―

昭和40年代初頭頃は行われていた。ボンヅナは藁を被せて丸綱にしたもので、杉の葉を付けたとされる。 8 月13日
の晩に、ボンヅナを引きずって歩いた。仏を迎える意味があったようだが、各家での所作等は不明。最後にボンヅナ
を川に流した。

〔参考文献〕更科公護（1967）

42

茨城町 神谷 盆　綱 令和元年まで 仏迎え ―

ボンヅナは、径50㎝、長さ 3 ｍの大蛇型。胴体には鱗のようにスギの小枝を差し込むほか、持ち手を 4 か所に付け
る。 8 月13日の夕方、墓地で 3 回回って「仏サン乗ラッショ　仏サン乗ラッショ」と唱え「ワッショイ　ワッショイ」
のかけ声で駆け出す。各家では、前もって水を汲んで入口に置く。子供たちは、門口に焚かれた迎え火を足で蹴散らし、
煙をくぐり抜けて屋敷に入る。庭では 3 回回って「仏サン　オジラッショ　仏サン　オジラッショ」と唱え、ボンヅ
ナを大きく上下させる。最後はボンヅナを小川まで運んで、地面に叩きつけて解体してから、小川に流す。

〔参考文献〕更科公護（1967）、『盆行事Ⅳ』（2000）

43

茨城町 秋葉 不明 昭和初期頃まで 不明 ○

注連縄状にもじった綱を用いて、 8 月14日及び15日の晩に、野曽（No.30）と同様に綱引きを行い、終了後は道端
等に放置した。最後の頃は、小学校から運動会用の綱を借りて綱引きをするなど、簡略化された。

〔参考文献〕更科公護（1967）

44

茨城町 ①木部（東） 不明 明治中期以前まで 不明 不明

寺などで注連縄状にもじった綱を用いて、 8 月14日及び15日の晩に盆綱行事を行ったが、仏の送迎の意味合いや綱
引きの実施については確認されていない。

〔参考文献〕更科公護（1967）

茨城町 ②木部（西） 不明 明治中期以前まで 不明 不明

注連縄状にもじった綱を用いて、 8 月14日及び15日の晩に盆綱行事を行ったが、仏の送迎の意味合いや綱引きの実
施については確認されていない。

〔参考文献〕更科公護（1967）

45

茨城町 飯沼（飯沼新田） 盆綱引き 明治中期頃まで 仏迎え ○

ボンヅナは、三本撚りで両端が細く、中を径23㎝ほどに太くした長さ 8 〜 9 ｍの注連縄状の綱。 8 月13日から15
日にかけて、夕方綱の先を丸めてこれに小さな子供を乗せ、20人くらいで道路を引き歩いた。終了後は焼却した。

なお、大正初年に一時復活した際は、14日及び15日の晩に綱を引きまわした後、上宿と下宿に分かれて、ボンヅナ
の両端を持って引っぱり合った。終了後は焼却したらしい。

〔参考文献〕更科公護（1967）

46

茨城町 上飯沼・下飯沼 盆綱引き 明治末期まで 不明 ○

ボンヅナは、 3 束にした藁で径15 〜 18㎝、長さ13 〜 15ｍ程で、注連縄のようにもじる。 8 月13日の夜、上飯沼と
下飯沼の集落内を引きまわすが、各家には寄らない。そして道路上で、ボンヅナを揉んだり、引っぱり合ったりする。
仏迎えの伝承はない。最後は飯沼橋の上から涸沼川にボンヅナを流す。

〔参考文献〕更科公護（1967）
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32

茨城町 ①大戸（上郷） 盆綱引き 明治末期頃まで 不明 ○

8 月13日に子供と若い衆が藁を三本撚りにし、径 6 〜 7 ｍ、長さ12 〜 15ｍのボンヅナを作る。13日から15日にか
けて、「ワッショイ、ワッショイ」のかけ声で各家の庭まで行き、ぐるぐる駆け回る。さらに四辻などの広場で二手
に分かれて綱引きをする。仏迎えの伝承はない。最後はボンヅナを打ち捨てる。

〔参考文献〕更科公護（1967）

茨城町 ②大戸（下郷） 盆綱引き 日露戦争頃まで 不明 ○

上記の①大戸（上郷）を参照
〔参考文献〕更科公護（1967）

33

茨城町 前田 不明 明治中期以前まで 不明 ―

ボンヅナは、径12 〜 15㎝、長さ12 〜 13ｍ。 8 月13日の晩に墓地へ仏さまを迎えに行く。14日及び15日晩にボンヅ
ナを引き出し、提灯をともして各家の庭に引き入れ、綱の両端を持って地面を突いたり、引っぱり合ったりする。最
後は綱を墓地に納める。

〔参考文献〕更科公護（1967）

34
茨城町 谷田部 不明 明治中期以前まで 不明 不明

8 月14日及び15日に行われた。詳細については不明
〔参考文献〕更科公護（1967）

35

茨城町 ①上石崎（船渡） 盆　綱 平成26年まで 仏迎え ―

ボンヅナは、かつては径25㎝、長さ 6 〜 7 ｍだったが、平成20年代には径12㎝、長さ 4 ｍ程。ボンヅナが出来上がると、
昔は墓地の地蔵に巻いておいた。 8 月13日の晩に熊野神社から「仏さんの道は糸より細い、ワッショイ、ワッショイ、
ワーゲンチョ」と言いながら、地区内を引きまわした。墓地の前では「お乗りなんしょ、おかけなんしょ」と言い、
二回りして神社へ戻る。各家には寄らない。最後は、熊野神社の境内に納めた。

〔参考文献〕更科公護（1967）、『茨城県の祭り・行事』（2010）

茨城町 ②上石崎（東永寺） 盆綱引き 昭和初年頃まで 仏迎え ―

ボンヅナは、径 9 ㎝の引き綱を芯に、直径35 〜 40㎝、全長50ｍ程。墓地の地蔵の頭に絡めておき、8 月13日の夕方、
40 〜 50人の子供たちが「ヤッショイ、ヤッショイ」と引き出し、道路を引きまわす。各家には寄らないが、ボンヅ
ナには仏さまが乗ってくると言われている。ボンヅナは16日に墓地に納めた。

〔参考文献〕更科公護（1967）

36 196

茨城町 小堤 盆　綱 ○ 仏迎え ―

ボンヅナは、昭和40年代には長さ 3 ｍ、同60年代には6.6ｍ程（昔は10ｍだったようだ）。 8 月13日の夕方、子供た
ちが墓地の地蔵の前にボンヅナを丸くして置き、1 人ずつお辞儀をして「ナーマイダンボ、ジイノレ、バアノレ」と言っ
てボンヅナを抱えると、「ナーマイダンボ、ホートケサマキタヨ」と叫びながら各家をまわる。各家では、門に迎え
火を焚き、縁先に仏さまが足を洗うための水を汲んでおく。この水にボンヅナの先を浸してから、縁に綱を打ち付け
仏さまを座敷に上げる仕草をし、綱に付けてきた杉の小枝を 1 本置く。最後はボンヅナを墓地に埋める。

〔参考文献〕藤田　稔（1964）、更科公護（1967）、今瀬文也（1972）、藤田　稔（1973）、藤田　稔（1988）、嶋田　尚（1988）、
『茨城町史』地誌編（1993）、『盆行事Ⅳ』（2000）、嶋田　尚（2001）、『茨城県の祭り・行事』（2010）

37

茨城町 ①駒場（表方） 盆　綱 昭和30年頃まで 仏迎え ―

ボンヅナは、表方・中町・後方が各々作るが、形は同じ。表方のボンヅナは、径20 〜 30㎝（中に棒を入れる）、長
さは1.2 〜 1.5ｍ。20㎝程の間隔で縄で縛る（かつては 2 ｍで、縄で49か所縛ることになっていた）。 8 月13日の夕方、
子供たちがお地蔵さまの所へボンヅナを引いて行き、「仏さま早く乗らっしょ」と言い、新仏がある場合はその墓の
土を一つまみボンヅナに乗せる。各家では迎え火を焚いて待ち、ボンヅナを庭に引き入れて「仏さま来ました」と唱
える。最後はボンヅナを墓地に捨てる。

〔参考文献〕更科公護（1967）

茨城町 ②駒場（中町） 盆　綱 昭和30年頃まで 仏迎え ―

上記の①駒場（表方）を参照
〔参考文献〕更科公護（1967）

茨城町 ③駒場（後方） 盆　綱 昭和30年頃まで 仏迎え ―

上記の①駒場（表方）を参照
〔参考文献〕更科公護（1967）

38

茨城町 南島田 盆　綱 平成24年まで 仏迎え ―

昔のボンヅナは、藁と杉葉を持ち寄って作った径40㎝、長さ10ｍのもの。 8 月13日の夕方、子供たちが「仏さま乗らっ
しょ」と唱えてからボンヅナを引き出し、各家をまわる。庭に入ると「ヤッショイ、ヤッショイ」と言って、ボンヅ
ナの両端の引き綱を上下し、引っぱり合った後、「仏さま」だと言って杉葉を配る。最後にボンヅナを寛政川に流した。
戦後は、径60 〜 90㎝、高さ90㎝のものに杉葉をぎっしり付け、2.7ｍの真竹の棒を 2 本通して、 4 人で担いだ。13日
の夕方、墓地へ行った後「ワッショイ、ワッショイ」と各戸をまわり、杉葉を配る。最後は、寛政川に流した。

〔参考文献〕更科公護（1967）、『茨城町史』地誌編（1993）、『盆行事Ⅳ』（2000）
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24

56

小美玉市 ④下玉里（平山） 盆　綱 ○ 仏の送迎 ―

ボンヅナは蛇型で頭部に角がついたもので、事前に大人が作製する。小学生と未就学児（年長児）が主体となるが、
平成29年から女子も参加するようになった。 8 月13日の夕方、消防団機庫付近を出発。子供たちは白装束（Ｔシャツ、
半ズボン、はちまき）で、小学生が綱を持ち、年長児が提灯を持って先導する。かけ声は「ホトケサマ、ゴーザッタ」。
各家では庭先を回り、新盆の家では綱を座敷の縁側につけ、盆棚に向かって「ホトケサマ、ゴーザッタ」と声をかけ
ながら綱を 3 回叩きつけ、仏さまを送り届ける。15日の夕方、「ホトケサマ、オモドリダ」と声をかけながら家々をまわっ
て仏さまを乗せ、消防団機庫付近に戻る。ボンヅナは焼却した時期もあるが、現在は霞ケ浦に流している。

〔参考文献〕藤田　稔（1964）、『玉里村史』後編（1975）、『玉里村民俗誌』（1998）、『玉里村の歴史』（2006）

194

小美玉市 ⑤下玉里（田畑・橋下） 盆　綱 ○ 仏の送迎 ―

お盆前の土・日曜日に、大人を中心に藁で蛇を模ったボンヅナを作る。目はホオズキを、角は柿の枝を用いる。 8
月13日の夕方、小中学生が髙内稲荷大明神を発着点として、地区内をまわる。かけ声は「ヤーサ、ボンサ、仏さま、
降りらっせ」。各家に仏さまを送り届けると、子供たちは小遣いや菓子をもらう。15日は同大明神を発着点として仏
さまを送る。この時は「ヤーサ、ボンサ、仏さま、乗らっせ」とかけ声をかける。

〔参考文献〕藤田　稔（1988）、『玉里村の歴史』（2006）

25

小美玉市 栗又四ケ（辻） 盆　綱 平成28年まで 仏の送迎 ―

盆が近づくと、竜形をしたボンヅナを作る。年長の小学生を中心に稲藁や縄を持ち寄り、青竹などを芯に入れて補
強し、藁で頭部を太く、尾を細く作る。長さは人数に合わせて 5 〜 10ｍ程度で、縄を固く巻き上げてゆく。また、
草履で舌を作り、口を開き、長く垂れるひげなども工夫した。ゆずの枝を角とし、なすやほおずきの目などを取り付
けると完成である。 8 月13日の夕方は、各家で仏さまを待っているので、なるべく早く盆提灯に明かりを灯して出発
する。子供の数の減少に伴い、中学生や女子、幼稚園生を加えた。身長の高い者を先頭にボンヅナをかつぎ、各家の
門口近くで、「仏さま乗らっせー」と唱える。

〔参考文献〕『玉里村の歴史』（2006）

26 195

小美玉市 上馬場 盆　綱 ○ 仏迎え ―

ボンヅナは竜を模ったもの。長さは、綱を引く子の数によって決まる。1990年代のものは、太さ15㎝、長さ 3 ｍほど。
頭部は左綯いで三本撚り。引き手の人数分の引き綱を付ける。綱が完成すると、子供たちが共同墓地まで引いて行き、
自分の家の墓の方向に引き綱を向けておく。 8 月13日の夕方、子供たちが無言で墓まで行き、家の墓に向かって「仏
さん、のーらっしょ」とかけ声をかけ、盆綱引きが始まる。各家の庭先で「仏さん、めーらした」のかけ声で、綱を
左回りに 2 、 3 回すごい勢いで回す。その後一斉に綱を高く上げると、一気に地面に叩きつける。このように、30軒
を約 2 時間がかりでまわる。最後にボンヅナは、鎮守社脇の「たけこま」といわれる武熊山神前寺跡に置かれる。

〔参考文献〕『美野里町史』下（1993）、『茨城県の祭り・行事』（2010）

27 195

小美玉市 中台 盆　綱 ○ 仏迎え ―

8 月13 日、ボンヅナは竜を模ったものだが、長い引き綱はない。引き手は中学生までの男女。100年以上前から行
われる行事で、以前は男子だけだったが、昭和40年代に女子も加わった。公民館脇の墓地で「仏さまめらっせた」と
唱えながら時計回りに 3 回回る。地区内をまわる順、経路は毎年同じである。各家に着くと、今度は反時計回りに 2
〜 3 回 回りながら「仏さまめらっせた」と何度も唱える。子供たちは各家から心づけをもらうが、新盆の家は額が
大きいという。終了後、ボンヅナは墓地に置かれる。

〔参考文献〕『美野里町史』下（1993）、『茨城県の祭り・行事』（2010）

28 64

茨城町 南川又 盆綱引き ○ 仏迎えか ―

8 月13日の午前中、南川又農村集落センターでボンヅナを作る。以前は、径15㎝、長さ 5 ｍ程だったが、1990年代
から長さ 3 ｍ程度となり、竹を芯として荒縄を巻きつける。同日夕方、小学 1 年から中学 2 年の男子が、ボンヅナを
引きずったり持ち上げたりして、「ワッショイ、ワッショイ、ワッショイ」と叫びながら、綱を地面に叩きつけて各
家をまわる。終了すると、ボンヅナをセンター脇の阿弥陀堂の前に置く。仏迎えの伝承はないが、類似例から仏迎え
ではないかとする見解もある。

〔参考文献〕藤田　稔（1964）、更科公護（1967）、今瀬文也（1972）、藤田　稔（1973）、嶋田　尚（1988）、『茨城町史』
地誌編（1993）、『盆行事Ⅳ』（2000）、嶋田　尚（2001）、『茨城県の祭り・行事』（2010）

29

茨城町 南栗崎 盆　綱 平成28年まで 仏の送迎 ―

ボンヅナは径15 〜 18㎝。藁の端を竜のウロコのように出し、長さは5.5ｍ程。 8 月13日に、集落を西から東へボン
ヅナを引き出す。16日は送りで、東から西へ引き出すが、新盆の家には寄らない。31日の盂蘭盆でも引いて歩く。

〔参考文献〕更科公護（1967）、『茨城町史』地誌編（1993）、『茨城県の祭り・行事』（2010）

30

茨城町 野曽 盆綱引き 明治中期以前まで 不明 ○

8 月13日に子供たちが藁を集めて、鎮守様の境内で若い衆の協力を得て径15 〜 18㎝、長さ10 〜 13ｍのボンヅナを
作る。14日及び15日の晩に、鎮守様の馬場で双方に分かれて綱引きをする。仏の送迎や年占いの意味合いはない。最
後はボンヅナを鎮守様に納めて終了となる。

〔参考文献〕更科公護（1967）

31
茨城町 越安 盆　綱 昭和20年頃まで 不明 ○

8 月14日及び15日に、ボンヅナを引きずり、綱引きをする。
〔参考文献〕更科公護（1967）
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№ 頁 市町村名 地　区　名 名　称 実施状況 目　的
綱引き
の実施

20 42

小美玉市 中延（立延） 盆　綱 ○ 仏迎え ―

8 月13日の午前 8 時頃から、立延修善院の境内で大人たちがボンヅナを作る。青竹を芯として荒縄を撚り、龍の胴
体部分を肉付けして綱を仕上げる。縄の結び目は地区の戸数を表している。長さは10ｍ前後で頭部を太くする。完成後、
子供たちが綱を担いで共同墓地まで移動し、そこに安置する。午後 5 時すぎ、子供たちが墓地からボンヅナを担ぎ出し、
各家をまわる。かけ声は世代によって異なるが、令和 2 年は「ワッショイ」と叫んだ。家に着くと、綱を空中に放り
上げたり（「もむ」）、綱を担いだまま土足で座敷に駆け上がったりして、仏さまを送り届ける。以前は、大豆の葉で作っ
たムカデのような子ボンヅナを編んで、各家に置いて来たこともあったという。行事が終わると、ボンヅナは修善院
の軒の下に 1 年間取り置かれ、翌年ボンヅナを作製した後、燃やされる。

〔参考文献〕藤田　稔（1973）、『小川町史』上巻（1982）、『ふるさとものがたり』（1984）、嶋田　尚（1988）、嶋田　尚（1989）、
『盆行事Ⅳ』（2000）、嶋田　尚（2001）、『茨城県の祭り・行事』（2010）

21

192

小美玉市 ①小塙（ 1 ・ 2 班） 盆　綱 ○ 仏の送迎 ―

8 月13日の午後、大人たちを中心として注連縄状のボンヅナを 2 本作り、これを 1・2 班及び 3・4・5 班で使用する。
両班とも、完成したボンヅナを共同墓地でそれぞれ一時保管し、夕方、小中学生の男女が引き綱を持って各家をまわる。
かけ声は、両班とも「トーセンヤラ、エンヤラエン」、家の入口で「ホートケサマ、オリラッショ」。

また、 8 月15日には各家の縁先で「ホートケサーマ、ノーラッショ」と言いながら、縁の敷居に綱をぶつける。終
了後は、両班とも綱を墓地に放置する。

192
小美玉市 ②小塙（ 3 ・ 4 ・ 5 班） 盆　綱 ○ 仏の送迎 ―

上記の①小塙（ 1 ・ 2 班）を参照

22 50

小美玉市 下馬場 盆　綱 ○ 仏の送迎 ―

8 月13早朝、大人と小学 3 年から中学 3 年までの男女が下馬場公民館に集まって、長さ3.2ｍ、太さ18㎝のボンヅナ
を作る。完成後は、隣接する共同墓地の塚に、カシラを南に向けて巻き付けておく。午後 4 時に公民館に集合した子
供たちは、墓地の塚の周りで、年長者の「シャンシャンシャン、シャシャシャンシャン」という声に続いて「乗らっせ、
乗らっせ、仏さま乗らっせ」とかけ声をかけて、仏さまを綱に乗せると、綱を持って約60戸を 5 時間程かけてまわる。
各家では、綱を前後に揺らしてリズムを取りながら、「オジラッセ、オジラッセ、仏さまオジラッセ」を 2 回繰り返
した後、綱を座敷に投げ入れる。家人は謝金を渡すが、新盆の家では通常より多く渡すという。仏さまがいない家は、
訪問するものの、綱を投げ入れることはしない。終了後は綱を墓地の塚に巻き付けておく。

15日は午後 5 時頃、共同墓地に集合し、13日と同じ順路で 4 時間かけて集落内をまわる。各家でのかけ声は、「乗らっ
せ、乗らっせ、仏さま乗らっせ」。最後に共同墓地では「オジラッセ、オジラッセ、仏さまオジラッセ」を繰り返し、
綱を塚に巻き付けて終了となる。綱はそのまま放置され、数日後大人たちが焼却する。昔は、霞ケ浦に流したという。

〔参考文献〕『盆行事Ⅳ』（2000）

23 193

小美玉市 ①川中子（魦内・川端） 盆　綱 ○ 仏の送迎 ―

ボンヅナは、市販の綱を大人たちがよじって竜型に作る。上顎、下顎、髭 2 本と舌がある。 8 月13日、小学生の男
女が魦内13軒、川端21軒をまわる。魦内共同墓地から地区東端の個人宅まで「ワッショイ、ワッショイ」「ホートケサマ、
オーラッセ」と叫びながらまわり、ボンヅナは個人宅で保管する。15日は「ワッショイ、ワッショイ」「ホートケサマ、
ノーラッセ」と叫び、13日とは逆回りで墓地まで行く。最後は、ボンヅナに火をつけて園部川に流す。

〔参考文献〕『玉里村の歴史』（2006）、『茨城県の祭り・行事』（2010）

小美玉市 ②川中子（火の橋・城之内） 盆　綱 昭和50年代まで 仏の送迎 ―

詳細については不明
〔参考文献〕『玉里村の歴史』（2006）、『茨城県の祭り・行事』（2010）

24

小美玉市 ①下玉里（岡・帯阿井） 盆　綱 平成29年まで 仏の送迎 ―

盆が近づくと年長の小学生を中心に、稲藁や縄を持ち寄って竜形のボンヅナを作る。藁で頭部を太く、尾部にいく
に従って細く作り、大体 6 〜 7 ｍ程の長さとする。頭部には角として柚子の木のとげのある枝を付け、目にはホオ
ズキ等を入れる。 8 月13日の夕方、盆提灯を持って綱を担いで各家をまわるが、門口近くになると「仏さま乗らっせー」
と唱え、庭先では「仏さま降りらっせー」という。仏霊を竜に乗せて迎えてくるという意味で、一同に御駄賃が与えられ、
特に新盆の家では金額が多い。15日は霊を送る目的で、庭先で霊を乗せ、門口辺りで降ろす意味の言葉を唱えて再び
多少のお金をもらう。このお金は年長者が一同に配分し、余った分を花火等を買う資金とする。

〔参考文献〕藤田　稔（1964）、『玉里村史』後編（1975）、藤田　稔（1988）、『玉里村の歴史』（2006）

193

小美玉市 ②下玉里（根玉里） 盆　綱 ○ 仏の送迎 ―

お盆前の土・日曜日に、大人を中心に小学生の男女が手伝って、藁で竜を模ったボンヅナを作る。ただし、目や角
はない。 8 月13日夕方、小学生と中学 1 年生がボンヅナを担いで、「ヤーサ、ボンサ、ホトケサマ、オチラッセ」と
声をかけながら各家をまわり、小遣いや菓子をもらう。15日に仏さまを送った後は、ボンヅナを古墳に納め、自然に
朽ちるのを待つ。

〔参考文献〕藤田　稔（1964）、『玉里村民俗誌』（1998）、『茨城県の祭り・行事』（2010）

194

小美玉市 ③下玉里（大井戸・共栄） 盆　綱 ○ 仏の送迎 ―

ボンヅナは、事前に大人が蛇を模して藁で作る。頭部や口はあるが、角はない。 8 月13日、子供たちは白装（Ｔシャツ、
半ズボン、はちまき）で、小学生が綱を持ち、年長児が提灯を持って先導する。中学生（ 1 年）は顧問的立場で同行
するが、綱には触れない。各家をまわる際、綱を地面に叩きつけて先祖を綱から降ろす。綱は巡行する過程で、壊れ
た方が縁起が良いとされている。15日に仏さまを共同墓地に送り届けた後、綱を焼却し、子供たちは花火で遊ぶ。

〔参考文献〕藤田　稔（1964）、『玉里村史』後編（1975）、『玉里村民俗誌』（1998）、『玉里村の歴史』（2006）
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№ 頁 市町村名 地　区　名 名　称 実施状況 目　的
綱引き
の実施

13 190

笠間市 仁古田 盆　綱 ○ 鎮魂か ―

8 月13日、子供たちが大人 3 人に手伝ってもらい、ボンヅナを作る。ボンヅナは長さ約 5 ｍ、径30㎝。 3 束の藁で
3 本撚りとし、ヒゲを出してもじる。引き綱として両側に 3 〜 4 ｍの縄をつける。翌14日、日が暮れてからボンヅ
ナを持って「ヤッショイ、ヤッショイ」と声をかけながら各家をまわり、仏さまをおろすと、家の庭で地面を叩いたり、
綱を引っぱったり（綱引き）する。最後は涸沼川に綱を流す。昭和40年代には、仏迎えの言い伝えはなかった。鎮魂か。

〔参考文献〕更科公護（1967）、藤田　稔（1973）、嶋田　尚（1988）、嶋田　尚（2001）

14 190

笠間市 大古山 盆　綱 ○ 仏迎え ○

平成25年以降、市販の綱を使用していたが、令和元年に手作りの綱が復活した。子供たちが事前に集めた藁を、数
日間水をかけながら干し、 8 月13日にこれを用いて、約 5 ｍのボンヅナを作る。本来、子供たちがボンヅナを持って
各家をまわるが、令和元年は新盆の家に立ち寄ったのみ。そこで綱引きを行うが、目的は不明。かけ声は、歩く時は「ワッ
ショイ、ワッショイ」、綱引き時は「 1 、 2 、 3 」。綱は薬師堂に奉納し、後日焼却する。

〔参考文献〕『茨城県の祭り・行事』（2010）

15

191

小美玉市 ①佐才（ 1 班） 盆　綱 ○ 仏迎え ―

ボンヅナは、竹に縄を巻きつけたもの。 8 月13日の夕方、小中学生の男女が共同墓地で「乗りらっしょ乗りらっしょ、
ホトケサマ乗りらっしょ」と声をかけ、ボンヅナに仏さまを乗せてから各家をまわる。各家では「ホトケサマ連れて
きた、ホトケサマ連れてきた。降りらっしょ降りらっしょ、ホトケサマ降りらっしょ」と言って、仏さまを降ろす。
最後は共同墓地に戻る。

〔参考文献〕『盆行事Ⅳ』（2000）

191

小美玉市 ②佐才（ 2 班） 盆　綱 ○ 仏迎え ―

ボンヅナは、稲藁を竜の形に編んだもの。 8 月13日の夕方、小学生の男女が共同墓地でボンヅナに仏さまを乗せて、
各家で降ろす。墓地では「ホートケサーマノセテキタ、ノーラッショ、ノーラッショ」、各家では「ホートケサーマ
ノセテキタ、オーリラッショ、オリラッショ」というかけ声をかける。最後は共同墓地に戻り、ボンヅナを焼く。

〔参考文献〕『盆行事Ⅳ』（2000）

16

小美玉市 飯前（前原） 盆　綱 平成30年まで 仏迎え ―

4 ｍのボンヅナの両端に引き綱をつけ、8 月13日に子供たちが綱を引きずりながら各家をまわり、各戸の門口で「ホ
トケサマ、オリラッセ」と言う。各家では門口に迎え火を焚いて仏さまを迎える。終了後、ボンヅナを墓地に納める。

〔参考文献〕藤田　稔（1964）、藤田　稔（1973）、嶋田　尚（1988）、嶋田　尚（2001）

17

191

小美玉市 ①野田（隠谷東組） 盆　綱 ○ 仏迎え ―

隠谷地区 8 組のうち、東一・二組が合同で盆綱を行っている。 8 月13日朝 7 時より、大人たちが長さ 2 ｍ弱、径20
㎝程の龍型の綱を作る。綱には、ナスの角、ホオズキの目、トウモロコシの葉の舌を付けるが、巡行の途中で子供た
が自由に装飾する。綱が完成すると、田村総本家（東一組）の墓まで綱を運ぶ。同日の午後、子供たちが田村総本家
の墓に集まる。墓で仏さまを綱に乗せる時に「ノリラッショイ、ノリラッショイ、ジッチャン、バッチャン、ノリラッショ
イ」と言い、 2 〜 3 周回る。巡行する際、各家の前に差しかかると「仏さまをお連れしました」という意味の声か
けをする。各家では、仏間に綱全体を乗せて「オリラッショイ、オリラッショイ、ジッチャン、バッチャン、オリラッ
ショイ」と声をかける。こうした所作を繰り返し、最後の鏑木家を終えると、その近くの林に綱を投げ捨てる。

小美玉市 ②野田（隠谷南組） 盆　綱 平成20年代中頃まで 仏迎え ―

南組の盆綱は、平成20年代の中頃に中止となった。

18

192

小美玉市 ①川戸（ 1 ・ 2 班） 盆　綱 ○ 仏迎え ―

8 月13日に真弓神社にて、子供たちが束ねた藁を大人たちが編んでボンヅナを作る。夕方、子供たちが共同墓地内
を「ホーケサマ、ノーラッショ」と唱えながら、左回りで 3 周する。各家では「ホートケサマ、ノセテキタ」と繰り
返し唱え、家の壁（玄関脇か縁側脇）をボンヅナの先端で叩く。最後は、鎌田川の橋に括り付けて終了する。

192

小美玉市 ②川戸（ 3 ・ 4 班） 盆　綱 ○ 仏迎え ―

8 月13日に大人たちが、個人宅で竜を模したボンヅナ（頭部、髭あり）を作製する。夕方、子供たちが共同墓地か
ら綱を引き出す。各家では、盥に水を入れて用意する。最後は鎌田川の橋にボンヅナを括り付けて終了する。

19

小美玉市 倉数（田幡） 盆　綱 昭和50年代まで 仏迎え ―

　倉数地区田幡は、昭和50年当時、約20軒で構成されていた。盆綱に参加したのは、小学 3 〜 6 年生の男子のみだっ
たが、当時15名程いた。ボンヅナは、長さ約 3 ｍ、直径30㎝程で、大人たちが竹の芯に藁を差し込み、頭部にナスと
子供用の盆提灯を挿して、目と角とした。尻尾はないが、本体に人数分の縄を結んで持ち手とし、子供たちはボンヅ
ナを引きずって運んだ。 8 月13日の午後 5 時頃、共同墓地の各家の塚から土を取り、ボンヅナの藁の中に入れてから
墓地を出発した。墓地から最も近い家から各家をまわり、最後の家までまわり終えると、近くの梶無川にボンヅナを
投げ込んだが、翌朝、大人たちがボンヅナを回収した。
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綱引き
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5

水戸市 赤尾関町 盆　綱 昭和40年代頃まで 無病息災か ―

8 月13日、春日神社で大人たちが藁を編んで綱を作る。綱は全長 5 ｍ以上もあり、綱の途中に持ち手となる数本の
細い綱が、枝のように伸びている。農家の若者らで構成される青年団が中心となって、13・14日の晩に行事を執り行う。
綱本体は青年団が持ち、前述の細い綱を子供たちが持って町内の全戸（50戸ほど）をまわる。大人と子供を合わせると、
一度に20 〜 30人ほどが綱を持つことになるが、細い綱にはほとんど重みがかからず、触っているだけの場合もある。
綱を揉みながら各家をまわったともいわれる。無病息災や豊作祈願といった意味合いを込めて行う。

〔参考文献〕『内原町史』民俗編（1997）

6

水戸市 内原町 盆　綱 昭和30年頃まで 不明 不明

青年団が中心となって実施した。 8 月15日に鹿島神社（龍神様）で青年団の 2 〜 3 人が太い縄を作り、先に棒と
綱をつけて近所を練り歩いた。

〔参考文献〕『内原町史』民俗編（1997）

7
水戸市 鯉淵町（播田実） 盆綱揉み 不　明 不明 不明

詳細については不明
〔参考文献〕『内原町史』民俗編（1997）

8

水戸市 ①五平町（万蔵寺） 盆　綱 昭和23年頃まで 仏迎えか ○

8 月13日の夜、ムカデ型のボンヅナ頭部の引き棒を力の強い子供 2 人が持ち、他の子供たちは胴体に付けた引き綱
を持つ。また、提灯を持つ子供 4 〜 5 名が付き添う。ボンヅナは、長さ 9 ｍで頭部が太く尾部が細い。「ワッショイ、ワッ
ショイ」とかけ声をかけながら、事前に寄付をくれた各家に駆け足で行き、庭を 4 〜 5 周回って「ワァー」という
声をあげる。 8 月14 〜 16日の晩は、かけ声をかけて大道を引いて歩き、若衆が盆踊りをしている中に突入し、悪口
を言い合い、若衆が尾部を、子供たちが頭部を持って綱引きをする。終了後は、墓地近くの鎮守の境内の馬捨場にボ
ンヅナを捨てる。毎年、②の五平町（犬塚）とけんかになったという。仏さまを迎える伝承はなかったという説もある。

〔参考文献〕藤田　稔（1964）、更科公護（1967）、今瀬文也（1972）、藤田　稔（1973）、嶋田　尚（1988）、『内原町史』
民俗編（1997）、『盆行事Ⅳ』（2000）、嶋田　尚（2001）

水戸市 ②五平町（犬塚） 不明 不　明 不明 不明

　詳細については不明。毎年、①の五平町（万蔵寺）とけんかになったという。
〔参考文献〕『内原町史』民俗編（1997）

水戸市 ③五平町（下遠田） 不明 不　明 不明 不明

　詳細については不明。平成10年頃は実施していたが、子供の数が少ないので、規模が縮小していた。
〔参考文献〕『内原町史』民俗編（1997）

9

水戸市 小林町 盆綱ひき 不　明 不明 不明

昔、盆の 3 日間の最初の日、3 人が輪になってボンヅナを作った。綱にする藁は、子供たちが各家からもらって来る。
藁は、 1 束を 3 本に分け、左回しに捩じりながら作った。ボンヅナは直径10㎝以上の太いもので、大人に手伝っても
らうこともあった。次の日の夜、子供たちがボンヅナを引きながら各家をまわり、最後の 2 晩だけ各家から小遣いを
もらった。集めたお金は、子供たちの親方が 3 分の 2 ぐらいもらってしまったという。ボンヅナは小川に流した。

〔参考文献〕『内原町史』民俗編（1997）

10 34

笠間市 池野辺（倉作） 倉作の盆綱 ○ 豊作祈願 ○

8 月13日午後 6 時前に、住民たちが集落内の広場に藁束を 1 束ずつ持参し、縄作りが始まる。縄は三つ編みで、長
さ10ｍ程度、太さは20 〜 30㎝を目安とする。約 1 時間で縄が完成すると、東西に分かれた親子が 2 〜 3 回引き合う。
勝敗をつけることはないが、引き合うことによって、 9 月の嵐を避け、豊作を祈願するといわれている。

〔参考文献〕『茨城県の祭り・行事』（2010）

11

笠間市 小原（滝川） 盆　綱 終戦直前まで 仏迎え ○

8 月（盆の何日かは不明）区長の家でボンヅナを作る。大声で賞詞を唱えながら各家を持ち歩く。終わると綱引き
をする。隣の集落と悪口を言い合い、喧嘩になることもあるという。最後は、ボンヅナを川に流す。

〔参考文献〕藤田　稔（1964）、藤田　稔（1973）、嶋田　尚（1988）

12 38

笠間市 ①五平（内郷） 盆　綱 ○ 不明 ―

3 地区（内郷・西内郷・飯田）に分かれて、いずれも 8 月13日及び14日に実施する。内郷では、藁の確保が難しくなっ
たことから、購入した綱を用いる。小学生の男女が、各自お手製の行燈を持って歩く。高山神社で 3 周左回りして出発。
歩きながら「わっしょい、わっしょい…わー」というかけ声をかけるが、各家では黙々と 3 周左回りし、おひねりを
もらう。五平公民館が終点となる。なお、かつては14日の巡行後、最後の家の庭で綱引きを行った。

笠間市 ②五平（西内郷） 盆　綱 ○ 不明 ―

上記の①五平（内郷）を参照

笠間市 ③五平（飯田） 盆　綱 ○ 不明 ―

上記の①五平（内郷）を参照
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№ 頁 市町村名 地　区　名 名　称 実施状況 目　的
綱引き
の実施

1
水戸市 全隈町 盆　綱 昭和 5 年以前までか 不明 不明

　詳細については不明
〔参考文献〕今瀬文也（1972）、『盆行事Ⅳ』（2000）

2

水戸市 ①有賀町（中区） 盆　綱 平成27年まで 仏送りか ―

　ボンヅナは動物を模ったものではないが、先頭は太く、末尾方向が細くなる。本体の節々に、子供たちの持ち手と
なる細縄を付けた。実施日は 8 月13・14・15日の 3 日間。昔は、有賀神社を起点、慈眼寺を終点としたが、後に盆綱
の指導者宅を集合・解散場所とした。13・14日は、区内中心部を 1 周するだけで各戸を訪問しないが、15日には各戸
の庭先まで入って綱の上げ下げを行った。かけ声は、道中では「ワッショイ」、各戸の前では「上げろ、下げろ」。翌
16日に綱を桜川に流して祖霊を送ったが、迎え盆は各戸で墓地に行くので、盆綱に祖霊を迎えるという意味はなかっ
た。区内の子供が少なくなり、子供会が解散したため、平成27年をもって休止した。

水戸市 ②有賀町（北区） 盆　綱
Ⅰ昭和38年頃まで
Ⅱ平成元年頃から20年頃
まで

厄払い ―

Ⅰ　お盆の 2 〜 3 日前、集落センターに藁を持ち寄り、大人たちが綱を編む。綱は直径10cm、全長 2 m50cmほど。
綱本体に持ち手となる細い綱を付ける。綱を丈夫にするため、芯に自前で縒った縄を入れることもある。
　お盆の夕方、集落センターに子供たちが集まり、藁綱を持って北区の全戸（26戸ほど）をまわる。綱を持てるの
は、小・中学生の男子のみで、大人は随行するだけ。盆飾りのある奥座敷に仏さまが滞在していると考え、その前
庭で藁綱を地面に落とすように叩きつけて音を出す。特に掛け声は決まっていない。数戸が集落から500mほど離れ
た場所にあるため、子供たちは綱を持って徒歩で移動する。全戸をまわり終えるまで、約 1 時間かかる。これを 8
月13・14・15日の毎日実施する。15日の巡行が終わると、藁綱を川に流す。盆綱に厄払いの意味合いがあるため、
厄を洗い流すようなイメージである。各戸から金銭を貰い受け、15日に子供たちに分配する。年長の子供が頭割り
で計算すると、 1 人10 〜 20円程になった。昭和38年頃、地区の子供が少なくなり、実施しなくなった。

Ⅱ　平成元年頃、子供会の運営資金繰りが苦しくなった際、盆綱で寄付のような形で資金を集めてはどうかという話
となり、以前参加していた小中学生の親の世代が中心となって盆綱を復活させた。この頃から、男子に限らず、女
子も含めた地区内の小学生全員（子供会）が参加した。「ワッショイ、ワッショイ」の掛け声にあわせて、藁綱を
地面に叩きつけた。集落から離れた数戸までは、トラックに綱を載せて移動した。実施するのは13日のみ。巡行が
終わると、集落センターで藁綱を燃やした。子供たちにはジュースやお菓子が振る舞われたが、集まった金銭は子
供会の資金に充てられた。平成20年頃、子供会の子供が少なくなり、実施しなくなった。

水戸市 ③有賀町（南区） 盆　綱 不　明 ― ―

　平成10年頃は、子供会が中心となり、盆の14日に盆綱を実施していた。この時、各家からご祝儀があり、子供会の
貴重な財源となっていた。

〔参考文献〕『内原町史』民俗編（1997）

3

水戸市 ①杉崎町（大坪） 盆　綱 昭和16年まで 不明 時々あり

　杉崎町には上町・中町・下町・大坪の字があり、このうち中町と大坪で盆綱を行っていた。以下は大坪の詳細である。
旧盆の明けた頃、盆綱に参加する小学生男子が各家から前年の稲藁を持ち寄り、高学年の指導のもと子供だけで 1 日
かけて綱を編む。綱はワニか竜の頭のような形をしており、直径20cm強、長さ10m、細縄を数か所に取り付けて把手
にする。何日かは不詳だが、綱を編んだ後日、小学生男子が村の中心あたりに集まる。集合時間や場所は明確に決め
ていなかったが、夕方頃集合する。参加しない子供は仲間外れにされてしまう。高学年のいわゆる「ガキ大将」がリー
ダーとなり、広い道を通って村を 1 周する。各戸の敷地には入らず、ただ練り歩く。綱は持ち上げずに地面を引き摺
るため、作りが緩いと途中で解けてしまうこともあった。決まったかけ声はない。集合場所と解散場所は同じである。
　翌日も同じ時間に集まり、同じような行程を何周かする。 2 日目になると、中町か大坪か、どちらかの綱がバラバ
ラに解けてしまう。健全な方の綱が杉崎町の代表として、隣の中原町の綱と町境で張り合う。この時、大体は言い争
いのような形となるが、年によっては、相手の綱をバラバラにするために綱引きを行うこともあった。
　太平洋戦争の開戦に伴い、高学年から戦時動員に駆り出され、教えてくれる人がいなくなったため途絶えた。

水戸市 ②杉崎町（中町） 盆　綱 不　明 不明 不明

　詳細については不明。上記の①杉崎町（大坪）を参照

4

水戸市 中原町 盆　綱 昭和33年頃まで ― 時々あり

盆が近くなると、小学校高学年の男子が町内の農家から藁を集め、特定の個人宅（年代によって変遷あり）に大人
3 名が集まってその藁で綱を作る。綱作りに子供は参加しない。綱は長さ 3 間程で、先頭が太く、尾部が細い。把手
として、先頭には竹、所々に 2 ｍ程の細縄を取り付ける。飾りはなく、何らかの動物を模ったという認識はなかった。

8 月13日の夕方、小学生男子が中原不動尊に集まり、綱を引きずりながら町内をまわる。 6 年生を先頭に、下級生
は順に後方に並ぶ。各家の庭に入って行き、「ワッショイ」のかけ声とともに綱を持ち上げて地面に叩きつける。こ
れを「ボンヅナ揉み」と呼び、悪霊払いや五穀豊穣の意味があった。住人からはお菓子やお金をもらう。140戸程あ
るため、この日だけでは町内をまわり切れず、一度解散する。翌14日の夕方、同様の方法で残りの各家をまわる。ま
わり切ると中原不動尊に戻り、青年会が綱を燃やす。また、各家からもらったお菓子やお金を分配して解散する。

茨城県内の盆綱実施状況一覧
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け
ら
れ
た
座
敷
の
畳

の
上
に
ボ
ン
ヅ
ナ
の
頭
を
乗
せ
て
「
オ
リ
リ
ャ
ン
セ
」
と
声
を
掛
け
て
先
祖
を
降
ろ
し

た
。
十
五
日
の
送
り
盆
で
は
、
迎
え
盆
で
最
後
に
訪
れ
た
家
に
ボ
ン
ヅ
ナ
を
運
び
「
ホ

ト
ケ
サ
ン
ノ
ー
リ
ャ
ン
セ
」
と
声
を
掛
け
て
共
同
墓
地
（
ウ
エ
）
に
運
ん
で
「
オ
ハ
カ

ノ
ー
リ
ャ
ン
セ
」
の
言
葉
で
先
祖
を
送
り
出
し
た
。
使
い
終
わ
っ
た
ボ
ン
ヅ
ナ
は
、
そ

の
ま
ま
共
同
墓
地
横
の
ダ
ン
チ
（
段
地
、
未
耕
作
の
畑
）
に
置
い
た
。

・
木
製
の
頭
部
に
つ
い
て
の
考
察

　

茨
城
県
下
の
盆
綱
行
事
で
は
ボ
ン
ヅ
ナ
の
頭
部
は
、
藁
な
ど
で
竜
や
蛇
を
模
し
た
形

状
の
も
の
が
作
ら
れ
る
か
、
あ
る
い
は
頭
部
に
あ
た
る
も
の
は
特
に
は
作
ら
な
い
例
が

殆
ど
で
あ
り
、
三
村
の
木
製
頭
部
は
例
外
的
な
事
例
と
言
え
る
。
総
説
で
も
指
摘
し
た

が
、
そ
の
形
状
は
竜
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
も
の
で
あ
る
が
、（
ウ
）
に
見
ら
れ
る
よ
う
な

大
き
く
開
い
た
鼻
孔
な
ど
の
形
状
は
三
匹
獅
子
舞
で
あ
る
サ
サ
ラ
の
獅
子
頭
の
形
状
も

連
想
さ
せ
る
。
三
村
の
吹
上
集
落
に
お
い
て
も
か
つ
て
三
村
吹
上
サ
サ
ラ
が
行
わ
れ
て

お
り
、そ
の
形
状
を
参
考
に
し
た
可
能
性
も
あ
る
か
と
思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、

木
製
の
頭
部
を
用
い
る
ボ
ン
ヅ
ナ
の
事
例
と
し
て
貴
重
な
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。

（
徳
丸　

亞
木
）
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写真 2 　（ア）吹上集落で用いられた頭部 写真 1 　 4 体の木製頭部

写真 3 　（イ）諸士久保集落で用いられた頭部

写真 4 　（ウ）諸士久保集落で用いられた頭部写真 5 　（エ）今泉集落で用いられた頭部
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実
測
図

図
１　

立
延
（
小
美
玉
市
中
延
）
の
ボ
ン
ヅ
ナ　

茨
城
県
立
歴
史
館
所
蔵

　

詳
細
調
査
報
告
三
、
小
美
玉
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
と
し
て
知
ら
れ
る
立
延
の
ボ

ン
ヅ
ナ
で
あ
る
。
茨
城
県
立
歴
史
館
に
昭
和
四
十
年
代
に
収
蔵
さ
れ
た
。
本
資
料
は
長

さ
八
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
が
、現
在
作
成
さ
れ
て
い
る
の
は
五
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で
あ
る
。

　

ボ
ン
ヅ
ナ
の
芯
と
な
る
部
分
に
肉
付
け
を
す
る
よ
う
に
し
て
束
ね
た
藁
を
添
え
な
が

ら
形
を
整
え
、
荒
縄
を
二
回
り
巻
い
て
縛
り
、
俵
結
び
（
男
結
び
）
で
き
つ
く
締
め
て

い
る
。
こ
の
荒
縄
本
数
を
迎
え
る
仏
さ
ま
（
地
区
内
の
仏
壇
の
あ
る
家
の
数
）
と
同
じ

数
に
す
る
点
が
、
立
延
の
ボ
ン
ヅ
ナ
の
最
大
の
特
徴
で
あ
る
。
結
び
目
が
仏
さ
ま
の
乗

る
場
所
（
座
席
）
に
な
る
と
も
い
わ
れ
る
。

　

頭
に
は
先
端
を
細
く
し
て
注
連
縄
状
に
編
ん
だ
角
を
二
本
並
べ
て
縛
り
つ
け
る
。
角

は
後
ろ
へ
反
る
よ
う
に
し
て
丸
み
を
も
た
せ
て
い
る
。目
玉
は
本
来
ナ
ス
で
つ
く
る
が
、

本
資
料
は
博
物
館
資
料
と
し
て
展
示
活
用
さ
れ
た
た
め
、模
造
品
を
と
り
つ
け
て
い
る
。

　

立
延
の
ボ
ン
ヅ
ナ
は
肩
で
担
が
れ
持
ち
運
ば
れ
る
。
竹
を
芯
に
し
て
、
藁
を
直
線
的

に
束
ね
て
い
る
形
状
は
、子
供
た
ち
が
並
ん
で
肩
に
担
ぐ
際
に
は
適
し
て
い
る
。
ま
た
、

庭
で
は
天
に
向
か
っ
て
三
回
投
げ
上
げ
た
り
、
家
に
よ
っ
て
は
座
敷
の
盆
棚
に
向
か
っ

て
投
げ
入
れ
ら
れ
た
り
す
る
。
屈
曲
し
や
す
い
綱
で
は
な
い
た
め
、
そ
う
し
た
所
作
に

も
十
分
に
適
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
一
方
で
、
曲
げ
た
り
折
り
た
た
ん
だ
り
で

き
な
い
た
め
、
墓
地
な
ど
の
狭
い
場
所
で
は
取
り
回
し
に
苦
労
を
す
る
こ
と
も
あ
る
。

図
２　

平
山
（
小
美
玉
市
下
玉
里
）
の
ボ
ン
ヅ
ナ　

小
美
玉
市
玉
里
史
料
館
所
蔵

　

詳
細
調
査
報
告
五
、
小
美
玉
市
下
玉
里
平
山
の
ボ
ン
ヅ
ナ
で
「
ダ
イ
ジ
ャ
（
大
蛇
）」

と
呼
ば
れ
る
。
令
和
二
年
に
作
ら
れ
、実
際
の
盆
綱
行
事
に
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

本
資
料
は
七
・
八
ｍ
を
超
え
て
い
て
、
近
年
に
み
ら
れ
な
い
長
い
ボ
ン
ヅ
ナ
で
あ
っ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
感
染
リ
ス
ク
を
下
げ
る
た
め
、子
供
同
士
の
距
離
を
と
る
必
要
が
生
じ
、

ボ
ン
ヅ
ナ
が
長
く
作
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
。
子
供
の
数
が
減
り
短
く
作
ら
れ
る
傾
向
に

あ
っ
た
た
め
、
長
い
ボ
ン
ヅ
ナ
は
珍
し
く
、
行
事
終
了
後
に
玉
里
史
料
館
に
寄
贈
さ
れ

る
運
び
と
な
っ
た
。
普
段
で
あ
れ
ば
ボ
ン
ヅ
ナ
は
霞
ケ
浦
に
流
さ
れ
て
い
る
。

　

平
山
の
ボ
ン
ヅ
ナ
の
製
作
方
法
に
つ
い
て
は
、
詳
細
調
査
報
告
の
中
で
手
順
を
図
示

し
て
お
い
た
の
で
あ
わ
せ
て
参
照
い
た
だ
き
た
い
。
特
徴
と
な
る
の
は
上
あ
ご
と
下
あ

ご
に
あ
た
る
部
分
で
、
そ
れ
ぞ
れ
別
に
作
り
出
し
一
体
化
さ
せ
て
頭
部
と
し
て
い
る
。

頭
部
に
は
藁
を
編
ん
で
作
っ
た
角
や
舌
が
つ
く
。
目
玉
に
ナ
ス
を
つ
け
て
い
た
が
、
外

れ
や
す
い
た
め
、
近
年
は
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
で
作
り
き
つ
く
縛
っ
て
い
る
。

　

胴
部
は
上
あ
ご
と
下
あ
ご
の
芯
と
な
っ
て
い
る
三
組
六
本
の
縄
に
、
藁
を
束
ね
な
が

ら
重
ね
て
ひ
ね
り
、
一
本
の
大
き
な
綱
に
仕
上
げ
て
い
る
。
さ
ら
に
芯
と
な
る
縄
を
三

つ
編
み
に
し
て
い
き
、
最
後
に
根
元
を
束
ね
た
藁
を
折
り
返
し
て
尾
を
つ
く
り
だ
す
。

　

元
々
は
頭
部
と
胴
部
を
別
々
に
作
り
出
し
て
い
た
が
、
ボ
ン
ヅ
ナ
は
縁
側
に
激
し
く

叩
き
つ
け
る
所
作
に
よ
り
分
解
し
や
す
い
た
め
、
縄
を
芯
に
し
て
一
体
的
に
作
り
出
す

工
夫
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

図
３　

佐
野
子
（
土
浦
市
）
の
ボ
ン
ヅ
ナ　

土
浦
市
立
博
物
館
所
蔵

　

詳
細
調
査
報
告
一
四
、
土
浦
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
「
佐
野
子
の
盆
綱
」
で
作
ら

れ
る
ボ
ン
ヅ
ナ
で
あ
る
。か
つ
て
中
心
的
な
作
り
手
で
あ
っ
た
梅
沢
清
左
衛
門
さ
ん
が
、

博
物
館
の
収
蔵
資
料
と
す
る
た
め
平
成
時
代
に
製
作
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

佐
野
子
の
盆
綱
の
最
大
の
特
徴
は
表
情
の
あ
る
顔
を
作
り
出
す
こ
と
で
あ
る
。
大
き

な
角
を
と
り
つ
け
、
口
は
サ
ン
ダ
ワ
ラ
を
半
分
に
折
り
曲
げ
て
作
り
出
し
、
目
玉
に
は

ナ
ス（
収
蔵
資
料
で
は
模
造
品
）を
と
り
つ
け
る
。
舌
を
作
り
出
し
て
、口
の
中
に
は
め
、

龍
の
顔
を
独
特
か
つ
立
体
的
に
表
現
し
て
い
る
。
顔
を
含
め
た
頭
部
と
、
綱
の
胴
部
と

は
別
々
に
つ
く
ら
れ
る
。
頭
部
側
は
竹
を
芯
に
し
て
お
り
、
サ
ン
ダ
ワ
ラ
や
舌
、
角
な

ど
は
す
べ
て
竹
に
結
び
付
け
ら
れ
て
い
る
。
顔
の
下
部
に
は
藁
を
束
ね
て
お
く
。

　

先
頭
の
子
供
は
竹
の
下
部
を
も
っ
て
、
龍
の
頭
を
掲
げ
る
よ
う
に
し
て
墓
地
を
出
発

し
、
集
落
内
を
巡
行
し
て
い
く
。
各
家
で
は
縁
側
で
座
敷
に
向
か
っ
て
頭
を
も
た
げ
る

よ
う
に
し
て
傾
け
る
こ
と
で
、
ボ
ン
ヅ
ナ
に
乗
っ
た
仏
さ
ま
を
降
ろ
す
所
作
を
す
る
。

愛
嬌
の
あ
る
龍
が
子
供
た
ち
と
と
も
に
家
々
を
回
っ
て
い
く
様
子
は
、
佐
野
子
の
盆
綱

行
事
の
み
ど
こ
ろ
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
作
図
・
文　

萩
谷　

良
太
）
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〔
上
面
〕

〔
上
面
〕

先
端
を
細
く
し
た
綱
を
折
り
曲

げ
て
角
を
つ
く
り
だ
す

図
１

　
立

延
（

小
美

玉
市

中
延

）
の

ボ
ン

ヅ
ナ
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図
２

　
平

山
（

小
美

玉
市

下
玉

里
）

の
ボ

ン
ヅ

ナ
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図
３

　
佐

野
子

（
土

浦
市

）
の

ボ
ン

ヅ
ナ
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3 　旧小川町の盆綱（昭和40年） 藤田稔氏提供

上下白色の服装でハチマキ姿。綱は太い

4 　旧小川町の盆綱（昭和40年） 藤田稔氏提供

綱を墓地から担ぎ出す

1 　茨城町小堤の盆綱（昭和39年）藤田稔氏提供

ボンヅナを持って、民家の門を入る

2 　茨城町小堤の盆綱（昭和39年） 藤田稔氏提供

縁側外の洗面器に、ボンヅナの頭を入れる

古　写　真
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７ 　旧小川町の盆綱（昭和40年） 藤田稔氏提供

綱を担いで庭を出る

８ 　茨城町か（昭和40年） 藤田稔氏提供

綱を引きずって、夜道を次の家へ向かう

5 　旧小川町の盆綱（昭和40年） 藤田稔氏提供

縁側より綱が担ぎ込まれようとしている

6 　旧小川町の盆綱（昭和40年） 藤田稔氏提供

綱が座敷に担ぎこまれる
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12　笠間市五平（昭和63年）協力者提供

頭に手拭いを巻き、手に行燈を持っている

14　笠間市五平（平成 5 年） 協力者提供

ボンヅナが細くなっているのであろうか

13　笠間市五平（昭和63年） 協力者提供

太いボンヅナを持ち、賑やかに回っている

9 　土浦市佐野子（昭和5８年） 大塚博氏提供

　竜を模った立派なボンヅナ

11　土浦市佐野子（昭和5８年） 大塚博氏提供

竜の頭を先頭に、夜道を行く

10　土浦市佐野子（昭和5８年） 大塚博氏提供

子供たちは皆、頬かぶりしている
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1８　小美玉市小塙（平成10年）後藤静夫氏提供

ボンヅナを家の中に押し込んでいる

20　小美玉市小塙（平成10年）後藤静夫氏提供

雨天でもレインコートを着て巡行する

19　小美玉市小塙（平成10年）後藤静夫氏提供

ポンヅナを家の中に押し込んでいる

15　笠間市五平（平成 5 年） 協力者提供

午後 9 時を回っている。もうひと頑張り

1７　小美玉市小塙（平成10年）後藤静夫氏提供

ボンヅナには持ち手が付いている

16　笠間市五平（平成 ８ 年） 協力者提供

体ごと捻ってボンヅナをきつく綯っていく
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23　小美玉市上馬場（平成26年）小林稔氏提供

大人たちが協力してボンヅナを作る

24　阿見町実穀（平成26年） 文化庁提供

先頭は、提灯をつけた竹を持つ中学生

21　土浦市佐野子（平成13年）大塚博氏提供

ボンヅナは昭和58年と変わらない

22　土浦市佐野子（平成13年） 大塚博氏提供

頬かぶりも昭和58年と変わらない

238

第五章　盆綱関係資料



2８　牛久市東猯穴（平成26年） 小林稔氏提供

東猯穴のボンヅナには人数分の持ち手が付く

30　牛久市東猯穴（平成26年） 小林稔氏提供

ボンヅナを引いて、墓地の棺台の周りを回る

29　牛久市東猯穴（平成26年） 小林稔氏提供

ボンヅナを引いて集落内をまわる

25　阿見町掛馬（平成26年） 文化庁提供
各家でボンヅナを高く持ち上げる

2７　阿見町島津（平成26年） 小林稔氏提供

各家でボンヅナを持って回る

26　阿見町掛馬（平成26年） 小林稔氏提供

各家でボンヅナを地面に叩きつける
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著 者 文　　献　　名 略　称

上野　錦一
「千秋の盆綱について」

『茨城の民俗』創刊号　茨城民俗学の会編（1963）
上野錦一（1963）

藤田　　稔
「茨城県の盆綱」

『茨城の民俗』第 3 号　茨城民俗学の会編（1964）
藤田　稔（1964）

更科　公護
「盆綱引きの意義」

『茨城県史研究』第 7 号　茨城県史編さん委員会編（1967）
更科公護（1967）

新堀　　猛
「鉾田地方における奇習と奇祭」 『茨城の民俗』第10号―県内の奇習・
奇祭特集―　茨城民俗学会編（1971）

新堀　猛（1971）

今瀬　文也
「茨城県における盆行事」

『仏教と民俗』第 9 号　仏教民俗学会刊（1972）
今瀬文也（1972）

藤田　　稔 『日本の民俗 8  茨城』　第一法規出版（1973） 藤田　稔（1973）

石崎　　良
「水辺の部落」「危機に瀕するボンドノ ゴオザッタ」

『茨城の民俗』第14号―水の民俗特集―　茨城民俗学会編（1975）
石崎　良（1975）

堤　　一郎 『水郷の民俗』　玉造町郷土文化研究会（1977） 堤　一郎（1977）

田村　竹男
「蛇・竜に関係した民俗行事」 『茨城の民俗』第18号―蛇・竜の民俗
特集―　茨城民俗学会編（1979）

田村竹男（1979）

佐藤　次男
「「角のある蛇」と「頭上の蛇」」 『茨城の民俗』第18号―蛇・竜の民
俗特集―　茨城民俗学会編（1979）

佐藤次男（1979）

小沼　忠夫 ふるさと文庫『北浦の昔ばなし』筑波書林（1985） 小沼忠夫（1985）

藤田　　稔 『茨城の年中行事』　茨城新聞社（1988） 藤田　稔（1988）

嶋田　　尚
「蛇型綱の習俗に就いて―茨城の盆綱のルーツに関する一考察」
『茨城の民俗』第27号　茨城民俗学会編（1988）
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『桜村の民俗』　桜村の民俗編集委員会編（1985） 『桜村の民俗』（1985）

『龍ケ崎市史』民俗調査報告書Ⅱ―長戸・大宮地区―
龍ケ崎市教育委員会編（1986）

『龍ケ崎市史』民俗報告書Ⅱ
（1986）
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【市町村史、報告書等】（年代順）
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（2016）

資　料　名 略　称

ふるさと歴史館【ＨＰ】第 6 回企画展「ジャーメ〜こんな行事があっ
たのか　石岡の盆綱行事〜」　石岡市教育委員会文化振興課（2016）

『ふるさと歴史館』（2016）

【その他】
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